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「大学院工学研究科年報2005年 版」刊行によせて

工学研究科長 奥野 武俊

大阪府立大学は、従来の府立系3大 学が統合 して、2005年4月 に 「公立大学法人 大阪府立大学」 と

なりました。法人 となって最 も大きく変わったのは、大学の運営形態や会計システムなのですが、多 く

の学生や教職員にとって、その違いを実感できるようにはなっていないように思われます。それは、整

備されるべ き多 くの問題が、短時間のうちにはなかなか整っていないことにもよると思いますが、最も

大 きな原因は、大学を構成 している人達の心がこの変化についていけないためではないかと思います。

企業なら、利益を出す という、誰 もが簡単に理解できる目標を立てることが出来ますが、大学法人は

利益を追求する場所ではあ りませんか ら、そのような基準となるものを明確 にすることができません。

また、学生は決 して、いわゆる 「お客様」にはなり得ませんか ら、それもやは り基準にするのは困難で

す。結局大学法人では、自ら宣言 した目標と照らし合わせて達成度を評価する手法が使われ、その基準

となるものを中期 目標 とか年度計画などと呼んでいます。

工学研究科では、従来か ら研究成果を多 くの方に知っていただ くことを一つの目的にして、主に研究

業績 を自己点検 ・評価するための 「年報」を発行 してきました。これ まで16年 間継続 してきましたが、

今後はただ多 くの方に知っていただくだけでな く、上記のような自ら立てた目標と、達成された成果と

を比較 して評価するものにも使うことになります。そのような評価にはまだ慣れていないように思いま

すが、それがこれからの大学に必要なものとなります。

昨年度も、従来にも増 して多 くの教員や大学院生らによって様々な研究成果が上げられました。この

年報を通して、その様子を知っていただくことができると思いますが、ここに記録 されているものには、

研究によって得 られた新 しい知識や知見だけでなく、研究することを通 して学問に対する姿勢や、新 し

いものを創造 してい くための手法 を学ぶ、いわゆる教育の成果もあ ります。修士論文や博士論文はその

成果の一部で、これこそ大学でなければできないことです。

また、研究で得 られた成果を企業に活かし、共同研究などを通 して、社会に貢献することも大切なこ

とで、大学 として社会的に責任を果たすことが求められる、いわゆるアカウンタビリティの一つになり

ます。これか らの大学ではこれも大きく求められることになります。教員は、自己満足にならないよう

に、自分の周 りの社会をよく観察し、そのニーズを敏感に感 じて、それに応 えるべ く新 しいチャレンジ

をしなければなりません。

本年報が、これまでの研究成果の確認に役立ち、次につないでい く、一里塚になることを願っていま

す。

2006年4月
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高機能機械システム講座の藤田勝久教授はH17の3月31日 に退職されています。
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■ カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 奔 填 ゴ ム の 繰 り返 し変 形 挙 動 の 評 価

(Evaluationofdeformationbehaviorofcarbon-

black-filledrubberundercyclicstraining)

古 谷 泰 大,内 藤 正 登,陸 偉,冨 田佳 宏

日本 機 械 学 会 論 文 集,A編,71,1109-1115(2005).

(Cyclicstraining,Hysteresisloss,Nonaf丘nemolecular

chainnetworkmodel)

■Numerica;EvaluationofMeasurementAccuracy

ofNon-coaxialHopkinsonBarMethod

(非 共 軸Hopkinson棒 法 の 測 定 精 度 の 数 値 解 析 に よ る 評

価)

T,Umeda,H,UmekiandK.Mimura

JSMEInt.J。SeriesA,48,215221(2005),

(Non-coaxialHopkinsonbarmethod,Measurement

accuracy,FEM,Structuralanalysis)

■ ガ ラ ス 繊 維 充 填 熱 可 塑 性 樹 脂 の 変 形 挙 動 に 及 ぼ す 界 面 効 果

の 評 価

(Evajuationofeffectofinterphaseondeformation

behaviorofGlassFiberBlendedThermoplastic・

Resin)

陸 偉,N.K.Esmaeili,冨 田 佳 宏

日本 機 械 学 会 論 文 集,A編,71,1299-1305(2005).

(Composite,Interphase,Homogenizationmethod)

■TransientAnalysisofMultilayeredMagneto-

Eilectro-ThermoelasticStripduetoNonuniform

HeatSupply

(非 一 様 加 熱 を 受 け る 多 層 層 状 帯 板 の 非 定 常 圧 電 磁 熱 弾 性

解 析)

Y.OotaoalldY.Tanigawa

CompositeStructures,68,471-480(2005).

(Magneto-electro-thermoelastic,Muitilayeredstrip,

Planestrainproblem,Transientstate)

ArchiveofAppliedMechanics,74,449-465(2005).

(Piezothermoelasticicty,Functional正ygradedmaterial,

Strip,P豆anestrainproblerrLTransientstate)

sTransientPiezothermoelasticAnalysisofaCross-

PlyLaminatedCylindricalPanelBondedtoa

PiezoelectricActuator

(圧 電 材 料 か ら な る ア ク チ ュ エ ー タ ー が 接 着 さ れ た ク ロ ス

ブ ラ イ 積 層 円 筒 バ ネ ル の 非 定 常 圧 電 熱 弾 性 解 析)

Y.OotaoandY.Tanigawa

AppliedMathematicalModelling,29,321-339(2005).

(Piezothermoelasticicty,Displacementcontrol,CylindricaI

compositepanel,Planestrainproblem,Transientstate)

■TransientThermalStressesofOrthotropic

FunctionatlyGradedThickSt巾duetoNonuniform

HeatSupply

(直 交 異 方 性 傾 斜 機 能 帯 板 の 非 一 様 加 熱 に よ る 非 定 常 熱 応

力)

Y.OotaoandY.Talligawa

StructuralEngineeringandMechanics,20,559-573

(2005).

(Thermoelasticicty,Functionallygradedmaterial,

Materialorthotropy,Strip,Transientstate)

iThree・DimensionalSolutionforTransientThermal

StressesofFunctionaltyGradedRectangular

PlateduetoNonuniformHeat$upply

(非 一 様 加 熱 を 受 け る 傾 斜 機 能 長 方 形 板 の 非 定 常 熱 応 力 に

関 す る三 次 元 解)

Y.OotaoandY,Tanigawa

IntJ.ofMechanicalScience,47,1769-1788(2005).

(Thermoelasticicty,Functionallygradedmaterial,

Rectangularplate,Transientstate,Three・dimensional

problem)

覇Two-DimensionalThermoelasticAnalysisofa

FunctionallyGradedCylindricalPaneldueto

NonuniformHeatSupPly

(非 一 様 加 熱 を 受 け る 傾 斜 機 能 円 筒 パ ネ ル の 二 次 元 熱 弾 性

解 析)

Y.OotaoandY,Tanigawa

MechanicsResearchCommunications,32,429-443

(2005).

(Thermoelasticicty,Functionallygradedmaterial,

Cylindricalpanel,Planestrainproblem)

■TransientPiezothermoelasticProblemsofSmart

CompositeStructuresBondedtoaPiezoelectric

Layer

(圧 電 層 が 接 着 さ れ た 知 的 複 合 構 造 物 の 非 定 常 圧 電 熱 弾 性

問 題)

Y.TanigawaandY.Ootao

Proc.oftheThirdEuropeanConferenceonStructural

Control,2,S2-2～S2-4(2005).

(Piezothermoelasticicty,Smartstructures,Rectangular

plate,Cylindricalpanel,Transientstate)

ロTheTransientPiezothermoelasticProblemofa

ThickFunctionallyGradedThermopiezoelectric

St巾duetoNonuniformHeatSupply

(非一様 加 熱 を受 け る傾 斜 機 能熱 弾性 圧 電帯 板 の非 定 常 圧

電熱 弾 性問 題)

Y.OotaoandY.Tanigawa

■TransientTherrhalStressesofNonhomogeneous

CircularPlateduetoAxisymmetricHeatSupply

(軸 対 称 加 熱 を 受 け る 不 均 質 円 板 の 非 定 常 熱 応 力)

Y.OotaoandY.Tanigawa

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses,1,

177-180(2005).
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(Thermalstress,Nonhomogeneousmaterial,Circular

plate,Axisymmetricheating,Transientstate)

口SphericallySymmetriclsothermalandThermo

日asticProblemsofanlnhomogeneousHollow

Sphere

(不 均 質 中 空 球 の 球 対 称 等 温 弾 性 お よ び 熱 弾 性 問 題)

Y.Tanigawa,R.KawamuraandK.Nakamoto

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses,1,

193-196(2005).

(Elasticity,Thermoelasticity,Inhomogeneousmaterial,

Sphericallysymmetricproblem,Honowsphere)

1ayer,Transientstate)

■PiezothermoelasticAnalysisofFunctionallyGraded

PiezoelectricCylindrjcalPanelduetoNonuniform

HeatSupplyintheCircumferentialDirection

(円 周 方 向 に 非 一 様 加 熱 を 受 け る 傾 斜 機 能 圧 電 円 筒 パ ネ ル

の 圧 電 熱 弾 性 解 析)

T.Akai,Y.OotaoandY.Tanigawa

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses・2・

709-712(2005).

(Piezothermoelasticicty,Functionallygradedmaterial,

Cylindricalpanel,Nonunifbrmheating)

■ThermallylnducedVibrationofanlnhomogeneous

RectangularPlateduetoaCyclicHeating

(周 期 的 加 熱 を 受 け る 不 均 質 長 方 形 板 の 熱 誘 起 振 動)

RKawamura,Y.Tanigawa,S.KusultiandN.MatSumoto,

Proc.ofthe6t止11nt,CongressonThermalStresses,2,

471474(2005).

(Thermallyinducedvibration,Inhomogeneousmaterial,

Rectangularplate,Cyclicheating,Resonance

characteristic)

■AStudyonReal-TimeSchedulingforHolonic

ManufacturingSystem

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス テ ム の た め の リ ア ル タ イ ム ス ケ ジ ュ

ー リ ン グ に 関 す る 研 究)

N.Sugimura,Y,Tanimizu,K.Iwamura

CIRP-JournalofManufacturingSystems,33〔5〕,467-475

(2004)

(Manufacturingsystem,Holonicsystem,Scheduling,

AgentbaseapProach,simulation)

■ThermoelasticStabilityoflnhomogeneous

RectangularPlatesunderNonuniformTransient

TemperatureField

(非 一 様 非 定 常 温 度 場 に お け る 不 均 質 長 方 形 板 の 熱 弾 性 安

定 性)

T。MorimotoandY.Tanigawa

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses,2,

619-622(2005).

(Thermoelasticstability,Inhomogeneousmaterial,

Rectangularplate,Nonuniforrntemperaturefiel己Transient

state)

■MagneticallylnducedStressesandDeformations

inaConductingCircularCylinderSubjectedto

CyclicVariationofMagneticField

(周 期 的 変 動 磁 場 の 作 用 を 受 け る導 体 円 柱 の 電 磁 熱 応 力 と

熱 変 形)

M.Higuchi,R.KawamuraandY.Tanigawa

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses,2,

633-636(2005).

(Magnetothermoelasticity,Hollowcircularcylinder,

Planeaxisymmetricalproblem,Eddycurrentloss,

Lorentzforce)

■TransientPiezothermoelasticAnalysisofSmart

CompositeStripinConsiderationofElectrode

Layers

(知 的 複 合 帯 板 に お け る 贈 極 層 を 考 慮 し た 非 定 常 圧 電 熱 弾

性 解 析)

Y.Ootao,Y.TanigawaandH,Nakamoto

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses,2,

645-648(2005).

(Piezothermoelasticicty,Smartcompositestrip,Electrode

■AStudyonReaトTimeSchedulingMethodsin

HolonicManufacturingSystems

(ホ ロ ニ ック 生 産 シ ス テ ム に お け る リ ア ル タ イ ム ス ケ ジ ュ

ー リン グ 手 法 に 関 す る 研 究)

K.Iwamura,Y.Tanimizu,N.Sugimura

KnowledgeandSkillChainsinEngineeringand

Manufacturing-lnformationInfrastructureintheEraof

GlobalCommunications-,35,301-312(2005).

(Manufacturingsystem,Holonicsystem,Scheduling,

AgentbaseapProach,simulation)

■ 工 作 機 械 の 運 動 偏 差 の モ デ ル 化 と 解 析 に 関 す る 研 究(第1

報,構 成 要 素 の 幾 何 学 的 偏 差 の モ デ ル 化 と 解 析)

(AStudyonModetingandAnalysisofKinematic

MotionDeviationsofMachineTools(1stReport,

ModelingandAnalysisofGeometricDeviationsof

ConstitutingUnits))

里 中 直 樹,杉 村 延 広,谷 水 義 隆,岩 村 幸 治

日 本 機 械 学 会 論 文 集,C編,71・708,192-198(2005).

(Machinetools,Motiondeviations,Geometrictolerance,

Geometricdeviations,Statisticalanalysis)

■AnXMLBasedlntegratedSchedulingEinvironment

forTheNewOrganizationalStructuresof

ManufacturingSystems

(生 産 シ ス テ ム の 新 た な 組 織 形 態 の た め のXMLに 基 づ く 統

合 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 環 境)

B.Tudjarov,N,Sugimura,Y.Tanimizu,K.Iwamura

ScienceinformationofScience-TechnicalUnionon

MechanicalManufacturing(lndustry),YearXH,03/81,

ISSN-1310-3946,410・415(2005).

(Manufacturingsystem,XML,Organizationstructure,

Scheduling)
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■ 遺 伝 的 ア ル ゴ リズ ム を 用 い た リ ア ク テ ィ ブ ス ケ ジ ュ ー リ ン

グ(第2報,ジ ョ ブ の 追 加 に 対 す る 生 産 ス ケ ジ ュー ル の 変

更)

(AStudyonReactiveSchedulingbyApPlying

GeneticAlgorithm(2ndReport,Modificationof

SchedulesforAdditionalJobs))

阪 口 龍 彦,谷 水 義 隆,杉 村 延 広

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編71・711,193-199(2005).

(ManufacturingSystems,ReactiveScheduling,Genetic

Aigorithm,AdditionalJobs)

■AStudyonReal・TimeSchedulingofHolonic

ManufacturingSystem-Multi・objective

OptimizationinSchedulingProcess-

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス テ ム の リ ア ル タ イ ム ス ケ ジ ュ ー リ ン

グ に 関 す る 研 究 一 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ プ ロ セ ス の 多 目 的 最

適 化 一)

K.Iwamura,Y、Seki,Y.Tanimizu,N.Sugimura

The38thCIRPIntSeminaronManufactUringSystems,

CD-ROMO2031155,1-6(2005).

(Manufacturingsystem,Real-timeschedule,Holonic

manufacturingsystem,Multi-objectiveoptimization)

願ReaトtimeSchedulingforHolonicManufacturing

SystemsBasedonEstimationofFutureStatus

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス デ ム の た め の 将 来 の 状 態 の 予 測 に 基

づ く リア ル タ イ ム ス ケ ジ ュ ー リ ン グ)

K.工wamura,N.Okubo,Y.Tanimizu,N.Sugimura

Proc.of18thInt.ConferenceonProductionResearch,

CD-ROM,1-6(2005).

(Manufacturingsystem,Real-timeschedule,Holonic

ManufacturingSystem,Futurestatus,Estimation)

■MathematicalAnalysisofThree・dimensional

GeometricToleranceChainsofMechanical

Products

(機 械 部 品 の 三 次 元 幾 何 公 差 チ ェ ー ン の 数 学 的 解 析)

N.Satonaka,N.Sugimura,Y.Tanimizu,K.Iwamura

Proc,of18thInt.ConferenceonProductionResearch,

CD-ROM,1-6(2005).

(Toleranceanalysis,Mechanicalproducts,Tolerance

chains,Geometrictolerance)

■EvolutionalReactiveSchedulingforAgile

ManufacturingSystems

(ア ジ ャ イ ル 生 産 シ ス テ ム の た め の 進 化 型 リ ア ク テ ィ ブ ス

ケ ジ ュー リ ン グ)

Y.Tanimizu,T。Sakaguchi,K.Iwamura,N.Sugimura

Proc.of18thIntConferenceonProductionResearch,

CD・ROM,1-6(2005).

(Manufacturingsystem,Reactiveschedule,Evolutional

calculation,Agilemanufacturing)

■MathematicalAnalysisofThree・dimensional

GeometricTolerancesofMechanicalProducts-

AnalysisunderMaximumMaterialCondition一

(機 械 部 品 の 三 次 元 幾 何 公 差 の 数 学 的 解 析 一 最 大 実 体 状 態

に お け る 解 析 一)

N.Satonaka,A。Yoshida,N.Sugimura,Y.Tanimizu,

K.Iwamura

TheThirdintConferenceonLeadingEdgeManufacturing

in21stCentury(LEM21).313-318(2005).

(Toleranceanalysis,Mechanicalproducts,Tolerance

chains,Maximummaterialconditions)

■NegotiationsamongClientsandSupPlie[s

ConsideringProductionSchedulesinDynamic

SupPlyChain

(動 的 サ プ ラ イ チ ェ ー ン に お け る 生 産 ス ケ ジ ュ ー ル を 考 慮

した サ プ ラ イ ヤ と ク ラ イ ア ン トの 交 渉)

Y.Tanimizu,M.Yamanaka,K.Iwamura,N.Sugimura

TheThirdIntConferenceonLeadingEdgeManufacturing

in21stCentury(LEM21),391-396(2005).

(Manufacturingsystems,DynamicSupplyChains,

Negotiation,Auctions)

■AStudyonReal-TimeSchedulingofHolonic

ManufacturingSystems

(ホ ロ ニ ッ ク 生 産 シ ス テ ム の リ ア ル タ イ ム ス ケ ジ ュ ー リ ン

グ に 関 す る研 究)

K.Iwamura,Y.Tanimizu,N.Sugimura

TheThirdIntCor}ferenceonLeadmgEdgeManufacturing

in21stCentury(LEM21),421-426(2005).

(Manufacturingsystem,Real-timeschedule,Holonic

ManufacturingSystem,Futurestatus,Estimation)

■lmprovementofCrossoverOperatorinGenetic

AlgorithmforReactiveScheduling

(リ ア ク テ ィ プ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の た め の 遺 伝 的 ア ル ゴ リ

ズ ム に お け る 交 叉 法 の 改 良)

T.Sakaguchi,Y.Tanimizu,T.Miyamae,Y.MaedaK.

Shirase,N.Sugimura

TheThirdIntConferenceonLeadingEdgeManufacturing

in21stCentury(LEM21),427-432(2005).

(Manufacturingsystem,Reactiveschedule,Genetic

algorithm,Crossoveroperation)

■Numericatstudyonanasymmetricguided-mode

resonantgratingwith'aKerrmediumforoptical

switching

(光 ス イ ッ チ の た め の カ ー 効 果 を も つ 非 対 称 共 鳴 格 子 に 関

す る数 値 解 析 的 検 討)

A.Mizutani,H.KikutaandK.Iwata

J.oftheOpticalSocietyofAmerica,22,355360(2005)、

(Resonantgrating,Micro-structure,Opticalswitch)

■Dynamicguided-moderesonantgratingfilterwith

quadraticelectroopticeffect

(2次 電 気 光 学 効 果 を 用 い た 動 的 共 鴫 格 子 フ ィ ル タ)

H.IchikawaandH.Kikuta

J.oftheOpticalSocietyofAmerica,22,1311-1318

(2005).
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(Resonatgrating,ElectropticeffecしTunablefilter)

●Numericalstudyonefficientopticalswitching

basedonthenonlinearphenomenainaguided-

moderesonantgratingwithKerreffect

(カ ー 効 果 を 持 つ 共 鴫 格 子 で の 高 効 率 光 ス イ ッチ ン グ に つ

い て の 数 値 解 析 的 検 討)

A.Mizutani,H.KikutaandK.Iwata

OpticalReview,12,313-318(2005).

(Resonantgrating,Micr(》structure,opticalswitch)

■Deformationmeasurementbyphase-shifting

digitalholography

(位 相 シ フ トデ ジ タ ル ホ ロ グ ラ フ ィ を 用 い た 変 形 測 定)

Y.Morimoto,T.Nomura,M.Fujigaki,S。Yoneyama

andLTakahashi

ExperimentalMechanics,45,65-70(2005).

(Phase-shiftingdigitaiholography,Holographic

interferometry,Displacementmeasurement,Out・of・

planedisplacementSpecklenoisereduction)

■Scanningmoir6andspatial・offsetphase・stepping

forsurfaceinspectionofstructures

(構 造 物 表 面 検 査 の た め の 位 相 シ フ ト走 資 モ ア レ 法)

S,Yoneyama,Y.Morimoto,M.FujigakiandY.Ikeda

OpticsandLasersinEngineering,43,659-670(2005).

(Moir6method,Phase-steppingmethod,Profiiing,Image

processing,Opticalinspection)

■形 状 記 憶 合 金 複 合 材 料 に 生 じ る 変 形 と 内 部 応 力 分 布

(Distributionofdeformationandinternalstresses

inshapememoryalloycomposite)

村 澤 剛,米 山 聡,東 郷 敬 一 郎,隆 雅 久

日本 機 械 学 会 論 文 集,A編,71,780-788(2005).

(Shapememoryalloycomposite,Distributionofunique

performance,Internalstressofmatrixdeformationof

composite,Digitalimagecorrelation,Photoelasticity)

■Two・dimensionalstressseparationusingphase・

stepPinginterferometricphotoelasticity

(位 相 シ フ ト干 渉 光 弾 性 法 を 用 い た2次 元 応 力 分 離)

S.Yoneyama,Y.MorimotoandM.Kawamura

MeasurementScience&Technoiogy,16,1329-1334

(2005).

(lnterferometry,Photoeiasticity,Phase-steppingmethod,

Load-steppingmethod)

■NiTi形 状 記 憶 合 金 平 板 の 不 均 一 変 形 挙 動 に 及 ぼ す 繰 り返 し

負 荷 の 影 響

(tnfJuenceofcyclicloadingoninhomogeneous

deformationbehaviorarisinginNiTishape

memOryallOyplate)

村 澤 剛,米 山 聡,佐 久 間俊 雄,隆 雅 久

日本 金 属 学 会 誌69,596603(2005).

(NiTishapememoryalloy,Pseudoelasticity,

Inhomogeneousdeformationbehavior,Localstrain,

6

Cyclicloading,Digitalimagecorrelation)

■lnstantaneousphase-stepPinginterferomet「y

usingPolarizationimagingwithamicro・retarde「

arra

(複 屈 折 波 長 板 ア レ イ を 用 い た 偏 光 画 像 解 析 に よ る 瞬 間 的

な 位 相 シ フ ト干 渉 法)

S.Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

ExperimentalMechanics,45,451-456(2005).

(lnstantaneousphase-steppinginterferometry,Twyman-

Greeninterferometry,Out-of-planedisplacement,Form-

birefringence,Micreretarderarray,Polarization)

■lnfluencesofisotropicandanisotropicmaterial

propertiesonstressintensityfactorofthecrack

tipunderthebiaxialstress

(二 軸 負 荷 を 受 け る ぎ 裂 の 応 力 拡 大 係 数 に 及 ぼ す 材 料 の 等

方 性 お よ び 異 方 性 の 影 響)

T.Shimomura,A.Shimamoto,T.NemotoandS.

Yoneyama

KeyEngineeringMaterials,297・300,15981603(2005).

(lsotropy,Anisotropy,Stressintensityfactor・

Experimentalstressanalysis,Cracktip,Biaxialstress)

■Young'smoduluscontrolofthemicrocantilever

madebymicrostereolithography

(マ イ ク ロ 光 造 形 法 で 作 製 し た マ イ ク ロ カ ン チ レ バ ー の 弾

性 率 制 御)

M.Miwa,K.Douoka,S.Yoneyama,S.Tuchitani,Y.

KoshimbtoandR.Kaneko

Proc,ofSPIE,5719,(ト13(2005).

(Micor-stereolithography,Young'smodulus)

■Measurementoflocalstraindistributionforshape

memoryalloycompositeunderthermo-loading

(熱 負 荷 を 受 け る形 状 記 憶 合 金 複 合 材 料 の 局 所 ひ ず み 測 定)

G.MurasawaandS.Yoneyama

Proc.ofthe6thInt.CongressonThermalStresses,581・

584(2005).

(Shapememoryalloycomposite,Localstraindistribution,

Digitalimagecorreiation)

Mphase-stepPingPhotoelasticitybyuseofretarders

witharbitraryretardation

(任 意 位 相 差 の 波 長 板 を 用 い た 位 相 シ フ ト光 弾 性 法)

S.YoneyamaandH.Kikuta

Proc.ofthe2005SEMAnnualConferenceandExposition

onExperimentalandAppliedMechanics,#27(2005).

■Simultaneousphase-stepPingforinterferometry

usingpolarizationimagingwithmicro-retarder

array

(構 造 複 屈 折 波 長 板 ア レイ を 用 い た 同 時 位 相 シ フ ト干 渉 法)

S.Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

Proc.ofthe2005SEMAnnualConferenceandExposition

onExperimentalandApPliedMechanics,#28(2005).



■lnhomogeneousdeformationbehaviorarisingin

shapememoryalloysubjectedtostress

COnCentratiOn

(応 力 集 中 を 受 け る 形 状 記 憶 合 金 に お け る 不 均 質 変 形 挙 動)

G.Murasawa,S.Yoneyama,T.SakumaandM .Takashi

Proc.ofthe2005SEMAnnualConferenceandExposition

onExperimentalandAppliedMechanics,#108(2005).

■lnstantaneousphase-stepPinginterferometryfor

fringePatternanalysisusingformbirefringence

micro-retarderarray

(構 造 複 屈 折 波 長 板 ア レ イ を 用 い た 干 渉 縞 解 析 の た め の 同

時 位 相 シ フ ト干 渉 法)

N.Mizuhara,S.Yoneyama,H.kikutaandK.Moriwaki

Proc.oftheInt.CongressonExperimentalMechanics

2005,#07(2005).

■Phase-stepPingPhotoelasticityusingarbitrary

retardedretarderswithtricolorimages

(三 色 の 画 像 を 任 意 位 相 差 の 波 長 板 を 用 い た 位 相 シ フ ト光

弾 性 法)

K.Nakamura,S.YoneyamaandH.Kikuta

Proc.oftheInt.CongressonExperimentalMechanics

2005,#08(2005).

■Finiteelementanalysisbyphenomenological

constitutiveretationandexperimental

measurementofdeformationbehaviorforNiTi

platesubjectedtomechanicalloading

(機 械 的 負 荷 を う け るNiTi平 板 の 変 形 挙 動 の 有 限 要 素 解 析

と 実 験 計 測)

G.Murasawa,S,FujimotoandS.Yoneyama

Proc.oftheInt.CongressonExperimentalMechanics

2005,#13(2005).

■Highresolutionrefractiveindexsensorwitha

crossedguided-moderesonantgrating

(2次 元 導 波 モ ー ド共 鴫 格 子 を 用 い た 高 感 度 屈 折 率 セ ンサ)

H.Kikuta,K,Fujita,A.Mizutani,H.ToyotaandK.

Iwata

Proc.ofSPIE,5931,178-183(2005).

(Refractiveindexsensor,Highresolution,Resonant

grating)

■DeflectiondistributionmeasurementofsteeI

structureusingdigitalimagecorrelation

(デ ジ タ ル 画 像 相 関 法 を 用 い た 鋼 構 造 物 の た わ み 分 布 測 定)

S.Yoneyama,A.Kitagawa,K.KitamruaandH.Kikuta

Proc.ofSPIE,5880,133-140(2005).

(Digitalimagecorrelation,Deflection,Steelstructure,

Simplebeammodel,Bridgeloadtesting,Image

processing)

■lnstantaneousphase・stepPinginterferometryfor

thestudyoftime-dependentmechanlcalbehavior

(時 間 依 存 力 学 挙 動 研 究 の た め の 瞬 間 的 な 位 相 シ フ ト法)

S.Yoneyama,H.KikutaandKMoriwaki

Proc.ofthe5thInt.ConferenceonMechanicsofTime-

dependentMaterials,164-167(2005).

■Microcantileverfabricationbymicro-

stereolithographywithYoung'smoduluscontrol

(マ イ ク ロ 光 造 形 法 で 作 製 した マ イ ク ロ カ ン チ レ バ ー の 弾

性 率 制 御)

M.Miwa,K.Douoka,S.Yoneyama,S.Tuchitani,Y.

KoshimotoandR.Kaneko

Proc.ofthe5thInt.ConferenceonMechanicsofTime-

dependentMaterials,95-98(2005).

■Simutaneousobservationofphase-stepped

imagesforbirefringencemeasurement

(複 屈 折 測 定 に お け る 位 相 シ フ ト画 像 の 同 時 観 察)

S.Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

Proc.ofSPIE,6051,#60510J(2005).

(Instantaneousphase-steppingmethod,Birefringence,

Photoelasticity,Micro-retarderarray,Polarization)

■Newstructureofdynamicguided-moderesonant

gratingfilterswithelectro・op‡iceffect

(電 気 光 学 効 果 を 持 つ ダ イ ナ ミ ッ ク 共 鳴 格 子 フ ィ ル タ の 構

造)

H.IchikawaandH.Kikuta

Proc.ofDiffractiveOptics2005,(2005),

(ResonantGrating,Eiectropticeffect,Tunablefilter)

■DesignofH。 。FeedbackControlSystemswith

QuantizedSignals

(量 子 化 信 号 を 有 す るH・ 。フ ィー ドバ ック 制 御 系 の 設 計)

GuishengZhai,YanchunMi,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi

日 本 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 学 会 論 文 集,24巻2号,122-127

(2005).

(H。。feedbacksystem,quantizedsignal,statefeedback,

outputfeedback,)

■ ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク コ ン トロ ー ラ に よ る 非 線 形 シ ス テ ム の 実

時 間 制 御

(RealTimeOptimizationforNonlinearSystems

UsingAlgorithmicController)

小 林 友 明,孫 野 道 征,井 前 譲,吉 水 一 能,餐 貴 生

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編71・705,132.138(2005).

(Computercontrol,nonlinearcontrol,optimalcontrol,

algOrithmiCCOntrOller,)

■L2GainAnalysisforSwitchedSystemswith

Continuous・TimeandDiscrete-TimeSubsystems

(連 続 時 間 サ ブ シ ス テ ム と 離 散 時 間 サ ブ シ ス テ ム が 混 在 す

る 切 替 え シ ス テ ム に 対 す るL2ゲ イ ン解 析)

GuishengZhai,HaiLin,YoungbokKim,JoeImae,

TomoakiKobayashi

Int.J.ofControL78,15,1198-1205(2005) .

(Switchedsystem,stability,L2gain,commonLyapunov
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function,piecewiseLyapunovfunction ,averagedwell

time.)

■AutoassociativeMemoryDesignUsing

lnterconnectedGeneralizedBrian-State-in-a-Box

NeuralNetworks

(連 結 さ れ た 一 般 化BSBニ ュー ラ ル ネ ッ トワ ー ク を 用 い た

自 動 連 想 記 憶 設 計)

CheolhwanOh,StanlslawStan,GuishengZhai

Int.J.ofNeuralSystems,15,3,181-196(2005).

(Associativememory,generalizedBrain-State-in-a-Box

(BSB)neuralnetwork,interconnectedneuralnetwork,

linearmatrixinequaly(LMI).)

■DecentralizedH。 。ControllerDesignforDescriptor

Systems

(デ ィ ス ク リ プ タ シ ス テ ム に お け る 分 散H・ ・コ ン トロ ー ラ 設

計)

GuishengZhai,NaokiKoyama,MasaharuYoshida,

ShinichiMurao

ControlandIntelligentSystems,33,3,15&165(2005).

(Descriptorsystem,decentralizedcontro1,H。 。controller

design,LMI.)

RegjonsofTwo・DimensionalSwitchedSystem5

(二 次 元 切 替 え シ ス テ ム の 可 安 定 領 域 発 見 の た め の 統 一 的

手 法)

GuishengZhai,BoHu,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi

Proc.of20051EEEInt.SymposiumonCircuitsand

Systems2823-2826(May2005).

(Switchedsystems,conicswitching,stabilizablereglons・

procedure.)

■StabilityAnalysisforSwitchedSystemswith

Continuous-TimeandDiscrete-TimeSubsystems=

ALieAlgebraicApProach

(連 続 時 間 サ ブ シ ス テ ム と 離 散 時 間 サ ブ シ ス テ ム が 混 在 す

る 切 替 え シ ス テ ム に お け る 安 定 解 析:リ ー 代 数 に よ る ア プ

ロ ー チ)

GuishengZhai,DerongLiu,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi

Proc.of20051EEEInt.SymposiumonCircuitsand

Systems3183-3186(May2005).

(Switchedsystem,continuous-timesubsystem,discrete-

timesubsystem,Liealgebra,commonLyapunov

function.)

■StabilityofDiscontinuousRetardedFunctional

DifferentialEquationswithApplications

(不 連 続 遅 延 函 数 微 分 方 程 式 の 安 定 性 と 応 用)

Yesun,AnthonyN.MichelandGuishengZhai

IEEETransactionsonAutomaticControl,50,8,1090-

llO5(2005).

(Asymptoticstability,discontinuousdynamicalsystems

(DDS),exponentialstability,hybridsystems,Lyapunov

stability,retardedfunctionaldifferentialequations,

switchedsystems,systemswithdelays.)

■Real-TimeOptimizatienforMobileRobotBasedon

AlgorithmicControl

(ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク コ ン トロ ー ラ に 基 づ く 移 動 ロ ボ ッ トの

実 時 間 制 御)

TomoakiKobayashi,JunichiMaenishi,JoeImaeand

GuishengZhai

Proc.oftheInt.ConferenceonControl,Automation,and

Systems2102-2107,(June2005).

(Realtimeoptimization,mobilerobotnonlinearsystem,

algorithmicdesign.)

回PracticalStabilityandStabilizationofHybridand

SwitchedSystems

(八 イ プ リ ッ ド ・切 替 え シ ス テ ム の 実 用 安 定 性 と 安 定 化)

XupingXu,GuishengZhai

IEEETransactionsonAutomaticControl,50,11,1897-

1903(2005).

(Hybridsystem,stability,stabilization,switched

system.)

圏HybridStabiiizationofDiscrete-TimeLTISystems

withTwoQuantizedSignals

(二 っ の 量 子 化 信 号 を 有 す る 離 散 時 間LTIシ ス テ ム の ハ イ

ブ リ ッ ド安 定 化)

GuishengZhai,YuukiMatsumoto,XinkaiChen,Joe

ImaeandTomoakiKobayashi

Int.J.ofApPliedMathematicsandComputerScience,

15,4,509-516(2005)。

(Discrete-timeLTIsystem,hybridstabilization,

quantizer,statefeedback,outputfeedback.)

圏AsymptoticDisturbanceAttenuationProperty

AnalysisforDiscrete・TimeUncertainSwitched

LinearSystems

(離 散 時 間 型 の 不 確 か な 線 形 切 替 え シ ス テ ム の た め の 漸 近

外 乱 減 衰 特 性 解 析)

HaiLin,GuishengZhaiandPanosJ.Antsaklis

Proc.of2005AmericanControlConference,CD-ROM ,1-

6(June2005).

(Uncertainswitchedsystem,disturbanceattenuation.)

■NewResultsonPracticalStabilizationand

PracticalReachabilityofSwitchedSystems

(切 替 え シ ス テ ム の 実 用 安 定 化 と 実 用 可 到 達 性 に 関 す る 新

しい 結 果)

XupingXuandGuishengZhai

Proc,of2005AmericanControlConference,CD-ROM,

3784-3789(June2005).

(Switchedsystem,practicalstabilization,practical

reachability.)

■AUnifiedProcedureforLocatingtheStabilizable ■AnalysisofSwitchedNormalDiscrete・Time
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Systems

(ノ ー マ ル 切 替 え 離 散 時 間 シ ス テ ム の 解 析)

GuishengZhai,HaiLin,XupingXu,JoeImaeand

TomoakiKobayashi

Proc.of2005AmericanControlConference,CD・ROM,

3800-3805(June2005).

(Switchednormalsystem,stability,L2gain,common

quadraticLyapunovfunction,LMI.)

■StabilityandH。 。PerformancePreserving

SchedulingPolicyforNetworkedControlSystems

(ネ ッ トワ ー ク 化 制 御 シ ス テ ム の 安 定 性 とH。 。ス ケ ジ ュー リ

ン グ 保 持 性 能)

HaiLin,GuishengZhai,LeiFang,PanosJ.Antsaklis

Preprintsofthe16thIFACWorldCongress,DVD(July

2005).

(Networkedcontrolsystem,stability,H。 。performance,

schedulingpolicy・)

■DecentralizedH2ControllerDesignforDescriptor

Systems:AnLMIApproach

(デ ィ ス ク リ ブ タ シ ス デ ム の 分 散H2コ ン ト ロ ー ラ 設 計:

LMIア プ ロ ー チ)

GuishengZhai,MasaharuYoshida,JoeImaeand

TomoakiKobayashi

Preprintsofthe16thIFACWorldCongress,DVD(July

2005).

(MUIti£hanneldescriptorsystem,H2control,decentraHzed

control,bilinearmatrixinequality(BMI),1inearmatrix

inequality(LMI).)

■Gain-SchedulingApproachtoMassDamperType

AntトSwaySystemDesign

(マ ス ・ダ ン パ 型 揺 れ 制 止 シ ス テ ム 設 計 へ の ゲ イ ン ・ス ケ

ジ ュー リ ン グ ア プ ロ ー チ)

DongKyuKim,YoungBokKim,JiSeongJangand

GuishengZhai

Preprintsofthe16thIFACWorldCongress,DVD(July

2005).

(Massdampersystem,anti・swaydesign,gainschedUling.)

■Reaトtimeoptim吃ationfornonlinearsystems

usingalgorithmiccontrol

(ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク コ ン トロ ー ル を 用 い た 非 線 形 シ ス テ ム

の 実 時 間 最 適 化)

TomoakiKobayashi,MichiyukiMagono,JoeImae,

KazutakaYoshimizuandGuishengZhai

Preprintsofthe16thIFACWorldCongress,DVD(July

2005).

(Realtimeoptimization,nonlinearsystem,algorithmic

design.)

iExplicitHybridOptimalControllerforDisturbance

AttenuationinLinearHybridSystems

(線 形 八イ ブ リ ッ ドシ ステ ム に おけ る外 乱抑 制 の ため の 陽

な八 イ ブ リ ッ ド最適 制御 器)

HaiLin,GuishengZhaiandPanosJ.Antsaklis

Preprintsofthe16thIFACWorldCongress,DVD(July

2005).

(Hybridsystem,disturbanceattenuation,hybridoptimal

controller,)

■DesignofH-in刊nityFeedbackControlSystems

withQuantizedSjgnals

(量子 化信 号 を有 す るH・・フ ィー ドバ ック制御 系 の設計)

GuishengZhai,YanchunMi,Joe工maeandTomoaki

Kobayashi

Preprintsofthel6thIFACWorldCongress,DVD(July

2005).

(Feedbackcontro正system,quantizedsignal,H。 。

control.)

■AStudyonHybridControlofNonholonomic

Systems

(非 ホ ロ ノ ミ ッ ク シ ス テ ム の 八 イ ブ リ ッ ド制 御 に 関 す る 研

究)

IsatadaMatsune,GuishengZhai,TomoakiKobayashi

andJoeImae

Proc.ofSICEAnnuaiConference,211-214(August

2005).

(Nonholonomicsystem,two(four)-whee正edvehicle,

hybridcontrol,chainedform,nonholonomic

integrator(NHI),stabilization,switchingstrategy.)

■Structuredparticleswarmoptimizationandits

apPlicationtocontroldesigns

(構 造 化PSOお よ び 制 御 系 設 計 へ の 応 用)

AlnuroAraki,JoeImae,TomoakiKobayashiand

GuishengZhai

Proc.ofSICEAnnualConference,775-778(August

2005).

(Particleswarmoptimization,Geneticprogramming,

Controldesign,Nonlinearsystems.)

iAlgorithmiccontrolforreal・timeoptimizationof

constrainednonlinearsystems:swing-up

problemsofinvertedpendulums

(制 約 付 非 線 形 系 の 実 時 間 最 適 化 の た め の ア ル ゴ リ ズ ミ ッ

ク コ ン トロ ー ル:倒 立 振 子 の 振 上 げ 問 題)

JoeImae,KazutakaYoshimizu,TomoakiKobayashiand

GuishengZhai

Proc.ofthe20051EEEInt.ConferenceonControl

Applications

535・540(August2005).

(Rea1-timeoptimization,Constrainednonlinearsystem,

Invertedpendulum)

■Algorithmiccontrolforrea1-timeoptimizationof

nonlinearsystems:Simulationsandexperiments

(非 線 形 系 の 実 時 間 最 適 化 の た め の ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク コ ン

トロー ル:シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 実 験)

JoeImae,KazutakaYoshimizu,TomoakiKobayashiand
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GUishengZhai

Proc.ofthe44thIEEEConferenceonDecisionand

Control,3729-3734(December2005).

(Rea1-timeoptimization,Nonlinearsystem,Simulation

andexper蓋ment)

■SomeResultsonPracticalAsymptoticStabilizability

ofSwitchedSystems

(切 替 え シ ス テ ム の 実 用 漸 近 可 安 定 性 に 関 す る 結 果)

XupingXuandGuishengZhai

Proc.ofthe44thIEEEConferenceonDecisionand

Control,3998-4003(December2005)、

(Switchedsystem,practicalasymptoticstabilizability.)

■HybridStaticOutputFeedbackStabilizationof

Two-DimensionalLTISystems:AGeometric

Method

(二 次 元LTIシ ス テ ム の 八 イ ブ リ ッ ド静 的 出 カ フ ィ ー ドバ

ッ ク 安 定 化=幾 何 学 的 手 法)

GuishengZhai,HideakiKondo,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi

Proc.ofthe44thIEEEConferenceonDecisionand

Control,6911-6916(December2005).

(Tw(》dimensionalLTIsystem,staticoutputfeedback,

hybridstabilization,asymptoticline,switchingline,

output-dependentswitching,time-controlledswitching.)

■ 自 動 同 調 型 動 吸 振 器 の 開 発

(DevelopmentofAdaptiveTunedMassDamper

ATMD)

猫 本 善 続,藤 田 勝 久

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編,71・705,1463-1471(2005).

(Dynamicabsorber,Vibrationcontroldevice,Analogue

control,Semi-activecontrol)

■ 自動 同 調 型 制 振 装 置 の 開 発

(DevelopmentofSelf-tuningDynamicVibration

Absorber)

猫 本 善 続,藤 田 勝 久

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編71-705,1472-1480(2005).

(Dynamicvibrationabsorber,Structures,Pipingsystem,

Self-tuning,Ballrotation)

■ 薄 肉 円 筒 殻 の 軸 対 称 振 動 に 関 す る 軸 方 向 す き ま 流 励 起 振 動

(AxialLeakageFlow-inducedVibrationofaThin

CylindricalShellwithRespecttoAxisymmetric

Vibration)

藤 田 勝 久,新 谷 篤 彦,小 野 正 和

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編,71・705,1481-1488(2005).

(Flow-inducedvibration,Axialleakageflow,Stabiiity

analysis,Axisymmetricvibration,Thincylindricalshell)

■ExperimentalStudyofCouplingVibration

CharacteristicsBetweenaThinCylindricalWater

StorageTankandltsContainedLiquid

(液 貯 蔵 薄 肉 円 筒 タ ン ク と 保 有 液 と の 連 成 振 動 特 性 に 関 す
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る 実 験 的 研 究)

A.Maekawa,Y.Shimizu,M.SuzukiandK.Fujita

Proc.ofASMEPressureVesseisandPipingConference・

CD-ROMProc。,PVP2005-71256(2005).

(Cylindricalwaterstoragetank,Fluidstructu「e

interaction,Ovalingvibration,Aseismicdesign,CouPling

vibration)

■StudyofCorrelationBetweenBeamVibrationand

OvalVibrationonCylindricalWaterStorageTank

(液 貯 蔵 薄 肉 円 筒 タ ン ク の 梁 振 動 と オ ー バ ル 振 動 と の 相 関

に 関 す る 研 究)

A.Maekawa,Y.Shimizu,M.SuzukiandK.Fujita

Proc.ofASMEPressureVesselsandPipingConference,

CD-ROMProc.,PVP2005-71257(2005).

(Cylindricalwaterstoragetank,Fluidstructure

interaction,Ovalingvibration,Aseismicdesign,Coupling

vibration)

■StudyontheSeismicLoadCeuplingE行ectsdue

toHorizontalandVerticalExcitationforthe

NewlyDeveloped3-dimensionalBaselsolation

System

(新 開 発3次 元 免 震 装 置 に お け る 水 平 ・鉛 直 加 振 時 の 地 震 荷

重 連 成 効 果 の 研 究)

T,Ito,K.FujitaandT.Ohkubo

Proc.ofASMEPressureVesseisandPipingConference,

CD-ROMProc.,PVP2005-71172(2005).

(3-Dbaseisolation,Horizontalandverticalsimultaneous

excitation,Loadcouplingeffect,PhasedHerence)

■DynamicsofMulti・connectedBodiesSupported

byDamper-springSystemsMovinginaNarrow

Passage

(狭 い 流 路 を 移 動 す る ダ ン パ ー 一 バ ネ 系 で 支 持 さ れ た 複 数

連 結 体 の ダ イ ナ ミ ク ス)

K.Fujita,A.Shintani,F.Hatae,andS.Toyama

Proc.ofASMEPressureVesselsandPipingConference,

CD-ROMProc.,PVP2005-71369(2005).

(Multi-connectedbody,Narrowpassage,Axialflow,

Complexeigenvalueanalysis,Coupledmodeshape)

■StabilizationofAnnularFlow・inducedVibrationof

AxisymmetricElasticBeamWithPiezoelectric-

typeActuators

(圧 電 ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い た 軸 対 称 弾 性 は り の 環 状 す き

ま 流 励 起 振 動 の 安 定 化)

A.Shintani,andK.Fujita

Proc.ofASMEPressureVesselsandPipingConference
,

CD-ROMProc.,PVP2005-71365(2005).

(F1・w・i・duced・ib・ati・n・A・i・ymm・t・icelasti・beam
,

piezoelectric-typeactuator,Annularflow,Activecontrol)

.AnalysisMethodsfortheMotionandVibrationof

aMovingBodyontheComplicated3DTrajectory

(複雑 な3次 元 軌道 上の 移動 体 の運動 と振 動 の解 析 法)



K.Fulita,C.Nakagawa

Proc.ofThe2005ASMEInt。DesignEngineering

TechnicalConferences&ComputersandInformationin

EngineeringCollference,DETC2005-84976inCD-ROM

(2005).

(Multi-bodydynamics,Rollercoaster,3Dtrajectory,

DAE)

■MotionandVibrationofMutti-vehicleson3D

Trajectory

(3次 元 軌 道 上 の 複 数 車 両 の 運 動 と 振 動)

C.Nakagawa,K.Fujita

Proc.ofThe2005ASMEInt.DesignEngineering

TechnicalConferences&ComputersandInformationin

EngineeringConference,DETC2005-84981inCD-ROM

(2005).

(Multi-bodydynamics,Rollercoaster,3Dtrajectory,

DAE)

■Donnell理 論 に よ る 薄 肉 円 筒 殻 の 横 方 向 振 動 に 関 す る軸 方

向 す き ま 流 励 起 振 動

(AxialLeakageFlow-inducedVibrationofaThin

CylindricalShellwithRespecttoLateralVibration

byDonnellShellTheory)

藤 田 勝 久,新 谷 篤 彦,小 野 正 和

日本 機 械 学 会 論 文 集,C編,71-707,2127-2134(2005),

(Flow-inducedvibration,Axialleakagefiow,Stability

analysis,Lateralvibration,Thincylindricalshell)

■TheEffectofCut-finArrayArrangementonHeat

TransferandFrictionCharacteristics

(伝 熱 お よ び 摩 擦 損 失 特 性 に 及 ぼ す 切 欠 き フ ィ ン 配 置 の 影

響)

K.Tatsumi,K.NodaandK.Nakabe

Proc.the6thKSME-JSMEThermalandFIUidsEngineering

Conference,CD-ROM(No.tfec6-470)(2005).

(HeatTransferEnhancement,Cut-finarray,Heatsinks,

Numericalsimulation)

■ExperimentalEvaluationonLow-HeatingValue

FuelAcceptabilityofMicroGasTurbineSystem

Operation

(マ イ ク ロ ガ ス タ ー ビ ン の 低 品 位 燃 料 許 容 性 の 実 験 的 評 価)

D。Yamashita,K.Kuwabara,K.TatsumiandK.Nakabe

Proc.thel6thIntSymposiumonTransportPhenomena,

CD-ROM(No.109L)7-pages(2005).

(Microgasturbine,Low-heatingvaluefuel,System

analysis,Thermalef丘ciency,Exhaustgasanalysis)

■MixingPerformanceofMultipleConfinedLaminar

JetsinfluencedbySwirlMotionandBuoyancy

Force

(管 内 層 流 噴 流 群 の 混 合 特 性 に 及 ぼ す 旋 回 と 浮 力 の 影 響)

K。Tatsumi,M.Tanaka,K.NakabeandP.L.Woodfield

oftheFifthKyotoSeoulNationalTsinghua

UniversityThermalEngineeringConference,85.92

(2005).

(Baffleplatetypemultipleconfinedjets,Swirland

buoyancyforceeffects,mixingcharacteristics,Laminar

fiow)

口MixingCharacteristicsofMulti-JetsModifiedby

CyclicPerturbation

(周 期 的 摂 動 を 伴 う 噴 流 群 の 混 合 特 性)

E.Shinohara,F.Okamoto,Y.Kitaoka,K.Tatsumiand

K.Nakabe

Proc.Int.ConferenceonJets,WakesandSeparated

Flows,255-260(2005).

(Multiplejets,Acousticperturbation,Pulsatingjet,

Mixingcharacteristics)

璽NeutralparticletransportanalysysusingMonte

CarloMethodinCHS

(コ ン バ ク トヘ リ カ ル シ ス テ ム に お け る モ ン テ カ ル ロ 法 を

用 い た 中 性 粒 子 の 輸 送 解 析)

S.Iguchi,H.Matsuura,andS.Okamura

Proc.JointConf.PSS-2005/SPP-22,399(2005).

(Neutralparticle,DEGAS,CHSdevice)

■PICSimulationofHydrogenPlasmawithNegative

ionsandNeutrals

(負 イ オ ン と 中 性 粒 子 を 含 ん だ 水 素 プ ラ ズ マ のPICシ ミ ュ

レ ー シ ョ ン)

H.MatsuuraandT.Yamamoto

Proc.JointConfPSS-2005/SPP-22,573(2005).

(Negativeion,Sheath,XOOPIC)

■RelationshipbetweenMagneticFieldStructure

andPlasmaDensityProfileinLHDEdgeRegion

(大 型 ヘ リ カ ル 装 置 周 辺 領 域 に お け る 磁 場 構 造 と プ ラ ズ マ

密 度 分 布 の 関 係)

H.Matsuura,S.Iguchi,T.Morisaki,K.Tanaka,A.

Komori,O.motojima,andLHDExperimentalGroup

J.PlasmaFusionRes.SERIES,6,662-664(2004).

(Stochasticfieldlines,LyapunovExponent,LHD)

■Eixtensionofthetripleprobemethodtoplasma

heatfluxmeasurement

(ト リ プ ル プ ロ ー ブ法 の プ ラ ズ マ 熱 流 束 測 定 へ の 拡 張)

H.MatsuuraandT.Jida

Proc.6thIWEP,44(2005)

(Tripleprobe,Thermalprobe,Sheathheatflux)

■Three-dimensionaltransportofneutralparticlesin

CHSedgeregion

(コ ン パ ク トヘ リ カ ル シ ス テ ム 周 辺 領 域 に お け る 中 性 粒 子

の 三 次 元 輸 送)

H.Matsuura,S.Iguchi,M.Shoji,andS.Okamura

Proc.JointConf.ICNSP19/APPTC7,206(2005)

(Neutralparticle,CRmodeLDEGAS,CHS)

圏lmprovementoftimeresolutionofthermalprobe
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measurement

(サ ー マ ル プ ロ ー ブ測 定 の 時 間 分 解 能 の 向 上)

H.MatsuuraandT.Jida

Proc.27thICPIGConference,onconferenceCD-ROM

S3-P50(2005).

(Thermalprobe,Tripleprobe,Sheathheatflux)

■VelocitydistributionsintheHydrogenplasma

sheathwithnegativeions

(負 イ オ ン を 含 ん だ 水 素 プ ラ ズ マ シ ー ス 内 の 速 度 分 布)

H.MatsuuraandT.Yamamoto

Proc.27thICPIGConference,onconferenceCD-ROM

S4-P17(2005).

(Negativeion,Sheathstability,XOOPIC)

■TheE行ectsofObliqueDiscreteRibArrangement

onHeatTransferPerformanceofaSquareDuct

(正 方 流 路 内 の 伝 熱 特 性 へ 及 ぼ す 傾 斜 分 断 リブ 配 列 の 影 響)

K.Tatsumi,H.IwaiandK.Suzuki

日本 ガ ス タ ー ビ ン学 会 誌33-6,589-598(2005),

(Obliquediscreteribs,Heattransferandfrictionloss,

Ribarrangementeffect,Turbulentflow,Numerical

simulation)

璽 凹 凸 プ レー ト熱 交 換 器 に お け る プ レー ト内 部 熱 抵 抗 の 影 響

(EffectofPlateThermalResistanceontheHeat

TransferPerformanceofaCorrugatedThinPlate

HeatExchanger)

岩 井 裕,巽 和 也,鈴 木 健 二 郎

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編,71・705,1406-1413(2005).

(Heatexchanger,Conjugateheattransfer,Corrugated

thinplate,Temperatureeffectiveness,LowReynolds

number)

■ 単 分 散 懸 垂 液 滴 群 モ デ ル の 微 小 重 力 燃 焼 実 験

(MicrogravityCombustionExperimentof

MonodispersedSuspended・DropletClusterModel)

吉 田 真 樹,磯 村 潤,瀬 川 大 資,中 谷 辰 爾,角 田 敏 一

日本 マ イ ク ロ グ ラ ビ テ イ応 用 学 会 誌,22・1,35-41,2005.

(Combustion,Microgravity,Droplet,Autoignition)

■VelocityMeasurementsofReactiveandNon-

reactiveFlowsbyNO-LIFMethodUsingNO2

Photodissociation

(NO2の 光 解 離 に よ るNO・LIF法 を 利 用 し た 反 応 性 お よ び

非 反 応 性 流 体 の 流 速 測 定)

ShinjiNakaya,MarehitoKasahara,MitsuhiroTsueand

MichikataKono

HeatTransfer-AsianResearch,34-1,40-52,(2005).

(Velocimetry,HF,Photochemicalreaction)

■ 高温 壁 面上 にお け る乳 化 燃料 液滴 燃焼 時の ミ クロ爆 発発 生

に及 ぼす燃 料 性状,含 水 率 お よび壁面 温度 の影 響

(EffectsofFuelProperties,WaterContentsand

SurfaceTemperaturesonMicro・Explosionof

EmulsionDroplets8urningonaHotSurface)
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田 中 創,山 崎 博 司,寺 地 誠 喜,瀬 川 大 資,角 田 敏 一

日 本 機 械 学 会 論 文 集,B編,71・702,690-695,2005.

(Combustion,LiquidfUel,D血sionCombustion,EmUlsion

DropletMicro-Explosion)

■TranscriticalPhenomenaofAutoignitedFuel

DropletatHighPressuresunderMicrogravity

(微 小 重 力 環 境 下 に お け る 高 圧 雰 囲 気 で の 自 発 着 火 し た 燃

料 液 滴 の 遷 臨 界 現 象)

DaisukeSegawa,TomokiKajikawaandToshikazu

Kadota

MicrogravityScienceandTechnology,17-3,15-22・

(2005).

(Combustion,Microgravity,Droplet,Autoignitlon,

Supercriticalcondition)

圏EffectsofSpacingandArrangementofDropleton

CombustionCharacteristicsofMonodispersed

Suspended・DropletClusterModelunder

Microgravity

(微 小 重 力 環 境 下 に お け る 単 分 散 懸 垂 液 滴 群 モ デ ル の 燃 焼

特 性 に 及 ぼ す 液 滴 間 隙 お よ び配 置 の 効 果)

DaisukeSegawa,MakiYoshida,ShinjiNakayaand

ToshikazuKadota

MicrogravityScienceandTechnology,17・3,23-30,

(2005).

(Combustion,Microgravity,DropleしAutoignition)

■Non-lntrusiveProbingofOHandSoot

ConcentrationProfileinaDropletFlame

(液 滴 火 炎 内 に お け るOHお よ び す す の 非 接 触 測 定)

ShinjiNakaya,ToshikazuKadota,AtsushiSuzuki,

HajimeTanakaandDaisukeSegawa

Proc.of5thAsia-PacificConferenceonCombustion

(CD-ROM),(2005).

(Dropletcombustion,LIF,Liquidfuel,Chemical

reaction)

引n-LiquidProcessandMicroexplosionofan

EmulsifiedFuelDropletBurningonaHotSurface

(高 温 壁 面 上 で 燃 焼 す る 乳 化 燃 料 液 滴 の 液 相 内 過 程 と ミ ク

ロ 爆 発 現 象)

ToshikazuKadota,HajimeTanaka,DaisukeSegawa,

ShinjiNakayaandHiroshiYamasaki

Proc.ofIntConferenceonAutomotiveTechnologyfor

Vietnam,005/1-6,(2005).

(Combustion,Emulsiondroplet,Phasetransformation ,

Microexplosion,Hotsurface)

■AutoignitionandCombustionofaFuelDroplet

ArrayatHighPressuresunderMicrogravity

(微 小 重 力 環 境 下 に お け る 燃 料 液 滴 列 の 自 発 漕 火 お よ び 燃

焼)

DaisukeSegawa・TomokiKajikawa・ShuichiHirota
,

ShinjiNakayaandToshikazuKadota

Proc.ofthe56thInLAstronauticalCongress,IAC.05.



A2.7.03,(2005).

(Combustion,Microgravity,Droplet,Autoignition)

■EvaporationofEmulsionDropletonaHotSurface

inHighPressureGaseousEnvironments

(高 圧 気 体 雰 囲 気 中 に お け る 高 温 壁 面 上 で の 乳 化 燃 料 液 滴

の 蒸 発)

HajimeTanaka.ToshikazuKadota,DaisukeSegawa ,

ShinjiNakayaandHiroshiYamasaki,

Proc.ofthe7thInt.SymposiumonMarineEngineering

(CD-ROM),2005.

(LiquidFue1,Evaporation,Dieselengine,Emulsion

droplet,Micr(》explosion)

圏 微 小 な ら び に 通 常 重 力 場 に お け る せ ん 断 流 れ 場 中 で の 気 泡

の 成 長 ・分 離 に 関 す る 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

(NumericalSimulationsofBubbleGrowthand

DetachmentinMicrogravityandNormalGravity

ShearFlows)

高 比 良 裕 之,高 橋 光 夫,SanjoyBanerjee

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編,71-705。1256-1264(2005),

(Bub51e,Multiphaseflow,Shearflow,Levelsetmethod,

Detachment,Gravityacce正eration)

■SomeApplicationsofLaserTrappingonthe

DynamicsofMicrobubbles

(マ イ ク ロ バ ブ ル の 力 学 に 対 す る レー ザ ー トラ ッ ビ ン グ の

応 用)

H.Takahira,T.NagataandT.Hozumi

MultiphaseScienceandTechnology,17-4,321・342

(2005).

(Microbubble,Lasertrap,Diffusion,Surfacetension,

Shearflow)

■lnfluenceofNumericalDiffusionontheAnalysis

ofShock・BubblelnteractionsUsingtheGhost

FluidMethod

(GhostFluid法 に よ る 気 泡 と 衝 撃 波 と の 干 渉 問 題 の 解 析

に お け る 数 値 拡 散 の 影 響)

H.TakahiraandS.Yuasa

Proc.the6thKSME-JSMEThermalandFluids

EngineeringConference,CD-ROM(No.tfec6-154),Total

4pages,(2005).

(Bubble,Shockwave,Ghostfiuidmethod,Numerical

diffusion)

■NumericalSimulationsofShock-Bubblelnteractions

UsinganlmprovedGhostFluidMethod

(改 良GhostFluid法 に よ る 気 泡 と 衝 撃 波 と の 干 渉 に 関 す

る 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョン)

H、TakahiraandS、Yuasa

Proc.ASMEFiuidsEngineeringSummerMeeting,CD-

ROM(No.FEDSM2005-77119),Total9pages,(2005).

(Bubble,Shockwave,Ghostfluidmethod,Riemann

solution,Numericaldiffusion)

■DivergenceProblemonThree・DimensionalVortex

MethodwithoutRedistributionLatticeor

Redistribution

(再 配 分 法 を 用 い な い 三 次 元 渦 法 に お け る 発 散 問 題)

T.Yamada,H.Takahira,T.KidaandY.Ueda

Proc.the3rdInt.ConferenceonVortexFlowsand

VortexModels,CD-ROM(No.EO2),Total6pages,

(2005).

(Vortexring,Vortexmethod,Divergence,Transient

flow)

■Two-DimensionalTransientFiowSimulationofan

AirfoilwithUndulateChamberbyaVortex

Method

(変 形 す る 二 次 元 翼 周 り の 過 渡 的 流 れ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン)

T.Sato,H.TakahiraandT.Kida

Proc.the3rdInt.ConferenceonVortexFlowsand

VortexModels,CD-ROM(No.LO1),Total6pages,

(2005).

(Transientflow,Two-dimensionalairfoi1,Undulation,

Vortexmethod)

圏ParametricStudyonEconomicFeasibilityof

MicroturbineCogenerationSystemsbyan

OptimizationApproach

(最 適 化 手 法 に よ る マ イ ク ロ タ ー ビ ン 熱 電 併 給 シ ス テ ム の

経 済 的 導 入 可 能 性 に 関 す る パ ラ メ ー タ 分 析)

S.Gamou,R.YokoyamaandK.Ito

TransactionsoftheASME,J.ofEngineeringforGas

TurbinesandPower,127・2,389-396(2005).

(Microturbine,Economicfeasibility,Optimization,

Parametricstudy,Mapforunitnumber)

■AnOptimalRenewalPlanningofEnergySupply

SystemsfromEconomicViewpoint

(経 済 性 の 観 点 か ら の エ ネ ル ギ ー 供 給 シ ス テ ム の 最 適 更 新

計 画)

S.Yoshida,S.Gamou,K.Ito,T.EnokidoandR.

Yokoyama

Proc.oftheInt.ConferenceonPowerEngineering-05,

Part2,1477-1483(2005).

(Renewalplanning,EnergysupPlysystems,System

structure,Optimization,Economicevaluation)

■ThermoeconomicAnalysisandOptimizationofa

GasTurbineCogenerationUnitbyaSystems

Approach

(シ ス テ ム ズ ア プ ロ ー チ に よ る ガ ス タ ー ビ ン 熱 電 併 給 ユ ニ

ッ トの 熱 経 済 的 分 析 お よ び 最 適 化)

R.Yokoyama,S.TakeuchiandK.Ito

Proc.oftheASMETurboExpo2005,GT2005-68392,1-

7(2005).

(Thermoeconomics,Cogeneration,Systemmodeling,

Cycleanaiysis,Optimization)

■PredictionofEnergyDemandsUsingNeural
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NetworkbyaGlobalOptimizationMethod

(大 域 的 最 適 化 手 法 に よ る ニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク を 用 い

た エ ネ ル ギ ー 需 要 量 予 測)

R.Yokoyama,M.InuiandK,Ito

Proc.ofthe18thInt.ConferenceonEfficiency ,Cost,

Optimization,SimulationandEnvironmentalImpactof

EnergySystems,2,609-616(2005) .

(Prediction,Energydemands,Multi-layeredneural

network,Nonlinearprogramming,Globaloptimization)

■lnfluenceofAmbientTemperatureson

PerformanceofaCO2HeatPumpWaterHeating

System

(CO2ヒ ー トポ ン プ 給 湯 シ ス テ ム の 性 能 に 対 す る 環 境 温 度

の 影 響)

R.Yokoyama,T.Shimizu,K.ItoandK.Takemura

Proc.ofthe18thInt.ConferenceonEfficiency,Cost,

Optimization,SimulationandEnvironmentalImpactof

EnergySystems,2,1097-llO4(2005).

(Heatpump,Thermalstorage,Systemperformance,

Thermodynamics,Cycleanalysis)

■CO2ヒ ー トポ ン プ 給 湯 シ ス テ ム の 数 値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に

よ る性 能 分 析(第 丁報,ヒ ー トポ ン プ の モ デ ル 化 と 分 析)

(PerformanceAnalysisofaHotWaterSupply

SystemwithaCO2HeatPumpbyNumerical

Simulation(1stReport,ModelingandAnalysisof

HeatPump))

横 山 良 平,清 水 猛,竹 村 和 久,伊 東 弘 一

日 本 機 械 学 会 論 文 集,B編,71・707,1885-1892(2005).

(Heatpump,Carbondioxide,Coef丘cientofperformance,

Thermodynamics,Cycleanalys量s)

■OptimalOperationalPlanningofCogeneration

SystemsWithMicroturbineandDesiccantAir・

ConditioningUnits

(マ イ ク ロ タ ー ビ ン お よ び デ シ カ ン ト空 調 ユ ニ ッ トを 有 す

る 熱 電 併 給 シ ス テ ム の 最 適 運 用 計 画)

S、Gamou,K.ItoandR.Yokoyama

TransactionsoftheASME,J.ofEngineeringforGas

TurbinesandPower,127-3,606-614(2005).

(Microturbine,Exhaustheatutilization,Desiccantair-

conditioning,Performanceanalysis,Optimaloperation)

■CO2ヒ ー トポ ン プ 給 湯 シ ス テ ム の 数 値 シ ミ ュ レー シ ョン に

ょ る 性 能 分 析(第2報,貯 湯 槽 の モ デ ル 化 と シ ス テ ム の 分

析)

(PerformanceAnalysisofaHotWaterSupply

SystemwithaCO2HeatPumpbyNumerical

Simulation(2ndReport,ModelingofHotWater

StorageTankandAnalysisofSystem))

横 山 良 平,清 水 猛,竹 村 和 久,伊 東 弘 一

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編71-712,2979.2986(2005).

(Heatpump,Carbondioxide,Thermalstorage,System

perf・ ・mance,Numericalsim・lati・n)
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■CapabilityofGlobalSearchandlmprovementm

ModalTrimmingMethodforGlobalOptimization

(大 域 的 最 適 化 の た め の モ ー ド ト リミ ン グ 法 に お け る 大 域

的 探 索 能 力 お よ び 向 上)

RYokoyamaandK.Ito

JSMEInt,J.,SeriesC,48-4,730-737(2005).

(Nonlinearprogramming,Globaloptimization,Gradient

method,Newton-RaphsonMethod,Chaos)

■HybridConfigurationofDarrieusandSavon旧s

RotorsforStand-AloneWindTurbine・Generator

Systems

(自 立 電 源 用 八 イ ブ リ ッ ド形 夕 一 ビ ン の ロ ー タ 併 結 形 態 に

つ い て)

T。Wakui,Y.Tanzawa,T.HashizumeandT.Nagao

ElectricalEngineeringinJapan,1504,13-22(2005)・

(Windpowergeneration,Stand-alonepowersystem・

Variablespeedoperation,Darrrieusturbine,Savonius

turbine)

■MonitoringandDiagnosisofHotWaterSupply

ProcessusingFOUNDATIONFieldbus

(フ ィ ー ル ドバ ス 機 器 を 使 用 し た 温 水 供 給 プ ロ セ ス の 監

視 ・診 断)

T.Wakui,J.Eino,T.Hashizume,Y.SaitoandT.

Nishi]ima

Proc.ofthe15thAnnualJointISAPOWID/EPRI

ControlsandInstrumentationConference,458-PO26,1-12

(2005).

(Fieldbus,Distributedenergysystem,Diagnosis,

Monitoring,Heatexchanger)

■MonitoringandDiagnosisofHeatExchanging

ProcessinctudingFieldOeviceswith

FOUNDATIONFieldbus

(フ ィー ル ドパ ス に よ る 機 器 を 含 め た 熱 交 換 シ ス テ ム の 監

視 ・診 断)

T.Wakui,J.Eino,T.Hashizume,Y.SaitoandT.

Nishijima

Proc.ofthe18thInt.Congress&ExhibitiononCondition

MonitoringandDiagnosticEngineeringManagement,

113-122(2005).

(Fieldbus,Distributedenergysystem,Diagnosis,

Monitoring,Heatexchanger)

■DevelopmentofNearlnfraredHygrometerand

FieldMeasurementofLatentHeatFlux

(近 赤 外 線 湿 度 計 の 開 発 と そ れ を 用 い た 潜 熱 輸 送 量 の 屋 外

計 測)

A.YoshidaandK.Tanabe

Proc・ofthe6thKSME-JSMEThermalandFluids

EngineeringConference,GA32,14(2005).

(Eddycorrelationmethod,Infraredhygrometer ,Field

measuremenLLatentheattransfer)

・RadiativePropertiesofMembraneMaterialfor



ConstructiontowardControlofHeatlsland

Phenomena

(ヒ ー トア イ ラ ン ド現 象 の 抑 制 対 策 の た め の 構 造 物 用 膜 材

料 の ふ く射 特 性)

A.YoshidaandH.Murakami

Proc.ofthe6thKSME-JSMEThermalandFluids

EngineeringConference,GA33,1-4(2005).

(Heatislandphenomena,Radiationcontrol,Membrane

materia1,CoolrooLSolarabsorptance)

■EvaluationofThermalEnvironmentinOutdoor

SpaceinConsiderationofHumanComfort

(人 間 の 快 適 性 を 考 慮 し た 屋 外 空 間 の 熱 環 境 評 価)

A.Yoshida.andMSugioka

Proc.ofthe3rdInt.ConferenceonHuman-Environment

System,93-96(2005).

(Thermalenvironment,Outdoorspace,ThermaI

comforLFieldmeasurement,Comfortindex)

■ 円 筒 型 内 部 改 質SOFCの 性 能 解 析

(PerformanceAnalysisofTubularTypelnternaI

ReformingSOFC)

西 田 耕 介,吉 積 尚 志,高 城 敏 美,木 下 進 一

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編,71,229-236(2005).

(TubulartypeSOFC,Internalreforming,Process

analysis,Parametricanalysis,performanceevaluation)

口DynamicBehaviorofDiffusionFlametnteracting

withaLargeScaleVortexbyLaserlmaging

Techniques

(レ ー ザ 画 像 計 測 に よ る 大 規 模 渦 と 干 渉 す る 拡 散 火 炎 の 挙

動)

M.Komiyama,T.Fujimura,T.TakagiandS.Kinoshita

Proc.oftheCombustionInstitute,30,465-473(2005).

(Diffusionfiame,Laserimagingtechnique,Vortex,

Flameextinction,Reignition)

■RegenerativeSteamlnjectionGasTurbineSystems

(再 生 型 蒸 気 噴 射 ガ ス タ ー ビ ン シ ス テ ム の 性 能 解 析)

K.Nishida,T.TakagiandS.Kinoshita

AppliedEnergy,81,231-246(2005).

(Gas-turbinesystem,Regenerativecycle,Steam-

injectionsystem,Exergyanalysis)

■CF4DecompositionUsinglnductivelyCoupled

Plasma=EffectofPowerFrequency

(誘 導 結 合 型 プ ラ ズ マ を 用 い たCF4の 分 解:電 源 周 波 数 の

影 響)

T.Kuroki,J.Mine,M.Okubo,T.YamamotoandN

Saeki

IEEETransactionsonIndustryApplications,41-1,215-

220(2005).

(CF4,Decomposition,Inductivelycoupledplasma,

Perfiuorocompounds,Powerfrequency)

■CF4DecompositionofFlueGasfromSemiconductor

ProcessUsinglnductivelyCoupledPlasma

(誘 導 結 合 型 プ ラ ズ マ を 用 い た 半 導 体 製 造 プ ロ セ ス か ら の

排 ガ ス のCF4の 分 解)

T。Kuroki,J.Mine,S.Odahara,M.Okubo,T.Yamamoto

andN.Saeki

IEEETransactionsonIndustryApplications,41-1,221-

228(2005).

(CF,,Decomposition,Hydrofiuorocarbons,Inductively

coupiedplasma,Perfluorocarbons)

6NOxReductionAftertreatmentSystemUsing

NitrogenNonthermalPlasmaDesorption

(窒 素 非 熱 プ ラ ズ マ 脱 着 を 用 い たNOx還 元 後 処 理 シ ス テ

ム)

M.Okubo,MInoue,T.KurokiandT.Yamamoto

IEEETransactionsonIndustryApplications,414,891-

899(2005).

(Adsorption,Desorption,Exhaustgas,Nitrogen

nonthermalplasma,Nonthermalplasma)

■CF4DecompositionUsingLow-PressurePulse-

ModulatedRadioFrequencyPlasma

(低 気 圧 パ ル ス 変 調 ラ ジ オ 周 波 数 プ ラ ズ マ を 用 い たCF4の

分 解)

T.Kuroki,S.Tanaka,M.OkuboandT.Yamamoto

JSMEIntJ.SeriesB,48-3,440-447(2005).

(PlasmaChemicalReaction,PollutantPerfluorocompOunds,

CF4)

■呼吸 に よる人体 ウイ ルス感染 の シ ミ ュレー シ ョン

(SimulationofHumanViruslnfectionAccompanied

bylnhalation)

山 本 俊 昭,梁 昌 浩,小 田 原 聡,安 田 龍 介,大 久 保 雅 章,

黒 木 智 之

日本 機 械 学 会 論 文 集,B編,71・708,1965-1970(2005).

(Computationfluiddynamics,SARS,Virus,Inhalation,

Breathing)

■ 間 接 プ ラ ズ マ ・化 学 複 合 プ ロ セ ス を 用 い たNOx処 理 技 術

(空 気 活 性 ガ ス 注 入 方 式 と 直 接 酸 化 方 式 の 比 較)

(NOxRemovalUsinglndirectPlasmaOxidation

andChemicalHybridProcess【ComparisonofAir

RadicallnjectionwithDirectOxidation])

藤 島 英 勝,春 名 俊 治,黒 木 智 之,大 久 保 雅 章,山 本 俊 昭

日 本 機 械 学 会 論 文 集B編71・711,2816-2822(2005).

(Non-equilibrium,Plasma,RadicalInjection,NO

Oxidation,IndirectPlasma)

■CarbonParticulateMatterlncinerationinDiesel

EngineEmissionUsingIndirectNonthermal

PlasmaProcessing

(間 接 非 熱 プ ラ ズ マ プ ロ セ ス を 用 い た デ ィー ゼ ル エ ン ジ ン

排 気 中 の カ ー ボ ン 粒 子 状 物 質 の 燃 焼)

M.Okubo,N.Arita,T.KurokiandT.Yamamoto

Abstractsofthe18thSymposiumonPlasmaSciencefor

Materials,79・79(2005)。
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(Dieselengine,Indirectnonthermalplasma,Carbon

par廿clematter,NOoxidation,RadicalInjection)

■TolueneConcentrationUsingHoneycomb

NonthermalPlasmaDesorption

(八 二 力 ム 非 熱 プ ラ ズ マ 脱 着 を 用 い た トル エ ン 濃 縮)

T.Kuroki,T.Fujioka,M.OkuboandT.Yamamoto

Abstractsofthe18thSymposiumonPlasmaSciencefor

Materials,7474(2005).

(HoneycombadsorbenしAdsorption,Plasmadesorption,

VOC,Toluene,Nonthermalplasma)

■LowPressurePulse-ModulatedandRadio-

FrequencyPlasmaforCF,Decomposition

(CF4分 解 の た め の 低 気 圧 パ ル ス 変 調 ラ ジ オ 周 波 数 プ ラ ズ

マ)

T.Kuroki,S。Tanaka,M,OkuboandT.Yamamoto

Conferencerecordofthe20051EEE/40thIASAnnual

Meetings,(CD-ROM6pages)(2005).

(Pulsedradiofrequencyplasma,Inductivelycoupled

plasma,CF4,Decomposition)

■Pilot-ScaleNOxandSOxRemovalfromBoiler

EmissionUsinglndirectPlasmaandChemical

HybridProcess

(間 接 プ ラ ズ マ と ケ ミ カ ル 八 イ ブ リ ッ ドプ ロ セ ス を 用 い た

ボ イ ラ ー 排 気 か ら の パ イ ロ ッ トス ケ ー ルNOx,SOx除 去 試

験)

T.Yamamoto,F。Hidekatsu,M.OkuboandT.Kuroki,

Conferencerecordofthe20051EEE/40thIASAnnual

Meetings,(CD-ROM8pages)(2005),

(Nonthermalplasm&Remoteplasma,Indirectplasma,

NOxandSOxremoval,Hybridprocess)

InducedbyaNanosecondPulsedBarrierDischarge

(ナ ノ セ カ ン ドパ ル ス パ リ ア 放 電 に よ る 非 熱 プ ラ ズ マ の 数

値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン)

M.Okubo,andT.Yamamoto

Proc.ofSecondInt.ConferenceonFlowDynamics

(21stCenturyCOEProgram)withCD-ROM(2005)・

(Puiseddischarge,Nanosecondpulse,Barrierdischarge,

Nonthermalplasma,Numericalsimulation)

■Three.dimensionalNumericalSimulationofGas-

particulateFlowaroundBreathingHumanand

Particulatelnhalation

(呼 吸 す る 人 閤 の 周 り の 固 気 二 相 流 と 粒 子 吸 入 の 三 次 元 数

値 シ ミ ュ レー シ ョ ン)

Y.Shimazaki,M.OkuboandT.Yamamoto

Proc.ofSecondInt.ConferenceonFlowDynamlcs

(21stCenturyCOEProgram)withCD-ROM(2005).

(Numericalsimulation,Breathing,Gas-particlefiow,

Particle,Inhalation)

■ThreedimensionalNumericalSimulationofFlow

aroundBreathingHumanandParticulate

Behavior

(呼 吸 す る 人 間 の 周 り の 流 れ と粒 子 挙 動 の 三 次 元 数 値 シ ミ

ュ レー シ ョ ン)

Y.Shimazaki,M.OkuboandT.Yamamoto

Proc.ofthe4thAsianAerosolConference,IASTA

BULLETIN17-1&2,specia重issue,184-185(2005).

(Numericalsimulation,Breathinghuman,Pollutant,

Virus,Inhalation)

口TotalDieselEmissionControlSystemUsing

OzonelnjectionandPlasmaDesorption

(オ ゾ ン 注 入 と プ ラ ズ マ 脱 着 を 用 い た 総 合 的 デ ィー ゼ ル 排

気 浄 化 シ ス テ ム)

M.Okubo,N.Arita,T.KurokiandT.Yamamoto

Conferencerecordofthe20051EEE/40thIASAnnual

Meetings,(CD-ROM8pages)(2005).

(Dieselparticulate,NOx,Aftertreatment,Nonthermal

plasma,Ozone)

闘InductivityCo叩ledRFPlasmaforSemiconductor

ProcessingandCF4Decemposition

(半 導 体 製 造 プ ロ セ ス とCF4分 解 の た め の 誘 導 結 合 型RFブ

ラ ズ マ)

T.Yama皿oto,T.KurokiandM.Okubo

Proc。of2005Korea-JapanJointWorkshoponAdvanced

SemiconductorProcessesandEquipments,105-116

(2005).

(PowerFrequency,CF4,Decomposition,Inductively

coupledplasma,Pulse-modulatedpowersupply)

■NumericalSimulationonNonthermalPlasma
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■衝撃 変形 と構 成 式

三村 耕 司

第4回 衝 撃 工学 フ ォー ラム テ キ ス ト(日 本材 料学 会衝 撃

部 門委員 会編),31.42(2005-11).

■研究 室紹 介(大 阪府 立 大学 大 学 院 工学 研究 科 機械 系専

攻 機 械工 学分 野 機 械 基礎 工 学講 座 材料 力学 研究 グル

ープ)

三村 耕 司,楳 田 努,陸 偉

日本実験 力 学会 誌5[4],59(2005-12).

園生産 方式 の 変革 とそ れに対 応 す る個 別加 工技 術 の高度 化 に

関す る動 向調査

藤 井 進,佐 野 利 男,福 田 好 朗,杉 村 延 広,渋 川 哲 郎,

日比野 浩典,倉 橋 正志,由 良佳 之,三 島 望

日本機 械工 業 連合 会 ・日本 産業 技術 振 興協 会報 告書,1-91

(2005-3),

■ オブ ジ ェク ト指 向 に基 づ く生 産 シス テム のモ デ ル化 とシ ミ

ュレー シ ョン

谷水義 隆,杉 村 延 広,岩 村 幸 治

精密 工学 会 総 合 生産 シス テ ム専 門委 員会2004年 度活 動報

告書,43-51(2005-5).

凹 ホ ロニ ック生産 シス テム に おけ る リアル タ イム スケ ジ ュー

リング に関す る研 究(シ ス テ ム状態 の予 測 に基 づ く効 用値

の決 定)

岩村幸 治,谷 水 義 隆,杉 村 延広

精密 工 学会 総 合 生産 シス テ ム専 門委 員 会2004年 度活 動 報

告書,53-64(2005-5)。

■ 自律分 散型 生産 シス テム に おけ る工 程計 画 、設 備計画 お よ

び生 産計 画の統 合 化

杉村延 広,谷 水 義 隆,岩 村 幸 治

平成15年 度～16年 度科 学研 究 費補 助 金(基 盤研 究(C)

(2))

研究 成果報 告書(2005-5).

圏ITに 基 づ く設 計 ・生 産 シ ス テ ム ー プ ロ ダ ク トモ デル お よ

び生産 システ ムモ デル を中核 とす る設 計 ・生産 システ ム ー

杉村 延広

精密 工 学会 関西 支部,基 礎 講座 これか らの生 産 技術,111-

118(2005-11),

■微 細加工 による構 造複 屈 折材 料 の作製 と解析

菊 田久雄

光技 術 コ ン タク ト,43,692-699(2005).

■移動 ロボ ッ トの最 適制 御 シミ ュ レー シ ョン

小 林友 明

シ ミュ レー シ ョ ン,24[1],4549(2005).

■ 振 動試 験 に よ る円 筒 形 貯 水 タ ン クの 耐 震 性評 価(第2報)

一 曲 げ振動 とオー バル振 動 との連 成効 果 一

(EvaluationofSeismicCharacteristicofCylindrical

WaterStorageTankbyVibrationTest(2ndReport)

-CouplingEffectbetweenBeamVibrationand

OvalVibration-)

前川 晃,鈴 木道 明,清 水泰 貴,藤 田勝 久

J,oftheInstituteofNuclearSafetySystem,12,128-138

(2005)

■地 震 動を 受 ける薄 肉 円筒形貯 槽 の動 的挙 動 シ ミ ュ レー シ ョ

ン

伊藤 智博

シ ミュ レー シ ョ ン,24[3],43-48(2005).

■噴流 の流 動特 性 を活か した伝 熱 ・混 合 の制 御 につ いて

中部 主敬

日本 機械 学 会P-SCD339噴 流 現象 の基 礎 と先 端 的応用 に

関す る研 究分科 会成 果報 告書,143-153(2005).

■重力 の壁

角 田敏一

未来材 料t5-11,1(2005).

■GhostFluid法 を用い た圧縮性 二相 流 の数 値計 算手 法

高比 良裕 之,湯 浅伸 哉

混相 流 レクチ ャー シ リー ズ(第31回),気 泡 流 自由表 面

流 れのCFD～ 基礎 と最新 の事 例～,日 本混 相 流学 会,25-

33(2005).

■ 日本 コー ジ ェネ レー シ ョンセ ンター創 立20周 年 に寄 せて

伊 東弘一

コー ジェ ネ レー シ ョン,20-1.21-22(2005).

■愛 知万 博:夢 と現実

伊 東弘 一

CGCNEWS,21-7,4-5(2005).

■プ ロセス オー トメ ー シ ョン用 フ ィール ドパス

橋 詰 匠,涌 井徹 也

計測 と制 御,44-6,35&364(2005)。

■50周 年 を迎 え た米 国機械 学会TURBOEXPO会 議

伊東 弘一

エ ネ ルギ ー ・資 源,26・6,64-65(2005).

■屋 外空 間 にお け る人間 の温熱 快 適性

吉 田篤 正,杉 岡真 宏

伝 熱,44,185,1-4(2005).

■光や音 を使 って測 る熱 に関す る情 報

吉 田篤正

産業 技 術 総 合研 究 所 知 的基 盤 部 会 第34回 計 測 分 科 会(第

37回 温度 計測 研 究会 資料),94-98(2005).
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■ 都市 環境 にお け る熱 ・物 質 輸送 機構 につい て

吉 田篤 正

日本 マ リ ンエ ン ジ ニ ア リ ン グ 学 会 誌,40,6,105-108

(2005).

■屋外空間における熱輸送量の計測

吉田篤正

計測 自動制御学会第118回 温度計測部会講演会,9-15

(2005).

■RecentDevelopmentofDieselParticulateand

NOxReductionAftertreatmentSystemUsing

NonthermalPlasma

(非 熱 プ ラ ズ マ を 用 い た デ ィ ー ゼ ル 微 粒 子 とNOx除 去 後 処

理 シ ス デ ム の 最 近 の 進 展)

M.Okubo,NArita,T.KurokiandT.Yamamoto

Proc.of2005JSAEAnnualCongress,No.22-05,15-18

(2005).

■空気活性ガス注入 ・ケミカル複合プロセスによるボイラー

排ガスNOx除 去技術パイロット試験

黒木智之,藤 島英勝,大 久保雅章,山 本俊昭

2004年度㈱高尾鉄工所提出,報告書(2005).

■低温プラズマと触媒を用いたVOC等 有害物質分解装置

山本俊昭,藤 岡 剛,黒 木智之,大 久保雅章

2004年度昭和飛行機工業㈱提出,報告書(2005).

■ゼオライ ト吸着体に吸着したVOCを 非熱プラズマヱネル

ギ_を 用いて脱着するシステムについて、経済性をも考慮

した実用化の可能性研究

山本俊昭,藤 岡 剛,黒 木智之,大 久保雅章

2004年度㈱大氣社提出,報告書(2005).

■セ ラミ ック の性能 実験

黒木 智之,大 久保 雅章,山 本俊 昭

㈱ 京 セ ラ提 出,成 果報 告書(2005).

圏空 気 清 浄 技 術 の 将 来

(ProspectsforFutureElectronicAirCleaner

Technology)

山 本 俊 昭

静 電 気 学 会 誌29・5,235-235(2005).

■ 低 温 非 熱 プ ラズ マ に よ る脱 臭 技術 一 プ ラズ マ処 理 フ ィル

タを 用 いた悪 臭 ガス ・微粒 子の 同時 除去 一

(OdorControlTechnologiesUsingLow・Temperature

NonthermalPlasma)

大久保 雅 章,山 本 俊昭

静電 気学 会誌29・5,263-268(2005).

■ 機能 性 プ ラ ズマ に よる気 相 反応 とその 応用 一 シ ンポ ジ ウ

ム実施 報告 一

大 久保 雅章,山 本俊 昭

エ ァロ ゾル研 究,20-3,250-250(2005).

■非 熱 プラ ズマ によ るデ ィー ゼル エ ンジ ン排 ガ スの 無触 媒浄

化 シス テム の開発

大久 保雅 章

日本機械 学会 誌,108-1044,872-872(2005).

■非平衡プラズマプロセスによる革新的環境適合型乾式アル

ミ表面処理

大久保雅章

平成16年 度JST研 究成果活用プラザ大阪実用化のための

可能性試験終了報告書,1・12(2005).

■ プラ ズマ応 用 技術 の研 究

大 久保 雅 章,山 本 俊昭,黒 木智 之

平 成16年 度 トヨ タ 自動 車 ㈱ 提 出,研 究 成 果 報 告 書(CD-

ROM)(2005).

■船舶 用の 高濃 度NOx,SOx,PM処 理 技術

大 久 保雅 章,山 本俊 昭,黒 木 智之

2004年 度 ダイハ ツデ イーゼ ル㈱ 提 出,報 告書(2005),
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■機 械工 学便 覧デ ザイ ン編 β7生 産 シ ステ ム工学

杉村 延 広(分 担執 筆)

日本機械 学 会編

日本機械 学 会,β7-8一β7-13(2005).

■ フォ トニ ック結 晶 の新 展 開

菊 田久雄(分 担執 筆)

第3章 サ ブ波長 格子 の 光学 素子

シーエ ム シー出版1627(2005).

■ ナノ マテ リアル 工 学大 系 第1巻 ニ ュー セ ラミ ックス ・ガ

ラ ス

菊田 久雄(分 担 執 筆)

第3章3-4ナ ノ構 造体 の光 学特 性

フジ テ ク ノシステ ムズ,373-377(2005).

■振動工学 振動の基礎から実用解析入門まで

藤田勝久

森北出版,(2005).

■機械工学便覧 応用システム編

伊東弘一(分 担執筆)

第3章7節 燃料電池

(社)日本機械学会,97(2005).
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■lnt.SymposiumonPlasticity2005(Hawaii
,U.S.A.,

January,2005)

Y.Tomita,W.LuandY.Furutani

Computationalcharacterizationofcarbonblackfilled

rubberundermonotonicandcyclicdef6rmation.

■MEOMSandMiniaturizedSystems(SanJose
,

U.S.A.,January,2005)

M.Miwa,K.Douoka,S.Yoneyama,S.Tuchitani,Y.

KoshimotoandR.Kaneko

Young「smoduluscontrolofthemicrocantilevermade

bymicrostereolithography.

■JointConf.PSS-2005/SPP・22(Nagoya,Japan,

January,2005)

S.Iguchi,H.Matsuura,andS.Okamura

NeutralparticietransportanalysysusingMonteCarlo

MethodinCHS.

S.Yoshida,S。Gamou,K.Ito,T.EnokidoandR・

Yokoyama

AnOptimalRenewalPlanningofEnergySuPPly

SystemsfromEconomicViewpomt・

匿The6thlnt.CongressonThermalStresses

(Vienna,Austria,May,2005)

Y.OotaoandY.Tanigawa

TransientThermalStressesofNonhomogeneous

CircularPlateduetoAxisymmetricHeatSupply.

Y.Tanigawa,R.KawamuraandK.Nakamoto

SphericallySymmetricIsothermalandThermoElastic

ProblemsofanInhomogeneousHollowSphere.

R,KawamuraY。Tanigawa,S.KusukiandN.Matsumoto,

ThermallyInducedVibrationofanInhomogeneous

RectangularPlateduetoaCyclicHeating.

H.MatsuuraandT.Yamamoto

PICSimulationofHydrogenPlasmawithNegativeions

andNeutrals.

T.MorimotoandY.Tanigawa

ThermoelasticStabilityofInhomogeneousRectangular

PlatesunderNonunifbrmTransientTemperatureField.

■The6thKSME・JSMEThermalandFluids

EngineeringConference(Jeju,Korea,March,

2005)

K.Tatsumi,K.NodaandK.Nakabe

TheEffectofCut-finArrayArrangementonHeat

TransferandFrictionCharacteristics.

H.TakahiraandS.Yuasa

InfluenceofNumericalDiffusionontheAnalysisof

Shock-BubbleInteractionsUsingtheGhostFluid

Method.

A.YoshidaandK.Tanabe

DevelopmentofNearInfraredHygrometerandField

MeasurementofLatentHeatFlux.

A.YoshidaandH.Murakami

RadiativePropertiesofMembraneMaterialfor

ConstructiontowardControlofHeatIslandPhenomena.

J.Li,T.Takagi,K.TakeishiandS.Kinoshita

BurningVelocityofStretch-ControlledCH4/Airand

H2/AirPremixedFlames.

Y.Matsumura,T.Takagi,S.Kinoshita,K.Takeishi

RetardationofFlameExtinctionduetoConvectionand

Locality。

■lnt.ConferenceonPowerEngineering-05

(Chicago,U.S.A.,April,2005)

M.Higuchi,R.KawamuraandY.Tanigawa

MagneticallyInducedStressesandDeformationsina

ConductingCircularCylinderSubjectedtoCyclic

VariationofMagneticField.

Y.Ootao,Y.TanigawaandH.Nakamoto

TransientPiezothermoelasticAna星ysisofSmart

CompositeStripinConsiderationofElectrodeLayers.

T.Akai,Y.OotaoandY.Tanigawa

PiezothermoelasticAnalysisofFunctionallyGraded

PiezoelectricCylindricalPanelduetoNonunifbrmHeat

SupplyintheCircumferentialDirection .

G.MurasawaandS.Yoneyama

Measurementoflocalstraindistributionforshape

memoryalloycompositeunderthermo-loading .

■38thCIRPlnt .SeminaronManufacturingSystems

(Florianopolis,Brazil,May,2005)

K.Iwamura,Y.Seki,Y。Tanimizu
,N.Sugimura

ASt・dy・nR・al-Tim・S・h・d血9・fH・1・ 血・Mariufa・t面 。g

Sy・t・m-M・1ti-・bjecti・ ・Optimi・ati・ni・S・h・d・li。g

P「ocess・.

■20051EEElnt.SymposiumonCircuitsandSystem
s

(Kobe,Japan,May,2005)

GuishengZhai・BoHu・JoeImaeandTomoakiKobayashi

AUnifiedProcedureforLocatingtheStabilizable

RegionsofTw(》DimensionalSwitchedSystems .
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GuishengZhai,DerongLiu,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi

StabllityAnalysisforSwitchedSystemswith

Continuous-TimeandDiscrete-TimeSubsystems:ALie

AlgebraicApproach.

圏6thlnt.WorkshoponEilectricalProbesin

MagnetizedPlasmas(Seoul,Korea,May,2005)

H.MatsuuraandTJida

Extensionofthetripleprobemethodtoplasmaheat

fluxmeasurement.

■2005JSAEAnnualCongress(Yokohama
,Japan,

May,2005)

M.Okubo,NArita,T.KurokiandT.Yamamoto

RecentDevelopmentofDieselParticulateandNOx

ReductionAftertreatmentSystemUsingNonthermal

Plasma.

■2005SEMAnnualConferenceandExpositionon

ExperimentalandAppliedMechanics(Portland,

U,S.A.,June,2005)

S.YoneyamaandH.Kikuta

Phase-steppingphotoeiasticitybyuseofretarderswith

arbitraryretardation.

S.Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

Simultaneousphase-steppingforinterferometryusing

polarizationimagingwithmicro-retarderarray.

G.Murasawa,S。Yoneyama,T.SakumaandM.Takashi

Inhomogeneousdefbrmationbehaviorarisinginshape

memoryalloysubjectedtostressconcentration.

■2005AmericanControlConference(Portland,

U.S.A.,June,2005)

HaiLin,GuishengZhaiandPanosJ.Antsaklis

AsymptoticDisturbanceAttenuationPropertyAnalysis

fbrDiscrete・TimeUncertainSwitchedLinearSystems.

XupingXuandGuishengZhai

NewResultsonPracticalStabilizationandPractical

ReachabiiityofSwitchedSystems.

GuishengZhai,HaiLin,XupingXu,JoeImaeand

TomoakiKobayashi

AnalysisofSwitchedNormalDiscrete-TimeSystems.

020051nt .ConferenceonControl,Automation,and

Systems(Gyeonggi・Do,Korea,June,2005)

TomoakiKobayashi,JunichiMaenishi,JoeImaeand

GuishengZhai

Real・TimeOptimizationforMobiieRobotBasedon

AlgorithmicControL

■ASMEiFluidsEingineeringSummerMeeting

(Houston,U.S.A.,June,2005)

H.TakahiraandS.Yuasa

NumericalSimulatlonsofShock-BubbleInteractions

UsinganImprovedGhostFluidMethod.

■ASMETurboExpo2005(Reno,U.S.A,,June,2005)

R.Yokoyama,S.TakeuchiandK。Ito

ThermoeconomicAnalysisandOptimizationofaGas

TurbineCogeneratlonUnitbyaSystemsApproach.

R.Yokoyama

OptimizationofCogenerationSystems.

■18thlnt.ConferenceonEfficiency,Cost,

Optimization,SimulationandEnvironmentallmpact

ofEnergySystems(Trondheim,Norway,June,

2005)

R.Yokoyama,M.InuiandK。Ito

PredictionofEnergyDemandsUsingNeuralNetwork

byaGlobalOptimizationMethod.

R.Yokoyama,T.Shimizu,K.ItoandK.Takemura

InfluenceofAmbientTemperaturesonPerfbrmanceof

aCO2HeatPumpWaterHeatingSystem.

■15thAnnualJointISAPOWiD/EPRIControlsand

lnstrumentationConference(Nashville,U.S.A.,

June,2005)

T.Wakui,J.Eino,T.Hashizume,Y.SaitoandT.

Nishijima

MonitoringandDiagnosisofHotWaterSupplyProcess

usingFOUNDATIONFieldbus.

■The18thSymposiumonPlasmaSciencefor

Materials(Tokyo,Japan,June,2005)

M.Okubo,N.Arita,T,KurokiandT.Yamamoto

CarbonParticulateMatterInclnerationinDieselEngine

EmissionUsillgIndirectNonthermalPlasmaProcessing.

T.Kuroki.T.Fulioka,M.OkuboandT.Yamamoto

TolueneConcentrationUsingHoneycombNonthermal

PlasmaDesorption.

■18thlnt.ConferenceonProductionResearch

(Salerno,Italy,July,2005)

K.Iwamura,N.Okubo,Y.Tanimizu,N.Sugimura

Real-timeSchedulingforHoronicManufacturingSystems

BasedonEstimationofFutureStatus.

N.Satonaka,N.Sugimura,Y.Tanimizu,K。Iwamura

MathematicalAnalysisofThree-dimensionalGeometric

ToleranceChainsofMechanical

Products.

Y,TanimizutT.Sakaguchi,K.Iwamura,N.Sugimura

EvolutionalReactiveSchedulingforAgileManufacturing
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Systems.

■Optics&Photonics2005(SanDiego
,U.S.A.,July,

2005)

S.Yoneyama,A.Kltagawa ,K.Kitamura,H,Kikuta

Deflectiondistributionmeasurementofsteelstructure

bydigitalimagecorrelation.

H,Kikuta,K.Fujita,A .Mizutani,H.ToyotaandK .

Iwata

Highresolutionrefractiveindexsensorwithacrossed

gUided-moderesonantgrating.

■16thIFACWorldCongress(Prague ,Czech

Republic,July,2005)

GuishengZhai,MasaharuYoshida,JoeImaeand

TomoakiKobayashi

DecentralizedH2ControllerDesignforDescriptor

Systems:AnLMIApproach.

HaiLin,GuishengZhai,LeiFang,PanosJ.Antsaklis

StabilityandHjnfinityPerformancePreserving

SchedulingPolicyforNetworkedControlSystems.

DongKyuKim,YoungBokKim,JiSeongJangand

GuishengZhai

Gain-SchedulingApproachtoMassDamperTypeAnti-

SwaySystemDesign.

HorizontalandVerticalExcitationfortheNewly

Developed3-dimensionalBaseIsolationSystem・

K.Fujita,A.Shintani,F.Hatae,andS.Toyama

DynamicsofMuiti-connectedBodiesSupPortedby

Damper-springSystemsMovinginaNarrowPassage・

A.Shintani,andK.Fujita

StabilizationofAnnularFlow-inducedVibrationof

AxisymmetricElasticBeamWithPiezoelectrlc-type

Actuators.

■19thlnt,ConferenceonNumericalSimulationof

Plasmasand7thAsiaPacificPlasmaTheory

Conference(Nara,Japan,July,2005)

H.Matsuura,S.Iguchi,M.Shoji,andS.Okamura

Three-dimensionaltransportofneutralparticlesinCHS

edgeregion,

■27thlnt.ConferenceonPhenomenainIonized

Gases(Veldhoven,Netherlands,July,2005)

H.MatsuuraandT.Jida

Improvelnentoftimeresolutionofthermalprobe

measurement.

H.MatsuuraandT.Yamamoto

VelocitydistributionsintheHydrogenplasmasheath

withnegativeions.

TomoakiKobayashi,MichiyukiMagono,JoeImae,

KazutakaYoshimizuandGuishengZhai

Real-timeoptimizationfornonlinearsystemsusing

algOrithmiCCOntrOI.

HaiLin,GuishengZhaiandPanosJ.Antsaklis

ExplicitHybridOptimalControllerforDisturbance

AttenuationinLinearHybridSystems.

GuishengZhai,YanchunMi,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi

DesignofH-infinityFeedbackControlSystemswith

QuantizedSignals.

8ASMEPressureVesseisandPipingConference

(Denver,U.S.A,,July,2005)

A.Maekawa,Y.Shimizu,M.SuzukiandK.Fujita

ExperimentalStudyofCouplingVibrationCharacteristics

BetweenaThinCylindricalWaterStorageTankandIts

ContainedLiquid.

A.Maekawa,Y.Shimizu,M.SuzukiandK.Fujita

StudyofCorrelationBetweenBeamVibrationandOva正

VibrationonCylindricalWaterStorageTank.

T.Ito,K.FujitaandT.Ohkubo

StudyontheSeismicLoadCouplingEffectsdueto

■5thAsia-PacificConferenceonCombustion

(Adelaide,Australia,July,2005)

ShinjiNakaya,ToshikazuKadota,AtsushiSuzuki,

HajimeTanakaandDaisukeSegawa

Non-lntrusiveProbingofOHandSootConcentration

ProfileinaDropletFlame.

■44thSICEAnnualConference(Okayama ,Japan,

August,2005)

IsatadaMatsuneGuishengZhai,TomoakiKobayashi

andJoeImae

AStudyonHybridControlofNonholonomicSystems .

AmuroAraki,Joe㎞ae,TomoakiKobayashiandGuisheng

Zhai,

Structuredparticleswarmoptimizationandits

apPlicationtocontroldesigns.

820051EEElnt .ConferenceonControlApPlications

(Toronto,Canada,August,2005)

JoeImae,KazutakaYoshimizu,TomoakiKobayashiand

GuishengZhai

Algorithmiccontrolforreal-timeoptimizationof

constrainednonlinearsystems:swing-upproblemsof

invertedpendulums.

■The16thInt.SymposiumonTransportPhenomena
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(Prague,CzechRepublic,August,2005)

D.Yamashit灸K.Kuwabara,K.TatsumiandK .Nakabe

ExperimentalEvaluationonLow-HeatingValueFuel

AcceptabilityofMicroGasTurbineSystemOperation .

H.Yoshizumi,K.TakeishiandS.Kinoshita

SOFC/MGTUsingChengCycleforHighEfficiency

Micr(トCogenerationSystems。

■18thlnt.Congress&ExhibitiononCondition

MonitoringAndDiagnosticEngineering

Management(Cranfield,U.K.,August,2005)

T.Wakui,J.Eino,T.Hashizume,Y。SaitoandT.

Nishijima

MonitoringandDiagnosisofHeatExchangingProcess

includingFieldDeviceswithFOUNDATIONFieldbus.

■16thRegionalConferenceofCleanAirand

EnvironmentinAsianPacificArea(Tokyo,Japan,

August,2005)

T.Miyajima,R.YasudaandA.Yoshida

NumericalSimulationofOn-RoadTurbulenceInduced

byMovingVehicles.

■lnt.CongressonExperimentalMechanics2005

(NewDelhi,lndia,September,2005)

N.Mizuhara,S.Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

Instantaneousphase-steppinginterferometryforfringe

patternanalysisusingformbirefringencemicro・

retarderarray.

K.Nakamura,S.YoneyamaandH.Kikuta

Phase-steppingphotoelasticityusingarbitraryretarded

retarderswithtricolorimages.

G.Murasawa,S.FujimotoandS.Yoneyama

Finiteelementanalysisbyphenomenological

constitutiverelationandexperlmentalmeasurementof

deformationbehaviorforNiTiplatesubjectedto

mechanicalloading,

■5thht.ConferenceonMechanicsofTime・dependent

Materials(Karuizawa,Japan,September,2005)

S.Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

Instantaneousphase-steppinginterferometryforthe

studyoftime-dependentmechanicalbehavior.

M.Miwa,K.Douoka,S.Yoneyama,S.Tuchitani,Y.

Koshimoto,R.Kaneko

Microcantileverfabricationbymicro-stereolithography

withYoung'smoduluscontrol.

■DiffractiveOptics2005(Warsaw;Poland ,

September,2005)

H,IchikawaandH.Kikuta

Newstructureofdynamicguided-moderesonantgrating

filterswithelectro《)ptlceffect,

■The2005ASMEInt.DesignEngineeringTechnical

Conferences&Computersand.lnformationin

EngineeringConference(LongBeach,U.S.A.,

September,2005)

K.Fujita,C.Nakagawa

AnalysisMethodsfbrtheMotionandVibrationofa

MovingBodyontheComplicated3DTrajectory。

C.Nakagawa,K.Fujita

MotionandVibrationofMulti-vehicleson3D

Trajectory.

■TheFifthKyoto-SeoulNational-Tsinghua

UniversityThermalEngineeringConference

(Seoul,Korea,September,2005)

K.Tatsumi,M。Tanaka,K.NakabeandP.L.Wood丘eld

MixingPerfbrmanceofMultlpleCon五nedLaminarJets

in且uencedbySwirlMotionandBuoyancyForce

■3rdlnt.ConferenceonHuman-Einvironment

System(Tokyo,Japan,September,2005)

A.YoshidaandM.Sugioka.

EvaluationofThermalEnvironmentinOutdoorSpace

inConsiderationofHumanComfort.

■TheThirdInt.ConferenceonLeadingEdge

Manufacturingin21stCentury(LEM21)(Nagoya,

Japan,October,2005)

NSatonaka,A.Yoshida,N.Sugimura,Y.Tanimizu,K.

Iwamura

MathematicalAnalys1sofThree-dimensionalGeometric

TolerancesofMechanicalProducts-Analysisunder

MaximumMaterialCondition-.

Y.Tanimizu,M.Yamanaka,K.Iwamura,N.Sugimura

NegotiationsamongClientsandSuppliersConsidehng

ProductionSchedulesinDynamicSupplyChain,

K.Iwamura,Y.Tanimizu,N.Sugimura

AStudyonReal-TimeSchedulingofHo正onlc

ManufacturingSystems。

T.Sakaguchi,Y.Tanimizu,T。Miyamae,Y.Maeda,K.

Shirase,N.Sugimura

IlnprovementofCrossoverOperatorinGenetic

AlgorithmforReactiveScheduHng.

■20050pticalSocietyofAmericaAnnualMeeting

(Tucson,U.S.A.,October,2005)

H.Kikuta,S.HinoandA。Maruyama

Estimationoflightextractionefficiencyofalight

emittingelementwithmicro-structuredsurfaceusinga

rigorousgratingdfiractiontheory.
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■lnt .ConferenceonJets,WakesandSeparated

Flows(Toba,Japan,October,2005)

EShinohara,F.Okamoto ,Y.Kitaoka,K.Tatsumiand

K.Nakabe

MixingCharacteristicsofMulti-JetsModifiedbyCyclic

Perturbation.

■lnt.ConferenceonAutomotiveTechnologyfor

Vietnam(Hanoi,Vietnam,October,2005)

ToshikazuKadota,HajimeTanaka ,DaisukeSegawa,

ShinjiNakayaandHiroshiYamasaki

In-LiquidProcessandMicroexplosionofanEmulsified

FuelDropletBurningonaHotSurface.

■56thInt.AstronauticalCongress(Fukuoka ,

Japan,October,2005)

DaisukeSegawa,TomokiKajikawa,ShuichiHirota,

ShinjiNakayaandToshikazuKadota,

AutoignitionandCombustionofaFuelDropletArray

atHighPressuresunderMicrogravity,

腫7thlnt.SymposiumonMarineEn創neering

(Tokyo,JapanOctober,2005)

HajimeTanaka,ToshikazuKadota,DaisukeSegawa,

ShinjiNakayaandHiroshiYamasaki

EvaporationofEmulsionDropletonaHotSurfacein

HighPressureGaseousEnvironments.

Loading(IB'05)(Nagoya,Japan,November・

2005)

S.Tanimura,T.UmedaandK.Mimura

Afewnotesondynamicfailureoflargestructuresdue

toimpactloads・

凹The3rdlnt.ConferenceonVortexFlowsand

VortexModels(Yokohama,November,2005)

T.Yamada,H。Takahira,T.KidaandY.Ueda

DivergenceProblemonThree-DimensionalVortex

MethodwithoutRedistributionLatticeorRedistribution.

T.Sato,H.TakahiraandT.Kida

Two-DimensionalTransientFlowSimulationofan

AirfoilwithUndulateChamberbyaVortexMethod.

匿lnt.ConferenceonFlowDynamics,21stCentury

Program,lnt.COEofFlowDynamics,Tohoku

University(Sendai,Japan,November,2005)

M.OkuboandT.Yamamoto

NumericalSimulationonNontherma正PlasmaInduced

byaNanosecondPulsedBarrierDischarge.

Y.Shimazaki,M.Okubo,andT.Yamamoto

Three-dimensionalNumericalSimulationofGas-

particulateFlowaroundBreathingHumanand

ParticulateInhalation.

■KIFEEWorkshoponEnvironment,Energyand

Materials(Kyoto,Japan,October,2005)

R.Yokoyama

PerformanceAnalysisofaCO2HeatPumpWater

HeatingSystembyNumericalSimulation,

■SPIEInt.SymposiumonOptomechatronic

Technologies(Sapporo,Japan,December,2005)

S,Yoneyama,H.KikutaandK.Moriwaki

Simultaneousobservationofphase-steppedimagesfor

birefringencemeasurement.

■The20051EEE/40thIASAnnualMeetings(Hong

Kong,China,October,2005)

T.Kuroki,S.Tanaka,M.OkuboandT.Yamamoto

LowPressurePulse-ModulatedandRadio-Frequency

PlasmafbrCF4Decomposition.

T.Yamamoto,H.Fujishima,M.OkuboandT.Kuroki

Pilot-ScaleNOxandSOxRemovalfromBoilerEmission

UsingIndirectPlasmaandChemicalHybridProcess.

M.Okubo,N,Arita,T.KurokiandT.Yamamoto

TotalDieselEmissionControlSystemUsingOzone

InjectionandPlasmaDesorption.

■2005Korea-JapanJointWorkshoponAdvanced

SemiconductorProcessesandEquipments

(YongPyong,Korea,October,2005)

T.Yamamoto,T.KurokiandM.Okubo

InductivityCoupledRFPIasmaforSemiconductor

ProcessingandCF4Decomposition,

■lnt.SymposiumonStructuresunderlmpulsive

■44thIEEEConferenceonDecisbnandControl

(Sevitle,Spain,December,2005)

JoeImae,KazutakaYoshimizu,TomoakiKobayashiand

GuishengZhai,

Algorithmiccontrolforreal-timeoptimizationof

nonlinearsystems:Simu正ationsandexperiments .

XupingXuandGuishengZhai

SomeResultsonPracticalAsymptoticStabilizabilityof

SwitchedSystems.

GuishengZhai,HideakiKondo,JoeImaeandTomoaki

Kobayashi,

HybridStaticOutputFeedbackStabnizationofTwo-

DimensionalLTISystems:AGeometricMethod .

■4thJapanese・GermanMeetingonUrban

Climatology-ClimateAnalysisforUrban

Planning-(Tsukuba,Japan ,December,2005)

A.Yoshida,M.MoriyamaandK.Gonsui

StationaryMeasurementandAnalysisofThermal

EnvironmentinOsakaArea.
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A.Yoshida,K.YamaguchiandK.Gonsui

FieldMeasurementandEvaluationonTranspiration

RateofSingleLeafandTree.

■The4thAsianaerosolConference(Mumbai,lndia,

December,2005)

Y.Shimazaki,M.Okubo,andT.Yamamoto

Three-dimensionalNumericalSimulationofFlowaround

BreathingHumanandParticulateBehavior.
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■NCPフ ォーラム(1月 ,和歌山)

武藤 睦,米 山 聡,菊 田久雄,森 脇耕介

構造複屈折位相板アレイを用いた実時間偏光画像計測と

干渉縞の位相解析への応用

■レーザー学会学術講演会第25回年次大会(1月 ,京都)

日野俊介,菊 田久雄

厳密光波結合解析理論を用いた発光素子の光取 り出し効

率の計算

講演予稿集,172.

■ エネ ルギ ー ・資源 学 会第21回 工ネ ルギ ー シス テム ・経済 ・

環 境 コン フ ァ レンス(1月,東 京)

清水 猛,横 山良平,竹 村和 久,伊 東 弘一

CO2ヒ ー トポ ンプ給 湯 シス テ ムの 数値 シ ミュ レー シ ョン

に よ る性 能 分析(実 験 との比 較 お よび運転 条 件 の影 響 分

析)

講演 論 文集,489-492.

■堺工業技術研究会例会(2月,堺)

大久保雅章

プラズマを利用した未来型燃焼排ガス浄化技術(排 ガス

濃縮方式、プラズマ励起反応処理とは)

さかい新事業創造センター(S-CUBE)資 料集.

■日本機械学会関西支部第80期 定時総会講演会(3月,京 都

市)

三村耕司,楳 田 努,陸 偉,初 田真吾

衝撃吸収部材としてのウレタン樹脂の動特性

講演論文集,7/27-7/28.

梅 木英 男,楳 田 努,陸 偉,三 村 耕司

非 共軸Hopkinson棒 法 に適 した試 験片 の条件 の検 討

講 演論 文集,7/31-7/32.

野村 健 一,阿 部晃 大,三 村耕 司,楳 田 努,陸 偉

多 軸応 力下 にお ける発 泡樹脂 材料 の構 成式

講 演論 文 集,7/33-7/34.

梅 嵜祐樹,楳 田 努,陸 偉,三 村耕 司

鋼 製 薄 肉 円管 の動 的座 屈 挙動 に及 ぼす形 状 お よび物 性 の

影響

講 演論 文集,7/39-7/40.

吉 田 明史,細 見圭 太 郎,石 井 善徳,方 樹 威,三 村耕 司,

陸 偉

検 力 ブ ロ ック式衝 撃 試験 機 に よる長柱 の動 的座 屈 挙 動 の

実験 的検 討

講演 論 文集,7/41-7/42.

牧野 允人,大 多尾 義 弘,谷 川義 信

ロー カルル ール を用 いた 平面構 造 の形態 設計

講演 論文 集,054-1,5/3-4.

中本 向紀,谷 川 義信,河 村 隆介

横 等 方性 中空 球 の球 対 称等 温 問 題 に お け る ヤ ン グ率 の不

均 質性 の効 果

講 演論 文集,054-1,5/7-8.

横 田亮 平,谷 川 義信,河 村隆 介

貫 通 き裂 を有す る不 均質厚 板 の 引張 り

講 演論 文集,0541,7/45-46.

松本直樹,谷 川義信,河 村隆介

周期的加熱と周期的横荷重を受ける不均質長方形板の熱

誘起振動問題

講演論文集,0541,9/1・2.

藤枝英樹,谷 川義信,河 村隆介,樋 口理宏

磁界の周期的変動を受ける導体無限平板の一次元動的電

磁熱弾性問題

講演論文集,0541,9/3・4.

樋 口理宏,谷 川義信,河 村 隆介,藤 枝 英樹

磁 界 の周期 的 変 動 を受 ける 導体 中空 円 筒 の動 的 電磁 熱弾

性 問題

講演 論文 集,054-1,9/5-6.

大多 尾義 弘,谷 川義 信,三 上智 人

非一 様加 熱 を受 ける不均 質厚 板 の熱 弾性 解析

講演 論文 集,054・1,9/7-8.

高木友希,谷 川義信,河 村隆介

初期たわみを有する直交異方性不均質長方形板の熱座

屈 ・座屈後挙動

講演論文集,0541,9/940.

森本 卓也,谷 川義信

非一 様温 度場 にお け る不 均 質長 方形 板 の熱 弾性 安 定性

講演 論文 集,054-1,9/11-12.

大多 尾義 弘,谷 川 義信,宮 武健 太

一次 せ ん 断変 形理 論 を用 い た ク ロ ス プ ライ積 層 円筒 シ
ェ

ル の非定常 熱応 力 問題

講演 論文 集,0541,9/15-16.

大多尾 義 弘,谷 川義 信

圧電 中空 円筒 の非定 常圧 電 熱弾 性 問題

講演 論文集,0541,9/21-22.

杉 村延 広,北 浦 堅一

技 術技 能 の教 育 と伝 承 につ い て 一 機械 工 作 実 習担 当教 員

の立場 か ら一

講演論 文集,2/15-2/16.

竹 元敏 浩,一 ノ瀬幸 史,RajeshShrestha,杉 村延 広

ホ ロニ ック生 産 に おけ る工程 設 計 とス ケ ジ ュー リ ングの
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統 合 に関す る研 究

講i演論 文集,13/43-13/44.

川本順 三,阪 口龍 彦,谷 水 義 隆,杉 村 延広

遺伝 的 ア ル ゴ リズ ム を用 いた 多 目的 リア ク テ ィブ スケ ジ

ユー リング

講演 論文 集,13/45-13/46.

小玉祥 平,万 代 陽,谷 水 義 隆,杉 村 延広

セ ル生産 に おけ る作 業 者 の再 配置 に 関す る研 究

講演 論文 集,13/47-13/48.

相模 宏樹,井 前 譲,小 林 友 明,餐 貴生

非線 形最 適 制御 の数値 解 法 に基づ くSDRE設 計手 法

講演 論文 集,14/59-60.

吉水 一能,井 前 譲,小 林友 明,翌 貴生

アル ゴ リズ ミ ック コ ン トロ ー ラに基 づ く非 線 形 シス テ ム

の実 時 間制 御

講演 論文 集t14/55-56.

菊池 吉晃,井 前 譲,小 林友 明,餐 貴生

非 線形 シス テ ム を対 象 と した プ ログ ラム微 分 培 養 に よ る

創発 的制 御系 設 計

講演 論文 集,14/57-58.

近 藤英 明,翠 貴生,井 前 譲,小 林 友 明

線 形 時不 変 シス テ ムの ハ イ ブ リ ッ ド安 定化 円錐 切 替 え

法 を用 い たア プ ローチ

講演 論文 集,14/47-48.

林 将大,藤 田勝久

X型 プ レー ト復 元特 性 を持 つ 供 試 体 と振 動 台 の連 成 振 動

に関す る地 震波 制御

講演 論文 集,0541,6/17-18.

中川智皓,藤 田勝久

ロー ラー コース ター の運 動 と振動 に 関す る車両 数の 影響

講演 論文 集,054-1,6/19-20.

塩野 泰大,藤 田勝 久,市 原通 弘,小 関拓郎,待 田佑樹

2段 式梯 子車 の起 伏 旋 回同 時運 動 の振 動 現 象 と振 動 制

御

講演 論文 集,054-1,6/23-24.

武 田弘輝,藤 田勝 久,宮 崎 長生,植 野 祝

マ ルチ ボ デ ィ ダイ ナ ミクス を用 い た サ スペ ンシ ョンモ デ

ル に よる タイヤ ー路 面 間作 用力 の推 定

講演論 文集,054-1,6/27-2&

川崎 宏昭,藤 田勝久,伊 藤 智博

分子 レベ ルで みた金 属材 料 の振動 減 衰 メカニ ズ ム

講演論 文集,054-1,6/35-36.

大久保 毅,伊 藤智博,藤 田勝久

減速機構による3次 元免震システムの研究(ス ケールモ

デ ル によ る免 震性 能の検 討)

講演 論 文集,054-1,6/37-38.

橘 俊之,藤 田勝 久,伊 藤智博

水 平 ・鉛 直 地震 動 を 同時 に受 け る薄 肉 円筒 殻 の 構 造特 性

と大 入力 時 の変形 挙動

講演 論文 集,054-1,6/49-50.

川辺 恭介,藤 田勝 久

CFD援 用 に よる狭 いす き間か らの 噴流 を受 け る壁 面近 傍

円柱 の振 動挙 動

講 演論 文集,054-1,6/51-52.

加 藤 誠,藤 田勝 久

FIUggeの 殻 理 論 に よる軸方 向 す き ま流 れ を受 け る固定 一

自由支持 薄 肉円筒殻 の動 的安 定性

講演 論 文集,054-1,6/59-60.

山本康 司,藤 田勝 久,新 谷篤 彦

筋 力 特性 を考慮 した テニ ス ラケ ッ ト ボー ル 人 間系 の

運 動 と振 動

講 演論 文集,054-1,14/9-10.

田中宏 明,藤 田勝 久,新 谷篤 彦,松 浪 隆夫

ヘ リング ボー ン溝 付気体 軸受 の並進 ,回 転 連 成振 動解析

講 演論 文集,0541,14/21-22.

西 田 陽祐,中 小 原治,高 比 良裕 之

小 型 集束 超 音波 キ ャビテ ー シ ョ ン発 生装 置 にお け る音 場

の可視化 と圧 力測 定

講 演論 文集,0541,10/3-4.

田中美 也子,巽 和也,PeterLWoodfieid,中 部主敬

管 内マ ルチ 噴流 の混合特 性 に及 ぼす旋 回 と浮力 の影響

講 演論 文集,1/ll-1/12

高温雰囲気中における三次元配置燃料液滴群の燃焼挙動

吉田真樹 中谷辰爾,瀬川大資,角田敏一

講演論文集,3/31-3/32

清 水 猛,横 山良平,伊 東 弘一,竹 村 和久

CO2ヒ ー トポ ンプ給 湯 システ ム の数 値 シ ミェ レー シ ョン

に よる性能 分析(温 水 取 り出 し方法 の検討)

講 演論 文 集3-1-2.

木 下 良介,横 山良平,伊 東 弘一,神 村一 幸,松 葉 匡彦

空 調熱 源 シス テム の動特性 シ ミュ レー シ ョン

講 演 論文 集,3-3-4.

横 山良 平,三 村 聡,木 下 良介,伊 東 弘 一,神 村 一 幸,

松 葉 匡彦

空 調 熱源 シス テム にお け るモデ ル予測 制御

講 演論 文 集,3-56.

橋 場 隆行,蒲 生 恵 司,吉 田 修,伊 東弘 一,横 山良平

エ ネルギ ー供給 システ ムの多 目的機 器構 成最 適化
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講 演 論 文 集,3-9-10.

榎 戸俊 文,蒲 生 恵 司,吉 田 修,伊 東弘 一,横 山良平

エ ネル ギー 供給 シス テム の機器 最 適更新 計画

講演 論 文集,3-ll-12.

横 山良 平,伊 東弘 一

モ ー ド トリ ミ ング法 に お け る局所 的 変数 変換 に よ る カオ

ス挙動 と大 域 的探 索 能力

講 演論 文集,4-29-30.

山 口高平,吉 田 篤正

街 路樹,緑 地 の蒸散 作用 に着 目 した都 市空 間 の温熱 環境改

善

講演 論 文集,8/39-40.

森 山正 人,吉 田篤正

堺市 周 辺 にお け る温 熱 環境 の現状 と将 来予測

講 演論 文集,8/41-42.

國 分友 隆,加 賀 田翔,山 田哲 也,吉 田篤正

光 音響 法 に よる生体 材 料 の熱的性 質 の測定 と評価

講 演論 文集,12/23-24.

田中仁士,吉 田篤正

空間平均顕熱輸送量の光学的計測装置の開発

講演論文集,12/2526.

春名 俊 治,藤 島 英勝,黒 木智之,大 久保雅 章,山 本俊 昭

空気 活 性 ガス注 入 方 式 ・化学 複 合 プ ロセ ス を用 い たNOx

処理 技術

講 演論 文集,0541,12-33.

■日本機械学会関西学生会学生員卒業研究発表講演会(3月,

京都)

福本悠二,藤 島英勝,黒 木智之,大 久保雅章,山 本俊昭

空気活性ガス注入法によるNOx除 去技術

講i演前刷集,10-13.

■日本 実験 力学 会2005年 度年 次講演 会(3月,東 京)

三村耕 司,楳 田 努,陸 偉,梅 嵜 祐樹

鋼製 薄 肉 円管 の衝 撃 座屈 挙 動 とエ ネ ルギ ー吸 収特 性 の検

討

講演 論文 集,No.5,185-186.

米 山 聡,菊 田久雄,森 脇 耕 介

波 長板 ア レイ を有 す るCCDカ メ ラに よる干 渉縞 の 位相 解

析

講演 論文 集,248-249.

■2005年 度精 密 工学 会春 季大 会学 術講演 会(3月,横 浜)

谷水 義 隆,山 中聖彦,倉 崎友 美,杉 村延 広

動 的 サ プ ラ イチ ェ ー ンの ため の利 益基 準 生 産 マ ネ ジメ ン

ト

講演 論 文集,341-342.
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ShresthaRajesh,竹 元 敏 浩,杉 村 延 広

ASt。dy。nint・9r・ti・n・fP・ ・cessPl・n血9・ndS・h・d・ ㎞9
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ProcessPlanswithLoadBalancingofMachining

Equipment

講 演 論 文 集,355-356.

大 久保 敬広,岩 村 幸 治,谷 水 義 隆,杉 村 延広

ホ ロニ ック生 産 シス テ ム にお け る リア ル タ イム ス ケ ジュ

ー リ ングに関す る研 究 一 ニ ュー ラル ネ ッ トワー クを用 い

た効用 値 の決定 基準 の モデ ル化 一

講 演論 文集,357-35&

堀 崎遼 一,西 田茂生,菊 田久 雄

ア ラ イメ ン ト作 業 の た め の位 相 一 定計 算 機 合 成 フ レネ ル

ホ ログ ラムの 開発

講演 論 文集,407-40&

西 田茂 生,堀 崎 遼一,菊 田久 雄

非 平 面へ の微細 パ ター ン形 成 の た め の計 算 機 合成 フ レネ

ルホ ロ グラムの 開発

講i演論 文集,409-410.

■M&M信 州スプリングシンポジウム(3月,松 本)

米山 聡,菊 田久雄,森 脇耕介

構造複屈折波長板アレイカメラを用いた偏光画像解析に

よる実時間変位測定法

講演論文集,67-68。

■第52回応用物理学関係連合講演会(3月 、さいたま)

菊田久雄,日 野俊介

回折格子厳密解法を用いた発光素子の光取 り出し効率の

計算方法

講演予稿集,1116.

菊 田久雄,藤 田孝 一,水 谷 彰夫,豊 田 宏,岩 田耕 一

2次 元周 期格 子 を用 いた高 感 度屈折 率 セ ンサ ー

講演 予稿 集,1142.

■物理学会第60回年次大会(3月 、千葉県野田市)

松浦寛人,井 口智史,岡 村昇一

CHSに おける中性粒子の三次元挙動解析

講演概要集第2分 冊,235.

■流体研セミナー(3月,京 田辺)

大久保雅章(依 頼講演)

プラズマを利用した未来型燃焼排ガス浄化技術

同志社大学工学部.

■第215回 材 料力 学談話 会(5月 ,大 阪)

楳 田 努,三 村 耕 司

動 的試 験 法 の数 値 解析 に よ る検 討 と,2,3の 衝 撃 問 題研

究 につい て

材談05-03.

■日本非破壊検査協会平成17年 度春季講演会(5月,東 京)



米山 聡,菊 田久雄,北 側彰 一,北 村 幸嗣

光 学 的手法 を用 い た鋼構 造物 のた わみ 分布 測定

講演概 要集,63-64.

■第49回 システ ム制 御情 報学 会研 究 発表 講演 会(5月
,京 都)

阪 口龍 彦,谷 水 義 隆,宮 前 勇志,前 田 泰 宏,白 瀬 敬 一,

杉 村延 広

リア クテ ィブ ス ケ ジ ュー リ ングの ため の遺 伝 的 ア ル ゴ リ

ズ ムにお け る交 叉法 の 改良

講演 論文集,79-80.

谷水 義隆,山 中聖彦,倉 崎 友美,杉 村延 広

動 的サ プ ラ イチ ェ ー ン にお け る生 産 ス ケ ジ ュー ル を考慮

した納 期 と価格 の 交渉

講演 論文集,97-98.

小林 友明,前 西 潤 一,井 前 譲,餐 貴 生

数値 解 法 アル ゴ リズ ム に よる移 動 ロボ ッ トの 実時 間最 適

制御

講演 論文集,637-638.

井前譲,菊 池吉 晃,翌 貴生,小 林 友 明

フラ ッ ト出力 を利用 した非 線形 制御 系 設計 一 プ ログ ラム

微 分培 養 か らの接近 一

講演論 文集,315-316.

●第5回 制 御部 門大 会(5月,仙 台)

井前 譲,相 模 宏樹,小 林友 明,程 貴 生

モデ ル予測 制御 法 とSDRE法 の関 連 に関す る一 考察

講演論 文集,285-288.

井前 譲,菊 池 吉晃,小 林友 明,裡 貴 生

非線形 システ ムの創 発 的制 御系 設計 一 プロ グラム微 分培

養 か らの接 近 一

講演論 文集,601-604.

■生産 シス テム部 門講 演会2005(6月,東 京)

杉村 延 広,ShresthaRajesh,一 之 瀬幸 史

ホ ロニ ック生 産 シス テ ム にお け る工程 設 計 とス ケ ジュー

リングの統 合化 システ ム ー ス ケ ジュ ー リ ング結 果 に基づ

く工程 の再構 成 一

講演 論 文集,21-22.

谷水 義 隆,小 玉祥 平,万 代 陽,杉 村 延広

生 産 システ ムの動 的再 構 成 に関 す る研 究 一 セ ル生産 シス

テム におけ る作 業 者 の再 配置 一

講演 論 文集,51-52。

岩村 幸 治,中 野 厚,谷 水 義 隆,杉 村 延広

ホ ロニ ッ ク生 産 シス テ ム にお け る リアル タイ ムス ケ ジ ュ

ー リング に関す る研究 一 目的関 数 の期待 値 に基 づ く効 用

値 の決定 一

講演 論文 集,53-54.

阪 口龍彦,谷 水 義 隆,白 瀬 敬 一,杉 村 延広

遺伝 的ア ル ゴ リズム を用 い た リア クテ ィブ ス ケ ジュ ー リ

ング ー ジ ョブの追加 のため の初 期固体 の生成 法 一

講演 論 文集,55-56.

■第42回 日本 伝熱 シ ンポ ジウム(6月,仙 台)

辻本 真也,巽 和 也,中 部主敬

マ イ ク ロデ バ イス 設計 用 デ ー タベ ー ス構 築 を指 向 した急

拡大 部流 れ の特性 検証

講演 論文 集,1,83-84.

吉 田篤正,福 森恒平

ヒー トアイ ラ ン ド対 策 へ の保 水性 セ ラ ミ ックス 材 料 の利

用

講演 論文 集,1,115116.

加賀 田翔,國 分 友 隆,山 田哲 也,吉 田篤正

光音響 法 を用 いた 固体 接触 部 の熱 的性 質の測 定

講演論 文集,2,409-410.

伊 藤竜 太,武 石 賢一 郎,木 下進 一,久 保真 徳

衝 突 噴流 の壁噴 流領域 にお ける伝熱 制御 の研 究

講演論 文集,2,361-362.

藤 本 健,木 下 進一,武 石 賢一 郎,吉 積 尚志

衝 撃 波 を用 い た新 しい ガス ター ビ ンシス テ ム に関 す る研

究

講演論 文集,2,391-392.

■第24回 エ ネル ギー ・資源 学会研 究発 表会(6月,東 京)

竹 村和 久,清 水 猛,横 山良平,伊 東弘一

CO2ヒ ー トポ ンプ給 湯 システ ム の数 値 シ ミュ レー シ ョ ン

に よる性 能 分析(中 温 水取 り出 しの効 果)

講演論 文集,303-306.

■日本 建築学 会近 畿支 部研 究報告 会(6月,大 阪)

吉田篤 正,山 口高平

街路樹,緑 地 の蒸散作 用 に着 目 した都市 空 間の温 熱 環境 改

善

研 究報 告 集,No.45・ 環境 系,309-312.

■第216回 材料力学談話会(7月,大 阪)

大多尾義弘

圧電材料からなる知的複合材料の非定常圧電熱弾性問題

材談05-07.

■第24回 日本 シ ミュ レー シ ョン学 会大 会(7月 ,東 京)

井前 譲,高 田健 輔,小 林 友明,程 貴 生

シス テ ムの次 元 拡 張 に よる フ ィー ドフ ォワー ド ブ イー

ドバ ック制御 系 設計

講演 論文 集,209-212.

■ 日 本機 械 学 会 第15回 環 境 工 学 総 合 シ ン ポ ジ ウム2005(7

月,室 蘭)

横 山良平,伊 東 弘～

エ ネ ル ギー 供 給 システ ム の運 用 マ ネ ジ メ ン トの ため の 最

適化 手法 の総合 的活 用

講演 論 文集,445-446.

29



横 山良平,清 水 猛,伊 東 弘 一,竹 村和 弘

CO2ヒ ー トポ ンプ 給湯 シ ス テム の 数値 シ ミュ レー シ ョン

に よる性 能 分析(シ ス テ ム性 能 に対す る環 境温 度 の影響)

講演 論 文 集,497-500.

梶 本彰 展,大 久保 雅章,黒 木 智之,山 本 俊昭

オ ゾ ン とDPFを 利用 した デ ィー ゼ ル排 ガス中 のNOx及 び

PM同 時 除去

講演 論 文集,05-13,219-220.

大 久保 雅章,黒 木 智之,藤 島 英勝,山 本俊 昭

間接 プ ラズ マハ イブ リ ッ ドプ ロセ ス に よる ボ イ ラ排 ガス

NOx浄 化 のパ イ ロ ッ トプラ ン試 験

講演 論 文集,05-13,221-224.

■日本機械学会流体工学部門機能性流体工学の先端融合化に

関する研究分科会(P-SCD345、 西山秀哉委員長)(7

月,仙台)

大久保雅章

非熱プラズマ複合プロセスによる環境改善及び表面改質

技術

東北大学流体科学研究所 資料集

■第22回 エアロゾル科学 ・技術研究討論会(7鳳 堺)

吉田恵一郎,黒 木智之,大 久保雅章,山 本俊昭,渡 邊博

俊

気体吹き込みとプラズマを利用した排水処理

講演論文集,4546.

大久 保雅 章,有 田直樹,黒 木 智之,山 本俊 昭

プ ラズマ に よるデ ィーゼ ル排 気微 粒 子 ・NOxの 無 触 媒 浄

化 システ ム

講 演論 文集,47-4&

藤 岡 剛,黒 木智 之,大 久保 雅 章,山 本俊 昭

非熱 プ ラズマ を用 い た低 濃 度大 容量 トル エ ンの濃縮技 術

講演 論文 集,53-54.

島暗 康弘,大 久保 雅 章,山 本俊 昭

呼 吸 に よ る粒 子 吸 入 と人体 近 傍流 れ との三 次元 数 値 シ ミ

ュ レーシ ョン

講 演論 文集,215-216.

■ 日本 機 械 学 会DynamicsandDesignConference

2005(8月,新 潟)

外 山真 悟,藤 田勝 久,新 谷篤 彦,畠 衛 史宜

狭 い流 路 内 を移 動 す る連結 構 造体 の動 的安 定 性 と構 造 体

数 の 影響

講 演 論文 集,101.

田中宏明,藤 田勝久,新 谷篤彦,松 浪隆夫

ヘ リングボーン溝付気体軸受の並進 傾き運動を考慮した

動的挙動と安定解析

講演論文集,102.

川辺恭介,藤 田勝久
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CFD援 用によるすきま流を受ける壁面近傍円柱の振動挙

動解析

講演論文集,103.

前川 晃,清 水泰貴,鈴 木道明,藤 田勝久

円筒形貯水 タンクの曲げ振動とオーバル振動の連成に関

す る研 究

講演 論 文集、106.

新谷篤彦,藤 田勝久

圧電型アクチュエータを用いた軸対称弾性はりのすきま

流励起振動のアクティブ制御

講演論文集,112.

中川智 皓,藤 田勝久

ロー ラー コー ス ターの動 的解 析 にお け る連結 方法 の 考 察

講演 論文 集,420.

橘 俊之,藤 田勝久,伊 藤智博

水平 鉛直地震動を同時に受ける薄肉円筒殻の大入力時

の弾塑性変形挙動の検討

講演論文集,451,

山本康 司,藤 田勝 久,新 谷篤 彦

テニ ス時 の 筋力 特 性 を考 慮 した 人 間系 と ラケ ッ トとボー

ルの連 成挙 動解析

講 演論 文集,516.

栄野 隼 一,涌 井徹 也,橋 詰 匠,宮 地 宣 夫,斉 藤 洋 二,

西島 剛史,桑 山秀樹

差圧 伝 送器 に よ る導 圧 管 の詰 ま り診 断 に 関す る研 究(第

1報 揺 動のRMS値 に よる診 断)

講演 論文 集,1-6.

■ 日本 機械 学会 第15回 設 計工 学 ・システ ム部 門講 演 会(8月,

札 幌)

横 山 良平,乾 誠,伊 東弘 一

大 域 的最 適 化 手法 に よ るニ ュー ラル ネ ッ トワー ク を用 い

たエ ネ ルギー需 要量 予 測

講 演論 文 集,462-465.

■ 日本 機械 学会2005年 度年 次大 会 講演 会(9月,調 布)

陸 偉,N.K.Esmaeili,三 村 耕司,冨 田佳宏

ガラ ス繊 維 充填 熱 可 塑性 樹 脂 の 変形 挙 動 に及 ぼ す弾 塑 性

体 人工界 面 の影響

講演 論 文集,235-236.

楳 田 努,三 村 耕 司

ウ レタ ン製 防護 用構 造体 へ の 自動車 衝 突解 析

講演 論 文集,431-432,

西 津真 一,谷 川義 信,河 村 隆 介,横 田亮 平

非 一様 加 熱 を受 け る不 均 質厚 板 の平面 熱 弾性解 析

講 演論 文 集,05-1,1,269-270.

大多尾義弘,谷 川義信



非 一様 加 熱 を受 け る不 均 質長 方 形 板 の三 次 元 非 定常 熱 弾

性解 析

講 演論 文集,05-1,1,271-272.

杉 村延 広,里 中直樹

機 械製 品 の幾何 公 差 の解析 に関す る研 究 一 最 大実 体公 差

方 式 を用 い た場 合 一

講演論 文 集,2510,19-20.

道上 雅 史,伊 藤智 博,藤 田勝 久

弾塑 性 サ ポ ー ト支 持 配管 系 の 耐震 設 計 へ の最 適 化 法 の適

用(評 価 関 数の 設定)

講演 論 文集,051,5,495-496.

川崎 宏 昭,伊 藤 智博,藤 田勝 久

分 子 レベ ルで み た不 純 物 を含 む材 料 の減 衰 メ カ ニ ズム に

関す る考察

講演 論 文集,05-1,5,501-502.

前 川 晃,鈴 木 道 明,藤 田勝久

円筒 形貯 水 タ ンク の 曲げ振 動 とオーバ ル振 動 との連 成効

果 に 関す る実験

講i演論 文集,05-1,5,515-516.

岡矢 尚俊,伊 藤 智博,藤 田勝久

衝 突 時 の弾 塑 性 挙動 を考 慮 した粒 状体 ダ ンパ の構 造 特性

と制振 特性 の検 討

講 演論 文集,05-1,5,527-528.

村 澤 剛,藤 本 修平,米 山 聡,佐 久 間俊雄

応 力 集 中部 を持 つ形 状 記 憶合 金 平 板 の局 部 ひず み分 布 計

測 と有 限要 素解 析

講 演論 文集,371-372.

高比良 裕之,永 田剛史

マイ ク ロバ ブ ルの安 定性 に及 ぼす動 的表 面張 力 の影響

講 演論 文集,2,29-30.

三 次 元境 界 要 素 法 に よ る非球 形 気 泡 の崩 壊 に関 す る シ ミ

ュ レー シ ョン

村 瀬吉 則,高 比 良裕 之

講 演論 文集,2,117-118.

GhostFluid法 を用 い た圧縮 性 気 液二 相流 の 数値 シ ミュ レ

ー シ ョン

湯 浅伸 哉,首 藤圭 祐,高 比 良裕之

講演 論 文集,2,119-120.

中小 原 治,首 藤圭 祐,西 田陽 祐,高 比 良裕 之

小型 集 束超音 波振 動子 にお ける音 場 の可視 化 と圧 力計 測

講演 論 文集t2,333-334.

回50thFRPCONEX2005(9月,千 葉市)

陸 偉,N、K.Esmaeili,三 村 耕 司,冨 田佳 宏

人工 界 面相 を有 す るGFRTPの 変形 挙動 の 数値解 析

講演 要 旨集,20-22.

■2005年 度精 密工学 会秋 季 大会 学術講 演会(9月,京 都)

山中 聖彦,谷 水 義 隆,杉 村 延広

生産 ス ケ ジ ュ ール を考慮 した動 的 サ プ ラ イチ ェ ー ンに 関

す る研 究 一 納期 と価 格 の決定 プ ロセス に関す る検 討一

講演 論文 集,H33,619-620.

■ 日本 実験 力学 会合 同 ワー ク シ ョップ2005(9月,倉 敷)

米 山 聡,北 側彰 一,菊 田久雄,北 村 幸 嗣

デジ タル 画像 相 関 法 を用 いた 変位 測定 にお ける歪 曲収 差

補正

講演 論文 集,1-6。

■第10回 知能 メ カ トロニ クス ワー クシ ョ ップ(9月,高 知)

米 山 聡,菊 田久雄,北 側 彰一,北 村 幸 嗣

デ ジ タル画像 相 関 を用 い た剛体 変 位測 定 に よる歪 曲収 差

補 正

講演 論 文集,136-141.

■日本 セラ ミ ックス協 会第18回 秋期 シ ンポ ジウム(9月,堺)

菊田久雄

サブ波 長表 面構 造 を もつ光 学素 子(招 待 講演)

講演予稿 集,203.

■第41回 日本眼 光学学 会総 会(9月,名 古 屋)

川津 純 一,大 沼和 彦,阿 部 春樹,白 柏 基 宏,八 百 枝 潔,

菊田久雄,福 間康文,塩 入 隆,岡 崎芳 郎

偏 光 カメ ラを用 い た視神経 線維 層厚 の推 定

講演予稿 集,X-2.

■溶接 学会全 国大 会(9月,福 井)

北側彰 一,谷 和彦,岩 田節雄,北 村幸 嗣,米 山 聡

デ ジ タル画 像相 関法 によ る鋼構 造物 の たわ み分布 測 定

講演概 要集,312-313.

圏第23回 日本 ロボ ッ ト学 会学 術講 演会(9月,神 奈川)

小林 友明,前 西 潤 一,井 前 譲,餐 貴生

ア ル ゴ リズ ミ ック コ ン トロ ー ラに よ る移動 ロボ ッ トの 実

時 間制御

講演 論文 集CD-ROM,1D34.

■第303回 振 動談 話会(9月,大 阪)

新谷 篤彦,藤 田勝 久

軸 方 向す きま流 を受 け る機械 ・構 造物 の 流体 励 起 振動 の

安定 性解 析 と制御

資料.

■ 日本流体 力学 会 年 会2005(9月,東 京)

山 口光弘,巽 和 也,中 部主敬

切 欠 きフ ィ ン付 設流 路内 の熱流 動特 性

講演 論 文集CD-ROMAMO5・14-0046pages(2005).

■第66回 応用 物 理学 会学 術講 演会(9月,徳 島)

松 浦寛 人,山 本 隆弘,鴛 海博

水 素 負 イ オ ン プラ ズマ シー ス近 くの イ オ ン及 び電 子 の 速

度 分布 関数

講演 予稿 集 第1分 冊,10&
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■Ecobuild2005セ ミナ ー(9鳳 東京)

伊 東 弘一

エ ネ ル ギーサ ー ビス業(ECOS)に つ いて(招 待 講 演).

■2005年 度 日本 建 築学 会大 会(9月,東 大 阪)

吉 田篤 正

堺 市周 辺 にお け る温 熱 環境 の実 測 と解析

学術 講 演概 要集Dl,709-710.

■第46回 大 気環 境学 会年 会(9月,名 古屋)

宮 嶋壮 至,安 田龍 介,吉 田篤 正

LESに よる対 面 通 行 道路 内の 気 流解 析 ～ そ の2道 路

空 間 内の乱 流 強度分 布 ～

講 演要 旨集,332.

安 田龍 介,岡 田裕 毅,吉 田篤正

全 球規 模 にお けるPCBsの 大気 輸 送 と地 表面 沈着 の 経年 変

化

講 演 要 旨集,445.

■第29回 静 電気 学 会全 国大会(9月,東 京)

黒木 智 之,藤 岡 剛,大 久 保雅 章,山 本 俊 昭

ハ ニ カ ム吸 着剤 とプ ラズマ 脱着 を併 用 した トル エ ンの 濃

縮技 術

講演 論 文集,117-118.

大 久保 雅章,黒 木智 之,藤 島英 勝,山 本俊 昭

オ ゾ ン注 入 ハ イ ブ リ ッ ドプ ロ セ ス に よ る ボ イ ラ排 ガ ス

NOx浄 化 の パ イ ロッ トプ ラ ン ト試験

講 演論 文集,263-266.

■日本 機械 学会 第83期 流 体工 学部 門講演 会(10月,金 沢)

高比 良裕 之

動 的表 面 張力 を考慮 した マ イ クロバ ブル の運 動 方程 式 の

定 式化

講演 論文 集,CD-ROM(OS3-2,308),全4ペ ー ジ.

山本 俊 昭,大 久 保 雅章,黒 木 智 之,吉 田 恵一 郎(招 待 講

演)

ラジ カル 注入 と窒素 プ ラズ マ を用 い た革新 的 デ ィーゼ ル

エ ンジ ン排 ガス処 理

講演概 要 集tCD-ROM363.

■計測 自動 制御 学会2005年 産業 応用部 門大 会(10月,東 京)

栄 野隼 一,涌 井 徹 也,橋 詰 匠,宮 地 宣 夫,斉 藤 洋 二,

西 島剛 史,桑 山秀樹

デ ィ ジタル式 差圧伝 送 器 に よる導圧管 の詰 ま り検 出

講演 論文 集,510.

■日本 材料 学会 第4回 衝 撃工 学 フ ォー ラ ム(11月,東 京)

三村 耕司

衝 撃 変形 と構 成式

第4回 衝 撃工 学 フ ォー ラム テ キス ト(日 本材 料 学 会衝 撃

部門 委員 会編),3142.

■ 日本 機械 学 会M&M2005材 料 力 学 力 ン フ ァ レン ス(11月,
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博 多)

森本 卓也,谷 川義 信

弾性 床上 にお か れ た不 均 質平 板 の座 屈

講演 論文 集,05窺5-6.

浜 村 英樹,谷 川義 信,河 村 隆介

周 期 的 加 熱 を受 け る不 均 質長 方 形板 の熱 誘 起 振 動(下 面

完 全 冷却 条件 下 での解 析)

講 演論 文 集,05-9,7-&

大多 尾 義弘,谷 川 義信,石 田恭久

ロー カル ルー ル を用 いた 平面構 造 設 計

講演 論 文集,05-9,13-14.

大多 尾義 弘,谷 川義 信,内 田 陽介

軸対 称 加 熱 を受 け る ア ング ル プ ラ イ積 層 円筒 シ ェ ルの 非

定常 熱弾 性解 析

講演 論文 集,05-9,1516.

河村 隆介,谷 川義信,中 本向 紀

横 等方 性不 均 質 中空球 の球 対 称等 温 ・熱 弾性 解析

講演論 文 集,05-9,29-30.

太 田恵 子,谷 川 義信,河 村 隆 介

一 定 角速 度 の 回転 に よ る円柱 異方 性 不 均 質 中空 円板 の 平

面軸 対称 弾性 問 題

講演 論 文集,05-9,31-32.

金 田晃幸,谷 川 義信,河 村 隆介,樋 口理 宏,藤 枝英 樹

磁 束 の周 期 的 時 間変 化 に よる導 体 円板 の平 面 軸 対称 電磁

熱弾 性 問題

講演 論文 集,05-9,4546.

大多 尾義 弘,谷 川義信,森 裕 哉

傾斜 機 能 層 を有 す る知 的複 合 帯板 の非 定 常 圧電 熱 弾 性 解

析

講演 論文 集,05-9,47-4&

米 山 聡,北 側彰 一,谷 和 彦,岩 田節雄,菊 田久 雄

デ ジ タル画像 相 関 法 を用 い た実橋 載荷 試験 時 の非 接 触 た

わみ分布 測 定

講 演論 文集,127・128.

■日本機 械学 会第IB回 計算 力 学講 演会(11月
,つ くば)

大 多尾 義弘,谷 川義 信

圧 電 中空球 の非 定常 圧電 熱 弾性 問題

講演論 文集,05-2,723-724.

宮 武健 太,大 多 尾義 弘,谷 川義信

高次 せ ん 断変 形理 論 を用 い た ク ロス プ ライ積 層 円 筒 シェ

ルの熱 弾性 問題

講演 論文 集,05-2,737-738.

■ 日本 機械 学会 熱工学 コン フ ァ レン ス2005(11月
,岐 阜)

塚 中陽平,巽 和 也,中 部 主敬

マイクロミキサー内における溝付設流路の混合 と流動特



性

講演論 文 集,227-228.

■プラズマ核融合学会第22回 年会講演会(11月 ,東京)

松浦寛人,笹 田 洋,栗 原公紀,門 信一郎

サーマルプローブ計測の高速化の試み

第22回年会予稿集,12&

■堺商工会議所機械金属部会大阪府立大学の活用に関する研

修会(第2回)(11月,堺)

横山良平

システム設計工学の基礎 と応用

講演資料,1-14.

胴日本機械学会第4回評価 ・診断に関するシンポジウム(11

月,津)

栄野隼一,涌 井徹也,橋 詰 匠,宮 地宣夫,斉 藤洋二,

西島剛史,桑 山秀樹

差圧伝送器による導圧管の詰まり診断に関する研究(第

2報 静的な動作点の変更に対応した詰まり状態の監視)

講演論文集,58-63.

■第26回 日本熱物性シンポジウム(11月,つ くば)

加賀田翔,國 分友隆,山 田哲也,吉 田篤正

光音響法を用いた皮膚の熱的性質の測定に関する基礎的

研究

講演論文集,248250.

■日本材料学会 第8回材料の衝撃問題シンポジウム(12月,

京都)

三村耕司,楳 田 努,吉 田明史,屋 嘉広行

衝撃負荷を受ける長柱の動的座屈モー ドの実験的検討

講演論文集,105-108.

■日本人 間工 学会 関 西支 部大 会(12月,琵 琶湖)

植 田友 明,川 野 常 夫,福 井 裕,杉 村延 広

デ ジ タル ヒ ュー マ ンにお け る作 業 姿 勢安 定性 評 価 機 能 の

開発

講 演論 文集,DO9,167-170.

圏日本コンクリー ト工学協会九州支部 ・日本実験力学会光学

的手法分科会ジョイントセミナー 光学的計測法の基礎と

応用～鋼 ・コンクリー ト構造物への応用～(12月,福 岡)

米山 聡,菊 田久雄,北 側彰一,谷 和彦,岩 田節雄

デジタル画像相関法を用いた橋梁のたわみ分布測定.

■第42回 燃焼 シンポ ジ ウム(12月,東 京)

橋 本真和,平 木 博 道,中 谷 辰爾,津 江光 洋,河 野 通方

FT-IRを 用 い た模 擬 成 層 圏 にお け るNOX-OX-HOX-HC反

応系 の計測

講 演論 文集,110-111.

中谷辰爾,羽 鳥和夫,津 江光洋,河 野通方,瀬 川大資,

角田敏一

メタン可燃性混合気の火花点火過程における点火エネル

ギーが初期火炎核の挙動に及ぼす影響

講 演 論 文 集,416-417.

白石裕司,角 田敏一,中 谷辰爾,瀬 川大資

液滴火炎内すす濃度分布に及ぼす周囲空気流中の水蒸気

の影響

講演論文集,442-443.

田中 創,角 田敏一,瀬 川大資,中 谷辰爾,山 崎博司

高温壁面上における水中油滴形乳化燃料液滴の蒸発挙動

に及ぼす雰囲気圧力の影響

講演論文集,462-463.

名 越一 全,寺 島 健太 郎,瀬 川大 資,中 谷辰爾,角 田敏 一,

津 江光 洋,河 野 通 方,神 田智博,内 本達 也

加 熱壁 面 に衝 突す るデ ィー ゼ ル噴 霧 のEXCIPLEX法 に よ

る可視化

講 演論 文集,464465.
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■ ロボ ッ トは人 間の よ うに賢 くな る?

井 前譲

第103回S-cubeセ ミナー,2005年6月22日.

■新 会 長就任 挨 拶

角 田敏 一

日本燃 焼学 会誌,47-139,1-2(2005).

■技 あ り関 西 「小型 で も10キ ロ ・ワ ッ ト出力 の風力 発 電機」

中嶋智 也

読 売新 聞,2005年11月23日.

■新 入 生諸君 へ のメ ッセー ジ

山本俊 昭

工 学部 大学 院工 学研 究科 ニ ュー ス,第35号,3,2005年4月

6日 。

■JST重 点地 域研 究 開発推 進事 業(採 択)

大 久保 雅章,山 本俊 昭,黒 木 智之

日刊 工 業新 聞,2005年12月14日.

■ プラ ズマ で排 ガス処 理

山本俊 昭,大 久 保雅 章,黒 木智 之

日刊 工業 新 聞,2005年12月21日.
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■CorrelationbetweenMassFluxfluctuationand

FluctuationofHydrogenConcentrationin2DAir-

HydrogenSupersonicMixingLayer

(空 気 一 水 素2次 元 超 音 速 混 合 層 の 質 量 流 束 変 動 と 水 素 濃 度

変 動 の 相 関)

F.Sakima,T.ARAI,S.R,Edward,Y。Mori,T.Kudo

TransactionsoftheJapanSocietyforAeronauticaland

SpaceSciences,47,262-267(2005).

(SupersonicMixing,Scramjet,CatalyticReaction,Space

Plane)

■CorrelationbetweenFluctuationsofMassFlux

andHydrogenConcentrationinSupersonic

Mixing,

(超 音 速 混 合 層 の 質 盤 流 束 と 水 素 濃 度 の 変 動 相 関)

T.ARAI,KMIZOBATA,R.MINATO,N.TANATUGU,

Y.MORI,T.KUDO

AIAA/CIRAl3thInternationalSpacePlanesand

HypersonicsSystemsandTechnologiesConference,

AIAAPaper2005-3236(2005).

(SupersonicMixing,Scramjet,Cata1yticReaction,Space

Plane)

■DevelopmentStudyonaSmatl-scaleSupersonic

FlightExperimentVehiclewithAir-breathing

Propulsion

(空 気 吸 込 み 式 エ ン ジ ン を 用 い た 小 型 超 音 速 実 験 機 の 開 発

研 究)

K.MIZOBATA,R.MINATO,H.KIMURA,H.

SUGIYAMA,N.TANATSUGU,T.ARAI

AIAA/CIRA13thInternationalSpacePianesand

HypersonicsSystemsandTechnologiesConference,

AIAAPaper2005-3347(2005).

(SupersonicUnmannedVehicle,TurbojetEngine,Flight

Experiments)

■Off・designPerformanceofTurbojetEnginefor

Sub-scaleSupersonicUnmannedPlane

(小 型 無 人 超 音 速 機 用 タ ー ボ ジ ェ ッ トエ ン ジ ン の 非 設 計 点

性 能)

R.Minato,T.Arai,T.Himello,H.Kobayashi,K.

MizobataN.Tanatsugu

AIAA/CIRA13thInternationalSpacePlanesand

HypersonicsSystemsandTechnologiesConference,

AIAAPaper2005-3415(2005).

(SupersonicUnmannedVehicle,TurbojetEngine,Off-

design)

■PerformanceAnalysisofTurbojetEnginewith

AfterburnerforSubscaleSupersonicUnmanned

Ptane

(小型 無人 超 音 速 機 用 ア フタ ー バー ナー 付 き 夕一 ポ ジ ェ ツ

トエ ンジ ンの性 能 解析)

H.Kaneko,R.Minato,T,Arai

AsianJointConferencesonPropulsionandPower,

AJCPP2005,AJCPP2005-A2014(2005).

(SupersonicUnmannedVehicle,TurbojetEngine,

Afterburner)

腫Off-designAnalysisofTurbojetEnginefor

SupersonicUnmannedVehicle

(無 人 超 音 速 機 用 夕 一 ポ ジ ェ ッ トエ ン ジ ン の 非 設 計 点 解 析)

R.Minato,T.Arai,T.Himeno,H.Kobayashi,K.

Mizobata,N.Tanatsugu

AsianJointConferencesonPropulsionandPower,

AJCPP2005,AJCPP2005-A2007(2005).

(SupersonicUnmannedVehicle,TurbojetEngine,Off-

design)

■ 渦 対 と 渦 輪,エ オ ル ス 音 の 音 源 モ デ ル

(Vortexpairandvortexringasflowmodelsfor

Aeoliantones)

西 岡 通 男,坂 上 昇 史

日本 流 体 力 学 会 誌 「な が れ 」,24,1,105-113(2005).

(AerodynamicsoundVortexsound,Aeoliantones,

Kiminvortexstreet,Vortexpair,Vortexring)

■AxisymmetricOscillationofaViscousLiquid

CoveredbyanElasticStructure

(弾 性 構 造 物 で 覆 わ れ た 粘 性 液 体 の 軸 対 称 振 動)

H。F.BauerandM.Chiba

JournalofSound&Vibration,281,835-847(2005).

(Sloshing,Viscousliquid,Cover,Elasticstructure)

■OscillationsofCapturedSphericalDropof

ViscousLiquid

(拘 束 支 持 さ れ た 粘 性 球 状 液 滴 の 振 動)

H.F.BauerandM、Chiba

JournalofSound&Vibration,285,51-71(2005).

(Viscousliquid,Drop,Oscillation,Captureddrop)

■ModalTestingofLooselyFixedStructures

(緩 く 固 定 さ れ た構 造 物 の モ ー ド試 験)

Y.Sugiyama,E.Kondoh,M.Chiba

ProceedingofllthAsia-PacificVibrationConference

(APVC2005)(2005),

(Looselyfixed,Modaltesting,Elasticstructure,

Vibration)

■RainheightvariabilityinTropics

(熱 帯 に 於 け る 降 雨 の 高 さ の 変 化)

ThuraiM,E.Deguchi,KOkamoto,andE.Salonen

IEEProceedings,152(1)t17-23(2005).

(Microwaves,AntennaandPropagation,TRMM,Bright

band)
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■ 低 層 大 気 観 測 用 レー ダ に よ る下 部 対 流 圏 の 風 の 観 測

(Thewindobservationoflowertroposphereby

theLowerAtmosphericWindProfilerRadar

(LAWP))

妻 鹿 友 昭,岡 本 謙 一,牛 尾 知 雄,大 野 裕 一,井 口 俊 夫

JournalofAtmosphericElectricity,25(2),41・46(2005)。

(Windprofiler,Remotesensing)

■OntherelationshipbetweenVerticalProfileof

RadarRe刊ectivityandLightningFlashRate

observedbytheTRMM/PRandLIS

(TRMM降 雨 レー ダ と 雷 観 測 装 置 に よ っ て 観 測 し た レー ダ

反 射 因 子 の 鉛 直 分 布 と 雷 放 電 頻 度 の 関 係 に つ い て)

T.Ushio,S.SakuraiT.Mega,andK.Okamoto

JournalofAtmosphericElectricity,25(2),47-53(2005).

(TRMM,LIS,PR)

凹 レ ー ダ.ア メ ダ ス 解 析 雨 量 を 用 い た 太 陽 同 期 衛 星 群5機 並

び にTRMM衛 星 に よ る 降 雨 推 定 の た め の サ ン ブ リ ン グ シ

ミ ュ レー シ ョ ン

(SamplingSimulationofRainfallEstimationby

FiveSun-Synchronous-OrbitSatellitesandTRMM

usingradar-AMeDAScomposites)

飯 田 泰 久,岡 本 謙 一,牛 尾 知 雄,沖 理 子

日本 気 象 学 会 誌 「天 気 」,52(3),155-162(2005).

(SamplingError,RainRate,Satellite,Radar-AMeDAS)

闘 衛 星 搭 載 マ イ ク ロ 波 放 射 計 降 水 リ トリ ー パ ル ア ル ゴ リ ズ ム

に 関 す る レ ビ ューPARTI=降 水 リ ト リー パ ル の 概 要

(AReviewofRainRetrievalAlgorithmforSpace

BomeMicrowaveRadiometersPARTI:Overview

oftheRainRetrievalAlgorithm)

高 橋 暢 宏,重 尚 一,佐 藤 晋 介,清 水 収 司,瀬 戸 心 太

日 本 リモ ー トセ ン シ ン グ 学 会 誌,25(1),101-109(2005).

(MicrowaveRadiometer,RainRateRetrievalAlgorithm,

TRMM)

口 衛 星 搭 載 マ イ ク ロ波 放 射 計 降 水 リ トリー パ ル ア ル ゴ リ ズ ム

に 関 す る レ ビ ューPARTH=決 定 論 的 降 水 リ ト リー バ ル ア

ル ゴ リ ズ ム

(AReviewofRainRetrievalAlgorithmforSpace

BorneMicrowaveRadiometersPARTE:

DeterministicRainRetrievalAlgorithms)

高 橋 暢 宏,重 尚 一,佐 藤 晋 介,清 水 収 司,瀬 戸 心 太

日本 リモ ー トセ ン シ ング 学 会 誌,25(2),221-230(2005)。

(MicrowaveRadiometer,RainRateRetrievalAlgorithm,

TRMM)

■衛 星搭 載 マ イク ロ波放 射計 降 水 リ トリー パル アル ゴ リズ ム

に関す る レビ ューPART皿:確 率論 的降 水 リ トリー バル ァ

ル ゴ リズム

(AReviewofRainRetrievalAigorithmforSpace

BomeMicrowaveRadiometersPART皿:

ProbabilisticRainRetrievalAlgorithms)

高橋 暢宏,重 尚一,佐 藤 晋介,清 水収 司,瀬 戸心 太

日本 リモー トセ ンシ ング学 会誌25(3),289-303(2005).
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(MicrowaveRadiometer,RainRateRetrievalAlgorithm・

TRMM)

■ 全球 雨 量マ ップ作 成の た めの 雲赤 外 デー タ利 用 の 検討 につ

い て

(OntheUseofGeo-IRDatafortheMicrowave

RadiometerBasedGlobalPrecipitationMap)

牛尾 知 雄,岡 本謙 一,井 上 豊志 郎,重 尚 一,橋 爪 寛,

飯 田泰 久

日本 リモー トセ ン シング学 会 誌25(4),367-371(2005).

(IR,Precipitationmap,Microwaveradiometry)

■衛 星搭 載 マ イ クロ波 放 射計 降 水 リ トリー パ ル アル ゴ リズ ム

に 関す る レ ビューPARTIV:ア ル ゴ リズム の横 断的 比 較

(AReviewofRainRetrievalAlgorithmforSpace

BorneMicrowaveRadiometersPARTIV=lnter・

comparisonamongAlgorithms)

高 橋 暢 宏,重 尚 一,佐 藤 晋 介,清 水 収 司,瀬 戸 心 太

日本 リモ ー トセ ン シ ン グ 学 会 誌,25(4),384-398(2005).

(MicrowaveRadiometer,RainRateRetrievalAlgorithm,

TRMM)

■PhysicalvalidationofTRMMrainfallproducts

usingaradiativetransfermodel

(放 射 伝 達 モ デ ル を 用 い たTRMM降 雨 プ ロ ダ ク トの 物 理 的

検 証)

S,Shige,H.SasakiandK.Okamoto

Proc,ofthe32ndConferenceonRadarMeteorology/11th

ConferenceonMesoscaleProcesses,CD-publishing

(4pages),(2005).

(TRMM/PR,TRMM/TMLRainretrieval,Radiative

transfermodel)

■Spectralretrievaloflatentheatingprofilesfrom

TRMMPRdata:Comparisonoflook-uptables

(TRMMPRデ ー タ か ら の 潜 熱 加 熱 プ ロ フ ァ イ ル の ス ペ ク

トル 推 定:ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 比 較)

S.Shige,Y.N.Takayabu,W.-K.TaoandC .-L.Shie

Proc.ofthe32ndConferenceonRadarMeteorology/11th

ConferenceonMesoscaleProcesses,CD-publishing

(7pages),(2005).

(TRMM/PR,Latentheating,Cioud-resolvingmodel)

.SamplingSimulationforEstimatingtheSampling

ErrorofSpace・TimeAverageRainRateforTRMM

andGPMMission

(TRMM及 びGPMミ ッ シ ョ ン の た め の 時 空 間 平 均 降 雨 強

度 の サ ン プ リ ン グ 誤 差 推 定 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン)

Y.Iida,K,Okamoto,T ,Ushio,andROki

2005】EEEInternationalGeoscienceandRemoteSensing

Symposium

Proceedings,CD-publishing(4pages) ,(2005).

(SamplingError,RainRate,Satellite,Radar-AMeDAS)

.DevelopmentandObsen/ationoftheBroad・band

RadarforMeteorologicalApplication



(気 象 応 用 の た め の ブ ロ ー ドパ ン ドレー ダ の 開 発 と 観 測)

K.Monden,T.Mega,T.Ushio,andK .Okamoto

20051EEEInternationalGeoscienceandRemoteSensing

Symposium

Proceedings,CD-publishing(4pages),(2005) .

(Broad-bandradar,rain,Meteorologicalradar)

■TheGlobalSatelliteMappingofPrecipitation

(GSMaP)Project

(全 球 衛 星 降 水 分 布 図 作 成 プ ロ ジ ェク ト(GSMaP))

K.Okamoto,T.Iguchi,N,Takahashi,K.Iwanami,and

T.Ushio

20051EEEInternationalGeoscienceandRemoteSensing

Symposium

Proceedings,CD-publishing(3pages),(2005).

(GlobalPrecipitationMap,MicrowaveRadiometer,

TRMM,GSMaP)

■MeltingLayerObservationbytheBroadBand

Radar(BBR)

(ブ ロ ー ドバ ン ド レー ダ に よ る 融 解 層 の 観 測)

T.Mega,K.Monden,T.Ushio,andK.Okamoto

20051EEEInternationalGeoscienceandRemoteSensing

Symposium

Proceedings,CD-publishing(3pages)t(2005).

(Broadbandradar,Meltinglayer,Ra量n,Brightband)

■FieldCampaignofObservingPrecipitationinthe

RainSeasonofOkinawa,Japanin2004

(2004年 、 沖 縄 の 梅 雨 期 降 雨 観 測 キ ャ ン ペ ー ン実 験)

K.Nakagawa,K.Kitamura,H.Hanado,K.Iwanami,and

K.Okamoto

20051EEEInternationalGeosciellceandRemoteSensing

Symposium

Proceedings,CD-publishing(4pages)t(2005).

(Rain,RadarObservation,Rainfront,DoppierRadar,

PolarimetricRadar)

■MeasurementofScatteringPropertiesof

VegetationatKa-bandby35GHzPoiarimetric

Scatterometer

(35GHz偏 波 散 乱 計 に よ る 植 生 の 散 乱 特 性 の 測 定)

T.Tagawa,K.Okamoto,andT.Ushio

20051EEEInternationalGeoscienceandRemoteSensing

Symposium

Proceedings,CD-publishing(4pages),(2005).

(Scatter重ngcoefficient,PolarimetricScatterometer,

Vegetation)

層Reliabiiity・basedTopologyOptimizationConsidering

MulticriteriaUsingFrameElements

(複 数 の モ ー ドを 考 慮 し た フ レ ー ム 要 素 を 用 い た 信 頼 性 に

基 づ く トポ ロ ジ ー 最 適 設 計)

K.Mogami,S.Nishiwaki,K.Izui,M.YoshimuraandN.

Kogiso

Proc.2005ASMEInternationalDesignEngineering

TechnicalConferences&ComputersandInformationIn

EngineeringConference,ASME/DETC2005-85137,1-9

(2005).

(ConceptualDesign,Reliability-basedOptimization,

TopologyOptimization,FrameElement,MUltiobjective

Optimization,Stiffness,Eigen-frequency)

■lnvertedTurbo-JetEngineforHypersonic

Propulsion

(反 転 ブ レ イ トン サ イ ク ル に 基 づ く極 超 音 速 工 ン ジ ン)

Y.Tsujikawa,KKanekoandS。Tokumoto

ASMEPaperGT2005-68947,1-7(2005).

(HypersonicPropulsion,Cryogenicexergy,Inverted

Braytoncycle)

■Per「ormanceAnalysisoftheAtmosphericPressure

Turbine(APT)andHighTemperatureFuelCell

(常 圧 夕 一 ビ ン(APT)と 高 温 型 燃 料 電 池 に よ る複 合 シ ス

テ ム の 性 能 解 析)

Y.Tsujikawa,K.KanekoandT.Yamauchi

Proc.of9thGroveFuelCellSymposium(2005).

(AtmosphericPressureTurbine,InvertedBraytoIl

cycle,Solidoxidefuelcell,Hybridsystem)

■ 小 型 回 転 翼 機 の 自律 ホ バ リ ン グ 飛 行

大 倉 彰 浩,得 竹 浩,砂 田 茂

日本 航 空 宇 宙 学 会 論 文 集,53[619],376-378(2005)、

(Autonomoushovering,Coaxialhelicopter)

EMaximizationofthrust・torqueratioofacoaxial

rotor

(2重 反 転 回 転 翼 の 推 九 トル ク比 の 最 大 化)

S.Sunada,K.TanakaandK.KawashimaJournalof

aircraftt42[2],570-572(2005).

(Coaxiatrotor,Thrust-torqueratio)

■Navigationofsmallandlightweighthelicopter

(小 型,軽 量 ヘ リ コ プ タ の 誘 導)

A.Matue,W。Hirosue,H.Tokutake,S.Sunada,andA.

Ohkura,

Trans.JapanSocietyofAeronauticalandSpace

Sciences48[161],177-179(2005).

(Navigation,Control,Coaxialhelicopter)

■SimultaneousOptimalDesignofStructuraland

ControlSystemsviaSuccessiveLMiOptimization

(逐 次LMl最 適 化 に よ る 構 造/制 御 系 の 同 時 最 適 設 計)

JH.Kim,T.Shimomura,andH.Okubo

J.ofIntelligentMaterialSystemsandStructures,16[6],

977-982(2005).

(Simultaneousdesignofstructure/control,Linear

matrixinequality,Flexiblestructure,Vibrationcontrol)

■SingularityRobustSteeringofRedundantSingle

GimbalControlMomentGyrosforSmallSateltites

(小型 衛 星 用冗 長SGCMGシ ス テ ムの 特異 性 に対 す る ロバ
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ス ト駆 動 則)

H.OkuboandY.Tani

Proc。ofthe8thInternationalSymposiumonArtificial

Intelligence,RoboticsandAutomationinSpace:1-

SAIRAS2005,CD-ROMProceedings,1-8(2005).

(Controlmomentgyro,Smallsateilite,Attitudecontrol,

Singularvaluedecomposition)

■RobustFlightControlterDesignThatTakesinto

AccountHandlingQuality

(操 縦 性 を 考 慮 した ロ パ ス ト飛 行 制 御 系 設 計)

H.Tokutake,M.SatoandA.Satoh

AIAAJoumalofGuldance,ControlandDynamics,

28〔1],71-77(2005).

(Handlingqualities,Robuststabilities,Flightcontroller)

(Electromagneticrefiection,Electromagneticsctte「ing

byeriodicstructures,Submillimeterwavedevlces・

Wire-grid)

■StratosphericOzoneandClOMeasurementUsing

Ba量looh-borneSubmillimeterLimbSounder

(気 球 搭 載 サ ブ ミ リ波 リ ム サ ウ ン ダ に よ る 成 層 圏 オ ゾ ン お

よ びClOの 測 定)

S.Ochiai,S.Tsujimaru,Y.Irimajiri,T.Manabe,andI.

Murata

IEEETransactionsonGeoscienceandRemoteSensing,

43,1258-1265(2005).

(Balloon-borneobservation,Limbsounder,Microwave

spectroscopy,Retrievalofatmosphericprofile,

Submillimeterwaves)

■ControllerDesignUsingStandardOperatorModel

(規 範 オ ペ レ ー タ モ デ ル を 用 い た 制 御 系 設 計)

H.TokutakeandM,Sato

AIAAJournalofGuidance,ControlandDynamics,

28[5],872-877(2005).

(Operatormodel,Handlingqualities,Robuststabilities)

■MultiobjectiveControlviaSuccessiveOver-

BoundingofQuadraticTerms

(逐 次 上 界 法 に よ る 多 目的 制 御 系 設 計)

T。ShimomuraandT.Fujii

InternationalJournalofRobustandNonlinearControl,

15[8],363-381(2005).

(Multiobjectivecontrol,Successiveover-bounding,

Quadraticterms,Non-commonLyapunovfunctions)

■ABalloon・Borne620・650GHzSISReceiverfor

AtmosphereicObservations

(大 気 観 測 の た め 気 球 搭 載 型620-650GHz帯SlS受 信 機)

Y.Irimajiri,T.Manabe,S.Ochiai,H.Masuko,T.

Yamagami,Y.Saito,N.Izutsu,T.Kawasaki,M.Namiki,

K.Sato,andI.Murata

Proceedingsof20051EEEInternatioIlalGeoscienceand

RemoteSensingSymposium(IGARSS2005),1,412-415

(2005).

(Submillimeterwaves,Limbsounder,Balloon-borne

sensor,Superconductingreceiver,Atmospheric

observation)

■ パ ラ メ ー タ依 存Lyapunov関 数 を 許 容 す る 拡 張 空 間 で の 制

御 系 設 計

下 村 卓

計 測 自動 制 御 学 会 論 文 集,41[5],411-418(2005).

(Extended-spacecontroldesign,Inverseuseofthe

eliminationlemma,Non-commonLyapunovfunctions)

■Gain・ScheduledControlunderCommonLyapunov

Functions:ConservatismRevisited

(共 通Lyapunov関 数 の も と で の ゲ イ ン ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

制 御:保 守 性 の 再 考)

T.ShimomuraandT.Kubotani

Proc.ofAmericanControlConference,870-875(2005),

(Gain-scheduledcontro亘,CommonLyapunovfunctions,

H2performance,Conservatism)

■TransmissionandReflectionCharacteristicsof

SlightlylrregularWire-gridswithFiniteConductMty

forArbitraryAng量esof}ncidenceandGridRotation

(僅 か に 不 規 則 な 有 限 導 電 率 ワ イ ヤ グ リ ッ ドの 任 意 入 射 角

お よ び グ リ ッ ド回 転 角 に 対 す る 透 過 お よ び 反 射 特 性)

T,ManabeandA.Murk

IEEETransactionsonAntennasandPropagation,53,

250・259(2005).
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■ 熱 帯 降 雨 観 測 衛 星(TropicalRainfallMeasuring

Mission・TRMM)の 現 状

岡本謙 一

日本 リモ ー トセ ンシ ング学 会 誌,25[5],490495(2005).

■設 計工 学 ・シス テム,信 頼 性設 計 と最 適化

小 木曽 望

日本機械 学 会論 文誌,108[1041],654.655(2005).

■小型2重 反転 回転 翼 機の 開発

砂 田 茂,得 竹 浩

日本 航空 字宙 学会 誌,12,348-350(2005).
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麗 第3版 航 空宇 宙工 学 便覧

西 岡 通男(分 担執 筆)

A1単 位,数 表 物 理定 数3-27.

新 井 隆景(分 担執 筆)

C3.5.2.ラ ム/ス ク ラム ジェ ッ トエ ンジ ン,946-949.

(社)日 本 航 空宇 宙学 会編,丸 善(2005) .

■航空宇宙工学 第2版

小木曽 望(分 担執筆)

森北出版(2005).
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■AsianJointConferencesonPropulsionandPower ,

AJCPP2005(Fukuoka,Japan,March,2005)

H.Kaneko,R.Minato,T.Arai

PerformanceAnalysisofTurbojetEnginewith

AfterburnerforSubscaleSupersonicUnmannedP正ane.

R。Minato,T.Arai,T,Himeno,H.Kobayashi,K.

Mizobata,N.Tanatsugu

Off-designAnalysisofTurbojetEngineforSupersonic

UnmannedVehicle.

■12thIFIPWG7 .5WorkingConferenceon

OptimizationandReliabilityofStructuralSystems

(Aalborg,Denmark,May2005)

N.Kogiso,K.Mogami,S.Nishiwaki,K.IzuiandM.

Yoshimura

Reliability-basedtopologyoptimizationofframe

structures.

K.MIZOBATA,R.MINATO,H.KIMURA,H.

SUGIYAMA,N.TANATSUGU,T.ARAI

DevelopmentStudyonaSmall-scaleSupersonicFlight

ExperimentVehiclewithAir-breathingPropulsion.

R.Minato,T。Arai,T。Himeno,H.Kobayashi,K。

Mizobata,N。Tanatsugu

Off-designPerformanceofTurbojetEngineforSub-

scaleSupersonicUnmannedPlane.

■PilotEvaluationofHighResolutionPrecipitation

Products(PEHRPP)Meeting(lrvine,CA,USA,

June2005)

T.Ushio,K.Okamoto,N.Takahaslli,T.Iguchi,andK.

Aonashi

GlobalSatelliteMappingofPrecipitationProjectin

Japan-InfraredandMicrowaveRadiometerCombined

Algorithm.

■16thlnternationalSymposiumonSpaceTerahertz

Technology(ISSTT2005)(Goeteborg,Sweden,

May,2005)

M,Seta,T,Manabe,K.Kikuchi,S.Arimura,Y.Fulii,R,

Sato,T.Nishibori,H.Ozeki,A.Okabayashi,andJ.

Inatani

Evaluationofa640GHzCryo-ReceiverforLimb

EmissionSounderJEM/SMILES.

J。Inatani,A.Okabayashi,K.Kikuchi,R,Sato,T.

Manabe,M,Seta,S.Tsunematsu,Y.Yajima,andK.

Narasaki

Space-qualified4Kcoolerfor640GHzSISReceiverof

SMILES.

M.Seta,K.Kikuchi,T.Nishibori,S.Arimura,T.Manabe,

R.Sato,H.Ozeki,A.Okabayashi,andS.Ochiai

640GHzSISReceiverforLimbEmissionSounder

SMILES.

Y.Irimajiri,S.Ochlai,T.Manabe,T.Yamagami,Y.Saito,

N.Izutsu,T.Kawasaki,M,Namaiki,K.Sato,andI.

Murata

DevelopmentofaBalloon-BorneSuperconducting

Submillimeter-WaveLimb-EmissionSounderfor

AtmosphericObservations.

■AIAA!CIRA13thlnternationalSpacePlanesand

HypersonicsSystemsandTechnologies

Conference(Capua,ltaly,June,2005)

T.ARAI,K.MIZOBATA,R.MINATO,N.TANATUGU,

Y.MORI,T.KUDO

CorrelationbetweenFluctuationsofMassFluxand

HydrogenConcentrationinSupersonicMixing.

■ASMETurboExpo2005,PowerforLand,Sea,and

Air(Reno,USA,June,2005)

Y.Tsujikawa,K.KanekoandS,Tokumoto

InvertedTurbo-JetEngineforHypersonicPropulsion,

■2005AmericanControlConference(Portland,

USA,June,2005)

T.ShimomuraandT.Kubotani

Gain-ScheduledControlunderCommonLyapunov

Functions:Conservat正smRevisited.

■AOGS2ndAnnualMeeting2005(Singapore,

Singapore,June,2005)

S.Hoshino,C.Takahashi,Y.Kasai,andT.Manabe

Anewsoftwaretoolforradiativetransfercalculation

andtheretrievalprocedureintheTHzregion.

闘The2ndInternationalGPMGVWorkshop(Taipei,

Taiwan,September2005)

K.Okamoto

GVforJapan『sradiometeralgorithmdevelopment

52005ASMEInternationalDesignEngineering

TechnicalConferences&Computersand

InformationlnEngineeringConference(Long

Beach,USA,September2005)

K.Mogami,S.Nishiwaki,K.Izui,M.YoshimuraandN.

Kogiso

Rehability-basedTopologyOptimizationConsidering

MulticriteriaUsingFrameElements.

■The8thlnternationalSymposiumonArtificial

lntelligence,RoboticsandAutomationinSpace:1-

SAIRAS2005(Munich,Germany,September,2005)
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H.OkuboandY.Tani

SingularityRobustSteeringofRedundantSingleGimbal

ControlMomentGyrosf6rSmallSatellites.

■32ndRadarMeteorologyConf .2005(Albuquerque

NM,USA,October2005)

T.Ushio,T.Mega,K.Monden,K.Okamoto,andZ-1.

Kawasaki,

DevelopmentoftheBroadbandRadarf6rmeteorological

application.

■9thGroveFuelCellSymposium(London ,UK,

October,2005)

Y.Tsujikawa,K.KanekoandT.Yamauchi

PerformanceAnalysisoftheAtmosphericPressure

Turbine(APT)andHighTemperatureFuelCelL

■11thAsia-PacificVibrationConference(APVC2005)

(Langkawi,Malaysia,November,2005)

Y.Sugiyama,E.Kondoh,M.Chiba

ModalTestingofLooselyFixedStructures

■The5thGPMInternationaiPlanningWorkshopin

Tokyo(Tokyo,Japan,November2005)

K.Okamoto,T.Iguch董,N.Takahashi,K.Iwanami,T.

Ushio,K.Aonashi,R.Oki,andS.Shige

ResearchontheGlobalSateUiteMappingofPrecipitation

(GSMaP)PartIOutlineoftheResearch.

T.Ushio,H.Hashizume,T.Kubota,S.Shige,K.

Okamoto,R.Oki,M.Kachi,andY.Iida

ResearchontheGlobalSatelliteMappingofPrecipitation

(GSMaP)-Part4

Mappingoftheglobalprecipitation,

T.KubotaS,Shige,H.Hashizume,T,Ushio,K.Aonashi,

M.Kachi,andK,Okamoto

ResearchontheGlobalSatelliteMappingofPrecipitation

(GSMaP)・Part5

ValidationofGlobaiPrecipitationMaps.

H.Hashizume,K.Aonashi,S.Shige,alldK。Okamoto

DevelopmentoftheSSM/Irainretrievalalgorithmover

oceaninGSMaPproject,

-ExperimentsusingTMIdataandTMIalgorithm一

T.Ushio,K.Okamoto,T.Iguchi,N.Takahashi,K.

Iwanami,K.Aonashi,S.Shige,H.Hashizume,T.Kubota,

andT.Inoue

TheGlobalSatelliteMappingofPrecipitation(GSMaP)

Project.

S.Shige,H.Sasaki,andK.Okamoto

PhysicalvalidationofTRMMPRrainfa11productsusing

aradiativetransfermodel.
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S。Shige,Y.Takayabu,W-KTao,andC-LShie

SpectralretrievaloflatentheatingProfilesfromTRMM

PRdata:AlgorithmImprovementanditsEstimates

overtheTropica10ceanRegions

Y.Iida,K.Okamoto,T.Ushio,andR.Oki

Samphngerrorofspace・timeaveragerainrateobserved

fromGPMsatellites.

■ThegthlnternationalCongressonAutomotive

(Pitesti,Romania,November,2005)

Y.Miura,H.TokutakeandH.Okubo

Eva正uationMethodofHandlingQualitiesofPassenger

CarusingVehicleResponses.

H.TokutakeandY.Miura

NewDesignMethodofDrivingAssistSystemvia

StandardOperatorModel.

■NASAPrecipitationMeasurementMissions(PMM)

ScienceTeamMeeting(Monterey,USA,December

2005)

K.Okamoto

Status∠[ssues/DirectionsforTRMMLevel2Algorithms-

V6toV7Precip三tationRadar.

K.Okamoto,T.Iguchi,N.Takahashi,K.Iwanami,T.

Ushio,K.Aonashi,andR.Oki

HighPrecision,HighResolutionGlobalPrecipitation

MapfromSatelliteDataGlobalSatelliteMappingof

Precipitation(GSMaP)一(Part1)Outlineoftheresearch.

T.Kubota,S.Shige,H.Hashizume,T.Ushio,M.Kachi,

K.AonashitandK.Okamoto

HighPrecision,HighResolutionGlobalPrecipitation

MapfromSatelliteData-GlobalSatelliteMappingof

Precipitation(GSMaP)一(Part2)Productionand

EvaluationoftheGlobalPrecipitationMaps .

S.Shige,H,Sasaki,andK.Okamoto

ConsistencycheckofTRMMrainfallestimatesusinga

radiativetransfermode.

S.Shige,Y.N.Takayabu,W.・K .TaoandC.-L.Shie

SpectralRetrievalofLatentHeatingProfilesfrom

TRMMPRData:AlgorithmImprovementandits

EstimatesovertheTropicalOceanRegions .

■2ndTRMMLatentHeating

ProjectMeeting(Monterey,

2005)

S.Shige,andY.N .Takayabu

NewimprovementofSLH.

tnterCOmpariSOn

USA,December,

■WorkshoponSubmillimeterAstronomyandReceiver

Technologies(Nanjing,China.December,2005)



Y.Irimajiri,T.Manabe,S.Ochiai,T.Yamagami,Y.Saito,

N.Izutsu,T.Kawasaki,M,Namaiki,工Murata,andK.

Sato

ABalloon-BorneSISReceiverat620-650GHzfor

AtmosphericObservations.
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■ ロ ボ ッ ト産 業マ ッチ ング フ ェア(2月
,福 岡)

砂 田 茂,得 竹 浩,松 江 淳,広 末 渡

環境 モ ニ タ リ ング用 小型2重 反転 回転 翼機

■日本機械学会東北支部第40回期総会 ・講演会(3月 ,仙台)

宮澤孝信,千 葉正克,宝 音賀西

薄肉弾性矩形板の振動特性に及ぼす付着液滴の影響

講演論文集,G{)8.

■電子 情 報通 信学 会2005年 総 合大 会(3月
,大 阪)

門 田和 士,妻 鹿 友昭,牛 尾知雄,岡 本 謙一

気 象用 ブ ロー ドバ ン ドレー ダの 開発 と観測

講演 論 文集,B-1-1&

■日本機械学会関西学生会講演会(3月,京 都)

石井 雅,金 子憲一,辻 川吉春

垂直軸型風車の性能向上に関する研究

講演前刷集,16・5.

■ 日本 航 空宇 宙学 会第36期 年 会講 演会(4月 ,東 京)

湊 亮 二 郎,溝 端 一 秀,木 村 博 之,新 井 隆 景,棚 次 亘弘,

杉 山 弘

大 学 にお け る小 型超 音 速 実験 機 の研 究 開発(そ の1:小

型 ター ボ ジェ ッ トエ ン ジンの概 念 設計 と性 能解析)

講 演 集,189-192.

溝 端 一 秀,湊 亮 二郎,木 村 博 之,新 井 隆景,棚 次 亘 弘,

杉 山 弘

大 学 に お け る小型 超 音 速実 験機 の研 究 開発(そ の2:機

体 シス テ ムの概 念設 計 と飛行性 能予 測)

講演 集,193-196.

砂 田 茂,得 竹 浩,広 末 渡,松 江 淳

環境 ・防災 モニ タリ ング用小 型2重 反転 回転翼 機 の開発

講演 集47-48.

■日本気象学会2005年 春季大会(5月,東 京)

飯田泰久,岡 本謙一,牛 尾知雄,沖 理子

マイクロ波放射計を搭載した衛星群から観測される時間

空間平均降水強度のサンプリングエラーの推定

講演予稿集,465,

牛 尾 知 雄,岡 本 謙 一,野 田俊 輔,橋 爪 寛,井 口俊 夫,

高 橋 暢宏,青 梨和正,井 上豊志 郎,沖 理 子

マ イ ク ロ波放 射 計及 び静止 気 象衛 星 の 赤外 放射 計 デ ー タ

に よる全球 降水 マ ップの試作

講 演予 稿 集,205,

佐 々 木宏,重 尚一

1次 元放 射伝 達 モ デル を用 いたTRMM降 雨 プ ロ ダク トの

物理 的検 証

講演 予稿 集,200.

腫 日本 リモー トセ ン シン グ学 会 第38回 学術 講 演 会(5月,千

葉)

岡本 謙一,阿 波加 純,井 口俊 夫,松 川佳 代

TRMM衛 星の現 状 とTRMM降 雨 レー ダVersion6ア ル ゴ リ

ズ ム

講演 会論 文集,47-48(A18).

岡本謙 一,井 口俊 夫,高 橋 暢宏,岩 波 越,牛 尾 知雄

衛 星 に よ る高精 度高 分解 能全 球 降水 マ ップ の作 成(そ の

3)

講 演会 論文 集,49-50(A19).

■地球 惑 星科 学関 連学会2005年 合 同学 会(5月,千 葉)

入 交 芳 久,真 鍋 武 嗣,落 合 啓,山 上 隆 正,斉 藤 芳 隆,

井筒 直樹,川 崎朋 実,佐 藤 薫,村 田 功

気 球搭 載 型 サ ブ ミリ波 リ ム放射 サ ウ ン ダ に よる成 層 圏 大

気観 測

予 稿集EO24P-005.

■航空宇宙輸送シスデムに革新をもたらすための飛行実験シ

ンポジウム(6月,室 蘭)

姫野武洋,小 林弘明,小 島孝之,麻 生 茂,谷 泰 寛,

新井隆景,坂 上昇史,湊 亮二郎

小型超音速無人機(SUP)計 画

CD-ROM.

■2005年 度日本気象学会関西支部年会(6月 ,大阪)

森増陽介,岡 本謙一

雨滴粒径分布測定装置(デ ィスドロメータ)に よる降雨

の観測

講演予稿集,58.

野 田俊 輔,岡 本 謙一,牛 尾知 雄

マ イ クロ波 及 び赤 外 放 射計 デー タを用 い た全 球 降水 マ ッ

プの作 成

講 演予稿 集,28-31.

木 田智 史,重 尚一

RMM観 測 デー タを用 い たモ ンスー ン域 に おけ る降 雨 タイ

プの統 計解析

講演 予稿 集,32-34.

■ 日本 機械 学 会 ロボ テ ィク ス ・メ カ トロニ クス 講演 会(6月
,

神 戸)

物 体 の運 動 追跡 と位置 姿 勢 計 測 の た めの 回 転 機構 を もつ

ス テ レオ視覚 システ ム

小木 曽 望,松 井 祥 史,津 司 卓哉,泉 正夫

CD-ROM論 文集,1A1-N-081 .

■日本航空宇宙学会第47回 構造強度に関する講演会(7月
,

野々市)

複数のモー ドを考慮したフレーム構造の信頼性に基づ く

トポロジー最適化
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小 木 曽 望,最 上 克 哉,西 脇 藁 二,泉 井一 浩,吉 村 允孝

講 演論 文集,9-11。

■電気 学会A部 門 大会(8月,東 京)

牛 尾 知雄,岡 本 謙 一,野 田俊 輔,橋 爪 寛(大 阪府 大),

井 口俊 夫,高 橋 暢 宏(NICT),青 梨和 正,井 上 豊 志 郎

(MRI),沖 理子(JAXA)

マ イ クロ 波及 び赤 外 放射 計 デー タを用 い た全 球 降水 マ ッ

プの作 成

■日本機械学会第15回 設計工学 ・システム部門講演会(8月 ,

札幌)

複数性能の信頼性評価に基づ く機械構造物の構想設計法

最上克哉,西 脇眞二,泉 井一浩,吉村允孝,小 木曽 望

講演論文集,233-236.

■ 日本 流体 力学 会年 会2005(9月 ,東 京)

新井 隆景

超 音 速 流 中 に ポー トホ ー ル噴 射器 か ら噴 出 され る水 素 噴

流の混 合 と混合 促 進効 果

講演論 文 集,52,(AMO5-Ol-012).

黒 川幸 二,西 岡通 男,坂 上昇 史

強い主 流流 れが 励起 す る境 界 層撹乱 の代 数 的増幅

講 演論 文集79,(AMO5-04-006).

坂 上昇 史,中 村 行博,西 岡通男

超 音 速境 界 層 遷移 を支 配 す る 非線 形撹 乱 に関す る実験 的

研 究

講演 論 文集,81,(AMO5-04-008).

■日本航空宇宙学会第37回 流体力学講演会(9月,干 葉)

森崎哲郎,坂 上昇史,西 岡通男,新 井隆景

超音速流のPIV計 測における トレーサ粒子の追随性

講演集,1-4.

低 レイ ノル ズ数 での 翼性 能

砂 田 茂,得 竹 浩,藤 永 仁

講1寅集,237-238.

■第37回 「境界層遷移の解明と制御」研究会(9月,東 京)

新井隆景

触媒反応を利用した水素一空気超音速混合の混合評価に

ついて,

坂上昇史,西 岡通男

超音速境界層の乱流遷移について.

■第22回 センシングフォーラム計測部門大会 センシング技

術の新たな展開と融合(9月,大 阪)

岡本謙一

TRMMお よびGPMに よる降雨観測と全球降水マップの作

成

■精密工学会2005年 度秋季大会(9月,京 都)

最上克哉,西 脇眞二,泉 井一浩,吉 村允孝,小 木曽 望

複数の信頼性向上を目指した最適設計法.

■ 第33回 ガ スター ビン定期 公演 会(9月,伊 勢)

原 田英 一,北 嶋潤 一,井 上 健 司,田 中 一 雄,足 立 貢,

佐 々江啓 介,辻 川 吉春,金 子 憲一

常 圧 ター ビー ン(APT)の 提案

(その1:有 効性 の検 討お よび基本 動作 につ いて)

講 演論 文集,151-154.

■ 日本機械 学会 年次 大会 講演 会(9月,調 布)

小 木曽 望,遠 田治正,筒 井真 作,西 川誠 一

学生 と社 会人 を交 えた3次 元CADを 用 い た設計 教育

(学生 と社 会 人 との連携 教育 の効 果)(そ の1)

講演 論文 集,8,451-452。

遠 田治正,小 木曽 望,筒 井 真作,西 川 誠一

学生 と社 会人 を交 え た3次 元CADを 用 いた設 計教 育

(学生 と社 会 人 との連携 教育 の効 果)(そ の2)

講演 論文 集,8,453-454.

萬 悦 二,大 久 保博 志

コ ン トロール モ ー メ ン ト

の高 速姿勢 制御

講演 論文 集,5,379-40.

ジ ャイ ロ を用 いた 小型 衛 星

中野秀 紀,大 久保 博志

部 分 空間法 を用 い たスマ ー ト構 造 の異常 診 断

講 演論 文集,6,171-172.

大 瀧 俊,大 久保 博志

適 応 型 セ ル フセ ンシ ング ア クチ ュエ ー タを用 い たス マ ー

ト構 造 の振動 制御

講 演論 文集,6,173-174.

丸 山晃 司,宇 野 陽祐,河 南 治,比 江 島俊 彦,東 久雄

CEESロ ケ ッ トの研究 開発

講 演論 文集,5,387-388.

■2005年 電子 情報 通 信学 会 通信 ソサ イ エテ ィ大 会(9月 ,札

幌)

真 鍋武 嗣,西 堀 俊幸,瀬 田益 道,稲 谷順 司

三 面PhaseRetrieval法 に よ るサ ブ ミ リ波 ア ンテ ナ給 電系

の測 定

講 演論 文 集B-1-173,

■日本機 械 学会 第83期 流 体工 学講 演会(10月,金 尺)

金 子 憲一,香 川 聡,辻 川 吉春

ガ イ ドベ ー ン付 ク ロス フロー風 車 の性 能 に関す る研 究

講 演 論文 集,CD-ROM.

■ 日本航 空宇 宙学 会 第43回 飛 行 機 シン ポ ジウ ム(10月 ,名 古

屋)

小 木 曽 望

学 部 にお け る小 型 旅客 機概 念 設計 教育 につい て

講演 集CD-ROM.1Gl,784-787.
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伊東秀晃,角 野宏紀,菊 池厚志,畠 山雄基,得 竹 浩,

砂田 茂

小型2重 反転回転翼機の屋外飛行

講演集CD-ROM

角野 宏紀,菊 池厚 志,得 竹 浩,砂 田 茂

ホバ リ ングす る小 形2重 反 転 回転翼 機 の フ ラ ッピ ング運動

につい て

講演 集CD-ROM.

藤 永 仁,得 竹 浩,三 浦 有美 子

操 縦 対 象 の ダ イナ ミクス が 変化 す る と きの ヒ ュー マ ンオ

ペ レー タに関 す る研 究

講 演 集CD-ROM,556-560.

■計 測 自動 制御 学会 第22回 誘 導 制御 シ ンポ ジ ウム(10月,大

阪)

大久 保博 志

小 型 高機 能衛 星 の 姿 勢 制 御 一 コ ン トロ ー ル モ ー メ ン

ト ジ ャイ ロの 可能 性 を探 る

特 別講 演資 料,1-6.

久保 谷 岳央,下 村 卓

トリム条件 が変 化す る航空機 の経 路 角制御

資料,23-28.一

伊東秀晃,角 野宏紀,得 竹 浩,砂 田 茂

小型2重 反転回転翼機の飛行制御

資料175-17&

■計 測 自動 制御 学会 第34回 制御 理論 シン ポジ ウム(10-11月,

大 阪)

下村 卓、 木 口祐 一 郎

非Schur型 二次項 を もつ 不等 式条件 の凸包 端点 条件 への帰

着

資料,225-230.

■ 日本気 象学 会2005年 秋 季大 会(11月,東 京)

久保 田拓志,重 尚一,橋 爪 寛,青 梨和 正,牛 尾 知雄,

岡本謙 一

マイ ク ロ波 放射 計デ ー タに よ る全 球 降水 マ ップ(GSMaP)

の作 成 と評価.

木 田智 史,重 尚一,岡 本 謙一

TRMM降 雨 レー ダとマ イ ク ロ波 放射 計 に よ って判 定 され

た降雨域 の比較.

佐 々木 宏,重 尚一

1次 元放射 伝 達 モ デル を用 い たTRMM降 雨 プロ ダク トの

物理 的検 証(そ の2).

■日本リモー トセンシング学会第39回学術講演会(11月,徳

島)

樋口 彰,岡 本謙一,篠 塚 隆,増 沢博司,花 澤理宏,

田中健一郎

地中埋没物探査用ステップ周波数レーダの開発と実験

46

講演 会 論文 集,223-224(P53).

岡本 謙 一,井 口俊 夫,高 橋 暢 宏,岩 波 越,牛 尾 知 雄,

青 梨和 正,沖 理 子,重 尚 一

衛 星 に よる高 精 度 高分 解 能 全 球 降水 マ ップ の作 成 につ い

ての研 究(そ の1)全 体概 要

講 演会 論 文集,119-120(P1).

岩 波 越,岡 本 謙 一,中 川 勝 広,花 土 弘,北 村 康 司,

出世 ゆか り

衛 星 に よる高 精 度 高分 解 能 全 球 降水 マ ップ の作 成 につ い

ての研 究(そ の2)地 上 レー ダに よる観 測

講演会 論 文集,121・122(P2).

牛 尾 知雄,久 保 田拓 志,橋 爪 寛,野 田俊 輔,飯 田泰 久,

重 尚一,岡 本 謙一,青 梨和 正,井 上 豊志 郎,井 口俊 夫,

高橋暢 宏,可 知美 佐子,沖 理子

衛 星 に よる高 精 度 高分 解 能 全 球 降水 マ ップ の作 成 につ い

ての研 究(そ の5)全 球 降水 マ ップ の作成

講演 会論 文集,127-128(P5).

重 尚一,久 保 田拓 志,橋 爪 寛,牛 尾 知雄,青 梨 和 正,

可知 美佐 子,岡 本 謙 一

衛星 に よる 高精 度 高分 解 能 全 球 降水 マ ップ の作 成 につ い

て の研 究(そ の6)全 球 降水 マ ップ の評価

講演 会論 文集,129-130(P6).

森増 陽介,岡 本 謙一

マ イ ク ロ フ ォ ン型 雨滴 粒 径 分 布測 定装 置 を用 い た 降雨 の

観測

講演 会論 文集,131-132(P7).

飯 田泰久,岡 本 謙一,牛 尾知 雄

全 球 降水 観測 計 画(GPM)衛 星 群か ら観測 され た時 間空

間 平均 降雨 強度 のサ ンプ リ ングエ ラー

講演 会論 文集,133-134(P8).

岡 本 謙 一,JohnStout,RobertMeneghini,阿 波 加 純,

井 口 俊 夫,松 川 佳 代

TRMM衛 星 の 現 状 とTRMM降 雨 レー ダVersion6ア ル ゴ

リ ズ ム(そ の2).

樋 口 彰,岡 本 謙 一,篠 塚 隆,増 沢 博 司,花 澤 理 宏,

田中健 一郎

地 中埋 没物 探 査 用 ス テ ッ プ周 波 数 レー ダ の 開 発 と実 験

(その2)

講 演会 論文 集,221-222(P50).

■ 大 阪 大 学 統 合 デ ザ イ ン 工 学 セ ミ ナ ー2005ワ ー ク シ ョ ッ プ

(11月,吹 田)

N.Kogiso

Reliability-BasedTopologyOptimizationofFrame

Structure.

雪日本航空宇宙学会第42回 関西 ・中部支部合同秋期大会(11

月,豊 中)



小 木 曽 望

小 型 旅客 機 の概念 設 計教 育 につ い て

講演 集,110.113.

乙守 正樹,大 久保 博 志

ス マー トボー ドによ る能 動 音響 制御 につ いて

講演 集,126129.

■第49回 宇 宙科 学技 術連 合講 演 会(11月,広 島)

溝 端 一 秀,湊 亮 二 郎,棚 次 亘 弘,木 村 博 之,姫 野 武 洋,

小 林弘 明,小 島孝 之,麻 生 茂,谷 泰 寛,新 井隆景

大 学連携 に よる小 型超 音速 無 人実 験機 の 開発構想

講演 集CD-ROM,3EO5.

丸 山晃司,宇 野 陽祐,河 南 治,比 江 島俊 彦,東 久 雄

CEESロ ケ ッ トの 開発

講演 集,69-71.

古 川琢 也,斎 藤 九五,津 田健 太,中 村 真 人,伊 東 秀 晃,

角 野 宏紀,萬 悦 二,樋 口崇 則,峰 松 拓 毅,千 葉 正 克,

大久保 博志,東 久雄,垣 見 征 孝,中 村揚 介,今 村博 昭

小 型衛 星 「SOHLA-1」 の 開発 状況

講演 集,523-527.

斉藤 九五,大 久 保博 志,真 鍋 武嗣,加 藤松 明,中 村 揚介,

今村博 昭

小型衛 星 「SOHLA-1」 の電 力 制御機 能 設計,解 析

講i演集,528-532.

中村 真人,千 葉 正 克,大 久 保博 志,秋 田 剛,今 村 裕志,

中村揚 介,今 村 博 昭

小型衛 星 「SOHLA-1」 の構体 の設 計 と振 動試 験

講演 集,533-536.

津 田健 太,角 野 宏紀,千 葉 正 克,大 久 保博 志,秋 田 剛,

中村揚 介,岡 本 篤,今 村 博 昭

小 型 衛星 「SOHLA-1」 の 熱 制 御 シ ス テム の設 計,熱 平 衡

試験 お よびそ の解析

講演 集,537-539.

峰松拓 毅,萬 悦=二,大 久保 博 志,谷 裕 貴,中 村 揚介,

吉原圭 介,今 村博 昭

小 型衛 星 「SOHLA-1」 の 姿勢 制 御系 設計

講演集,540-545.

樋 口崇則,大 久保 博 志,中 村 揚 介,岩 丸 康 範,今 村 博 昭

SOHLA-1ス ピ ンア ップホ イー ルの設計 ・開発

講演 集,546-55α

■ 関 西工学 教育 協 会機 械分 科 会 平 成17年 度 第2回 研 究 会(12

月,大 阪)

新井 隆景

エ ンジニ ァ リング教育 とJABEE.

圏第21回 宇 宙構 造 ・材 料 シ ンポ ジ ウム(12月,相 模原)

秋 田 剛,名 取通 弘

張 力場 理論 に おけ る歪 みエ ネル ギ密 度関 数の 分解 表 現

藤 田義久,下 村 卓,大 久保 博志

柔軟 宇 宙構 造 物 の セ ンサ ・ア クチ ュエ ー タ配置 と制 御系

の 同時設 計.

■ 日本 材 料学 会 第21回 材 料 ・構 造信 頼 性 シン ポ ジ ウ ム(12

月,名 古 屋)

小 木 曽 望,最 上 克哉,西 脇 眞 二,泉 井 一浩,吉 村 允 孝

複 数の モ ー ドを考慮 した フ レー ム構 造 の信 頼性 に基 づ く

トポロ ジー最 適化

講演 論文 集,147・152.

■2005国 際 ロボ ッ ト展(12月,東 京)

砂 田 茂,得 竹 浩,川 島健 太,伊 東秀 晃,角 野 宏紀

小型2重 反転 回転翼 機.

■小 型衛星 シ ンポ ジ ウム(12月,筑 波)

大 久保博 志

小 型衛 星 「SOHLA-1」 の 開発状 況 と関西発 小 型衛 星 へ の

試 み

資料 集,1-38.

■UNISECワ ー ク シ ョップ2005(12月,神 奈 川)

丸 山晃司,宇 野陽祐,比 江 島俊 彦,河 南 治,東 久雄

Can・Sat打 ち上 げ用CEESロ ケ ッ トの 開発

UNISECO59.
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■小 型2重 反 転 回転翼 機

砂 田 茂,得 竹 浩

ラ ジ コ ン技術2月 号,162-165(2005)

■ 「産 学連 携 で小 型 ロケ ッ ト」

日刊 工業 新 聞,2005年2月8日.

■ 「大 阪 発手 作 りロケ ッ ト」

読 売新 聞,2005年3月18日.

■ 「手作 りロ ケ ッ ト 学 生 ら打 ち上 げ」

朝 日新 聞,2005年3月21日.

■ 「小 型 ロケ ッ ト50m飛 んだ1」

読売新 聞,2005年3月21日.

■ 「大 阪府 立大 学 ミニ ロケ ッ ト打 ち上 げ実 験」

丸 山晃 司 他

関西 テ レビ 「ほっ とKANSAI」,2005年3月21日.

■大 阪府 立大 学 人工 衛星 開発 名 乗 り

日本経 済新 聞,2005年4月14日,

e降 雨墨 、高 度別 に詳 しく 観測 レー ダー で4メ ー トル 単 位

大 阪府 立大 学

牛 尾 知雄

日経 産業新 聞,2005年4月15日.

■な にわ ブラ ン ド衛 星 開発 大 阪府立 大学 に研 究セ ンター

朝 日新 聞,2005年4月15日.

■転 倒 しに くい 自転 車

得竹 浩,砂 田 茂

日本経 済新 聞,2005年4月23日.

■ こけ に くい 自転 車

得 竹 浩,砂 田 茂

朝 日新 聞,2005年4月23日.

■ ジ ェ ッ トエ ンジ ンで電気 と温 水 をつ くる!

辻 川吉 春

日本原 子 力研 究開発 研究 機構,第99回 スーパ ーサ イエ ンス

セ ミナー,2005年5月5日.

6関 西 に 「小型 宇宙 機研 究セ ン ター」大 阪 府立大 学大 学院

読 売新 聞,2005年5月18日 、

■倒 れに くい 自転車 高 齢者 に優 しい操縦 補助

得 竹 浩,砂 田 茂

日経 ビジネ ス,2005年9月26日.

■ 関 西の 宇 宙開 発拠 点 をめ ざす小 型 宇宙 機 システ ム研 究セ ン

ター
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大阪21世 紀No.94,2005年9月27日.

■設計 の楽 しさ を学 生 と社 会人 の コラボ レー シ ョンで体 験

小 木 曽 望

機 械 設乱 日刊 工 業新 聞社49,13,1-2,2005年10月.

■ 「人工 衛星 の つ く り方 教 え ます」 大 学 生 ら30人 対 象 大

阪 府立大 が講 座

朝 日新 聞,2005年10月5日.

■中継 「東 大阪 か らロケ ッ トを打 ち上 げ ろ」

丸 山晃司 他

NHK総 合 テ レビ 「かん さい ニ ュー ス1番 」,2005年11月17

日.

■環境 ・防災 モニ タ リン グ用小 型2重 反 転回 転翼 機

砂 田 茂,菊 池厚 志

さ きが け ライブ,2005年12月22日.

■衝 突 しても安 全 なヘ リ

砂 田 茂,得 竹 浩

フジサ ンケ イ ビジネス ア イ,2005年12月30日.
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■ 沿 岸 域 環 境 影 響 評 価 の た め のC・N-P保 存 モ デ ル の 構 築

(C・N-PConservationModelfortheCoastal

EnvironmentalAssessment)

中 谷 直 樹

関 西 造 船 協 会 論 文 集,243,117・123(2005).

(EnvironmentalSimulat量on,EcosystemModei,Material

Recycling,C-N・PConservationModel)

■lmageMeasurementofCoastalEnvironments

(沿 岸 域 環 境 に お け る 画 像 計 測)

N.Nakatani,T.Okuno,M,Fujihara

CD-ROMProceedingsofThe8thAsianSymposiumon

Visualization2005(ASV82005),395-400(2005).

(lmageMeasurement,PIV,ChlorophyllConcentration,

CoastalEnvironments)

璽EstimationMethodforVerticalDistributionof

PhytopianktonattheWesternEquatorialPacific

Ocean

(西 部 熱 帯 太 平 洋 海 壇 に お け る 植 物 プ ラ ン ク トン 鉛 直 分 布

の 推 定 手 法)

N.Nakatani,T.Shiozaki,T.Okuno

ProceedingsoftheTheFifteenthInternationalOffshore

andPolarEngineeringConference,582-589(2005).

(Phytoplankton,WesternPacificEquatorialOcean,

VerticalDistribution,CompensationDepth,Mixedlayer

depth)

■EstimationofVerticalTranspotationofMaterials

owingtoVariationofOensitylnterface

(密 度 境 界 面 の 変 動 に よ る鉛 直 物 質 輸 送 の 推 定)

N.Nakatani,M.Yabu,T.Okuno

ProceedingsofThe2ndJointKorea/JapanWorkshop

onMarineEnvironmentalEnginee血g,191-199(2005).

(DensityInterface,TwolayeredPotentialTheory,

VerticalAdvectionVelocity,DiffusionCoefficient,

Phytoplankton,VerticalDistribution,WesternPacific

EquatorialOcean)

■FormationandDevelopmentofGravityCurrent

AdvancinginaLongChannel

(長 水 路 を 進 行 す る 重 力 流 の 形 成 と 発 達)

T.Katsuragi,N.BabaandK.Kitaura

Proceedingsofthe15thInternationa正OffshoreandPolar

EngineeringConference,702-706(2005).

(Gravitycurrents,Transition,Navier-Stokesequation)

■表 情 に よる快 適 性 の評 価 に関 す る研 究(第4報)一 表 情の

特徴 表現 に よる基 本感 情 の評価 一

(EvaluationofComfortablenesswithFacial

Expression(4thReport)-EvaluationoftheSix

FundamentalEmotionsbymeansof

CharacterisationofFacialExPression-)

池 田 和 外,有 馬 正 和,細 田 龍 介

関 西 造 船 協 会 論 文 集,243r153-157(2005).

(FacialExpression,Comfortableness,FourierDescriptor,

FundamentalEmotion,FacialFactor,Multivariate

Analysis)

■EvaluationofMotionSicknessfromFacial

Expression

(表 情 に よ る 乗 り物 酔 い の 評 価)

M.Arima,K.Ikeda

Procs,ofthe13thJapanGroupMeetingonHuman

ResponsetoVibration2005,1-13,(2005).

(Facialexpression,Motionsickness,FourierDescriptor,

HumanFactors,FuzzyModelling)

■ 乗 り心 地 評 価 の た め の 表 情 評 価 モ デ ル の 構 築

(FuzzyModellingofFacial-ExpressionAnalysis

forEvaluatingRideComfort)

有 馬 正 和,池 田 和 外

日 本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,1,145-150(2005).

(FacialExpression,FundamentalEmotion,Fourier

Descriptor,FuzzyModeUing,HumanFactors)

■ 表 情 評 価 モ デ ル に よ る 乗 り 心 地 の 評 価

(EvaluationofRideComfortusingFaciaト

ExpressionAnalysisModels)

有 馬 正 和,池 田 和 外

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,2,205-209(2005).

(FacialExpression,MotionSickness,FourlerDescriptor,

FuzzyModelling,HumanFactors)

■ 高 速 旅 客 船 の 乗 り心 地 評 価 に 関 す る 研 究(第1報)一 船 体

運 動 の 計 測 と解 析 一

(EvaluationofRideComfortofHigh・Speed

PassengerCraft(lstreport)-Measurement

andAnalysisofShipMotion-)

有 馬 正 和,田 村 裕 貴

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,2,211-215(2005).

(High-SpeedCraft,RideQuality,ShipMotion,Motion

SicknessDoseValue,RideComfortIndex)

■ 滑 走 艇 の 斜 航 流 体 力 に 及 ぼ す 航 走 姿 勢 影 響 に つ い て

(EffectsofRunningAttitudeonHydrodynamic

Forcesfo「ObliqueTowedPlaningCraft)

片 山 徹,木 本 亮,飯 田 隆,池 田 良 穂

関 西 造 船 協 会 論 文 集,242,15-22(2005).

(Planingcraft,Hydrodynamicforces,Obliquetowing)

■巨 大客 船 の損 傷時 浸水 中 間段 階 にお け る挙 動 に関 す る実験

的研 究

(AnExperimentalStudyonStabilityofa

DamagedLargePassengerShipinlrltermediate

Stages)
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片 山 徹,武 内 祐 二,池 田 良 穂

関 西 造 船 協 会 論 文 集,242,23-30(2005) .

(Ship・D・m・gest・bility,1・t・ ・m・di・t・St・g・ 。ffl。。di。g,

Largepassengerships)

■EffectsofSwayMotiononReductionPerformance

ofAnti-RollingTanksforFPSOs

(FPSOに お け る ア ン チ ロ ー リ ン グ タ ン ク の 減 揺 効 果 へ の

左 右 揺 れ の 影 響)

YoshihoIkeda.MahoHarada

Proc.ofthel5thInternationalOffshoreandPolar

EngineeringConf.,171-175 ,19。24(2005).

(FPSO,Rollreduction,Anti・rollingtank,Swaymotion)

■損傷 船舶 の 浸水 時安 全性 評 価模 型実験 法 に関 す る一 考 察

(AStudyonModelTestMethodtoAssessSafety

ofDamagedShipwithFbodingfromDamaged

Opening)

片 山 徹,武 内祐二,池 田良穂

日本 船 舶海 洋工 学会 論 文集,1,137-144(2005).

■ ペ ン タ マ ラ ン 型 高 速RoRoバ ー ジ 船 の コ ン セ プ トデ ザ イ ン

(ConceptDesignofaPentamaranTypeFast

RoRoShip)

池 田 良 穂,中 林 恵 美 子,伊 藤 藍

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,1,35-42(2005).

(Pentamaran,FastROROship,Conceptdesign,Short-

seashipping)

■ ア ン チ ロ ー リ ン グ タ ン ク の 減 揺 効 果 に及 ぼ す 左 右 揺 れ の 影

響

(EffectofSwayMotiononRollReduction

PerformanceofanAnti-RollingTank)

池 田 良 穂,原 田真 帆

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,1,35-42(2005).

(Ship,Motion,Anti-rollingtank,Rollreduction,

Seakeeping)

■EffectsofRunningAttitudeonManeuvering

HydrodynamicForcesforPlaningCraft

(航 走 姿 勢 が 操 縦 流 体 力 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て)

ToruKatayamaRyouKimotoandYoshihoIkeda

Proc.ofthe8thInternationalConferenceonFastSea

Transportation(FAST'2005),(2005).

(Planingcraft,Manoeuvrability,Runningattitude,

Hydrodynamicforces)

■EffectofDriftMotionsonCapsizingProbabilityof

Ships

(船 舶 の 転 覆 確 率 に 及 ぼ す 横 漂 流 影 響)

AbdulMuni£YoshihoIkeda,NaoyaUmeda

Pr㏄.ofInt'ICononMarineResearchandTransportation,

187-194(2005).

(Ship,Safety,Capsizingprobability,Driftmotion,

Stability)
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■AMethodtoSelecttheBestTransportation

SystemforlslandRoutesandltsApplicationtoa

FeasibilityStudyofaFastCarFerry

(離 島航 路 に お ける 最適 輸送 シ ス デム の 選択 手 法 とそ の高

速 カー フェ リー導入 の可 能性 評 価へ の 応用)

YoshihoIkeda,EmikoNakabayashi

Proc.ofInt'1Con.onMarineResearchandTranspOrtation,

11-16(2005).

(Ship,Shippingdesign,Demandprediction,Feasibility

study,Fastcarferry)

■LargeParametricRollingofaLargePassenger

ShipinBeamSeasandRoleofBilgeKeelinlts

Restraint

(横 波 中 で の 大 型 客 船 の パ ラ メ ト リ ッ ク 横 揺 れ と そ の 減 揺

に 対 す る ビル ジ キ ー ル の 効 果)

YoshihoIkeda,Abdu}Munif,ToruKatayama,Tomo

Fujiwara

Proc.of8thInt'lShipStabilityWorkshop,(2005)。

(Ship,Passengership,Roll,ParametricRolling,Bilge

keel)

■AnExperimentalStudyofFundamental

CharacteristicsoftnflowVelocityfromDamaged

Opening

(損 傷 破 ロ か ら の 浸 水 速 度 に 関 す る 基 礎 的 実 験)

ToruKatayama,YoshihoIkeda

Proc.of8thInt'1ShipStabilityWorkshop,(2005).

(Ship,Safety,Damagestability,Flooding,Inflow

velocity)

■StatisticsofJapaneseAluminumShipsandits

Future

(日 本 に お け る ア ル ミ 船 の 現 状 と そ の 将 来)

YoshihoIkeda,MasanoriKotaki

Proc.ofthe5thInt'lForumonAluminumShips ,31-36

(2005).

(Ship,Aluminumship,Japaneseship)

■ConceptDesignofaPentamaranTypeFastRoRo

Ship

(ベ ン タ マ ラ ン 型 高 速RoRo船 の コ ン セ プ トデ ザ イ ン)

YoshihoIkeda,EmikoNakabayashi

Proc.ofthe5thInt'1ForumonAluminumShips ,47-54

(2005).

(Ship・Pent・m・ ・an・FastShip,RORO・hip ,C・ncept

design)

■DevelopmentofExperimentalPerformance -

Estimation-MethodsforHigh-SpeedPlaningHulls

(実 験 に基 づ く 高 速 滑 走 艇 の 性 能 推 定 法 の 開 発)

ToruKatayama,YoshilloIkeda

Proc・ofthe5thInt'lForumonAluminumShips
,55.60

(2005),

(F・・t・hip・P・㎡・・m・ncepredi・ti・nm・th・d ,E・perim,nt,

Planinghul1)



■ 成 分 分 離 型 モ デ ル を 利 用 し た 新 しい 風 圧 力 推 定 法

(ANewEstimationMethodofWindForcesand

MomentsactingonShipsontheBasisofPhysical

ComponentModels)

藤 原 敏 文,上 野 道 雄,池 田 良 穂

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,2,243-254(2005).

(Ship,Windforceprediction,Shipperformance,

Seakeeping)

■ 巨 大 客 船 の 横 波 中 パ ラ メ トリ ッ ク 横 揺 れ に 関 す る 実 験 的 研

究

(ExperimentalldentificationofLargeParametirc

RollingofaModernLargePassengerShip)

池 田 良穂,片 山 徹,AbdulMunif,藤 原 智

日 本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,2,279-286(2005).

(Ship,Safety,Largepassengership,Parametricrolling,

Beamseas)

■ 荒 天 下 で の 水 面 上 巨 大 構 造 船 の 定 常 航 行 性 能 一 そ の1風

に よ る 抵 抗 増 加 特 性 一

(CrusingPerformanceofShipswithLarge

SuperstructuresinHeavySea-1streport:Added

ResistancelnducedbyWind-)

藤 原 敏 文,上 野 道 雄,池 田 良 穂

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,2,257-269(2005).

(Ship,Crusingperformance,Heavyseas,Windforce,

Resistanceincrease)

■ 浅 水 上 矩 形 平 板 のGalerkin法 を 用 い た 波 浪 応 答 解 析

(AGalerkin'sMethodforaRectangularPlateon

ShallowWaterinWaves)

坪 郷 尚

日 本 造 船 学 会 論 文 集,196,55-63(2005).

(Weightedresidualmethod,Hydroelasticity,Water

wave,VLFS,Mega-fioat)

■ 反 復 サ ブ ス トラ ク チ ャ ー 法 を 用 い た 溶 接 熱 弾 塑 性 解 析 の 高

速 化

(lterativeSubstructureMethodforFast

ComputationofThermalElasticPlasticWelding

Problems)

村 川 英 一,尾 田 勇,伊 藤 真 介,芹 澤 久,柴 原 正 和,

西 川 弘 泰

関 西 造 船 協 会 論 文 集,243,67-70(2005).

(Iterativesubstructuremethod,FEM,Thermalelastic

plasticanalysis,FastcomputationtWelding)

■DevelopmentofThreeDimensionalFEMUsing

TemperatureDependentlnterfaceElementfor

PredictingPear・shapedBeadCrackingunder

NarrowGapWelding

(温 度 依 存 型 界 面 要 素 を 用 い た 高 温 割 れ 解 析 法 の 開 発 と 狭

開 先 溶 接 時 に お け る 梨 形 ビ ー ド割 れ の 予 測)

TheProceedingsofthe15thInternationalOffshoreand

PolarEngineeringConference,6L68(2005).

M.S止iibahara,S.Itoh,H.Serizawa,H.Murakawa,T.

Nakamura,K.Hiraoka

(Hotcracking,Pear-shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,InterfaceelemenしFEM)

■NumericalPredictionofWeldingHotCracking

UsingThree・DimensionalFEMwithTemperature

DependentlnterfaceElement

(温 度 依 存 型 界 面 要 素 を 用 い た3次 元 有 限 要 素 法 に よ る 溶

接 高 温 割 れ の 数 値 計 算 的 予 測)

M。Shibahara,S.Itoh,H.Serizawa,H.Murakawa

JournaloftheInternationalInstituteofWelding

(WeldingintheWorld),49,50-57(2005)

(Hotcracking,Pear-shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,Interfaceelement,FEM)

■FiniteElementSimulationofPear-shapedBead

CrackinginNarrowGapWeldingUsing

TemperatureOependentlnterface日ement

(温 度 依 存 型 界 面 要 素 を 用 い た 狭 開 先 溶 接 時 に お け る 梨 形

ビー ド割 れ の 有 限 要 素 シ ミ ュ レー シ ョ ン)

M.Shibahara,H.Serizawa,H.Murakawa,T.Nakamura,

K.Hiraoka

MathematicalModellingofWeldPhenomena7,573-587

(2005).

(Hotcracking,Pear-shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,Interfaceelement,FEM)

圏PredictionofWeldingHotCrackingUsing

TemperatureDependentInterfaceElement-

Modelingoflnterfaces-

(界 面 要 素 を 用 い た 溶 接 高 温 割 れ の 発 生 予 測 一 界 面 の モ デ

ル 化 一)

H,Murakawa,M.Shibahara,H.Serizawa

MathematicalModellingofWeldPhenomena7,539-554

(2005),

(Welding,Interfaceelement,FEM,Hotcracking,

Numericalmodeling)

■PredictionofPear-shapedBeadCrackingunder

NarrowGapWeldingUsing3DTemperature

DependentlnterfaceElement

(3次 元 温 度 依 存 型 界 面 要 素 を 用 い た 梨 形 ビ ー ド割 れ の 発 生

予 測)

M.Shibahara,S.Itoh,K.Masaoka,H.Serizawa,H.

Murakawa

ProceedingsoftheInternationalConferenceonWelding

ScienceandEngineering2005(WSE'05),134-141

(2005).

(Hotcracking,Pear-shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,Interfaceelement,FEM)

■Developmentof3・DimensionalHigh・SpeedFEM

forWeldingProblems

(溶 接 問 題 の た め の3次 元 高 速FEMの 開 発)

H.Serizawa,S.Itoh,T.Tsuda,H.Nishikawa,M.

Shibahara
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ProceedingsoftheInternationalConferenceonWelding

ScienceandEngineering2005(WSE'05),240-246(2005)

(HotcrackiIlg,Pear・shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,InterfaceelemenもFEM)

■PredictionofHotCrackingUsingTemperature

DependentlnterfaceElement

(温 度 依 存 型 界 面 要 素 を 用 い た 高 温 割 れ の 発 生 予 測)

M.Shibahara,S。Itoh,H.Serizawa,K.Masaoka,H.

Murakawa

ProceedingofICCES'05,144-149(2005).

(Hotcracking,Pear-shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,InterfaceeiemenちFEM)

■UttraLargeScaleFEComputationUsingFractal

Multi-GridMethod

(フ ラ ク タ ル マ ル チ グ リ ッ ド法 を 用 い た 有 限 要 素 法 の 超 大

規 模 計 算)

S.Itoh,M.Tejima,H.Murakawa,H.Serizawa,M.

Shibahara

ProceedingofICCES'05,228-233(2005).

(Fractal,MultiGridMethod,FEM,Largescale,

Welding)

■FastComputationalSchemeforLargeScale

NonlinearTransientProblemsinWeldingMechanics

(溶 接 力 学 に お け る 大 規 模 非 線 形 過 渡 現 象 の た め の 高 速 計

算 手 法)

H.Murakawa,H.SerizawaM.Shibahara,S.Itoh

ProceedingofICCES'05,(2005).

(lterativesubstructuremethod,FEM,Thermalelastic

plasticanalysis,Fastcomputation,Welding)

■TemperatureDependentlnterfaceEilementfor

PredictingPear-shapedBeadCrackingunder

NarrowGapWelding

(温 度 依 存 型 界 面 要 素 に よ る 狭 開 先 溶 接 時 に お け る 梨 形 ビ

ー ド割 れ の 発 生 予 測)

M.Shibahara,S.Itoh,H.Serizawa,K.Masaoka,H.

Murakawa

ProceedingofTEAMConference2005,20&215(2005).

(Hotcracking,Pear-shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,InterfaceelemenちFEM)

■FractalMultiGridMethodforUltraLargeScaleFE

Computation

(フ ラ ク タ ル マ ル チ グ リ ッ ド法 に よ る 有 限 要 棄 法 の 超 大 規

模 計 算)

H.Murakawa,M.Tejima,S.Itoh,H.Serizawa,M.

Shibahara

ProceedingofTEAMConference2005,216223(2005).

(Fractal,MultiGridMethod,FEM,Largescale,

Welding)

■NumericalPredictionofWeldingHotCracking

UsingThree-DimensionalFEMwithTemperature
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Dependentlnterface日ement

(温 度 依 存 型 界 面 要 素 を 用 い た3次 元FEMに よ る 溶 接 高 温

割 れ の 計 算 的 予 測)

M.Shibahara,S.Itoh,H.Serizawa,H.Murakawa

The58thAnnualAssemb正yoftheInternational

InstituteofWelding,CommisionX,IIWDoc.X・1591-

2005(2005).

(Hotcracking,Pear・shapedbeadcracking,Narrowgap

welding,Interfaceelement,FEM)

■3-DimensionalHigh-SpeedFEMforThermal

ElasticPlasticWeldingProblems

(熱 弾 塑 性 溶 接 問 題 の た め の3次 元 高 速 有 限 要 素 法)

H.Nishikawa,LOda,S、Ito,M.Shibahara,H.Serizawa

4thGerman-JapaneseSeminarMaterials,Processes

andComponents-,Proceedings,(2005).

(Iterativesubstructuremethod,FEM,Thermalelastic

plasticanalysis,Fastcomputation,Welding)

■ 中学 生 を対象 に手作 りラジ オ の製作 と計測 を通 じた金沢 工

業 大学 にお け る体験 ・導 入教 育

(OnScienceSchoot,Entitled"Manufactureand

MeasurementofAMRadio",OfferedtoJunior

HighSchoolPupil)

畝 田道雄,松 石 正克,柴 原正 和,坂 本康 正

工学 教育,53,2,30・35(2005).

(導入 教 育,工 学 教育,製 作,計 測,ラ ジオ)

■EnvironmentaMmpactAssessmentforLarge・

ScaleDOWUtilization

(海 洋 深 層 水 の 大 規 模 利 用 に 対 す る 環 境 影 響 評 価)

K.Otsuka,T,Ikeda,M.Hayashi

Proc.of15thInt.OffshoreandPolarEng.Conf.,1,575・

581(2005).

(EnvironmentalimpactassessmentDeepoceanwater,

CO2emission,Biologicalentrainment,Eutrophication)

■ModelingtheSeaweedBedEcosysteminaDeep

OceanWaterDischargedArea

(海 洋 深 層 水 放 流 海 域 に お け る 藻 場 生 態 系 の モ デ リ ン グ)

K.Otsuka,K.TakakuraT.Moriyama,Y.Abe

Proc.of15thInt.OffshoreandPolarEng.Conf.,1,697-

704(2005).

(Deepoceanwater,Seaweedbed,Ecosystemmodel,

Nutrientconcentration,GrazingPressure)

■On。SiteExperimentsonOpen-andClosed・Type

ArtificialTidalFlatsatInnerPartofOsakaBay.

(大 阪 湾 奥 部 に お け る 開 放 性 お よ び 閉 鎖 性 人 工 干 潟 の 現 地

実 験)

K.Otsuka

Proc.of5thKorea-JapanWorkshoponTidalFlats ,

(2005).

(Artificialtidalflat,Environmentalrestoration ,

Filtration,Benthos,On-siteexperiment)



■CFD-BasedMulti-ObjectiveOptimizationMethod

forShipDesign

(船 型 設 計 を 目 的 と し たCFD援 用 多 目 的 最 適 化)

Y.Tahara,S.Tohyama,T.Katsui

InternationaiJournalofNumericalMethodsinFluids ,

(2005).

(CFD,Multi-ObjectiveOptimization,ShipDesign,

PropulsionPerformance,ManeuverabilityPerformance)

■TheProposalofaNewFrictionLine

(新 しい 摩 擦 抵 抗 式 の 提 案)

T。Katsui,H.Asai,Y.Himeno,Y.Tahara

Proc、5thOsakaColloquiumonAdvancedResearchon

ShipViscousFlowandHullFormDesignbyEFDand

CFDApproaches,76-83(2005).

(ShipPerformancePrediction,FrictionLine,CFD

Validation,BoundaryLayerTheory)

■CFD・basedMultトobjectiveOptimizationofa

SurfaceCombatant

(水 上 艦 艇 船 型 の 多 目 的 最 適 化)

Y.Tahara,D.Peri,EECampana,F,Stern

Proc.5thOsakaColloquiumonAdvancedResearchon

ShipViscousFlowandHuilFormDesignbyEFDand

CFDApproaches,146-163(2005).

(CFD,Multi-ObjectiveOptimization,ShipDesign,

PropulsionPerformance,SeekeepingPerformance)

Proc.NAPAUserMeeting2005,(2005).

(CFD,Multi-ObjectiveOptimization,ShipDesign,

PropulsionPerformance,ManeuverabilityPerformance)

■WorldwideGridComputingforGA-Based

HydrodynamicShapeOptimization

(世 界 規 模 グ リ ッ ド計 算 に よ るGA援 用 流 力 形 状 最 適 化)

Y.Tahara,K,Higaki,K。Nakata,S.Chen,CLChang,K.

Lin,S.Shiau

Proc.SuperComputing2005,(2005)

(WorldwideGridComputing,GeneticAlgorithm,CFD,

Multi-ObjectiveOptimization,HydrodynamicShape

Optimization,CFD)

■船 型 フ ェ ア リ ン グ 自 動 化 に 関 す る基 礎 的 研 究

(FundamentalStudyforAutomaticShipHullForm

Fairing)

勝 井 辰 博,乗 貞 光 志

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 論 文 集,2,161-168(2005).

(HullFormFairing,CAD,Optimization,SQP)

■ADiscontinuousGalerkinFiniteElementShallow

WaterModelinSimulatingTidalFlows

(潮 流 シ ミ ュ レー シ ョ ン に お け る 不 連 続 有 限 要 素 浅 水 モ デ

ル)

ZhixingYuandYusakuKyozuka

TheProceedingsof15thInternationalOffshoreand

PolarEngineeringConference,1,685-690(2005).

圏AComparisonofGlobalOptimizationMethods

withApplicationtoShipDesign

(船 型 設 計 へ の 応 用 を 目 的 と し た 広 領 域 最 適 化 手 法 の 比 較)

EF.Campana,D.Peri,A,Pinto,F.Stern,Y.Tahara

Proc.5thOsakaColloquiumonAdvancedResearchon

ShipViscousFlowandHullFormDesignbyEFDand

CFDApproaches,164-173(2005).

(GlobalOptimizationMethod,MUIti-ObjectiveOptimization,

ShipDesign,PropulsionPerformance,CFD)

■ComparisonofFree-SurfaceCapturingand

TrackingApproachesinApplicationtoModern

ContainerShipandPrognosisforExtensionto

Self-PropulsionSimulator

(近 代 コ ン テ ナ ー 船 型 へ の 適 用 を 目 的 と した 自 由 表 面 捕 獲

型 お よ び 自 由 表 面 適 合 型 解 法 の 比 較 と 自航 シ ミ ュ レー タ へ

の 拡 張 に 関 す る 可 能 性)

Y.Tahara,R.Wilson,P.Carrica

Proc.CFDWorkshopTokyo2005,(2005).

(CFD,Free-SurfaceCapturingMethod,Free-Surface

TrackingMethod,ContainerShip,Self-Propulsion

Simulator)

圏DevelopmentofCFD・BasedMutti-Objective

OptimizationMethodforShipDesign

(船 型 設 計 を 目 的 と し たCFD援 用 多 目 的 最 適 化 手 法 の 開

発)

Y,Tahara,S.Tohyama,T.Katsui
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■創 成 科 目へ の取 り組 み

有 馬 正和

日本 船舶 海洋 工学 会 誌,2,34-37(2005) .

■2隻 の 新造 カー フェ リーへ の期待

池 田良穂

旅 客 船,231,(2005).

圏 ペ ンタ マ ラ ン(5胴 船)型 内 航RoRoバ ー ジ船 開 発 プ ロ ジ

ェ ク ト

池 田 良穂

ShipDesign,42,(2005).

■船 の運 動 と船酔 い

池 田 良穂

フェ リー ズ,4,(2005) .

■ク ルー ズ フ ェ リー

池 田良穂

フェ リーズ,5,(2005).

■20世 紀 か ら21世 紀へ 客船 の スタ ンダー ドはこ う変 わ る

池 田良穂

ラ メー ル,171,(2005).

■ ペ ンタ マラ ン(5胴 船)型 カー フ ェ リー の 開発 プ ロ ジ ェク

ト

池 田 良穂

旅客 船,232,(2005)。

■rシ ップ ・オ ブ ・ザ ・イ ヤー04」 を二 隻の 内航 客船 が受賞

池 田良穂

旅客 船,232,(2005)。

■欧州 造船 業の 復活 と 日本造 船業 の将 来

池 田良穂

海運,936,(2005).

■ 近 未来 シ ップ ・マ ネー ジメ ン トの要 高 度船 舶安 全管理 シ

ス デ ム につい て

池 田 良穂

世界 の 戦艦,(2005).

■ ドー バー 海峡 横 断フ ェ リー の現 状を 見 る

池 田良穂

旅 客船,234,(2005).

圏海洋 深 層水 取水 ライ ザー 開発 の歴 史 と技術課 題

大塚 耕 司

第73回 マ リ ンエ ン ジニ ア リ ング 学術 講 演 論 文 集,85.86

(2005).

■海 洋環境 研 究委 員会IMPACT専 門委員 会の 概要
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大 塚 耕 司,佐 藤 徹

日本 造 船 学 会 講 演 会 論 文 集,5,31-32(2005).

■ 海 洋 の 大 規 模 利 用 と包 括 的 環 境 影 響 評 価 の 必 要 性

佐 藤 徹,大 塚 耕 司

日本 造 船 学 会 講 演 会 論 文 集,5,41-42(2005).

■RecentAdvancesofOceanNutrientI≡nhancer

TAKUMtProject

K.Ouchi,K.Otsuka,H.Omura

Proc.of6thISOPEOceanMiningSymp,7-12(2005).
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■造船構造設計者のための有限要素法

正岡孝治,柴 原正和(分 担執筆)

関西造船協会,(2005).
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■CFDWorkshopTokyo2005(Tokyo
,Japan,March,

2005)

Y.Tahara,R.Wilson,P.Carrica

ComparisonofFree-SurfaceCapturingandTracking

ApproachesinAppllcationtoModernContainerShip

andPrognosisforExtensiontoSelf-Propuls正on

Simulator,

■5thOsakaColloquiumonAdvancedResearchon

ShipViscousFlowandHullFormDesignbyEFD

andCFDApproaches(Osaka,Japan,March,2005)

T.Katsui,H.Asai,Y.Himeno,Y.Tahara

TheProposalofaNewFrictionLine.

Y.Tahara,D.Peri,EF.Campana,F.Stern

CFD-basedMulti-objectiveOptimizationofaSurface

Combatant

E.F.Campana,D.Peri,A.Pinto,F.Stern,Y。Tahara

AComparisonofGlobalOptimizatlonMethodswith

ApplicationtoShipDesign.

■The8thAsianSymposiumonVisualization2005

(Chenmai,ThaiLand,May,2005)

N.Nakatani,T.Okuno,M.Fujihara

㎞ageMeasurementofCoastalEnvironments.

■The15thInternationalOffshoreandPolar

EngineeringConference(Seoui,Korea,June,

2005)

N.Nakatani,T.Shiozaki,T.Okuno

EstimationMethodforVerticalDistributionof

PhytoplanktonattheWesternEquatorialPaci丘cOcean.

K.Otsuka,K.TakakuraT.Moriyama,Y.Abe

ModelingtheSeaweedBedEcosysteminaDeepOcean

WaterDischargedArea.

■The8thlnternationalConferenceonFastSea

Transportation(FAST'2005)(St・Petersburg・

Russia,June,2005)

EffectsofRunningAttitudeonManeuvering

HydrodynamicForcesforPlaningCraft.

ToruKatayama,RyouKimotoandYoshihoIkeda

■NAPAUserMeeting2005(Porvoo,Finland,June,

2005)

Y.Tahara,S.Tohyama,T,Katsui

DevelopmentofCFD-BasedMulti-ObjectiveOp廿mization

MethodfbrShipDesign.

■13thJapanGroupMeetingonHumanResponseto

Vibration(Osaka,Japan,August,2005)

M.Arima,K.Ikeda

Evaluationofmotionsicknessfromfacialexpression.

●lnternationalConferenceonMarineResearchand

Transportation(ICMRT'05)(lschia,ltaly,

September,2005)

AbdulMunif,YoshihoIkeda,NaoyaUmeda

EffectofDriftMotionsonCapsizingProbabilityof

Ships,

YoshihoIkeda,EmikoNakabayashi

AMethodtoSelecttheBestTransportationSystemfbr

IslandRoutesandItsApplicationtoaFeasibilityStudy

ofaFastCarFerry.

T.KatsuragLN.BabaandK.Kitaura

Forma廿onanddevelopmentofgravitycurrentadvancing

inalongchanneL

YoshihoIkeda,MahoHarada

EffectsofSwayMotiononReductionPerformanceof

Anti-RollingTanksfbrFPSOs,

M。Shibahara,S.Itoh,H.Serizawa,H,Murakawa,T.

Nakamura,K.Hiraoka

DevelopmentofThreeDimensionalFEMUsing

TemperatureDependentInterfaceElementfor

PredictingPear-shapedBeadCrackingunderNarrow

GapWelding.

K.Otsuka,T。Ikeda,M.Hayashi

EnvironmentalImpactAssessmentforLarge・Scale

DOWUtilization.

■5thKorea-JapanWorkshoponTidalFlats(Cheju,

Korea,September,2005)

K,Otsuka

On-SiteExperimentsonOpen-andClosed-Type

ArtificialTidalFlatsatInnerPartofOsakaBay.

Proc.of5thKorea-JapanWorkshoponTidalFlats.

■8thlnternationalShipStabilityWorkshop

(lstanbui,Turkey,October,2005)

YoshihoIkeda,AbdulMunif,ToruKatayama,Tomo

Fujiwara

LargeParametricRollingofaLargePassengerShipin

BeamSeasandRoleofBilgeKeelinItsRestraint

ToruKatayama,YoshihoIkeda

AnExperimentalStudyofFundamentalCharacteristics

ofInflowVelocityfromDamagedOpening.

■The2ndJointKorea/JapanWorkshoPonMarine
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EnvironmentalEngineering(Fukuoka ,Japan,
Octorber,2005)

N.Nakatani,M.Yabu,T.Okuno

EstimationofVerticalTranspotationofMaterialsowing

toVariationofDensityInterface.

■The5thIBternationalForumonAluminumShips

(Tokyo,Japan,October,2005)

YoshihoIkeda,EmikoNakabayashi

ConceptDesignofaPentamaranTypeFastRoRoShip .

ToruKatayama,YoshihoIkeda

DevelopmentofExperimenta豆Performance-Estimation-

MethodsfbrHigh-SpeedPlaningHulls.

YoshihoIkeda,MasanoriKotaki

StatisticsofJapaneseA工uminumShipsandItsFuture.

■lnternationalConferenceonWeldingScienceand

Engheering(Xi'an,Chha,October,2005)

M.Shlbahara,S.Itoh,K.Masaoka,H.Serizawa,H.

Murakawa

PredictionofPear-shapedBeadCrackingunderNarrow

GapWeldingUsing3DTemperatureDependent

InterfaceE豆ement

■SuperComputing2005(Seattle,USA,November ,

2005)

Y.Tahara,K.Higaki,K.Nakata,S.Chen,CL,Chang,K.

Lin,S.Shiau

WorldwideGridComputingforGA-BasedHydrodynamic

ShapeOptimization.

■lnternationalConferenceonComputationaland

ExperimentalEngineeringandSciences(Chennai,

lndia,December,2005)

M.Shibahara,S.Itoh,H.Serizawa,K.Masaoka,H.

Murakawa

PredictionofHotCrackingUsingTemperature

DependentInterfaceElement.

■The19thAsianTechnicalExchangeandAdvisory

MeetingonMarineStructures(Singapore,

December,2005)

M,Shibahara,S.Itoh,H.Serizawa,K.Masaoka,H.

Murakawa

TemperatureDependentInterfaceElementfor

PredictingPear-shapedBeadCrackingunderNarrow

GapWelding.

■The15thlnternationalOffshoreandPolar

EngineeringConference(Seoul,Korea,June,2005)

ZhixingYuandYusakuKyozuka

ADiscontinuousGalerkinFiniteElementShallowWater

ModelinSimulatingTidalFlows
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■関西造船脇 会春季講演会(5月 ,大阪)

中谷直樹,養 父,碧,市 来隆彦,奥 野武俊

西部熱帯太平洋海域における密度境界面の変動

関西造船協会講演論文集,第24号,89-92.

有馬正和,池 田和外

表情による快適性の評価に関する研究(第5報)一 基本

感情の表情評価モデルの構築一

関西造船協会講演概要集,第24号,93-96.

有馬正和,池 田和外

表情による快適性の評価に関する研究(第6報)一 乗り

物酔い発症者の表情評価一

関西造船協会講演概要集,第24号,97-98.

片山 徹,金 子武史

高速三胴船の抵抗性能評価

関西造船協会講演概要集,第24号

片山 徹,武 内祐二,池 田良穂

損傷船舶の浸水時安全性評価模型実験法に関する一考察

関西造船協会講演概要集,第24号

正岡孝治,八 木乙功,岡 田博雄

曲げと圧縮を受ける円筒柱の崩壊挙動に及ぼす衰耗の影

響の評価法について

関西造船協会講i演概要集,第24号t49-52.

大塚耕司

尼崎港内における潜在的海藻バイオマス回収量の推定

関西造船協会講i演概要集,第24号,81-84.

■日本造船学会春季講演会(5月,東 京)

正岡孝治,神 山哲也,坪 郷 尚

船体縦曲げ最終強度とその後の崩壊挙動に関する考察

日本造船学会講演会論文集,第5号,133-134.

■日本船舶海洋工学会東部支部春季講演会(6月 ,横浜)

池田良穂,中 林恵美子,伊 藤 藍

ペンタマラン型高速RoRoバ ージ船のコンセプトデザイン

AbudulMuni£YoshihoIkeda,TakakoKuroda

DriftEffectsonCapsizingProbabilityofaShipin

Seaways.

■第33回 可視化情報シンポジウム(7月,東 京)

大塚耕司

海洋深層水放流海域における海藻および藻食動物の分布

予測

可視化情報25,1,403-406.

■第18回海洋工学シンポジウム(1月 ,東京)

坪郷 尚,籔 内慎也,岡 田博雄

ポ ンッー ン型 浮体 の 波浪応 答 曲率 の推 定

oes・13(CD-ROM),

坪郷 尚,鈴 木英之,本 井達哉,安 澤幸隆

超大型浮体構造物の弾性応答基本特性と構造設計の勘所

oes-63(CD-ROM).

■溶 接学 会秋 季 全国大 会(9月,福 井)

尾 田 勇,伊 藤 真 介,柴 原正 和,正 岡 孝 治,芹 澤 久,

村 川英 一

反 復 サ ブ ス トラクチ ャー法 に よ る多層 溶接 継 手 の変 形解

析

溶接 学 会秋季 全 国大 会講 演概 要,Vo1.77,297-29&

■JWRISymposium2005(9月,大 阪)

柴原 正和,村 川英 一

狭 開先溶 接時 に おけ る梨形 ビー ド割 れの発 生 予 測

JWRISymposium2005,61-69.

■第9回海洋深層水利用研究会室戸大会(11月,室 戸)

大塚耕司,本 田矩崇,高 倉このみ

海洋深層水放流海域における藻場生態系モデルの構築

(第5報)一 魚類モデルの導入一

海洋深層水2005室戸大会講演要旨集,51-52.

■日本船舶海洋工学会講演会(11月 ,福岡)

中谷直樹,濱 宮大智,奥 野武俊

西部熱帯太平洋海域における炭素循環モデルの構築

日本船舶海洋工学会講演会論文集,第1号,405-406.

桂樹 哲雄,馬 場信 弘,北 浦堅 一

重力 流 の先 端部 の構 造(第3報)

日本 船舶 海 洋工学 会 講演 会論 文集,第1号,299-302.

有馬 正和

萌芽 を発 展 させ る仕組 みづ く り

日本 船舶 海 洋工学 会 講演会 論 文集 ,第1号,179-180.

池 田良穂,片 山 徹,AbdulMunif,藤 原 智

巨大 客 船 の横 波 中 パ ラ メ トリ ッ ク横 揺 れ に関 す る実験 的

研 究

日本 船舶 海洋工 学 会講 演会 論 文集,第1号,91-94.

AbudalMunif,片 山 徹,池 田 良 穂

NumericalPredictionofParametricRollingofaLarge

PassengerShipinBeamSeas .

日本 船 舶 海 洋 工 学 会 講 演 会 論 文 集 ,第1号,95-98.

坪郷 尚,正 岡孝治,籔 内慎也

片側無限長平板浮体の流力弾性要素の開発

日本船舶海洋工学会講演会論文集,第1号,275-278 ,

生田方明,大 塚耕司

58



海産バ イオマ ス の ガス化 に 関す る基礎 的研 究

日本 船舶 海洋 工学 会講 演 会論 文集,第1号,409-412.

吉野 茜,大 塚耕司

アオサバイオマス有効利用システムの総合評価 一愛知県

蒲郡市の事例一

日本船舶海洋工学会講i演会論文集,第1号,413-414.

勝井辰博,冨 田高嗣,古 水就也

随伴変数法を用いた2次元翼形状改良問題に関する研究

日本船舶海洋工学会講演会論文集,第1号,311-312.

口平成17年 度日本人間工学会関西支部大会(12月,滋 賀)

有馬正和,田 村裕貴

高速旅客船の乗り心地評価に関する考察

平成17年度日本人間工学会関西支部大会講演論文集,143-

146.

義 平真 昭,有 馬 正和

フー リエ記 述子 法 に よる 「読唇技 術」 開発 の試 み

平 成17年 度 日本 人 間工学 会 関西 支部 大会 講演 論 文集,175-

176、
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■ さ らば船 酔い

有 馬 正和

釣 りサ ンデ 「17,4346,(2005).

■欧 州造 船 、 日韓 上 回 る

池 田 良穂

日本 海事新 聞,2005年6月7日.

■欧 州造 船、 日韓 上 回る

池 田良穂

Marine-netCom,2005年5月31日.

■ クルー ズ産 業 の現 状 と クルー ズ客 船誘 致 の地域 経 済波 及効

果 につ いて

池 田良穂

山 陽新 聞,2005年7月7日 、

■船 社へ の新 モ デル 提案

池 田良穂

北 海 道新 聞,2005年7月18日.

■欧 州造 船業 復権 への 戦略 、着 々進 展

池 田良穂

海 事特 報2005年9月15日.

■5胴 型 の高速ROROパ ー ジ を提案

池 田良穂

海事 特 報,2005年10月25日.

■ 日本船 舶海 洋工 学会 「進 化 を続 ける フ ェリーた ち」 で講演

池 田 良穂

海事 プ レス,2005年9月27日.

■蒲 郡 竹島 海岸 で アオ サ回収 実験 三河 湾環境 実 行委 思 っ

た以上 に有 効

大 塚耕 司

中 日新 聞,2005年7月29日.

顧アオ サ回収 に メ ド 三河 湾環 境 チ ャレン ジ実行委 実 験機,

狙 い通 りの 成果

大塚 耕 司

東 海 日 日新 聞,2005年7月29日.

■アオサ 有効 利 用に メ ド 機械 で 回収,た い肥化

大 塚耕 司

東 愛 知新 聞,2005年8月15日.

璽 ア オサ の有効 利用 探 る 三 河湾 環境 チ ャレン ジ実行委 蒲

郡 で シンポ ジ ウム

大 塚耕 司

東 海 日 日新 聞,2005年9月29日.

■ ア オサ の有 効活 用法探 る 蒲 郡 で三河 湾環 境 チ ャ レンジ シ
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大塚 耕 司

東愛 知新 聞,2005年9月29日.

■ アオサ 堆肥 ミカ ン畑 で 蒲郡 の実 行 委 実験 へ

大 塚耕 司

中 日新 聞,2005年12月13日.
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数 理 工 学 分 野

数理解析講座

教 授

助教授

講 師

助 手

数理物理講座

教 授

助教授

講 師

助 手

兼 田 均

原 惟 行

壁 谷 喜 継

城 崎 学

河 野 通 威

輔洋沼萱

一公川市

幸

郎次

孝

功

住

村

魚

三

一賢場野

栗 木 進 二 田 畑 稔

田 中 秀 和 松 永 秀 章

大 同 寛 明

加 藤 勝

田 口 幸 広

福 田 浩 昭

堀 田 武 彦

水 口 毅
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■AnalysisofanSIRSepidemicmodelwith

exponentialdemographicstructure

(指 数 人 ロ 構 造 を も つSlRS伝 染 病 モ デ ル の 解 析)

吉 田 直 樹,原 惟 行

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1432,63-68(2005).

(SIRSepidemicmodel,Equilibrium,Timedelay)

■MathematicalanalysisofanSIRSepidemicmodel

withdelay

(タ イ ム ラ グ を も つSlRS伝 染 病 モ デ ル の 数 理 解 析)

吉 田 直 樹,原 惟 行

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1445,40・45(2005).

(SIRSepidemicmodel,Stability,De正ay)

■Asymptoticstabilityforthelinearintegro-

differentialequation

(線 形 微 分 積 分 方 程 式 の 漸 近 安 定 性)

舟 久 保 稔,原 惟 行,坂 田 定 久

数 理 解 析 研 究 所 講 究 録1445,56-66(2005).

(Asymptoticstability,Integro-differentialequation,

Timedelay)

■Acharacterizationofcollectionsoftwo・pointsets

withtheuniquenessproperty

(一 意 性 を も つ2点 集 合 の 集 ま りの 一 つ の 特 徴 付 け)

T.OkamotoandM.Shirosaki

TohokuMath.J.,57,597-603(2005).

(Uniquenesstheorem,Valuedistributiontheory)

■Anoteonasymptoticstabilityofdelaydifference

systems

(時 間 遅 れ を も つ 差 分 方 程 式 の 漸 近 安 定 性 に つ い て)

H.Matsunaga

J.Inequal.Appl.,2005,119・125(2005).

(Asymptoticstability,Delaydifferenceequations,

Characteristicequation)

■Asymptoticbehaviorofsolutionsoffunctional

differenceequations

(時 間 遅 れ を も つ 関 数 差 分 方 程 式 の 解 の 漸 近 挙 動)

H.MatsunagaandS.Murakami

J.Math.Anal.AppL,305,391410(2005).

(Functionaldifferenceequations,asymptoticbehavior,

Phasespace,Volterradifferenceequations,De正ay)

■Resolvablesemi-balancedincompletesplit-block

designs

(分 解 可 能 な 半 釣 合 不 完 備 分 解 型 ブ0ッ ク 計 画)

S.Kuriki,1.Mejza,M.Jimbo,S.MejzaandK.Ozawa

Metrika,61,9-16(2005).

(lncompletesplit.blockdesigns,Semi-balanced,General

balanceproperty,Ef丘ciencyfactors)

■Multiplicityandthebehaviorsofsolutionstoa

scalar-fieldequationinvolvingtheSobolev

exponentwiththeRobincondition

(ロ パ ン 条 件 で の 臨 界 ソ ボ レ フ 指 数 を 含 む ス カ ラ ー 場 方 程

式 に 対 す る 解 の 多 重 性 と 振 る舞 い)

Y.Kabeya

Adv,DifferentialEquations10,1111-1129(2005).

(B迂urcation,CriticalSobolevexponentRobincondition,

Pohozaevidentity)

■Multiplicityandstructureofpositivesolutionsto

Matukumatypeequations

(松 隈 型 方 程 式 に 対 す る 正 値 解 の 多 重 性 と 構 造)

Y.Kabeya

Proceedingsofthe5thEastAsiaPDEConference,305-

317(2005).

(Radialsolutions,Matukumatypeequation,Pohozaev

identity)

■OnArcsandCurveswithManyAutomorphisms

(多 数 の 自 己 同 型 を 有 す る ア ー ク と 曲 線 に つ い て)

H.Kaneta,S.MarcuginiandF.Pambianco

Mediterr.j.math.,2,71-102(2005).

(Projectivealgebraiccurves,Finitegeometry,Arcs,

MDScodes)

■Directionalcrackpropagationofgranularwater

systems

(水 粉 体 系 に お け る 方 向 性 亀 裂 伝 搬)

T.Mizuguchi,A.Nishimoto,S.Kitsunezaki,Y.Yamazaki

andI.Aoki

Phys.Rev.E,7LO56122(1-5)(2005).

(Crack,ColumnarjointGranularwatersystem)

■DynamicsinResonantX・rayEmissionofCore

ExcitonState:CompetitionbetweentheElectron

ltinerancyandtheLatticeRelaxation

(内 殻 励 起 子 の 共 鴫X線 発 光 の 動 力 学:電 子 遍 歴 性 と 格 子

緩 和 の 競 合)

S、TanakaandY.Kayanuma

Phys.Rev.B71(2),024302(1-7)(2005).

(Coreexciton,X-rayemission,itinerancy)

■NonadiabaticElectronManipulationinaQuantum-

dotArrayandRetatedTransportPhenomena

(量 子 ドッ ト配 列 に お け る 非 断 熱 電 子 操 作 お よ び 関 連 す る

輸 送 現 象)

K.SaitoandY.Kayanuma

J.Phys。Soc.Jpn.,74,SuppL256-260(2005).

(Landau-Zenertransition,QubitQuantumdotarray)

■BandRenormalizationofSemiconductorsbyHigh・

lntensitytnfraredLaser-One-DimensionalModeI
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(高 強 度 赤 外 レー ザ ー に よ る 半 導 体 の パ ン ド変 調:1次 元 モ

デ ル)

Y.MizumotoandY。Kayanuma

Phys.Rev.B72(11),115203(1・6)(2005).

(Bandrenormahzation,Dressedsemiconductors,Infrared

modulation)

■Landau-ZenerTransitionsinQubitswithHarmonic

lnteractionModulation

(調 和 振 動 子 に よ る 変 調 を 受 け たqubitの ラ ン ダ ウ ・ゼ ナ

ー 遷 移)

M。Wubs,K.Saito,S.Kohler,Y.KayanumaandP.

Hanggi

NewJ.Phys.7,218(1-14)(2005).

(Landau-Zenertransition,QubitHarmonicmodulation)

■Self-consistentsolutionofasinglevortexinf-

wavesuperconductors

(デー波 超 伝 導 体 中 の 一 つ の 渦 糸 の 自 己 無 撞 着 解)

M.Kato,H.SuematsuandK.Maki

J.Phys.Chem.Solids,66,1409-1411(2005).

(F-wavesuperconductors,Vortex,Bogoliubov-deGennes

equation)

■Quasi・particlespectrumofnano-scaleconventionaI

andunconventionalsuperconductorsunder

magneticfield

(磁 場 中 の 従 来 型 お よ び 非 従 来 型 の ナ ノ サ イ ズ の 超 伝 導 体

の 準 粒 子 ス ペ ク トル)

M.Kato,H.Suematsu,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Phys三caC,426431,41-45(2005),

(Nano-superconductivity,D-Wavesuperconductivity,

Bogoliubov-deGennesequation,Quasi-particle

spectrum)

■FluxonDistributioninThree-Dimensional

SuperconductingNetworks

(3次 元 ネ ッ トワ ー ク に お け る 磁 束 量 子 分 布)

0.SatoandM.Kato

PhysicaC.426r431,74-78(2005).

(Superconductingnetwork,deGennes-Alexander

equation,Vortex)

■FabricationofSuperconductingd-wavedot

Embeddedins-waveMatrix

(s波 超 伝 導 体 に 置 か れ たd波 超 伝 導 ドッ トの フ ァ プ リケ ー

シ ョン)

M.Fujii,H.Yoshikawa,S.Miki,S.Kawamata,K.Satoh,

T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T。Koyama,T.

TerashimaS.Tsukui,M.AdachiandT.Ishida

PhysicaC,426r431,99-103(2005).

(Superconductingnetwork,Vortex,Magnetization,

Matchingfield,Little・Parkseffect)

■VortexBahaviorintheFinite-sizeSquareNetwork
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ofPb

(Pb有 限 正 方 格 子 ネ ッ トワ ー ク に お け る 磁 束 分 布)

H,Noda,H.Yoshikawa,0.Sato,M.Kato,K.Satoh,Y.

YotsuyaandT.Ishida

PhysicaC,426431,104-107(2005).

(d-dot,Halffluxquantumvortex,YBa2Cu307thinflm,

SQUIDmicroscope)

■MagnetizationandVortexProfilesinthe

HoneycombNetworkofPb

(s波 超 伝 導 体 に 置 か れ たd波 超 伝 導 ドッ トの フ ァ ブ リ ケ ー

シ ョ ン)

H.Yoshikawa,H.Noda,0.Sato,MKato,KSatoh,Y.

YotsuyaandT.Ishida

PhysicaC,426431,108112(2005).

(Superconductingnetwork,Vortex,Magnetization,

Matchingfield,Little_Parkseffect)

■VortexDynamicsinNano-scaledSuperconducting

ComplexStructures(d。dot)

(ナ ノ サ イ ズ の 超 伝 導 複 合 体(d-dot)中 の 渦 糸 ダ イ ナ ミ

ク ス)

M.Ako,M.Machida,T.Koyama,T.IshidaandM.Kato

PhysicaC,426431,122-126(2005).

(Nan(vscalesuperconductors,Ginzburg_Landautheory,

High-Tcsuperconductors,Half-fluxquantumvortex)

■ThetnteractionBetweend・dot's

(d・dot間 の 相 互 作 用)

M.Hirayama,MMachida,T.Koyama,T.IshidaandM.

Kato

PhysicaC,426431,127曽131(2005).

(Nano-scaledsuperconductor,High-Tcsuperconductor,

Half-fiuxquantum,Ginzburg _Landauequation)

■VortexStructuresinMesoscopicSuperconducting

NetworkSystems

(メ ゾ ス コ ピ ッ ク超 伝 導 ネ ッ トワー ク 系 に お け る渦 糸 構 造)

M.Hayashi,H.EbisawaandM.Kato

PhysicaC,426431,136・140(2005),

(Superconducdngnetwork,Mesoccopicsuperconductors,

Gnizburg-Landauequation,Votex)

■DirectNumericalSimulationsforNon-equi闘brium

SuperconductingDynamicsandRelatedNeutron

DetectioninMgB2

(非平 衡 超伝 導 ダ イ ナ ミク ス とMgB2に お け る 中性 子 検出

の直 接数 値 シミ ュ レー シ ョン)

M.Machida,T.Koyama,M.KatoandT.Ishida

PhysicaC,426・431,169-173(2005) .

(MgB2,Time-dependentGinzburg-Landauequation,

Nuclearreaction,Heatdiffusion)

■QuantumTheoryfortheJosephsonPhase

Dynamicsinad・dot

(dド ッ トにおけ る ジ ョセフソン位相 ダイナミクスの量 子 論)



T.Koyama,M,Machida,M.KatoandT.Ishida

PhysicaC,426431,1561-1565(2005).

(0一πjunction,d-dot,Two-levelsystem)

■JosephsonVortexDynamicsinaLongsquareπ 一

Junctionaroundd・dot

(d・ ド ッ ト周 りの 長rr接 合 に お け る ジ ョセ ブ ソ ン半 磁 束)

M.Machida,T.Koyama,M.KatoandT.Ishida

PhysicaC,426431,156{シ1571(2005).

(Josephsonhalf-quantizedvortex,Time-dependent

Ginzburg-Landauequation,d-dot,Josepshsoncoupling)

■PulseLaserlrradiationintoSuperconducting

MgB2Detector

(超 伝 導MgBε 検 出 器 へ の パ ル ス レ ー ザ 照 射)

D.Fujiwara,S.Miki,T.Yotsuya,H.Shimakage,Z.

Wang,S.Okayasu,M.Katagiri,M.Machida,M.Kato

andT.Ishida

PhysicaC,426-431,1716-1720(2005).

(Superconductingelectronics,MgB2thinfilms,Meander

line)

■Admixtureofexcited-statesandgroundstatesof

aEu3+ioninEu3Fe50i2bymeansofmagnetic

circulardichroism

(磁 気 円 二 色 性 に よ るEu鉄 ガ ー ネ ッ トのEu3+に お け る

励 起 状 態 と 基 底 状 態 の 混 在)

M.Mizumaki,T.Uozumi,A.Agui,N.KawamuraandM.

Nakazawa

Phys.Rev,B,71,134416(1・8)(2005).

(Eu3FesOi2,X-rayabsorptionspectroscopy,Magnetic

dichroism)

鵬Timeevolutionofatwo-holestateinAuger-

induceddesorPtion

(オ ー ジ ェ 刺 激 イ オ ン 脱 離 に お け る 二 正 孔 状 態 の 時 間 発 展)

A.Yasui,T.UozumiandY.Kayanuma

Phys.Rev.B,72,205335(1・8)(2005).

(Two-holestate,Non-adiabatictransition,Auger-induced

desorption)

■ChargeTransferExcitationinResonantX-ray

EmissionSpectroscopyofNiO

(Nioの 共 鴫X線 発 光 分 光 に お け る 電 荷 移 動 励 起)

M.Matsubara,T.Uozumi,A.KotaniandJ.C.Parlebas

J.Phys.Soc.JPn.,74,2052-2060(2005).

(NiO,ResonantX-rayemissionspectroscopy,Charge

transferexcitation)

■Coherentlocalizationoftwointeractingcarriers

inone-dimensionalquantumdotarrays

(1次 元 量 子 ドッ ト配 列 に お け る 相 互 作 用 す る2キ ャ リ ア の

コ ヒー レ ン ト局 在)

K.Noba

PhysicaE,29,642-646(2005).

(Quantumcoherence,Dynamiclocalization,Coulomb

interaction)

■Temperature-lnducedValenceTransitioninEuNi2

(Sio20Geo.eo)2StudiedbyHardX-rayPhotoemission

Spectroscopy

(硬X線 光 電 子 分 光 に よ るEuNi2(Si。.20Geo.80)2の 温 度 誘

起 価 数 転 移 の 研 究)

K.Yamamoto,N.Kamakura,M.Taguchi,A.Chainani,Y.

Takata,K.Horiba,S。Shin,E.Ikenaga,KMimuraM.

Shiga,H.Wada,H.Namatame,M.Taniguchi,A、Awajj

A.Takeuchi,Y.Nishino,D.Miwa,K.Tamasaku,T.

IshikawaandK.Kobayashi

JournalofElectronSpectroscopyandRelated

Phenomena,144-147,553-555(2005).

(EuNi2(Sii-xGex)2,HardX-rayphotoemission,

Temperature-inducedvalencetransition,Rare・earth

compounds)

■Temperaturedependenceofhigh・resolution

resonant-photoemissionspectraofCeSi

(CeSiの 高 分 解 能 共 鳴 光 電 子 ス ペ ク トル の 温 度 依 存 性)

K.Mimura,S.Noguchi,M.Suzuki,M.Higashiguchi,K.

Shimada,K,Ichikawa,Y.Taguchi,H.Namatame,M.

TaniguchiandO.Aita

JournalofElectronSpectroscopyandRelated

Phenomena,144-147,715-718(2005).

(CeSi,RKKYinteraction,Kondoeffect,Electronic

structure,PhotoemissionspectroscoPy)

■Temperature-dependentEu3d-4fx-rayabsorption

andresonantphotoemissionstudyofthevalence

transitioninEuNi2(Sio,20Geα80)2

(EuNi2(Si。20Geo.80)21こ お け る 価 数 転 移 の 温 度 依 存Eu

3d-4fx線 吸 収 お よ び 共 鴫 光 電 子 分 光 に よ る 研 究)

K.Yamamoto,K.Horiba,M.Taguchi,M.Matsunami,N.

Kamakura,A.ChainanLY.Takata,K.Mimura,M.Shiga

H.Wada,Y.Senba,H.OhashiandS.Shin

Phys.Rev.B,72,161101R(1・4)(2005).

(EuNi2(Sio.2Geo.8)2,X-rayabsorption,Resonant

photoemission,Temperature-inducedvalencetransition,

Rare-earthcompounds)

■TurbulentTransportinBenardConvection

(ベ ナ ー ル 対 流 に お け る 乱 流 輸 送)

HazimeMori,ShoichiKurokiandTakehikoHorita

Prog,Theor.Phys.,113(1),29-53(2005).

(Nonlineartransportcoefficient,ProjectionOperator

method)

■MappingModelofChaoticPhaseSynchronization

(カ オ ス 的 位 相 同 期 現 象 の 写 像 モ デ ル)

HirokazuFujisaka,SatokiUchiyamaandTakehiko

Horita

Prog.Theor.Phys.,114(2),289-299(2005).

(Chaoticphasesynchronization,Mappingmode1,

Anomalousscaling)
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■素 子 と結合 一 非 線 形物 理入 門 一

水 口 毅

物 性研 究,83,583-598(2005).

■乾燥 亀裂 に おけ る含 水量分 布

水 口 毅,西 本 明弘,狐 崎 創,山 崎 義 弘,青 木伊 知男

数理 解析研 究所 講究 録1413,45(2005).

■ ナノ構造 超 伝導 体 とそ の複 合構 造の 物理

加藤 勝,石 田武和

固体 物 理(ア グ ネ技 術 セ ンター),40,785-796(2005).
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■FirstInternationalSymposiumonNanometer・

scaleQuantumPhysics,(Tokyo,Japan,January,

2005)

Y.KayanumaandK.Saito

NonadiabaticManipulationofElectronsinQuantum-Dot

Arrays.

K.Noba

Coherentlocalizationoftwointeractingcarriersinone-

dimensionalquantumdotarrays.

圏XthinternationalVortexStateStudiesWorkshop
,

(Mumbai,lndia,January,2005)

T.Ishida,M.Fujii,T.Abe,S.Miki,S.Kawamata,K.

Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T.Koyama,T.

Terashima,S.TsukuiandM.Adachi

Superconductivityind-dot.(lnvited)

AbstractBook,P-24。

■lnternationalConferenceonNanoelectronics,

NanostructuresandCarrierlnteractions(Atsugi,

Japan,January,2005)

MHayashi,H.EbisawaandM.Kato

Phasetransitionihnanoscopicsuperconductingnetwork

systems.

Cooperativeentrainmentandagingingloballycoupled

oscillators.(lnvitedlecture)

■lnternationalConferenceonDifferenceEquations,

SpecialFunctionsandApplications(Munich,

Germany,July,2005)

H.MatsunagaandT.Hara

AsymptoticbehaviorofsolutionsofaIineardelay

differencesystem.

■MathematicalSocietyofJapan・lnternational

Researchlnstitute2005"AsymptoticAnalysis

andSingularity"(Sendai,July,2005)

Y.Kabeya

Multiplicityofrapidly-decayingsolutionstoconformal

SCalarCUrvatUreeqUatiOnS.

■20thlnternationalConferenceonX-rayandlnner-

ShellProcesses(XO5)(Melbourne,Australia,

July,2005)

Y.Taguchi,K.Yamamoto,K.Mimura,K.Ichikawa,K.

Kitamoto,0.Aita,H.Ishibashi,Y.Takata,K。Horiba,S.

Shin,M.Yabas㎞,K.Tamasaku,Y.Nishino,D.Miwa,T.

Ishikawa,E.IkenagaandK.Kobayashi

Hardx-rayphotoemissionspectrumofCu丘2S4.

■5thEastAsiaPDEConference(Osaka,Japan,

February,2005)

Y.Kabeya

Multiplicityandstructureofpositivesolutionsto

Matukumatypeequations.

■AmericanPhysicalSocietyMarchMeeting(Los

Angeles,USA,March,2005)

M,Kato,M.Ako,M.Machida,T.KoyamaandT.Ishida

Dynamicsofhalf-quantizedvortexind・dot

BulletinoftheAmericanPhysicalSociety,50(1),75.

■lnternationalConferenceonDesignofExperiments

:TheoryandApplications(Memphls,USA,May,

2005)

S.Kuriki

A-ef5cienttreatment-controldesigns.

■Fizika-2005,(Baku,Azerbaijan,June,2005)

Y.Kayanuma

CoherentControlofElectronicStatesandQuantum

DynamicsofMatter.(Plenary)

■6thlnternationalSummerSchool/Conference

`'LeゼsFaceChaosthroughNonlinearDynamics"

(Maribor,Slovenia,June&July,2005)

H.Daido

■ThelnternationalConferenceonStrorlgly

Correlated日ectronSystems(SCESO5)(Vienna,

Austria,July,2005)

K.Kitamoto,Y.Taguchi,T.NodaY.Fujita,K.Mimura

K.Ichikawa,H.Ishibashi,S.ShinandO.Aita

Valence-bandstructureofCulr2S4studiedby

photoemissionandSLX-rayemissionspectroscopies.

K.Yamamoto,K.Horiba,M.Taguchi,M.Matsunami,Y.

Takata,A.Chainani,K,Mimura,Y.Senba,H,Ohashi,M.

Shiga,H.WadaandS.Shin

TemperaturedependentX-rayabsorptionspectroscopy

ofthevalencetransitioninEuNi2(Sio.ooGeoso)2.

■11thInternationalWorkshoponLowTemperature

Oetectors(Tokyo,Japan,August,2005)

D.Fujiwara,S.Miki,H.Shimakage,Z。Wang,K.Satoh

T,Yotsuya,M.Machida,M,KatoandT.Ishida

Ther皿altranslentresponseofmembrane-structured-

superconductingMgB2detectorbyusing20-pspulse

laser.

■24thlnternationalConferenceofLow

TemperaturePhysics(Orland,USA,August,2005)

M.Kato,M.Hirayama,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

PhysicalPropertiesofd-dot's.
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M.Kato,H.SuematsuandK.Maki

Self-consistentsolutionofavortexstatesinf-wave

superconductors.

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida ,T.KoyamaandT.

Ishida

Quasi-particlespectrumofnano-scalesuperconducting

plate.

H.Noda,0.Sato,M.Kato,KSatoh,T.YotsuyaandT.

Ishida

Finite-sizedsquarenetworkofsuperconducitngPb.

T.Ishida,D.Fujiwara,S.Miki,K.Satoh,T。Yotsuya,H.

Shimakage,Z.Wang,M.MachidaandM.Kato

NonequilibriumresponseofsuperconductingMgB2

meanderIineagainstpulselaserirradiation.

M.Hayashi,H.EbisawaandM,Kato

Phasetransitionandfluctuationsinsuperconducting

nanOStrUCtUreS。

T.Koyama,M。MachidaM.KatoandT.Ishida

PhasedynamicsofaciosedO一 πJosephsonjunction.

圏JointJSPSandESFConferenceonVortexMa廿er

inNanostructuredSuperconductors(Crete,

Greece,September,2005)

M.Kato,H.Suematsu,M.MachidaT.KoyamaandT.

Ishida

Quasi-particlespectrumofthenan(}scalesuperconducting

plate.

0.SatoandM.Kato

Three-dimensionalsuperconductingwirenetworksina

magneticfield.

T。Ishida,M.Fujii,T.Abe,S.Miki,S.Kawamata,K

Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T,Koyama,T.

Terashima,S.Tsukui,andM.Adachi

Experimentalandtheoreticalstudiesofd-dot.(Invited)

■The8thlnternationalSymosiumonFoundationsof

QuantumMechanicsintheLightσfNewTechnology

(Hatoyama,Saitama,Japan,September,2005)

M.Hayashi,T.Suzuki,H,Ebisawa,M.KatoandK.

Kuboki

SuperconductivityinTopologicallyNontrivia正Spaces.

劇nterrlationalSymposiumonPhysicsofNon・

EquilibriumSystems(Kyoto,Japan,October,

2005)

M.U,KobayashiandT.Mizuguchi

Buridan'sassinachaos。chaostransition.

凹NOL丁A2005[20051nternationalSymposiumon
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NonlinearTheoryanditsApPlications](Bruges・

Belgium,October,2005)

T.Mizuguchi

EfficiencyandRobustnessinProportionRegulation

Systems.(SpecialSession)

■18thlnternationalSymposiumonSuperconductMty

(Tsukuba,Japan,October,2005)

M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.Ishida

Nano-scaledanisotropicsuperconductors.

0.SatoandM.Kato

Non-equilibriumvortexstatesofsuperconducting

inhomogeneousmicro-platewi出external五eld.

M.Hirayama,M.Machida,T.Koyama,T.Ishida,andM.

Kato

Theinteractionbetweensquared-dot's.

T。Minamino,M.Machida,T.Koyama,T.IshidaandM.

Kato

VortexDynamicsinTheNano-ScaledSuperconductor.

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Quasi-ParticleSpectrumOfNano・structure

SuperconductorsUnderTheExternalMagneticField.

T,Koyama,MMachida,M.KatoandT.Ishida

Spontaneousvortexfbrmationinaquenchprocessin

superconductingfilmswithsma且holes.

■Workshop:ComplexDynamicsofNetworksof

Oscillators:FromBasicResearchtoNovel

Therapy(Sapporo,Japan,November,2005)

H.Daido

Popu1ationdynamicsofclock-controlledbiological

species:Originofcircadianperiodsandtemporal

segregationofactivities.

■ATRJapan-SloveniaResearchmeeting(Kyoto ,

Japan,November,2005)

H.Daido

Dynamicsofcouplednonlinearoscillators:Basic止eory

andrelatedproblems.

T.Mizuguchi

EfficiencyandRobustnessin

Systems.

ProportionRegulation

■The3rdEastAsiaSymposiumonSuperconductive

Electronics(Gyeongju,Korea,November ,2005)

M・Kato,M.Hirayama,H.Suematsu,M.Machida ,T.

KoyamaandT,Ishida

d-dot:asanElementofSuperconductingDevice .

(Invited)



T.Ishida,D.Fujiwara,M.Nishikawa,S.Miki,H.

Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,T.Yotsuya,M .Machida

andM.Kato

SuperconductingMgB2FilmasRadiationDetectors.

(lnvited)

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

BoundStatesaroundVorticesinNanoscopic

SuperconductorsunderanExternalMagnetlcField.

M.Hirayama,M.Kato,M.Machida,T,KoyamaandT.

Ishida

AnisotropicInteractionbetweend-dots.

●CRESTNano-Virtual-LabsJointWorkshopon

Superconductivity(NVLS2005)(Awaji,Japan,

December,2005)

MKato,M.Hirayama,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

InvestigationofPhysicalPropertiesofd・dot's.(lnvited)

H.Suematsu,M.Kato,M,Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Vortexboundstatesofnanoscopicsuperconductors

underanexternalmagnetic丘eld.

M。Hirayama,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Thenovelinteractionbetweend-dot's.

T.Minamino,M,Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Dynamicsofvorticesinnano-scalesuperconductors.

0.SatoandM.Kato

Non-symmetricbehaviorofvortexmotionsdrivenby

eXternalCUrrent

M.Machida,T.Koyama,M.Kato,T.Ishida

NumericalExperimentsforNon-equilibrium

SuperconductingDynamicsattheTransitionEdgein

MgB2.(lnvited)

T.Koyama,MMachida,M.Kato,T.Ishida

QuantumdynamicsinmicroO一 πJosephosnjunctions.

(lnvited)

T.Ishida,D.Fujiwara,M.Nishikawa,S.Miki,H.

Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,T.Yotsuya,M.Machida

andM.Kato

Developmentofradiationdetectorbymeansof

nanofabricationofhigh-qualityMgB2五lms.(lnvited)

D.Fujiwara,S.Miki,K.Satoh,T.Yotsuya,H.Shimakage,

Z.Wang,SOkayasu,M.Katagiri,M.Machida,M.Kato

andT.Ishida

PulsedLaserIrradiationintoSuperconductingMgB2

Detector.

H.Noda,M.Shimizu,0.Sato,M.Kato,K.Satoh,T.

YotsuyaandT.Ishida

Vortexbehaviorinthesuperconductingnetworkby

meansofSQUIDmicroscopeandSQUIDmagnetometer.

M.Nishikawa,M。KatoandT.Ishida

Personal-Computer-BasedSimulatorforHot-Spot

RelaxationinMgB2detector.
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■ 第18回 日本放 射 光学 会年 会 ・放射 光科 学合 同 シ ンポ ジウ ム

(1月,鳥 栖)

山本和 矢,堀 場 弘司,田 口宗孝,鎌 倉 望,A.Chainani,

高 田恭 孝,三 村 功 次 郎,志 賀 正幸,和 田 裕文,大 橋 治彦,

仙 波 泰徳,辛 埴

EuNi2(Sio.eoGeo.80)2のEu3dX線 吸 収 とEu3d-4f共 鳴光 電

子分 光

講演 予 稿集,60.

船越 郷 志,三 村功 次 郎,鈴 木光 晴,野 田辰則,山 本和 矢,

光 田 暁弘,田 口幸 広,市 川 公一,会 田 修

X線 光 電 子 分光 に よ るEuPd2Si2のEu価 数転 移 につ いて の

研 究

講 演予 稿 集,62.

野 田辰 則,田 口幸 広,鈴 木 光 晴,船 越 郷 志,川 又 修 一,

石 田 武和,会 田 修

Pro.5Cao5MnO3-6の 共鳴X線 発 光 スペ ク トルの温 度 変化

講 演 予稿 集,69.

鈴 木 光晴,三 村 功次 郎,野 口 悟,東 口光晴,島 田 賢也,

田 口幸広,市 川公 一,生 天 目博 文,谷 口雅樹,会 田 修

CeSiの 高 分 解 能Ce4d-4f共 鳴光 電 子 スペ ク トルの 温 度依

存 性

講 演 予稿 集,70.

■JST-CREiST「 ナ ノ構 造体 材 料 」領 域 第4回 領 域 ミー テ

ィング(2月,東 京)

加藤 勝,町 田 昌彦,小 山富男

Dynamicsofnano-scalesuperconductors,Quantum

dynarnicsofd-dot'sandnano-scalesuperconductors

■数理 研研 究集 会 「関数 方程 式 と複雑 系」(3月,京 都)

舟久保 稔,原 惟 行,坂 田定 久

線 形微 分積 分 方程 式 の漸近 安定性

■ 日本数 学会 年 会(3月,東 京)

逸見 亮 太,栗 木 進二

Incompletesplit・blockdesignsandPBIBdesigns

統計 数学 分科 会 講演 アブス トラク ト,6566.

■ 科学 研 究費 特 定領 域研 究 「強 レー ザー場 」 第6回 全体 会(3

月,宮 城 蔵 王)

萱 沼洋 輔,田 中 智

内 殻励 起 に よ り誘起 され る軽 元素 物 質 中 の 原子 移 動:固

体 と分 子 の類似 性

■ 日本 物 理学 会 第60回 年次 大会(3月,野 田)

小 林 幹,水 口 毅

共 鳴外 力系 にお け る界 面 の運 動。

水 口 毅,菅 原 研,西 森 拓

多種 分 業 と制 御H.
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福 田浩 昭,小 林 由加 子

溝付 き同軸 回転2円 筒 間の軸 対 称定 常 流 の安 定性

日本 物理 学会 講 演概 要集 第60巻 第1号,第2分 冊,279.

萱沼 洋輔,齋 藤 圭司

2重 量 子井 戸 に トラ ップ され た理 想BECのLandau-Zener

遷移

日本 物理 学 会講 演概 要集,第60巻 第1号,第2分 冊.

水本 義彦,董 沼 洋輔

高 強度赤 外 レー ザ ー によ る半導 体バ ン ド変 調 の理 論

日本 物理 学会 講演 概 要集,第60巻 第1号,第4分 冊,669.

末松 久孝,加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富男,石 田武 和

磁場 下 での ナ ノ超 伝 導板 の準 粒 子構 造IV

日本 物理 学会 講演 概 要集,第60巻 第1号,第4分 冊,650.

南 野 忠 彦,赤 穂 雅 之,加 藤 勝,町 田 昌 彦,小 山 富 男,

石 田武和

ナ ノ超伝 導体 にお け る磁 束 ダ イナ ミクス

日本 物理 学会 講演 概 要集,第60巻 第1号,第4分 冊,634.

林正 彦,海 老 澤 　道,加 藤 勝A

ナ ノス コ ピ ック超 伝 導 ネ ッ トワ ー ク にお け る相 転 移 と渦

糸状 態

日本物理 学 会講 演概 要集,第60巻 第1号,第4分 冊,65α

野 田博 史,吉 川 弘和,佐 藤 和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,

佐藤 修,石 田武和

有 限 系 正 方 格 子 ネ ッ トワ ー ク の超 伝 導 と磁 束分 布(Pb,

Nb)

日本物 理学 会講 演概 要 集,第60巻 第1号,第4分 冊,737.

藤 原 大 祐,三 木 茂 人,島 影,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤 和 郎,岡 安 悟,片 桐 正 樹,森 井 幸 生,北 條 喜 一 、

新村 信 雄,町 田 昌彦,加 藤 勝,石 田 武和

MgB2中 性 子検 出器IV

日本物 理 学会 講i演概 要集,第60巻 第1号,第4分 冊,907.

安 部泰 司,藤 井 正規,三 木 茂 人,川 又 修 一,佐 藤和 郎,

四 谷 任,加 藤 勝,町 田昌 彦,小 山富 男,寺 嶋孝 仁,

足 立 元 明,津 久 井茂 樹,石 田武和

d-dot(YBCO-Pb系)の 作 製 と超伝 導 特性

日本 物理 学 会講 演概 要 集,第60巻 第1号,第3分 冊,569.

吉 川 弘和,野 田 博 史,佐 藤 和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,

佐 藤 修,石 田武和

蜂 の巣格 子 に現 れ る フ ラ ックス ジ ャ ンプの周 期性

日本 物理 学 会講 演概 要 集,第60巻 第1号,第3分 冊,580.

藤 井 正規,安 部 泰 司,三 木茂 人・ 川 又 修 一,佐 藤 和 郎,

四 谷 任,加 藤 勝 ・ 町 田 昌彦 ・ 小 山富 男,寺 嶋 孝 仁,

津 久 井茂樹,石 田 武和,足 立 元明



d-dot(YBCO-Nb系)の 作製 と超伝 導 特性

日本物 理 学 会講i演概 要集,第60巻 第1号,第3分 冊,605.

船越 郷 志,三 村 功 次郎,魚 住 孝幸,光 田暁弘,田 口幸 広,

市 川公 一,会 田 修

x線 光 電子 分光 に よるEuPd,Si2の 価 数転 移の研 究

日本物 理学 会 講演概 要 集,第60巻 第1号,第4分 冊,665.

野 田辰 則,田 口幸 広,三 村 功 次 郎,北 本 克征,藤 田幸 宏,

川 又修 一,石 田武和,会 田 修

Pro.6Cao.4MnO3の 共 鳴X線 発 光 スペ ク トルの偏 光依 存性

日本物 理学 会 講演 概要 集,第60巻 第1号,第4分 冊,666.

山本和 矢,堀 場弘 司,松 波 雅 治,田 口宗 孝,A.Chainani,

三村 功次 郎,横 谷 尚睦,辻 井 直人,辛 埴

放 射光 を用 いた 光 電子 分 光 に よる新 規 物 質YbGaGeの 電

子状 態 の研 究

日本 物理 学 会講演 概 要集,第60巻 第1号,第4分 冊,694.

宮 崎秀 俊,曽 田一 雄,八 木伸 也,加 藤 政彦,水 谷 宇一 郎,

竹 内恒博,西 野 洋 一,三 村功 次 郎,会 田 修

ホイス ラー 型Fe2VAIi.zSi、 の逆光 電子 スペ ク トル

日本物 理学 会講 演概 要 集,第60巻 第1号,第4分 冊,695.

北 本 克 征,齋 藤 彰,真 鍋 賢,高 橋 浩 史,広 常慎 治,

田 中義 人,石 川 哲 也,辛 埴,田 口幸 広,桑 原 裕 司,

青 野正 和

放 射 光STMの 開発 一 実 空 問 原 子 ス ケー ルで の元 素識

別へ の試 み一

日本物 理学 会 講演 概要 集,第60巻 第1号,第4分 冊t847。

堀 田武彦,大 内 克哉,山 田知 司,藤 坂博 一

カオス 的位 相 同期 の2値 ノ イズモ デ ル

日本 物理 学会 講演 概 要集,第60巻 第1号,第2分 冊,287

■ 日本 原子 力 学会2005年 春 の 年会(3月,平 塚)

町 田 昌彦,山 田 進,叶 野 琢 磨,今 村 俊幸,小 山富 男,

加藤 勝,石 田 武和

超伝 導 ナ ノ フ ァブ リケ ー シ ョンに よ る新 奇 物 性 と中性 子

検 出デ バ イス開発 の た めの超 伝導 ダイナ ミクスの研 究.

■第23回 テ ク ノ ラボ ツ アー 「研 究 サ ポー ター シス テム 紹介 」

(4月,堺)

加 藤 勝

超 伝 導微 細 系 の デバ イス応 用 を 目指 した 数値 シ ミュ レー

シ ョ ン

■第5回 計 測 自動制 御学 会 制御 部門 大会(5月,仙 台)

栖 関浩 平,菅 原 研,水 口 毅,小 菅一 弘

確 率変 動法 を用 い た群 ロ ボ ッ トの多種 分業 と比 率 制御.

■科 学 研 究費 特 定 領 域 研 究 「強 レー ザー 場 」 第7回 全 体 会

(5月,東 京)

萱 沼洋 輔

凝 縮系 に お ける電 子 ダ イナ ミックスの制 御理 論

■研 究 集会 「蘭 数 体上 のDiophantusと その 周辺 」(8月,東

京)

M.Shirosaki

Anewconditionofafinitecollectionfortheuniqueness

property.

■JST-CREST「 ナ ノ構 造体 材 料」 領 城 第5回 領 域 ミー テ

ィン グ(8月,熱 海)

加藤 勝,小 山富 男,町 田昌彦

Dynamicsofnano-scalesuperconductorsandquantum

dynamicsofd-dot'sandnano-scalesuperconductors.

■ 日本数学 会2005年 度 秋季 総合 分科 会(9月,岡 山)

城崎 学

2点 集合 族 が有 理 形 関数 に対 す る一 意性 を持つ ため の条

件 につ いて

函 数論 分科 会講演 アブス トラク ト,11-12.

山中 望,栗 木進 二

2つ の コ ン トロー ル を もつ 効 率 的 なtreatment-control

designs

統 計数 学分 科会 講演 ア ブス トラ ク ト77-78.

田中武 史(D2),兼 田 均

Chark=3,7の ときの クラ イ ン4次 曲線 の 自己 同型群

代 数分 科会 講演 アブス トラク ト,24-25.

■第5回 ア イ ンシ ュタ イ ン祭 関 西市 民 の世 界 物理 年 記念 講

演会(9月,大 阪)

萱沼 洋輔

量子 力学 の不 思議 な世界.

■第1回 励 起 ナノ プロセ ス研 究会(9月,鴫 門)

保井 晃,魚 住孝幸,萱 沼 洋輔

表 面 吸着 原子 の オー ジ ェ誘起 脱 離 過程 にお け る2正 孔 状

態 ダイナ ミックス.

■応 用物 理学 会2005年 秋季 講演 会(9月,徳 島)

三木 茂 人,藤 原大 祐,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤 和 郎,岡 安 悟,片 桐 政 樹,森 井幸 生,北 條 喜 一,

新 村信 雄,町 田昌彦,加 藤 勝,石 田武和

超伝 導MgB2薄 膜 を用 いた 中性子 検 出素 子の作 製 と熱応 答

特性 の評 価

講演 予稿 集,第1分 冊,176(8a-ZN-12).

■ 日本 物理 学会2005年 秋 季大 会(9月,京 田辺)

振 動子 ネ ッ トワー クにお け るエ イ ジ ン グ とク ラス タ リン

グ

中 西健 二,大 同寛明

日本物 理学 会講 演概 要集,第60巻 第2号,第2分 冊,135。

水 本義 彦,萱 沼 洋輔

赤 外 強 レーザ ー場 中で半 導体 バ ン ドギ ャ ップ は縮 む か?

日本物 理 学会 講演概 要集,第60巻 第2号,第4分 冊,576.

保 井 晃,田 中 智,萱 沼 洋輔
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グラ フ ァイ トの 内殻 励起 子 共 鳴X線 発 光 スペ ク トル

日本 物理 学 会 講演概 要 集,第60巻 第2号 ,第4分 冊,604.

加藤 勝,町 田 昌彦,小 山富男,石 田武和

ナ ノサ イ ズの 異方 的超伝 導 体 の準粒 子構 造

日本物 理学 会 講演概 要 集,第60巻 第2号 ,第3分 冊,507.

平 山 昌樹,加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富男,石 田武 和

ナ ノ超伝 導 複合 体d-dotの 相互 作用1皿

日本物 理学 会 講演概 要 集,第60巻 第2号 ,第4分 冊,633.

佐 藤 修,加 藤 勝

超伝 導 ネ ッ トワー ク にお ける磁 束状 態 の外 部電 流の 影響

日本物 理学 会 講演概 要 集,第60巻 第2号 ,第4分 冊,559.

末松 久 孝,加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富 男,石 田武和

磁場 下 にお け る ナノ超伝 導 板 の渦糸 分子 の準 粒 子構造

日本物 理学 会講 演概 要 集,第60巻 第2号,第4分 冊,541 .

町 田 昌彦,小 山富男,加 藤 勝,石 田武 和

超 伝 導 薄膜 細 孔格 子 を用 い た急 冷 に よるス トリ ング生成

(Kibble-Zurek)機 構 の確認

日本 物理 学 会講 演概 要集,第60巻 第2号,第4分 冊,633,

野 田 博 史,清 水 真,佐 藤 和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,

佐藤 修,石 田武和

有 限サ イズ 超伝 導 ネ ッ トワー クの作 製 と評価

日本 物理 学 会講 演概 要集,第60巻 第2号,第3分 冊,449.

安 部 泰 司,山 本益 士,藤 井 正 規,三 木 茂 人,幸 妙 子,

川 又 修 一,加 藤 勝,佐 藤 和 郎,四 谷 任,町 田 昌彦,

小 山富男,寺 嶋 孝仁,津 久井 茂樹,足 立元 明,石 田武和

FIBに よ るd-dotの 作 製 と評価

日本 物理 学 会講 演概 要集,第60巻 第2号,第3分 冊,449.

藤 原 大祐,三 木茂 人,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤和 郎,岡 安 悟,片 桐 正 樹,森 井幸 生,北 條 喜 一,

新村 信雄,町 田昌彦,加 藤 勝,石 田武和

MgB2中 性 子 検 出器V

日本 物理 学会 講演概 要 集,第60巻 第2号,第3分 冊,820.

南野 忠彦,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富男,石 田武和

超 伝 導 ワイ ヤー にお ける外 部電 流 に よる渦 糸流 制御

日本 物理学 会 講演概 要 集,第60巻 第2号,第4分 冊,559.

山本 和 矢,堀 場 弘 司,田 口 宗 孝,松 波 雅 治,江 口律 子,

高 田恭 孝,A.Chainani,三 村 功 次郎,仙 波 泰徳,大 橋 治

彦,辻 井 直人,辛 埴

量 子 臨界点 を もつYbCu5-.ALの 電 子状 態 の研 究

日本物 理学 会講 演概 要集,第60巻 第2号,第3分 冊,382,

藤 田幸 宏,三 村 功次 郎,有 田将 司,佐 藤 仁,田 口幸 広,

市川 公 一,名 越 千代 子,神 木正 史,菊 池大 輔,菅 原 仁,

生天 目博 文,谷 口雅樹,会 田 修

光電 子 分光 に よるEu31r4Sni3,Gd31r4Sni3の 電 子 状態 の研

究

日本物 理学 会講 演概 要 集,第60巻 第2号,第4分 冊,582.

川 邑典 之,三 村 功 次郎,山 本 和矢,堀 場 弘 司,田 口幸 広,

市 川 公 一,藤 原 哲 也,上 床 美 也,仙 波 泰徳,大 橋 治 彦,

辛 埴,会 田 修

EuSnPのEu3d-4f共 鳴 光電 子分 光

日本物 理 学会 講演 概要 集,第60巻 第2号,第4分 冊,582.

中 島裕 一,北 本 克 征,野 田辰 則,藤 田幸 宏,田 口幸 広,

三 村功 次 郎,市 川 公一,石 橋 広 記,会 田 修

Culr2S4のS工2,3XESお よびS2pXPSス ペ ク トル

日本物 理学 会 講演概 要 集,第60巻 第2号,第4分 冊,583.

野 田辰 則,田 口幸 広,北 本克 征,藤 田 幸宏,三 村 功 次 郎,

市 川公 一,川 又 修一,石 田武 和,会 田 修

ク ラス ターモ デル計 算 に よるPre.5Cao.sMnO3-i(δ 一一〇.OS)

のMn2p発 光 スペ ク トルの解析

日本 物理 学 会講演 概 要集,第60巻 第2号,第4分 冊,583.

大 内克哉,塚 本直 史,堀 田武 彦,藤 坂博 一

二値 ラ ンダム カ に よ り駆 動 され たTDGL系 の ドメ イ ンサ

イ ズ分布

日本 物理 学会 講演概 要 集,第60巻 第2号,第2分 冊,192.

高橋 尚太 郎,堀 田武彦,水 谷 伸

推 定 にお け る確 率 共 鳴

日本物 理 学会 講演概 要 集,第60巻 第2号,第2分 冊,147.

末谷大道,堀 田武彦,合 原一幸

強制振動子系における一般化同期と位相同期の関係につ

いて

■等 角 写 像 論 ・値 分 布 論 合 同 研 究 集 会(10月 ,埼 玉 県 宮 代 町)

M.Shirosaki

Aconditionofcollectionsoffinitesetswiththe

uniquenessproperty.

■物理における非線形性(10鳳 福岡)

水口 毅

コイン投げの力学.

■ 数 理 研 研 究 集 会 「関 数 方 程 式 の 解 の ダ イ ナ ミ ク ス と 数 値 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン 」(11月,京 都)

原 惟 行

Asymptoticstabilityforlineardifferentialsystemswith

delaysindiagonalterms.

■科 学研 究 費補 助 金 によ る研 究集 会 「実 験計 画 法 お よび その

周 辺 領 域 に お け る組 合 せ構 造 の解 明 と そ の応 用J(11月,

あ わ ら)

山中 望,栗 木 進二

2つ の コ ン トロー ル を もつ 効 率 的 なtreatment.control

designs.

逸 見 亮 太,栗 木 進 ニ

コ ン トロ ー ル を もつincompletesplit-blockdesigns .



■科学研究費特定領域研究 「強 レーザー場」領域研究会(11

月,東 京)

萱沼洋輔

表面吸着原子のオージェ誘起脱離過程における2正 孔ダ

イナミックス.

■科学研究費補助金による研究集会 「確率統計学における漸

近的方法 一 統計解析 ・金融工学 ・保険数理 ・確率数値解

析への発展」(12月,東 京)

田中秀和,赤 平昌文

Bhattacharyya型 情報不等式について.

■第19回 数値流体力学シンポジウム(12月 、東京)

福田浩昭,小 林由加子

端点で保持された平板まわりの流れの流れ関数 渦度法

による数値計算

講演要旨集,253(CD-ROME3-1).

■第4回超伝導 ・低温工学若手合同講演会(12月,大 阪)

末松久孝,加 藤 勝,小 山富男,町 田昌彦,石 田武和

超伝導微小板における渦糸構造と渦糸相互作用.

野 田博 史,清 水 真,佐 藤 和 郎,四 谷 任,佐 藤 修,

加 藤 勝,林 正彦,海 老 澤　 道,石 田 武和

微 細 加工 に よ る超 伝 導 ネ ッ トワー クの作 成 と微 小磁 場 中

にお ける物 性、

■京都大学基礎物理学研究所 短期研究会 「異方的超伝導現

象の統一的理解を目指して」(12月,京 都)

加藤 勝,町 田昌彦,小 山富男,石 田武和

異方的超伝導のナノサイズ効果と不均一性の影響.

■東北大学金属材料研究所ワークショップ 「超伝導体におけ

る渦糸状態の物理 と応用」(第13回 渦糸物理国内会議)

(12月,仙 台)

加藤 勝,末 松久孝,町 田昌彦,小 山富男,石 田武和

ナノ構造超伝導体の渦糸構造.

石 田武和,野 田博 史,清 水 真,佐 藤 和 郎,四 谷 任,

佐 藤 修,加 藤 勝,林 正 彦,海 老 沢　 道

微細 加工 によ る超 伝 導 ネ ッ トワー クの製作 と物 性。
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■FabricationofsuperconductingMgB2neutron

detectorsonSi3N4membranes

(Si3N4メ ン ブ レ ン 膜 上 超 伝 導MgB2中 性 子 検 出 器 の 作 製)

S.Miki,D.Fujiwara,H.Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,

T.YotsuyaandT.Ishida

IEEETransactionsonAppliedSuperconductivity,15,

220【223(2005).

(MgB2thinfilms,Neutrondetector,Superconducting

detector,Membranestructure)

■FerromagneticorderingofFe(皿)dspinsofFeBr4-

ionsin(Ethylenedithiotetrathiafulvalenothioquinone-

ethylenedithio・1,3・dithiolemethide)・FeBr4

((Ethylenedithiotetrathiafulvalenothioquinone-

ethylenedithio・1,3・dithiolemethide)・FeBr4に お け る

FeBr4一 イ オ ン のFe(皿)dス ピ ン の 強 磁 性 磁 気 秩 序)

M.X.Wang,H.Fujiwara,T.Sugimoto,S.Noguchiand

T.Ishida

Inorg.Chem.,44,1184-1186(2005).

(Ferromagneticordering,Newdonormolecule,Organic

semiconductors,Magnetization)

■Temperaturedependenceofhigh-resolution

resonantphotoemissionspectraofCeSi

(CeSiの 高 分 解 能 共 鴫 光 電 子 分 光 の 温 度 依 存 性)

K.Mimura,S.Noguchi,M.Suzuki,M.Higashiguchi,K.

Shimada,K.Ichikawa,Y.Taguchi,H.Namatame,M.

TaniguchiandO.Aita

J.ElectronSpectroscopyandRelatedPhenomana,144・

147,715718(2005).

(RKKYinterac垣on,Kondoeffect,Electronicstructure,

CeSi,Photoemissionspectroscopy)

■Metallic!semiconductingbehaviorsand

antiferromagneticorderingofFeBrべdspinsin

(Benzo-TTFVS)2・MX,(M=Fe,Ga;X=CI,Br)

((Benzo-TTFVS)2・MX,(M=Fe,Ga:X=Cl,Br)に

お け る 金 属!半 導 体 的 振 舞 とFeBr4-dス ピ ン の 反 強 磁 性 磁

気 秩 序)

T.Hiraoka,Y.Kamada,T.Matsumoto,H.Fujiwara,T.

Sugimoto,S,Noguchi,T.Ishida,H.NakazumiandH.

ArugaKatori

JMater.Chem,15,3479-3487(2005).

(Metal-semiconductortransition,Newdonormolecule,

Antiferromagneticordering)

■Electricalandmagneticpropertiesofasingle

crystatUCu2Si2

(単 結 晶UCu2Si2の 電 気 的 磁 気 的 性 質)

T,D.Matsuda,Y.Haga,S.Ikeda,A.Galatanu,E、

Yamamoto,H.Shishido,M.Yamada,J.Yamaura,M.

Hedo,Y.Uwatoko,T.Matsumoto,T.Tada,S.Noguchi,

T.Sugimoto,K.Kuwahara,K,Iwasa,M.Kohgi,R.Settai

andY.Onuki

J.Phys,Soc.Jpn.,74,1552-1556(2005).

(UCu2Si2,Singlecrystalgrowth,Fluxmethod,Ising・

typeferromagnetism)

■Single-crystalgrowthandmagneticpropertiesof

anewternaryuraniumcompoundU3NisAlig

(新 三 元 ウ ラ ン 化 合 物u3NisAli9の 単 結 晶 育 成 と 磁 気 的 性

質)

Y.Haga,T.D.Matsuda,S.Ikeda,A.Galatanu,T.

Matsumoto,T.Sugimoto,T.Tada,S、NoguchiandY.

Onuki

PhysicaB,359-361,10061008(2005).

(U3Ni5Al,g,Singlecrystal,Antiferromagnet)

■Quasi-particlespectrumofnano-scaleconventional

andunconventionalsuperconductorsunder

magneticfield

(磁 場 中 の 従 来 型 お よ び 非 従 来 型 の ナ ノ サ イ ズ の 超 伝 導 体

の 準 粒 子 ス ベ ク トル)

M.Kato,HSuematsu,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

PhysicaC,426-431,4L45(2005).

(Nano・superconductivity,d-Wavesuperconductivity,

Bogoliubov-deGennesequation,Quasi-particle

spectrum)

■Vortexbehaviorinthefinite-sizesquarenetwork

ofPb

(Pb有 限 正 方 格 子 ネ ッ トワ ー ク に お け る 磁 束 分 布)

H.Noda,H.Yoshikawa,O.Sato,M、Kato,K.Satoh,T.

YotsuyaandT.Ishida

PhysicaC,426-431,99-103(2005).

(Superconductingnetwork,Vortex,Magnetization,

MatchingfieldLitt[e-Parkseffect)

■Fabricationofsuperconductingd-wavedot

embeddedinans・wavematrix

(s波 超 伝 導 体 に 置 か れ たd波 超 伝 導 ド ッ トの フ ァ ブ リ ケ ー

シ ョ ン)

MFujii,T.Abe,H.Yoshikawa,S.Miki,S.Kawamata

K.Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida.T.Koyama

T.Terashima,S。Tsukui,M.AdachiandT.Ishida

PhysicaC,426-431,104-107(2005).

(d-dot,Halffluxquantumvortex,YBa2Cu307thinflm,

SQUIDmicroscope)

●Magnetizationandvortexprofilesinthehoneycomb

networkofPb

(鉛 八 二 力 ム ・ネ ッ トワ ー ク に お け る 磁 化 と 磁 束 の 性 質)

H.Yoshikawa,H.Noda,0.Sato,M,Kato,K.Satoh,T.

YotsuyaandT.Ishida

PhysicaC,426431,108-112(2005)。
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(Superconductingnetwork,Vortex,Magnetization,

Matchingfield,Little-Parkseffect)

■Vortexdynamicsinnano-scaledsuperconducting

complexstructures(d-dot)

(ナ ノ サ イ ズ の 超 伝 導 複 合 体(d-dot)中 の 渦 糸 ダ イ ナ ミ

ク ス)

M.Ako,M.Machida,T.Koyama,T.IshidaandM.Kato

PhysicaC,426-431,122-126(2005).

(Nano-scalesuperconductors,Ginzburg-Landautheory,

High-Tcsuperconductors,Halffluxquantumvortex)

■Theinteractionbetweend-dot's

(d-dot間 の 相 互 作 用)

M.Hirayama,M.Machida,T.Koyama,T.IshidaandM.

Kato

PhysicaC,426『431,127-131(2005).

(Nano-scaledsuperconductor,High-Tcsuperconductor,

Half-fluxquantum,Ginzburg-Landauequation)

■Directnumericalsimulationsfornon-equ闘ibrium

superconductingdynamicsandrelatedneutron

detectioninMgB2

(非 平 衡 超 伝 導 ダ イ ナ ミ ク ス とMgB2に お け る 中 性 子 検 出

の 直 接 数 値 シ ミ ュ レー シ ョン)

M.Machida,T.Koyama,M.KatoandT,Ishida

PhysicaC,426431,169-173(2005).

(MgB2,Time-dependentGinzburg-Landauequation,

Nuclearreaction,Heatd迂fusion)

口SuperconductivityandCrystalGrowthofNbB2

(NbB2の 結 晶 成 長 と 超 伝 導)

T.TakahashLS.Kawamata,S.NoguchiandT.Ishida

PhysicaC,426431,478-481(2005).

(CrystalgroWhSuperconductingproperties,Magnetization,

NbB2)

■UppercriticalfieldmeasurementsinMgB2

sputteredfilmsupto30T

(MgB2ス パ ッ タ 薄 膜 の30Tに 及 ぶ 上 部 臨 界 磁 場 測 定)

S.Noguchi,S.Miki,H.Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,T.

YotsuyaandT.Ishida

PhysicaC,426-431,1449。1452(2005).

(MgB2thinfilms,Uppercriticalfield,Anisotropy)

■QuantumtheoryfortheJosephsonphasedynamics

inad-dot

(dド ッ トに お け る ジ ョ セ ブ ソ ン 位 相 ダ イ ナ ミ ク ス の 量 子

論)

T.Koyama,M、Machida,M.KatoandT.Ishida

PhysicaC,426431,1561-1565(2005).

(O一πjunction,d-dot,Two-levelsystem)

■Josephsonhalf-quantizedvorticesinlongsquare

πjunctionsaroundd-dot

(d一 ド ッ ト周 り の 長 π接 合 に お け る ジ ョセ フ ソ ン 半 磁 束)

74

M.Machida,T.Koyama,M.KatoandT.Ishida

PhysicaC,426-431,156{シ1571(2005).

(Josephsonhalf-quantizedvortex,Time-dependent

Ginzburg-Landauequation,d-dotJosepshsoncoupling)

■PulseLaserlrradiationintoSuperconducting

MgB2Detector

(超 伝 導MgB2検 出 器 へ の パ ル ス レー ザ 照 射)

D.Fujiwara,S.Miki,K.Sato,T.Yotsuya,H.Simakage,

Z.Wang,S.Okayasu,M.Katagiri,M.Machida,M.Kato

andT.Ishida

PhysicaC,426-431,1716-1720(2005).

(Superconductingelectronics,MgB2thinfilms,Meander

line)

口StudyofThermalResponseofSuperconducting

NbNMeanderLinesbyUsing20psPulseLaser

(20psパ ル ス レー ザ を 用 い た 超 伝 導NbNメ ア ン ダ ラ イ ン

の 熱 応 答 特 性 の 評 価)

S.Miki,D.Fujiwara,H.Shimakage,A.Kawakami,Z.

Wang,K.Satoh,T.YotsuyaandT.Ishida,

PhysicaC,426-431,1721-1725(2005).

(Superconductingbolometer,NbNthinfilm,

Superconductingmeanderline)

■NMRanalysisofthemagneticstructureof

UNiGa5

(NMRに よ るUNiGasの 磁 気 構 造 解 析)

T.Ohama,M.HiranoandS.Noguchi

Phys.Rev.B,71,094408-1-5(2005).

(Magneticstructure,ItinerantantiferromagneしNMR,

UNiGa5)

匿ESRStudyonλ 一(BEDT-TSF)2FeトxGaxCl4

(λ ・(BEDT-TSF)2Fei-xGaxCI4のESR研 究)

T.Kizawa,S.Kawamata,T.Suzuki,E.Negishi,H.

Matsui,N.ToyotaandT.Ishida

SyntheticMetals,154,269-272(2005).

(Electronspinresonance,Metal-insulatorphasetransitions,

Magneticphasetransitions,Organicconductors,Radical

cationsalts)

■ 低 温 ・低 速 度MBE法 に よ るAs-grownMgB2膜 の 作 製 と

臨 界 電 流

(Criticalcurrentdensityofas-grownMgB2films

fabricatedbymolecularbeamepitaxyunderlow-

growthrateandlow-temperatureconditions)

原 田 善 之,入 宇 田 啓 樹,高 橋 輝 一,中 西 良 樹,野 口 悟,

石 田 武 和,吉 澤 正 人

低 温 工 学,40,479-486(2005).

(MBE,MgB2,as-grownfilm,uppercriticalfield,critical

currentdensity)

■LinearandNonlinearOpticalResponseofSpiral・

typeExcitons

(らせ ん型励 起 子の 線形 ・非 線 形光 学応 答)



H.Ishihara,H.MifuneandT.Nakatani

JournalofLuminescence,112,465-468(2005).

(Excitons,Polaritons,Nonlinearresponse,Spiral,

Polymer)

■Optically-inducedmechanicalinteractionbetween

semiconductorquantumdotsunderanelectronic

resonancecondition

(電 子 的 共 鴫 条 件 下 で の 光 誘 起 半 導 体 量 子 ドッ ト問 力 学 的

相 互 作 用)

T.IidaandH.Ishihara

PhysicaE,26,163-168(2005),

(Quantumdots,Radiationpressure,Polaritons,Linear

response,Opticalmanipulation)

IQEC/CLEO-PR,TechnicalDigest,QFD1-4(2005),

(Cavity,NonlinearphaseshiftTw(〉-ievelsystem,Two・

photonwavefunction)

.lnteractionbetweenRadiationandaSingle

ExcitonicStateWidelyExtendedinaShell

Structure

(シ ェ ル 構 造 中 に 広 域 に 広 が っ た 単 一 励 起 子 準 位 と 輻 射 場

の 相 互 作 用)

T.Kaneno,H.Ajiki,andH.Ishihara

Proc.ofLasersandElectro・OpticsEuropeanQuantum

ElectronicsConf.,EI-3-2(2005).

(Core-sheilstructure,Excitonswhisperinggallery

modes,Cavity,Micr(Fsphere)

璽Optically-inducedforcebetweennano-particles

irradiatedbyelectronicresonantlight

(電 子 的 共 鴫 光 に よ る ナ ノ 微 粒 子 間 の 光 誘 起 力)

T.lidaandH,Ishihara

Journa正ofLuminescence,112,151-155(2005).

(Nano-particles,Radiationpressure,Linearresponse,

Opticalmanipuiation)

■ControlofPolaritonicMoleculeFormationina

Quantum-DotPairbyRadiationForce

(輻 射 力 に よ る 量 子 ドッ ト対 の ポ ラ リ トニ ッ ク 分 子 形 成)

T.IidaandH.Ishihara

Proc.ofLasersandElectr(》OpticsEuropeanQuantum

ElectronicsConf.,EI3-3-WED(2005).

(Quantum-dots,Radiationforce,Polaritonicmolecule)

mTwo・photonnonlinearitybyanexcitonicsystem

placedinacavity

(共 振 器 中 励 起 子 系 の2光 子 非 線 形 性)

K.KoshinoandH.Ishihara

Phys.Rev.A,71,063818(2005).

(CavityQED,Nonlinearresponse,Excitons,Two-photon

nOnlinearity)

■Opticalmanipulationofnanomaterialsunder

quantummechanicalresonanceconditions

(量 子 力 学 的 共 鳴 条 件 下 で の ナ ノ 物 質 の 光 マ ニ ピ ュ レー シ

ョ ン)

T.IidaandH.Ishihara

IEICETransactions,E88-C,1809-1816(2005).

(Opticalmanipulation,Quantumdots,Excitons,Liquid

helium,Radiationpressure)

■Drasticeffectsofdampingmechanismsonthe

third-orderopticalnonlinearityintheoptical

responseofasuperradiantsystem

(超 放 射 系 光 学 応 答 に お け る3次 非 線 形 性 の 劇 的 な 緩 和 機

構)

K.KoshinoandH.Ishihara

J.Phys,Soc.Jpn.,74,2921-2924(2005).

(Third-ordernonlinearity,Damping,Superradiant

system)

■Nonlinearphaseshiftintwo-photonwavefunctiorl

implementedbytwo-levelsystemsplacedina

cavity

(共 振 器 中2準 位 系 に お け る2光 子 波 動 関 数 の 非 線 形 位 相 シ

フ ト)

K.KoshinoandH.Ishihara

■Nonlinearinteractionbetweentwophotons

mediatedbynonlinearmediaembeddedina

cavity

(共 振 器 中 非 線 形 媒 質 に よ る2光 子 間 の 非 線 形 相 互 作 用)

K.KoshinoandH.Ishihara

Proc.ofLasersandElectro-OpticsEuropeanQuantum

ElectronicsConf,EG-7(2005).

(Cavity,Two-photoIIstate,Nonlinearresponse,Phase

shift)

■EnhancementofDegenerateFour-WaveMixing

SignalinCuClNanostructureswithHighCrystatline

Quality

(CuClの 高 品 質 結 晶 ナ ノ 構 造 の 縮 退 四 光 波 混 合 信 号 の 増

大)

M.Ichimiya,M.Hasagawa,H.Ishihara,M.Ashidaand

T.Itoh

IQEC/CLEO-PR,TechnicalDigestJWAB3-P1(2005).

(Thinfilm,Degeneratefour-wavemixing,CuCL

Nanostructures)

■OefectStatesinCulnS2CrystalsGrownby

TravelingHeaterMethod

(ヒ ー タ ー 移 動 法 に よ っ て 作 製 したCulnS2の 欠 陥 状 態)

T.Onishi,K.Abe,Y.Miyoshi,M.IwaiandK.Wakita

Jpn.J.Appl.Phys.,44,722-724(2005).

(CulnS2,Defectproperties,Donor-acceptorpair

emission,Photoluminescence)

■EffectsofElectronlrradiationonCulnS2Crystals

(CulnS2結 晶 に お け る 電 子 線 照 射 の 影 響)

K.Abe,Y。Miyoshi,A.Ashida,K.Wakita,T.Ohshima,

N.Morishita,T.Kamiya,S.WataseandM.Izaki
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Jpn.J.Appl。Phys.,44,725-728(2005).

(CuInS2,Electronirradiation,Photoluminescence,Defect

property,X-rayphotoelectronspectroscopy)

■ID-TllnSe2:BandStructure
,DielectricFunction

andNanorods

(一 次 元TllnSe2:パ ン ド構 造 、 誘 電 関 数 お よ び ナ ノ ロ ッ

ド)

N。Mamedov,K.Wakita,S.AkitaandY.Nakayama

Jpn.J.Appi.Phys.,44,709-714(2005).

(1D-TIInSe2,Bandstructure,Dielectricfunction,

Nanorod,Thermalinstability,Nanoparticle,Nnanoplate)

■Newdevelopmentinexperimentalandanalytical

aspectsoflightfigurespectroscopy

(ラ イ トフ ィ ギ ュ ア 分 光 法 の 実 験 お よ び 解 析 に お け る 新 手

法 の 開 発)

N.Mamedov,Y.ShimandN.Yamamoto

Jpn.J.Appl.Phys.,44,754760(2005).

(Lightfigure,Refractiveindex,Shrinkageeffect,

Nanomodulation,Opticalvortex)

(TIInS2,Incommensuratephase,Refract量veindex,Light

五gure,OpticalanisotroPy)

■OpticalcharacterizationofnanostructuredCuinS2

byspectroscopicellipsometry

(分 光 エ リ プ ソ メ ト リ ー に よ る ナ ノ 構 造CulnS2の 光 学 的

特 徴)

K.Wakita,T.Murakami,Y.ShimandN.Mamedov

Proc.IntConf.Fizika-2005,796-799(2005).

(NanostructuredCulnS2,Spectroscopice11ipsometry,

Po互arizationdegree,Pseudodielectructicfunction)

■Opticalcharacterizationofwide-gapbiaxial

CaGa2S4byspectroscopicellipsometryand

polarizedtransmissionintensity

(分 光 エ リ プ ソ メ ト リー お よ び 偏 光 透 過 強 度 測 定 に よ る ワ

イ ドギ ャ ッ プ2軸 性 材 料CaGa2S4の 光 学 的 特 徴)

Y.ShimandN.Mamedov

Proc.Int,Con五Fizika-2005,800-803(2005).

(CaGa2S4,Widegapmaterials,SpectroscopiceUipsometry,

Optica夏constants)

■SynthesisofCulnS2Nanowiresandtheir

Characterization

(CulnS2ナ ノ ワ イ ヤ ー の 合 成 と そ の 特 性)

K.Wakita,M.Iwai,Y.Miyoshi,H.FujibuchiandA.

Ashida

Comp、Sci.Tech.,65,765-767(2005).

(CulnS2,Nanowires,Annealing,FE-SEM)

■AnalysisofPhotoluminescenceSpectraon

CulnS2crystals

(CuInS2結 晶 に お け る フ ォ トル ミ ネ セ ン ス の 解 析)

M,Iwai,T。Onishi,K.Abe,Y.MiyoshiandK.Wakita

Proc.IntConf.Fizika-2005,804807(2005).

(CulnS2,Defectproperties,Boundexciton,Donor-

acceptorpairemission,Photoluminescence)

■TemperatureDependenceofTime-Resolved

PhotoluminescenceofBoundExcitonsinCulnS2

Crystals

(CulnS2結 晶 に お け る 束 縛 励 起 子 の 時 間 分 解 フ ォ トル ミ

ネ セ ン ス の 温 度 依 存 性)

K.Wakita,KNishi,Y.OhtaandT.Onishi

ThinSolidFilms,431432,181-183(2005),

(CulnS2,Boundexciton,Time-resolvedphotoluminescence,

Temperaturedependence)

■PhotoluminescencespectraofCulnS2crystalsin

lOWenergyregiOn

(低 工 ネ ル ギ ー 領 域 に お け るCulnS2結 晶 の フ ォ トル ミ ネ

セ ン ス)

T.Onishi,K.Abe,Y.Miyoshi,K.Wakita,N.SatoandK.

Mochizuki

Proc.Int.Conf.Fizika-2005,808-811(2005).

(CulnS2,Defectproperty,Deepphotoluminescence,

Donor-acceptorpairemission)

■StudyofDeepPhotoluminescenceLevelsin

CulnS2Crystals

(CulnS2結 晶 に お け る 深 い フ ォ トル ミ ネ セ ン ス の 研 究)

T.OnishLK.Abe,Y.Miyoshi,K.Wakita,N。SatoandK.

Mochizuki

J.Phys.Chem.Solids,66,1947-1949(2005).

(CuInS2,Defectproperty,Deepphotoluminescence,

Donor-acceptorpairemission)

■Temperaturedependenceofdecaypropertiesof

boundexcitonemissionsinCulnS2crystals

(CulnS2結 晶 に お け る 束 縛 励 起 子 発 光 の 減 衰 特 性 の 温 度

依 存 性)

Y.Ohta,K.Nishi,T.OnishiandK .Wakita

Proc.Int.Conf.Fizika・2005,812-814(2005).

(CulnS2,Boundexciton,Time-resolvedphotoluminescence,

Temperaturedependence)

■Lightfigurestudiesofopticalanisotropyinduced

bynanoscalespatialmodulationinTllnS2

(TllnS2の ナ ノ 空 間 変 調 構 造 に よ る 光 学 異 方 性 の ラ イ トフ

ィギ ュ ア 測 定)

Y,Shim,N.Uneme,S.Abdullayeva,N.MamedovandN.

Yamamoto

J。Phys.Chem.Solids,66,2116-2118(2005).

■TemperatureDependenceofResonantRaman

ScatteringinCulnS2

(CutnS2に お け る 共 鳴 ラ マ ン 散 乱 の 温 度 依 存 性)

K.Wakita,Y.OhtaandG.Murakami

AbstractsofInternationalSymposiumonManipulation

ofAdvanceSmartMaterials,86(2005).・

(CuInS2,ResonantRamanscattering・Boundexciton ,
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Temperaturedependence)

■PhononModeOependenceofResonantRaman

ScatteringinCuGaSe2

(CuGaSe2に お け る 共 鳴 ラ マ ン 散 乱 の フ ォ ノ ン モ ー ド依

存 性)

G.Murakami,K.AbeandK.Wakita

AbstractsofInternationalSymposiumonManipulation

ofAdvanceSmartMaterials,87(2005).

(CuGaSe2,ResonantRamanscattering,Phononmode,

Exciton,Donoracceptorpairtransition)

賜Time-ResolvedBoundExcitonEmissioninCuhS2

GrownbyBridgmanMethod

(ブ リ ッ ジ マ ン 法 に よ るCulnS2の 時 間 分 解 束 縛 励 起 子 発

光)

N.Ohgushi,K.Abe,K.Wakita,N.SatoandK

Mochizuki

AbstractsofInternationalSymposiumonManipulation

ofAdvanceSmartMaterials,88(2005).

(CulnS2,Boundexciton,Time-resolvedp止10toluminescence,

BridgmanMethod)

iPhotoluminescenceSpectraofTIInSe2

(TllnSe2の フ ォ ト ル ミ ネ セ ン ス ス ペ ク トル)

K.Abe,G.Murakami,K.Wakita,Y,ShimandN.

Mamedov

AbstractsofInternationalSymposiumonManipulation

ofAdvanceSmartMaterials,94(2005).

(TIInSe2,Photoluminescence,Polarizationproperty,

Temperaturedependence)

■Opticalpropertiesofpoly(di-n-hexytsilane)。

zirconiahybridthinfilms:suppressionof

themochromismandlargethemoopticcoe価cients

(ポ リ ジ ヘ キ シ ル シ ラ ン ージ ル コ ニ ア 八 イ ブ リ ッ ド薄 膜 の 光

学 特 性:サ ー モ ク ロ ミ ズ ム の 抑 制 と 高 い 熱 光 学 係 数)

M.Marusaki,H.Naito,Y.MatsuuraandK.Matsukawa

AppLPhys.Lett.86,191907(2005).

(poly(di-n-hexylsilane),zirconia,hybridthinfilm,

thermochromism,thermo-opticcoef丘cients)

■Charge・carriertransportandtripletexciton

diffusioninablueelectrophosphorescentemitting

layer

(青 色 燐 光 有 機 発 光 素 子 の 励 起 子 お よ び 電 荷 輸 送 特 性)

N.Matsusue,S.Ikame,Y.SuzukiandH.Naito

J.Appl.Phys.,97,123512-1。5(2005).

(Time-of-flight,Ircomplex,Excitondiffusion,Mobility)

■Chargetransportinneatfilmsofphosphorescent

iridiumcomplexes

(イ リ ジ ウ ム 錯 体 薄 膜 に お け る 電 荷 輸 送 特 性)

N.Matsusue,Y.SuzukiandH.Naito

Jpn.J.Appl.Phys.,44,3691-3694(2005).

(Time-of-flightIrcompiex,Chargetransport,Mobiiity)

■EmissionGainNarrowinginDye-DopedPolymer

DispersedLiquidCrystals

(色 素 を 添 加 し た 高 分 子 分 散 液 晶 の 発 光 の ゲ イ ン ナ ロ ー イ

ン グ)

H.Harada,M.NakatsuandH。Naito

Jpn.J.Appl.Phys.,44,L915-L917(2005).

(Polymer-dispersedIiquidcrystal,Multiplescattering,

Emissiongainnarrowing)

■Temperaturedependenceofphotoluminescence

lifetimeandquantumefficiencyinneatIr(PPy)3

thinfilms

(lr(ppy)3蒸 眉 膜 に お け る 発 光 寿 命 と量 子 収 率 の 温 度 依 存

性)

T.Kobayashi,N.Ide,N.MatsusueandH.Naito

Jpn.J.Appl.Phys.,44,1966-1969(2005).

(lr-complex,Phosphoresce,Photoluminescence,Quantum

Ef丘ciency,Vapordepositedthinfilm)

■Amplifiedspontaneousemissionfrom刊uorene・

basedcopolymerwaveguides

(フ ル オ レ ン 共 重 合 体 の 増 幅 さ れ た 自然 放 出 光)

H.TakahashiandH.Naito

ThinSolidFilms,477,53-56(2005).

(Ampiifiedspontaneousemission,GaincoefflcientLoss

coef丘cient)

■Photoluminescencepropertiesofvapordeposited

filmsofabisazomethinedye

(ビ ス ア ゾ メ チ ン色 素 の 蒸 着 膜 に お け る 蛍 光 特 性)

T.Kobayashi,S.Matsumoto,T,Tanaka,H.Kunugita,K。

Ema,T.AoyamaandT.Wada

Phys.Chem.Chem.Phys.,7,1726-1731(2005).

(Bisazomethinedye,Photoluminescence,J-aggregation)

■Spectralshapeofphotoluminescencein

luminescentπconjugatedpolymers

(蛍 光 性 π共 役 系 高 分 子 の 発 光 ス ペ ク トル 形 状 に 関 す る 考

察)

T.Kobayashi,T.Endo,M.Rikukawa,K.Sanui,H.

KunugitaandK.Ema

Synth.Met,154,129-132(2005).

(Photoluminescence,Polythiophene,Temperature

dependence,Vibronicstructure)

■Transientandsteady-statephotocurrentinan

emissivelayerofgreenelectrophosphorescent

devices

(緑 色 燐 光 有 機 発 光 素 子 の 過 渡,定 常 光 電 流)

N.Matsusue,S,Ikame,Y.SuzukiandH.Naito

IEICETrans.Electronics,E87,C2033-2038(2005).

(Time-of-flight,Ircomplex,Chargetransport,Exciton

diffusion,Mobility)

■Two-BeamCouplingGainandTrapDensityin

LiquidCarbazole-BasedPhotorefractivePolymers
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(液 体 カ ル パ ゾ ー ル を ベ ー ス に し た フ ォ ト リ フ ラ ク テ ィ ブ

ポ リ マ ー に お け る ツ ー ビー ム カ ッ プ リ ン グ ゲ イ ン と トラ ッ

プ 密 度)

T.Aoyama,J.-C.Ribierre,T.Sassa,T.Kobayashi,T.

MutoandT.Wada

NonlinearOpt、QuantOpt.,34,151-154(2005).

(Liquidcarbazole,Photorefractive,Two-beamcoupling,

Trapdensity)

口tmpedancespectroscopyofpolymerlight-emitting

diodes

(高 分 子 発 光 ダ イ オ ー ドの イ ン ピ ー ダ ン ス分 光 法)

H.Azuma,T.Okachi,N.Watanabe,T。Kobayashiand

H.Naito

ProceedingsofThe12thInternationalDisplay

WorkshopsinconjunctionwithAsiaDisplay2005,760

(2005)

(Impedancespectroscopy,Equivalentcircuits,Double

injection,Inductivecontribution)

■MorphologicalcharacteristicsofJ-aggregate

filmsofbisazomethinedyes

(ビ ス ア ゾ メ チ ン 色 素 蒸 着 膜 に お け る モ ル フ ォ ロ ジ ー とJ

会 合 体 形 成)

S.Matsumoto,M.Satoh,D.Tsuchida,T.Kobayashi,T.

AoyamaandT.Wada

Trans.oftheMRS-J,30,345-348(2005).

(Bisazomethinedye,Vapordepositedfilm,J-

aggregation,Morphology)

鯛Photo-andcurrent-inducedcrystallizationof

opticalandelectricalmemoryinphasechange

materialS

(相 変 化 光 ・電 子 メ モ リの 光 ・電 流 誘 導 結 晶 化)

M.Okuda,H.InabaandS.Usuda

ProceedingsofSPIE,5966,32-39(2005).

(Crystallizationmechanism,Current-inducedcrystallization,

Explosiveprocess,Electron・phononinteraction,Eutectic

phasechangematerials)

■Dynamicphasetransitionofexplosivestructure

ineutecticrecordinglayerusingspreadsheet

program

(共 晶 系 記 録 層 で の 急 速 結 晶 化 の 動 特 性 の ス プ レ ッ トシ ー

トプ ロ グ ラ ム を 使 っ た 解 析)

S.Usuda,S.Inoue,S.Itou,H,Inaba,F.Jiang,M.Okuda

andY.H.Chen

ProceedingsofSPIE5966,233-238,(2005).

(Spreadsheet,Amorphousstate,Crystallinephase,

ExplosiveCrystallization,Simulationmode1,Eutectic

material)

■QuantitativeMeasurementofSolvationShells

UsingFrequencyModulatedAtomicForce

Microscopy

(周 波 数 変 調 原 子 間 力 顕 微 鏡 を 用 い た ソ ル ベ ー シ ョン シ エ
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ル の 定 量 的 計 測)

T.Uchihashi,M。Higgins,Y.Nakayama,J.ESaderand

S.P.Jarvis

Nanotechnology,16,S49-S53(2005).

(Atomicforcemicroscopy,Carbonnanotubeprobe,

Solvationshells)

咀QuantitativeForceMeasurementsUsingFrequency

ModulationAtomicForceMicroscopy-Theoretical

Foundations

(周 波 数 変 調 原 子 間 力 顕 微 鏡 を 用 い た 定 量 的 な 力 測 定)

J.E.Sader,T.Uchihashi,M.エHiggins,AFarrell,Y.

NakayamaandS.P.Jarvis

Nanotechnology,16,S94-S101(2005).

(Atomicforcemicroscopy,Frequencymodulation,

Forcemeasurement)

■CarbonNanotubeAtomicForceMicroscopyProbes

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ原 子 間 力 顕 微 鏡 探 針)

S.Yamanaka,T.Okawa,S,AkitaandY.Nakayama

ProgressinB量omedicalOpticsandImaging

ProceedingsofSPIE5752(皿),1450-1456(2005).

(Carbonnanotubes,Atomicforcemicroscopeprobes,

Lifetime)

■MechanicalandElectricalPropertiesofMultiwall

NanotubeunderlnterlayerSliding

(層 間 滑 りに お け る 多 層 ナ ノ チ ュ ー ブ の 機 械 的 電 気 的 特 性)

S.AkitaandY.Nakayama

e-J.Surf.Sci.andNanotech.,3,8〔 シ93(2005).

(Multiwallnanotube,Interlayerinteraction,Localization,

Van-der・Waalsenergy)

■CarbonNanotubeOscillatorsTowardZeptogram

Detection

(ゼ プ トグ ラ ム 計 測 を め ざ し た カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 振 動

子)

M.Nishio,S.Sawaya,S.AkitaandY。Nakayama

Apple.Phys.Lett.86,133111-1-133111-3(2005).

(Zeptgramdetection,Carbonnanotube,Cantilever,SEM

manipulation)

■ElectricalPropertiesofConnectedMultiwall

CarbonNanotubes

(連 結 した 多 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 電 気 的 特 性)

Y.Hamada,H.Negishi,S.AkitaandY .Nakayama

Jpl1.J.Appl.Phys.,44,1629-1632(2005).

(Multiwallnanotube,AFM,KFM,Electroninterference)

■MechanicatPropertiesofSharpenedCarbon

NanotubeTips

(先鋭化 したカ ーボ ン ナ ノチ ュー ブ探針 の 機械 的 特性)

S.Akita,M.OhashiandY.Nakayama

Jpn.J.AppLPhys.,44,1637-1640(2005).

(Nanotubes,electricalbreakdown,vdWinteraction,

molecularmechanicscalculation)



■ComparisonofFieldEmissionsfromSideWalland

TipofanlndividualCarbonNanotube

(孤 立 ナ ノ チ ュ ー ブの 側 壁 と先 端 か ら の 電 界 放 出 の 比 較)

Y.Konishi,S.Hokushin,H.Tanaka,L.Pan,S.Akitaand

Y.Nakayama

Jpn.J.Appl,Phys.,44,1648-1651(2005).

(Fieldemission,Individualcarbonnanotube,Field

emiSSiOnmiCrOSCOpy)

圏ZeptogramDetectionUsingCarbonNanotube

Oscillators

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ振 動 子 を 用 い た ゼ プ トグ ラ ム 計 測)

S.Akita,M.Nishio,S.SawayaandY.Nakayama

Proc.of6thInternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes,280(2005).

(Carbonnanotubes,Resonantoscillation,Zeptogram

detection,Electronbeam)

■EffectofMorphologyonFieldEmissionProperties

ofCarbonNanocoilsandCarbonNanotubes

(カ ー ポ ン ナ ノ コ イ ル と カ ー ポ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 電 界 放 出

特 性 に お け る モ フ ォ ロ ジ 効 果)

L.Pan,Y.Konishi,H.Tanaka,0.Suekane,T.Nosaka

andY.Nakayama

Jpn.J.Appl.Phys,,44,1652-1654(2005).

(Carbonnanocoil,Carbonnanotube,Fieldemission,

Morphology)

■ChiralDependenceofLargeDeformationin

CarbonNanotubes

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 大 変 形 に お け る キ ラ ル 依 存 性)

H.Mori,Y.Hirai,S.AkitaandY.Nakayama

Proc.of6thInternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes,283(2005).

(Carbonnanotubes,Chiralangle,Deformation,Tight

bindingmethod,Classicalpotential,Ab-initiocalculation,

Nanomechanics)

●Current-lnducedPlasticDeformationofDouble-

WalledCarbonNanotubes

(2層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 電 流 誘 起 塑 性 変 形)

Y.Nakayama,A.Nagataki,0.Suekane,X.CaiandS。

Akita

Jpn.J、Appi.Phys.,44,L720-L722(2005).

(Double-walledcarbonnanotubes,TEMmanipulation,

Plasticdeformation)

■Current-1nducedPermanentBendinCarbon

Nanotubes

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ の 電 流 誘 起 に よ る 永 続 的 な 曲 げ)

A.Nagataki,0.Suekane,X.Cai,S.AkitaandY.

Nakayama

Proc.of6thInternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes,19(2005),

(Double-wa11edcarbonnanotubes,TEMmanipulation,

Plasticdeformation)

iControllingGrowthofCarbonNanotubesinMicro-

HolesbyThermalChemicalVaporDepositionat

LowTemperature

(低 温 熱 化 学 気 相 成 長 法 に よ る マ イ ク ロ 細 孔 中 へ の カ ー ボ

ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 成 長 制 御)

G.Takeda,L.Pan,S.AkitaandY.Nakayama

Proc.of6thInternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes,85(2005),

(Carbonnanotubes,Lowtemperaturegrowth,Micro-

holes,Thermalchemicalvapordeposition)

■RepairofDefectiveNanotubes

(欠 陥 ナ ノ チ ュ ー ブ の 修 復)

0.Suekane,A.NagatakiandY.Nakayama

Proc.of6thInternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes,277(2005).

(Carbonnanotubes,TEMmanipulation,Defectrepair,

Currentinducedphenomena)

闘ComparisonofElectricFieldConcentrationon

CarbonNanotubesandCarbonNanocoils

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ と ナ ノ コ イ ル に お け る 電 界 集 中 の

比 較)

L.Pan,Y.Konishi,H.Tanaka,S。AkitaandY.

Nakayama

Proc,of6thInternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes,347(2005).

(Carbonnanotubes,Carbonnanocoils,Fieldemission,

FiniteelementcaicUlation)

■BucklingBehaviorofCarbonNanotubeProbe

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 探 針 の パ ッ ク リ ン グ)

S.Akita,M.NishioandY.Nakayama

Abstractsof13thInternationa正ConferenceonScanning

TunneiingMicroscopy/SpectroscopyandRelated

TechniquesinConjunctionwithl3thInternational

ColloquiumonScanningProbeMicroscopy,319(2005).

(Carbonnanotubes,Mechanicalbuckling,AFMprobe,

Nano-mechanics)

■VerticallyAlignedCarbonNanotubesGrownat

LowTemperaturesforUseinDisplays

(デ ィス プ レ イ 用 垂 直 配 向 ナ ノ チ ュー ブの 低 温 成 長)

G。Takeda,L,Pan,S.AkitaandY.Nakayama

Jpn.J.Appl.Phys.,44,5642-5645(2005).

(Verticallyalignedcarbonnanotubes,Lowtemperature

growth,CatalyticCVDprocess)

■BucklingTestUnderAxialCompressionfor

MultiwallCarbonNanotubes

(多 層 ナ ノ チ ュー ブ の 軸 方 向 圧 縮 下 に お け る パ ッ ク リ ン グ

試 験)

M.Nishio,S.AkitaandY,Nakayama

Jpn.J.AppLPhys.,44,LIO97-LIO99(2005).

(Multiwallnanotube,Nanomanipulation,Nanomechanics)
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■SynthesisofCarbonTubuleNanocoilsUsingFe-

In-Sn-OFineParticlesasCatalysts

(Fe-ln-Sn-0の 微 粒 子 触 媒 に よ る カ ー ボ ン ナ ノ コ イ ル の 合

成)

NOkazaki,S.Hosokawa,T.GotoandY.Nakayama

J.Phys.Chem.B,109,17366-17371(2005).

(CarbonNanocoil,Catalyst,Fe-ln-Sn-Ofineparticle,

Chemicalvapordeposition)

■Current・lnducedDeformationofCarbonNanotubes

(カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 電 流 誘 起 変 形)

Y.Nakayama,A.Nagataki,0,Suekane,H.Mori,S.

OgataandS.Akita

Proc,of2ndKorea-JapanSymposiumonCarbon

Nanotube,2-9(2005).

(Carbonnanotube,TEMmanipulation,Currentinduced

PhenomenaJouleheating)

■DensityofElectron-Beam-lnducedAmorphous

CarbonDeposits

(電 子 線 誘 起 堆 積 し た 非 晶 質 炭 素 堆 積 物 の 密 度)

M.Nishio,S.Sawaya,S。AkitaandY.Nakayama

JournalofVacuumScience&TechnologyB,23,1975-

1979(2005).

(Carbonnanotube,Oscillation,SEMmanipulation,

Electronbeaminduceddeposition,Density)

■FieidEmissionPropertiesofMgOCoated

MultiwalledAlignedCNTs

(MgOコ ー トし た 多 層 配 向 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ の 電 界 放

出 特 性)

S.Chakrabarti,L.Pan,H.TanakaandY.Nakayama

Proc.ofthe12thInternationalDisplayWorkshopsin

ConjunctionwithAsiaDisplay2005,1667-1670(2005).

(MgO,Fieldemission,Carbonnanotunbe,Display)

■ChiralityDependenceofMechanicalPropertiesof

Single-WalledCarbonNanotubesunderAxial

TensileStrain

(軸 方 向 引 張 り に お け る 単 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の 機 械

的 特 性 の キ ラ リテ ィ依 存 性)

H.Mori,Y.Hirai,S.Ogata,S.AkitaandY.Nakayama

Jpn.J。Appl.Phys.,44,L1307-L1309(2005).

(Carbonnanotube,Tensilestrength,Chirality,Tight

bindingcalcUlation,Ab-initiocalculation)

■BucklingofCarbonNanotubesUnderAxial

Compression

(多 層 ナ ノ チ ュ ー ブ の 軸 方 向 圧 縮 下 に お け る パ ッ ク リ ン グ)

S.Akita,M.NishioandY.Nakayama

Proc。ofMicroprocessesandNanotechnology2005/

20051nternationalMicroprocessesandNanotechnology

Conference,74-75(2005).

(Multiwallnanotube,Nanomanipulation,Nanomechanics,

Moleculardynamicssimulation)

mln-SituObsen/ationofFormationandReductionof

CarbonNanotubeLayers

(カ ー ポ ン ナ ノ チ ュー ブ層 の 形 成 と 消 滅 過 程 の そ の 場 観 察)

0,Suekane,A.NagatakiandY.Nakayama

Proc.of2ndKorea-JapanSymposiumonCarbon

Nanotube,1P-08(2005).

(Carbonnanotube,TEMmanipulationtCurrentinduced

phenomena,Jouleheating)

■OscillationofNanotubesandTheirApPlicationto

MassDetection

(ナ ノ チ ュ ー ブ の 振 動 と 質 量 計 測 へ の 応 用)

S.Akita,S.SawayaandY.Nakayama

Proc.of2ndKorea-JapanSymposiumonCarbon

Nanotube,1P-12(2005).

(Carbonnanotube,Oscillation,SEMmanipulation,

Electronbeaminduceddeposition,Density)

■MolecularDynamicsStudyofDouble-Walled

CarbonNanotubes(DWNT)forNano-Mechanica{

Manipulatlon

(ナ ノ メ 力 二 力 ル マ ニ ピ ュ レ ー シ ョ ン の た め の2層 カ ー ボ

ン ナ ノ チ ュー ブの 分 子 動 力 学 解 析)

Y.Kimoto,H.Mori,T.Mikami,S.Akita,Y.Nakayama,

K.HigashiandY.Hirai

Jpn.J.App1.Phys.,44,1641-1647(2005).

(Moleculardynamicssimulation,Double-walledcarbon

nanotube,Nanomechanicaimanipulation)

■Finepatterntransferbynanocastinglithography

(ナ ノ キ ャス テ ィ ン グ 法 に よ る 微 細 パ タ ー ン 転 写)

Y。Hirai,T.Yoshikawa,M.Morimatsu,M.Nakajimaand

H.Kawata

Micro-electronicEng.,78・79,641-646(2005).

(Nanoimprint,Casting,Lithography,Highaspectratio)

■StudyonNanolmprintLithographybythePre-

ExposureProcess

(前 露 光 法 に よ る ナ ノ イ ン プ リ ン ト リ ソ グ ラ フ ィの 研 究)

Y.Kono,A.Sekiguchi,Y.Hirai,S .ArasakiandK.

Hattori

Proc.ofSPIE5753-105(2005).

(UVnanoimprint,Pre-exposure,Cure)

■Fabricationof1/4waveplatebynanocasting

lithography

(ナ ノキ ャステ ィン グ法 に よる1/4波 長 板の 作製)

T.Yoshikawa,T.Konishi,M.Nakajima ,H.Kikuta,H.
KawataandY.Hirai

J.Vac.ScLTechnol.,B23,2765-2770(2005).

(Nanoimprint,Casting,Lithography,Lightaspectratio,

Waveplate)

.PolymertimeconstantsduringIowtemperature

nanoimprintlithography

(低温 ナ ノイ ンブ リン トリソグ ラフ ィにお ける 樹脂 時 定数)
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H,・C.Scheer,N.Bogdanski,M.Wissen,T.Konishiand

Y.Hirai

J.Vac.Sci.Technol.,B23,2963-2966(2005)。

(Nanoimprint,Lithography,Polymer,Tilneconstant)

■PolymerScienceinNanoimprintLithography

(ナ ノ イ ン プ リ ン ト リ ソ グ ラ フ ィ に お け る ポ リマ ー の 科 学)

Y。Hirai

J.Photopolym.Sci.TechnoL,18,551-558(2005).

(Nanoimprint,Lithography,Polymer,Deformation,

Modulus)

■Fabricationof1/4waveplatebynanocasting

lithography

(ナ ノ キ ャ ス テ ィ ン グ 法 に よ る1/4波 長 板 の 作 製)

T.Yoshikawa,T.Konishi,M.Nakajima,H.Kikuta,H.

KawataandY.Hirai

AbstractsofThe49thInternationalConferenceon

Electron,IonandPhotonBeamTechnologyandNano-

fabrication,P42(2005).

(Nanoimprint,Casting,Lithography,Highaspectratio,

Waveplate)

NanoimprintandNanoprintTechnology,58-59(2005).

(Nanoimprint,Reversalimprint,Lithography,Transfer,

Multilayer)

■Lowtemperaturenanoimprintofoptical

componentswithreducedresidua目ayer

(残 存 膜 を 低 減 さ せ た 光 要 素 の 低 温 ナ ノ イ ン プ リ ン ト法)

H.-C.Scheer,N.BogdanskLMWissen,L-C.Wittig,E.B.

Kley,T.KonishiandY.Hirai

Digestofpapersof4-thInternationalConferenceon

NanoimprintandNanoprintTechnology,126-127(2005).

(nanoimprint,opticalcompornent,residuallayer)

■Novelmulti・layerednanoimprintprocessforhigh

aspectratiopattern

(高 ア ス ペ ク ト比 パ タ ー ン の た め の 多 層 ナ ノ イ ン ブ リ ン ト

プ ロ セ ス)

T.KonishiandY.Hirai

Digestofpapersof4-thInternationalConferenceon

NanoimprintandNanoprintTechnology,134-135(2005).

(Nanoimprint,Lithography,Multilayer,Resist,High

aspectratio)

■Fabricationofmulti-layerednanochannelsby

reversalimprintlithography

(リ バ ー サ ル イ ン プ リ ン ト法 に よ る 多 層 ナ ノ チ ャ ネ ル の 作

製)

M.Nakajima,T.Yoshikawa,K.SogoandY.Hirai

AbstractsofMicroandNanoengineering2005

1nternationalConference,3-f _03(2005).

(Nanoimprint,Reversalimprint,Lithography,Transfer,

Multilayer)

■Fabricationofviaholesinmulti-layeredstructure

byadvancedreversalimprintIithography

(リ パ ー サ ル イ ン プ リ ン ト法 に よ る多 層 構 造 の 貫 通 穴 作 製)

M.Nishihata,T.Yoshikawa,K.Okuda,T.Aoyamaand

Y.Hirai

Digestofpapersof4thInt.Conf.onNanoimprintand

NanoprintTechnology,146147(2005).

(Nanoimprint,Reversalimprint,Lithography,Transfer,

Multilayer,Viahole)

■Multi・layeredresistprocessinnanoimprint

lithographyforhighaspectratiopattern

(高 ア ス ペ ク ト比 構 造 の た め の ナ ノ イ ン プ リ ン ト リ ソ グ ラ

フ ィ に お け る 多 層 レ ジ ス ト工 程)

T.Konishi,H.Kikuta,H.KawataandY.Hirai

AbstractsofMicroandNanoengineering2005

1nternationalConference,3-f_05(2005),

(Nanoimprint,Lithography,Multilayer,Resist,High

aspectratio)

■MoleculardynamicsstudyonyieldstressofSi

moldinnanoimprintlithography

(ナ ノ イ ン プ リ ン トリ ソ グ ラ フ ィ に お け るSiモ ー ル ドの 破

壊 応 力 に 関 す る分 子 動 力 学 解 析)

K.Tada,Y.Kimoto,M.YasudaandY.Hirai

Digestofpapersof4thIntConEonNanoimprintand

NanoprintTechnology,156-157(2005).

(Moleculardynamics,Yieldstress,Si,Mold,Nanoimprint

lithography)

■Profileevolutionduringthermalnanoimprint

(熱 ナ ノ イ ン プ リン トに お け る 形 状 評 価)

H.-C.Scheer,N。Bogdanski,M.Wissen,T.Konishiand

Y.Hirai

AbstractsofMicroandNanoengineering2005

1nternationalConference,6-c_04(2005).

(Nanoimprint,Lithography,Polymer,Deformation)

■Multi-layerednanochannelsbyreversal

nanOlmprint

(リ バ ー サ ル ナ ノ イ ン プ リ ン ト法 に よ る 多 層 ナ ノ チ ャ ネ ル)

M.Nakajima,T.Yoshikawa,K.SogoandY.Hirai

Digestofpapersof4thInternationalConferenceon

■Fabricationofmulti-layeredstructureby

advancedreversalimprintIithography

(リ バ ー サ ル イ ン プ リ ン ト法 に よ る 多 層 マ イ ク ロ 構 造 の 作

製)

M.Nishihata,K.Okuda,T.Aoyama,T.Yoshikawaand

Y.Hirai

Digestofpapersof20051nt.Microprocessesand

NanotechnologyConf.,252-253(2005).

(Nanoimprint,Reversalimprint,Lithography,Transfer,

Multilayer)

■希 ガス を用 い た容 量結 合 型放 電 に対 す る電極材 料 の影 響

(EffectsofElectrodeSurfacesonRareGasRadio
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FrequencyCapaCitiveDischarges)

久保 隆,田 中 誠,川 田博 昭

真空,483942(2G◎S>.

(高周 波放 電,容 量 結合 型,ア ル ゴ ン ラ ング ミュ アプ ㎝一

ブ,電 極 材 料)

驚1擶p「oved継lcmst灘ct穏 給 丁「aBsず$「P「oce§sby

useofReleaseLayer.

(離 璽 層 に よ る 微 細 構 造 転 奪 プ 日 セ ス の 改 良)

H、Fujii,H.Kawata,M.YasudaandY.Hirai

The荏 癒 王犠e撚.C◎ 塁£o籍Nan◎ 呈騨r漣a総NaRcpriRt

TechnologyDigestPapers,62-63(2005).

(Traasferprocess,Release韮ayer,}》 益otocata玉yst,Ni

cantilever,UVrelease)

鯛Si脹tchin艦withHighAspectRatioandSmooth

SldePro摺e麺rMeldドabrlc蹴 め 轟

(モ ー ル ド作 製 の た め の 高 ア ス ペ ク ト,ス ム ー ズ なSixッ

チ ン グ)

H.Kawata,M.YasudaandY.Hirai

glges之 《}fP3至}er$簸 重Cf◎茎)recessaRd聾3轟(》 宅ech篶 《)10gy

2005(Tokyo,JapantOct),198-199(2005).

(Siplasmaetching,Simold,SF6,Highasl)ectratio,

Smoothsidepro鐙e)

lnterferometricM3asur¢ment$UsingGain-or

Loss-ModulatedMultimod3LaserDiodes

(利 得 変 調 、 損 失 変 調 繁 導 体 レー ザ ー を 用 い た 低 コ ヒー レ

ン ス 干 沸 計 測 に お け る サ イ ドフ リ ン ジ の 抑 制)

K.Wada,H.Sato,H.Yoshioka,T.MatsuyamaaftdH.

Horinaka

∫1)R.∫.AppLPhys.,44,8484849§(2eO5>.

(Low-coherenceinterferometer,Laserdiode,MUItimode,

Sidefringes>

墨HlghlypelarizedelectroRsfremGaAs・GaASPaRd

lnGaAs・AIGaAsstrained-iayersuperlattice

◎§0重OC3窒 捻6d¢S

(GaAs・GaAsP、lnGaAs・A}GaAs歪 み 超 格 子 フ ォ トカ

ソ ー ドか ら の 高 偏 極 電 芋)

T,Nishitani,T.Nakanishi,MYamamoto,S.Okumi,F.

Fur嚢ta。 簸.瓢 三yamoto,蟹.Kuwa益ara,】 鵠.Yamameto,K.

Naniwa,0.Watanabe,Y,Takeda,H.Kobayakawa,Y.

Takashima,H.Horinaka,T.Matsuyama,K.Togawa,T,

Saka,M.Tawada,T.Omori,Y.Kurihara,M.Yoshioka

K.Ka宅(}a益dT.Baba

J.AppLPhys.,97,94907-1-6(2005),

(Polarizedelectrons,Photocathode,GaAs-GaAsP,

InGaAs-AIGaAs>

■DeepSietchin畠formicromoldfabrication

(マ イ ク ロモ ー ル ド作 製 の た め の$i深 溝 工 ッ チ ン グ)

Y.MatSum◎t◎,」 、王shihara,KKawata,M.Yasudaafiδ¥、

Hirai

Proc.ofthe5thIntern.Symp.onDryProcess,379-380

(2005).

〈Micrgm◎ 羅,Slplasmaetc蓋IR窟,Deepetchift9,SF6)

匿ASimjlatiOfi◎fEnergyF藷te陀dBack$cattered

ElectronSi麟nalsfromSubsurfaceCu

IRt$「ceR轟ec重St糧gt昼res

(表 面 下 銅 配 線 構 造 か ら の エ ネ ル ギ ー 分 光 反 射 電 子 信 穆 の

シ ミ ュ レー シ ∋ ン)

M.Yasuda,Y.Suzuki,H.KawataandY,Hirai

Jpn、 」.App1.Phys.44.55155519(2005).

(Backscatterdelectron,Backscatterdelectron

tomography,Subsurfacestrttctgre,CglntercofiRect,

MonteCariosimulation)

薗ASimulationof8ack$catteredEiectron

Mlcrctcraograρ 暴y組ScaR襯iAgElectreRMicr◎scOpe

(走 麓 電 子 顕 微 鏡 に お け る 反 射 電 子 トモ グ ラ フ ィ の シ ミ ュ

レー シ ョン)

Y.Suzuki,M。Yasuda,K.KawataaRdY.Hiral

DigestofPapersof20051nt.Microprocessesand

NanotechnologyConf,100-101(2005).

(]Backscatterdelectron,Backscatterdelectron

tomograρ 熱y,SttbSifrfacestructure,CulnterCCfinect,

MonteCarlosimulation)

■Suppres$ionofSideFringesinLow-Coherence

■lntramOleCUIareXCitatiOnenergytranSferin

diarylurea-linkedzincporphyrin-anthracenedyads

(疑 鉛 求 ル フ ィ リ ン ー ア ン ト夢 セ ン ダ イ ア ッ ドに お け る 分

子 内 励 趨 移 動)

M.Ezoe,T.Minami,Y.Ogawa,S.Yagi,H.Nakazumi,T.

Matsuyama,KWadaandR.Horinaka

Phg£eckem.P熱otgbie韮.Sc三 。,4,641-6爆6〈2◎05).

(lntramolecularexcitationenergytransfer,Porphyrin-

an鍍kracefiedyads,Diary圭grea-ii謎ked>

墨PulseCe衆pres§ic携ofC為1「 ρed鷺P軽ls$f「e惣GalR・

SwitchedLaserDiodeU$ingCascad3-Connected

臼be「Ce疑 ρlers

(カ ス ケ ー ド接 続 し た フ ァ イ パ カ プ ヲ ー を 用 い た 利 得 変 調

半 導 体 レー ザ ー か らの チ ャ ー ツ パ ル ス の パ ル ス 圧 縮)

H.Sato,H.Yoshioka,K.Wada,T。MatsuyamaandH、

峯{◎ごi轟aka

Tech.Dig.CD・ROMofInternationalQuantum

ElectronicsConference2005andthePacificRim

ConferenceonLasersand】Electro-Optics2005,CThC3・

1)9(2◎ ◎5).

(Pulsecompression,Cascade-connectedfibercoupler,

Chirped-pulse)

●NoninvasiveMonitOringOfGluC◎seConceRtration

byDetectionofPhotonsPreservingInitiat

paolarization

(偏 光 保 存 フ ォ トン の 検 出 に よ る 無 侵 襲 グ ル コ ー ス 濃 度 モ

凝 夕 一)

Y,Nakatani,T.Ura,K.Wada,Y.ChoandH.Horinaka

Tech.Dig.CD-ROMofIntemationalQuantum

82



ElectronicsConference2005andthePacificRim

ConferenceonLasersandElectro-Optics2005,CWAB3-

P97(2005).

(GlucoseMonitor,NoninvasiveMonitoring,Photon

preservinginitialpolarization)

■EpitaxialgrowthofCuScO2thinfilmsonsapphire

a幽planesubstratesbypulsedlaserdeposition

(レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 法 に よ る サ フ ァ イ アa面 基 板 上

へ のCuScO2薄 膜 の エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長)

Y.Kakehi,K、Satoh,T.Yotsuya,S.Nakao,T.Yoshimura,

A.AshidaandN.Fujimura

J.Appl.Phys.,97,083535-1-6(2005).

(CuScO2,Epitaxialfilms,PulsedLaserDeposition,

Transparentoxidesemiconductor,Delafossitestructure)

■Low-TemperatureGreWthandCharacterizationof

EpitaxialYMnO3/Y203/SiMFISCapacitorswith

ThinnerlnsulatorLayer

(YMnO3/Y203/Siエ ピ タ キ シ ャ ルMFISキ ャパ シ タ の 低

温 成 長 と1層 の 薄 膜 化)

K.Haratake,N.Shigemitsu,M.Nishijima,T.Yoshimura

andN.Fujimura

Jpn.J.Appl.Phys.,44,6977-6980(2005).

(YMnO3,Y203,Epitaxialfilms,Ferroelectric-gate

capacitor,PUIsedcapacitance-voltage((ンV)measurement)

■lnfluenceofSpaceChargeoftheDielectrlc

PropertiesofZnO:MnEpitaxialFilms

(空 間 電 荷 がZnO:Mnエ ピ タ キ シ ャル 膜 の 誘 電 特 性 に 及 ぼ

す 影 響)

T.Oshio,K.Masuko,A.Ashida,T.YoshimuraandN

Fujimura

TransactionsoftheMaterialsResearchSocietyofJapan,

30,245塵247(2005).

(ZnO,Depositoncondition,Mn,Spacecharge,Electr(F

opticeffect)

(ZnO,YMnO3,Ferroelectric,Piezoelectric,FET)

■ComparisonofReactivityofActiveNitrogen

SpeciesGeneratedinRFPIasmaandAtmospheric

PressurePlasma

(RFプ ラ ズ マ 及 び 大 気 圧 プ ラ ズ マ に よ り生 成 した 窒 素 活 性

種 の 反 応 性 の 比 較)

M.Nakae,R.Hayakawa,T.Yoshimura,A。Ashida,T.

UeharaandN.Fujimura

TransactionsoftheMaterialsResearchSocietyofJapan,

30,225-227(2005).

(Nitrogenplasma,Siliconnitride)

■Low-TemperatureFormationofSiliconNitride

FilmsusingNitrogenPlasmanearAtmospheric

Pressure

(非 平 衡 窒 素 プ ラ ズ マ を 用 い た 大 気 圧 近 傍 に お け るSi窒 化

膜 の 低 温 形 成)

R.Hayakawa,T.YoshimuraM.Nakae,A.Ashida,T.

UeharaandN.Fujimura

TransactionsoftheMateriaisResearchSocietyofJapan,

30,217-220(2005).

(Atmosphericpressure,Nitrogenplasma,Siliconnitride,

X-rayphotoelectronspectroscopy,Opticalemission

spectroscopy)

■ElectricalCharacterizationofYMnO3・basedMetal・

Ferroelectric-lnsulator・SemiconductorCapacitor

byNovelMethod

(新 規 手 法 に よ るYMnO3を 用 い た 金 属 一強 誘 電 体 一絶 縁 体 一半

導 体 キ ャパ シ タ の 電 気 特 性 の 評 価)

T.Yoshimura,D.Ito,K.Hratake,A.AshidaandN.

Fujimura

TransactionsoftheMaterialsResearchSocietyofJapan,

30,233-236(2005).

(Ferroelectric-gateFET,Retentioncharacteristics,Leak

current,Pool-Frenkelemission,Isothermalcapacitance

transientspectroscopy(ICTS))

■LowTemperatureGrowthofYMnO3/Y203/Si

capacitor

(YMnO3/Y203/Siキ ャ パ シ タ の 低 温 成 長)

K.Haratake,N.Shigemitsu,T.Yoshimura,A.Ashida

andN。Fujimura

TransactionsoftheMaterialsResearchSocietyofJapan,

30,237-240(2005).

(YMnO3,Y203,Epitaxialfilms,MFIScapacitor,Low

temperaturegrowth)

■EpitaxialGrowthofZnOFilmsonFerroelectric

YMnO3DepositedbyPLD

(PLD法 に よ る 強 誘 電 体YMnO3層 上 のZnO薄 膜 の エ ピ タ

キ シ ャル 成 長)

R.Arai,N.Shigemitsu,K.Masuko,T.Oshio,T。

Yoshimura,A.AshidaandN.Hujimura

TransactionsoftheMaterialsResearchSocietyofJapan,

30,241-244(2005).

83



一 ・一・i・2解 説
,総 説 一 ・一 ・一 一 ・一 一 一.… 一'一.…'"'一'一'一 ・・'一)'一 一'一 一'…'ノ'"ノ'"'ノ'一"一 一一'

■金 属系 高温 超伝 導物 質MgB2の エ レク トロニ クス応 用 一

トンネル接 合 素子 と熱 緩和 型 パル ス応 答素 子 への 展開 に 向

けて 一

石 田武 和,王 鎮,四 谷 任,町 田 昌彦

固体物 理(ア グ ネ技 術 セ ンター),40[1],51-67(2005).

■ナ ノ構造 超伝 導体 と その複 合構 造 の物理

加 藤 勝,石 田武和

固 体 物 理(ア グ ネ 技 術 セ ン ター),40[10】,785-796

(2005).

■ 物 質 ・現 象 ・新技 術(6)フ ォ トニ ック結 晶

石 原 一

月刊 オ プ トロニ クス,24[282],191-197(2005).

■量子 ドッ ト対 の 間 に生 じる共 鳴光 誘起 力学 的相 互作 用

飯 田琢也,石 原 一

物性研 究,84【3],380-381(2005).

巳分子 配 向 と有機 エ レク トロニク ス

内藤裕 義

日本 液 晶学 会分 子 配 向エ レク トロニ クス研 究 フ ォー ラ ム,

1,1-20(2005).

■有機 半導体 材料 の光 ・電子物 性評 価法

内藤裕 義

情報 開発研 究所 セ ミナ ー,AZO50501,1-199(2005).

圏有機ELデ バイ ス開 発に お けるイ ン ピー ダ ンス測 定例

内藤 裕 義

有機 誘 電材料 、 デバ イ スの イ ン ピー ダ ンス測定 と解 析 技

術 セ ミナー テキ ス ト,2042(2005).

5カ ー ボンナ ノチ コ,一ブを用 い た電界 放 出型 デ ィス プ レイ

播 路 軍,中 山喜 萬

日本 画像 学 会誌,44【3],34-40(2005).

■ カー ボン ナノチ ュー ブ研 究の 最前線

中山喜 萬

三 洋化 成ニ ュー ス,432,14-18(2005).

■NNT2005Report

平 井義 彦

電 子 ジ ャー ナ ル,12月 号,7&79(2005).

■高 ア スベ ク トナノ イン プ リン ト技 術の 現状 と課題

平井 義 彦

マ テ リア ルス テー ジ,5[2],50・57(2005).

■ ナノ イン プ リンテ ィン グ法 によ る微細 加工

平井 義 彦

化学 と工業,58【3】,245-248(2005),

■熱 ナ ノイ ンブ リン ト

平井 義彦

光技術 コ ンタ ク ト,43【11],604-617(2005).

■ナ ノ ・イ ンプ リン ト法 によ る集 積化 ナ ノ構 造体 作製

平 井 義彦

精 密 工学 会 関西支 部 基 礎講 座 テキ ス ト,23-28(2005).

■ナ ノイ ンプ リン ト技術 の 原理 と技 術 シー ズ

平井 義彦

日本 オ プ トメ カ トロニ クス 協会 ナ ノ イ ンプ リ ン ト技 術 の

最新 動向 と光 素子応 用 テ キス ト,1-15(2005).

■ナ ノイ ンブ リ ン ト技術 に つい ての 基礎 と応用

平井 義彦

高分 子学 会 関西 地区 若手研 究会 第64回 高分 子若 手研 究 会

テキ ス ト,(2005).

■ナ ノイ ンプ リン ト法 の メ 力ニ ズム と技 術 シー ズ

平井 義彦

立命館 大学COE推 進 機構 ナ ノテ ク シ ンポ ジ ウム テ キス ト,

(2005).

■大 学 と夢 を語 ろ う 身体 にダ メー ジ の少 な い診 断法 を 光で

確 立一 超 高速 光計測 か ら光 診 断装置 の 開発 ま で一

堀 中博 道

TOYROBUSINESS,2005.8,〔 シ7(2005).

■光 ・超音波 相 互作 用 を用 い た生 体 イメ ー ジン グ

堀 中博 道

日本 レー ザー 医 学会 誌 特 集 「光 イ メー ジ ング」,26[3】,

250噛256(2005).

■YMnO3薄 膜 の作 成 とマ ル チ フェ ロイ ック物 性

藤村紀 文,吉 村 武

セ ラ ミックデ ー タブ ッ ク2005工 業 と製品,33[87],128・

130(2005).

■マ ルチ フ ェロイ ック材 料 の設 計 とデ バイ ス応 用

藤村 紀文

応用 物理 学会 結 晶工学 分科 会,123,3340(2005) .

■ZnMnOIZnOヘ テ ロ界面 に おけ る二 次元 電子 ガ スの 形成

益子 慶一 郎,芦 田 淳,大 塩武 士,枝 広 俊 昭,藤 村 紀文

応用 電子 物性 分科 会会 誌,11,40-45(2005) .
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圏有機 薄膜太 陽 電池 の最 新技 術

内藤裕 義(分 担 執 筆)

シーエ ムシー 出版,28-33(2005).

■カー ボ ンナ ノチ ュー ブの材 料 科学 入 門

中 山喜萬(分 担執 筆)

4.カ ー ボ ンナ ノチ ュー ブ のナ ノマ ニ ピュ レー シ ョンとナ

ノエ ンジニ ア リ ング

コ ロナ社,95-129(2005).

■ フ ォ トニ ック結 晶技 術 の新 展開

平 井義彦(分 担執 筆)

第1部 第8章 ナ ノイ ンプ リン トと光学 素子

シー一エ ム シー 出版,71-82(2005),

■ ナノ イン プ リン トの開 発 と応用

平 井義彦(分 担執 筆)

第2章 第1節 熱 ナ ノイ ンプ リ ン トの基礎 とその シー ズ

シーエ ム シー 出版,15-32(2005).

平 井義彦(分 担執 筆)

第2章 第6節 ナ ノキ ャス テ ィ ング法

シーエ ム シー 出版t81-87(2005).

■PreparationandPropertiesofFerroelectric-

lnsulator・SemiconductorJunctionsUsingYMnO3

ThinFilms

N.FujimuraandT.Yoshimura

FerroelectricThinFilms-BasicandDevicePhysicsin

FerroelectricThinFilmsforMemoryApplication,199-

218,Springer,Berlin,2005.
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■XthlnternationalVortexStateStudiesWorkshop

(Mumbai,India,January,2005)

T.Ishida,M.Fujii,T.Abe,S.Miki,S.Kawamata,K.

Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T.Koyama,T.

Terashima,S.TsukuiandM。Adachi

Superconductivityind-dot.

(Invited)

■SPIEMicrolithography(SanJose,U.S.A.,February,

2005)

Y.Kono,A.Sekiguchi,Y.Hirai,S.ArasakiandK.

Hattori

StudyonNanoImprintLithographybythePre-

ExposureProcess.

■APSAnnuaiMarchMeeting(LosAngeles,U,S.A.,

March,2005)

T.Ishida,K.Sato,Y.Yoshida,S.Kawamata,T、Sasaki,

N.Kobayasi,S.AdachiandT.Machi

PhaseDiagramfbraHiddenCompetingOrderinthe

MixedStateofYBa2Cu408Crystalsupto150kG.

M.Kato,M.Ako,M.Machida,T.KoyamaandT.Ishida

Dynamicsofhalf-quantizedvorticesinnanoscale

superconductingcompositestructures(d-dot).

■ThirdlnternationalConferenceonMolecular

ElectronicsandBioelectronics(Tokyo,Japan,

March,2005)

H。Azuma,H.TakahashiandH.Naito

AmpiifiedSpontaneousEmissionfrompoly(9,9-

diocty正fluorene)thinfilmwaveguideswithdifferent

filmthickness.

■InternationalConferenceonOrganicPhotonics

and日ectronics2005(Miyagi,Japan,March,2005)

T.Aoyama,J.-C.Ribierre,T.Sassa,T.Kobayashi,T.

MutoandT.Wada

Two-BeamCouplingGainandTrapDensityinLiquid

Carbazole-BasedPhotorefractivePolymers.

■7thlnternationalSymposiumonOpticalStorage

(旧OS2005)(Zhanjiang,China,April,2005)

M.Okuda,H,InabaandS.Usuda

Photo-andcurrent-inducedcrystallizationofopticaland

electricalmemoryinphasechangeInaterials.

S。Usuda,S.Inoue,S.Itou,H.Inaba,F。Jiang,M.Okuda

andY.H.Chen

Dynamlcphasetransitionofexplosivestructurein

eutecticrecordinglayerusingspreadsheetprogram .

■The20051EiEElnternationaiMagneticsConference

(lntermag2005),(Nagoya,Japan,APri1,2005)

T.Terao,Y.Yoshimizu,Y.NishimuraandN.Fujimura

MagneticpropertiesoflowtemperaturegrownSi:Ce

thinfilmson(001)Sisubstratebymolecularbeam

ePltaxy.

■ProspectsinMagneticOxideThinF蒔msand

Heterostructures,(Fontevraud,France,April,

2005)

N,Fujimura,N。Shigemitsu,T.YoshimuraandA.

Ashida

ZnOMagneto-CapacitanceofYMnO3EpitaxialFilms.

K.Masuko,A.Ashida,T.YoshimuraandN.Fujimura

FabricationandtransportpropertiesofZnMnO/ZnO

Hetero-structurewithatomicallyflatinterface.

■InternationalSymposiumontheManipulationof

AdvanceSmartMaterials(Nara,Japan,May,

2005)

K。Wakita,Y.OhtaandG.Murakami

TemperatureDependenceofResonantRamanScattering

inCuInS2.

K,Wakita,Y.OhtaandN.Ohgushi

Time-resolvedemissioninCulnS2underhighexcitation.

G.Murakami,K.AbeandK,Wakita

PhononModeDependenceofResonantRamanScattering

inCuGaSe2.

N.Ohgushi,K.Abe,K.Wakita,N.SatoandK.Mochizuki

Time-ResolvedBoundExcitonEmissioninCulnS2

GrownbyBridgmanMethod.

K,Abe,G,Murakami,K.Wakita,Y.ShimandN.

Mamedov

PhotoluminescenceSpectraofTIInSe2 .

Y.Shim,W.OkadaandN .Mamedov

IncoherentEllipsometrybelowEnergyGapofTIInS2 .

H.Azuma,T.KobayashiandH .Naito

Fabricationofα 一andβ ・phasepoly(9
,9・dioctylfiuorene)

thinfilms.

Y.Suzuki,S.Ikame,N .MatsusueandH.Naito

ElectroabsorptionspectroscopyofexcitedstatesinIr-

complexes.

Y.Sasaki,Y.Iwata,H.Naito,MInoue,H ,Ichinose,M.

Klasen・MemmerandK.Tarumi

Fluidfloweffectsondirectorreorientationin
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homogeneousandhomeotropicnematicliquidcrystal

ceUs,probedbytransientcurrentmeasurement.

N.Ide,N.Matsusue,T.KobayashiandH.Naito

Photophysicalpropertiesoffacial-andmeridional-

Ir(ppy)3thinfilms,

S.Ikame,T.Kobayashi,S.MurakamiandH,Naito

Excitedstatestructureinpolyfluorenecopolymers.

M.Chikaraishi,H,Naito,Y.MatsuuraandK.

Matsukawa

DisappearanceofthermochromisminPoly(di-n-

hexylsilane)dispersedwithchemicallymodifiedsilica

nanoparticles,

T.Kobayashi,S.Matsumoto,T。AoyamaandT.Wada

Electroabsorptionmeasurementofvapordeposited丘lms

ofabisazomethinedye.

騒The49thlnternationalConferenceonElectron,lon

andPhotonBeamTechnologyandNano・

fabrication(Orlando,U.S.A.,May,2005)

T.Yoshikawa,T.Konishi,M.Nakajima,H.Kikuta,H,

KawataandY.Hirai

Fabricationofl/4waveplatebynanocastinglithography.

H.-C.Scheer,N.Bogdanski,M.Wissen,T.Konishiand

Y.Hirai

Polymertimeconstantsduringlowtemperature

nanoimprintlit止10graphy.

■CERC!ERATO-SSS20051nternationalWorkshop

onPhaseControlandCorrelatedElectronSystems

(Maui,USA,June,2005)

M,Yamamoto,S.NoguchiandT.Ishida

B-TphasediagramofPri-.Ca。MnO3bymeansof

microwavedielectricconstants.

■TheEuropeanQuantumElectronicsConference

(Munich,Germany,June,2005)

T.IidaandH.Ishihara

Controlofpolaritonicmoleculeformationinaquantum

dotpairbyradiationfbrce.

K.KoshinoandH.Ishihara

Nonlinearlnteractionbetweentwophotonsmediatedby

nonlinearmediaembeddedinacavity,

T.Kaneno,H.AjikiandH.Ishihara

InteractionbetweenRadiationandaSingleExcitonic

StateWidelyExtendedlnaShellStructure.

■lnternationalConferenceofFizika・2005(Baku,

Azerbaijan,June,2005)

K.Wakita,T.Murakami,Y.ShimandN.Mamedov

OpticalcharacterizationofnanostructuredCulnS2by

spectroscopicellipsometry。

(lnvited)

M.Iwai,T.Onishl,K.Abe,Y,MiyoshiandK.Wakita

AnalysisofPhotoluminescenceSpectraonCulnS2

crystalS.

Y.Ohta,K、Nishi,T.OnishiandK.Wakita

Temperaturedependenceofdecaypropertiesofbound

excitonemissionsinCulnS2crystals.

T.Onishi,K.Abe,Y.Miyos垣,K.Wakita,N.SatoandK.

Mochizuki

PhotoluminescencespectraofCuInS2crystalsinlow

energyreglOn.

Y.ShimandN.Mamedov

Opticalcharacterizationofwide-gapbiaxialCaGa2S4by

spectroscopicellipsometryandpolarizedtransmission

intensity.

■8thE…uropeanConferenceonMolecularElectronics

(Bologna,ltaly,June,2005)

H.Azuma,T.KobayashiandH.Naito

Amp1面edspontaneousemissioninβ 一phasepolyfluorene

waveguides.

Y.Suzuki,NMatsusue,T.KobayashiandH.Naito

Chargecarriertransportofred,greenandblue

phosphorescentemissivelayers.

H.Harada,M.NakatsuandH.Naito

Emissiongainnarrowingindye-dopedpolymerdispersed

liquidcrystals.

Y.Sasak孟,Y.Iwata,H。Naito,M.Inoue,H.Ichinose,M.

Klasen-MemmerandK.Tarumi

Experimentalandtheoreticalstudiesoftransient

currentofnematicliquidcrystalswithnegative

dielectricanisotropyexcitedbystepvoltageexcitation.

N.Ide,T.Kobayashi,N。MatsusueandH。Naito

Temperaturedependenceofphosphorescenceproperties

inneatfac-lr(PPy)3thinfilms.

M.Chikaraishi,H.Naito,Y.MatsuuraandK.Matsukawa

Opticalpropertiesofpolysilanedispersedwithsurface

mo(lifiedsilicananoparticles.

T.Kobayashi,K.AsadaandH.Naito

Contlnuouscontrolofemissionphotonenergyin

polyfluorenefilms.

■6thtnternationalConferenceontheScienceand

ApplicationofNanotubes(Gothenburg,Sweden,
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June,2005)

A.Nagataki,0。Suekane,X.CaLS。AkitaandY.

Nakayama

Current-InducedPermanentBendinCarbonNanotubes.

G。Takeda,L.Pan,S.AkitaandY.Nakayama

ControllngGrowthofCarbonNanotubesinMicro-Holes

byThermalChemicalVaporDepositionatLow

Temperature.

0.Suekane,A.NagatakiandY.Nakayama

RepairofDefectiveNanotubes.

S.AkitaM.Nishio,S.SawayaandY.Nakayama

ZeptogramDetectionUsingCarbonNanotubeOscMators.

H、Mori,Y.Hirai,S.AkitaandY.Nakayama

ChiralDependenceofLargeDeformationofCarbon

Nanotubes.

L.Pan,Y.Konishi,H.Tanaka,S.AkitaandY.Nakayama

ComparisonofElectricFie正dConcentrationonCarbon

NanotubesandCarbonNaIlocoils.

■PhotopolymerConference(Chiba,Japan,June,

2005)

Y.Hirai

PolymerScienceinNanoimprintLithography.

■InternationalQuantumElectronicsConference

2005andthePacificRimConferenceonLasers

and日ectro-Optics2005(Tokyo,Japan,July,2005)

K,KoshinoandH.Ishihara

Nonlinearphaseshiftintwo-photonwavefunction

implementedbytwo-1evelsystemsplacedinacavity.

M.Ichimiya,M.Hasagawa,H.Ishihara,M。Ashidaand

T.Itoh

EnhancementofDegenerateFour-WaveMixingSignal

inCuCiNanostructureswithHighCrystallineQuality.

H.Sato,H.Yoshioka,K.Wada,T.MatsuyamaandH.

Horinaka

PulseCompressionofChirped-PulsefromGain-Switched

LaserDiodeUsingCascade-ConnectedFiberCouplers.

■lnternationalConferenceonOrganicMaterials

Technology2005(Tokyo,Japan,July2005)

M.Satoh,D.Tsuchida,S.Matsumoto,T.Tanaka,T・

Kobayashi,T.AoyamaandT.Wada

J-aggregatesinvapordepositedfilmsofabisazomethine

dye.

■13thlnternationalCorlferenceonScanning

TunnelingMicroscopy/SpectroscopyandRelated

TechniquesinConjunctionwith13thlnternational

ColloquiumonScanningProbeMicroscopy

(Sapporo,Japan,July,2005)

S.Akita,M.NishioandY.Nakayama

BucklingBehaviorofCarbonNanotubeProbe.

置11thlnternationalWorkshoponLowTemperature

Detectors(丁okyo,Japan,August,2005)

D.Fujiwara,S.Miki,H.Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,

T.Yotsuya,M.Machida,M.KatoandT.Ishida

Thermaltransientresponseofmembrane-structured-

superconductingMgB2detectorbyusing20-pspulse

laser.

S.Miki,D.Fujiwara,H.Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,

T.YotsuyaandT.Ishida

SuperconductingcharacteristicsofMgB2neutron

detectorfabricatedonSiNmembrane.

■24thlnternationalConferenceonLowTemperature

Physics(Orlando,USA,August,2005)

D.Fujiwara,S.Miki,K.Satoh,T.Yotsuya,H.

Shimakage,Z.Wang,M.Machida,M.KatoandT.Ishida

NonequilibriumresponseofsuperconductingMgB2

meanderlineagainstpulselaserirradiation.

M,Kato,M.Hirayama,M.Machida,T.

Ishida

PhysicalPropertiesofd-dot's.

KoyamaandT,

T.Koyama,M.Machida,M.KatoandT.Ishida

PhasedynamicsofaclosedO-pJosephsonjunction.

H.Noda,H.Yoshikawa,0.Sato,M .Kato,K.Satoh,T.

YotsuyaandT.Ishida

Finite-sizedsquarenetworkofsuperconductingPb.

Y.Nakatani,T.Ura,K.Wada,Y.ChoandH.Horinaka

NoninvasiveMonitoringofGlucoseConcentrationby

DetectionofPhotonsPreservingInitialpolarization.

■14thInternationalLaserPhysicsWorkshop

(Kyoto,Japan,July,2005)

H.Ishihara

Drasticsizeeffectsinlight-matter正nteractiondueto

long-rangeexcitoniccoherence.

S.Noguchi,T.Kosaka,M.Wang ,H,Fujiwara,T.

SugimotoandT.Ishida

Anewferromagneticorganicsemiconductor(EDT・

TTF-EDTVS)FeBr4.

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Quasi-particleSpectrumofNano・scaleSuperconductors

underExternalMagneticField.
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M.Yamamoto,S.Noguchi,S,KawamataandT.Ishida

Anommaioushoppingtransportatmicrowavefrequency

indc-metallicphaseofPr玉 一xCa。MnO3.

■JointJSPSandESFConferenceonVortexMatter

inNanostructuredSuperconductors(Crete,

Greece,September,2005)

T.Ishida,M.Fujii,T,Abe,M.Yamamoto,S.Miki,S.

Kawamata,K.Satoh,T.Yotsuya,M、Kato,M.Machida,

T.Koyama,T,Terashima,S.TsukuiandM.Adachi

Experimentalandtheoreticalstudiesofd-dot

(lnvited)

M.Kato,H.Suematsu,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Quasi-particlespectrumofthenano-scaledanisotropic

superconductingplate.

imprintlithography.

T.Konishi,H.Kikuta,H.KawataandY.Hiral

MultFiayeredresistprocessinnanoimprintIithography

forh孟ghaspectratiopattern.

H.-C.Scheer,N.Bogdanski,M.Wissen,T.Konishiand

Y.Hirai

Profileevolutionduringthermalnanoimprint.

■20051EEElnternationalUltrasonicSymPosium

(Rotterdam,Netherlands,September,2005)

H.Horinaka,T,Ura,Y.Nakatani,K.WadaandT.

Matsunaka

SpectroscopicThree-DimensionalI皿agingofLight

ScatteringMediumbyDetectionofUltrasonicVelocity

ChangeDuetoLightIllumination.

■JointConferenceonUltrafastOpticsVand

ApplicationsofHighFieldandShortWavelength

SourcesXl(Nara,Japan,September,2005)

M.Ichimiya,H.Ishihara,M.AshidaandT.Itoh

Ultrafastdegeneratefour-wavemixingatconfined

excitonresonanceinCuCIultrathinfilmswithhigh

crystaninequality.

馴4thlnternationalWork・shopofQuantumParticle

andFields(Baku,Azerbaijan,September,2005)

K.Wakita

Time-resolvedphotoluminescenceoffreeandbound

excitonsinCulnS2crystals.

Y.ShlmandN.Mamedov

Incoherentellipsometryofwideandmoderategap

materialS.

Y.Nakayama,0.SuekaneandA.Nagataki

MetastableDeformationofCarbonNanotubes.

■21stInternationalConferenceonAmorphousand

Nano-crystallineSemiconductors(Lisbon,

Portugal,September2005)

K.Shimakawa,K.Murata,T.MatsumotoandH.Naito

PhotocarriertransportindisorderedorganicTPDfilms

■3rdEuropeanConferenceonOrganicElectronics

andRelatedPhenomena(Winterthur,Switzerland,

September,2005)

H.Azuma,T.Kobayas止1iandH.Naito

Impedancespectroscopyofpoly(9,9-dioctylfluorene)

polymerlight-emittingdiodes.

■The18thInternationalSymposiumon

Superconductivity(Tsukuba,Japan,October,

2005)

T.Koyama,M.Machida,M.KatoandT.Ishida

Spontaneousvortexfbrmationinaquenchprocessin

superconducting丘lmswithsmallholes.

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Quasi-ParticleSpectrumOfNano-structure

SuperconductorsUnderTheExternalMagneticField.

M.Hirayama,M.Machida,T.Koyama,T。IshidaandM.

Kato

Theinteractionbetweend-dot's。

T.Minamino,M.Machida,T.Koyama,T.IshidaandM.

Kato

VortexDynamicsinTheNan(》-ScaledSuperconductor.

M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.Ishida

Nano-scaledanisotropicsuperconductors。

T.Takahashi,Y.Harada,H.Iriuda,M.Kuroha,T.Oba,

M。Seki,Y.Nakanishi,J.EchigoyaS.Noguchi,T.Ishida

andM。Yoshizawa

TEMandHc2studyofasgrownMgB2films.

■MicroprocessesandNanotechnology2005/2005

1nternationalMicroprocessesandNanotechnology

Conference,(Tokyo,Japan,October,2005)

S.Akita,M.NishioandY.Nakayama

BucklingofCarbonNanotubesUnderAxialCompression.

■MicroandNanoengineering20051nternationaI

Conference(Vienna,Austria,September,2005)

M.Nakajima,T,Yoshikawa,K.SogoandY.Hirai

Fabricationofmuiti-layerednanochanneisbyreversal

M.Nishihata,K.Okuda,T.Aoyama,T.Yoshikawaand

Y。Hirai

Fabricationofmulti-layeredstructurebyadvanced

reversalimprintlithography.
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Y.Suzuki,M.Yasuda,H.KawataandY.Hirai

ASimulationofBackscatteredElectronMicrotomography

inScanningElectronMicroscope.

■4thInternationalConferenceonNanoimprintand

NanoprintTechnology(Nara,Japan,October,

2005)

M.Nakajima,T.Yoshikawa,K.SogoandY.Hirai

Multi-layerednanochannelsbyreversalnanoimprint.

T,KonishiandY.Hirai

Novelmulti-layerednanoimp血tprocessf6r止1ighaspect

ratlopattern.

H.-C.Scheer,N.Bogdanski,M.Wissen,L.-C.Wittig,E.B.

Kley,T.KonishiandY.Hirai

LowTemperatureNanoimprintofOpticalComponents

withReducedResidualLayer.

M.Nishihata,T.Yoshikawa,K.Okuda,T.Aoyamaand

Y.Hirai

Fabricationofviaholesinmulti-layeredstructureby

advancedreversalimprintlithography.

K.Tada,Y.Kimoto,M.YasudaandY.Hirai

MolecularDynamicsstudyonYieldStressofSiMoldin

NanoimprintLthography.

■3rdEastAsiaSymposiumonSuperconductive

Electronics(EASSE2005)(Gyeongju,Korea,

November,2005)

T.Ishida,D,Fujiwara,M.Nishikawa,S.Miki,H.

Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,T.Yotsuya,M.Machida

andM.Kato

SuperconductingMgB2FilmasRadiationDetectors.

(lnvited)

M.Kato,M.Hirayama,H.Suematsu,M.Machida,T.

KoyamaandT.Ishida

d-dotAsanelementofsuperconductingdevice。

(lnvited)

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida,T,KoyamaandT.

Ishida

Boundstatesaroundvorticesinnanoscopic

superconductorsunderanexternalmagneticfield.

M.Hirayama,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Anisotropicinteractionbetweend-dot's.

■The5thAsia-PacificConferenceorlNear・Field

Optics(Niigata,Japan,November,2005)

T.hdaandH.Ishihara

RadiationForceExertedonPluralQuantumDotsunder

OpticalExcitationofTheirCoherently-coupledStates.
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■2ndKorea-JapanSymposiumonCarbonNanotube

(Miyagi,Japan,November,2005)

0.Suekane,A.NagatakiandY.Nakayama

In-SituObservationofFormationandReductionof

CarbonNanotubeLayers.

S,Akita,S.SawayaandY.Nakayama

OscillationofNanotubesandTheirApplicationtoMass

Detection.

Y.Nakayama,A.Nagataki,0.Suekane,H.Mori,S.

OgawaandS.Akita

Current-lnducedDefbrmationofCarbonNanotubes.

■2005MaterialsResearchSocietyFallMeeting

(Boston,U.S.A.,November,2005)

Y.Hirai

Highaspectratiopatternfabricationbynanoimprint

andnanocastinglithography.

(lnvited)

■12thUS-JapanSeminaronDielectricand

PiezoelectricCeramics,(Maryland,U.S.A.,

November,2005)

T.Yoshimura,M.OkadaandN.Fujimura

SynthesisandStructuralCharacterizationofBi

(FexAh-.)03ThinFilms.

T.Yoshimura,K.Haratake,R.Arai,N.Shigemitsu,K.

Masuko,M.NishijimaandN.Fujimura

FabricationofFerroelectric-gateTransistorsusing

YMnO3thinfilms.

■CRESTNano-Virtua卜LabsJointWorkshopon

Superconductivity(Awaji,Japan,December,2005)

M.Hayashi,H.Ebisawa,M.Fujii,T.Abe,H.Noda,K.

Satoh,T.YotsuyaandT.Ishida

PossibilityofHighResolutionImagingofSuperconducting

Vo「ticesusingScanningSQUIDMicrscope .

(lnvited)

MMachida,T.Koyama,M.KatoandT.Ishida

NumericalExperimentsforNon・equilibrium

SuperconductingDynamicsattheTransitionEdgein

MgB2.

(Invited)

T.Ishida,D.Fuliwara,M.Nishikawa
,S.Miki,H.

Shimakage,Z.Wang,K .SatohandT.Yotsuya,M.

Machida,M.Kato

Developmentofradiationdetectorbymeallsof

nanofabricationofhigh・qualityMgB2丘1ms .

(Invited)

MKato,M.Hirayama,MMachida,T.KoyamaandT ,

Ishida



InvestigationofPhysicalPropertiesofd-dot's.

(Invited)

T.Koyama,M.Machida,M.KatoandT.Ishida

Quantumdynamicsinmicro(}πJosephosnjunctions.

(Invited)

T.Minamino,MKato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Dynamicsofvorticesinnano-scalesuperconductors,

H.Suematsu,M.Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Vortexboundstatesofnanoscopicsuperconductors

underanexternalmagneticfield.

H.Noda,M.Shimizu,0.Sato,M.Kato,K.Satoh,T.

YotsuyaandT.Ishida

Vortexbehaviorinthesuperconductingnetworkby

meansofSQUIDmicroscopeandSQUIDmagnetometer.

D.Hashinaga,S.NoguchiandT.Ishida

Singlecrystalgrowthandsuperconductingpropertiesof

noda互unconventionalsuperconductorCeCoIn5:the五rst

steptoheavyfermiond-dot.

M.Hirayama,M。Kato,M.Machida,T.KoyamaandT.

Ishida

Thenovelinteractionbetweend-dot's.

S.Noguchi,Y.Harada,M.Yoshizawa,S.Miki,H.

Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,T.YotsuyaandT。Ishida

UppercriticalfieldsinMgB2thinfHmsmeasuredby35

Tpulsed-magnet

D.Fujiwara,S.Miki,H.Shimakage,Z.Wang,K.Satoh,

T.Yotsuya,S.Okayasu,M.Katagiri,M.Machida,M.

KatoandT.Ishida

PulselaserirradiationintosuperconductingMgB2

detector.

M.Nishikawa,M.KatoandT.Ishida

Personal-Computer-BasedSimulatorforHot-Spot

RelaxationinMgB2detector.

S。Okayasu,M.Katagiri,S.Miki,H.Shimakage,Z.Wang,

T.Yotsuya,D.FuliwaraandT.Ishida

DevelopmentofMgB2detector.

S.Kawamata,T.Kizawa,T.Suzuki,E.Negishi,H,

Matsui,N.ToyotaandT.Ishida

ESRstudyonλ 一(BEDT-TSF)2Fe1-xGaxC14(x=0.0,0.4,

1.0).

M.Yamamoto,S.Noguchi,S.KawamataandT.Ishida

B-Tphasediagrambymeansofdynamicaldielectric

constantsinPri.xCaxMnO3,

■The12thlnternationalDisplayWorkshopsin

conjunctionwithAsiaDisplay2005(Takamatsu,

Japan,December,2005)

H.Azulna,T.Okachi,N.Watanabe,T.Kobayashiand

H.Naito

Impedancespectroscopyofpolymerlight-emitting

diodes.

S.Chakrabarti,L.Pan,H.TanakaandY.Nakayama

FieldEmissionPropertiesofMgOCoatedMultiwalled

AlignedCNTs.

■6thChitoselnternationalForumonPhotonics

Science&Technology(Chitose,Japan,December,

2005)

T.Endo,S.Ikame,T。Kobayashi,S.MurakamiandH.

Naito

Excited-statestructuresinpolyfiuorenecopolymers.

■5thlnt.Symp.onAtomicLevelCharacterizations

forNewMaterialsandDevices'05(Biglsland,

U.S.A.,December,2005)

M.Yasuda,K.Tada,Y.Kimoto,H.Mori,S.Akita,Y.

NakayamaandY.Hirai

ASimulationofElectronIrradiationDamagesinSingle-

WalledCarbonNanotube.

Y.Kai珊ma,M.YasudaH.KawataandY.Hirai

AnalysisofChargeDistributioninInsulatorsunder

ElectronBeamIrradiation.
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■ 科 研費 企 画調 査 研 究会 「100テ ス ラ領 域 にお け る強磁 場 ス

ピン科 学 の構 築」(1月,柏)

野 口 悟,杉 本豊 成,藤 原秀 紀,石 田武和

πd系 反強磁 性 体(Benzo-TTFVO)2FeBr4の 強磁 場磁 化.

■ 第28回 フ ラ ー レ ン ・ナ ノ チ ュ ー ブ 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム(1月 ,

名 古 屋)

S.Akita,X.CaiandY.Nakayama

ThermalPropertiesofMultiwallCarbonNanotubes

講 演 要 旨 集tI4.

Y.Hamada,H.Negishi,SAkitaandY.Nakayama

TheAxialDistributionofCurrentonMultiwallCarbon

Nanotubes

講 演 要 旨 集,52.

X.CatO.Suekane,A.Nagataki,S.Akitaand「 兄Nakayama

In-SituTransmissionElectronMicroscopeStudyon

CurrentInducedSublimationofCarbonNanotube

Layers

講 演 要 旨 集,54.

S.Hokushin,Y.Konishi,H.Tanaka,L.PanandY.

Nakayama

FieldEmissionfromaStand-AloneCarbonNanocoil

講i演 要 旨 集,83.

GTakeda,L.Pan,S.AkitaandY.Nakayama

LowTemperatureGrowthofVerticallyA正ignedCarbon

NanotubesbyThermalChemicalVaporDeposition

講 演 要 旨 集,169.

A。Nagatak瓦O.Suekane,XCai,S.AkitaandY.Nakayama

PlasticDeformationofCarbonNanotubes

講 演 要 旨 集,191.

0,Suekane,A.NagatakLXCai,S.AkitaandY.Nakayama

ReversiblePlasticDeformationofaCarbonNanotube

講 演 要 旨 集,192.

M.Nishio,S.Sawaya,S.AkitaandY.Nakayama

AmorphousCarbonDensityMeasurementUsingCarbon

nanotubeOscillators

講 演 要 旨 集,193.

凹plasmaScienceSymposium2005/The22nd

SymposiumonPlasmaProcessing(1月,名 古 屋)

H.Kawata,M.Yasuda,Y.HiraiandH。Toyota

100nmLineandSpaceSiEtchingwithAspectRatio

Higherthan15.

Abstract645-646.

■応用物理学会関西支部 平成16年度 第2回講演会(1月,大

阪)

堀中博道

光による超音波速度変化を利用した生体計測.

■応用電子物性分科会研究例会 実用化に向けて加速する

ZnO系 機能材料(1月,大 阪)

藤村紀文

ZnO/ZnMnOヘ テロ界面における二次元電子ガスの形成

(依頼講演).

■JSTCREST第4回 福 山領域 ミー テ ィン グ(2月,東 京)

石 田武 和

超 伝導 ナ ノ フ ァブ リケ ー シ ョンによ る新奇 物性 と応用.

石 田武 和,野 口 悟,川 又修 一

d-dot超 伝 導 ネ ッ トワー クMgB2中 性 子検 出器YBCOの

FIB加 工 有 機塩 に 関す る実験

加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富 男,石 田武 和

d-dot,超 伝 導 ネ ッ トワー ク,MgB2中 性 子 検 出器 に関す る

理 論計 算.

■第203回 電気材料技術懇談会(2月,大 阪)

松末哲征,内 藤裕義

高効率有機EL用 燐光発光材料の光電物性.

■ニ ュー ・フ ロン テ ィア材料 研究 会 第199回 講演 会(2月,大

阪)

中山喜 萬

カー ボ ンナ ノチ ュ ーブ の合 成 と拓 か れ る世界

資 料,87・96.

■春 季第52回 応用 物理 学 関係 連合 講演 会(3月,さ い た ま)

三 木 茂 人,藤 原 大祐,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤 和 郎,森 脇 耕介,福 田 宏輝,岡 安 悟,片 桐 政 樹,

森 井幸 生,北 條 喜一,新 村 信 雄,石 田 武和

超 伝導MgB2薄 膜 を用 い た中性 子検 出素子 の 開発 皿

講 演予 稿集,第1分 冊,285.

阿部 賢一郎,脇 田和 樹,沈 用 球,マ メ ドフ ナ ジム

CulnS2ナ ノワ イヤー のエ リプ ソメ トリー

講 演予 稿 集,第3分 冊,1626.

長 谷川 孝 治,沈 用球,山 本信 行

In溶 媒 を用 い たCuAIS2単 結 晶 のTHM成 長

講演予 稿 集,第3分 冊,1626.

東 博 暢,小 林 隆 史,内 藤 裕 義

β一phaseポ リフル オ レ ンの増 幅 された 自然 放 出光

講演予 稿 集,第3分 冊,1419.

東 博 暢,申 上 良 平,小 林 隆 史,内 藤 裕 義

poly(9,9-dioctylfluorene)発 光 ダ イ オ ー ドの イ ン ピ ー ダ ン
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ス 分光ll

講 演予稿 集,第3分 冊,1486.

鈴 木裕 一郎,松 末哲 征,内 藤裕 義

燐 光発 光有 機EL発 光 層 内の電 荷 輸送特性IV

講演予 稿集,第3分 冊,1486.

鈴木 裕一郎,井 亀 諭,松 末哲 征,小 林 隆 史,内 藤裕 義

Ir錯 体励 起状 態 の電場 変 調分 光

講演 予稿 集,第3分 冊,1419.

井 出典孝,松 末哲 征,小 林 隆 史,内 藤裕 義

facial体とmeridional体 を含 有す るIr(ppy)3薄 膜 の光 物性

講 演予稿 集,第3分 冊,1426。

力 石真樹,内 藤裕 義,松 浦幸 仁,松 川 公洋

化 学 修 飾 した シ リ カナ ノ粒 子 を 分 散 し たpoly(di-n-

hexylsilane)の サー モ ク ロ ミズ ムの消 失

講演予 稿集 第3分 冊,1425.

浅 田浩平,小 林 隆 史,内 藤裕 義

キ ャス ト法 に よ り製 膜 したpoly(9,9-dioctylfiuorene)の 光

電物性 にお ける熱処 理効 果

講演 予稿 集,第3分 冊,1412.

小林 隆史,井 出典孝,松 末 哲征,内 藤 裕義

Ir(ppy)3蒸 着膜 におけ る結 晶性 と燐光 特性

講演 予稿 集,第3分 冊,1485.

佐 々 木義 一,岩 田 洋典,内 藤裕 義,井 上 勝,一 ノ瀬 秀

男,MelanieKlasen-Memmer,樽 見和 明

水 平 配向 お よ び垂 直 配向 ネマ テ ィ ック液 晶 セ ル に流 れ る

過 渡電流 へ のフ ロー の影響

講 演予稿 集,第3分 冊,1437.

松 本智 史,村 田健 二,長 谷 川智 彦,嶋 川 晃一,内 藤裕 義

有機 トリフェニ ル ジア ミ ン(TPD)薄 膜 の 光伝 導度(1)

講演予稿 集,第2分 冊,1011.

村 田健二,松 本智 史,長 谷 川 智彦,嶋 川晃一,内 藤裕 義

有 機 トリフェニ ル ジァ ミ ン(TPD)薄 膜 の光伝 導度(H)

講i演予稿 集,第2分 冊,101L

内藤裕義,松 川公 洋

化 学修 飾 した シ リ カナ ノ粒 子 に よ る有機 無 機 ハ イブ リ

ッ ド薄膜 の作 製 とそ の光 ・電子 物性

講 演予稿 集,第0分 冊,145。

青 山哲也,ジ ー ンーチ ャー ル ズ リビエ ル,佐 々高 史,小 林

隆 史,武 藤豪志,和 田達夫

フ ォ トリ フラ クテ ィブ ポ リマ ー にお け る トラ ップ密 度 の

液体 カルバ ゾー ル濃 度 依存 性

講演 予稿 集,第3分 冊,1420.

土 田 大祐,佐 藤 未 英,松 本 真 哉,小 林 隆 史,青 山哲 也,

和 田達夫

ビス ア ゾメチ ン色素J会 合体 蒸 着膜 の作 製条 件

講 演予稿 集,第3分 冊,1366.

細 貝 拓 也,青 山哲 也,松 本 真 哉,小 林 隆 史,中 尾 愛 子,

和 田 達夫

ビス ア ゾメチ ン色素J会 合体/C60ヘ テ ロ接 合 型素 子 の光 電

変換特 性(E)

講演予 稿 集,第3分 冊,1407.

西尾 充正,澤 谷慎太 郎,秋 田成 司,中 山喜 萬

カ ー ボ ンナ ノチ ュ ー ブ振動 子 を用 いた 電子 線 に よる堆 積

物の密 度 計測

講演 予稿 集,第2分 冊,1044,

糸瀬 悟,中 川清 一,秋 田成 司,中 山喜萬

多層CNT単 針 冷陰極 電界 放出 電子銃

講演 予稿 集,第2分 冊,1046.

北辰 彰吾,小 西康 元,田 中博 由,播 路軍,中 山喜 萬

孤立 した カー ボ ンナ ノコイルか らの電 界放 出特性

講演 予稿 集,第2分 冊tlO48.

票 暁宇,末 金 皇,長 瀧 篤子,秋 田成 司,中 山喜 萬

TEMに よる カー ボ ンナ ノチ ュー ブ レイヤ昇 華 のそ の場 観

察

講演 予稿 集,第2分 冊,1059.

秋 田成司,察 暁宇,中 山喜萬

多 層 カ ー ボ ンナ ノチ ュ ーブ の通 電加 熱 時 に お け る熱伝 導

特性

講 演予稿 集,第2分 冊,1059.

長 瀧 篤 子,末 金 皇,察 暁 宇,吉 川 雄 也,秋 田 成 司,

中山喜 萬

電 流注 入 に よる カーボ ンナ ノチ ューブ の塑性 変形

講i演予 稿集 第2分 冊,1061。

末 金 皇,長 瀧 篤子,薬 暁 宇,秋 田成 司,中 山喜萬

電 流 注入 に よる カー ボ ンナ ノチ ュー ブの可 逆的 塑性 変形

講 演予 稿 集,第2分 冊,1061.

西 尾 充正,秋 田成 司,中 山喜 萬

多層 カー ボ ンナ ノチ ュー ブ の座 屈挙 動 に対 す る連続 体 モ

デ ルの妥 当性

講演 予稿 集,第2分 冊,1061.

中 島匡貴,吉 川 崇,小 西 高晃,川 田博 昭,平 井義 彦

ナ ノ キ ャステ ィング法 に よる微 細 パ ター ン転 写H

講演 予稿 集,第2分 冊,819.

吉 川 崇,小 西 高 晃,中 島 匡 貴,金 釘 知 洋,菊 田 久 雄,

川 田博昭,平 井義 彦

ナ ノ キ ャス テ ィング法 に よる1/4波 長 板の 作製

講演 予稿 集,第2分 冊,820.

安 田 雅 昭,多 田和 広,成 瀬 直 行,岡 田 佳,木 元 慶 久,
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小 西高 晃,川 田博 昭,平 井 義 彦

分 子 動 力 学 法 に よる ナ ノイ ンプ リ ン ト用Siモ ー ル ドの 強

度 解析

講 演 予稿 集,第2分 冊,819.

川 田博 昭,安 田雅 昭,平 井 義彦,豊 田 宏

レジス トをマ ス ク としたSiの 高速 深溝 エ ッチ ング

講演 予稿 集,第1分 冊,607.

海 沼泰 明,安 田雅 昭,川 田博 昭,平 井義 彦

電 子線 照射 に よる絶縁 物帯 電現 象 の解析

講 演予 稿集,第2分 冊,812.

和 田健 司,山 田潤 一郎,松 山哲 也,堀 中博 道

低 コ ヒー レ ンス半 導 体光 源 出 力 にお け る 強度 ス ペ ク トル

の形 状 関数

講演 予稿 集,第3分 冊,1160.

早川竜馬,中 永麻理,吉 村 武,芦 田 淳,上 原 剛,

藤村紀文

大気圧非平衡窒素プラズマを用いた低温Si窒化膜の膜厚

制御とその誘電特性

講演予稿集,第2分 冊,892.

大塩 武士,芦 田 淳,吉 村 武,藤 村紀 文

ZnOエ ピ タキ シャル膜 の誘 電特性 に及 ぼすMn添 加 効果

講演 予稿 集,第2分 冊,1094.

寺 尾岳 見,西 村 吉弘,吉 水康 人,藤 村 紀文

低 温MBE成 長 したSi:Ce薄 膜 の磁 気及 び磁気 輸 送特性

講演 予稿 集,第3分 冊,1660.

益子 慶一 郎,芦 田 淳,吉 村 武,藤 村紀 文

原子 レベ ル で平 坦 な界 面 を有 す るZnMnO/ZnOヘ テ ロ構

造 の作製 とその輸 送特 性

講演 予稿 集,第2分 冊,1095.

原 武耕平,重 光 学道,西 嶋正憲,吉 村 武,藤 村紀 文

YMnO3/Y203/Siエ ピタキ シャルMFISキ ャパ シタに お け

る1層 の薄膜 化 とそ の評価

講演 予稿 集,第2分 冊,665.

西 嶋正 憲,原 武 耕平,吉 村 武,藤 村紀 文

レー ザ ー アブ レー シ ョン法 に よっ て作 製 した エ ピ タキ シ

ャルY203/Siの 界 面 の改善

講 演予稿 集,第2分 冊,670。

西村 吉 弘,寺 尾 岳見,吉 水康 人,藤 村紀 文

Si(100)上 におけ るCeSi2-xエ ピタキ シ ャル 薄膜 の作成

講演 予稿 集,第3分 冊,1660.

新 井涼 太,重 光学 道,益 子 慶一 郎,大 塩 武士,吉 村 武,

芦 田 淳,藤 村 紀文

圧 電 半 導 体/強 誘 電 体 トラ ンジ ス タ を 目的 と したZnO

/YMnO3ヘ テ ロ構造 の作 製 及び その電 気 的特性
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講演 予稿 集,第2分 冊,664.

中永 麻理,早 川 竜馬,上 原 剛,藤 村紀 文

大気 圧 非 平衡 プ ラ ズマ お よびRFプ ラズ マ を用 い て生 成 し

た窒 素励 起 種 の シ リコ ン窒 化特 性 の比較

講演 予稿 集,第2分 冊,893.

高橋 哲 也,重 光 学 道,吉 村 武,芦 田 淳,藤 村 紀 文,

中山忠 親,新 原 皓一

強磁 性 強誘 電体YbMnO3薄 膜 の誘電 特性 の改 善

講演 予稿 集,第2分 冊,670.

吉水 康 人,寺 尾 岳見,藤 村 紀文

(ll1)Si:Ce薄 膜 の磁 気 秩 序 に及 ぼ す キ ャ リア ドー ピ ング

の効果

講演 予稿 集,第3分 冊,1661.

重光学道,高 橋哲也,吉 村 武,芦 田

YMnO3薄 膜の磁性一誘電性相関現象

講演予稿集,第2分 冊67α

淳,藤 村紀文

■日本物理学会第60回年次大会(3月,野 田)

赤穂雅之,南 野忠彦,加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富男,

石田武和

ナノ超伝導体における磁束ダイナミクス

講演概要集,第3分 冊634.

山本 益士,川 又修 一,野 口 悟,石 田武和

Pr1-xCa.MnO3の 高 周波 電磁 応 答 棚

講演 概要 集,第3分 冊,489.

木 澤 俊 和,川 又 修 一,鈴 木 貴 博,根 岸 栄 一,松 井 広 志,

豊 田 直 樹,石 田 武 和

λ一(BEDT-TSF)2Fei-xGa。Cl4(x=0,0.4,1.0)のESRE

講 演 概 要 集,第4分 冊,780.

野 口 悟,藤 原 秀紀,杉 本豊 成,石 田武 和

πd系有 機半 導体 にお け る強磁 性 発現

講 演概 要集,第4分 冊,782.

吉 田祐 三,山 本 益士,野 口 悟,安 達 成司,石 田武 和

YBa2Cu408の 表 面 イ ン ピー ダ ンスV

講 演概 要 集,第3分 冊,500.

平 野 将記,大 濱哲 夫,野 口 悟

NMRに よ るUNiGa5の 磁 気構 造 解析

講演概 要 集,第3分 冊,453.

藤 原大 祐,三 木 茂 人,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤和 郎,岡 安 悟,片 桐 正 樹,森 井 幸 生,北 條 喜 一,

新 村信 雄,町 田 昌彦,加 藤 勝,石 田武和

MgB2中 性 子検 出器IV

講演概 要 集,第4分 冊,907.

野 田博 史,吉 川 弘 和,佐 藤 和 郎,四 谷

佐 藤 修,石 田武 和

任,加 藤 勝,



有 限系 正 方 格 子 ネ ッ トワー クの 超 伝 導 と磁 束分 布(Pb,

Nb)

講 演概 要集,第4分 冊,737.

安 部泰 司,藤 井 正 規,三 木 茂 人,川 又 修 一,佐 藤 和 郎,

四 谷 任,加 藤 勝,町 田 昌 彦,小 山 富 男,寺 嶋 考 仁,

足立 元 明,津 久井 茂樹,石 田武和

d-dot(YBCO-Pb)の 作 製 と超 伝導 特性

講演 概 要集,第3分 冊,569.

吉 川 弘和,野 田博 史,佐 藤 和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,

佐 藤 修,石 田 武和

蜂 の巣 格子 に現 れ る フラ ックス ジ ャ ンプの周期 性

講演概 要集,第3分 冊,580.

末松 久孝,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富 男,石 田武和

磁場 下で のナ ノ超伝 導板 の準 粒 子構 造N

講演概 要 集,第4分 冊,650.

藤 井正 規,安 部 泰 司,三 木 茂 人,川 又 修 一,佐 藤和 朗,

四 谷 任,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富 男,寺 嶋 孝仁,

津久 井茂樹,足 立元 明,石 田武和

d-dot(YBCO-Nb系)の 作 製 と超 伝 導特 性

講演 概要 集,第3分 冊,605.

飯 田琢也,石 原 一

光励 起 条 件下 で 複数 量 子 ドッ ト間 に生 じる輻 射力 の解 析

的表式

日本 物理 学会 講演概 要 集,第4分 冊,712.

越 野和樹,石 原 一

Drasticeffectsofdampingmechanismsonthethird-

orderopticalnonlinearity

日本物理 学会 講演概 要 集,第4分 冊,719.

安 食博志,石 原 一

励 起子 分 子状 態 を含 む4準 位 系 の3次 非線 形 応答:共 振

器QEDに よる評 価

日本物理 学会 講演概 要 集,第4分 冊719.

一 宮 正 義
,長 谷 川 充,飯 田琢 也,石 原 一,芦 田 昌明,

伊藤 正

CuClナ ノ構 造 にお け る四光波 混 合信 号の サ イズ共 鳴増 大

日本 物理 学会講 演概 要 集,第4分 冊,719.

■ 日本 原子 力学会2005年 春 の年 会(3月 ,平 塚)

町 田 昌彦,山 田 進,叶 野琢 磨,今 村 俊 幸,小 山 富 男,

加藤 勝,石 田武和

超伝 導 ナ ノ フ ァブ リケー シ ョ ンに よる新 奇 物性 と中性 子

検 出デバ イス 開発 のた めの超 伝 導 ダ イナ ミクス の研究.

■日本化 学会 第85春 季 年 会(3月,横 浜)

北 村 千 寿,阿 部 靖,川 月喜 弘,米 田昭 夫,小 林 隆 史,

内藤裕 義

1,4,7,10位 にア ルキ ル基 を有す るテ トラセ ンの合成 と性

質

講 演予稿 集,3PAO68、

圏 カ ー ボ ンナ ノチ ュー ブFEDプ ロ ジ ェク ト 公 開 シ ン ポジ ウ

ム 第2回 真空 ナ ノエ レク トロニ クス シン ポジ ウム(3月,東

京)

中 山喜 萬,播 路軍

カー ボ ンナ ノチ ュー ブか らの電 子エ ミ ッシ ョンの安 定性

予稿 集,215-229,

■平成17年 電気 学会全 国大 会(3月,徳 島)

川 田博 昭,和 田憲幸,藤 井 宏紀,安 田雅 昭,平 井義 彦

接着 層 と してSU-8を 用 い たパ ター ン移植 法

講演 予稿 集,3,199.

■カ ーボ ンナ ノチ ュー ブFEDプ ロジ ェク ト 第4回 研 究推 進委

員 会(平 成16年 度 成果 報告会)(4月,東 京)

中 山喜萬,播 路軍,秋 田成 司

微細 孔 中の低温CVD-CNT成 膜技術 の 開発

資料,69-77.

■ナ ノ学会 第3回 大会(5月,仙 台)

一宮 正義
,長 谷川 充,石 原 一,芦 田昌 明,伊 藤 正

CuClナ ノ構 造 にお ける非線形 光 学応 答の増 強

ナ ノ学会 第3回 大会 講演概 要 集,119.

■情 報開発 研究 所セ ミナー(5月,東 京)

内藤 裕義

有機 半導 体材 料 の光 ・電子 物性 評価 法

情報 開発研 究 所 セ ミナー テ キス ト,1-199.

■ 放 電 学 会 春 季 合 同 シ ンポ ジ ウ ム 「未 来 を拓 く放 電技 術 」

(1)プ ラズマ を用 い たナ ノカー ボ ン創製 と応 用(5月,東

京)

中 山喜萬,播 路 軍

カー ボ ンナ ノチ ュー ブお よびナ ノ コイルか らの電子 放 出

資 料,21-26.

■第29回UV/EB研 究会(5月,大 阪)

中山喜 萬,秋 田成 司

カー ボ ンナノチ ュー ブのナ ノエ ンジニア リング

講i演資 料,19-27。

■微 細精 密加 工技術 展2005(5月,大 阪)

中山喜 萬

カ タロ グ,30.

■FRCが 提 案 する企 業 と大学 の創造 的協 働(5月,大 阪)

中山喜 萬

ナ ノチ ュ ーブ をビル デ ィ ン グプ ロ ッ ク したナ ノデバ イス

の 創 出,

■ ポ リマ ー光 回路 研究 会(5月,愛 知)

平 井義 彦

ナ ノインプ リ ン トの物 理 とメカニ ズ ム.

■平 成17年 度 第22回 強誘 電体応 用 会議(FMA-22)(5月,京
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都)

原 武耕 平,重 光学 道,西 嶋 正憲,吉 村 武,藤 村 紀 文

YMnO3/Y203/Siエ ピ タキ シ ャルMFISキ ャパ シ タの低 温

成 長 と1層の 薄膜 化 とその 評価

講 演 予稿 集,189-190.

■ 日本 顕 微鏡 学会 第61回 学 術 講演会(6月,つ くば)

中 山喜 萬,根 岸 秀樹,浜 田 良寛,秋 田成司

カー ボ ンナ ノチ ュ ー ブプ ロー ブ が走 査 型 プ ロ ー ブ顕微 鏡

を変 え る 一 ナ ノチ ュー ブ内の キ ャ リア密 度 分布 の可 視化

講 演 会資料,221.

安 田雅昭,海 沼泰 明,川 田博昭,平 井義 彦

電子 ビー ム 照射 に よ る絶 縁 物帯 電 の 入射 エ ネル ギ ー依 存

性

発表 要 旨集,439.

鈴木祐介,安 田雅昭,川 田博昭,平 井義彦

多層Cu配 線構造からの分光反射電子信号の解析

発表要旨集,440.

■第1回Nipsコ ンソー シア ム技術 セ ミナー(6月,東 京)

平井 義彦

ナ ノイ ンプ リン ト技術 と国内外 最新 動 向.

口電気学会 誘電体薄膜集積技術調査専門委員会(6鳳 東京)

藤村紀文

YMnO3/Y203/Siエ ピタキシャルMFIS構 造の誘電特性。

■ 第24回 電 子 材 料 シ ン ポ ジ ウ ム(The24thElectronic

MaterialsSymposium)(7月,松 山)

T.Takahashi,N.Shigemitsu,T.YoshimuraandN

Fujimura

I皿provementofferroelectricpropertiesof

ferromagneticYbMnO3

ExtendedAbstracC51-52.

T.TeraoandNFujimura

LowtemperaturegrowthofSi:Cethinfilmon(001)Si

substrate

Extended,Abstract53・54.

Y.Nishimura,T.Terao,Y.YoshimizuandNFujimura

PreparationandpropertiesofCeSixepitaxialFilmsby

molecularbeamepitaxy

ExtendedAbstract,55・56.

K.Wakita,K.Nishi,Y.OhtaandT.Onishi

Time-resolvedemissionsofboundexcitonsinCuInS2

crysta藍S

ExtendedAbstracts,297-29&

Y.Shim,N.UnelneandN.Mamedov

Lightfigurestudiesofopticalanisotropyinthe

incommensuratephaseofTIInS2
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ExtendedAbstracts,299-300.

■208回 電気材料技術懇談会(7月,大 阪)

小林隆史,井 亀 諭,浅 田浩平,内 藤裕義

ポリフルオレンの励起状態構造.

■京大21COEシ ンポジウム 「有機薄膜太陽電池の最前線」

(7月,京 都)

内藤裕義

有機半導体の電荷輸送とその機構.

■日本液晶学会分子配向工レクトロニクス研究フォーラム第

1回講演会"有 機エレク トロニクスと液晶科学 一電子機能

材料の未踏領域を求めて一"(7月,東 京)

内藤裕義

分子配向と有機エレク トロニクス

講演要旨集,1-20.

■大 阪府 地 域結 集 型共 同 研究 事 業 キ ック オ フ セミ ナー(7月,

大 阪)

中 山喜萬

「ナ ノ カー ボ ン活 用技術 の創 成」 プ ロ ジェ ク トにつ いて

資料,1-11。

■ 第29回 フ ラ ー レ ン ・ナ ノ チ ュー ブ 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム(7月,

京 都)

S.Sawaya,S.AkitaandY,Nakayama

DensityMeasurementofElectron-Beam・lnduced

DepositsfromW(CO)6UsingCarbonNanotube

Oscillators

講 演 要 旨 集,54.

R.Fushimi,T.Kobayashi,Y.Morihisa,S.Tomita,K.

Ogawa,S.Hayashi,S.AkitaandY.Nakaya皿a

OntheLifetimeandStabilityofanIndividualCarbon

NanotubeEmitter

講 演 要 旨 集,125.

H.Okada,M,Yamaguchi,L.PanandY.Nakayama

UtilizationofIronSilicidefortheGrowthofBrush-

ShapeCarbonNanotubes

講 演 要 旨 集,153.

S.Chakrabarti,LPan,H.TanakaandY.Nakayama

EffectofMgOCoatingontheFieldEmissionProperty

ofAlignedMultiwalledCarbonNanotubes

講 演 要 旨 集,193.

■日本学術振興会 第151委 員会 第73回研究会(7月 ,東京)

川田博昭,平 井義彦

ナノインプリント法による高アスペクト比構造作製.

■応用物理学会次世代 リソグラフィ技術研究会 次世代リソ

グラフィワークショップ2005(7月,東 京)

平井義彦,中 島匡貴,小 西高晃,川 田博昭

ナノキャスティング法による微細構造成形.



■応用物理学会結晶工学分科会 「不揮発メモリの現状と将

来」(7月,京 都)

藤村紀文

マルチフェロイック材料の設計とデバイス応用.

咀JSTCREST第5回 福 山領域 ミ ー テ ィング(8月,熱 海)

石 田武和

超伝 導 ナ ノフ ァブ リケー シ ョンによ る新 奇 物性 と応 用.

石 田武和,野 口 悟,川 又 修一

d-dot,超 伝 導 ネ ッ トワー ク,MgB2中 性 子 検 出器,YBCOの

FIB加 工,有 機 塩 に関 す る実験

加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富男,石 田武和

d-dot,超 伝 導 ネ ッ トワー ク,MgB2中 性 子検 出器 に 関す る

理 論計 算.

■有機ELデ ィスプレイ研究会(8月,和 歌山)

内藤裕義

青色発光高分子,ポ リフルオレンの光 ・電子物性とその評

価法

■ プラ ズ マ プ ロセ ス パ ナ シ アの 会 フ ロ ン テ ィア プ ロセ ス

2005(8月,茨 城)

平井 義彦

ナ ノイ ンプ リ ン ト法 の基 本原 理,課 題 と今 後 の展 開.

■第66回 応 用物 理学会 学 術講演 会(9月,徳 島)

三 木茂 人,藤 原 大 祐,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐藤和 郎,石 田武和

1.55皿 波 長帯 レー ザパ ルス 照射 に よ る超伝 導NbN薄 膜 メ

ア ンダライ ンの熱応 答特 性 の評価

講演 予稿 集,第1分 冊,204.

原 田善之,高 橋 輝 一,黒 羽正 規,入 宇 田啓樹,大 場 辰則,

関 美緒,中 尾 公 一,河 野 猛,腰 塚 直 己,野 口 悟,

石 田武和,吉 澤 正 人

As-grownMgB2薄 膜 の超伝 導 特性2

講演 予稿 集,第1分 冊,173.

三 木 茂 人,藤 原 大 祐,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤和 郎,岡 安 悟,片 桐 政樹,森 井幸 生,北 條 喜 一.

新村 信雄,町 田 昌彦,加 藤 勝,石 田武 和

超伝 導MgB2薄 膜 を用 い た中性 子検 出 素子 の作 製 と熱応 答

特性 の評価

講演 予稿 集,第1分 冊tI76.

飯 田琢也,石 原 一

量 子 ドッ ト対 と共 鳴光 の 力 学 的相 互 作用3次 元任 意 配

置 にお ける計 算

講演 予稿 集,第3分 冊,903.

大 串直輝,阿 部賢 一郎,脇 田和 樹,佐 藤伸 也,望 月勝 美

CuInS2の 励 起 子発 光 の時 間分 解特 性(皿)

講演予 稿集,第3分 冊,1263.

阿部 賢 一 郎,村 上 剛,脇 田和樹,沈 用 球,マ メ ドブ

ナ ジ ム

TIInSe2の フ ォ トル ミ ネ セ ンス

講 演 予 稿 集,第3分 冊,1263,

π)

岡田 亘,沈 用 球,ナ ジム マ メ ドブ

イ ンコ ヒー レン ト反射 モ デ ル を用 いた 層状3元Tl化 合 物

の光学 定 数解析

講 演予 稿 集,第3分 冊,1263.

東 博 暢,岡 地崇 之,渡 辺 直樹,小 林 隆 史,内 藤裕 義

ポ リフル オ レ ン青色 発 光 ダ イ オー ドの イ ン ピー ダ ンス分

光m

講演予 稿 集,第3分 冊,1148.

鈴 木裕 一 郎,松 末哲 征,小 林 隆 史,内 藤 裕 義

電場 変調分 光 に よる赤色 発光Ir錯 体 の励起 状態

講演予 稿 集 第3分 冊,1148.

佐 々木義 一,原 田晴夫,中 村 力也,今 村 秀 明,内 藤 裕義

界面 活性 剤 を添加 した 高 分子 分散 液 晶 の発 光 の ゲ イ ンナ

ロー イ ング

講演 予稿 集,第3分 冊,111L

井 出典孝,松 末哲征,小 林 隆史,内 藤 裕義

有機 発光材 料 のupconversion発 光

講演 予稿 集,第3分 冊,1148.

丸崎 将寛,小 林 隆史,内 藤 裕義,松 浦 幸仁,松 川公 洋

ポ リシ ラ ンの光 化 学反 応 を用 いた金 ナ ノ粒 子 含 有 薄膜 の

作製 と光 ・電 子物 性

講演 予稿 集,第3分 冊,1114.

力石 真樹,内 藤 裕義,松 浦 幸仁,松 川公 洋

化 学修 飾 した シ リカナ ノ粒 子 一ポ リシ ラ ンハ イ ブ リ ッ ド

薄膜 の光 学特 性ll

講演 予稿 集,第3分 冊,1110.

井 亀 諭,小 林 隆 史,村 上修 一,内 藤裕 義

電 場変調 分 光 に よる フルオ レ ン共重 合体 の励 起 状態 決定

講 演予稿 集,第3分 冊,1114.

播 路 軍,中 山喜 萬

化 学輸 送法 に よる酸化錫 ナ ノ構 造 体 の作 製

講 演予 稿 集,第1分 冊,155.

澤 谷慎 太 郎,秋 田成司,中 山喜 萬

カ ー ボ ンナ ノチ ュー ブ振 動子 を利 用 したW(CO)6に よる

電 子 線誘 起物 の密 度評価

講演 予稿 集,第2分 冊,610.

小 西 康元,田 中博 由,播 路軍,秋 田成 司,中 山喜 萬

カーボ ンナ ノチ ュー ブの 電界放 出電 流 の安 定性

講演 予稿 集,第2分 冊,790.

小 林 巧,森 久 祐 司,冨 田 定,伏 見 良 治,小 河 潔,
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林 茂樹,秋 田成 司,中 山喜 萬

カー ボ ンナ ノチ ュ ー ブ1本 を用 い た微 小 電 子 源 の電 界 放

射 安定 性

講 演予 稿集,第2分 冊,791.

末金 皇,長 瀧篤 子,吉 川 雄也,秋 田成 司,中 山喜 萬

電 流注 入 に よる カー ボ ンナ ノチ ューブ の接合 形成

講演 予稿 集,第2分 冊,793.

長瀧 篤子,末 金 皇,吉 川 雄也,秋 田成司,中 山喜 萬

接合 カーボ ンナ ノチ ュー ブの力 測 定

講演 予稿 集,第2分 冊,793.

森 英 喜,尾 方 成信,平 井義 彦,秋 田成司,中 山喜 萬

カー ボ ンナ ノチ ュー ブ の曲 げに よる塑 性変 形解析

講演 予 稿集,第2分 冊,794.

秋 田成 司,中 山喜萬

多 層 カー ボ ンナ ノチ ューブ に よるナ ノ 白色 光源

講 演予 稿集,第2分 冊,794.

岡田啓 志,播 路 軍,中 山喜萬

ブ ラ シ状 カー ボ ンナ ノチ ュ ー ブ成 長 にお け る鉄 シ リサ イ

ドの 活用

講演 予稿 集,第2分 冊,811.

森 英喜,尾 方成 信,平 井 義彦,秋 田成 司,中 山喜萬

カー ボ ンナ ノチ ュー ブの 欠陥転 位解析

講演 予稿 集,第2分 冊,829。

小 西 高晃,平 井 義彦

2層 レジス ト構 造 に よるナ ノイ ンプ リ ン トリソグ ラフ ィ

講演 予稿集,第2分 冊,519,

中島 匡貴,吉 川 崇,十 河健 司,川 田博 昭,平 井 義彦

リバ ーサ ル ・ナ ノ イ ンプ リ ン ト法 に よる3次 元 多 層 ナ ノ

チ ャネル構 造 の作製

講演 予稿 集,第2分 冊,592。

川 田博 昭,松 本 圭弘,安 田雅 昭,平 井義 彦

ス ムーズ な側面 形状 を有 す るSiの 微細 深溝 エ ッチ ング

講演 予稿 集,第1分 冊,435.

海沼泰 明,安 田雅昭,川 田博昭,平 井義 彦

電 子線 照射 に よ る絶縁 物帯 電現 象 の解析(ll)

講演予 稿集,第2分 冊,590.

浦 友 章,中 谷友 美,向 山卓志,松 山哲 也,和 田健 司,

堀 中博 道,松 中敏 行

光 ・超音 波 速 度変 化 イ メー ジ ング法 に よる近 赤 外 トモ グ

ラ フ ィの 開発

講演 予稿 集,第3分 冊,891.

吉 岡洋志,関 晴彦,松 山哲也,和 田健司,堀 中博 道

フ ァブ リー ペ ロー 半導 体 レーザ ーの 利 得変 調 出力 にお

けるス ペ ク トル形 状 の検討
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講演 予稿 集,第3分 冊,1009.

吉村 武,新 井 涼 太,重 光 学 道,益 子 慶 一郎,芦 田 淳,

藤村 紀文

ZnO/YMnO3強 誘 電体 ゲ ー ト圧 電 半導 体 トラ ン ジス タの

電気 的特 性

講演 予稿 集,第2分 冊,511.

早川竜馬,中 永麻理,吉 村 武,芦 田 淳,上 原 剛,

藤村紀文

大気圧非平衡窒素プラズマを用いて作製 した低温Si窒化

膜の誘電特性と欠陥評価

講演予稿集,第2分 冊,669.

益子 慶一 郎,芦 田 淳,吉 村 武,藤 村 紀文

ZnMnO/ZnOヘ テロ構 造 の表面 平坦 性 の 向上

講演 予稿 集,第2分 冊,842.

西嶋 正憲,原 武耕 平,吉 村 武,藤 村 紀 文

レーザ ー ア ブ レー シ ョ ン法 に よっ て作 製 した エ ピタキ シ

ャルY203/Si界 面 の改 善

講演 予稿 集,第2分 冊,475.

西村 吉弘,寺 尾岳 見,藤 村 紀 文

Si(100)上CeSi2-xエ ピ タキ シ ャル薄膜 の物 性

講演 予稿 集,第3分 冊,1314.

新 井 涼太,重 光学 道,益 子 慶 一郎,吉 村 武,藤 村 紀 文

ZnO/YMnO3ヘ テ ロ構 造 を用 い た強 誘 電体 ゲー ト圧 電半

導体 薄膜 トラ ンジス タの作 製 と評価

講演 予稿 集,第2分 冊,476.

中永 麻 理,早 川 竜 馬,吉 村 武,上 原 剛,芦 田 淳,

藤村 紀文

大気 圧 非 平衡 プ ラズ マ を用 い た シリ コ ンへ の窒 化 メ カニ

ズ ム

講演 予稿 集,第2分 冊,669.

高橋 哲也,重 光学 道,吉 村 武,藤 村 紀 文

強誘 電体YbMnO3エ ピタキ シ ャル薄膜 の磁 気特 性

講演 予稿 集,第2分 冊,481.

■ 日本 物理 学会2005年 秋季 大 会(9月 ,京 田辺)

町 田昌彦,小 山富 男,加 藤 勝,石 田武和

超伝 導 薄膜 細 孔 格 子 を用 い た 急 冷 に よ るス トリ ング生成

(Kibble-Zurek)機 構 の確 認

講演概 要 集,第4分 冊,633.

平 山昌樹,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富 男,石 田武和

ナ ノ超 伝 導複 合体d-dotの 相互 作用 皿

講演概 要 集,第4分 冊,633.

大 畑 良行,佐 藤孔 治,幸 妙子,川 又修 一,石 田武和

FIBに よるYBa2Cu307単 結 晶の微 細加 工 と電極 付 け

講演概 要 集,第3分 冊,434.



安 部 泰 司,山 本 益 士,藤 井 正 規,三 木 茂 人,幸 妙 子,

川 又 修 一,佐 藤 和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,町 田 昌彦,

小 山富 男,寺 嶋 考仁,足 立 元明,津 久井 茂樹,石 田武和

FBに よるd-dotの 作 製 と評価

講 演概 要集,第3分 冊,449.

野 田博 史,清 水 真,佐 藤和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,

佐藤 修,林 正 彦,海 老 澤　 道,石 田武和

有 限サ イズ超伝 導 ネ ッ トワー ク の作 製 と評 価

講演 概 要集,第3分 冊,449.

野田辰 則,田 ロ幸広,北 本 克征,藤 田幸 宏,三 村 功 次郎,

市 川公 一,川 又 修一,石 田武 和,会 田 修

クラス ターモ デル計 算 に よるPro,5Cao5MnO3-6(δ ～O.05)

のMn2p発 光 スペ ク トルの解 析

講演概 要 集,第4分 冊,584.

藤 原 大祐,三 木 茂 人,島 影 尚,王 鎮,四 谷 任,

佐 藤 和 郎,岡 安 悟,片 桐 正樹,森 井幸 生,北 條 喜 一,

新村 信雄,町 田 昌彦,加 藤 勝,石 田武和

MgB2中 性 子検 出器V

講 演概 要集,第4分 冊,820.

末松久 孝,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富男,石 田武 和

磁 場下 に おけ るナ ノ超 伝 導板 の渦 糸分 子 の準粒 子構 造

講演概 要集,第4分 冊,541.

加藤 勝,町 田昌彦,小 山富男,石 田武和

ナノサイズの異方的超伝導体の準粒子構造

講演概要集,第3分 冊,50Z

森 健彦,藤 原 秀 紀,王 明星,杉 本 豊 成,野 口 悟,

石 田武和

強磁 性 を示す屈 曲 ドナー とFeBr4の1:1塩 の πd相 互作 用

講演 概要 集,第4分 冊,712。

野 口 悟,小 坂 朋 之,藤 原 秀紀,杉 本豊 成,石 田武和

pd系 有機 半導 体 にお け る強磁性 発現H

講演 概要 集,第4分 冊,712,

南 野忠彦,加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富 男,石 田武 和

超伝 導 ワ イヤー にお ける外 部電 流 に よる渦 糸流 制御

講 演概要 集,第4分 冊,559.

安 食博志,石 原 一

共振 器QEDに よる もつ れ あい光 子対 生成 の計 算

日本物理 学会 講演概 要 集,第4分 冊,587.

馬場 基彰,石 原 一

全 量 子 的 ア プ ロ ー チ に よ る 閉 じ込 め 励 起 子 系Hyper-

Raman散 乱 の研 究

日本 物理 学会 講演概 要 集,第4分 冊,575.

保田英樹,石 原 一

励起子閉じ込め複合薄膜における非線形応答の実時間解

析

日本物 理学 会講 演概 要 集,第4分 冊,586.

飯田琢也,石 原 一

3次 元任意配置で量子 ドット対が受ける共鳴輻射力

日本物理学会講演概要集,第4分 冊561.

■分 子構 造総合 討論 会(9月,東 京)

藤 原 秀 紀,王 明星,杉 本 豊 成,野 口 悟,石 田 武 和,

森 健 彦

BEDT-TTFVS(VO)のFeXべ 塩 の結 晶構造 と伝導 ・磁気

的性 質

講演概 要集,2PO14.

■ 日本 液晶 学会討 論会(9月,滋 賀)

佐 々木 義 一,岩 田洋 典,内 藤 裕 義,井 上 勝,一 ノ瀬 秀

男,MelanieKlasen-Memmer,樽 見和 明

水 平 配向 お よ び垂 直配 向 ネ マ テ ィ ック液 晶 中の ダ イ レ ク

タ再 配 向にお け るフ ロー効 果

講演 予稿 集,445(PFO4).

■電子 情報 通信 学会 有機 工 レク トロニ クス研 究会(9月,大

阪)

井 出典孝,松 末哲 征,小 林 隆 史,内 藤裕 義

facial体,meridiona1体 含 有Ir(ppy)3薄 膜 の光物 性

信 学技 報OME2005-55.

■第35回 構造 有樹 ヒ学 討論 会(9月,大 阪)

松 本 知 佳,北 村 千 寿,川 月喜 弘,米 田 昭夫,小 林 隆 史,

内藤裕 義

5,12一ジフェ ニル テ トラセ ンの結 晶構造 と光 学 的性 質

講演 予稿 集,1P113(p.188).

■第54回 高 分子討 論 会(9月,山 形)

内 藤裕義,丸 崎将 寛,力 石 真樹,松 浦幸仁,松 川公 洋

ポ リジヘ キ シ ル シ ラ ン ージル コニ ア ナ ノハ イ ブ リ ッ ド薄

膜 にお ける サ ーモ クロ ミズム の消 失 と大 きな光 熱係 数 の

発 現

講 演予稿 集3008.

■京都府中小企業技術センター マイクロ ・ナノ融合加工技

術研究会(9月,京 都)

平井義彦

ナノインプリント技術の基礎と応用.

圏2005年 度 精密 工学 会秋 季大 会(9月,京 都)

中 島匡貴,小 西 高晃,平 井 義彦

ナ ノキ ャステ ィング法 に よるマ イ クロ ナ ノ構 造 の成型.

■第18回 秋 季 シン ポジ ウム 第1回 ア ジアーオセ アニ ア セラ ミ ッ

ク ス連盟 国際 会議(9月,大 阪)

早 川竜 馬,中 永 麻 理,吉 村 武,芦 田 淳,上 原 剛,

藤村紀 文

大気 圧 非 平 衡窒 素 プ ラズ マ を用 い た低 温Si窒 化 膜 の 作 製

とその誘 電特 性

講演予 稿 集,ID28・111。
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大 塩 武 士,芦 田 淳,吉 村 武,藤 村 紀 文

ZnOエ ピ タ キ シ ャ ル 薄 膜 の 誘 電 特 性 及 び 圧 電 特 性 に 及 ぼ

すMn添 加 効 果(EffectofMn-DopingontheDielectric

andPiezoelectricPropertiesofZnOEpitaxialFilms)

講 演 予 稿 集,IPD37-146.

西嶋 正 憲,原 武耕 平,吉 村 武,藤 村紀 文

レーザ ー アブ レー シ ョ ン法 に よっ て作 製 したエ ピ タキ シ

ャルY203/Si界 面 の 改善

講演 予稿 集,1PDO5-130.

■ 日本 セ ラ ミ ックス協 会 第18回 秋季 シンポ ジ ウム(9月,大

阪)

藤村 紀 文,吉 村 武

YMnO3系 物 質 のマ ルチ フェ ロイ ック物性(依 頼 講演).

■日本 金属 学会2005年 秋期(第137回)大 会(9月,広 島)

藤 村 紀文,吉 村 武

YMnO3エ ピ タキ シ ャル 薄膜 のマ ルチ フェ ロイ ック物 性

講演 予稿 集,S2・2,72。

藤村 紀 文,吉 村 武

磁 性 強誘 電体 と磁 性 半導 体 を用 い た新 規 なマ ル チ フェ ロ

イ ック トラ ンジス タの開発

講 演予 稿集,S2・17,80。

益 子 慶一 郎,枝 広俊 昭,芦 田 淳,吉 村 武,藤 村紀 文

原子 レベ ルで 平坦 なZnMnO/ZnOヘ テ ロ構 造 に お け る二

次元 電子 ガス の形成

講演 予稿 集,S2・16,79.

高 木 督,寺 尾岳 見,西 村 吉弘,藤 村 紀文

低 温MBE成 長 したSi:Ce薄 膜 の磁 気 及び磁 気輸 送特性

講 演予稿 集,982,451.

■ニ ューガ ラス フ ォー ラ ム 第2回 ガラ ス科学 技術 研究 会(10

月,東 京)

平 井 義彦

ナ ノイ ンプ リ ン ト技術 につい て.

圏第15回 日本赤 外線 学会研 究発 表会(10月,愛 知)

中 谷友 美,浦 友 章,香 川 康 介,和 田健 司,張 吉 夫,

堀 中博 道

偏 光 保存 フ ォ トン検 出法 に よる無侵 襲血 糖値 モ ニ ター

研 究 発表 会資料,11.

佐藤秀樹,高 松周史,和 田健司,松 山哲也,堀 中博道

半導体レーザーの注入変調チャープパルスに対する光フ

ァイバカプラーを用いたパルス圧縮

研究発表会資料,13.

■電気学会誘電体薄膜集積技術調査専門委員会(10月,東 京)

藤村紀文

強誘電体ゲートFETの 新展開.

■多元系機能性材料研究会年末講演会(11月,小 金井)
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大 串直輝,阿 部 賢一郎,脇 田和 樹,佐 藤伸 也,望 月 勝美

ブ リッ ジマ ン法 に よ り作 製 したCulnS2の 束縛 励 起 子 の時

間分解PL特 性

成果 報告 集,38-41.

野 口 悟,橋 長大 輔,石 田武 和

新 奇d波 超伝 導体CeCoIn5の 単 結 晶育 成 と超 伝 導特 性 評

価

成果 報告 集,90-91.

岡 田 亘,沈 用 球,マ メ ドフ ナ ジム

層状3元Tl化 合物 の 主屈 折率 解析

成果 報告 集t107-110.

阿部 賢一 郎,村 上 剛,脇 田和樹,沈 用 球,マ メ ドフ

ナ ジム

TIInSe2のPLとPL励 起 スペ ク トル

成果 報告 集,139-142.

圏第96回 日本画 像学 会研 究 討論 会(11月,京 都)

吉川威 雄,宮 澤達 徳,鈴 木裕 一郎,小 林 隆史,内 藤裕 義

平面 対向 電極 を有 す る有機 半 導体 のTimeofFlight過 渡光

電流 の解析

予稿 集,88(p-9).

■平成17年 電気 関係 学会 関 西支 部連 合大 会(11月,京 都)

清水 雄介,東 博 暢,小 林 隆 史,内 藤 裕 義

β一phaseポ リ フル オ レ ン薄膜 に お け る増 幅 され た 自然放

出光

講演 論文 集,G150(G7-14).

岡 地崇之,渡 辺 直樹,東 博 暢,小 林 隆 史,内 藤裕 義

ポ リフル オ レン有機EL素 子 の イ ン ピー ダ ンス 分光 法

講演 論 文集,G149(G7-13)

吉 川威雄,浅 田浩平,小 林 隆史,内 藤裕 義

Poly(9,9-dioctyMuorene)の 製膜 条件 と光電 物性

講 演論 文集,G-152(G7-16).

遠 藤歳 幸,井 亀 諭,小 林 隆 史,村 上修 一,内 藤裕 義

ポ リフル オ レ ン共重 合体 の励 起 状態 構 造

講 演 論文 集,G148(G7-12).

宇 田 浩,井 出典孝,小 林 隆 史,松 末 哲征,内 藤 裕義

fac体 お よびmeridional体 を含 有す るlr(ppy)3薄 膜 の 光物

性

講演 論文 集,G151(G7-15).

■技術 情報 協会 セ ミナ ー(11月 ,東 京)

内藤 裕義

有機EL用 高分 子半 導体 の光 ・電子 物性.

■第25回 表面 科学 講 演大 会(11月,埼 玉)

秋 田成 司,中 山喜萬

ナ ノマニ ピュ レー シ ョ ンに よるCNT探 針 の作 製 とナ ノ メ

カニ ックス(依 頼講 演)



講 演要 旨集,10.

■第95回 ラ ドテ ック研 究会 講演 会(11月,東 京)

平井 義彦

ナ ノイ ンプ リン トの 基礎 と応 用,

P高 分 子学 会 光 反応 ・電子用 材料 研 究会(11月,大 阪)

平井 義彦

熱 イ ンプ リン トな らびに リバ ーサ ル イ ンプ リ ン トに よる3

次元 マ イ ク ロ ナ ノ構 造 の成 型.

鋼第26回 超 音波 エ レク トロニ クスの 基礎 と応 用 に関 す るシ ン

ポ ジウム(11月,横 浜)

堀 中博 道,浦 友 章,中 谷 友 美,松 山哲 也,和 田 健 司,

松 中敏 行

光照射 に よる超 音波 速 度 変化 を利 用 した光散 乱 媒 質 の3D

光 イメー ジ ング

講演論 文集,P1-61,159-160.

鋼 日本光 学 会年 次 学 術講 演会(OpticsJapan2005)(11

月,東 京)

堀 中博 道,浦 友 章,中 谷 友美,香 川 康 介,和 田 健 司,

張 吉 夫

偏光 保存 フ ォ トン検 出法 を用 いた 無侵 襲 血糖 値 モ ニ ター

の試作.

■大気 圧非 平衡 プラ ズマ に 関す る研究 会(11月,東 京)

藤村 紀文

大気 圧非 平衡 プ ラズマ を用 い た半導 体の 窒化 プ ロセ ス.

■第4回 低温 工学 ・超伝 導 若手 合同 講演 会(12月,大 阪)

野 田博 史,清 水 真,佐 藤和 郎,四 谷 任,佐 藤 修,

林 正彦,海 老沢 　道,加 藤 勝,石 田武和

微細 加 工 に よ る超伝 導 ネ ッ トワー クの作 製 と微 小 磁場 中

におけ る物 性.

末松 久孝,加 藤 勝,町 田昌彦,小 山富 男,石 田武和

超伝 導微小 板 にお け る渦糸構 造 と渦 糸相 互作 用.

圏京都大 学 基礎 物理 学研 究所 短期研 究 会 異方 的 超伝 導現

象 の統一 的理 解 を 目指 して(12月,京 都)

加藤 勝,町 田 昌彦,小 山富男,石 田武和

異方 的超伝 導 の ナ ノサ イ ズ効果 と不 均一性 の影響。

■ 文部科 学 省特 定領 域研 究 「ス ーバ ー ク リー ン物 質 で実 現 す

る新 しい量子 相の 物理 」領 域発 足研 究会(12月,東 京)

T.Ishida,S.Kawamata,K.Satoh,T.YotsuyaandT.

Machi

Supercleand-waveYBa2Cu408singlecrystalembedded

lnconventionaisuperconductortodesignanovel

physicalsystem.

■東 北大学 金 属材 料研 究 所 ワー クシ ョップ 「超伝 導体 にお け

る 渦 糸 状 態 の物 理 と応 用」(第13回 渦 糸 物 理 国 内 会 議)

(12月,仙 台)

石 田 武 和,野 田博 史,清 水 真,佐 藤 和 郎,四 谷 任,

佐 藤 修,加 藤 勝,林 正彦,海 老沢 　道

微 細加 工 に よる超伝 導 ネ ッ トワー クの製作 と物 性.

加 藤 勝,末 松 久孝,町 田昌彦,小 山富 男,石 田武和

ナ ノ構 造超 伝導 体 の渦 糸構 造

■第16回 光 物性 研究 会(12月 ,大 阪)

馬 場基 彰,石 原 一

CuC1薄 膜 に よる量 子 もつ れ光 子対 生成 の理 論研 究

第16回 光物 性研 究会 論文 集247-250.

安 食博 志,石 原 一

共振器 中 の量子 井戸 に よる相 関2光 子対生 成効 率の 計算

第16回 光物 性研 究会 論文 集,429-432.

保 田英 樹,石 原 一

励 起 子 閉 じ込 め複 合 薄 膜 に おけ る非 線 形応 答 の実 時 間解

析

第16回 光物 性研 究会 論文 集,75-78.

越 野和樹,石 原 一

DrasticeffectsofdampingmechanismsonX(3)

第16回 光物 性研 究会 論文 集,71-74.

大 串 直輝,西 一仁,太 田好 彦,脇 田和 樹

CulnS2に お け る励 起子 の時 間分解PL特 性

第16回 光物 性研 究会 論文 集,377-380.

阿部 賢 一郎,村 上 剛,脇 田和樹,沈 用 球,マ メ ドフ

ナ ジム

TIInSe2の フ ォ トル ミネセ ンス スペ ク トル

第16回 光物 性研 究会 論文 集,373-376s

岡 田 亘,沈 用球,マ メ ドフ ナ ジム

層 状3元T1化 合物 の主屈 折 率 とその異 方性

第16回 光物 性研 究 会論 文集,369-372.

清水 雄介,東 博暢,小 林 隆 史,内 藤裕 義

β一phaseポ リ フル オ レ ン薄膜 導 波 路 の増 幅 され た 自然放

出光

論文 集,339.

宇 田 浩,井 出典 孝,小 林 隆 史,松 末哲 征,内 藤裕義

Ir(ppy)3薄 膜 のupconversion発 光

論 文集,55.

鈴 木裕 一郎,遠 藤 歳 幸,松 末 哲征,小 林 隆史,内 藤 裕義

電場 変調 分 光 に よるイ リ ジウム錯 体 の励 起 状態

論 文集,1148.

■"有 機 誘 電 材 料,デ バ イス の イ ン ピー ダ ンス測 定 と解析"

技 術 セミ ナー(12月,大 阪)

内藤 裕 義

有機ELデ バ イス 開発 にお け る イ ンピー ダ ンス測 定 例

セ ミナ ー テキ ス ト20-42.
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■和歌山県工業技術センターセミナー(12月,和 歌山)

内藤裕義

有機半導体材料の電荷輸送過程 一移動度測定法一

■ 第16回 日本MRS学 術 シ ン ポ ジ ウ ム(12月,東 京)

大 塩 武 士,芦 田 淳,吉 村 武,藤 村 紀 文

ZnOエ ピ タ キ シ ャ ル 膜 に 及 ぼ すMn添 加 効 果(MnDoping

EffectsonDielectricPropertiesofZnOEpitaxialFilms)

講 演 予 稿 集,G1-PO5-D.

中 永 麻 理,早 川 竜 馬,吉 村 武,藤 村 紀 文,上 原 剛

大 気 圧 プ ラ ズ マ を 用 い た シ リ コ ン の 窒 化 過 程(The

NitridationProcessofSiliconwithAtmosphericPressure

Plasma)

講 演 予 稿 集,G1-P15-M.

前 田和 弘,重 光 学 道,芦 田 淳,藤 村 紀 文

YMnO3エ ピ タ キ シ ャ ル 薄 膜 の 作 製 と磁 性 一 強 誘 電 性 相 関

現 象(FabricationofYMnO3EpitaxialThinFilmsand

theMagnetic-FerroelectricCorrelationPhenomena)

講 演 予 稿 集,G1-PO4-B.

■セイ コー エプ ソン強 誘電 体ゲ ー トFEiT研 究 会(12月,長 野)

藤村 紀文

ZnOを チ ャネル に用 い た強誘 電体 ゲ ー トFET。
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■ニホ ウ化マ グ ネシ ウム使 い 超 電導 素子 を作製

石 田武和

日経産 業新 聞,2005年9月20日.

■NanoOpticalChromatography

H.IshiharaandT.lida

Frost&SUIIivanResearchReporちEmergingTedlnology

DevelopmentsinProcessandLaboratoryAnalytical

Instruments(TechnicalInsights),2005年12月27日.

■ 《特 集》 大阪 府地 域結 集 型 共同 研究 事 業 『ナノ カー ボ ン活

用技術 の創 成 』プ ロ ジェ ク ト～ナ ノカ ーボ ン技術 の世 界拠

点の形 成 を 目指 して ～

中 山喜 萬

ジ ・オステ ック,2-13,2005年4月5日,

■特集1モ ノづ く りの街 か ら世 界 ヘ ナ ノカー ボ ン旋風 襲来!

申 山喜 萬,播 路軍

週刊 ナ ノテ ク(1210),613,2005年5月30日.

■2層 カーボ ンナ ノチ ュー ブ 電流 で 曲げ加 工

中 山喜 萬

日刊 工業新 聞,2005年6月24日.

■ナノカ ーボ ン活 用 技術 でセ ミ 大 阪府 な どが13日

中山喜萬

日刊 工業新 聞,2005年7月6日.

■産学官 連携の 動 きは全 国へ 標準 化 と リスク管理 が重 要 に

中山喜萬

日刊工業新 聞,2005年9月15日.

■微細加 工技術 に挑 戦

平 井義彦

日刊工業新 聞,2005年2月18日.
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電 気 ・情 報 系 専 攻

電気情 報 システム工学分 野

電気システム講座

教 授 川 本 俊 治

長 澤 啓 行

助教授 有 薗 育 生

講 師 石 亀 篤 司

平 林 直 樹

助 手 楠 川 恵津子

情報通信システム講座

教 授 大 橋 正 治

助教授 下 代 雅 啓

講 師 太 田 正 哉

助 手 小 山 長 規

小 亀 英 己 武 田 洋 次

雄茂本森

之

子

雅

和

田

澤

真

森

平 田 健太郎

勝 山 豊 山 下 勝 己

北 村 敏 明

薮 哲 郎 林 海
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■PowerMaximizationControlofVariable-Speed

WindGenerationSystemUsingPermanent

MagnetSynchronousGenerator

(永 久 磁 石 同 期 発 電 機 を 用 い た 可 変 速 風 力 発 電 シ ス テ ム の

出 力 最 大 化 制 御)

S.Morimoto,T,NakamuraandY.Takeda

ElectricalEngineeringinJapan,150,2,11-19(2005).

(Windpowergeneration,MPPTcontrol,Permanent

magnetsynchronousgenerator)

■SensorlessOutputMaximizationControlfor

Variable-SpeedWindGenerationSystemUsing

IPMSG

(IPMSGを 用 い た 可 変 速 風 力 発 電 シ ス テ ム の セ ン サ レ ス

出 力 最 大 化 制 御)

S。Morimoto,T.Nakamura,M.SanadaandY.Takeda

IEEETransactionsonIndustryApplications,41,1,60-

67(2005).

(Windpowergeneration,MPPTcontrol,Permanent

magnetsynchronousgenerator,Sensorlesscontrol)

口ThrustlmprovementofLinearElectromagnetic

ActuatorusingCompoundWirewithCopperand

Iron

(銅 鉄 複 合 線 を 用 い た リニ ア 電 磁 ア ク チ ュ エ ー タ の 推 力 改

善)

M.Sanada,T.Ogawa,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.ofIPEC-Niigata2005,431-434(2005),

(Linearelectromagneticactuator,Compoundwire,

Thrustimprovement,FEM)

■TorquelmprovementforlnteriorPermanent

MagnetSynchronousMotorwithConcentrated

WindingusingAsymmetricFluxBarriers

(非 対 称 磁 気 障 壁 を 用 い た 集 中 巻 埋 込 磁 石 同 期 モ ー タ の ト

ル ク 改 善)

M.Sanada,T.Kishi,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.of】PEC-Niigata2005,103&1043(2005)。

(IPMSM,Torqueripple,Averagetorque,Asymmetrical

design,Concentratedwinding,FEM)

■ReducinglronLossbyDecreasingStressin

StatorCoreofPermanentMagnetSynchronous

Motor

(永 久 磁 石 同 期 モ ー タ の ス チ ー タ コ ア に お け る 応 力 低 減 に

よ る 鉄 損 低 減)

H.Hiwaki,H.Murakami,Y.Honda,M.Sanada,S.

MorimotoandY.Takeda

Proc.ofIPEC-Niigata2005,1245-1249(2005).

(lronloss,Statorcorestress,Permanentmagnet

synchronousmotor,Concentratedwinding)

■TorquePerformanceandPermanentMagnet

ArrangementforlnteriorPermanentMagnet

SynchronousMotor

(埋 込 磁 石 同 期 モ ー タ の トル ク 性 能 と 磁 石 配 置)

N.Matsumoto,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

Proc。ofIPEC-Niigata2005,1250-1255(2005).

(lnteriorpermanentmagnetsynchronousmotor,

Torqueperformance,Permanentmagnetarrangement,

Fluxbarrier,Reluctancetorque,FEM)

■OutputMaximizationControlforaVariableSpeed

WindGenerationSystemwithanIPMSGby

OptimumTorqueandPitchControl

(最 適 トル ク 制 御 と ピ ッ チ 角 制 御 に よ るIPMSGを 用 い た

可 変 速 風 力 発 電 シ ス テ ム の 出 力 最 大 化 制 御)

H.Kato,S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

Proc.ofIPEC-Niigata2005,1286-1293(2005).

(Windgeneration,Variable-speedgeneration,IPMSG,

MPPTcontrol,Pitchcontrol)

■High・SpeedAnalysisof3-phaseHighFrequency

VoltagelnputSensorlessControlFedbyPWM

lnvertersConsideringMagneticSaturation

(PWMイ ン バ ー タ 駆 動 の 三 相 高 周 波 電 圧 印 加 セ ン サ レ ス

制 御 に お け る 磁 気 飽 和 を 考 慮 した 高 速 解 析)

NImai,S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

Proc.ofIPEC-Niigata2005,2221-2227(2005)、

(IPMSM,Sensorlesscontrol,Magneticsaturation,FEM)

■ 三 相 高 周 波 電 圧 印 加 に よ るIPMSMの セ ン サ レ ス 制 御 に お

け る磁 気 飽 和 の 影 響

(lnfluenceofMagneticSaturationon3-phase

HighFrequencyVoltagelnputSensorlessControl

forIPMSM)

今 井 信 幸,森 本 茂 雄,真 田 雅 之,武 田 洋 次

電 気 学 会 論 文 誌D,125,6,659-665(2005).

(IPMSM,Sensorlesscontroi,Magneticsaturation,Finite

elementmethod)

■BasicStudyofLinearGeneratorConfigurationfor

WavePowerGeneration

(波 力 発 電 用 リ ニ ア 発 電 機 構 造 の 基 礎 的 検 討)

T.Matsushita,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

Proc.ofLDIA2005,219-222(2005).

(Wavepowergeneration,Lineargenerator,LSM,

LSTM,Polepitch,FEM)

璽MechanicalSensorlessDrivesofIPMSMwith

OnlineParameterIdentification

(オ ン ラ イ ン パ ラ メ ー タ 同 定 に よ るlPMSMの 機 械 的 セ ン

サ レ ス ドラ イ ブ)

S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

Conf.Rec.ofIEEE-IAS2005,1-6(CD-ROM)(2005).

(IPMSM,Sensorlesscontrol,Parameteridentification,
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Dead-timecompensation)

■lnfluenceofPMFIuxVariationandMagnetic

SaturationonSensorlessControlforlnterior

PermanentMagnetSynchronousMotors

(埋 込 磁 石 同 期 モ ー タ の セ ン サ レ ス 制 御 に お け る 磁 石 磁 束

変 動 と 磁 気 飽 和 の 影 響)

N.Imai,S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

Conf.Rec.of][EEE-IAS2005,1-6(CD-ROM)(2005).

(IPMSM,Sensorlesscontrol,Magneticsaturation,Finite

elementmethod)

■LyapunovFunctionConstructionforaPower

SystemlnductionMachineDynamlcCharactehstics

(誘 導 機 動 特 性 を 含 む 電 力 系 統 の リ ア プ ノ ブ 関 数 構 成)

A.IslligameandT.Taniguchi

ElectricalEngineering血Japan,151,1,34-41(2005).

(PowerSystem,LyapunovFunction,Inductionmachine

Dynamics)

■ 線 形 行 列 不 等 式 の 解 法 に 基 づ く 電 力 系 統 の リア ブ ノ ブ 関 数

構 成

(ConstructienofLyapunovFunctionforPower

SystembasedonSolvingLinearMatrix

lnequality)

石 亀 篤 司,坂 口 宏 睦,高 島 淳,須 崎 志 郎

電 気 学 会 論 文 誌B,125,5,462-468(2005).

(PowerSystem,LyapunovFunction,LinearMatrix

Inequality,Inductionmachine,Transientstability)

■ 標 準1機 無 限 大 系 統 モ デ ル の 平 衡 点 解 析 に 基 づ く発 電 機 制

御 一PSSと の 比 較 一

(GeneratorControlBasedonEquilibriumPoint

AnalysisofStandardOne-Machinelnfinite-Bus

SystemModel-ComparisonwithPSS-)

川 本 俊 治,張 建,山 本 浩 義,藤 本 幸 治

電 気 学 会 論 文 誌B,125,7,655-662(2005),

(Powersystem,AVR,GOV,PSS,Equilibriumpoint,

Nonlinearcontro1)

(Cart-pendulumsystem,Equilibriumpoint,Nonlinear

control)

■NonlinearControlBasedonEquilibriumPoint

AnalysisforGeneratorofElectricPowerSystem

(電 力 シ ス テ ム の 発 電 機 の 平 衡 点 解 析 に 基 づ く非 線 形 制 御)

J.Zhang,H,Yamamoto,K.FujimotoandS.Kawamoto

Proc.ofSICE2005,12051208(2005).

(Nonlinearcontrol,Electricpowersystem,AVR,GOV,

PSS,EquilibriumpoinLGeneratorcontrol)

sNonlinearControlbyHigh-SpeedExcitationBased

onEquilibriumPointAnalysisoftheJapanese

StandardOne・MachineSystemModel

(標 準1機 モ デ ル の 平 衡 点 解 析 に 基 づ く高 速 励 磁 に よ る 非 練

形 制 御)

S.Kawamoto,J.ZhangandK.Fujimoto

Proc.ofIPEC2005,CD-ROM(2005).

(Powersystem,AVR,GOV,PSS,Nonlinearcontrol,

Equilibriumpoint,Limiter

■ 状 態 に ジ ャ ン プ を 有 す る 線 形 シ ス テ ム の 遅 延 フ ィ ー ドバ ッ

ク 制 御

(DelayedFeedbackControlofLinearSystems

withStateJump)

平 田 健 太 郎,、 小 亀 英 己

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,18t3,118・125(2005).

(Delayedfeedback,Compasswalking,Stability)

圏SomeIssuesinCommonQuadraticLyapunov

FunctionProblemforaSetofStableMatricesin

CompanionForm

(安 定 行 列 集 合 に 対 す る 共 通2次 リ ア ブ ノ ブ 関 数 問 題 の 論

点)

T.Mori,H.KokameandY.Mori

Proc.ofthe16thIFACWorldCongress ,Prague,Czech.

(CD-ROM)(2005).

(CommonquadraticLyapunovfunction,companion

form,Lyapunovinequality)

■ カ オ ス 型 関 数 に よ る 擬 似 乱 数 の 生 成 と 暗 号 シ ス テ ム へ の 応

用

(GenerationofPseudo-RandomNumbersby

Chaos-TypeFunctionandltsApPlicationto

Cryptosystems)

外 山 淳 一 郎,川 本 俊 治

電 気 学 会 論 文 誌C,125,1L17151721(2005).

(lnformationsecurity,Cryptosystem,Chaos,Pseudo-

Random,Numbers)

■NovelContinuousNonlinearStateFeedback

ControljerforCart-PendulumSystem

(台 車 付 倒 立 振 子 の 新 し い 非 線 形 連 続 状 態 フ ィ ー ドバ ッ ク

制 御 器)

R.ZhouandS,Kawamoto

Proc.ofSICE2005,719-722(2005).

■DynamicControllerswhichUseDifference

ApProximatesofOutputDerivativesandtheir

PracticalStability

(出 力 微 分 の 差 分 近 似 を 用 い る 動 的 補 償 器 と 実 用 安 定 性)

H.Kokame,K.HirataandT.Mori

Proc.ofthe16thIFACWorldCongress ,Prague,Czech.

(CD-ROM)(2005).

(Practicalstability,Approximation,Deriva昼vefeedback)

■OnaDesignMethodofSampled -DataDelayed

FeedbackControlter

(サ ン プ ル 値 遅 延 フ ィー ドバ ッ ク 制 御 器 の 一 構 成 法)

K.Hirata

Proc.ofthel6thIFACWorldCongress ,Prague,Czech.

(CD・ROM)(2005).

(S・mp1・d-d・t…nt・ ・1,D・董・y・dfeedback,1・terp。1。ti。 。)

106



■Two-PhaseOptimizationMethodforHarvesting

andDeliveringFreshAgriculturalProductswith

PeriodicalFloweringtoMultipleMarkets

(周 期 的 に 開 花 す る 生 鮮 農 産 物 の 複 数 市 場 へ の 収 穫 ・配 送

パ タ ー ン最 適 化 に 関 す る2段 階 解 法)

K.H.Widodo,H.Nagasawa,K,MorizawaandM.Ota

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,55,334340(2005).

(Productionplanning,Logistics,Freshagricultural

products,SupPlychain)

■ シ ナ リオ を 想 定 し た 頑 健 な 非 劣 解 集 合 の 生 成 法

(AMethodforGeneratingaRobustSetof

ApproximateNondominatedSolutionsunder

Scenarios)

川 峙 正 秀,森 澤 和 子,長 沢 啓 行

日 本 経 営 工 学 会 論 文 誌,56,92-100(2005).

(Multiobjectiveplanning,Scenario,Nondominated

solution,Scheduling,Robustness)

■ 周 期 的 開 花 条 件 下 で の 複 数 市 場 へ の 生 鮮 農 産 物 収 穫 ・配 送

モ デ ル

(APeriodicalFloweringHarvestingModelfor

DeliveringFreshAgricutturalProductstoMultiple

Markets)

ク ンチ ョ ロ ハ ル ト ウ イ ド ド,長 沢 啓 行,森 澤 和 子,太 田

雅 晴

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌56,164-173(2005).

(OR,Productionpianning,Agriculturalfreshproducts,

SupPlychain)

■List・basedSqueezingBranchandBoundAlgorithm

forFlowshopSchedulingProblems

(フ ロ ー シ ョ ッ ブ ース ケ ジ ュ ー リ ン グ 問 題 に 対 す るList-

basedSqueezingBranchandBound法)

K.MorizawaandH.Nagasawa

Proc.of18thInternationalConferenceonProduction

Research,1-6(CD-ROM)(2005).

(Scheduling,Branch-and・bounda正gorithm,Localsearch,

Benchmark,Flowshop)

■DynamicLayoutMethodUsingEvolution

StrategiesinCaseofDifferentAreasofFacilities

(進 化 戦 略 に よ る 異 形 状 異 面 積 設 備 に対 す る ダ イ ナ ミ ッ ク

レイ ア ウ ト法)

N.HirabayashiandH,Nagasawa

Proc,ofl8thInternationalConferenceonProduction

Research,1-5(CD・ROM)(2005).

(Facilitylayout,Evolutionstrategies,Metaheuristics)

■OptimizationMethodforHarvestingandDelivering

FreshAgriculturalProductstoMultipleMarkets

withlnventoryunderPeriodicalFlowering

(在 庫 が 許 さ れ る 場 合 の 周 期 的 に 開 花 す る 生 鮮 農 産 物 の 複

数 市 場 へ の 収 穫 ・配 送 最 適 化)

K.H.Widodo,H.Nagasawa,K.MorizawaandM.Ota

Proc,of14thIndonesianScientificConferenceinJapan,

517-524(2005).

(Supplychain,Agriculturalproducts,Inventory,

Optimization)

圏List-basedSqueezingBranchandBound法 に よ る 機

械 非 指 定 型 ・加 工 一組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン

グ

(List・basedSqueezingBranch-and-BoundAlgorithm

forMinimizingMakespaninMachining-Assembly

FlowshopSchedulingProblems)

土 本 一 成,森 澤 和 子,長 沢 啓 行

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,56,358365(2005).

(Scheduling,Machining-assemblyflowshop,Branch-and-

boundaigorithm,Localsearch)

■ 納 期 遅 れ に 対 す る ペ ナ ル テ ィ を考 慮 し た 受 注 生 産 シ ス テ ム

の 最 適 発 注 方 策 に 関 す る一 考 察

(ASolutionforOptimalOrderSplittingPolicyof

Make・to-OrderManufacturingSystemsBasedon

PenaltyforDelayinApPointedDateofDelivery)

竹 本 康 彦,有 薗 育 生

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌,18,3,100-108(2005).

(Make-to-ordermanufacturingsystem,Openqueueing

network,Ordersplitting,Distributionfreeapproach)

■臨 時 設 備 に よ る能 力 増 強 を考 慮 した 受 注 生 産 シ ス テ ム

(AnalysisofaBuild-to-OrderManufacturing

SystemwithaStandbyFacility)

中 瀬 逸 平,竹 本 康 彦,有 薗 育 生

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,56,1,38-45(2005).

(Queueingmodel,Steadystatesprobability,Markov

model)

■ 偶 発 故 障 と 磨 耗 故 障 の2つ の 故 障 モ ー ドを も つ シ ス テ ム の

ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ解 析

(SystemAvailabilityAnalysiswithTwoFailure

ModesofRandomFailureandWear・outFailure)

高 盛 加 佳 子,中 瀬 逸 平,竹 本 康 彦,有 薗 育 生

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,56,2,101-108(2005).

(Failure-timedistribution,Meanavailiability,Mixing

Erlangdistribution,Multiplefailuremodes)

■AStudyofMultivariate(X,S)ControlChart

BasedonKullback・LeiblerInformation

(Kullback⊥eibler情 報 量 に基 づ く 多 変 量(X,S)管 理 図

に 関 す る 研 究)

Y.TakemotoandI.Arizono

InternationalJournalofAdvancedManufacturing

Technology,25,11-12,1205-1210(2005).

(Covariancematrix,Kullback-Leiblerinformation,

Likelihoodratiostatistic,Meanvector,Multivariate

statisticalcontrolcharts,(X,S)controlchart)

■ 入 出力特 性 に基 づ く工程 管 理 シス テム の構 築 とA℃ によ る

要 因解 析

(StatisticalProcessMonitoringSystemfor
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SpecifyingFactorofAssignableCauseinOut-of咀

ControlStateBasedonBothlnputandOutput

Properties)

竹 本 康 彦,山 口哲 司,有 薗 育 生

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,56,4,265273(2005).

(AIC(AkaikeInformationCriterion),Assignable

causes,Controlchart,Multivariatecontrolchart,

Taguchi'slossfunction)

■ 時 系 列 工 程 管 理 技 法 に基 づ く管 理 状 態 か らの 逸 脱 の 検 出 お

よ び 逸 脱 期 の 識 別

(DetectionofOut・of・ControlStateand

DiscriminationofSwitchoverTimeBasedonTime

SerialProcessMonitoringProcedure)

竹 本 康 彦,有 薗 育 生

応 用 統 計 学,34,2,99-120(2005),

(CUSUMcontrolchart,EWMAcontrolchart,Kullback-

Leiblerinfbrmation,Informationcriterion)

■ExponentiallyWeightedMovingAverageChartfor

High-YieldProcesses

(高 品 質 工 程 用EWMA管 理 図)

T.Kotani,E.KusukawaandH.Ohta

AnInternationalJournalofIndustriaiEngineeringand

ManagementSystems,4,1,75-81(2005).

(High-yieldprocess,CS(ConfirmationSample)ccc

(cum。lativec。u。t。fc。nfi,mi。g).rchart,EWMA(Exponentially

WeightedMovingAverage)chart,Markovchain

approach,ANOS(AverageNumberofObservationsto

Signal))

■ASyntheticCharttoMonitortheDefectRatefor

High-YieldProcesses

(欠 点 数 を 管 理 対 象 と した 高 品 質 工 程 用 統 合 管 理 図)

E,KusukawaandH.Ohta

AnInternationalJournalofIndustrialEngineeringand

ManagementSystems,4,2,158-164(2005).

(High-yieldprocess,Processdefectrate,CQ(CumUlative

Quantity)-rchart,CS(ConfirmationSample)chart,

Syntheticchart,ARL(AverageRunLength)

■ManufacturingPolicyinSupplyChainwith

UncertainDeliveryLead-Time

(配 送 リー ドタ イ ム が 不 確 実 な サ ブ ラ イ チ ェ ー ン に お け る

生 産 方 策)

M。Fujii,E.KusukawaandH.Ohta

Proc.ofthe18thInternationalConferenceonProduction

Research,CD-ROM(2005).

(Logistics,Procurement,Inventory,Forecasting,

Demandinformationrevisions)

■UtilityofOutsourcingServiceAgencyforReturn

ProcessingOperations

(オ ン ラ イ ン販 売 に お け る 返 品 業 務 代 行 サ ー ビ ス 利 用 の 有

用 性)

E,Kusukawa,T.FurukawaandH.Ohta
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Proc.ofthe18thInternationalConferenceonProduction

Research,CD・ROM(2005).

(Outsourcingservice,Reverselogistics,E-commerce,

Inventorycontrol,Businessmodel)

■UtilityofAgencyforCollectionandDisassembly

inaRemanufacturingSystemwithProduct-Life

Cycle

(製 品 寿 命 を 考 慮 し た リ マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ リ ン グ シ ス テ ム

に お け る 回 収 ・分 解 業 務 代 行 サ ー ビ ス の 有 用 性)

E.KusukawaandH.Ohta

Proc.of5thBusinessAspectsofClosed-LoopSupply

Chains,CD-ROM(2005).

(Outsourcingservice,ReverseIogistics,E・commerce,

Inventorycontrol,Businessmode1)

■Proposalofone-by・onetransmissionthroughring

opticalIPnetworks

(リ ン グ 光lPネ ッ トワ ー ク 上 のone-by・one転 送 の 提 案)

S.Fujimoto,0.KoyamaandY.Katsuyama

IEEJTrans.EIS,125,3,534-535(2005).

(One-by-onerouting,IP-over-WDM,Opticalring

network)

■lntegratedfully-nativeEthernetringforoPtical

accessnetworks

(光 ア ク セ ス 用 完 全 ネ イ テ ィ ブ イ ー サ ネ ッ ト光 リ ン グ ネ ッ

トワ ー ク)

T.Sakamoto,S.Fujimoto,0.KoyamaandY.Katsuyama

Proc.ofthe10thOptoelectronics&Communications

Conference,374-375(2005).

(OpticalIPnetwork,NativeEthernetIP-over-WDM)

■Centralizedsystemforphysicallayermanagement

inCWDMopticalringIPnetworks

(CWDM光 リ ン グIPネ ッ トワ ー ク の 物 理 層 管 理 用 集 中 シ

ス テ ム)

0.Koyama,K.Nishikawa,T.OnishiandY .Katsuyama

Proc.ofthe10thOptoelectronics&Communications

Conference,36〔 ト367(2005).

(CWDM,Physicallayermanagement,opticalring

network,IP-over-WDM)

■Plan・do-seetrialsupPo「tingsystemoverWWW

forexperimentandcalculationactivitiesin

problem-basedlearning

(問 題 解 決 型 学 習 法 に お け る 実 験 と 計 算 用 の 計 画 一 実 行 一

評 価 活 動 を サ ボ ー トす る ウ エ ブ 上 の シ ス テ ム)

O.Koyama,D.Sakai,A.KubotaandY .Katsuyama

日本e-Learning学 会 論 文 誌 ,7,20-27(2005).

(Plan-do-seetrial,Problem-basedlearning ,E-1earning

overWWW)

■Performanceofintegratedfully-nativeEthernet

opticalringforcustomer・ownednetworks

(ユ ー ザ 所 有 型 ネ ッ トワ ー ク 用 の 多 重 完 全 イ ー サ ネ ッ ト光



リ ン グlPネ ッ ト ワ ー ク の 特 性)

Y.Katsuyama,S.Fujimoto,T,SakamotoandO.Koyama

Proc.ofthellthAsia-PacificConferenceon

Communications,299-303(2005).

(OpticalIPnetwork,Scalableopticalnetwork,Optical

ringnetwork,IP-over-WDM)

口 理 想 フ ィー ル ド法 を 用 い た3次 元 広 角Y分 岐 光 導 波 路 の 設

計

(ldealfieldmethodfordesigning3-Dwide-angle

Y・branchopticalwaveguides)

薮 哲 郎,下 代 雅 啓,大 橋 正 治

電 子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌C,J88-C,6,444-454(2005).

(Y-Branch,Wideangle,Lowloss,Beampropagation

method,Idealfieldmethod)

■VibrationCharacteristicofthepolarizationmode

dispersionirlasinglemodeopticalfiber

(シ ン グ ル モ ー ド光 フ ァ イ バ の 偏 波 モ ー ド分 散 の 振 動 特 性)

D.Inoue,T.Yabu,T.Sakaguchi,andM.Ohashi

Proc,ofOECC2005,6&69(2005).

(Polarizationmodedispersion,vibration,single-mode

fiber)

■Newtechniqueformeasuringfiberparameter

distributionsbyusingunidirectionalOTDR

(OTORを 用 い た フ ァイ パ パ ラ メ ー タ 分 布 の 新 し い 測 定 法)

J.Yamamoto,T.Yabu,K.Nakajima,andM.Ohashi

Proc、ofOECC2005,220-221(2005).

(OTDR,Modefielddiameter,Chromaticdispersion,

Measurement)

■ メ ア ン ダ 形 マ イ ク ロ ス トリ ッ プ 共 振 器 を 用 い た コ ム ラ イ ン

フ ィ ル タ の 特 性 解 析

(StudyonMeander-ShapedMicrostripComb-Line

Filter)

江 上 景 庸,北 村 敏 明,下 代 雅 啓

電 気 学 会 論 文 誌C,125,10,159〔 シ1601(2005).

(Meander,Comb-linefilter,Multipleattenuation-poles,

FD-TDmethod,Miniaturization)

■BayesianDecisionFeedbackEqualizerwith

ReceiverDiversityCombining

(受 信 ダ イ バ ー シ チ 技 術 を 用 い たBayesian判 定 帰 還 型 等

化 器)

H.LinandK.Yamashita

IEICETrans.onFundamentals,E88-A,2,597-598

(2005).

(Bayesiandecisionfeedbackequalizer,Receiver

diversity)

■DesignofaBlindSpatialandTemporalRBF

EqualizerUsingaGeneticAlgorithm

(遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た ブ ラ イ ン ド時 空 間RBF等 化

器 の 設 計)

K.Watanabe,H.LinandK.Yamashita

Trans,IEEofJapan,152,4,50-56(2005).

(Arrayantenna,BlindRBFequalizer,Nonlinearchannel,

Geneticalgorithm)

鷹 固 有 モー ドのSNR変 動 極 値 を用 い た最 適 線 形 ブ レコー デ

イ ング

(OptimalLinearPrecodingwiththeExtreme

BoundsofEigenmodeSNRVariation)

成枝 秀介,山 下勝 己

電気 学会 論文 誌C,125-C,9,1422-1429(2005)。

(MIMOシ ステ ム、固 有 モー ド伝 送 、線 形 プ レコー ダ)

■ 検 出 時 に 原 画 像 情 報 が 不 要 なDCTフ ラ ク タ ル 符 号 化 に よ

る 電 子 透 か し

(OigitalWatermarkingUsingDCTFractalCoding

withoutOriginallmagelnformation)

太 田 正 哉,山 下 知 仁,佐 藤 晃 久,山 下 勝 己

電 気 学 会 論 文 誌,125-C,11,1652-1657(2005).

(Digitalwatermarking,Fractalcoding,DCT)

■SelfOrganizingMapBasedChannelPredictionfor

OFDMA

(OFDMAに 対 す る 自己組 織 化 マ ップ に基 づい た チ ャネ ル

推 定)

HM.S.B.Senevirathna,K.YamashitaandH,Lin

Proc.ofIEEEInt.Symp.onCircuitandSystems,2506

2509(2005).

(OFDMA,SOM,Channelprediction)

■ANeuralPhaseRotatorforPAPRReductionof

PCC-OFDMSignal

(PCC-OFDM悟 号 のPAPR抑 圧 の た め の ニ ュ ー ラ ル 位 相

回 転 器)

M.Ohta,H.YamadaandK.Yamashita

Proc.ofInternationalJointConferenceonNeural

Networks,2363-2366(2005).

(OFDM,PCC,PAPR,ICI,Neuralnetwork)

■PrecodingforThroughputlncreasinginMIMO

SingleCarrierBlockTransmissions

(MIMOブ ロ ッ ク 通 信 に お け る ス ル ブ ッ ト増 加 の プ レ コ ー

デ イ ン グ)

S.NariedaandK.Yamashita

Proc.ofEEE/ACESIntConf.onWirelessComunications

andAppliedComputationalElectromagnetics,38-39

(2∞5).

(MIMO,BlockTransmissions,Precoding)

■EigenmodeSNRlncreasingMethodBasedon

MaximumLikelihoodCriterionBasedSpace-Time

LinearPrecoder

(最 尤 基 準 時 空 間 線 形 プ レ コ ー ダ に 基 づ い た 固 有 モ ー ド

SNR増 加 手 法)

S.NariedaandK.Yamashita

Proc.ofIEEEInt.WorkshoponComputationalAdvance

inMulti-SensorAdaptiveProcessing,189-192(2005).
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(EigenmodeSNR,MaximumLikeiihoodCriterion,

Linearprecoding)

■ANewTypeEchoCancelingbyUsingtheSmart

AcousticRoom(SAR)Syatem&Correlation

FunctionfortheDouble-TalkCondition

(ダ ブ ル トー ク 条 件 下 で のSARシ ス テ ム お よ び 相 関 関 数 を

用 い た エ コ ー キ ャ ン セ ラ)

R.Chen,M.R.AsharifandK.Yamashita

Proc.ofIEEE,EURASHIPInt.WorkshoponAcoustic

EchoandNoiseContro1,29-32(2005).

■Multi-UserDetectorforMC・COMAUsing

NonorthogonalWaveletNeuralNetworks

(非 直 交 ウ ェ ブ レ ッ トニ ュ ー ラ ル ネ ッ トワ ー ク を 用 い た

MC-CDMAに 対 す るマ ル チ ユ ー ザ 検 出)

H.MS.B.SenevirathnaandK.Yamashita

Proc.ofIEEEInt。Symp.onSignalProcessingand

InformationTecllnology,301-303(2005).

(MC-CDMA,Detector,NonorthogonalWavelet)
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■ブラ シ レス モー タ制 御の 最新 動 向

森 本茂雄

三菱電機 技術 ゼ ミナー ル資料(2005).

■研 究 グルー プ紹 介 「大 阪府 立 大学 大学 院工 学研 究 科電 気 ・

情 報系専 攻電 力 シス テム研 究 グル ー プ」

石亀 篤司

電気 学会 電力 エ ネ ルギ ー部 門誌,125,8,822(2005).

■ユ ーザ制 御光 ネ ッ トワー クが や ってき た1一 光 イ ン トラネ

ッ トの新 たな トレン ドー

勝 山 豊

NTT-AT技 術 セ ミナ,1-26(2005).

eCWDMに 基 づ くユー ザ制 御光IP光 ネ ッ トワー ク

勝 山 豊

エ イ トラ ムダ フォー ラム,1-18(2005).

■ 日本経 営工 学会 活性化 へ のア プ ローチ ー 若 い 芽か ら

久米靖 文,岩 崎 日出男,伊 呂原 隆,楠 川恵 津 子,河 村 康

典,名 定啓 介,佐 藤 望

経営 シス テム15,1,57-61(2005).
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■リラクタンス トルク応用電動機の要素技術と高性能化動向

森本茂雄(共 著)

電気学会技術報告(1020)(リ ラクタンストルク応用電動

機の要素技術と高性能化動向調査専門委員会)電 気学会,

(2005).

■産業用リニアモータの特性測定法と評価方法

真田雅之(共 著)

電気学会技術報告(1024)(産 業用リニアモータの特性測

定法と評価方法調査専門委員会)電 気学会,(2005).

■負荷供給系統保護リレーシステムの現状とその動向

石亀篤司(共 著)

電気学会技術報告(1006)(負 荷供給系統保護リレーシス

テムの現状 とその動向調査専門委員会編)電 気学会,

(2005).

■競争環境下の新しい系統運用技術

石亀篤司(共 著)

電気学会技術報告(1038)(競 争環境下の新しい系統運用

技術調査専門委員会編)電 気学会,(2005).

■通信ネットワーク工学

勝山 豊

森北出版株式会社,(2005)。
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■InternationalPowerElectronicsConference-

Niigata2005(Niigata,Japan,April,2005)

M.Sanada,T.Ogawa,S。MorimotoandY.Takeda

ThrustIrnprovementofLinearElectromagneticActuator

usingCompoundWirewithCoPPerandIron.

M.Sanada,T.Kishi,S.MorimotoandY.Takeda

TorqueImprovementforInteriorPermanentMagnet

SynchronousMotorwithConcentratedWindingusing

AsymmetricFluxBarriers。

H.Hiwaki,H.Murakami,Y.Honda,M.Sanada,S.

MorimotoandY.Takeda

ReducingIronLossbyDecreasingStressinStatorCore

ofPermanentMagnetSynchronousMotor.

T.Sakamoto,S.Fujimoto,0.KoyamaandY.Katsuyama

Integratedfully-nativeEthernetringforopticalaccess

networks.

0.Koyama,K.Nishikawa,T.OnishiandY.Katsuyama

Centralizedsystemforphysicallayermanagelnentin

CWDMopticalringIPnetworks.

D.Inoue,T.Yabu,T.Sakaguchi,aBdM.Ohashi

VibrationCharacteristicofthepolarizationmode

dispersioninasinglemodeoptical五ber.

J.Yamamoto,T.Yabu,K.Nakajima,andM.Ohashi

Newtechniqueformeasuringfiberparameter

distributionsbyusingunidirectionalOTDR、

N.Matsumoto,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

TorquePerfbrmanceandPermanentMagnetArrangement

forInteriorPermanentMagnetSynchronousMotor.

H.Kato,S.Morimoto,M.SanadaandY,Takeda

OutputMaximizationControlforaVariableSpeed

WindGenerationSystemwithanIPMSGbyOptimum

TorqueandPitchContro1.

N.Imai,S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

High-SpeedAnalysisof3-phaseHighFrequency

VoltageInputSensorlessControiFedbyPWM

InvertersConsideringMagneticSaturation.

■IEEElnt.Symp.onCircuitandSystems(Kobe,

Japan,May,2005)

H.M.S.B.Senevirathna,K.YamashitaandH.Lin

SelfOrganizingMapBasedChannelPredictionfor

OFDMA.

■IEEE/ACESlnt .Conf.onWirelessCommunications

andAppliedComputationalElectromagnetics

(Honolulu,USA,July,2005)

S.NariedaandK.Yamashita

PrecodingfbrThroughputIncreasinginMIMOSingle

CarrierBlockTransmissions.

■InternationalJointConferenceonNeuralNetworks

(Montreal,Canada,July,2005)

M.Ohta,H。YamadaandK.Yamashita

ANeuralPhaseRotatorforPAPRReductionofPCC-

OFDMSignal,

隔InternationalConferenceonlnstrumentation,

ControlandInformationTechnobgySICE2005

(Okayama,Japan,August,2005)

R.ZhouandS.Kawamoto

NovelContinuousNonlinearStateFeedbackControner

forCart-PendulumSystem,

■The16thIFACWorldCongress(Prague,Czech

Republic,July,2005)

T.Mori,H.KokameandY。Mori

SomeIssuesinCommonQuadraticLyapunovFunction

ProblemforaSetofStableMatricesinCompanion

Form.

H.Kokame,K.HirataandT.Mori

DynamicControllerswhichUseDfierenceApproximates

ofOutputDerivativesandtheirPracticalStability.

J.Zhang,H.Yamamoto,K.FujimotoandS.Kawamoto

NonlinearControlBasedonEqullibriumPointAnalysis

forGeneratorofElectricPowerSystem.

■IEEElnt.WorkshoponComputationalAdvancein

Multi-SensorAdaptiveProcessing(Puerto

Vallarta,Mexico,August,2005)

S.NariedaandK,Yamashita

EigenmodeSNRIncreasingMethodBasedonMaximum

LikelihoodCriterionBasedSpace-TimeLinearPrecoder.

K、Hirata

OnaDesignMethodofSampled-DataDelayed

FeedbackController.

塵The10thOptoelectronics&Communications

Conference(Seoul,Korea,July,2005)

璽IEEE,EURASHIPlnt.WorkshoponAcousticEcho

andNoiseControl(Eindhoven,Netherlands,

August,2005)

R.Chen,M.R.AsharifandK.Yamashita

ANewTypeEchoCancelingbyUsingtheSmart

AcousticRoom(SAR)Syatem&CorrelationFunction
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fortheDouble-TaikCondition. RemanufacturingSystemwithProducレLif6Cycle・

■The18thlnternationalConferenceonProduction

Research(Salerno,辻aly,August,2005)

K.MorizawaandH.Nagasawa

List-basedSqueezingBranchandBoundAlgorithmf6r

FlowshopSchedulingProblems、

N.HirabayashiandH.Nagasawa

DynamicLayoutMethodUsingEvolutionStrategiesin

CaseofDifferentAreasofFacilities.

MFujii,EKusukawaandH.Ohta

ManufacturingPolicyinSupplyChainwithUncertain

DeliveryLead-Time.

■lnternatlonalPowerEngineeringConference

lPEC2005(Singapore,November,2005)

S.Kawamoto,J.ZhangandK,Fujimoto

NonlinearControlbyHigh-SpeedExcitationBasedon

EquilibriumPointAnalysisoftheJapaneseStandard

One-MachineSystemModel.

■IEEElnt.Symp.onSignalProcessingand

lnformationTechnology(Athens,Greece,

December,2005)

H.M.S。B.SenevirathnaandK.Yamashita

Multi-UserDetectorfbrMC-CDMAUsingNonorthogonal

WaveletNeuralNetworks.

E.Kusukawa,T,FurukawaandH.Ohta

UtilityofOutsourcingServiceAgencyforReturn

ProcessingOperations.

■LDIA2005TheFifthlnternationalSymposiumon

LinearDrivesforlndustryApplications(Awaji,

Japan,September,2005)

T.Matsushita,M.Sanada,S.MorimotoandY.Takeda

BasicStudyofLinearGeneratorConfigurationforWave

PowerGeneration.

膿14thlndonesianScientificConferenceinJapan

(Nagoya,Japan,September,2005)

K.H。Widodo,H.Nagasawa,K.MorizawaandM.Ota

OptimizationMethodforHarvestingandDelivering

FreshAgriculturalProductstoMultipleMarketswith

InventoryunderPeriodicalFlowering.

■lEEEiIAS2005・lndustryApplicationsSociety40th

AnnualMeeting(Hong-Kong,China,October,

2005)

S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

MechanicalSensorlessDrivesofIPMSMwithOnline

ParameterIdentification.

N.Imai,S.Morimoto,M.SanadaandY.Takeda

InfluenceofPMFIuxVariationandMagneticSaturation

onSensorlessControlf6rInteriorPermanentMagnet

SynchronousMotors.

■ThellthAsia-P?cificConferenceon

Communications(Perth,Australia,October,2005)

Y.KatsuyamaS.Fujimoto,T.SakamotoandO,Koyama

Performanceofintegratedfully-nativeEthernetoptical

ringfbrcustomerっwnednetworks.

85thBusinessAspectsofClosed・LoopSupPly

Chains(Nashville,USA,October,2005)

E.KusukawaandH.Ohta

UtilityofAgencyfbrCollectionandDlsassemblyina
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■電気学会半導体電力変換研究会(1月,大 阪)

神名玲秀,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

埋込磁石同期モータのパラメータ同定と位置センサレス

制御

研究会資料,SPCO5・29,

■暗号 と情 報セ キ ュ リテ ィシン ポ ジウム(1月,神 戸)

川本俊 治,外 山淳一 郎

カオ ス型 関数 に よる擬 似 乱 数 の検 定 と暗 号 シス テ ムへ の

応用

予稿 集,IV,17651770.

■(社)日本経営工学会 リパースロジスティクス研究部会(2

月,東京)

楠川恵津子

オンライン販売における返品業務代行サービスへの3PL

導入の有用性と今後の研究課題

■電気学会全国大会(3月,徳 島)

加藤 創,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

埋込磁石同期発電機を用いた風力発電システムの出力最

大化制御

講演論文集,4122.

秋 田幸 二,森 本茂 雄,真 田雅 之,武 田洋次

IPMSMの 突極性 を利用 した停 止 ・低速 運転 時 の位 置推 定

法 の比 較

講演 論文集,4142.

松下 豊治,真 田雅 之,森 本茂 雄,武 田洋次

波力 発 電 に適 した リニ ア発 電 機 の構 成 と磁 極 ピ ッチの 検

討

講演論 文集,5-069.

吉村 憲昭,真 田雅 之,森 本茂 雄,武 田洋次

ア キ シャル形埋 込磁 石構 造PMモ ー タの ロー タ構 造 の最 適

化

講演論 文集,5く)95.

松 本直 久,真 田雅 之,森 本 茂 雄,武 田洋次

V字 形IPMSMの 磁石 配 置 と トル ク特 性

講演論文 集,5-105.

篠 田智 史,森 本 茂雄,真 田雅 之,武 田洋次

ステ ー タ巻線 方 式 に よ る同 期 リラ ク タ ンスモ ー タの特性

比較

講演 論文 集,5-142.

伊藤 聖二,山 地 亮,吉 川 一成,川 本俊 治

電界 印加 に よる水 の蒸発 の 電界 強度 依存 性

講演論 文集,1-013.

線 形 ベ ンチ マー ク システ ム の加 速度 フ ィー ドバ ッ ク最 適

制 御

講演 論文 集,3{)38.

山本 宗義,藤 田 剛志,石 亀 篤司

改良 型ParticleSwarmOptimizationを 用 い た大域 的探 索

性 能 向上 に関す る研 究

講演 論文 集,3-067.

東谷 光晴,山 本宗 義,石 亀 篤司

近傍 探索 型多 目的PSO

講演 論文 集,3-068。

石亀 篤 司,伏 見勝 明

負荷 供給 系統 の系 統構 成 の特 徴

シ ンポジ ウム講演 論文 集,5SIZ2,5-8.

藤 本幸 治,張 建,山 本 浩義,後 藤 勇太,川 本俊 治

標準1機 モ デ ルの非線 形発 電機 制御 に よるATCの 向上

講 演論 文集,6019.

張 建,山 本 浩義,藤 本 幸治,後 藤 勇太,川 本俊 治

標 準1機 モデ ルの平衡 点解析 に基 づ く非線 形発 電機 制御

講 演論 文集,6-020.

後藤勇太,山 本浩義,藤 本幸治,張 建,川 本俊治

負荷を考慮した標準1機 モデルの発電機制御

講演論文集,6021.

贋電子情報通信学会学生会研究発表講演会(3月,大 阪)

弘中伸吾,藤 本 暁,小 山長規,勝 山 豊

周回性波長多重光リングIPネ ットワークの特性評価に関

する研究

西 川敬 二,大 西 敬 尚,小 山長規,勝 山 豊

光 リングIPネ ッ トワー ク上 の 多地 点 ノー ド管 理方 法 に関

す る研 究

中村泰 彦,藤 本 暁,小 山長規,勝 山 豊

完 全 ネ イテ ィ ブ イーサ ネ ッ ト型光 ア クセ ス ネ ッ トワー ク

の 提 案 と実証 に関 す る研 究

■ シス テム 制御 情報 学会研 究発 表講 演会(5月,京 都)

朝 田雄 介,平 田健 太郎,小 亀 英 己

CPGと フ ィー ドバ ック制 御 を併 用 したCompassWalker

の 歩容 生 成

講 演 論文 集,8586.

■計 測 自動 制御 学会 第5回 制御部 門 大会(5月,仙 台)

平 田健 太 郎

H。。遅延 フ ィー ドバ ック コ ン トロー ラの設 計

予 稿 集,359-364.

周 ロ ン,山 崎 直樹,川 本 俊治
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■平 成17年 度 日本経 営工 学会 春 季大 会(5月,東 京)

藤 村 貴博,平 林 直樹,長 沢 啓行

状 況対 応型 多 目的 リアル タ イムス ケ ジュー リ ング法

予稿 集,38-39.

中瀬 逸平,高 盛加 佳子,有 薗育 生

磨耗 故 障 と偶発 故 障 の故 障 モ ー ドを もつ シス テム の アベ

イラ ビ リテ ィ解析 と最 適保 全方 策

予稿 集,18-19.

竹本康彦,有 薗育生

時系列工程管理技法に基づく管理状態からの逸脱の検出

法と逸脱期の検知法

予稿集,106-107.

笹川 敦司,楠 川恵津 子,太 田 宏

循 環 型生 産 シス テム構 築 に関す る研 究

予稿 集,254-255.

藤井 麻理 子,楠 川恵津 子,太 田 宏

配 送 リー ドタイ ムが不 確 実 な サ プ ライ チ ェー ンにお け る

最 適生 産方 策

予 稿集,256-257.

楠川 恵津子,吉 田夏樹,太 田 宏

3PL導 入 に よる ロジス テ ィクス システ ムの経 済性評 価

予稿 集,260-261.

■電 気学会 リニア ドラ イブ研 究会(6月,東 京)

真 田雅 之,森 本茂 雄,武 田洋次

銅 鉄 複合 巻 線 を用 い た リニ ア電 磁 ア クチ ュエー タの推 力

改 善 と損失 の検 討

研 究 会資料,LD-05・2&

■パ ワー エ レク トロニ クス学 会第158回 定例研 究会(6月,堺)

松 下 豊治,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋 次

波力 発電 用 リニ ア同期発 電機 の磁極 ピ ッチ と損失 の関係

研究 会資 料,JIPE-31-9.

■電 気学会 回転 機研 究会(6月,東 京)

吉村 憲 昭,真 田雅 之,森 本茂 雄,武 田洋次

アキ シ ャル形 埋込磁 石構 造PMモ ー タにお け る薄型化 に適

した構造 の検 討

研 究会 資料,RM-05-65.

8電 気学会産業応用部門大会(8月,福 井)

加藤 創,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

埋込磁石同期発電機を用いた可変速風力発電システムの

出力最大化制御

講演論文集tl,295-298.

秋 田幸 二,森 本茂 雄,真 田雅 之,武 田洋次

IPMSMの 停 止 ・低 速運 転時 の位 置推 定特性 の比 較

講演論 文集,1,373-374.

■電気学会電力 ・エネルギー部門大会(8月,大 阪)
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柳田将臣,石 亀篤司

分散型電源を考慮した電力系統の振動現象

講演論文集,164.

川本俊治,張 建,藤 本幸治,後 藤勇太

標準1機 モデルの平衡点解析による非線形高速励磁制御

の特性

講演論文集,183.

後藤 勇 太,張 建,藤 本 幸 治,川 本俊 治

標準1機 モ デ ルの負 荷特 性 を考 慮 した非線 形発 電機 制御

講演 論 文集,184.

飯 島克行,坂 口宏 睦,石 亀 篤司,越 智,植 村卓 司

コ ンダ ク タ ンス分 を考 慮 した電 力 系 統 の リア プ ノブ 関数

構成 一RIDGE理 論の 適用 一

講演 論 文集,Y-31.

伊藤聖二,吉 川一成,川 本俊治

交流高電圧の電界強度および周波数に依存する水の蒸発

抑制効果

講演論文集,Y・32.

後藤勇太,張 建,藤 本幸治,川 本俊治

標準1機 モデルの負荷特性を考慮した過渡安定度の検討

講演論文集,Y-33.

藤本幸治,張 建,後 藤勇太,川 本俊治

非線形高速励磁制御による送電可能容量の向上

講演論文集,Y-34.

柳田将臣,石 亀篤司

分散型電源を考慮した電力系統の振動現象

講演論文集,Y-35.

●電気 学会 基礎 ・材 料 ・共 通部 門大 会(8月,東 京)

伊 藤 聖二,吉 川一 成,川 本 俊 治

高電 圧 に よる電界 印加 と水 の 蒸発 抑制 効果

講演 論文 集,X皿 一3.

顯日本ロジスティクスシステム学会第8回全国大会(8月,大

阪)

下 取 りを考慮 した リバ ー ス ロ ジス テ ィクス

お け る最 適生 産 方策

楠 川恵津 子,牧 田諭 知,太 田 宏

予稿 集,147-150.

シス テム に

■電気学会システム情報部門大会(9月 ,北九州)

東谷光晴,石 亀篤司

捕食 ・被食者の行動の概念を取 り入れたPSOに よる最適

化

講演論文集,GSI7-2.

山本宗 義,柳 田将 臣,石 亀 篤 司

ParticleSwarmOptimizationを 用 い た電 カ シ ステ ム電圧

無 効 電力 制御 に関す る検 討



講 演論 文集,GS17-3.

■計測 自動 制 御学 会 イ ンテ リジ ェ ン ト ・シス テム ーシ ンボ ジ

ウ ム(9月,京 都)

石 亀篤 司

電力系 統へ の メ タ ヒュー リス テ ィクス応 用 一PSOに よる

最適化 一

講演 論文集,1D2-3.

闘電気学会 電力 技術 ・電 力系 統技 術合 同研 究会(9月,福 井)

飯 島克行,石 亀 篤 司,越 智 孝志,植 村 卓 司

線 形 行列 不等 式 に基 づ く電力 系 統 の リア プ ノブ 関数構 成

一RIDGE理 論 の適用 一

講演論 文集,PE-05-06,PSE-05-13.

柳 田将 臣,石 亀篤 司

送配電 系統 に与 え る分 散型 電源 の影 響

講演論 文集,PE-05-98,PSE-05-103.

山本 宗義,柳 田将臣,石 亀 篤 司

送配 電系統 に与 え る分散型 電 源 の影響

ParticleSwarmOptimizationを 用 い た キ ャパ シタ最適 配

置 に よる電 圧無 効電 力制御 に関す る検 討

講演 論文集,PE・05・53,PSE-05-60.

■平 成17年 度 日本経 営工学 会秋 季 研究 大会(9月,名 古屋)

愛 甲裕 史,森 澤 和子,長 沢啓 行

加 工 一組 立 フ ロー シ ョップ にお け るLSQ法 の ノー ド選 択

基準の改 良

予稿 集,9495.

中瀬逸平,孔 芳 芳,有 薗 育生,竹 本康彦

GI/G/1待 ち行 列 シス テムの解 析 法 に関す る研 究

予稿集,40.41.

楠 川恵津 子,太 田 宏

製 品寿命 を考 慮 した リマ ニ ュ フ ァ クチ ャ リ ング シス テ ム

にお ける回収 ・分解 業 務代 行サ ー ビス の有用性

予稿集,8Z83.

闘 釜 山 大 学 校 学 術 講 演 会(9月,韓 国 釜 山)

H.Nagasawa(招 待 講 演)

OptimalSupplyChainConsideringGrowing-Deterioration

ProcessofCommodity

■ 東 義 大 学 校 学 術 講 演 会(9月,韓 国 釜 山)

H.Nagasawa(招 待 講 演)

OptimalSupp正yChainConsideringGrowing-Deterioration

ProcessofCommodity

■ 東 西 大 学 校 学 術 講 演 会(9月 ,韓 国 釜 山)

H.Nagasawa(招 待 講 演)

OptimalSupplyChainConsideringGrowing-Deterioration

ProcessofCommodity

■日本OR学 会秋季研究発表会(9月,神 戸)

保全 活動 にお け る優 先 関 係 を想 定 した2ユ ニ ッ ト シス

テム のアベ イ ラ ビ リテ ィ評価 法

竹本 康 彦,有 薗 育生

アブ ス トラ ク ト集,94-95.

■ パ ワ ー エ レク トロニ クス 学 会第160回 定 例 研 究会(10月,

草 津)

吉村 憲 昭,真 田雅 之,森 本 茂雄,武 田洋次

アキ シ ャル構造 に よるHEV用IPMモ ー タの薄 型化

研 究会 資料,JIPE-31-20.

圏高 調波 技術 研 究会(10月,京 都)

川 本俊 治(基 調 講演)

高 調波 と非 線形 現象

予稿 集,第4編,1-16.

■大 阪府 立 大学 第27回 テ ク ノラ ボツア ー(10月,堺 市)

石 亀篤 司

メ タ ヒュ ー リス テ ィクス に よ る分 散 型電 力 シス テ ムの 制

御

森 澤和 子

サプ ラ イチ ェー ン対 応 の生 産ス ケ ジュー リ ング

■情報 処理 学会 コン ピ ュー タ と教育研 究会(10月,大 阪)

薮 哲 郎

実験 を通 して 学 ぶ新 しい情 報教育 教材 の 開発

情処研 報2005-CE-81(9),57-64.

■電気関係学会関西支部連合大会(11月,京 都)

真田雅之

ハイブリッド自動車用薄型IPMモ ータの開発動向

講演論文集,S2.

村 田浩 一,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋 次

IPMSMの 分 布 巻 と集 中巻 の減磁 を考 慮 した トル ク特性 の

比較

講演 論 文集,G87.

篠 田智 史,森 本茂雄,真 田雅 之,武 田洋次

同期 リラ ク タ ンス モー タに お ける 集中 巻 と分布 巻 の特 性

比 較

講 演論 文 集,G88.

森尾暢介,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

永久磁石同期モータにおける高速回転域での運転に適し

たモータ構造の基礎的検討

講演論文集G89.

松 本 直久,真 田雅 之,森 本茂 雄,武 田洋次

集 中巻IPMSMの 磁 石 配置 と トル ク特 性

講演 論文 集tG91.

谷澤秀行,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

スポーク状埋込磁石同期モータの トルク特性改善に関す

る研究
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講演 論文 集,G92.

松下豊治,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

波力発電用リニア発電機の実験機パラメータと特性の検

討

講演論文集,G94.

加 藤 創,森 本茂 雄,真 田雅 之,武 田洋次

IPMSGを 用 いた風 力発 電 シス テ ムの 出力最 大化 制御 一 最

適 コンバー タ制 御 に よる強風 時 の高 出力化 一

講 演論 文集,G96.

古川友則,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

両側式LSynRMに おける可動子位置検出の実験機での検

討

講演論文集,G98.

秋田幸二,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

IPMSMの 突極性を利用 した低速運転時の位置推定特性の

比較

講演論文集,G100.

ParticleSwarmOptimizationに よる電 力 シス テム電 圧無

効 電力 制御 に 関す る検討

講 演論 文集,G125.

小林広和,飯 島克行,石 亀篤司

線形行列不等式に基づ く電力系統のリアプノブ関数構成
一RIDGE理 論の適用一

講演論文集,G127.

張 建,藤 本幸治,後 藤勇太,川 本俊治

標準1機 モデルの非線形発電機制御によるAVR高 速励磁

特性

講演論文集,G129.

藤本 幸治,張 建,後 藤 勇 太,稲 垣 大悟,川 本 俊治

動的 特性 を含 む負荷 のモ デ ル化 とP-V曲 線

講演 論文 集,G131.

金谷 寛浩,平 田健 太郎,小 亀英 己

一輪車 の 遅延 フ ィー ドバ ック制 御 に よ る周 期 運動 の実現

講演論 文 集,G69.

山田耕 司,森 本茂雄,真 田雅之,武 田洋次

PMSMの セ ンサ レスパ ラ メー タ同定 に お ける位 置 誤差 の

影響

講演 論 文集,GIOI.

井 上征 則,森 本茂 雄,真 田雅之,武 田洋次

直 接 トル ク制御 に よる埋 込磁 石 同 期 モー タの トル ク リ プ

ル低 減

講演論 文集tG102。

石 亀 篤 司

ParticleSwarmOptimizationに よ る シ ス テ ム 最 適 化

シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 論 文 集,S54,S25.

辻 本敦 史,田 島 弘嗣,川 本 俊治

フ ラ クタ ル関 数 に よる擬 似乱 数 の 生成 と暗号 シス テムへ

の応 用

講演 論 文集,G11.

周 ロン,川 本俊治

台車付倒立振子の非線形連続フィードバック制御と可制

御性

講演論文集,G6&

東谷 光晴,石 亀 篤 司

Predator-PreyPSOに よ る最 適化

講演 論文 集,G76.

中村和 憲,小 亀 英 己,平 田健 太 郎

ACPOを 用 い たCPGモ デ ルの過 渡特 性 の改 良 につ いて

講演論 文集,G81.

坂 本 泰 志,藤 本 暁,小 山 長 規,勝 山 豊

One-by-OneとPoint-to-Pointリ ン ク を 多 重 した 光IPネ ッ ト

ワ ー ク の 提 案 と 評 価

中村 泰 彦,藤 本 暁,小 山長 規,勝 山 豊

One-by-One光 リ ンク多重IPネ ッ トワー クの ス ルー プ ッ ト

特性

弘 中伸 吾,藤 本 暁,小 山長 規,勝 山 豊

周 回性AWGを 用 いた光IPネ ッ トワ ー クの スル ー プ ッ トと

遅延 特性

西川 敬 二,大 西敬 尚,小 山長 規,勝 山 豊

光 リ ングIPネ ッ トワー ク にお ける物 理 層 オ ブジ ェ ク トと

管理 シス テム

谷上 正 洋,小 山 長規,勝 山 豊

HTTPで 動 作 す るフ ァイル ァ ップ ロー ドコ ンポ ー ネ ン ト

を用 い た ウェブ上 の遠 隔測 定 システ ム

旗田宏樹,薮 哲郎,大 橋正治

分布増幅用線路のラマン増幅特性

講演論文集,Gl76.

稲 垣大 悟,張 建,藤 本幸 治,後 藤勇 太,川 本俊 治

標 準1機 モ デル の不確 か な発 電機 定 数 に よる ロバ ス ト安

定性

講演論 文集,Gl23.

山本宗義,柳 田将臣,石 亀篤司

井上 大輔,薮 哲 郎,坂 口大志,大 橋 正 治

光 フ ァイバ の偏 波 モ ー ド分 散 の振 動特 性

講演 論文 集,G177.

吾米堤尤努斯,

勝

山 下勝 己,小 南 昌 信,何 一 偉,網 崎
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PNコ ー ド音波 を用 い た鋼管 曲が り部 の検 出

講演論 文 集,G43.

造 の検討

研 究会 資料,JIPE-31-27.

上杉 禄 昭,林 海,山 下 勝 己

OFDMシ ス テ ム にお け るパ イ ロ ッ トシ ンボ ル を用 い た

CFO推 定

講演論 文集,Gl93.

山田耕 司,森 本 茂雄,真 田雅 之,武 田洋 次

セ ンサ レス駆動IPMSMの パ ラメー タ同 定特性 にお ける位

置 推定 誤差 の影 響

研 究会 資料,JIPE-31-35.

松 山広 美,林 海,山 下勝 己

オーバ ーサ ンプ リ ング に よるOFDM周 波 数 オ フ セ ッ トブ

ライ ン ド推 定

講演 論文 集,G194.

篠 田智 史,森 本 茂 雄,真 田雅 之,武 田洋次

ス テー タ巻 線 方 式 の違 い に よ る同期 リ ラク タ ンスモ ー タ

の特性 比較

研 究 会資料,JIPE-31-41.

上田康雄,太 田正 哉,山 下勝 己

OFDM通 信方 式 にお け るTIに よる電力 抑 圧 手法 とその 回

路化

講演論 文集,Gl95.

古川 友則,真 田雅 之,森 本 茂雄,武 田洋次

両側 式LSynRMに お け る スイ ッチ ング周 波数 差 を用 い た

可動 子位 置検 出 の実機 検証

研究 会 資料,JIPE・31・50.

水谷 圭一,太 田正 哉,山 下 勝 己

オーバ ーサ ンプ リ ング を用 いた 連続 時 聞OFDM信 号の 電

力抑 圧 とその計 算量 の削減

講演 論文集,G196.

■平成17年 度産学連携製造中核人材育成事業実証講義:生 産

革新スクール 「デジタル家電コース」(12月,大 阪)

長沢啓行(依 頼講演)

環境の不確実さに対応した生産計画 スケジューリング

とその応用

李 東 国,山 下 勝 己

IterativeICICancellationandChannelEqualizationfor

MobilOFDM

講 演 論 文 集,G246.

■計 測 自動制御 学会 シス テム ・情 報部 門 学術 講演 会(11月,

九州)

東谷光 晴,石 亀 篤 司

Predator-PreyPSOに よる最 適化

講演論 文集,292-296.

■平成17年 度情報 処理 教育研 究 集会(11月,福 岡)

薮 哲 郎

ソフ トウ ェア の裏 側 を理 解 す る こ とに着 目 した情 報 教 育

教材 の作成

講演 論文集,Cla-Ol.

■平成17年 度 電子情 報 通信 学会 マ イク ロ波研 究 会(11月,佐

賀)

北沢祥 一,和 田光 司,藤 本 英 昭,下 代 雅啓,大 橋 正 治

両端 接 地形 λ/2共 振 器 と一 端接 地 形 λ/4共 振 器 を用 い た

デ ュアルバ ン ドBPF用 プ レー ナ共 振器 の基 本特 性

講演論 文集,MW2005-123.

■情 報 理 論 と そ の 応 用 シ ン ポ ジ ュー ム(11月,沖 縄)

RChen,M.R、AsharifandK.Yamashita

SmartAcousticRoom(SAR)System

講 演 論 文 集,913-916.

■パワーエレクトロニクス学会第161回 定例研究会(12月,

神戸)

森尾暢介,真 田雅之,森 本茂雄,武 田洋次

永久磁石同期モータにおける高速運転に適したモータ構
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■TheRoleofWebServicesinCellaborative

BusinessActivities

(協 調 的 な ビ ジ ネ ス 活 動 に お け る ウ ェ ブ サ ー ビ ス の 役 割)

K.Matsumoto,T.Maruo,N.MoriandK.Kise

Proc.ofHCIInternational2005Conference(2005).

(Webservices,Businessprocessmodel,Service-oriented

architecture,Powertradingsystems,Networkmodel)

■DevelopmentofaCooperativePowerTrading

SystemUsingSatisfactionSpaceTechnology

(満 足 空 間 技 術 を 用 い た 電 力 取 引 シ ス テ ム の 開 発)

K.Matsumoto,T.MaruoandN.Mori

Proc.of5thBalkanPowerConference(2005).

(Communicationsystems,Energymanagement,

Intelligentsystems,Loadmanagement,Modeling,

Objectorientedmethods,Powersystemeconomics.)

■AComparisonStudybetweenGeneticAlgorithms

andBayesianOptimizeAlgorithmsbyNovel

lndices

(新 指 標 に よ る 遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム と ベ イ ジ ア ン 最 適 化 ア

ル ゴ リズ ム の 比 較 研 究)

NMori,M.TakedaandK.Matsumoto

Proc.of2005GeneticandEvolutionaryComputation

Conference(GECCO2005).

(GeneticAlgorithm,BayesianOptimizeAlgorithm)

■AStatisticalComparisonStudybetweenGenetic

AlgorithmsandBayesianOptimizationAlgorithms

(遣 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム と ベ イ ジ ア ン 最 適 化 ア ル ゴ リ ズ ム の

統 計 的 比 較 に関 す る研 究)

N.Mori,M.TakedaandK、Matsumoto

ProgressofTheoreticalPhysicsSupplement.

(GeneticAlgorithm,BayesianOptimizeAlgorithm,

StatisticalComparison)

糧MultimodalAutomaticlndexingforBroadcast

SoccerVideo

(サ ッ カ ー の 放 送 型 映 像 に 対 す る マ ル チ モ ー ダ ル 自 動 イ ン

デ ク シ ン グ)

N.Uegaki,M.lzumiandK.Fukunaga

LectureNotesinComputerScience,3540,802-809

(2005).

(Multimodal,Automaticindexing,Soccervideo,

DynamicBayesiannetwork)

behavior,Welfaresystem)

■TowardaCooperativeRecognitionofHuman

BehaviorsandRelatedObjects

(人 物 行 動 お よ び 関 連 す る物 体 の 協 調 的 認 識 に 向 け て)

T.Kitahashi,A.Kojima,M.HiguchiandK.Fukunaga

Proc.ofthe15thEuropean-JapaneseConferenceon

InformationModellingandKnowledgeBases,321-330

(2005).

(Cooperativerecognition,Functionofobject,Human

behavior,Patte「n「ecognition)

■lnformationFilteringusingProbabilisticModel

(確 率 モ デ ル を 用 い た情 報 フ ィ ル タ リン グ)

H.YanagimotoandS.Omatu

Proc.ofTheTenthInternationalSymposiumon

ArtificialLifeandRobotics

CD-ROM(2005).

(lnformationfiltering,Probabi1重sticmodel,Kullback

Leiblerdivergence)

■ModificationofUserProfileusingGenetic

Algorithm

(遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た ユ ー ザ ブ ロ フ ァ イ ル の 作 成)

H,YanagimotoandS.Omatu

Proc.ofTheTenthInternationalSymposiumon

ArtificialLifeandRobotics

CD-ROM(2005).

(lnformationfiltering,Geneticalgorithm,Userprofile)

■ConstructlonofaClassifierusingAdaBoostfor

lnformationFiltering

(情 報 フ ィ ル タ リ ン グ の た め のAdaBoostを 用 い た 識 別 器

の 構 築)

H.YanagimotoandS.Omatu

ArtificialLifeandRobotics,9,2,72-75(2005).

(lnformationfiltering,Geneticalgorithm,AdaBoost)

■ 文 字 の 出 現 密 度 分 布 に 基 づ く 文 書 画 像 の 関 連 部 分 検 索

(RetrievalofRelevantPartsofOocumentImages

Basedon2DDensityDistributionsofCharactors)

黄 瀬 浩 一,辻 野 雅 章,松 本 啓 之 亮

電 気 学 会 論 文 誌C,125,1,pp.113-119(2005)。

(Documentimageretrieval,Documentretrievalt

Densitydistribution,Passageretrieval)

■独 居 高 齢 者 の 行 動 パ タ ー ン に 注 目 した 非 日 常 状 態 の 検 出

(DetectionofaSolitudeSeniorIslrregularStates

BasedonLearningandRecognizingofBehavioral

Patterns)

青 木 茂 樹,大 西 正 輝,小 島 篤 博,福 永 邦 雄,

電 気 学 会 論 文 誌125・E,6,259-265(2005).

(Behavioralpatterns,Humanbehavior,Dailyregular

■DocumentlmageRetrievalforQASystemsBased

ontheDensityDistributionsofSuccessiveTerms

(連 続 す る 語 の 出 現 密 度 分 布 に 基 づ くQAシ ス テ ム の た め

の 文 書 画 像 検 索)

K.Kise,S.FukushimaandK.Matsumoto

IEICETransactionsonInformationandSystems,E88-D,

8,1843-1851(2005).
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(Documentimageretrieval,Densltydistribution,

Precision,Question-answering)

■ デ ジ タ ル カ メ ラ に よ る 文 書 画 像 検 索 一1万 ペ ー ジ か ら0.1

秒 で 検 索 す る 一

(DocumentlmageRetrievalwithDigitalCameras

-RetrievalinO .1Secondfrom10,000Pages-)

中居 友 弘,黄 瀬 浩 一,岩 村 雅 一

情 報 科 学 技 術 レ タ ー ズ,4,133-136(2005).

(Documentimageretrieval,Digitalcamera,Cross-ratio,

Hashing,Voting)

■OntheBiasofPredictiveDistributioninPattern

Recognition

(パ タ ー ン 認 識 に お け る 予 測 分 布 の 偏 りに 関 す る 一 考 察)

M.Iwamura,S.OmachiandH.Aso

SystemsandComputersinJapan,36,5,45-54(2005),

(Patternrecognition,Bayesianestimation,Predictive

distribution,Biasoflikelihood,Wishartdistribution)

■AnalysisofAnnotationsonOocumentsfor

RecyclinglnformationinCoilaborativeBusiness

Activities

(協 同 ビ ジ ネ ス 活 動 に お け る 情 報 リサ イ ク ル の た め の 文 書

ア ノー テ ー シ ョ ン の 解 析)

K.Kise,N.Kondo,T.NakaiandK.Matsumoto

Proc.11thInternationalConferenceonHuman-Computer

Interac廿on,2,pp.1。10(2005).

(Annotation,Informationrecycle,Documentimage

analysis)

■MiningTablesontheWebforFindingAttributes

ofaSpecifiedTopic

(特 定 の ト ピ ッ ク に 対 す る 属 性 発 見 の た め のWebテ ー ブ ル

の マ イ ニ ン グ)

K.KiseandN.Ohmae

Proc.WebDocumentAnalysis2005,17-20(2005).

(Webmining,Webtables,Attribute)

口DataEimbeddingforCamera-BasedCharacter

Recognition

(カ メ ラ を 用 い た 文 字 認 識 の た め の 情 報 埋 め 込 み)

S.Uchida,M.Iwamura,S.OmachiandK.Kise

Proc.FirstInternationalWorkshoponCamera-Based

DocumentAnalysisandRecognition,60-67(2005).

(Camera-basedcharacterrecognition,Embedding

information,Crossratio)

■RecognitionwithSupplementarylnformation

-HowManyBitsAreLackingforIOOo/o

Recognition?一

(付 加 情 報 を 用 い る パ タ ー ン 認 識 一 認 識 率10001,ま で あ と

何 ビ ッ ト足 りな い?一)

M.Iwamura,S.Uchida,S.OmachiandK,Kise

Proc.FirstInternationalWorkshoponCamera-Based

DocumentAnalysisandRecognition,68-75(2005).
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(Discriminator,Quantityofinformation,Confusion

matrix,SupPlementaryinformation)

■HashingwithLocalCombinationsofFeature

PointsandltsApplicationtoCamera-Based

DocumentlmageRetrieval-RetrievalinO」4

Secondfrom10,000Pages-

(特 徴 点 の 局 所 的 組 み 合 わ せ を 利 用 す る 八 ッ シ ュ と カ メ ラ

を 用 い た 文 書 画 像 検 索 へ の 応 用 一10,000ベ ー ジ か ら0.14

秒 で 検 索 一)

T.Nakai,K。KiseandM.Iwamura

Proc.FirstInternationalWorkshoponCamera・Based

DocumentAnalysisandRecognition,87-94(2005).

(Documentimageretrieval,Digitalcamera,Cross-ratio,

Hashing,Voting)

■lsolatedCharacterRecognitionbySearching

FeaturesinScenelmages

(特 徴 点 探 索 に よ る 情 景 画 像 中 の 孤 立 文 字 認 識)

K.Negishi,M.Iwamura,S.OmachiandH,Aso

Proc.FirstInternationalWorkshoponCamera-Based

DocumentAnalysisandRecognition,140-147(2005).

(lsolatedcharacter,Featurepoint,Edgedirection)

闘Camera-BasedDocumentlmageRetrievalas

VotingforPartialSignaturesofProjective

lnvariants

(射 影 不 変 量 の 部 分 的 シ グ ニ チ ャ の 投 票 に よ る カ メ ラ を 用

い た 文 書 画 像 検 索)

T.Nakai,K.KiseandM.Iwamura

Proc.8thInternationalConferenceonDocument

AnalysisandRecognition,379・383(2005).

(Documentimageretrieval,Digitalcamera,Cross-ratio,

Hashing,Voting)

■lsolatedCharacterRecognitionbySearching

FeaturePoint

(特 徴 点 探 索 に よ る 孤 立 文 字 認 識)

M.Iwamura,K.Negishi,S.OmachiandH.Aso

Proc.8thInternationalConferenceonDocument

AnalysisandRecognition,1035-1039(2005) .

(lsolatedcharacter,Featurepoint,Edgedirection)

闘DesignandRecognitionofHuman・Readableand

Machine-ReadablePatterns

(人 に も 機 械 に も 読 み 取 れ る パ タ ー ン の 設 計 と 認 識)

S。Uchida,M。Iwamura,S.OmachiandK.Kise

Proc.1stPekingUniversityKyushuUniversityJoint

WorkshoponMachinePerceptionandRobotics(2005) .

(Camera-basedcharacterrecognition,Embedding

information,Crossratio)

■lmageCompressionforBillMoneybyNeuraI

Networks

(ニ ュ ー ラ ル ネ ツ トワ ー ク に よ る 紙 幣 画 像 の 圧 縮 法)

S.Omatu,K.Kibi,M.TeranishiandT.Kosaka



Proc.AROB10thtO5,56-58(2005).

(Neuralnetworks,Imagecompression,Billmoney

classifie'ation)

■lmageClassificationforBillMoney

(紙 幣 識 別 の 高 度 化)

S.OmatuandT.Kosaka

Proc.AROBlOth'05,59・62(2005).

(lntelligentclassification,Neuralnetworks,Billmoney

classification)

Proc.IASTEDMIC2005(2005).

(LQGregulators,Modaldecomposition,Poleplacement)

■ 位 相 情 報 を利 用 し た 回 転 不 変 な パ タ ー ン 検 出 手 法

(RotationlnvariantPatternDetectionMethod

UsingPhaseInformation)

吉 岡 理 文,藤 中 透,大 松 繁

信 号 処 理9・4,317-323(2005).

(Patterndetection,Imageprocessing,Rotationinvarianし

Phaseinformation)

■AnlmageSegmentationMethodusingthe

HistogramsandtheHumanCharacteristicsof

HSIColorSpaceforaScenelmage

(HSI空 間 に お け る 人 間 の 知 覚 と ヒ ス トグ ラ ム を 用 い た 風

景 画 像 の た め の 領 域 分 割)

S.Ito,M.Yoshioka,S.Omatu,K.KitaandK.Kugo

Proc.AROBIOth'05,63-66(2005).

(Sceneimage,Imagesegmentation,HSIcolorspace,

Achromaticcolor)

■AnlmageRecognitionMethodbyRough

ClassificationforaScenelmage

(風 景 画 像 に お け る 大 分 類 に よ る画 像 認 識 の 一 手 法)

S.Ito,M.Yoshioka,S.Omatu,K.KitaandK.Kugo

Proc.AROB10th'05,67-70(2005).

(Sceneimage,Imagerecognition,Chromaticcolor,

Achromaticcolor)

■InformationFilteringusingSVDandlCA

(SVDとICAを 用 い た 情 報 フ ィ ル タ リン グ)

T.Yokoi,H.YanagimotoandS.Omatu

Proc.AROB10th'05,79-82(2005).

(lndependentcomPonentanalysis,Singula「value

decomposition,Informationfilteringsystem,UserprofUe)

■lmprovementoflnformationFilteringusingTopic

Selectbn

(ト ピ ッ ク 選 択 を 利 用 し た 情 報 フ ィル タ リ ン グ の 改 善)

T.Yokoi,H.YanagimotoandS.Omatu

Proc.AROB10th'05,83-86(2005).

(lndependentcomponentanalysis,Informationfiltering

system,Userprofile,Maximumdistancealgorithm)

畷nformationRecommendationusingICA

(ICAを 用 い た 情 報 推 薦)

T.Yokoi,H.YanagimotoandS。Omatu

ArtificialLifeandRobotics(AROB10t止1'05)9・3,103-

105(2005).

(lnformationrecommendation,ICA,Maximumdistance

algorithm)

圏LQGRegulatorswithPrescribedClosed-Loop

poles

(指 定 した 閉 ル ー プ極 を も つLQGレ ギ ュ レー タ)

T.FujinakaandS.Omatu

腫ElectronicNoseSystemsforFireAlarmSystems

(火 災 警 報 装 置 の た め の 電 子 鼻 シ ス テ ム)

S.Omatu,B.Charumporn,M、Yoshioka,T.Fujinakaand

T.Kosaka

Proc.IFAC16thWorldCongress(2005).

(Smellclassification,Neuralnetworks,Firealarm

system)

■SuccessivePoleShiftingusingSampled-DataLQ

Regulators

(サ ン プ ル 値LQレ ギ ュ レー タ に よ る 逐 次 極 配 置)

T.FujinakaandS.Omatu

Proc.IFAC16thWorldCongress(2005).

(Sampled・datacontrol,LQregulators,Poleplacement)

■ldentificationoftheDefectiveTransmission

DevicesusingtheWaveletTransform

(ウ ェー ブ レ ッ ト変 換 に よ る 伝 達 装 置 の 良 否 検 責)

B.Wang,S.OmatuandT.Abe

IEEETransactionsonPatternAnalysisandMachine

Intel}igence,27-6,919-928(2005).

(Wavelettransform,Defectivedetection,Neural

networks,Geneticalgorithms)

■人間 の知 覚 と無 彩色 を考慮 した風 景画像 の ため の領域分 割

(AScenelmageSegmentationbytheHuman

VisualSenseandtheAchromaticColor)

伊 藤征 嗣,吉 岡理文,大 松 繁,北 耕 次,久 後耕 一

電気 学会論 文誌C,125-9,1464-1469(2005).

(風景 画像,領 域分 割,HSI表 色系,無 彩 色)

■DiscriminationMethodofSyntheticSpeechusing

PitchFrequencyAgainstSyntheticSpeech

Falslfication

(合 成 音 声 に よ る詐 称 を 防 止 す る た め の ピ ッチ 周 波 数 を 用

い た 合 成 音 声 識 別 法)

A.Ogihara,H.UnnoandA.Shiozaki

IEICETrans.Fundamentals,E88・A,280-286(2005).

(Biometrics,Syntheticspeech,Pitchfrequency)

■DifferentiationofMyocardialInfarctionand

AnginaPectorisbyProcessingUltrasonicColor

Kinesjslmages

(超 音 波CK画 像 処 理 に よ る 心 筋 梗 塞 と 狭 心 症 の 識 別)

A.Shiozaki,T.Omori,Y。Hirano,H.UeharaandT.

123



Masuyama

JournalofMedicalUltrasonics,32,49-56(2005).

(Medicalimageprocessing,Ultrasoniccolorkinesis

echocardiography,Contourextraction,Activecontour

model)

■lnformationHidingusingOperationofModulo3in

JPEGCodedDomain

(3を 法 と す る 演 算 を 用 い たJPEG符 号 化 列 へ の 情 報 秘 匿)

T.Koga,A.Shiozaki,M.IwataandA.Ogihara

ElectronicsLetters,41,957-958(2005).

(Informationhiding,Datahiding,JPEG)

■AStockTradingMethodUtilizingtheTrading

SignalSelectedbyGA

(GAに よ り 選 択 さ れ た 売 買 シ グ ナ ル を 利 用 し た 株 式 売 買

手 法)

A.Ogihara,S.KameokaandA.Shiozaki

Proc.ofthe20051nternationalTechnicalConferenceon

Circuits/Systems,ComputersandCommunications,1,

39-40(2005).

(Stocktrading,Tradingsignal,GA)

臓AMethodofEmbeddingWatermarkintoMovie

withSoundData

(音 声{寸 き 動 画 へ の 電 子 透 か し)

A.Ogihara,K.Tanaka,MJwataandA.Shiozaki

Proc、ofthe20051nternationalTechnicalConferenceon

Circuits/Systems,ComputersandCommunications,1,

389-390(2005).

(Watermark,Moviewithsounddata,Datahiding)

馴AMethodofEmbeddingWatermarkintoAudio

DatainConsiderationofMP3Compression

(MP3圧 縮 を 考 慮 し た オ ー デ ィ オ デ ー タ へ の 電 子 透 か し)

A.Ogihara,M.IwataandA.Shiozaki

Proc.ofthe20051nternationaiTechnicalConferenceon

Circuits/Systems,ComputersandCommunications,1,

393-394(2005).

(Watermark,MP3,Datahiding)

■UserVerificationinATMOperationbySquare

MeasureSequenceofHandShape

(手 形 状 面 積 時 系 列 を 用 い たATM利 用 者 の 本 人 認 証)

A.Ogihara,H.MatsumuraandA.Shiozaki

Proc.ofthe20051nternationalTechnicalConferenceon

Circuits/Systems,ComputersandCommunications,4,

1487-1488(2005).

(Biometrics,Userverification,Handshape,ATM)

■TamingSearchEngineferKnowledgeSharing

(知 識 共 有 の た め の 検 索 エ ン ジ ン の 利 用 方 法)

H.TsujiandR.Saga

SocialIntelligenceDes五gn2005(SID2005),1-15inCD-

ROM(2005)

(Informationsharing,Knowledgemanagement,Agent

124

system,C/Ssystem).

■TF/IDFア ル ゴ リズ ム を 用 い た 研 究 機 関 の 特 徴 抽 出 法

(CharacteristicAnalysisforResearchlnstitutes

byTF/IDFAIgorithm)

景 山 明 宣,辻 洋

電 気 学 会C部 門 論 文 誌,125,5,pp.713-719(2005)

(Textmining,TF-1DF,Featureextraction,Correspondence

analysis).

■N・gram全 文 検 索 に お け る エ ン トロ ピー を 適 用 し た 高 次 追

加 イ ン デ ク ス 検 索 語 選 択 方 式

(Entropy・BasedlncrementalIndexingTerm

SelectionMethodforN-gramFullTextSearch

System)

山 本 裕,佐 賀 亮 介,森 山 悟,辻 洋

電 気 学 会C部 門 論 文 誌,125,No,5,pp.730-731(2005)

(lnformationretrieval,Fun-textsearch,N-gram,indexing,

Entropy).

■DEA-basedlndicatorforPerformancelmprovement

(DEAを 用 い た 効 率 改 善 の 提 示 方 法)

S.Aoki,Y.NaitoandH.Tsuji

TheThirdInternationalConferenceonActiveMedia

Technology,327-330(2005)

(DecisionsupPortsystem,Visua且ization,Datamining,

Dataenvelopmentanalysis).

■AlternativeGoodsRecommenderbyCustomer's

Context-ExampleforBusinessHotelRoom

Reservation-

(顧 客 の 利 用 履 歴 に 基 づ く 商 品 の 推 薦 方 法(ビ ジ ネ ル ホ テ

ル の 予 約 を 例 に))

R.SagaandH.Tsuji

TheThirdInternationalConferenceonActiveMedia

Technology,331-334(2005)

(e-Commerce,Recommendersystem,Usercontext,

Memory・basedreasoning).

■RESTER:ReusableTODOSynthesizer

(REiSTER=懸 案 事項 の再 利用 シ ステ ム)

H.Tsuji,AKageyamaandR.Saga

llthInternationalConferenceonHumanComputer

Interaction(HCII2005),inPosterSession(2005)

(KnowledgemanagemenもWork且owsystem,Ontology,

Case・basedreasoning,Taskmanagement).

■UserlnterfaceforImprovingPrecisionandRecall

inFullTextRetrieval

(全 文 検 索 シ ス テ ム に お け る 適 合 率 と 再 現 率 向 上 の た め の

ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス)

NJugo,H.Nishihara,H.TsujiandR .Saga

llthInternationalConferenceonHumanComputer

Interaction(HCII2005),Volume3Human-Computer

Interfaces:Concepts,NewIdeas,BetterUsability ,and

Applications,1-10(lnCD-ROM))(2005)



(Usabilityevaluation,Userinterface,Information

retrieVal,HeUriStiCanalySiS).

■ShortcutlntegratedAgentasSearchFront

(シ ョ ー トカ ッ トを 用 い た 検 索 工 ン ジ ン の フ ロ ン トエ ー ジ

エ ン ト)

R.Saga,H.Tsuji,G.Jin,Y.OnitsukaandA.Kageyama

llthInternationalConferenceonHumanComputer

Interaction(HCII2005),Vo正ume5Emergent

ApplicationDomainsinHCL1-10(lnCD-ROM)(2005)

(Knowledgemanagement,Informationsharing,Agent

system,Informationcustomization).

■AgentSystemforNotifyingHotelRoom

ReservationAlternatives

(ホ テ ル 予 約 の 代 替 案 を 提 示 す る エ ー ジ ェ ン トシ ス テ ム)

R.Saga,H.TsujiandJ.Onoda

llthInternationalConferenceonHumanComputer

Interaction(HCII2005),Vo正ume-Poster,1-5,(lnCD-

Rom)(2005)

(Recommendationsystem,Agentsystem,e-Commerce,

Memory-basedreasoning,TPO-goods).

■DEA-basedDataMiningforEnergyConsumption

(DEAに 基 づ く エ ネ ル ギ ー 消 費 の た め の デ ー タ マ イ ニ ン

グ)

A.Koretsune,S,Aoki,T.Konzo,H.Tsuji,S.Shimano

andE.Mimura

10thIEEEInternationaiConferenceonEmerging

TechnologiesandFactoryAutomation(IEEE/ETFA-

2005)tlO73。1076(2005)

(Comfortanalysis,Energyconsumption,Data

envelopmentanalysis,Datamining).

騰HotelRoomAllocationforSalesChamelby

DynamicProgramming

(動 的 計 画 法 を 用 い た 販 売 チ ャ ネ ル の ホ デ ル 部 屋 の 配 分)

M.Nakano,R,SagaandH.Tsuji

10thIEEEInternationalConferenceonEmerging

TechnologiesandFactoryAutomation(IEEE/ETFA-

2005),1095-1100(2005)

(Allocationproblem,Dynamicprogramming,Monte

Carlosimulation,Frameworkmodeling).

■ デ ー タ包 絡 分 析 法 を 用 い た 家 庭 内 エ ネ ル ギ ー 消 費 評 価 の 試

み

(DEiA-basedEvaluationMethodologyforDomestic

EnergyConsumption)

金 蔵 武 史,青 木 真 吾,辻 洋

電気 学 会C部 門 論 文 誌,125,10,1530-1536(2005)

(Homecomfortanalysis,Dataenvelopmentanalysis,

Energyconsumption).

■DEA-basedClassificationforFindingPerformance

ImprovementDirection

(効率 改善 の方 向発 見 のた めのDEAに 基 づ く分 類 方式)

s.Aoki,Y.NishiuchiandH。Tsuji

Optimization-basedDataMiningTechniqueswith

Applications,・AWorkshopofIEEEInternational

ConferenceofDataMining,16-20(2005)

(Dataenvelopmentanalysis,Clusteringanalysis,Data

mining,Decision-making,Linearprogram【ning).

■Multi-ViewpointDataEnvelopmentAnalysisFor

FindingEfficiencyandlnefficiency

(効 率 性 ・非 効 率 性 を 検 出 す る多 視 点 デ ー タ 包 絡 分 析)

S.Aoki,KMinamiandH.Tsuji

Optimization-basedDataMiningTechniqueswith

Applications,-AWorkshopofIEEEInternationaI

ConferenceofDataMining,21-26(2005)

(Dataenvelopmentanalysis,Decision-making,Linear

programming,Productivity),

■CollaborativeFilteringversusPersonalLogbased

Filtering

(協 調 フ ィ ル タ リ ン グ と パ ー ソ ナ ル ロ グ に 基 づ く フ ィル タ

リ ン グ の 比 較)

R.SagaandH.Tsuji

ExperimentalComparisonforHotelRoomSelection,

TheFirstInternationalCongressoftheInternational

FederationforSystemsResearch(IFSR2005),S2-3-2,

144146(inProceedings),1-5(lnCD-ROM)(2005)

(e-Commerce,Recommendersystem,TPO-goods,

Collaborativefiltering,Content-basedFiltering).

■FrameworkforSensitivityAnalysisonDomestic

Energy

(家 庭 内 エ ネ ル ギ ー 消 費 に 関 す る 感 度 解 析 の フ レ ー ム ワ ー

ク)

A.Koretsune,S.Aoki,T.Konzo,H.Tsuji,Y.Jinnoand

E.Mimura,TheFirstWorldCongressofthe

InternationalFederationforSystemsResearch(IFSR

2005),S4-2-4,297-299(inProceedings),1-7(lnCD-

ROM)(2005)

(Homecomfortanalysis,Energyconsumption,Monte

Carlosimulation,Frameworkmodeling).

■FindingEfficiencyandlnefficiencyMulti・View

PointApProach

(効 率 性 と 非 効 率 性 を 検 出 す る 多 視 点DEAの ア プ ロ ー チ)

S.Aoki,K.MinamiandH.Tsuji

TheFirstWoridCongressoftheInternational

FederationforSystemsResearch(IFSR2005),S3-5-1,

239-241(inProceedings),1-8(lnCD-ROM)(2005)

(Dataenvelopmentanalysis,Efficiencyapproach,

Inef丘ciencyapProach)。

■ケア の ための 概念 ネ ッ トワー クメ デ ィア の提 案

(ProposalofConceptualNetworkMediafor

Caring)

野津 亮,片 井 修,川 上 浩司,塩 瀬隆 之

ヒ ー・,一マ ン イ ン ター フ ェ ー ス 学 会 論 文 誌,7,221-238
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(2005).

(Nursingtheory,Caring,Cognitivebalance,Conceptual

graph,Narrativetherapy)

圏QuantificationofMultivariateCategoricalData

ConsideringClustersofltemsandlndividuals

(項 目 と 個 体 の 分 割 を 考 慮 し た 多 変 量 力 テ ゴ リ カ ル デ ー タ

の 数 量 化)

C.-H.Oh,K.HondaandH.Ichihashi

ModelingDecisionsforArtificialIntelligence2005,

LectureNotesinArtificialInteUigence3558,Springer,

164-171(2005).

(Fuzzyclustering,Homogeneityanalysis,Multivariate

categoricaldata)

■ANewApproachtoFuzzificationofMemberships

inClusterAnalysis

(ク ラ ス タ ー 分 析 に お け る メ ン バ シ ッ プ の フ ァ ジ ィ化 に 対

す る 新 た な ア ブO一 チ の 提 案)

K.HondaandH.Ichihashi

ModelingDecisionsforArtificialIntelligence2005,

LectureNotesinArtificialIntelligence3558,Springer,

172-182(2005).

(Fuzzyclustering,Fuzzificationofmembership,

Regularization)

■RegularizedLinearFuzzyClusteringand

ProbabilisticPCAMixtureModels

(正 則 化 に 基 づ く線 形 ク ラ ス タ リン グ と 混 合 主 成 分 分 析 モ

デ ル)

K.HondaandH.Ichihashi

IEEETransactionsonFuzzySystems,13,508-516

(2005).

(Clustering,Fuzzyc-varieties,Probabilisticmixture

models,Principalcomponentanalysis)

■ 不 完 全 な 質 的 デー タ の 局 所 的 な 数 量 化 分 析 の 提 案 とITの イ

メ ー ジ に 関 す る調 査 へ の 適 用

(LocalQuantificationMethodoflncomplete

CategoricalDataandltsApP畳icationto

QuestionnaireonImpressionoflnformation

Technology)

中 村 芳 仁,本 多 克宏,市 橋 秀 友

日本 経 営 工 学 会 論 文 誌,56,200-208(2005).

(Homogeneityanalysis,Fuzzyclustering,Missing

value)

闇 フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リン グ を 用 い た主 成 分 分 析 に お け る 変 量

選 択 と デ ー タ マ イ ニ ン グ へ の 応 用

(VariableSelectioninPCAUsingFuzzy

ClusteringandltsApplicationtoDataMining)

本 多 克 宏,市 橋 秀 友

シス テ ム 制 御 情 報 学 会 論 文 誌18,322-330(2005) 、

(principalcomponentanalysis,Fuzzyclustering,Data

mining)

126

日RobustPCAwithlntra-SampleOutlierProcess

BasedonFuzzyMahalanobisDistancesand

NoiseClustering

(フ ァ ジ ィ マ 八 ラ ノ ビ ス 距 離 と ノ イ ズ ク ラ ス タ リ ン グ に 基

づ く サ ン プ ル 内 外 れ 値 に ロ バ ス トな 主 成 分 分 析)

H.Ichihashi,K、HondaandN.Wakami

Proc.of20051EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,640-645(2005).

(Principalcomponentanalysis,Fuzzyclustering,Noise

clustering,Intra-sampleoutlier)

■FCMCIusteringfromtheViewPointoflteratively

ReweightedLeastSquares

(重 み 付 き 最 小2乗 法 の 観 点 か ら のFCMク ラ ス タ リン グ法)

H.IchihashiandK.Honda

Proc.of20051EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,873-878(2005).

(Fuzzyclustering,Iterativelyreweightedleastsquares,

M.estimation)

■GradedPossibilisticApProachtoVariable

SelectioninLinearFuzzyClustering

(段 階 的 可 能 性 ア プ ロ ー チ に よ る 線 形 フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リ

ン グ に お け る 変 量 選 択)

KHonda,H,Ichihashi,F.MasulliandS.Rovetta

Proc。of20051EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,985-990(2005).

(Linearfuzzyclustering,Variableselection,Possibilistic

clustering)

■UbiquitousHumanMediaforlnteractiveSandplay

Therapy

(イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 箱 庭 療 法 の た め の ユ ビ キ タ ス ヒ ュー

マ ン メ デ ィ ア の 構 築)

A、D。Cheok,K。Xu,W.Liu,A.NotsuandO .Katai

Proc.ofThe2ndInternationalWorkshoponUbiquitous

Home-UbiquitousSocietyandEntertainment。,55-62

(2005).

(Ubiquitoushumanmedia,Mixedreality,Sandplay

therapy)

■ExtractionoflndependentComponentsfrom

Regression-PrincipalComponents

(回 帰 主 成 分 か ら の 独 立 成 分 の 抽 出)

K.Honda,T.MaenakaandH.Ichihashi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,376-379(2005) .

(lndependentcomponentanalysis,Principalcomponent

analysis,Regression-principalcomponentanalysis)

eLinearFuzzyClusteringandSeveralFormulations

ofLocalPrincipalComponentAnalysis

(線 形 フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リ ン グ と 局 所 的 な 主 成 分 分 析 に お

け る 種 々 の 定 式 化)

K.HondaandH.Ichihashi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced



IntelligentSystems,462465(2005).

(Clusteranalysis,Principalcomponentanalysis,Fuzzy

C-varieties)

■LinearFuzzyClusteringwithPartitioningof

Categories

(カ テ ゴ リー の分 割 を 伴 う線 形 フ ァ ジ ィ ク ラ ス タ リ ン グ)

R.Uesugi,K.HondaandH.Ichihashi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,466・469(2005).

(Clusteranalysis,Principalcomponentanalysis,Fuzzy

c-varieties,Quantificationofcategoricaldata,Mixed

database)

■FCMCIassifierBasedonIRLSandFuzzy

MahalanobisDistances

(IRLSと マ 八 ラ ノ ビ ス 距 離 に 基 づ くFCM分 類 器)

H,Ichihashi,K.HondaandT.Yagi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,470-475(2005).

(Fuzzyc-means,IRLS,Mahalanobisdistance)

■LocalQuantificationofMultivariateCategorical

DataUsingGradedPossibilisticApProach

(段 階 的 可 能 性 ア プ ロ ー チ を 用 い た 多 変 量 力 テ ゴ リ カ ル デ

ー タ の 局 所 的 な 数 量 化)

C.-H.Oh,K.HondaandH.Ichihashi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,476-479(2005).

(Fuzzyclustering,Homogeneityanalysis,Graded

possibilisticapProach)

■HybridizationofFuzzyGBMLApproachesfor

PatternClassificationProblems

(パ タ ー ン 識 別 問 題 に 対 す る フ ァ ジ ィGBMLア プ ロ ー チ の

八 イ ブ リ ッ ド化)

H.Ishibuchi,T.YamamotoandT、Nakashima

IEEETrans.onSystems,Man,andCybernetics-PartB:

Cybernetics,35,2,359-365(2005).

(GBML,Fuzzyrule-basedsystems)

圏RuleWeightSpecificationinFuzzyRule・Based

ClassificationSystems

(フ ア ジ ィ識 別 シ ス テ ム に お け る ル ー ル の 重 み の 設 定)

H.IshibuchiandT。Yamamoto

RuleWeightSpecificationinFuzzyRule・Based

ClassificationSystems,IEEETrans.onFuzzySystems,

13,4,428・435(2005).

(Fuzzyrule-basedsystems,Datamining)

■EvolutionoflteratedPrisoner'sDilemmaGame

StrategiesinStructuredDemesunderRandom

PairinginGame・Playing

(ラ ンダ ム対 戦 型 の繰 り返 し囚 人 の ジ レ ンマ ゲー ム に お け

る近傍構 造 に基 づ く戦 略 進化)

H.IshibuchiandN.Namikawa

IEEETrans.onEvolutionaryComputation,9,6,552-561

(2005).

(Gamestrategies,Evolutionarygames,Iterated

prisoner「sdilemma,Structureddemes,Randompairing)

■HandlingofOverlapPingObjectiveVectorsin

EvolutionaryMultiobjectiveOptimization

(進 化 型 多 目 的 最 適 化 に お け る 重 複 す る 目 的 ベ ク トル の 取

り 扱 い)

H.Ishibuchi,K,NarukawaandY.Nojima

InternationalJournalofComputationalIntelligence

Research,1,1,1-18(2005).

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,Overlapping

objectivevector)

■FitnessModificationinGeneticAlgorithmsfor

FunctionOptimizationProblems

(関 数 最 適 化 の た め の 遺 伝 的 ア ル ゴ リズ ム の 適 応 度 修 正)

T.Yoshida,T.NakashimaandH.Ishibuchi

Proc.of10thInternationalSymposiumonArtificialLife

andRobotics,CD-ROMproc.(2005).

(Geneticalgorithm,Fitnessfunction,Function

optimization,Dynamicproblems)

■PerformanceComparisonbetweenFuzzyRules

andlntervalRulesinRuleBasedCtassification

Systems

(ル ー ル 識 別 シ ス テ ム に お け る フ ァ ジ ィ ル ー ル と 区 間 規 則

と の 性 能 比 較)

S.Namba,Y.NojimaandH.Ishibuchi

Proc,oflOthInternationalSymposiumonArtificialLife

andRobotics,CD-ROMproc.(2005).

(Fuzzyrule-basedsystems,Intervalrules,Pattern

ClaSSification)

■GestureClusteringandlmitativeBehavior

GenerationforPartnerRobots

(パ ー トナ ー ロ ボ ッ トの た め の ジ ェ ス チ ャー ク ラ ス タ リ ン

グ と見 ま ね 行 動 の 生 成)

Y.Nojima,N.KubotaandF.Kojima

ProceedingsofthelOthInternationalSymposiumon

ArtificialLifeandRobotics,CD-ROMproc.(2005).

(PartnerrobotImitativelearning)

■RecombinationofSimilarParentsinEMO

AIgorithms

(EMOア ル ゴ リ ズ ム に お け る 類 似 した 親 個 体 の 再 結 合)

H.IshibuchiandK.Narukawa

Proc.of3rdInternationalConferenceonEvolutionary

Multi-CriterionOptlmization,265-279(2005)。

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,Similar

Parents)

■EffectsofRemovingOverlappingSolutionsonthe

PerformanceoftheNSGA-nAlgorithm

(NSGA・Hア ル ゴ リズムの 性 能 におけ る重複 解 除去 操作 の
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効 果)

Y.NojimaK.Narukawa,S.KaigeandH.Ishibuchi

Proc.of3rdInternationalConferenceonEvolutionary

Multi-CriterionOptimization,341-354(2005).

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,NSGA』

algorithm)

■ComparisonbetweenLamarckianandBaldwinian

RepaironMultiobjectiveO/1KnapsackProblems

(多 目 的O/1ナ ッ プ サ ッ ク 問 題 に 関 す る ラ マ ル ク 型 リベ ア

と ボ ー ル ドウ ィ ン 型 リベ ア の 比 較)

H。Ishibuchi,S.KaigeandK.Narukawa

Proc.of3rdInternationalConferenceonEvolutionary

Multi-CriterionOptimization,370-385(2005).

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,Lamarckian

repair,Baldwinianrepair,Knapsackproblem)

■MultiobjectiveFuzzyGenetics-8asedMachine

Learning

(多 目 的 フ ァ ジ ィ 遺 伝 的 機 械 学 習)

H.IshibuchandY.Nojima

Proc.oflstWorkshoponGeneticFuzzySystems,10-15

(2005).

(Fuzzyrule-basedsystems,Geneticalgorithms)

■ModificationofEvolutionaryMultiobjective

OptimizationAlgorithmsforMultiobjectiveDesign

ofFuzzyRule・BasedClassMcationSystems

(フ ァ ジ ィ識 別 シ ス テ ム の 多 目 的 設 計 の た め の 進 化 型 多 目

的 最 適 化 ア ル ゴ リズ ム の 修 正)

K.Narukawa,Y.NojimaandH.Ishibuchi

Proc.of20051EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,809-814(2005).

(Fuzzyrule-basedsystems.Evolutionarymultiobjective

optimization,Patternclassification)

■ComparisonbetweenFuzzyandlntervalPartitiens

inEvolutionaryMultiobjectiveDesignofRule-

BasedClassificationSystems

(ル ー ル 識 別 シ ス テ ム の 進 化 型 多 目 的 設 計 に お け る フ ァ ジ

ィ 分 割 と 区 間 分 割 の 比 較)

H,IshibuchiandY.Nojima

Proc.of20051EEEInternationalConferenceonFuzzy

Systems,430-435(2005),

(Fuzzyrule-basedsystems,Intervalrules,Evolutionary

multiobjectiveoptimization,Patternclassification)

■ConstructingFuzzyClassificationSystemsfrom

WeightedTrainingPatterns

(重 み 付 ぎ 学 習 用 パ タ ー ン を 用 い た フ ァ ジ ィ 識 別 シ ス テ ム

の 構 築)

T.Nakashima,Y.Yokota,H.IshibuchiandA.Bargieia

Proc.of19thEuropeanConferenceonModellingand

Simulation,91-96(2005).

(Classificationsystem,Ciassificationcost,Pattern

weight,Degreeofcertainty)
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■BehaviorVisualizationofAutonomousTrading

Agents

(自 律 取 引 工 一 ジ ェ ン トの 行 動 視 覚 化)

T.Nakashima,H.KitanoandH.Ishibuchi

Proc.of19thEuropeanConferenceonModellingand

Simulation,288-293(2005).

(Visualization,Futurestrading,Fuzzysystem,

Knowledgeextraction)

■EffectofDataWeightingMethodsonthe

PerformanceofFuzzyClassificationSystems

(フ ァ ジ ィ識 別 シ ス テ ム の 性 能 に お け る デ ー タ 重 み 付 け 手

法 の 効 果)

T.Nakashima,Y.Yokota,H.IshibuchiandA。Bargiela

Proc.of2005NorthAmericanFuzzyInformation

processingSocietyConference,CD-ROMproc.(2005).

(Fuzzyif-thenrule,Classificationproblem,Cost

minimiZatiOn)

■ComparisonofEvolutionaryMultiobjective

OptimizationwithReferenceSolution-Based

Single・ObjectiveApProach

(参 照 解 に 基 づ く 単 一 目 的 ア プ ロ ー チ を 用 い た 進 化 型 多 目

的 最 適 化 の 比 較)

H.IshibuchiandK.Narukawa

Proc.of2005GeneticandEvolutionaryComputation

Conference,787"794(2005).

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,Reference

solution,Single-objectiveoptimization)

■AnEmpiricalStudyontheHandlingofOverlapping

SolutionsinEvolutionaryMultiobjective

Optimization

(進 化 型 多 目 的 最 適 化 で の 重 複 解 の 取 り扱 い に お け る 経 験

的 調 査)

H.Ishibuchi,K.NarukawaandY.Nojima

Proc.of2005GeneticandEvolutionaryComputation

Conference,817旧824(2005).

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,Overlapping

solutions)

剛terativeGradientDescentApproachtoMultiple

RegressionwithFuzzyData

(フ ァ ジ ィデ ー タ 重 回 帰 に 対 す る繰 り 返 し最 急 降 下 法)

A.Bargiela,T.NakashimaandW.Pedrycz

Proc.of2005NorthAmericanFuzzyInformation

ProcessingSocietyConference,CD-ROMproc.(2005).

(Fuzzydata,Regression,Optimization)

■ComparisonofEvolutionaryMultiobjective

OptimizationwithReferenceSolution・Based

Single-ObjectiveApProach

(参 照 解 に 基 づ く 単 一 目 的 ア ブ ロ ー チ を 用 い た 進 化 型 多 目

的 最 適 化 の 比 較)

H,Ishibuchi,S.KaigeandK.Narukawa

Proc.of3rdInternationalConferenceonEvolutionary



Multi-CriterionOptimization,370・385(2005).

(Evolutionarymuitiobjectiveoptimization,Single-

objectiveoptimization)

■PerformanceEvaluationofanEvolutionaryMethod

forRoboCupSoccerStrategies

(RoboCupサ ッ カ ー 戦 略 の た め の 進 化 型 計 算 手 法 の 性 能

評 価)

T.Nakashima,M.Takatani,M.Udo,H.IshibuchiandM、

Nii

Proc.ofthegthRoboCupInternationalSymposium,

CD-ROMproc.(2005).

(RoboCupsoccer,Evolutionarycomputation,Multi-

agentsystems,Ruie-basedsystems)

■WeightedFuzzyClassificationwithlntegrated

LearningforMedicalDiagnosis

(医 療 診 断 に 対 す る 重 み 付 き フ ァ ジ ィ識 別 へ の 学 習 の 統 合)

T.Nakashima,G,Schaefer,Y.Yokota,S.y.ZhuandH.

Ishibuchi

Proc.of27thAnnualInternationalConferenceofthe

IEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety,

1309-1312(2005).

(Error-correctionlearning,Fuzzyif-thenrule,

Classificationproblems,MedicalDiagnosis)

■EvolutionofCooperativeBehaviorinthelterated

Prisoner'sDilemmaunderRandomPairingin

GamePlaying

(ラ ン ダ ム 対 戦 型 の 繰 り 返 し囚 人 の ジ レ ン マ ゲ ー ム に お け

る 協 調 行 動 の 進 化)

N。NamikawaandH,Ishibuchi

Proc.of2005CongressonEvolutionaryComputation,

2637-2644(2005)。

(Gamestrategies,Evo正utionarygames,Iterated

prisoner'sdilemma,Randompairing)

圏LearningFuzzylf・ThenRulesforPattern

ClassicationwithWeightedTrainingPatterns

(重 み 付 き 学 習 用 パ タ ー ン の パ タ ー ン 識 別 に 対 す る フ ァ ジ

ィlf-Thenル ー ル の 学 習)

T.Nakashima,Y.Yokota,H.IshibuchiandG.Schaefer

Proc.ofFourthConferenceoftheEuropeanSocietyfor

FuzzyLogicandTechnology,1064-1069(2005).

(Fuzzyif-thenrule,Ruleweight,Misclassificationcost,

Patternclassification)

■MultiobjectiveFormulationsofFuzzyRule・based

ClassificationSystemDesign

(フ ァ ジ ィ識 別 シ ス テ ム 設 計 の 多 目 的 定 式 化)

H.IshibuchiandY.Nojima

Proc.ofFourthConferenceoftheEuropeanSocietyfor

FuzzyLogicandTechnologyandllRencontres

FrancophonessurlaLogiqueFloueetsesApplications

(EUSFLAT-LFA2005),285-290(2005).

(Fuzzyrule-basedsystems,Patternclassificationt

MUItiobjectiveoptimization)

口DevelopingaGoalKeeperforSimulatedRoboCup

SocceranditsPerformanceEvaluation

(RoboCupの サ ッ カ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に お け る キ ー パ

の 改 良 と 評 価)

S.Yokoyama,N.Namikawa,T.Nakashima,M.Udoand

H.Ishibuchi

Proc.ofthe3rdInternadonalSymposiumonAutonomous

MinirobotsforResearchandEdutainment,75-80(2005).

(RoboCupsoccer,Agentprogramming,Evaluation)

■Cost-SensitiveApProachtotheConstructionof

FuzzyClassificationSystems

(フ ァ ジ ィ識 別 シ ス デ ム の 構 築 に 対 す る コ ス トセ ン シ テ ィ

ブ ア プ ロ ー チ)

Y.Yokota,T.NakashimaandH.Ishibuchi

Proc.of6thInternationalSy皿posiumonAdvanced

IntelligentSystems,412-417(2005).

(Classificationcost,Datamining,Fuzzyrule-based

systems,Patternclassification)

隔RobustEvaluationusingMatchHistoryfor

EvolutionofSoccerTeamStrategies

(サ ッ カ ー チ ー ム 戦 略 の 進 化 の た め の 対 戦 履 歴 を 用 い た 個

体 評 価)

M.Takatani,T.Nakashima,M.Udo,H.IshibuchiandM.

Nii

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

Inte11igentSystems,669-674(2005).

(Evolutionarycomputation,Matchhistory,Multi-agent

systems,RoboCupsoccer,Rule-basedsystems)

■AStudyonRobustEvaiuationSchemesforGame

StragtegyEvolution

(ゲ ー ム 戦 略 進 化 に 対 す る ロ パ ス トな 評 価 手 法 に 関 す る 研

究)

N.Namikawa,T.NakashimaandH.Ishibuchi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,718722(2005).

(Evolutionarycomputation,Gametheory,Uncertainty

handling)

■lnterpretingtheBehaviorofaTradingAgent

usingFuzzylf-ThenRules

(フ ァ ジ ィ1f-Thenル ー ル を 用 い た 取 引 工 一 ジ ェ ン トの 行 動

解 明)

H.Kitano,T.NakashimaandH.Ishibuchi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,588-593(2005).

(Fuzzysystems,Futuresmarket,Ruleextraction)

■EffectsofSimilarity-BasedMatingSchemeon

EvolutionaryFunctionOptimization

(進化 型 関数 最 適化 にお け る類 似 性 に基 づ い た交 配 手 法の

効 果)
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K.Narukawa,Y.NojimaandH.Ishibuchi

Proc.of6thInternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems,735-740(2005).

(Functionoptimization,Matingrestriction)

■BehaviorAnalysisofFuturesTradingAgents

UsingFuzzyRu{eExtraction

(フ ァ ジ ィ ル ー ル 抽 出 を 用 い た 先 物 取 引 工 一 ジ ェ ン トの 行

動 分 析)

H.Kitano,T.NakashimaandH.Ishibuchi

Proc.of20051EEEInternationaiConferenceon

Systems,ManandCybernetics,1477-1481(2005).

(Fuzzysystems,FuturesmarkeしRuleextraction)

■ComparisonbetweenSingle・ObjectiveandMulti-

ObjectiveFormulationsforFuzzyRule・Based

ClassificationSystemDesign

(フ ァ ジ ィ識 別 シ ス デ ム 設 計 に 対 す る 単 一 目 的 定 式 化 と 多

目 的 定 式 化 と の 比 較)

Y.NojimaandH.Ishibuchi

Proc.of5thAsianSymposiumonApplied

ElectromagneticsandMechanics(2005).

(Fuzzyrule-basedsystems,Patternciassification,Multi・

objectiveoptimization,Single-objectiveoptimization)

凹SpatiallmplementationofEvolutionary

MultiobjectiveAlgorithmswithPartialLamarckian

RepairforMultiobjectiveKnapsackProbtems

(多 目 的 ナ ッ プ サ ッ ク 問 題 に 対 す る 部 分 的 ラ マ ル ク 型 リベ

ア を 用 い た 進 化 型 多 目 的 最 適 化 の 空 間 的 実 装)

H.IshibuchiandK.Narukawa

Proc.of5thInternationalConferenceonHybrid

IntelligentSystems,265270(2005).

(Evolutionarymultiobjectiveoptimization,Knapsack

Problem,LamarckianRepair)

■PerformanceEvaluationofEvolutionary

MultiobjectiveApproachestotheDesignofFuzzy

Rule-BasedEnsembleClassifiers

(フ ァ ジ ィ ア ン サ ン ブ ル 識 別 器 の 設 計 の た め の 進 化 型 多 目

的 ア ブ ロー チ の 性 能 評 価)

H.IshibuchiandY.Nojima

Proc.of5thInternationalConferenceonHybrid

InteliigentSystems,271-276(2005).

(Multiobjectiveoptimization,Ensembleclassifier,

Patternclassification,Fuzzysystems)

■Accuracy・ComplexityTradeoffAnalysisby

MultiobjectiveRuleSelection

(多 目 的 ル ー ル 選 択 に よ る精 度 と 複 雑 性 の ト レー ドオ フ 分

析)

H.IshibuchiandY.Nojima

Proc.ofICDM2005WorkshoponComputational

IntelligenceinDataMining,39-48(2005),

(Fuzzyrule・basedsystems,Tradeoffanalysis,Pattern

classification,Multiobjectiveoptimization)
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■FromTangibleResourceManagementto

IntangibleResourceManagement

HiroshiTSUJI

InvitedSpeechforFacultyMembers,Collegeof

BusinessinIowaStateUniversity(2005).

■ProjectsonAdvancedBusinessApPlication

HiroshiTSUJI

SpecialLectureforManagementInformationSystems

Class,CollegeofBusinessinIowaStateUniversity

(2005).

■情 報 と知 識 のマ ネ ー ジメ ン ト・・人間 だ けが 行な え た知 識 の

伝承 は如 何 に発展 し、ど うな ってい くか

辻 洋

平 成17年 近 畿支部 年 次総 会(特 別 講演),(社)シ ス テムハ

ゥス協会(2005).

■PeerToPeerGridDatabasesforWebService

Discoveryに 関 す る調査 報告

佐 賀亮介

電気学 会 「21世紀 型組 織 に対 応 したCSCWシ ス テ ム技 術

調査 専 門委員会 」(2005).

胴 プロ野球 改革 元年 ・楽 天 プ レー オ フ進出 の 目を探 せ

青木真吾,佐 藤 友紀,西 内 勇祐,豊 澄 幸太 郎

大阪府立 大学 「オー プ ンキ ャンパス」(2005).

■仕事 の活性化 の ための従 業 員生 活 に関す る調責 報告

辻 洋

電気 学会 「21世紀 型組 織 に対応 したCSCWシ ステ ム技 術

調査専 門委員 会」(2005).

■ProcessHandbookを 用 い た大学 内 プロセ スの体 系 化

佐 賀亮介

電気学 会 「21世紀 型組 織 に対 応 したCSCWシ ステ ム技 術

調査 専 門委員会 」(2005).

■ フ アジ イクラ スタ リング にお ける フ ァジ ィネス と ロパ ス ト

ネス ー 正 則化,ロ パ ス ト化 とIRLS一

市橋 秀友,本 多 克宏

知 能 と情 報(日 本知 能情 報 フ ァジ ィ学 会誌),17,392-397

(2005).

■理解 しや すい フ ァジ ィモ デ ルの設 計

石渕久 生

日本知 能情 報 フ ァジ ィ学 会誌17,1,31-33(2005).

■研究部会 だ よ り 『計算 知 能化研 究部 会 』

石 渕久生

経営 システ ム,15,1,70(2005).
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ロ ソフ トウ ェア工学

松 本 啓之亮

森北 出版(2005).

■ コン ピ ュー タ ネ ッ トワー ク の基礎

福 永邦 雄

共 立 出版(2005)。

132



・一 ρO Jto 4.国 際会議発表 '91●19/OJ● ノoノ ●」 ・ノ ●ノ,ノ,ノ ・'o'● ノ ●'● ノ9/9'■'● ノ,ノ ●ノ.1・ ノo/oノ ●ノ9'oノ ・ノ ●ノ ・ノ.ノ

■10thlnternationalSymposiumonArtificialLifeand

Robotics(Oita,Japan,January,2005)

H.YanagimotoandS,Omatu

Informationfilteringusingprobabilisticmodel.

H.YanagimotoandS.Omatu

Modificationofuserprofileusinggeneticalgorithm.

S.Omatu,K.Kibi,M.TeranishiandT,Kosaka

Imagecolnpressionf6rbiilmoneybyneuralnetworks.

S.OmatuandT.Kosaka

Imageclassificationforbillmoney,

■3rdlnternationalConferenceonEivolutionary

Multi-CriterionOptimization(Guanajuato,Mexico,

March,2005)

H.IshibuchiandK,Narukawa

RecombinationofSimilarParentsinEMOAIgorithms.

Y.Nojima,K.Narukawa,S.KaigeandH.Ishibuchi

Effectsofremovingoverlappingsolutionsonthe

perfbrmanceoftheNSGA-IIalgorithm.

H.Ishibuchi,S.KaigeandK.Narukawa

ComparisonbetweenLamarckianandBaldwinianrepair

onmultiobjectiveO/1knapsackproblems.

S.Ito,M.Yoshioka,S.Omatu,K.KitaandK,Kugo

Animagesegmentationmethodusingthehistograms

andthehumancharacteristicsofHSIcolorspacefora

scenelmage.

■1stWorkshoponGeneticFuzzySystems(Granada,

Spain,March,2005)

H.IshibuchiandY,Nojima

MultiobjectiveFuzzyGenetics-BasedMachineLearning.

S.Ito,M.Yoshioka,S.Omatu,K.KitaandK.Kugo

Animagerecognitionmethodbyroughclass温cationf6r

aSCenelmage.

T.YokQi,H.YanagimotoandS.Omatu

InformationfilteringusingSVDandICA.

圏15thEuropean・JapaneseConferenceonlnformation

ModellingandKnowledgeBases(Tallinn,Estonia,

May,2005)

T.Kitahashi,A.Kojima,M.HiguchiandK.Fukunaga

TowardaCooperativeRecognitionofHumanBehaviors

andRelatedObjects,

T.Yokoi,H.YanagimotoandS.Omatu

Improvementofinformationfilteringusingtopic

selection.

T.Yoshida,T.NakashimaandH.Ishibuchi

FitnessMod面cationinGeneticAlgorithmsforFunction

OptimizationProblems.

S.Namba,Y.NojimaandH.Ishibuchi

PerformanceComparisonbetweenFuzzyRulesand

IntervalRulesinRule-BasedClassificationSystems.

Y.Nojima,N.KubotaandF.Kojima

GestureClusteringandImitativeBehaviorGeneration

f()rPartnerRobots.

■24thIASTEDlnternationalConferenceon

Modelling,Identification,andControl(lnnsbruck,

Austria,February,2005)

T.FujinakaandS.Omatu

LQGregulatorswithprescribedclosed-looppoles.

圏SociallntelligenceDesign2005(SID2005)

(Stanford,USA,2005,March)

H.TsujiandR.Saga

TamingSearchEngineforKnowledgeSharing.

圏TheThirdlnternationalConferenceonActive

MediaTechnology(Takamatsu,Japan,2005,May)

S.Aoki,Y.Naito,H.Tsuji

DEA-basedIndicatorfbrPerf6rmanceImprovement.

R.SagaandH.Tsuji コ
AlternativeGoodsRecommenderbyCustomersContext

-Examplef6rBusinessHotelRoomReservation一

口20051EEElnternationalConferenceonFuzzy

Systems(Reno,USA,May,2005)

H。Ichihashi,K.HondaandN.Wakami

RobustPCAwithIntra-SampleOutherProcessBased

onFuzzyMahalanobisDistancesandNolseClustering

H.IchihashiandK.Honda

FCMαusteringfromtheViewPointofIteratively

ReweightedLeastSquares

K.Honda,H.Ichihashi,F.MasulliandS.Rovetta

GradedPossibilisticApproachtoVariableSelectionin

LinearFuzzyClustering

K,Narukawa,Y.NojimaandH.Ishibuchi

ModificationofEvolutionaryMultiobjectiveOptimization

A正gorithmsforMultiobjectiveDesignofFuzzyRu孟e-

BasedClassificationSystems.
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H.IshibuclliandY.Nojima

ComparisonbetweenFuzzyandIntervalPartitionsin

EvolutionaryMultioblectiveDesignofRule-Based

Classi五cationSystems.

■14thScandinavianConferenceonlmageAnalysis

(Joensu,Finland,June,2005)

N.Uegaki,M.IzumiandK.Fukunaga

MultimodalAutomaticIndexingforBroadcastSoccer

Video.

鷹19thEuropeanConferenceonModellingand

Simulation(Riga,Latvia,June,2005)

T.Nakashima,Y.Yokota,H.IshibuchiandA.Bargiela

ConstructingFuzzyClassificationSystemsfrom

WeightedTrainingPatterns.

T.Nakashima,H.KitanoandH.Ishibuchi

BehaviorVisualizationofAutonomousTradingAgents.

圏2005NorthAmericanFuzzylnfomationProcessing

SocietyConference(Michigan,USA,June,2005)

T.Nakashima,Y.Yokota,H.IshibuchiandA.Bargiela

EffectofDataWeightingMethodsonthePerf{)rmance

ofFuzzyClassificatlonSystems.

A.Bargiela,T.NakashimaandW.Pedrycz

IterativeGradientDescentApproachtoMultiple

RegressionwithFuzzyData.

■2005GeneticandEvolutionaryComputation

Conference(WashingtonDC,USA,June,2005)

N.Mori,M.TakedaandK.Matsumoto

AComparisonStudybetweenGeneticAlgorithmsand

BayesianOptimizeAlgorithmsbyNovelIndices

Circuits!Systems,ComputersandCommunications

(Jeju,Korea,July,2005)

A.Ogihara,S.KameokaandA.Shiozaki

Astocktradingmethodutilizingthetradingsignal

selectedbyGA.

A.Ogihara,K.Tanaka,M.IwataandA.Shiozaki

Amethodofembeddingwatermarkintomoviewith

sounddata.

A.Ogihara,M.IwataandA.Shiozaki

Amet止10dofembeddingwatermarkintoaudiodatain

considerationofMP3compression.

A.Ogihara,H.MatsumuraandA.Shiozaki

UserverificationinATMoperadonbysquaremeasure

sequenceofhandshape.

■11thIntemationalC◎nferenceonHumanComputer

lnteraction(HC皿2005)(LasVegas,USA,2005,

Ju量y)

K.Matsumoto,T.Maruo,N.MoriandK.Kise

TheRoleofWebServicesinCollaborativeBusiness

Activities

K.Kise,N.Kondo,T.NakaiandK.Matsumoto

AnalysisofAnnotationsonDocumentsfbrRecycling

InfbrmationinCollaborativeBusinessActivities.

H.Tsuji,A.KageyamaandRSaga

RESTER:ReusableTODOSynthesizer.

J.Noda,H.Nishihara,H。TsujiandR.Saga

UserInterfaceforI皿provingPrecisionandRecallin

FullTextRetrievaL

H.IshibuchiandK.Narukawa,

ComparisonofEvolutionaryMultiobjectiveOptimization

withReferenceSolution・BasedSingle-Objective

Approach.

H.Ishibuchi,K.NarukawaandY,Nojima

AnEmpiricalStudyontheHandlingofOverlapping

SolutionsinEvolutionaryMultiobjectiveOptimization.

■16thIFACWorldCongress(Prague,Czeck

Republic,July,2005)

S.Omatu,B.Charumporn,M.Yoshioka,T。Fujinakaand

T.Kosaka

Electronicnosesystemsf6rfirealarmsystems.

T。FujinakaandS.Omatu

Successivepoleshiftingusingsampled・dataLQ

regulators.

■20051nternationalTechnicalConferenceon

RSaga,H.Tsuji,G.Jin,Y.OnitsukaandA.Kageyama

ShortcutIntegratedAgentasSearchFront

R.Saga,H.TsujiandJ.Onoda

AgentSystemforNotifyingHotelRoomReservation

Alternatives,

翻The2ndlnternationalConferenceonModeling

DecisionsforArtificialIntelligence(Tsukuba ,

Japan,July,2005)

C.-H.Oh,K.HondaandH.Ichihashi

QuantificationofMultivariateCategoricalData

ConsideringClustersofItemsandIndividuals

K.HondaandH .Ichihashi

ANewApproachtoFuzzificationofMembershipsin

ClusterAnalysis

■ThegthRoboCupInternational

(Osaka,Japan,July,2005)

Symposium
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T.Nakashima,M.Takatani,M.Udo,H.IshibuchiandM.

Nii

performanceEvaluationofanEvolutionaryMethodfor

RoboCupSoccerStrategies.

■WebDocumentAnalysis2005(Seoul,Korea,

August,2005)

K.KiseandN.Ohmae

MiningTablesontheWebforFindingAttributesofa

SpecifiedTopic.

■10thIEEElnternationalConferenceonEmerging

TechnobgiesandFactoryAutomation(IEEE

!ETFA-2005)(Catania,ltaly,2005,September)

A.Koretsune,S、Aoki,T.Konzo,H.Tsuji,S.Shimano

andE.Mimura

DEA-basedDataMiningforEnergyConsumption.

M.Nakano,R.SagaandH.Tsuji

HotelRoomAllocationforSalesChannelbyDynamic

Programming.

■FirstlnternatbnalWorkshoponCamera-Based

DocumentAnalysisandRecognition(Seoul,

Korea,August,2005)

S.Uchida,M、Iwamura,S.OmachiandK.Kise

DataEmbeddingforCamera-BasedCharacter

Recognition.

■The2ndlnternationalWorkshoponUbiquitous

Home・UbiquitousSocietyandEntertainment-

(Kyoto,Japan,September,2005)

A.D.Cheok,K.Xu,W.Liu,A.NotsuandO.Katai

UbiquitousHumanMediaforInteractiveSandplay

Therapy

M.Iwamura,S.Uchida,S.OmachiandK.Kise

RecognitionwitllSupplementaryInformation-How

ManyBitsAreLackingfor100%Recognition?一.

T.Nakai,K.KiseandM.Iwamura

HashingwithLocalCombinationsofFeaturePointsand

ItsApplicationtoCamera・BasedDocumentImage

Retrieval-RetrievalinOユ4Secondfrom10,000Pages

K.Neglshi,M.Iwamura,S.OmachiandH.Aso

IsolatedCharacterRecognitionbySearchingFeatures

inSceneImages.

■8thtnternationalConferenceonDocument

AnalysisandRecognition(Seou1,Korea,August,

2005)

T.Nakai,K.KiseandM.Iwamura

Camera-BasedDocumentImageRetrievalasVotingfor

PartialSignaturesofProjectiveInvariants.

M.Iwamura,K.Negishi,S.OmachiandH.Aso

IsolatedCharacterRecognitionbySearchingFeature

Point.

圏5thBalkanPowerConference(Sofia,Bulgaria,

September2005)

K.Matsumoto,T.MaruoandN.Mori

DevelopmentofaCooperativePowerTradingSystem

UsingSatisfactionSpaceTechnology

■1stPekingUniversityKyushuUniversityJoint

WorkshoponMachinePerceptionandRobotics

(Peking,China,September,2005)

S.Uchida,M.Iwamura,S.OmachiandK.Kise

Designandrecognitionofhuman-readableandmachine-

readablepatterns.

■2005CongressonEvolutionaryComputation

(Edinburgh,UK,September,2005)

N.NamikawaandH.Ishibuchi

EvolutionofCooperativeBehaviorintheIterated

Prisoner『sDilemmaunderRandomPairinginGame

Playing,

圏27thAnnuallnternationalConferenceoftheIEEE

EngineeringinMedicineandBiologySociety

(Shanghai,China,September,2005)

T.Nakashima,G.Schaefer,Y.Yokota,S.Y.ZhuandH.

Ishibuchi

Weightedfuzzyclassificationwithintegratedlearning

formedicaldiagnosis,

■FourthConferenceoftheEuropeanSocietyfor

FuzzyLogicandTechnology(Barcelona,Spain,

September,2005)

T.Nakashima,Y.Yokota,H.IshibuchiandG.Schaefer

LearningFuzzyIf-ThenRulesforPatternClasslfication

withWeightedTrainingPatterns.

H,IshibuchiandY.Nojima

Multiobjectiveformuiationsoffuzzyrule-based

classificationsystemdesign.

■The3rdlnternationalSymposiumonAutonomous

MinirobotsforResearchandEdutainment(Fukui,

Japan,September,2005)

S.Yokoyama,N.Namlkawa,T.Nakashima,M.Udoand

H.Ishibuchi

DevelopingaGoalKeeperforSimulatedRoboCup

SocceranditsPerformanceEvaluation.

■6thlnternationalSymposiumonAdvanced

IntelligentSystems(Yeosu,Korea,

2005)

KHonda,T.MaenakaandH.Ichihashi

September,
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ExtractionofIndependentComponentsfromRegression・

PrincipalComponents

K.HondaandH.Ichihashi

LinearFuzzyClusteringandSeveralFormulationsof

LocalPrincipalComponentAnalysis

R.Uesugi,K.HondaandH.Ichihashi

LinearFuzzyClusteringwithPartitioningofCategories

H.Ichihashi,K.HondaandT.Yagi

FCMCIassifierBasedonIRLSandFuzzyMahalanobis

Distances

C.-H.Oh,K.HondaandH.Icllihashi

LocalQuantificationofMultivariateCategoricalData

UsingGradedPossibilisticApproach

Y.Yokota、T.NakashimaandH.Ishibuchi

Cost-SensitiveApproachtotheConstructionofFuzzy

Classi五catlonSystems.

H.Kitano,T.NakashimaandH.Ishibuchi

InterpretingtheBehaviorofaTradingAgentusing

FuzzyIf-ThenRules.

M.Takatani,T.Nakashima,M.Udo,H.IshibuchiandM.

Nii

RobustEvaluationusingMatchHistoryforEvolutionof

SoccerTeamStrategies

NNamikawa,T.NakashimaandH.Ishibuchi

AStudyonRobustEvaluationSchemesforGame

StrategyEvolution.

K.Narukawa,Y.NojimaandH.Ishibuchi

EffectsofSimilarity-BasedMatingSchemeon

EvolutionaryFunctionOptimization.

■20051EEElntemationalConferenceonSystems,

ManandCybernetics(Hawaii,USA,October,

2005)

H.Kitano,T.NakashimaandH.Ishibuchi

BehaviorAnalysisofFuturesTradingAgentsUsing

FuzzyRuleExtraction.

■5thAsianSymposiumonAppliedElectromagnetics

andMechanics(Hanoi,Vietnam,October,2005)

Y.NojimaandH.Ishibuchi

ComparisonbetweenSingle・ObjectiveandMulti-

ObjectiveFormulationsforFuzzyRule-Based

ClassificationSystemDesign.

■20051nternationalConferenceonComputational

IntelligenceforModellingControlandAutomation

(Vienna,Austria,November,2005)

136

H.IchihashiandK.Honda

Fuzzyc-MeansClassif!erforIncompleteDataSetswith

OutliersandMissingValues

■5thlnternationalConferenceonHybridtntelligent

Systems(RiodeJaneiro,Brazil,November,2005)

H.IshibuchiandK.Narukawa

SpatialImplementationofEvolutionaryMultiobjective

AlgorithmswithPartialLamarckianRepairfor

MultiobjectiveKnapsackProblems.

H.IshibuchiandY.Nojima

PerformanceEvaluationofEvolutionaryMultiobjective

ApproachestotheDesignofFuzzyRule-BasedEnsemble

Classifiers.

■ICDM2005WorkshoponComputational

lntelligenceinDataMining(Houston,Texas,

USA,November,2005)

S.Aoki,Y.NishiuchiandH.Tsuji

DEA-basedC正assificationforFindingPerformance

ImprovementDirection.

S.Aoki,K.MinamiandH.Tsuji

Multi-ViewpointDataEnvelopmentAnalysisFor

FindingEfficiencyandIne茄ciency.

H.IshibuchiandY.Nojima

Accuracy-Comp豆exityTradeoffAnalysisbyMultiobjective

RuleSelection.

■TheFirstWorldCongressofthelnternationaI

FederationforSystemsResearch(jFSR2005)

(Kobe,Japan,2005,November)

R.SagaandH.Tsuji

CollaborativeFilteringversusPersonalLogbased

Filtering.

A.Koretsune,S.Aoki,T.Konzo,H.Tsuji,Y.Jinnoand

E.Mimura

FrameworkforSensitivityAnalysisonDomestic

Energy.

S.Aoki,K.MinamiandH.Tsuji

FindingEfficiencyandInefficiency:Multi-ViewPoint

Approach.
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■2005年 暗号 と情報 セ キ ュ リテ ィシン ポ ジウ ム(1月,神 戸)

古賀 友久,岩 田 基,荻 原 昭夫,汐 崎 陽

DCTブ ロ ック毎 の複 雑 さを考慮 したJPEG圧 縮 画像 に対 す

るステ ガ ノグ ラフ イ

予 稿集,37-42.

山本基 夫,岩 田 基,荻 原 昭夫,汐 崎 陽

フ レー ム間 の類 似性 を利 用 した動 画 像 用相 関型 電子 透 か

しの時系 列攻 撃へ の対 処法

予稿集,865-870.

小林洋 士,岩 田 基,荻 原 昭 夫,汐 崎 陽

時 間軸 方 向の周波 数成 分 を用 いた動 画 像用 電 子透か し

予稿 集,871-876.

中野達也,岩 田 基,荻 原 昭 夫,汐 崎 陽

独 立成分分析 を利 用 した 多値 ロゴマ ー ク用 の電 子透 か し

予稿 集,877-882.

松村博 之,荻 原 昭夫,汐 崎 陽

手形 状の抽 出 と面積 時系列 を用 い た本 人認 証

予稿 集,1153-1158.

ロ第32回SICE知 能 シ ステ ムシ ンポ ジ ウム(3月,京 都)

森 直樹,松 本啓 之 亮

遺伝 的 プロ グラ ミン グにお ける 部分 木 エ ン トロ ピー を用

いた多様性 評価 手法 の提 案

講演論文 集,pp.205・210

■ 電子情 報通 信学 会 バ ター ン認 識 ・メ デ ィア理 解 研 究会(3

月,秋 田)

岩村雅一,内 田誠一,大 町真 一郎,黄 瀬 浩一

認識が与 える情報 量 一 認識 率100%ま で あ と何 ビッ ト?-

PRMU2004-237.

根 岸和也,岩 村 雅一,大 町真 一郎,阿 曽 弘具

特 徴点探 索 に よる孤 立文 字認 識

PRMU2004-238.

黄 瀬浩一,大 町真一 郎,内 田誠一,岩 村 雅一

カ メラを用い た文字 認識 ・文 書画 像解 析 の現 状 と課題

PRMU2004246.

中居 友弘,黄 瀬 浩 一,岩 村雅 一,松 本啓 之亮

複 比 とハ ッシュ に基 づ く文書 画像 検索PRMU2004-249.

■2005年 電子情報 通 信学 会総 合大 会(3月 ,大 阪)

宮本拓 也,上 垣 直 人,泉 正 夫,福 永邦 雄

カ メラの動 きを用 い たサ ッカー の 中継 映 像 に お け るボ ー

ルの追跡

予稿集,D-12-13.

3次 元 物体 の 形状 お よび色情 報量 に基 づ く視 点決 定

予 稿集,D-11-16

大 場聡 司,猪 飼 武夫,山 下拓 也,福 永邦 雄

3次 元 物体 の 三 角パ ッチ表 現 に お け る形 状 情 報 量 と視 点

決 定

予 稿集,D-11-18

竹 内謹 治,黄 瀬 浩一,松 本啓 之亮

語 の共 起 の統計 情報 を用 い た画像 と説 明文 の対応 付 け

講 演論 文集,D-5-1.

注 連隆 夫,黄 瀬 浩一,松 本啓 之亮

画 像検 索の た めの視覚 化 イ ン タラ クテ ィブ ・モ ジ ュール

講 演論 文集,D-5-2.

中居友 弘,黄 瀬 浩一,岩 村 雅 一,松 本啓 之亮

デ ジタル カメ ラを用 いた 文書 画像検 索 の一 手法

講 演論 文集,D-12-63.

近 藤伸 幸,中 居 友弘,黄 瀬浩 一,松 本啓 之亮

デ ジ タル カ メラ を用 い た文 書 画像 か らの書 き込 み抽 出手

法

講 演論 文集,D-12-62.

田中啓 介,荻 原 昭夫,岩 田 基,汐 崎 陽

音 声付 き動 画像 用相 関型 電子 透か し

講演論 文集,A-7-1.

■CVtM研 究 会(3月,千 葉)

樋 口未来,小 島篤博,北 橋忠 宏,福 永 邦雄

協 調 型 ベ イ ジ ア ンネ ッ トワー ク を用 いた 動作 と動 作対 象

の統合 的認 識

情報処 理学 会研 究 報告,117-12412005-CVIM-148}.

■電気 学会 情報 シ ステ ム研究 会(3月,北 九州)

金桂 花,佐 賀 亮介,鬼 塚 安 彦,辻 洋

汎 用サ ー チ エ ン ジ ンを カス タマ イズ す るSCIA-SFの 提 案

と評価

研 究会 資料,IS-05-16,pp.45-50.

■平成16年 度日本経営工学会卒業論文発表会講演予稿集(3

月,大阪)

岡田彰介

データ包絡分析 と判別分析の組合せによる企業成長の要

因分析.

■平 成16年 電気学 会全 国大 会(3月,徳 島)

村 上正 敏,松 本 啓 之亮

役 割 モ デ ル作 成 指針 とそ れ を用 い た ソフ トウ ェア 開発 手

法

講 演論 文集t3-0653,97

野 口素 継,猪 飼 武 夫,山 下拓 也,福 永邦 雄
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大松 繁,小 坂利 壽,寺 西 大

ニュ ー ロ紙 幣識 別 の高 度化

講 演論 文集,3-105106.

野 田 一徳,吉 岡理 文,大 松 繁

P2Pネ ッ トワー クにお け るデー タベ ー ス更新 手 法 の検 討

講 演論 文集399-400.

伊 藤征 嗣,吉 岡理文,大 松 繁,北 耕次,村 井 猛

画像 認識 の ため の無 彩 色領 域 に対す る特徴 量解 析

講演 論文 集,3-129.

本 多 克宏,上 杉 亮,市 橋 秀友

フ ァジ ィク ラス タ リン グに よる混合 デー タベ ース の分析

講演 論 文集,255-256.

横井 健,柳 本豪 一,大 松 繁

SVDとICAを 用 いた情 報 フ ィル タリ ング

講演 論文 集,3-159.

本 多 克宏,市 橋 秀友

クラ ス ター分析 にお ける新 た な フ ァジ ィ化法 の提 案

講演 論 文集,259-260.

辻 洋

意 思 決定 支 援 の ため の コ ンテ ンツ ア グ リゲ ー シ ョ ン と

ブ イル タ リング

講 演論 文集,3-S20-2.

本多 克 宏,冨 田一守,市 橋秀 友

フ ァジ ィク ラス タ リン グを用 い た主成 分 分 析 に お ける不

要 な変量 の削 除

講演 論 文集,263-264.

佐 賀亮 介,辻 洋

嗜好 の計量 化 に よるパ ー ソナ ライゼ ーシ ョンの試 み

講演 論文集,3-102,pp.150-151.

圏計測 自動 制御 学会 関 西支 部 学生 研究 発表 会(3月,京 都)

野 島 弥 一.本 吉 達 郎,野 津 亮,塩 瀬 隆 之,川 上 浩 司,

片井 修

無意 識 的共感 に基 づ いた好 まれ るデザ イ ンに関す る考 察

講演 論 文集,ll3-116.

■第49回 システム制御情報学会研究発表講演会(5月,京 都)

伊藤征嗣,吉 岡理文,大 松繁,北 耕次,村 井猛

風景画像における無彩色領域の自動認識

講演論文集35-36.

横 井 健,柳 本 豪一,大 松 繁

ICAに よる トピ ック抽 出 を用 いた情 報 フィル タ リング

講演 論文集163-164.

中井啓 輔,大 松 繁,吉 岡理文,北 耕次,村 井 猛

光 学 フ ィル タのパ ラ メー タ推定

講 演 論文集165・166.

呉 志賢,本 多克宏,市 橋秀友

欠測値を含むカテゴリカルデータの局所的な数量化分析

法

講演論文集,265266.

本多 克宏,中 井祐 亮,前 中達 矢,市 橋 秀友

局所 的 な線形 モ デル を用 いた 画像 デ ー タの圧縮

講演 論文 集,269-270.

本多 克宏,呉 志 賢,牧 瀬 太 一,福 井 祥文,市 橋 秀 友

項 目の分類 を考 慮 した数 量 化 法 を用 い た ア ンケ ー トデ ー

タの分析

講演 論文 集,627-628.

鳴川 要,石 渕 久生

参照 解 に基づ く進 化型 多 目的最 適化

講演 論文 集tl99-200,

横 田泰之,中 島智 晴,石 渕久生

重 み付 き学 習用 パ ター ンを用 い た フ ァ ジ ィ識 別 シス テム

の構 築

講演 論文 集,261-262.

黄 発 玉,藤 中 透,大 松 繁

ネ ッ トワー クを介 した制御 パ ラ メー タの調 整

講 演論 文集489-490.

並川 直樹,中 島智 晴,石 渕 久生

対戦 ゲ ーム戦 略 の進化 におけ る ロバ ス トな個体 評価

講演 論文 集,283-284.

松 山健吾,岡 崎 誠司,藤 中 透,大 松 繁

MOGSを 用い た匂 い識 別

講 演論 文集601-602.

能 島裕介,鳴 川 要,石 渕久生

進化 型多 目的最 適化 にお け る重 複解 の取 り扱 い

講演 論文 集,285-286.

岡崎 誠 司,松 山健 吾,吉 岡理文,大 松 繁

水 晶振動 子 に よる匂 い計 測 シス テム の考察

講演 論文 集603-604.

高谷 将裕,中 島智 晴,有 働 昌代,石 渕 久生,新 居 学

進化 型計 算 に よるサ ッカーチ ー ム戦 略 の獲 得手 法

講演 論文 集,301-302.

布 目徹,吉 岡理 文,大 松 繁

推移 不 変 ウェー ブ レッ トを用 い た テク スチ ャ上 の 欠陥 検

出

講演 論文 集621-622.

北 埜 裕子,中 島智 晴,石 渕 久生

フ ァジ ィル ー ル抽 出 に よ る先 物 取 引 工 一 ジ ェ ン トの行 動

分 析

講 演 論文 集,305・306.
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■日本 機械学 会 ロボ テ ィクス ・メ カ トロニ クス 講演 会(6月,

神戸)

小 木 曽 望,松 井 祥 史,津 司 卓哉,泉 正 夫

物体 の運 動 追跡 と位 置姿 勢 計 測 の ため の 回転 機 構 を もつ

ス テ レオ視 覚 シス テム

CD-ROM論 文集,1A1-N・081.

■画 像の認 識 ・理 解 シ ンポジ ウム2005(7月,兵 庫)

内田誠一,岩 村 雅一,大 町真 一郎,黄 瀬 浩一

カ メラ に よる文 字認 識 の た め の付 加 情 報 の埋 め込 み に関

す る検討

講演論 文集,235-242.

中居友弘,黄 瀬浩一,岩 村雅一

複比の投票に基づ く文書画像検索と射影歪み補正

講演論文集,53&545.

岩村 雅一,根 岸和 也,大 町真 一郎,阿 曽弘 具

特徴 点探索 と投 票 に よる孤 立 文字認 識

講演 論文集,559-566。

岩村 雅一,内 田誠一一,大 町真 一郎,黄 瀬浩 一

情 報付 加 に よる認 識 率100%の 実 現 一 人 に も機 械 に も理

解 可能 な情 報伝 達の ため に一

講演 論文 集,901・908.

■電気学会 第22回 情報 シ ステ ム研究 会(8月,大 阪)

是 常彰宏,青 木 真吾,辻 洋,嶋 野 真司

家庭 内エ ネル ギー消 費 に関す る感 度解 析 の試 み

研 究会資料,IS-05-29,pp.7-12.

中野雅之,佐 賀 亮介,辻 洋

動 的計 画 法 を用 い たホ テ ルの 多重 販 売 チ ャネ ルへ の 資源

分 配

研 究会資料,IS-05-30,pp.13-18.

青 木真吾,岡 田彰介,辻 洋

順 序 関係 を考慮 した判別 分 析 モ デ ル を用 い た企 業 成 長 の

要 因分析

研 究会資料IS-0539,pp.65-7α

西 内勇佑,青 木 真吾,辻 洋

包 絡分析 法 とグ ルー プ テ ク ノ ロジ を組 み合 わせ た 事業 体

分類 手法 の提案 と評価

研究 会資料,IS-05-42,pp.81-86.

■電気 関係学会 九 州支 部連 合大会(9月 ,福 岡)

酒井 恵,江 崎 弘記,内 田誠一,岩 村 雅一,大 町真 一 郎,

黄瀬浩 一

カ メ ラに よる文 字 認 識の ため の付 加 情 報抽 出法 に 関す る

検 討

講演 論文 集,13-2P-03.

田中一弘,内 田誠 一,岩 村 雅一,大 町真 一 郎,黄 瀬 浩一

ペ ン型 デバ イス に よる手 書 きパ ター ンへ の情 報埋 め込 み

と情 報抽 出 一 情報 抽 出 のた めの ス トロー ク リカバ リに関

す る一 検 討 一

講 演 論 文 集,13-2P-11。

■第4回 情 報科 学技 術 フ ォー ラ ム(9月 ,東 京)

橋 爪 拓,宮 本 貴朗,泉 正夫,福 永 邦雄

統計 的手 法 を用 いた計算 機 ロ グか らの異常 検 出

講演 論文 集,321-322.

齊藤雅紘,小 島篤博,北 橋忠宏,福 永邦雄

身体の軌跡情報の解析に基づいた動作と動作対象の統合

的認識

講演論文集,157-158.

大場 聡司,猪 飼武 夫,山 下 拓也,福 永 邦雄

三 角パ ッチ表 現 向 き形状 情報 量 に よる3次 元物体 の視点 選

択

講演 論文 集,89-90.

柳 本 豪 一,大 松 繁

Kullback-Leibler情 報 量 を用 い た 情 報 選 別

講 演 論 文 集,151-154.

荻 原昭夫,田 中啓 介,岩 田 基,汐 崎 陽

音声 付 き動画 を対 象 とした改 ざん検 出手法

講演 論文 集,J-019.

井 上知 也,汐 崎 陽,丸 岡玄 門,小 杉 圭右,増 山 理

心 拍 間隔 時系 列 の ア トラ ク タ上の 近傍 点 問距 離 を用 い た

糖 尿病診 断指 標 の検 討

講 演論 文集,H-004.

嘉 田 昌浩,汐 崎 陽,平 野 豊,上 原久 和,増 山 理

ColorKinesis画 像 におけ る虚血性 心疾 患 の識別

講 演論 文集,H-017.

吉 村成博,汐 崎 陽,平 野 豊,上 原 久和,増 山 理

AQ画 像 を用 い た超音 波心 エ コー画像 の 心内膜 輪郭 抽 出法

講演 論文 集,H-016.

岩 元新 一 郎,汐 崎 陽

X線CT画 像 再構 成 に お け る微 少 光子 数状 態 で の非線 形 性

に伴 うアーチ ファ ク トの補 正

講 演 論文 集,H-027.

■平 成17年 電気 学 会 電 子 ・情 報 ・シス テ ム部 門大 会(9月,

福岡)

柳 本 豪一,大 松 繁

カ ー ネル 法 を用 い た 関連 フ ィー ドバ ック に よるユ ー ザ プ

ロ フ ァイルの作 成

講 演論 文 集81(inCD-ROM)。

横 井 健,柳 本豪 一,大 松 繁

潜 在 的意 味 を用 い た情 報 フ ィル タ リング

講 演論 文 集983-986(inCD-ROM).

佐賀亮介,辻 洋
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ビジ ネス ホ テル 予約 にお け る協 調 フ ィル タ リ ングの 推 薦

精度 の検証

講演 論文 集987-990(inCD-ROM).

圏 第15回 イ ン テ リ ジ ェン ト ・シ ステ ム シ ンボ ジ ウ ム(9月,

京都)

松 本啓 之亮,丸 尾友 朗,森 直樹

Webサ ー ビス に基づ く協調 型 電力取 引 シス テ ム

講演 論文 集,1D2-5.

横井 健,柳 本豪一,大 松 繁

ICAに よ り得 られ る潜 在 的 意 味 を用 い た情 報 フ ィル タ リ

ング

講演 論文 集479482.

ロ第21回 フ ァジ ィシス テム シン ポジ ウム(9月,東 京)

八木 隆文,市 橋 秀友,本 多 克宏

繰 り返 し重 み 付 最小2乗 法 とマ ハ ラ ノ ビ ス 距 離 に よ る

FCMク ラス タ リング

講演 論文 集,29・34.

呉 志賢,本 多 克宏,市 橋 秀 友

可能 性的 な制約 を用 い た局所 的 な数量 化分析 法

講演 論文 集,47-50.

本多 克宏,市 橋 秀友

線形 フ ァジィ クラス タ リング と種 々 の主成 分分析 モ デル

講演 論文 集,51-54.

上杉 亮,本 多克 宏,市 橋 秀 友

カテ ゴ リー の分割 を考慮 した局所 的 な主成分 分析

講 演論 文集,55-58.

市橋秀友,豊 島 恒,山 ノ井高洋

等価電流双極子推定法による想起時における脳活動の推

定

講演論文集,473-474,

市橋 秀友,本 多克 宏

FCMク ラス タ リングに よるセ ンテ ンス想起 時 のfMRI

講演 論文 集,475480.

前 中達矢,本 多 克宏,市 橋秀 友

回帰主成 分分析 を前 処 理 に用 い る独立 成分分 析

講演 論文 集,780-783.

市橋 秀友,本 多克宏,藤 吉 誠,林 一久

焼 却炉 内 燃焼 画 像 のサ ンプ ル内外 れ値 に対 す る ロバ ス ト

PCA

講演 論文 集,884-889.

鳴 川 要,能 島裕介,石 渕久生

フ ァジ ィルー ル に基 づ く識 別 シス テム の多 目的設 計 に対

す るNSGA-Hア ル ゴ リズムの改 良

講演 論文 集,175178.
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中島智 晴,横 田泰之,石 渕久 生,GeraldSchaefer

重 み 付 きパ ター ンを用 い た フ ァ ジ ィ識 別 シ ス テ ムの 学習

手 法

講演 論 文集,183・186.

横 田泰 之,中 島智晴,石 渕久 生,GeraldSchaefer

パ ター ン識 別 問題 にお け る重 み 付 き学 習用 パ ター ンか ら

の フ ァジ ィルー ルの 生成

講演 論文 集,197-200.

北埜 裕子,中 島智 晴,石 渕久生

フ ァジ ィル ー ル抽 出 に よ る先 物取 引 工 一 ジェ ン トの行 動

理 解

講 演論 文集,201-204.

高谷将裕,中 島智晴,有 働昌代,石 渕久生,新 居学

進化型計算における対戦履歴を考慮したチーム戦略の評

価

講演論文集,304307.

並川直樹,中 島智晴,石 渕久生

不確実性を伴う環境下における対戦ゲーム戦略の進化

講演論文集,31&321.

横 山 智 史,並 川 直 樹,高 谷 将 裕,中 島 智 晴,有 働 昌代,

石渕 久生

RoboCupサ ッカー にお け るキー パエ ー ジ ェ ン トの 開発

講演 論文 集,718-719.

■ パ イオ メ デ ィカル フ ァ ジ ィシ ス テ ム学 会 第18回 年 次 大会

(10月,寝 屋川市)

H.IchihashiandK.Honda

Fuzzyc-MeansClassifierBasedonIteratively

ReweightedLeastSquareTechnique

講演 論文 集pp.83-86,

山 ノ井高 洋,市 橋秀 友,豊 島 恒,藤 原勇 太

場 所 法 記憶 の 想起 時 にお け る脳 活 動 の 等価 電 流 双極 子 に

よる推 定

講演 論文 集pp.105-108.

隔映像 情報 メ デ ィア学会2005年 冬季 大会(11月 ,東 京)

孫 田華,岩 田 基,荻 原 昭夫,汐 崎 陽

カメ ラ付 き携 帯 電 話機 で 撮影 した画 像 か ら透 か しを抽 出

で きる電 子透 か し法

講演 予稿 集,1-12.

圏平成17年 電気 関係 学 会関 西支 部連 合大 会(11月
,京 都)

跡部 裕貴,泉 正 夫,福 永 邦雄

サ ッカー 放送 型映像 にお け るシ ョッ ト分割 お よび分 類

講演 論文 集,G325.

竹内謹治,黄 瀬浩一

類似画像を用いた画像の説明文の抽出手法

講演論文集,G3-3,



岡崎誠司,松 山健吾,吉 岡理文,大 松 繁

水晶振動子による匂い計測システムの考察

講演論文集G35.

黄 発玉,藤 中 透,大 松 繁

ネットワークを介した振子の振 り上げ安定制御

講演論文集G66.

■電気 学会 第24回 情 報 シス テ ム研究 会(12月,東 京)

景 山 明宣,佐 賀 亮介,岡 田直 人,辻 洋

オ ン トロジー とユ ーザ 評 価 に基づ く懸 案事 項 の再 利 用 方

式

研 究会 資料tIS-05-61,pp。31-36.

横 井 健,柳 本 豪 一,大 松 繁

最 大距 離 ア ル ゴ リズ ム に よる トピ ッ ク選 択 を用 い た情 報

ブ イルタ リ ング

講演論 文集G243。

布目 徹,吉 岡理文,大 松 繁

テクスチャの方向性を考慮したテクスチャ上の欠陥検出

講演論文集G295.

中井啓輔,大 松 繁,吉 岡理文,北 耕次,村 井 猛

JPEG画 像に対する高速領域分割

講演論文集G312.

野田一徳 吉岡理文,大 松 繁

仮想座標空間による転送方式を考慮した負荷分散手法の

検討

講演論文集G244.

■ITS研 究会(11月,鳥 取)

山内 仁,小 島篤博,宮 本 貴朗,高 橋浩 光,福 永邦雄

連続 フ レー ムか らの抽 出画像 の重 ね 合 わせ に よる 障害 物

遮蔽 を考慮 した道 路標 識認 識

電子 情報通信 学会 技術研 究 報告,1・611TS2005-32}。

■第1回 検幹連 合 コンフ ァ レンス(11月 ,長 野)

本多 克宏,多 田野 健次,市 橋 秀 友

PLS回 帰分析 とフ ァジ ィクラス タ リングの 同時適 用法

講演 論文集t229-232.

本多 克宏,市 橋 秀 友

名義 尺度 の最適変 換 を用 いた フ ァジ ィ クラス タ リ ング

講演 論文集,233・234.

野津 亮,市 橋 秀 友,本 多 克宏

素朴心 理学 に基づ い た防衛 機制 に関す る考 察

講演 論文集,589-592.

■第6回計測自動制御学会 システムインテグレーション部門

講演会(12月,熊 本)

齊藤雅紘,小 島篤博,北 橋忠宏,福 永邦雄

身体動作の解析に基づく動作と動作対象の統合的認識

講演会論文集,547-54&

青木茂樹,大 西正 輝,小 島篤博,福 永邦 雄

人物 の行 動パ ター ンの学 習 ・認 識 と非 日常 状 態検 出へ の

応用

講演 会論 文集,559-560.
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応 用 化 学 分 野

無機 ・物理化学講座

教 授 安 保 正 一

辰巳砂 昌 弘

井 上 博 史 岡 邦 雄

坂 東 博 八 尾 俊 男

助教授 入 江 せつ子 竹 中 規 訓 忠 永 清 治

講 師 松 岡 雅 也

宗

敏

靖

晃

永定

林

男

士

邦

愼

村

原

川

野

手助 竹 内 雅 人

有機 高分子化学講座

教 授 小 川 昭 弥

中 澄 博 行

助教授 木 原 伸 浩

八 木 繁 幸

講 師 陶 山 寛 志

河 野 健 司

水 野 一 彦

白 井 正 充

原 田 敦 史 松 村 昇

恵

肇

千島

多

児

前

之

豊

晴村

藤

岡

兵

手助 野 元 昭 宏



ρ9-P・,・. 1.学 術 論 文 、 国 際会 議Proc. '● ノ ●ノ,1o1●'●'・'● ノ ●'o'9'.'OJO/9ノ,'・'o/oノ.ノ ●ノ ・ノo'●1● ノ.ノ

■Consecutiveelongationofalanineoligopeptides

atthesecondtimerangeunderhydrothermal

conditionusingamicroflowreactorsystem

(マ イ ク ロ フ ロ ー リ ア ク タ ー を 用 い る ア ラ ニ ン オ リ ゴ ベ プ

チ ドの 水 熱 条 件 下 に お け る 秒 単 位 の 逐 次 伸 長 反 応)

K.Kawamura,T.NishiandT.Sakiyama,

J.Am.Chem.Soc.,127[2],522-523(2005).

(Oligopeptide,Hydrothermalreaction,Flowreactor,

Alanine,Peptidesynthesis)

■Anewprobefortheindirectmeasurementofthe

conformationandinteractionofbiopolymersat

extremelyhightemperaturesusingacapillary

flowhydrothermalreactorsystemforUV-visible

spectrophotometry

(キ ャ ピ ラ リー フ ロ ー 紫 外 可 視 吸 光 光 度 法 を 用 い る 超 高 温

下 で の 生 体 ポ リマ ー の コ ン フ ォ メー シ ョ ン と 相 互 作 用 を測

定 す る た め の 新 し い ブ ロ ー ブ)

K.Kawamura

Anal.Chim.Acta,543[レ21,236241(2005).

(UV-visiblespectrophotometer,Hydrothermalreaction,

Kinetics,Flowreactor,Biopolymer)

口BehaviorofRNAunderhydrothermalconditions

andtheoriginsoflife

(RNAの 水 熱 環 境 下 に お け る 挙 動 と 生 命 の 起 源)

K.Kawamura

Int.J.Astrobiology,3[4],301-309(2004).Pubiished

Online:10June2005.

(RNA,Hydrothermalreaction,Flowreactor,Chemical

evolution)

■ChemicalevolutionofRNAunderhydrothermal

conditionsandtheroleofthermalcopolymersof

aminoacidsfortheprebioticdegradationand

formationofRNA

(水 熱 条 件 下 に お け るRNAの 化 学 進 化 とRNAの 非 生 物 的

生 成 及 び 分 解 に 対 す る ア ミ ノ 酸 熱 重 合 物 の 役 割)

K.Kawamura,M.NagahamaandK.Kuranoue

Adv.SpaceRes.,35[9],1626-1633(2005).

(RNA,Protein,Hydrothermalreaction,Flowreactor,

Chemicalevolution)

露Extractionofbenzeneandnaphthalenecarboxylic

acidsusingquatemaryammoniumsaltsasa

modelstudyfortheseparationofcoaloxidation

products

(石 炭 の 酸 素 酸 化 物 の 分 離 の モ デ ル 研 究 と して の 第 四 級 ア

ンモ ニ ウ ム 塩 を 用 い る ベ ン ゼ ン お よ び ナ フ タ レ ン カ ル ボ ン

酸 の 溶 媒 抽 出)

K.Kawamura,H.NaganoandA.Okuwaki,

Sep.Sci.Tech.,40【131,2761-2771(2005),

(Coaloxidation,Solventextraction,Quaternary

ammoniumsaltAromaticcarboxyhcacid)

■Accelerationofmetalionincorporationinto

cationicporphyrinby5-sulfo-8-quinolinoland

spectrophotometricdeterminationofnickel(ll)

(カ チ オ ン 性 ポ ル フ ィ リン へ の 金 属 イ オ ン の 導 入 反 応 の5一

ス ル ホ ・8一キ ノ リ ノ ー ル の 加 速 効 果 と ニ ッ ケ ル(n)販 光

光 度 分 析 法)

KKawamura,S.IgarashiandT.Yotsuyanagi

MicrochimicaActa,Publishedonline:21December2005.

(Traceanalysis,Water-solubleporphyrin,

Spectrophotometery,Kinetics)

■PossiblepathwaysbeforeandaftertheRNAworld

onthebasisofexperimentalandtheoretical

evidences

(RNAワ ー ル ド以 前 と 以 後:実 験 お よ び 理 論 に よ る推 定)

K.Kawamura

VivaOrigino,33[41,25&268(2005).

(RNA,Hydrothermalreaction,F正owreactor,Chemical

evolution)

■Anti-reflectivecoatingsofflowerlikealuminaon

variousglasssubstratesbythesot-gelprocess

withthehotwatertreatment

(温 水 処 理 を 伴 う ゾ ル ーゲ ル 法 に よ る 様 々 な ガ ラ ス 基 板 上

へ の 低 反 射 コ ー テ ィ ン グ と し て の 花 弁 状 ア ル ミ ナ 薄 膜 の 形

成)

N.Yamaguchi,K.Tadanaga,A.Matsuda,T.Minamiand

M.Tatsumisago

J.Sol-GelSci.Tech.,33[1],117-120(2005).

(Anti-reflection,So正 一gel,Alumina,Hotwatertreatment,

Coatingfilm)

■Characterizationofanatasenanocrystal-

precipitatedcoatingsfrom(100・x)SiO2・xTiO2

gelfilmsviathesol・gelprocesswithbeilinghot

Watertreatment

(沸 騰 水 処 理 を 伴 う ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ り 作 製 さ れ る ア ナ タ

ー ゼ ナ ノ微 結 晶 が 析 出 した(100・x)sio2・xTio2薄 膜 の

キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン)

A.Matsuda,T.Matoda,T.Kogure,K.Tadanaga,T.

MinamiandM.Tatsumisago

J.Mater.Res.,20[1】,256-263(2005).

(Anatase,Hotwatertreatment,Photocatalyst,

Hydrophilicproperty)

■Formationandcharacterizationoftitania

nanosheet・precipitatedcoatingsviasol-gel

processwithhotwatertreatmentundervibration

(温 水 処 理 と 振 動 を 伴 う ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る チ タ ニ ア ナ ノ

シ ー ト薄 膜 の 作 製 と キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン)

A.Matsuda,T.Matoda,T.Kogure,K.Tadanaga,T.
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MinamiandM.Tatsumisago

Chem.Mater.17,749-757(2005).

(Hotwatertreatment,Vibration,Anatase,Titania

nanosheeちHydrophilicproperty)

■UtilizationofglasspaperasasupPortofproton

conductiveinorganic-organichybridmembranes

basedon3-glycidoxypropyltrimethoxysilane

(3一グ リ シ ドキ シ プ ロ ピ ル トリ メ トキ シ シ ラ ン を べ 一 ス と

す る 無 機 一有 機 八 イ ブ リ ッ ドと ガ ラ ス ベ ー パ ー の 複 合 膜 の

作 製)

T.Tezuka,K.Tadanaga,A.Matsuda,A,Hayashiand

M.Tatsumisago

Electorochem.Commun.7,245-248(2005).

(FuelcelLInorganic-organichybrid,Sol-gelmethod,

Glasspaper,Intermediatetemperature)

■New,highlyion-conductivecrystalsprecipitated

fromLi2S-P2S5glasses

(Li2S-P2Ss系 ガ ラ ス か ら 析 出 した 新 規 高 イ オ ン 伝 導 性 結

晶)

F、Mizuno,A.Hayashi,K.TadanagaandM.Tatsumisago

Adv.Mater.,17[7】,918-921(2005).

(Solidelectro1yte,Lithiumion,Glass-ceramic,Mechanical

milling)

口Effectsofelectricfieldontheformationoftitania

nanocrystalsonSiO2-TiO2gelcoatingsduringhot

Watertreatment

(SiO2・TiO2系 ゲ ル 膜 の 温 水 処 理 に よ る チ タ ニ ア 微 結 晶 析

出 に対 す る 電 場 の 影 響)

A.Matsuda,K.Kobayashi,T.Kogure,M.Sakai,K

TadanagaT.MinamiandM.Tatsumisago

J.Ceram,Soc.Jpn.,113【4],333-335(2005).

(Sol-ge1,Coating,Hotwatertreatment,Electricfield,

Titania,Nanocrystals,Vectorfield)

■Loweringofpreparationtemperaturesofanatase

nanocrystals-dispersedcoatingsviasol・gel

processwithhotwatertreatment

(温 水 処 理 を 伴 う ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る ア ナ タ ー ゼ ナ ノ 微 結

晶 析 出 薄 膜 の 低 温 合 成)

A.Matsuda,T.Matoda,K。Tadanaga,T。Minami,M.

TatsumisagoandT.Kogure

J.Am.Ceram.Soc.,88[6】,1421-1426(2005).

(Anatase,Hotwatertreatment,Photocatalyticactivity,

Anatase)

響StructuralchangesinRSiO3〆2-TiO2hybridfilms

withUVirradiationandtheirphotocatalytic

miCrOpatterning

(RSio3!2・Tio2系 八 イ ブ リ ッ ド膜 の 紫 外 光 照 射 に よ る 構 造

変 化 と光 触 媒 マ イ ク ロ パ タ ー ニ ン グ)

T。Sasaki,A.Matsuda,K.TadanagaandM.Tatsumisago

J.Ceram。Soc。Jpn.tl13[8],519-524(2005).

(Micropattern,Hybrid,UVirradiation,
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Organosilsesquioxane,Titania,Micro-optics,Printin9)

■All-solid-statelithiumsecondarybatterieswith

SnS・P2SsnegativeelectrodesandLi2S・P2Sssolid

eleCtrOlyteS

(SnS-P2S5系 負 極 とLi2S-P2Ss系 固 体 電 解 質 か らな る 全

固 体 リ チ ウ ム ニ 次 電 池)

A.Hayashi,T.Konishi,K.Tadanaga,T.MinamiandM.

Tatsumisago

J.PowerSources,146,496-500(2005).

(SnS,Anode,Lithiumbattery,Solid-statebattery,Solid

electrolyte)

■Designofcompositepositiveelectrodeinall・solid.

statesecondarybatterieswithLi2S-P2S5glass.

CeramiCeleCtrOlyteS

(Li2s-P2s5系 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 電 解 質 を 用 い た 全 固 体 二

次 電 池 に お け る正 極 複 合 体 の 設 計)

F.Mizuno,A.Hayashi,K.TadanagaandM.

Tatsumisago

J、PowerSources,146,711-714(2005).

(All-solid-statebatteries,Compositepositiveelectrode,

Solidelectrolytes,Glass-ceramic,Mechanicalmilling)

■ElectricalandelectrochemicalpropertiesofLi2S・

P2S5-P205glass-ceramicelectrolytes

(Li2s・P2s5-P205系 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 電 解 質 の 電 気 的 お よ

び 電 気 化 学 的 特 性)

T.Ohtomo,F.Mizuno,A.Hayashi,K.TadanagaandM.

Tatsumisago

J.PowerSources,146,715-718(2005).

(Solidelectrolyte,Lithiumion,Glass-ceramic,Mechanical

milling,An-solid-statebattery)

■Effectsofconductiveadditivesincomposite

positiveeiectrodesoncharge-discharge

behaviorsofall-solid-statelithiumsecondary

batteries

(全 固 体 リチ ウ ム ニ 次 電 池 の 充 放 電 挙 動 に 対 す る 正 極 複 合

体 中 の 導 電 助 剤 の 影 響)

F.Mizuno,A.Hayashi,K.TadanagaandM.

Tatsumisago

J.Electrochem.Soc.,152[8],A1499-A1503(2005).

(All-solid-statebatteries,Compositepositiveelectrode,

Conductiveadditives,Solidelectrolytes,Glass-ceramic)

■Mechanochemicalsynthesisoflithiumion

conductingglassesandglass-ceramicsinthe

systemLi2S-P-S

(リ チ ウ ム イ オ ン 伝 導 性Li2s・P-S系 ガ ラ ス お よ び ガ ラ ス セ

ラ ミ ッ ク ス の メ カ ノ ケ ミ カ ル 合 成)

T.Ohtomo,F.Mizuno,A.Hayashi,K.TadanagaandM.

Tatsumisago

So駈dStateIonics,176,2349-2353(2005).

(Solidelectrolyte,Lithiumion,Glass・ceramic,Sulfur,

Mechanicalmilling)



」Newllthium-ionconductingcrystatobtainedby

crystallizationoftheLi2S-P2Ssglasses

(Li2s-P2s5系 ガ ラ ス の 結 晶 化 に よ り 得 られ た 新 規 リ チ ウ

ム イ オ ン 伝 導 性 結 晶)

F.Mizuno,A.Hayashi,K,TadanagaandM.Tatsumisago

Electrochem.SolidStateLett.,8[11],A603-A606(2005).

(Solidelectrolyte,Lithiumion,Glass-ceramic,

Mechanicalmilling)

■Preparationofprotonconductingcompositesby

mechanicalmillingforphosphorus-containing

solidacids

(リ ン を 含 む 固 体 酸 の メ 力 二 力 ル ミ リン グ 処 理 に よ る プ ロ

トン 伝 導 性 複 合 体 の 作 製)

A.Matsuda,T.Tezuka,Y,Nono,K.Tadanaga,T.

MinamiandM.Tatsumisago

SolidStateIonics,176,2899-2904(2005)。

(Soiidacid,Phosphate,Mechanicalmilling,Proton

conduction,Chemicaidurability,Mediumtemperature)

■Preparationofprotonconductivecompositeswith

cesiumhydrogensulfateandphosphosilicategel

(硫 酸 水 素 セ シ ウ ム と ボ ス ホ シ リ ケ ー トゲ ル か らな る プ ロ

トン伝 導 性 複 合 体 の 合 成)

M.Tatsumisago,T.Tezuka,A.HayashiandK。Tadanaga

SolidStateIonics,176,2909-2912(2005).

(Protonconductivity,Sol-gelmethod,CsHSO,,

Compositegel,FuelcelD

■lnorganic・organichybridfilmsusing

epoxycyclohexylethyltrjmethoxysilaneand

orthophosphoricacidforPEFCoperatedat

mediumtemperatures

(エ ポ キ シ シ ク ロ ヘ キ シ ル エ チ ル ト リメ トキ シ シ ラ ン と オ

ル ト リン 酸 を 用 い た 中 温 作 動 型PEFC用 無 機 一 有 機 八 イ ブ

リ ッ ド膜 の 作 製)

K.Tadanaga,H.Yoshida,A.Matsuda,T,MinamiandM.

Tatsumisago

SolidStateIonics,176,2997-2999(2005).

(lnorganic-organichybrid,Sol-gelmethod,Proton

conductor,Fuelceli)

nUtilizationofglasspapersasasupPortforproton

conductinginorganic-organichybridmembranes

from3-glycidoxypropyttrimethoxysilane,

tetraalkoxysilaneandorthophosphoricacid

(3一グ リ シ ドキ シ プ ロ ピ ル トリ メ トキ シ シ ラ ン 、 テ トラ ア

ル コキ シ シ ラ ン お よ び オ ル ト リ ン 酸 か ら作 製 さ れ る プ ロ ト

ン 伝 導 性 無 機 一 有 機 八 イ ブ リ ッ ド ー ガ ラ ス ペ ー パ ー 複 合 膜

の 作 製)

T.Tezuka,K.Tadanaga,A.Matsuda,A.Hayashiand

M.Tatsumisago

SolidStateIonics,176,3001-3004(2005).

(Fuelcell,Inorganic.organichybrid,Sol-gelmethod,

Glasspaper,Intermediatetemperature)

■Preparationandcharacterizationofunique

inorganic-organichybridmesoporousmaterials

incorporatingarenetricarbonylcomplexes[-

C6H4M(CO)3-](M=Cr,Mo)

(ア レ ー ン ト リ カ ル ポ ニ ル 錯 体[-C6H4M(CO)3-]

(M=Cr,Mo)を 骨 格 内 に含 有 し た有 機 ・無 機 八 イ プ リ ッ

ドメ ソ ポ ー ラ ス 材 料 の 調 製 と そ の キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ

ン)

T.Kamegawa,T.Sakai,M.MatsuokaandM。Anpo

J.Am。Chem.Soc.,127,16784-16785(2005).

(Arenetricarbonylcomplexes,Cr,Mo,Inorganic-organic

hybridmesoporousmaterials)

9Preparationandcharacterizationofthevisible

fightresponsiveTiO2thinfilmphotocatalysts

preparedbymagnetronsputteringmethodand

theirphotocatalyticactivitiesforthewater

SplittingreaCtiOnS

(マ グ ネ トロ ン ス パ ッタ 法 に よ る 可 視 光 応 答 型 酸 化 チ タ ン

薄 膜 の 調 製 と そ の キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン お よ び 水 の 分 解

反 応 に 対 す る光 触 媒 活 性)

M.Matsuoka,M、Kitano,M.Takeuchi,M.AnpoandJ.

M.Thomas

Mater.Sci.Forum,486-487,81-84(2005).

(VisiblelightresponsiveTiO,,Watersplittingreaction,

Magnetronsputteringmethod)

■Photocatalyticwatersplittingonvisiblelight-

responsiveTiO2thinfilmspreparedbyaRF

magnetronsputteringdepositionmethod

(RFマ グ ネ トロ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 調 製 した 可 視 光 応 答

型 酸 化 チ タ ン 薄 膜 上 で の 水 の 光 触 媒 分 解 反 応)

M.Matsuoka,M.Kitano,M.Takeuchi,M.AnpoandJ.

M.Thomas

TopicsCataL35,305-310(2005).

(Watersplittingreaction,Magnetronsputtering

method,Visibleiight,TiO2thinfilm)

■PreparationandcharacterizationofPt/Al-ZSM-5

catalystsandtheirreactivitiesfortheoxidation

ofCOwithN20atlowtemperatures

(Pt/Al-ZSM-5触 媒 の 調 製 と キ ャ ラ ク タ リゼ ー シ ョ ン お よ

び そ の 上 で の 低 温 に お け るCOのNεOに よ る 酸 化 反 応)

M,Matsuoka,K.Iino,H.Chen,Y.Yamasaki,G.Martra,

S.ColucciaandM.Anpo

CataLLett,102,149-152(2005).

(Pt/A1-ZSM-5,COoxidation,N20,Lowtemperature

oxidation)

■LocalstructuresofAg(1)clustersprepared

withinzeolitesbyion-exchangemethodandtheir

photochemicalproperties

(イ オ ン 交 換 法 に よ りゼ オ ラ イ ト中 に 構 築 し たAg(1)ク ラ

ス タ ー の 局 所 構 造 とそ の 光 化 学 的 反 応 性)

M.Matsuoka,K.Iino,H.ChenandM.Anpo

Res.Chem.Intermed.,31,153-165(2005).
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(Ag(1)clusters,Zeolites,Ion£xchange,Photoluminescence)

■lnvestigationsofthestructureofH20clusters

adsorbedonTiO2surfacesbynear・infrared

absorptionspectroscopy

(近 赤 外 吸 収 分 光 法 に よ る 酸 化 チ タ ン 表 面 に 吸 着 し た 水 分

子 ク ラ ス タ ー の 構 造 に 関 す る 研 究)

M.Takeuchi,G.Martra,S.ColucciaandM.Anpo

J.Phys.Chem.B,109[15],7387-7391(2005).

(Near-infraredspectroscopy,Hydrogenbonding,

AdsorptionofH20,TiO2surface)

reactivitiesofMo-MCM-41mesoporousmolecular

sieves:effectoftheMocontentontheIocal

structuresofMo-oxides

(Mo-MCM・41メ ソ ポ ー ラ ス モ レ キ ュ ラ シ ー プ の 合 成 、 キ

ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン お よ び 光 触 媒 反 応 性:Mo酸 化 物 の

局 所 構 造 へ のMo含 有 量 の 影 響)

S.Higashimoto,Y.Hu,R.Tsumura,K.Iino,M.

Matsuoka,H。Yamashita,Y.G.Shul,M.CheandM.Anpo

J.Catal.,235,272塵278(2005).

(Photocatalysis,Mo-MCM-41,Localstructure,NO

reduction)

口Mechanismofphotoinducedsuperhydrophilicity

ontheTiO2photocatalystsurface

(酸 化 チ タ ン 光 触 媒 表 面 の 光 誘 起 超 親 水 化 特 性 の 発 現 機 構)

M.Takeuchi,K.Sakamoto,G.Martra,S.ColucciaandM.

Anpo

J.Phys.Chem.B,109【321,15422。15428(2005).

(PhotoinducedsuperhydrophilicpropertyofTiO2

surface,Near-infrared,Hydrogenbonding)

■Theoreticalabinitiostudyoftheintrinsicband

gapinsemiconductoroxidesbasedonmodified

titaniumdioxides

(修 飾 酸 化 チ タ ン 半 導 体 の 絶 縁 バ ン ドギ ャ ッ プ の 理 論 的ab

initio研 究)

N.U.ZhanpeisovandM.Anpo

Theor.Chem.Acc.114[1-3],235・241(2005).

(ab-initioStUdy,Intrinsicbandgap,Modifiedtitanium

dioxide)

■Preparationofvisiblelight國responsiveTiO2thin

filmphotocatalystsbyanRFmagnetron

sputteringdepositionmethodandtheir

photocata量yticreactivity

(RFマ グ ネ トロ ン ス パ ッタ 法 に よ る可 視 光 応 答 型 酸 化 チ タ

ン 薄 膜 の 調 製 と そ の 光 触 媒 活 性)

M.Kitano,M.Takeuchi,M.Matsuoka,J.M.Thomasand

M.Anpo

Chem.Lett.,34,616-617(2005).

(TiO2thinfilm,Magnetronsputteringmethod,Visibie

light,Watersplitting)

圏Thepreparationandcharacterizationofhighly

efficienttitaniumoxide-basedphotofunctional

materials

(高 機 能 な 酸 化 チ タ ン系 光 機 能 材 料 の 調 製 と キ ャ ラ ク タ リ

ゼ ー シ ョ ン)

M.Anpo,S.Dohshi,M,Kitano,Y.Hu,M,Takeuchiand

M.Matsuoka

Annu,Rev.Mater.Res.,35,1-27(2005).

(Visiblelight-responsiveTiO2,Metalion-implantation,

Titaniumoxide-basedbinarycatalysts,RF-magnetron

sputtering)

■Synthesis,characterizationandphotocatalytic

■Selectivephotooxidationofmethaneintomethanol

bynitricoxideoverV-MCM-41mesoporous

mOleCUIarSieVeS

(V-MCM-41メ ソ ポ ー ラ ス モ レ キ ュ ラ シ ー プ 上 で のNOに

よ る メ タ ン の メ タ ノ ー ル へ の 光 触 媒 選 択 酸 化 反 応)

Y.Hu,S.Higashimoto,S.Takahashi,Y.NagaiandM.

Anpo

Cata豆.Lett.,100,3537(2005).

(Partialphotooxidationofmethane,NO,V-MCM-41)

■PreparationofuniqueTiO2nano-particle

photocatalystsbyamulti-gelationmethodfor

controlofthephysicochemicalparametersand

reactivity

(マ ル チ ゲ ル 化 法 に よ る 酸 化 チ タ ン ナ ノ 粒 子 光 触 媒 の 物 理

化 学 特 性 と 反 応 性 の 制 御)

B.Neppolian,H.Yamashita,Y.Okada,H.Nishijimaand

M.Anpo

Catal.Lett.105[レ2],111-117(2005).

(TiO2photocatalysts,Multi-gelationmethod,

Photocatalyticdegradationof2-propanol)

■Preparationofnano-sizedTiO2photocatalystsby

amultトgelationmethodandtheirapplicationto

thedegradationof2-propanoldilutedinwater

(マ ル チ ゲ ル 化 法 に よ る ナ ノ サ イ ズ 酸 化 チ タ ン 光 触 媒 の 調

製 と 水 中 の2一 プ ロ パ ノ ー ル 酸 化 分 解 反 応 へ の 応 用)

B.Neppolian,H.Yamashita,Y.Okada,H,Nishijimaand

M.Anpo

Mater.Sci.Forum,486487,93-96(2005).

(TiO2photocatalysts,Multi.gelationmethod,

Photocatalyticdegradationof2-propanol)

■Effectofgamma-rayirradiationonthewettability

ofTiO2singlecrystals

(酸 化 チ タ ン 単 結 晶 の 濡 れ 性 に お よ ぼ す ガ ン マ 線 照 射 の 影

響)

S.Dohshi,M。Anpo,S。OkudaandT.Kojima

TopicCatal.,35[3・4】,327-330(2005).

(Gamma-rayirradiation,Wettability,TiO2singlecrystal)

■Photoluminescenceandphotoactivityoftitania

particlespreparedbythesol幽geltechnique:ef「ect

ofcalcinationtemperature
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(ゾ ル ーゲ ル 法 で 調 製 した 酸 化 チ タ ン 粒 子 の ボ トル ミ ネ ッ

セ ン ス と 光 活 性)

K.Jung,S.ParkandM.Anpo

J.Pllotochem.Photobiol.A.Chem.170[31,247-252

(2005).

(Photoluminescence,TiO2particle,Sol-geltechnique)

ロSynthesisofLa3+dopedmesoporoustitaniawith

highlycrystallizedwalls

(高 結 晶 性 の 壁 を 有 す るLa3+ド ー プ メ ソ1ff-m■ラ ス チ タ ニ ア

の 合 成)

S,Yuan,Q.Sheng,J.Zhang,F.Chen,M.AnpoandQ.

Zhang

Micropor.Mesopor.Mater.,79[1・3】,93-99(2005).

(La3+doping,mesoporoustitania,Highlycrystallized

wall)

■Preparationofcontrollablecrystallinetitaniaand

studyonthephotocatalyticproperties

(結 晶 性 を 制 御 可 能 な チ タ ニ ア の 調 製 と そ の 光 触 媒 特 性)

M.Yan,F.Chen,J.ZhangandM.Anpo

J.Phys.Chem。B,109[18],8673-8678(2005).

(Controllablecrystallinetitania,Photocatalyticreactivity)

■Photophysicalandphotochemicalpropertiesof

Coumain-6moleculesincorporatedwithinMCM・48

(MCM-48に 組 み 込 ん だ ク マ リ ン ー6分子 の 光 物 理 お よ び 光

化 学 特 性)

D.Li,J.Zhang,M.Anpo,M。XueandY.Liu

Mater.Lett,59[17],2120-2123(2005)。

(Photophysicalandphotochemicalproperties,Coumarin-

6,MCM-48)

■Modelingandsimulationoflightguideboardsfor

aphotocatalyticdeodorizingsystem

(光 触 媒 消 臭 シ ス テ ム に 向 け た 導 光 板 の モ デ リ ン グ と シ ミ

ュ レー シ ョン)

S.Usuda,A.ChenandM.Anpo

Res.Chem.Intermed。,31[4-6],319-329(2005).

(Simulation,Lightguideboard,Photocatalytic

deodorizingsystem)

圏Anoveldepositionprecipitationmethodfor

preparationofAg・loadedtitaniumdioxide

(新 規 な 蒸 着 沈 殿 法 に よ るAg担 持 酸 化 チ タ ン の 調 製)

X.You,F.Chen,J,ZhangandM.Anpo

Cata1.Lett.,102[34],247-250(2005).

(Depositionprecipitationmethod,Ag-loadedTiO2)

■PreparationofhighphotocatalyticactivityTiO2

withabicrystallinephasecorltaininganataseand

TiO2(B)

(ア ナ タ ー ス とTio2(B)構 造 を 持 つ 高 活 性 酸 化 チ タ ン 光

触 媒 の 調 製)

J.Zhu,J.Zhang,F.ChenandM,Anpo

Mater.Lett.,59[27],3378-3381(2005),

(Bicrystalline,anatase,TiO2(B),Photocatalyst)

■Photoreductionofcarbondioxideonsurface

functionalizednanoporouscatalysts

(表 面 修 飾 ナ ノ ポ ー ラ ス 触 媒 に よ る 二 酸 化 炭 素 の 光 還 元)

J.Hwang,J.Chang,SE.Park,K.IkeueandM,Anpo

TopicsCataL,35[34],311-319(2005).

(PhotoreductionofCO2,Nanoporouscatalysts,Surface

functionalization)

■HighphotocatalyticactMtyTiO2photocatalysts

preparedbyamodifiedsol-gelmethod:

characterizationandtheirphotocatalyticactivity

forthedegradationofXRGandX・GL

(修 飾 ゾ ル ーゲ ル 法 に よ る 高 活 性 酸 化 チ タ ン 光 触 媒 の 調 製:

キ ャ ラ ク タ リゼ ー シ ョン とXRGお よ びX。GLの 光 触 媒 酸 化

分 解 反 応)

J.Zhu,J.Zhang,F.Chen,K.linoandM.Anpo

TopicsCatal.,35[3-4],261-268(2005).

(TiO2photocatalystModifiedsol-gelmethod,Degradation

ofXRGandX-GL)

■Topicsincatalysisspecialissueon凹The

preparation,characterizationarldreactivitiesof

titaniumoxide・basedphotocatalysts"Preface

(TopicsinCatalysis特 別 号"酸 化 チ タ ン 光 触 媒 の 調 製 、

キ ャ ラ ク タ リゼ ー シ ョ ン 、 反 応 性"巻 頭 言)

M、Anpo

TopicsCataL,35[3-4],195195(2005).

(TiO2photocatalyst)

■Synthesisofhydrothermallystableandlong-

rangeorderedCe-MCM-48andFe-MCM-48

materialS

(水 熱 安 定 性 と 長 距 離 規 則 性 を 有 す るCe-MCM-48とFe・

MCM・48の 合 成)

Y.Shao,L,Wang,J.ZhangandM.Anpo

J。Phys、Chem.B,109[44],20835-20841(2005).

(Ce-MCM-48,Fe-MCM-48,Hydrothermalstability,Long-

rangeorder)

■Novelsynthesisofhighhydrothermalstability

andlong・rangeorderMCM48withaconvenient

method

(高 い 水 熱 安 定 性 と 長 距 離 規 則 性 を 有 す るMCM・48の 新 規

合 成)

Y.Shao,L.Wang,J.ZhangandM.Anpo

Micropor.Mesopor.Mater.,86[1-3],314-322(2005).

(Hydrothermalstability,Long-rangeorder,MCM-48)

■Preparationoforganic-inorganicmaterialfrom

MCM-48andpyryliumsalt

(MCM-48と ビ リ リ ウ ム 塩 か ら の 有 機 一無 機 材 料 の 調 製)

D.Ll,J.ZhangandM.Anpo

Optlc.Mater.,27,671-673(2005).

(Organic-inorganicmaterial,MCM-48,Pyryliumsalt)
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■Capacityretentioncharacteristicsofnickel/metal

hydridebatterieswithpolymerhydrogeleiectrolyte

(高 分 子 ヒ ドロ ゲ ル 電 解 質 を 用 い た ニ ッ ケ ル ー 金 属 水 素 化

物 電 池 の 容 量 保 持 特 性)

C.Iwakura,K.Ikoma,S.Nohara,N.FurukawaandH.

Inoue

Electrochem.Solid-StateLett.,8[1】,A45A47(2005).

(Capacityretentioncharacteristics,Nickel/metal

hydridebattery,PolymerhydrogelElectrolyte)

■SupPressionofelectrolytecreepagewithpolymer

hydrogelelectrolytefornicke1/metalhydride

battery

(ニ ッ ケ ル ー 金 属 水 素 化 物 電 池 用 高 分 子 ヒ ドロ ゲ ル 電 解 質

を 用 い た 電 解 液 の ク リ ー プ の 抑 制)

C.Iwakura,M.Horiuchi,S.Nohara,N.FurukawaandH.

Inoue

J.Appl.Electrochem.,35[3],293-295(2005).

(Crosslinkedpotassiumpoly(acrylate),Electrolyte

creepage,Polymerhydrogelelectrolyte,Nickel/metal

hydridebattery)

鶴Charge-dischargecharacteristicsofnickel/zinc

batterywithpolymerhydrogelelectrolyte

(高 分 子 ヒ ド ロ ゲ ル 電 解 質 を 用 い た ニ ッ ケ ル ー 亜 鉛 電 池 の

充 放 電 特 性)

C.Iwakura,H.Murakami,S.Nohara,N.Furukawaand

H.Inoue

J.PowerSources,152田,291-294(2005).

(Nickel/zincbattery,Polymerhydrogelelectrolyte,

Dendrite)

■ElectrocatalyticactivityofnanocrystallinePt-Ni

alloycatalystspreparedonNiforoxygen

reductionreaction

(Ni上 に 作 製 し た ナ ノ 結 晶 性Pt-Ni合 金 触 媒 の 酸 素 還 元 反

応 に対 す る 電 極 触 媒 活 性)

H.Inoue,M.Shimada,T.Nakashima,S.NoharaandC.

Iwakura

ProceedingsofInternationalFuelCellWorkshop2005,

159-163(2005).

(Fuelcell,Oxygenreduction,Electrocatalyst,Alloy,

Nanocrystallite)

●Enhancedefficiencyandregiosefectivityof

intramolecular(2π 十2π)photocycloadditionof1-

cyanonaphthalenederivativeusingmicroreactors

(マ イ ク ロ リア ク タ ー を 用 い る こ と に よ る1一 シ ア ノ ナ フ タ

レ ン 誘 導 体 の 分 子 内(2π+2π)光 環 化 付 加 反 応 の 反 応

効 率 と 位 置 選 択 性 の 増 大 効 果)

H.Maeda,H.MukaeandK.Mizuno

Chem.Lett、,34,6〔 シ67(2005).

(Microreactor,Intramolecular(2π+2π)

photocycloaddition,Poly(dimethylsiloxane),Efficiency,

Regioselectivity)
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■SynthesisofSe・arylmethylselenoformatesby

reactionofaluminumarylmethaneselenolates

withformates

(ア ル ミ ニ ウ ム ア リ ー ル メ タ ン セ レ ノ ラ ー トと ギ 酸 工 ス デ

ル の 反 応 に よ る セ レ ン 上 に ア リ ー ル メ チ ル を も つ セ レ ノ ギ

酸 工 ス テ ル の 合 成)

H.Maeda,T.Tanabe,K.Hotta,andK.Mizuno

TetrahedronLett.,46,2015-2019(2005).

(Se-Arylmethylselenoformate,Aluminum

arylmethaneselenolate,Formate,Selenoester)

■Photoalkylationof2,3・dicyanonaphthaleneby

methoxy-substituted1,2・diarytcyclopropanes

(メ トキ シ 基 を も つ1,2一 ジ ア リ ー ル シ ク ロ プ ロ パ ン に よ る

2,3一ジ シ ア ノ ナ フ タ レ ン の 光 ア ル キ ル 化 反 応)

H.Maeda,N.Matsukawa,K.ShiraiandK.Mizuno

TetrahedronLett.,46,3057-3060(2005).

(Photoalkylation,2β 一Dicyanonaphthalene,1,2.

Diarylcyclopropane,Intramolecularexciplex,1,5-

Biradica1)

■Synthesisandphotochemicalpropertiesof

stilbenophanestetheredbysilytchains.Control

of(2π 十2π)photocycloaddition,cis-trans

photoisomerization,andphotocyclization

(ケ イ 素 鎖 で 連 結 し た ス チ ル ベ ノ フ ァ ン の 合 成 と 光 化 学 的

特 性.(2π+2π)光 環 化 付 加 反 応 、 シ ス ー トラ ン ス 光 異

性 化 反 応 、 光 環 化 反 応 の 制 御)

H.Maeda,K.Nishimura,K.Mizuno,M.Yamaji,」.

OshimaandS.Tobita

J.Org.Chem.,70,9693-9701(2005).

(Stilbenophane,Silylchain,(2π+2π)

Photocycloaddition,Cis-transphotoisomerization,

Photocyclization)

■Synthesisandpropertiesofnewmacrocyclic

compounds:utilizationofbondcharacterof

hypervalentsulfurintetraazathiapentalene

derivatives

(新 規 大 環 状 化 合 物 の 合 成 と 性 質.テ トラ ア ザ チ ア ベ ン タ

レ ン誘 導 体 の 超 原 子 価 硫 黄 の 結 合 特 性 の 利 用)

N.Matsumura,R.Hirase,S.Kamitani,Y.Okumuraand

K.Mizuno

J.HeterocyclicChem.,42,1175・1180(2005).

(HypervalentSulfur,Tetraazathiapentalene,Macrocyclic

Compound,Cyclicthiourea,Isothiocyanate)

圏Synthesisofpoly(ferulicacid)usingphenol・

formaldehydecondensation

(フ ェ ノ ー ル と ホ ル ム ア ル デ ヒ ドの 縮 合 を 用 い る ポ リ7エ

ル ラ 酸 の 合 成)

C.Sakamoto,G.Konishi,Y.NakamotoandK .Mizuno

ITELettersonBatteries,NewTechnologies&

Medicine,6,54&550(2005).

(Ferulicacid,Phenol-formaldehydecondensation,

Novolac)



■Facilesynthesisandluminescencepropertyofa

functionatpolyfluorenehavingafluoroatkylside

chain

(フ ル オ ロ ア ル キ ル を 側 鎖 に 有 す る 官 能 性 ポ リ フ ル オ レ ン

の 簡 便 な 合 成 と発 光 特 性)

H.Kotaka,G.Konishi,Y.NakamotoandK.Mizuno

ITELettersonBatteries,NewTechnologies&

Medicine,6,551-553(2005).

(Polyfluorene,Fluoroalkyl,Oxidativepolymerization,

Conjugatedpolymer,Bluelightemission)

absorption,Polythlophene,Coup難ngreaction)

■SynchronousHelicityControlinZincBilinone

Trimer

(亜 鉛 ビ リ ノ ン 三 量 体 の 同 調 的 ヘ リ シ テ ィ ー 制 御)

K,Hamakubo,S.Yagi,H.Nakazumi,T.MizutaniandS.

Kitagawa

TetrahedronLett.,46[42],7151-7154(2005).

(Zincbiiinone,Trimer,Homohelicity,Complexation,

Tripodalspacer)

■Towardschemosensingphosphorescent

conjugatedpolymers:cyclometalatedplatinum

(皿)poly(phenylenes)

(分 子 セ ン サ ー の 構 築 を 目 指 し た りん 光 発 光 性 共 役 ポ リ マ

ー シ ク ロ メ タ ル 化Pt(E)錯 体 を 含 む ポ リ(フ ェ ニ レ

ン))

S.W.Thomas皿1,S。YagiandT,MSwager

J.Mater,Chem.,15[27・28],2829-2835(2005).

(Poly(phenylene),Conjugatedpolymer,Chemosensor,

Phosphorescenceemission,CyclometalatedPt(ll>

complex)

■Extraordinarydopingeffectsofchiralheljcal

lineartetrapyrrole-Zn(皿)complexesonchiral

nematicinductionofMBBAliquidcrystal

(MBBA液 晶 のキ ラル ネ マテ ィック相へ の誘 起 に お ける光

学活性 らせん 構造 を有 す る非環状 テ トラ ピ ロール ー亜鉛 錯

体の 異常 な添加 効 果)

K,Hamakubo,S.Hama,S.Yagi,H.NakazumiandT,

Mizutani

Chem.Lett,34[10],1454-1455(2005).

(Zincbilinone,MBBA,Chiralnematicphase,Twisting

power,Circulardichroism)

■lntramolecularexcitationenergytransferin

diarylurea-linkedzincporphyrin-anthracenedyads

(亜 鉛 ポ ル フ ィ リ ン ー ア ン トラ セ ン ダ イ ア ッ ドに お け る 分

子 内励 起 移 動)

M.Ezoe,T.Minami,Y.Ogawa,S.Yagi,H.Nakazumi,T.

Matsuyama,K.WadaandH.Horinaka

Photochem.Photobiol,Sci.,4[8],641-646(2005).

(Zincporphyrin-anthracenedyad,Intramolecular

excitationenergytransfer,fluorescenceemission)

■Metallic/semiconductiongbehaviorsandan

antiferromagneticorderingofFeBrべdspinsin

(Benzo-TTFVS)2。MX4(M=Fe,Ga:X=Cl,Br)

((Benzo・TTFVS)2・MX4(M=Fe,Ga;X=Cl,Br)の

金 属!半 導 体 挙 動 とFeBr4一 イ オ ン のdス ピ ン の 反 強 磁 性 秩

序 状 態)

T.Hiraoka,Y.Kmada,T.Matsumoto,H.Fujiwara,T.

Sugimoto,S.Noguchi,T、Ishida,H.Nakazumi,H.Aruga

Katori

J,Mater.Chem.,15[34],3479-3487(2005).

(Charge-transfersalt,Molecularsuperconductor,

Metallicconductivity,BETS,TTF)

■Near-infraredluminescentbis-squarainedyes

量inkedbyathiopheneorpyrenespacerfor

noncovalentproteinlabeling

(非 共 有 結 合 型 タ ン パ ク 質 ラ ベ ル 化 を 指 向 し た チ オ フ ェ ン

も し く は ピ レ ン を ス ベ ー サ ー と す る 近 赤 外 発 光 ビ ス ・ス ク

ア リ リ ウ ム 色 素)

H.Nakazumi,T.Ohta,H。Etoh,T.Uno,C.L.Coiyer,Y.

HyodoandS.Yagi

Syn.Metals,153[1-3],33-36(2005).

(Bis-squaryliumdye,Photoluminescence,UV-Vis-NIR

■Stablemetallicbehaviorandantiferromagnetic

orderingofFe(皿)dspinsin(EDO・TTFVO)2・

FeC14

((EDO・TTFVO)2・FeC14の 安 定 な 金 属 挙 動 とFe(皿)

イ オ ン のdス ピ ンの 反 強 磁 性 秩 序 状 態)

H,Fujiwara,K.Wada,T.Hiraoka,T.Hayashi,T.

Sugimoto,H。Nakazumi,K.Yokogawa,M。Teramura,S.

Yasuzuka,K.MurataandT。Mori

J.Am.Chem.Soc,127[41】,1416614167(2005).

(Organicsuperconductor,κ 一(BETS)2・FeBr4,Bis

(ethylenedithio)tetraselenafulvalene,Conductivity,

Conductors,BETS)

■SEM/EDXに よ る 元 素 分 析 を 利 用 し た 青 色 自 動 車 塗 膜 の

識 別

(Discriminationofblueautomotivepaintsby

elementalanalysisusingSEM/EDX)

向 井 中.艸 谷 卓,本 多 定 男,中 澄 博 行

法 科 学 技 術,10[2],119-125(2005).

(Solidbluepaint,SEM/EDX,Elementalanalysis,

Phthalocyanineblue,Phtalocynainegreen)

■Reworkablephotocrosslinkingpolymers

(リ ワ ー ク 型 光 架 橋 性 ポ リマ ー)

M.Shirai

Proc.RadTechAsia'05,160-165(2005).

(Photopolymer,Rework,Photocrosslinking,Degradation)

曜Photocrosslinkingandthermaldegradationof

epoxy-containingPolymersusingPhotobase

generators

(光 塩 基 発 生 剤 を 用 い た エ ポ キ シ 含 有 ポ リマ ー の 光 架 橋 と

熱 分 解)
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T。Ohba,D.Nakai,K.SuyamaandM.Shirai

ChemLett,34[6】,818-819(2005).

(Photoaminegenerator,Photocrosslinking,Thermai

degradation,O-Acyloxime,Epoxide)

llThermallystablecarbamatesasnovelphotobase

generators

(熱 安 定 性 に 優 れ た カ ル バ マ ー ト型 新 規 光 塩 基 発 生 剤)

K.Suyama,S。NakaoandM.Shirai

J.Photopo}ym.Sci.Technol.,18[1],141-148(2005).

(Photobasegenerator,Carbamate,Thermalstability,

Post-exposurebake,Crosslink,Epoxide)

■SynthesisanddissolutionpropertiesofArFresist

withweli-definedstructure

(構 造 規 制 し たArFレ ジ ス トの 合 成 と 溶 解 特 性)

M.Shirai,K.SakaiandT.Koyanagi

J.P止iotopolym.Sci。TechnoL,18[3】,389-392(2005).

(Photoresist,ArFresist,RAFTpolymerization,

Molecularweightdistribution)

■Resistcharacteristicsofacrylpolymerwith

methylacetalprotectinggroupfor193nm

lithography

(ア セ タ ー ル 保 護 基 を 持 つ193nm光 リ ソ グ ラ フ ィー 用 の ア

ク リル 型 レ ジ ス ト)

T.Ogata,S.Matsumaru,R。Takahashi,K.Kasai,Y.

Kinoshita,H.HadaandM.Shirai

J.Photopolym.Sci.TechnoL,18[3],393-398(2005),

(ArFresist,Acetal,Activationenergy,Deb豆ocking,

Acry正resist)

■Highlysensitivephotocrosslinkingsystemusing

fluorenederivativeshavingvinyletherorepoxy

moiety

(ビ ニ ル エ ー テ ル あ る い は エ ポ キ シ 部 位 を 有 す る フ ル オ レ

ン を 用 い た 高 感 度 光 架 橋 系)

H.Okamura,K.Mitsukura,MShirai,T.Fujiki,M.

YamadaandS.Kawasaki

J.Photopolym.Sci。TechnoL,18[2】,213-220(2005).

(Photocrosslinklng,Fluorenederivative,Vinylether,

Epoxide,Photoacidgenerator)

■Photocrosslinkingandredissolutionpropertiesof

oligomersbearingphotoaminegeneratinggroups

andepoxygrouPs

(光 ア ミ ン 発 生 基 と エ ポ キ シ 基 を 側 鎖 に 有 す る 高 分 子 の 光

架 橋 と 再 可 溶 化)

T.Ohba,H.Shimizu,K.SuyamaandM.Shirai

J.Photopolym.Sci.TechnoL18[2],221-224(2005).

(Photoaminegenerator,Photocrosslinking,Thermal

degradation,0-Acyloxime,Epoxide)

■Polymericphotobasegeneratorwithanew

architecture:comparisonofrandomandblock

copolymerspreparedbyRAFTpolymerization
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(新 構 造 を も つ 高 分 子 光 塩 基 発 生 剤=RAFT屋 合 法 に よ る

ラ ン ダ ム 共 重 合 体 と ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 の 比 較)

K.SuyamaD.Nakai,T.OhbaandM.Shirai

J.Photopolym.Sci,TechnoL,18【6],707-710(2005).

(Photobasegenerator,0-Acyloxime,RAFTpOlymerization

Blockcopolymer,Crosslink)

■Multi-functionalmethacrylatesbearingthermal

degradationpropertiessynthesis,photo-and

thermalcuring,andthermolysis

(熱 分 解 可 能 な 多 官 能 メ タ ク リ レ ー トー 合 成,光 ま た は 熱

硬 化 そ して 熱 分 解)

M.Shirai,K.Mitsukura,H.OkamuraandM.Miyasaka

J.Photopolym.Sci.Technol.,18[2],199-202(2005).

(Photocrosslinking,Thermolysis,Methacrylate,Thermal

curing,Multi-functional)

■Synthesisofphotocrosslinkablepolymershaving

pendantoxetanegroupsandtheirdissolutionin

waterbythermolysis

(オ キ セ タ ン 側 鎖 を 有 す る 光 架 橋 性 ポ リ マ ー の 合 成 と熱 分

解 に よ る 水 へ の 可 溶 化)

H.Okamura,Y.TajimaandM.Shirai

J.Photopolym.Sci.TechnoL,18[61,715-718(2005).

(Photocrosslinking,Thermolysis,Oxetane,Dissolution,

Water)

■Re-workabteUVcuringsystem

(リ ワ ー ク 型UV硬 化 シ ス テ ム)

M.Shirai

Proc.RadTechEuropeO5,251-256(2005).

(UVCuring,Photopolymer,Rework,Photocrosslinking,

Degradation)

■O-Acyloximephotobases:photochemical

properties,tripletsensitizationandefficiencyof

baseformation

(0・ ア シ ル オ キ シ ム 型 光 塩 基 発 生 剤:光 化 学 挙 動 、 三 重 項

増 感 、 お よ び 塩 基 生 成 効 率)

J.Lalevee,X.Allonas,J.P.Fouassier,H.Tachi,A.

Izumitani,M.ShiraiandM.Tsunooka,

Proc.RadTechEuropeO5,329-332(2005) .

(Acyloxime,Photobasegenerator,Photochemistry,

Sensitization)

璽Diphenyldiselenideasausefulreagentfor

lntermoleculardominoreactionsofvarious

unsaturatedcompoundsunderphotoirradiation

conditions

(光 照 射 下 ジ フ ェ ニ ル ジ セ レ ニ ドを 用 い る 種 々 の 不 飽 和 化

合 物 の 分 子 間 ドミ ノ 反 応)

K.Tsuchii,M.Doi,1.Ogawa,Y。EinagaandA.Ogawa

BulLChem.Soc.Jpn.,78,1534・1548(2005).

(Diselenide,Dominoreaction,Radicalcyclization,

Photoirradiation,Four-componentcoupling)



■dl。Selectivepinacol-typecouplingusingzinc,

chlorosilane,andcatalyticamountsofCp2VC12;

dl-1,2.Oicyclohexylethanediol

(バ ナ ジ ウ ム 触 媒 存 在 下 ク ロ ロ シ ラ ン 、 亜 鉛 を 用 い るd'還

択 的 ピ ナ コー ル カ ッ プ リ ン グ に よ るdl-1,2・ ジ シ ク ロ ヘ キ シ

ル 工 タ ン ジ オ ー ル の 合 成)

T.Hirao,A.Ogawa,M.Asahata,Y.MugurumaandH.

Sakurai

Org.Synth.,81,26-32(2005),

(pinacolcoupling,VanadiumcatalystChlorosilane,1,2-

Diols,Zincpowder)

彊Ahighlyregioselectivebisselenationofallenes

withdiphenyldiselenidescatalyzedbytetrakis-

(trlphenylphosphine)palladium(0)

(デ トラ キ ス(ト リ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ン)パ ラ ジ ウ ム を 触 媒

と す る ジ フ ェ ニ ル ジ セ レ ニ ドに よ る ア レ ン 類 の 高 位 置 選 択

的 ビス セ レ ノ 化 反 応)

1.Kamiya,E.NishinakaandA.Ogawa

TetrahedronLett,46,3649-3652(2005).

(Palladiumcatalyst,Bisselenation,Diselenide,ASiene,

Vinylselenide)

■Palladium(n)acetateinpyridineasaneffective

catalystforhighlyregioselectivehydroselenation

ofacetylenes

(ピ リ ジ ン 中 酢 酸 パ ラ ジ ウ ム を 触 媒 と す る ア セ チ レ ン 類 の

高 位 置 選 択 的 ヒ ドロ セ レ ノ 化 反 応)

1.Kamiya,E.NishinakaandA.Ogawa

J.Org.Chem.,70,696-698(2005).

(Palladiumcatalyst,Hydroselenation,Benzeneselenol,

Acetylene,Vinylselenide)

圏Efficientsynthesisof【2]-andhigherorder

rotaxanesviathetransitionmetal-catalyzed

hydrosilylationofalkyne

(遷 移 金 属 触 媒 に よ る ア ル キ ン 類 の ヒ ド ロ シ リル 化 を 経 る

「2」一お よ び 高 次 ロ タ キ サ ン の 高 効 率 合 成)

H.Sasabe,N.Kihara,K.Mizuno,A。OgawaandT.

Takata

TetrahedronLett.,46,3851-3853(2005).

(Rotaxane,Hydrosilylation,Transitionmetalcatalyst,

Alkyne,Ef丘cientsynthesis)

■Selectivereductionofthioacetaltosulfideby

gallium(皿)chloride

(塩 化 ガ リ ウ ム を 用 い る チ オ ア セ タ ー ル の ス ル フ ィ ドへ の

選 択 的 還 元 反 応)

K,Ikeshita,N.KiharaandA.Ogawa

TetrahedronLett,46,8773-8775(2005).

■Afacilephotoinducediodoperfluoroalkylationof

dienes,diynes,andenyneswithperfluoroalkyl

iodidesviaselectiveradicalcyclization

(選 択 的 な ラ ジ カ ル 環 化 を 経 る ジ エ ン 、 ジ イ ン 、 エ ン イ ン

類 の ヨ ー ドペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン に よ る 簡 便 な 光 誘 起 ヨ ー

ドペ ル フ ル オ ロ ア ル キ ル 化 反 応)

K.Tsuchii,Y.Ueta,NKamada,Y.EinagaA.Nomoto

andA,Ogawa

TetrahedronLett.,46,7275-7278(2005).

■Transfectionactivityofpolyamidoaminedendrimers

havinghydrophobicaminoacidresiduesinthe

periphery

(表 面 に 疎 水 性 ア ミ ノ酸 残 基 を も つ ポ リア ミ ドア ミ ン デ ン

ドリマ ー の 遺 伝 子 導 入 活 性)

K.Kono,H.Akiyama,T.Takahashi,T.TakagishiandA.

Harada

BioconjugateChem.,16,208214(2005).

(Genetherapy,Vector,Dendrimer)

.P「ePa「ationofefficientgenecarriersusinga

polyamidoaminedendron-bearinglipid:

improvementofserumresistance

(ポ リ ア ミ ドア ミ ン デ ン ドロ ン を も つ 脂 質 を 用 い た 高 効 率

遺 伝 子 キ ャ リ ア の 調 製:血 清 耐 性 の 改 善)

T.Takahashi,A.Harada,N.EmiandK.Kono

BioconjugateChem.,16,1160-ll65(2005).

(Genetherapy,Vector,Dendrimer)

■Temperature-sensitizationofliposomesbyuseof

thermosensitiveblockcopolymerssynthesized

bylivingcationicpolymerization:effectof

copolymerchainlength

(リ ビ ン グ カ チ オ ン 重 合 で 合 成 し た 感 温 性 ブ ロ ッ ク 共 重 合

体 を 用 い た リボ ソ ー ム の 温 度 感 受 性 化:共 重 合 体 の 鎖 長 の

効 果)

K.Kono,T。Murakami,T.Yoshida,Y.Haba,S.Kanaoka,

T.Takagishi,andS.Aoshima

BioconjugateChem.,16,1367-1374(2005)、

(Liposome,Thermoresponsivepolymer,Drugdelivery

system)

■Synthesisofbiocompatibledendrimerswitha

peripheralnetworkformedbylinkingof

polymerizablegroups

(重 合 性 基 の 架 橋 に よ る ネ ッ トワ ー ク 構 造 を 表 面 に も つ 生

体 適 合 性 デ ン ド リマ ー の 合 成)

Y.Haba,A.Harada,T.TakagishiandK.Kono

Polymer,46,1813-1820(2005).

(Drugdeliverysystem,Dendrimer,Nan(》capsule)

■Suparmolecularnanocarrierofanionicdendrimer

porphyrinswithPEGylatedcationicblock

copolymertoenhanceintracellularphotodynamic

efficacy

(細 胞 内 光 力 学 効 率 を 促 進 す る ア ニ オ ン 性 デ ン ドリ マ ー ボ

ル フ ィ リ ン と ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 化 力 チ オ ン 性 ブ ロ ッ

ク 共 重 合 体 の 超 分 子 ナ ノ キ ャ リ ア)

W.-D.Jang,N,Nishiyama,G-D.Zhang,A。Harada,D.-L

Jiang,S.Kawauci,Y.Morimoto,MKikuchi,H.Koya皿a,

T.AidaandK.Kataoka
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Angew.Chem.Int.Ed.,44,419-423(2005).

(Photodynamictherapy,Dendrimerporphyrin,Block

copolymer,Nanocarrier)

■Accelerationofenzymaticreactionoftrypsin

throughtheformationofwater-solublecomplexes

withpoly(ethyleneglycol)・block-poly(α,β 一

asparticacid)

(ポ リ エ チ レ ン グ リ コー ル ー ポ リ(α,β 一ア ス パ ラ ギ ン 酸)

ブ ロ ック 共 重 合 体 と の 水 溶 性 コ ン プ レ ッ ク ス 形 成 を 通 した

トリ プ シ ン の 酵 素 反 応 促 進)

A.Kawamura,Y.Yoshioka,A.HaradaandK.Kono

Biomacromoiecules,6,627-631(2005).

(Trypsin,Blockcopolymer,Enzymaticactivity)

■StabilizationofIysozyme-incorporatedpolyion

complex(PIC)micellebytheω 一end-derivatization

ofpoly(ethyleneglycol)-poly(α,β 一asparticacid)

blockcopolymerwithvarioushydrophobicgroups

(ポ リエ チ レ ン グ リ コ ー ル ー ポ リ(α,β 一ア ス パ ラ ギ ン 酸)

ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 の ω 末 端 へ の 種 々 疎 水 性 基 導 入 に よ る リ

ゾ チ ー ム 内 包 ポ リ イ オ ン コ ン プ レ ッ ク ス .ミセ ル の 安 定 化)

X.YuantA.Harada,Y.YamasakiandK.Kataoka

Langmuir,21,266&2674(2005).

(Lysozyme,Blockcopolymer,Hydrophobicinteraction,

Polyioncomplexmicelle)

■Characterizationofstablelysozyme・entrapped

polyioncbmplex(PIC)micelleswithcrosslinked

corebyglutaraldehyde

(グ ル タ ル ア ル デ ヒ ドに よ っ て 内 核 架 橋 さ れ た 安 定 な リ ゾ

チ ー ム 内 包 ポ リ イ オ ン コ ン ブ レ ック ス ミ セ ル の 特 性 解 析)

X。Yuan,Y.Yamasaki,A.HaradaandK.Kataoka

Polymer,46,7749-7758(2005).

(Lysozyme,Blockcopolymer,Corecross・linking,Polyion

complexmicelle)

瞬Supramolecularassembliesforthecytoplasmic

detiveryofantisenseoligodeoxynucleotide:

Polyioncomplex(PIC)micetlesbasedonpoly

(ethyleneglycoD-SS-oligodeoxynucleotide

con」ugate

(ア ン チ セ ン ス オ リ ゴ デ オ キ シ ヌ ク レオ チ ドの 細 胞 質 運 搬

の た め の 超 分 子 集 合 体:ポ リエ チ レ ン グ リ コ ー ル ーSS・ オ

リ ゴ デ オ キ シ ヌ ク レ オ チ ドに 基 づ い た ポ リ イ オ ン コ ン プ レ

ック ス ミ セ ル)

M.Oishi,T.Hayama,Y.Akiyama,S.Takae,AHarada,

Y.Yamasaki,F.Nagatsugi,S.Sasaki,Y.Nagasakiand

K.Kataoka

Biomacromolecules,6,2449-2454(2005).

(Genetherapy,Cytroplasmicdelivery,Antisense

oligodeoxynucleotide,Polyioncomplexmicelle)

■Nanotechnology-basedphotodynamictherapyfor

neovasculardiseaseusingasupramolecular

nanocarrierloadedwithadendriticPhotosensitizer
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(デ ン ドリ ッ ク 光 増 感 剤 を 内 封 し た 超 分 子 ナ ノ キ ャ リ ア を

用 い た 新 生 血 管 疾 患 の た め の ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー に 基 づ い た

光 力 学 療 法)

R.Ideta,F.Tasaka,W.-D.Jang,N.Nishiyama,G,・D.

Zhang,A.Harada,Y.Yanagi,Y.Tamaki,T.AidaandK.

Kataoka

NanoLetters,5,24262431(2005).

(Nanotechnology,Photodynamictherapy,Photosensitizer,

Nanocarrier,Neovasculardisease)

■ANoveltechniquetodeterminetherateconstants

forthegasphasereactionsoflow-volatile

compoundswithOHradicaiusingarelative.rate

methodinCCI41iquidphase-system

(CCI4液 相 系 で の 相 対 速 度 法 を 用 い た 低 揮 発 性 化 合 物 と

OHラ ジ カ ル の 気 相 反 応 の 速 度 定 数 の 新 奇 な 決 定 法)

T.Kameda,K.Asano,K.Inazu,Y.Hisamatsu,N.

TakenakaandH.Bandow

Chem.Lett.,34[61,758・759(2005).

(Relative-ratemethod,Polycyclicaromatichydrocarbons,

Carbontetrachloride,OHradica1)

■TheheterogeneousreactjonofNO2withNH4Cl:A

moleculardiffuslonstudy

(NO2とNH4Clの 不 均 一 反 応1分 子 拡 散 チ ュ ー ブ に よ る 研

究)

N.TakenakaandM.J.Rossi

J.Atmos.Chem.,50,171-194(2005).

(Diffusiontubeexperiment,nitrousacid,Nitrogen

dioxide,AmmoniumsaltAerosol)

圏MeasurementsofOHreactivityandphotochemicaI

ozoneproductionintheurbanatmosphere

(都 市 大 気 に お け るOHラ ジ カ ル 反 応 性 の 測 定 と 光 化 学 オ

ゾ ン 生 成 に つ い て)

Y.Sadanaga,A.Yoshino,S。Kato,andY.Kajii

Environ.ScLTechnoL,39,8847-8852(2005).

(TotalOHreactivity,Laser-inducedpumpandprobe

technique,Urbanair,Photochemicalozoneproduction ,

Oxidantpotential)

■ 都 市 大 気 中 の 光 化 学 オ キ シ ダ ン ト測 定 値 に対 す るNOxの 影

響 の 実 態 と そ の 補 正 法,

(lnfluenceofNOxformeasurementsof

photochemicaloxidantintheurbanairandits

correctionmethod)

板 野 泰 之,浅 山 淳,斎 藤 良 幸,坂 東 博,竹 中 規 訓,

森 義 明

環 境 科 学 会 誌,18[2],115-122(2005) .

(Photochemicaloxidant ,NitrogenOxides,Urban

atmosphere)

■OHラ ジカル寿 命 観測 に よる都 市大 気 質の 診 断 一 東京 郊外

にお ける総 合観 測 一

(Diagnosisofurbanairqualitybymeasurement

oftotalOHreactivity-Comprehensive



observationsinthesuburbsofTokyo-)

吉 野 彩 子,定 永 靖 宗,渡 邉 敬 祐,吉 岡 篤 史,加 藤 俊 吾,

宮 川 祐 子,林 一 郎,市 川 雅 子,松 本 淳,西 山 綾 香,

秋 山 成 樹,梶 井 克 純

大 気 環 境 学 会 誌40[1L9-20(2005).

(TotalOHreactivity,Airquality,Laser・inducedpump

andprobetechnique)

■Dailyvariationandeffectoninlandairqualityof

thestrongNOxemissionsfromshipsinthe

OsakaBay,Japan

(大 阪 湾 の 船 舶 か らの 大 き なNOx発 生 に よ る 内 陸 部 大 気

質 へ の 影 響 と 日 変 動)

Y.Itano,H.Bandow,N.Takenaka,A.Asayama,H.

Tanaka,S.Wakamatsu,K.Murano

Terrest.Atmos.Ocean.Sci.,16,11774188(2005),

(Nitrogenoxides,Shipemissions,Temporalvariation)

■Stereospecificradicalpolymerizationof

substitutedbenzy書muconatesinthesolidstate

undertopochemica;control

(置 換 ム コ ン サ ン ベ ン ジ ル 類 の 固 体 状 態 トポ ケ ミ カ ル 立 体

規 則 的 ラ ジ カ ル 重 合)

A.Matsumoto,T.TnanakaandK.Oka,

Synthesis,1479(2005).

■Theradiation-inducedcolorationofdithienylehene

amorphousfilms

(ジ ア リー ル エ テ ン ア モ ル フ ァス 膜 の 放 射 線 着 色)

S.Irie,M-S,KimalldM.Irie

Mol,Cryst.Liq,Cryst.,431,441-444(2005).

(Radiation,Coloration,Amorphous,Diarylethenes)

■Electrochemicalcyclization/cycloreversion

reactionsofdiarylethenes

(ジ ア リー ル エ テ ン の 電 気 化 学 的 環 化 反 応)

Y,Moriyama,K.Matsuda,N.Tan血jiS.IrieandM.Irie

OrganicLetters,7,3315-3318(2005).

(Electrochemica1,Cyclization,Diarylethenes)
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■ 生 命 の主 体 性 に基 づ く生命 系 の時 間 発 展の 理論 一 化 学 進

化,生 物 進化,文 化 ・文 明の 発展 を生 命現 象 と してみ る一

(Aunifiedtheoryforthedescriptionofbiosystems

basedonthesubjectivityoflife:chemical

evolution,biologicalevolution,cultureand

civilization)

川村 邦男

VivaOrigino,33[1],17-35(2005).

■ 解説 「シン ポ ジウ ム4」FromMoleculestoLife・Like

Systems&RNAWorld
"分子 か ら生 命 システ ムへ"お よび"RNAワ ール ド"

澤 井宏 明,川 村 邦男

VivaOrigino,33【3】,216-220(2005).

■生 命 の起 源雑 感 一酵素 の起源 につい て ,

川村邦 男

VivaOrigin()t33[3]t236-237(2005).

■電場 温水 処理 に よる チタ ニアナ ノ シー ト分 散薄 膜(解 説)

松 田厚範,辰 巳砂 昌弘

セ ラ ミ ックス,40[3].15&162(2005).

■硫 化 物系 ガ ラス セラ ミ ック固体 電解 質の 高 リチ ウム イオ ン

伝 導性(総 説)

林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

金属,75[4】,351-354(2005).

■ プ ロ トン伝 導性 シ リ力系 ゲル材 料の 開発(解 説)

辰 巳砂 昌弘

セ ラ ミックス,40【5],378-382(2005).

■ 無機 系 をべ 一ス とす る プロ トン伝導 性 ゲル材 料の 開 発(総

説)

忠 永清 治,辰 巳砂 昌弘

マ テ リア ルイ ンテ グ レー シ ョン,18【7],4246(2005).

■中 温作 動形燃 料電 池 用電解 質1.中 温 作動 プ ロ トン伝 導 性

非 晶質 電解質(解 説)

忠永 清治,辰 巳砂 昌弘

Electrochemistry,73[9},833-836(2005).

■擁水 ・親 水性 の評 価(や さ しい ニ ュー ガ ラス講 座、解 説)

忠永 清治

NewGlass,20【3],47-50(2005).

鷹可 視 光で 機能 する 二酸化 チ タン光 触媒 の開発

北 野 政明,安 保 正一

化 学,60,7475(2005)。

■時 間分 解 ボ トル ミネ ッセ ンス測 定 と反応 ダイ ナ ミクス

松 岡雅 也,安 保正 一

触媒4ス328・333(2005).
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■マ グネ トロ ンスパ ッタ法 に よる可 視光 応 答 型酸 化 チ タン薄

膜光 触媒 の創 製 とその 上 での 水の 水素 と酸 素 へ の分解 反応

松 岡雅也,竹 内雅 人,安 保 正 一

太陽 エ ネルギ ー31,17-21(2005).

■紫 外 光 ・可視 光で 機能 す る酸化 チ タ ン光触 媒 の開 発

松 岡 雅也,竹 内雅 人,安 保正 一

機 械 の研 究,57,1219-1227(2005).

■光誘起 電 子移 動反 応 にお ける立 体制 御

水 野 一彦,前 多 肇

光 化学,36,57-59(2005)、

■機能性 色素 の 開発 と新規 分野 へ の応 用

中澄博 行

触 媒年 鑑1-10(2005).

■ゾルーゲ ル法 に よる表面 改質 と繊維 へ の応 用

中澄博 行

加 工技術,4rC}[11],689-693(2005).

■ゾル・ゲ ル コーテ ィン グ によ る表 面 改質 と着 色

中澄博 行

染 色研 究,49[2],37-43(2005).

■超 微細 加工 用 フ ォ トレジス ト材料

白井正 充

高 分子,54,136-141(2005).

層ス ルホ ン酸 エ ステル含 有 エ ポキ シ架 橋 剤 を用 い た再可 溶化

型架橋 系

白井正 充

接 着,49[7],299-306(2005)、

mFRPの 分解 と リサ イク ル

陶 山寛 志,白 井正 充

エ コイ ンダス トリー,10[9] ,13-19(2005).

■高 分子 合 成化学 の最 近の 進展 と接 着 技術 へ の応 用の 可能性

白井正 充

日本接 着学 会誌,41[9],373-379(2005).

■環 境 に優 しい光 架橋 ・硬 化樹 脂

白井正 充

共 栄,119,20-25(2005).

■ α,α,α一Trifluorotoluene

(α,α,α・トリフルオ ロ トル エ ン)

A.OgawaandK.Tsuchii

ElectronicEncyclopediaofReagentsforOrganic

Synthesis(2005).
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■ 環境 にや さ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ン ケ ミス ト

リー 入門 一)

八尾俊 男(分 担 執筆)

第10章 生 体機 能 をモ チー フ としたセ ンサ ー化学

㈱エ ヌ テ イー エス,231・258(2005).

■ナノ八 イブ リ ッ ド材料 の最 新技 術

忠永清治 辰 巳砂 昌弘(分 担執 筆)

プ ロ トン伝 導性 無 機 一有機 ハ イ ブ リ ッ ド電解 質膜

㈱ シー エム シー 出版,185-192(2005).

凹SolidStatelonicsforBatteries

南 努,辰 巳砂 昌 弘(分 担 執 筆)

Introduction

Springer-VerlagTokyo,1-3(2005).

■SolidStatelonicsforBatteries

辰 巳砂 昌 弘,林 晃 敏(分 担 執 筆)

SolidElectrolytes

Springer-VerlagTokyo,32-42(2005).

層SolidStatelonicsforBatteries

辰 巳 砂 昌 弘 林 晃 敏(分 担 執 筆)

All-Solid-StateLithiumSecondaryBatteries

Springer-VerlagToky()t53-64(2005).

■SolidState{onicsforBatteries

忠 永 清 治(分 担 執 筆)

Proton-ConductingHybridMaterials

Springer-VerlagTokyo,87-93(2005).

圏環境 に やさ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ンケ ミ ス ト

リー入 門 一

辰巳砂 昌弘(分 担執 筆)

第9章 先端 無機材 料 の デザ イ ン と合成

㈱ エ ヌ テ ィー一 エ ス,209-230(2005)。

■ヨウ素化 合物 の機 能 と応用

辰巳砂 昌弘(分 担執 筆)

ヨゥ素 とガラス

㈱ シーエ ム シー 出版,141-150(2005),

■ナノ コンポ ジ ッ トマ テ リアル

辰 巳砂 昌弘,林 晃敏(分 担執 筆)

ナノ イオ ン伝導

井上 明久 編集,フ ロ ンテ ィア出版t221-226(2005).

鰯ナ ノマ テ リア ル工 学大 系 第1巻 ニ ュー セラ ミ ッ クス ・ガ

ラス(監 修1平 尾 一之)

辰 巳砂 昌弘,林 晃 敏(分 担執 筆)

メカノケ ミカル手法 に よるナ ノ粒子 の合 成

フジ ・テ ク ノシス テ ム,90-97(2005).

■ ナ ノマ テ リア ル工 学 大系 第1巻 ニ ュー セ ラ ミ ック ス ・ガ

ラス(監 修:平 尾 一 之)

忠 永清 治(分 担執 筆)

超擾 水 ナ ノコー テ ィ ング膜

フ ジ テ クノ システ ム,125-130(2005).

■ゾル ーゲ ル法の ナ ノテク ノロ ジーへ の応 用

忠 永清 治(分 担 執筆)

ガスバ リア コー テ ィ ング膜

㈱ シーエ ム シー 出版97-101(2005).

■光 科 学研 究の最 前線

安保 正一,松 岡雅也(分 担 執筆)

各種 光触媒 一 ゼ オ ライ ト系光 触媒 一

強光 子場科 学研 究懇 談会,324-325(2005).

■固体 表面 キ ャラク タ リゼー シ ョンの実 際

松 岡雅也(分 担 執筆)

Cuイ オ ン交換 ゼ オ ライ ト

㈱講 談社 サ イエ ンテ ィフ ィク,168-169(2005).

■環境にやさしい21世 紀の化学 一 新版グリーンケミスト

リー入 門 一

安保 正一 ・水 野一彦 編 著

㈱ エ ヌ テ イー エス(2005).

■ 環 境 に やさ しい21世 紀 の化 学 一 新版 グ リー ン ケ ミス ト

リー入 門 一

安保 正 一,松 岡雅 也(分 担 執筆)

第2章 太 陽光 の化学 的利 用 と環境 保全

㈱ エ ヌ テ イー ・エ ス,17-41(2005).

■触 媒活 用大 辞典

安 保正 一,松 岡雅也

ゼ オ ライ ト系 光 触媒

工 業調 査会t98-112(2005).

■環 境 に や さ しい21世 紀 の 化 学 一 新版 グ リー ンケ ミ ス ト

リー 入門 一

井 上博 史(分 担 執筆)

第3章 環 境 にや さ しい水素 エ ネル ギー

㈱ エ ヌ テ イー エ ス,42-69(2005).

■役にたつ化学シリーズ5有 機化学

水野一彦,吉 田潤一 編著

㈱朝倉書店(2004).

■環 境 にや さ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ンケ ミ ス ト

リー入 門 一

水 野 一彦(分 担 執筆)

第4章 環境 に調和 した有機 合 成化 学

㈱ エ ヌ テ イー エス,70-102(2005).
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■エ レク トロニ ク ス材 料 ・技術 シ リー ズ 有機 薄膜 太 陽電 池

の最 新技 術

八木 繁幸,中 澄 博 行(分 担 執 筆)

第3章1節 有機 デバ イス用 色素 の基 本特性

㈱ シーエ ム シー 出版,121-126(2005).

圏ポ ピ ュラ ー ・サ イエ ンス269機 能 性色素 の はな し

中澄博 行

㈱ 裳華 房(2005).

■環 境 にや さ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ンケ ミス トリ

ー入 門 一

中澄博 行(分 担 執筆)

第11章 エ コフ レ ン ドリー な着 色 画素 形成技 術

㈱ エ ヌ ・テ イー エ ス,259-283(2005).

■環 境 にや さ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ンケ ミス ト

リー 入門 一

白井 正充(分 担 執筆)

第6章 環境 にや さ しい高 分子 材料 一 つ く り方 と使 い方

㈱ エ ヌ テ イー エ ス,127-150(2005).

■高分 子辞 典(3版)

白井 正充(分 担 執筆)

㈱ 朝 倉書 店(2005).

■光科 学研 究の 最前 線

白井 正充(分 担執 筆)

強光 子場 科学研 究 懇談 会懇 談会(2005).

■ 環 境 に やさ しい21世 紀 の 化 学 一 新 版 グ リー ン ケ ミス ト

リー入 門 一

小川 昭弥(分 担執 筆)

第5章 環境 にや さ しい フ ッ素 テ クノ ロジー

㈱ エ ヌ テ イー 一エ ス,103-126(2005).

■ 第5版 実 験 化 学 講 座14有 機 化 合 物 の 合 成Hア ル コー

ル ・ア ミ ン

小川 昭弥(分 担執 筆)

第5章 ア ミン～5.7-5.12節

㈱丸 善,412437(2005).

■デ ン ドリック高分 子

河野 健 司,児 島千 恵(分 担 執筆)

第2章 バ イオ メデ ィカル機能 と応用 技術

㈱ エ ヌ テ イー エ ス,319-381(2005).

薗 リボ ソー ム応 用 の新 展開

河野 健司(分 担 執 筆)

膜 融 合性 リボ ソーム

㈱ エ ヌ テ ィー エ ス,576-585(2005).

■環 境 に や さ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ンケ ミス ト

リー 入門 一

河野健 司(分 担 執筆)
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第7章 生 命高 分子 の テ ク ノロ ジー

151-183(2005).

■ ソフ トナ ノテ クノ ロジ ー 一 バ イオ マテ リアル 革命 一

原 田敦 史(分 担 執筆)

第W編 第3章 機 能 化高 分子 ナノ ミセ ル

㈱ シーエ ム シー 出版,230-235(2005).

■環 境 にや さ しい21世 紀 の 化 学 一 新 版 グ リー ン ケミ ス ト

リー 入門 一

坂 東博(分 担執 筆)

第1章 地 球環 境 の特徴 と環境 化 学

㈱ エ ヌ テ イー ・エ ス,1-16(2005).

圏 環境 にや さ しい21世 紀 の化 学 一 新 版 グ リー ン ケ ミス トリ

ー 入門 一

岡 邦雄(分 担 執筆)

第8章 無尽 蔵 の資 源か らつ くる高 分子 一 シ リコー ンー

㈱ エ ヌ テ イー エ ス,184208(2005).
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■6thlnternationalEco-MaterialsProcessing&

Design(ISEDP2005)(Jinju,Korea,January,2005)

M、Matsuoka,M.Kitano,M.Takeuchi,J.M,Thomas,

andM.Anpo(Invitedlecture)

PreparationandcharacterizationofthevisibleIight

responsiveTiO2thinfilmphotocatalystspreparedby

magnetronsputteringmethodandtheirphotocatalytic

activitiesfbrthewaterspHttingreactions.

■1stlnternationalSymposiumonOrganicElectron

TransferChemistrydirectedtowardOrganic

Synthesis(ISOETC-2005)(Osaka,Japan,March,

2005)

K.Mizuno,T。Hayamizu,N.Nishitsuji,andH.Maeda

(ShortInvitedLecture)

Diastereoselectivephotoallylationofelectron-deficient

alkenesbyuseofallyiicsilanes.

B.Neppolian,H.Yamashita,Y.Okada,H.Nishijimaand

M,Anpo

Preparationofnan(》sizeTiO2photocatalystsbyamulti.

ge豆ationandtheirapPlicationtodegradationof2-

propano1。

■The4thAsianPhotochemistryConference

(Taipei,Taiwan,January,2005)

K.Mizuno(招 待 講 演)

Regio-andstereoselectivephotocycloadditionof

eiectron-richalkenestocyanonaphthalenesassistedby

hydrogenbonding.

N.Kakiuchi,H.Maeda,andK.Mizuno

Synthesis,structure,andphotoreactionsof2,11-disila

[3.3]metacyciophanes.

隔TheThirdhternationalWorkshoponMicro

ChemicalPlants(Awaji,Japan,February,2005)

H.Maeda,H.Mukae,andK.Mizuno

Enhancedefficiencyandregioselectivityof

intramolecular(2π+2π)photocycloadditionof1-

cyanonaphthalenederivativeusingmicroreactors.

H.Mukae,S.Nashihara,H.Maeda,andK.Mizuno

Improvedselectivityinphot(》Claisentyperearrangement

ofarylnaphthylmethyletherusingmicroreactors

圏1nternationalSymposiumon℃hemistry ,Biological

Chemistry,andMaterialChemistrytowards

CreatingNewScienceandlndustrybasedon

lnter・Nanoscience"2005(CBMS2005)(Osaka,

Japan,February,2005)

H.Maeda,T.Maeda,K.Mizuno,K.Fujimoto,H.

Shimizu,andM.Inouye

Photochemica互propertiesofnapht}1aleneandpyrene

derivativeshavingsilylandalkynylgroups

■229thACSNationalMeeting(SanDiego
,America,

March,2005)

A.Harada,A.Kawamura,M.Inagaki,K.Kono,M.

Jaturanpinyo,XYuan,andKKataoka(lnvitedlecture)

Core-Stabilizedpolyionco皿plexmicellesentrapPing

enzymesasbionanoreactor.

H。Maeda,H.Nakagawa,H.Miyamoto,andK。Mizuno

TiO2-Catalyzedphotooxygenationofarylalkenesand

arylcyclopropanesinthepresenceofMg(CIO4)2.

M.Ohashi,H.TakenakaH.Maeda,andK.Mizuno

Photoinducedelectrontransferreactionsof9-

cyanophenanthrenederivativesinthepresenceof

electron-donatingmolecules.

■ThelstlnternationalSymposiumonMolecular

SmartSystems(Tsukuba,Japan,March2005)

S.Yagi,KHamakubo,H.Nakazumi,andT.Mizutani

Synchronoushelicitycontrolincovalentlylinkedzinc

bilinoneassembly.

■ThirteenthlnternationalConferenceonFlow

lnjectionAnalysis(LasVegas,USA,April,2005)

T.Yao,T.Teratani,andK.Kawamura

Amperometricdeterminationofformaldehydeand

phenohnrainwaterandautomobileexhaustgasbya

flow-injectionbiosensorsystemwithanon-line

microdialysissampling.

■2ndlnternationalConferenceonElectrophoretic

Deposition:FundamentalsandApplications

(CastelvecchioPascoli,ltaly,May,2005)

A.Matsuda,Y.Higashi,K.Tadanaga,T.Minami,andM.

Tatsumisago

Electrophoreticdepositionofsol-gelderivedV205

microparticlesandapplicationtocathodeforlithium

secondarybatteries.

K.Tadanaga,K,Takahashi,M.TatsumisagoandA.

Matsuda

Micropatterningofphenylsilsesquioxanethickfilmsby

theelectrophoreticsol-geldepositionprocessusingITO

substrateswithahydrophobic-hydrophilicpatterned

surface.

■19thNorthAmericanCatalysisSocietyMeeting

(Philadelphia,Pemsylvania,USA,May,2005)

M.Anpo(Keynotelecture)

Photocatalyticdecompositionofwaterintheseparation

oftheevolvedhydrogenandoxygenusingvisibiel孟ght一
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responsiveTiO2thinfilms.

■TheIOthJapan-KoreaSymposiumonCatalysis

(Matsue,Japan,May,2005)

M.Matsuoka,M.Kitano,M.Takeuchi,MAnpo,andJ.

M.Thomas

Photocatalyticsplittingofwateronthevisiblelight-

responsiveTiO2thinfilmphotocatalystspreparedby

magnetronsputteringdepositionmethod.

T.Kamegawa,T.Sakai,M.Matsuoka,andM.Anpo

Thepreparationofuniqueinorganic-organichybrid

mesoporousmaterialsincorporatingaCr一 πarene

complexandtheircataiyticactivities.

R.Takeuchi,T.Kamegawa,M.Matsuoka,andM.Anpo

TheselectiveeliminationofCOinH2usingMo-oxide

photocatalystshighlydispersedonSiO2.

■The10thlnternationalConferenceonRadiation

CuringRadTechAsia2005(Shanghai,China,

May,2005)

M.Shirai

Reworkablephotocrossslinkingpolymers.

■lnternationalSymposiumonOriginsofLifeand

Astrobiology(ISOLAB'05)(Niigata,June,2005)

K.Kawamura,J.Maeda,andT。Yao

Kineticsandtemperaturedependenceofthe

oligocytidylatef6rmationfrom5'-phosphorimidazolideof

cytidinewithPb2+ion.

K.Kawamura

PossiblepathwaysbefbreandaftertheRNAworldon

thebasisofexperimentalandtheoreticalevidences.

■2ndInternationalConferenceonPolymerBa廿eries

andFuelCells(LasVegas,U.S.A.,June,2005)

A.Hayashi,T.Harayama,F.Miz岨o,andM.Tatsumisago

Mechanochemicalsynthesisofhybridelectrolytesfrom

theLi2S-P2S5glassesandpolyethers.

A.Hayashi,T.Ohtomo,F.Mizuno,K.Tadanaga,andM.

Tatsumisago

MechanochemicallyactivatedS/CuandLi2S/Cu

compositeelectrodesf6rall-solid-statelithiumsulfur

batter五es.

■ 第25回(台 湾)中 日 工 程 技 術 研 討 会(台 湾 ,6月)

M.Anpo(Invitedlecture)

Designanddevelopmentofenvironmentally-friendly

photocatalyticeco-materialsusingsolarenergy.

■The22ndConferenceofPhotopolymerScience

andTechnology:ThelnternationalSymposium

2005Materials&ProcessesforAdvanced
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MicrolithographyandNanotechnology(Chiba,

Japan,June,2005)

M.Shirai,K.Sakai,andT,Koyanagi

SynthesisanddissolutionpropertiesofArFresistwith

we且 一defh肥dstructure.

T.Ogata,S.Matsumaru,R.Takahashi,K.Kasai,Y.

Kinoshita,H.Hada,andM.Shirai

Resistcharacteristicsofacrylpolymerwithmethyl

acetalprotectinggroupfbr193nmlithography.

■lnternationalSymposiumonEnvironmental

ChemistryandSonochemistry(Osaka,June,

2005)

H.Bandow

Measurementofatmosphericperoxyradicals(HO2and

RO2)byPERCA(peroxyradicalchemicalampl田cation)

methodutilizingthechemiluminescentreactionofNO2

withluminol.

■3rdlnternationalConferenceonMaterialsfor

AdvancedTechnologies(ICMAT2005),Symposium

PMaterialsforRechargeableBatteries,Hydrogen

StorageandFuelCells(Singapore,July,2005)

M,Tatsumlsago

All-solid-statelithiumsecondarybatteriesusingsulfide・

basedglass-ceramicelectrolytes.

■TheFifthlnternationalConferenceonBorate

Glasses,CrystalsandMelts:N.ewTechniques

andApPlications(Trento,ltaly,July,2005)

A.Hayashi,T.Ishida,T.Minami,andM.Tatsumisago

Mechanochemicalsynthesisofsilverionconducting

glassesinthesystemAgI-Ag20-B203.

M.Tatsumisago(lnvitedlecture)

Electrochemicalpropertiesandlocalstructureoftin

borategrassesf6rIithiumsecondarybatteries .

GiuseppeDa互ba,PaoloFornasini,FrancescoRocca,

FrancescaMonti,T.Minami,andM.Tatsumisago

LocalstructuraldisorderandmobilityofAg↑ionsin

silverborateglassescontainingα 一AgIstabilizedat

roomtemperature.

口The15thlnternationalC◎nferenceonSolidState

lonics(Baden・Baden
,Germany,July,2005)

A.Hayashi

Deve!opmentofglass-basedsolidelectrolytesfbrall-

solid-statelithiumsecondarybatteries .

A,Hayashi,F.Mizuno,K.Tadanaga ,andM,Tatsumisago

Highlithiumionconductingglass-ceramicsinthe

systemLi2S-P2S5.

F.Mizuno,A,Hayashi,K.TadanagaandM .Tatsumisago



Highratepe㎡formancesofall-solid-statein/LiCoO2

cellswiththeLi2S-P2S5glass-ceramicelectrolytes.

T.Minami,A.Hayashi,andM.Tatsumisago(Keynote

lecture)

Recentprogressofglassandglass・ceramicsassolid

electrolytefbrlithiumsecondarybatteries.

F.Mizuno,T.Ohtomo,A,Hayashi,K.Tadanaga,andM.

Tatsumisago

Lithiumionconductingsolidelectrolytespreparedfrom

Li2S,elementalPandS.

T。Tezuka,K.TadanagaA.Hayashi,andM。

Tatsumisago

Preparationofprotonconductivecompositeswith

CsHSO4/CsH2PO4andphosphosilicategel.

M.Tatsumisago,T.Konishi,K.Tadanaga,andA.

Hayashi

Formationofelectrode-electrolyteinterfacebylithium

insertiontoSnS-P2S5negativeelectrodematerialsinal1-

solid・statecells.

A,Matsuda,N.Nakamoto,K,Tadanaga,T.Minami,and

M.Tatsumisago

OperationofPEFCusingcompositesheetscomposedof

phosphosilicategelsandthermallystableorganic

polymers.

■3rdlnternationalConferenceonMaterialsfor

AdvancedTechnologies(ICMAT2005)(Singapore,

July,2005)

M.Anpo(Keynotelecture)

Synthesisandcharacterizationandphotocatalytic

reactivityofTi-containingmicro-andmeso-porous

ZeOlitematerialS,

■The8thSPSJlnternationalPolymerConference

(Fukuoka,Japan,July,2005)

H.Haba,C.Kojima,A.Harada,andK.Kono

Synthesisofdendrimershavingtemperaturesensitive

propertles.

A.Kawamura,Y.Yoshioka,A.Harada,andK,Kono

Accelerationofenzymaticreactionoftrypsinthrough

theformationofwater-solublecompiexeswithblock

lonomer.

M.ShiraiandY.Horiguchi

PhotodegrationofArFresistpolymers .

H.Okamura,K.Shin,M。Tsunooka,andM.Shirai

Photocrosslinkingsystemusingmultifunctionalepoxy

crosslinkershayingre-disso置utionpropert量es.

K.Suyama,K.Fuke,andM.Shirai

Crosslinklngofpolymersbearingepoxygroupsby

usingquaternaryammoniumsaltsasphotobase

generators.

K.Suyama,M.Kubota,M.Shirai,andH.Yoshida

Degradationofcrosslinked・unsaturatedpolyestersin

sub・criticalwaterinthepresenceofadditives.

■XXIIInternationalConferenceonPhotochemistry

2005(ICP2005)(Queensland,Australia,July,

2005)

K,Mizuno(lnvitedlecture)

Diastereoselectiveprotonationofelectrondeficient

a艮kenesviaphotoinducedelectrontransfer.

MMatsuoka,T.Kamegawa,R.Takeuchi,andM.Anpo

PreparationandcharacterizationofMo/SiO2catalyst

anditsphotocatalyticactivityforthepreferential

oxidationofCOinthepresenceofH2at293K.

■13thIUPAClnternationalSymposiumon

OrganometallicChemistryDirectedTowards

OrganicSynthesis(OMCOS13)(Geneva,

Switzerland,July,2005)

K.Ikeshita,N.Kihara,andA.Ogawa

Reductionofthioacetalsbygallium(H)chloride.

■13thlnternatbnalWorkshoponSol・GelScience

andTechnology(LosAngeles,U.S.A.,August,

2005)

K.Tadanaga(lnvitedlecture)

Preparationandapplicationofnanocompositethinf皿ms

viasol-gelprocesswithhotwatertreatment

K.Takahashi,K.Tadanaga,A.Hayashi,M.Tatsumisago,

andA.Matsuda

Investigationofthermoplasticandthermosetting

propertiesofpoly(phenylsilsesquioxane)particles

preparedbytheso1-gelmethod.

N.Yamaguchi,K.Tadanaga,andM.Tatsumisago

PreparationofZn-AIlayereddoublehydroxidethin

filmsintercalatedwithorganicanionsbythesol-gel

processwithhotwatertreatment.

■EiuropaCat-V旺,theSeventhEuropeanCongresson

Catalysis(Sofia,Bulgaria,August,2005)

M.Anpo,M.Matsuoka,M.Kitano,andJ.M.Thomas

PhotocatalyticdecompositionofH20withaseparate

evolutionofH2andO2usingvisiblelight-responsive

TiO2thinfi[mphotocatalysts.

M.Matsuoka,T.Kamegawa,R.Takeuchi,andM.Anpo

LocalstructuresofM(》,V-oxldespeciessupportedon

variousoxidesandtheirphotocatalyticactivityfbrthe
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reductionofNOx(NO,N20)withCO.

Y.Hu,M.MatsuokaandM.Anpo

PhotocatalyticreductionofNOwithhydrocarbonson

Ti-,V-,andMo-MCM-41catalysts:Theoriginofthe

di丘erenceintheirreactivities.

M.Takeuchi,G.Martra,S,Coluccia,andM.Anpo

Investigationonthemechanismofthephoto-induced

hydroph且icconversiononTiO2surfacebynearinfrared

spectroscopy,

■lnternationalSymposiumonEcoTopiaScience

2005(ISETSO5)(Nagoya,Japan,August,2005)

M,Matsuoka,M.Kitano,M.Takeuchi,andM.Anpo

PreparationofvisiblelightresponsiveTiO2thinfilm

photocatalystsbymagnetronsputteringmethodand

theirphotocatalyticactivities.

■5thWorldCongressonOxidationCatalysis(5th

WCOC)(Sapporo,Japan,September,2005)

M.Matsuoka,T.KamegawaR.Takeuchi,andM.Anpo

PhotocatalyticpreferentialoxidationofCOinthe

presenceofH20nMo/SiO2catalystat293K.

■6thPacificRimConferenceonCeramicandGlass

Technology(PACRIM6)(Maui,USA,September,

2005)

M.AnpoandM.Matsuoka(Invitedlecture)

Designanddevelopmentofenvironmentally・friendly

photocatalyticeco-materialsusingsolarenergy,

■lnternationalFuelCeilWorkshop2005(Kofu,

Japan,September,2005)

H.Inoue,M.Shimada,T.Nakashima,S.Nohara,andC.

Iwakura

ElectrocatalyticactivityofnanocrystallinePt-Nialloy

catalystspreparedonNifbroxygenreductionreaction.

闘56thAnnualMeetingoftheInternationalSociety

ofEilectrochemistry(Busan,Korea,September,

2005)

H.Inoue,S.Takehara,S.Nohara,andC.Iwakura

Diffusibilityofoxygeninpo豆ymerhydrogelelectrolyte.

S.Nohara,K.Yoshikawa,H.Wada,H.Inoue,andC.

Iwakura,

Newelectricdoublelayercapacitorwithacidicpolymer

hydrogelelectrolyte.

■The2ndEiastAsiaSymposiumonFunctionalDyes

andAdvancedMaterials(Taipei,Taiwan,

September,2005)

H.Nakazumi(lnvitedLecture)

Developmentoffunctionalsquaryliumchromophores.
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M.Shirai,H.Nakazumi,H.Etoh,andY.Hyodo

Fluorescenceenhancementofsquaryliumdyesby

complexationwithcyclodextrin.

S.Hama,K.Hamakubo,S.Yagi,H.Nakazumi,andT.

Mizutani

PhasetransitionoftheMBBAliquidcrystaltochiral

nematicinducedbydopingwithzincbilinonesbearing

chiralauxiliaries.

■TheThirdlnternationalSymPosiumonlntegrated

Synthesis2005(ISIS・3)(Osaka,Japan,

September,2005)

S,Nagata,S.Kawaguchi,ANomoto,andA.Ogawa

Palladium-catalyzedhydrophosphinationof

tetraphenyldiphosphinetoa藍kynes.

Y.Ueta,A.Nomoto,andA.Ogawa

Anewentrytoaerobicoxidationusingmodified

vanadiumcomplexes.

■TheThlrdhternationalSymposiumonlntegrated

Synthesis2005(ISIS-3)(Osaka,Japan,

September-October,2005)

H.Maeda,K.Nishimura,K.Mizuno,M.Yamaji,J.

Oshima,andS.Tobita

PhotoreactionsofStilbenophanesTetheredbySilyl

Chains.

H.Mukae,H,Maeda,andK.Mizuno

ANovelIntramolecular[3+2]Photocycloadditionof

NaphthaleneDerivatives.

M。Ohashi,H.Maeda,andK.Mizuno

OxidativePhotodimerizationofConjugatedDienes

Catalyzedby9-Cyanophenanthrene.

■KIFEEWorkshoponEnvironment ,Einergyand

Materials(Kyoto,Japan,October,2005)

A,Hayashi

GlassyElectrodeMaterialsforAll-solid・state

RechargeableLithiumBatteries.

H.Inoue

ElectrodeMaterialsandElectrocatalystsforNi・MH

BatteriesandFuelCens

■2005'lnternationalSymposiumonGlassin

ConnectionwiththeAnnualMeetingofthe

lnternationalCommissiononGlass(Shanghai,

China,April,2005)

M.Tatsumisago(Invitedlecture)

PreparationofLithiumIonConductingGlassesand

Glass-CeramicsforAll-Solid・StateBatteries.

A.Matsuda,K.Kobayashi,T.Kogure,M.Sakai,K.



Tadanaga,T.Minami,andM.Tatsumisago

FormationofTitaniaNanosheetsonSiO2-TiO2GelFilms

withElectrlcFieldHotWaterTreatment.

■UPSPre-Symposiumon℃ynamicsatInterfaces"

(Sendai,Japan,October,2005)

H.Maeda(Invitedlecture)

Controlofreactionfieldsatsolid騨liquidinterfaceand

apP正icationtostereoselectivephotochemicalreactions.

■The12thlnternationalConferenceon

UnconventionalPhotoactiveSystems(UPS-12)

(Sendai,Japan,October,2005)

H.Maeda,K.Nishimura,K.Mizuno,M.Yamaji,J.

Oshima,andS.Tobita

Photoreactionsofstilbenophanestetheredbysilyl

chains.

■2005Korea-JapanSymposiumonFrontier

Photoscience"Photochemistryand

Nanotechnologジ(KJFP'05)(Busan,Korea,

October,2005)

M.Anpo(lnvitedlecture)

PhotocatalyticReactivityofPorousMaterials

IncorporatedwithTi-OxideSpeciesinTheirFramework

Structures.

M.Matsuoka,R.Takeuchi,T.Kamegawa,andM.Anpo

PreferentialOxidationofCOwithO2inthePresenceof

H20nMo・oxidePhotocatalystsHighlyDispersedon

Sio2.

K.Mizuno,K.Nishimura,H.Maeda,M.Yamaji,J.

Oshima,andS.Tobita(lnvitedIecture)

Photoreactionsofstilbenophanestetheredbysiiyl

chains

H.Maeda,T。Maeda,K.Mizuno,K.Fujimoto,H.

Shimizu,andM.Inouye

Highlyemissivepyreneshavingsilylethynylgroups.

H.Mukae,H.Maeda,andK.Mizuno

Highlyefficientandregioseiectiveintramolecular

photocycloadditlonbyuseofmicroreactor.

furanderivatives.

M.Ohashi,H.Maeda,K.Mizuno

Oxidativephotodimerizationofconjugateddienesvia

photoinducedelectrontransfer.

K.Suyama,H.IriyamatM.Tsunooka,andM.Shirai

Sensitizedphotoreactionofpendantcarbamoyloxyimino

groupsat366nrnanditsuseincrosslinkingof

oligomers.

T.Ohba,D.Nakai,K.Suyama,andM.Shirai

Photo-cross正inkingofpoly(glycidylmethacrylate)using

multi-functionalphotobasegenerators.

K.Mitsukura,H,Okamura,andM.Shirai

SynthesisandcharacterizationofUVcuringmaterials

havingredissolutionproperties.

T.Ohba,D.Nakai,K.Suyama,andM.Shirai

Redissolutionofphotocrosslinkablepolymersusing

photobasegenerators.

■20051nternationalMicroprocessesand

NanotechnologyConference(Tokyo,Japan,

October,2005)

MShirai,M.Manabe,S.Tsuji,andT.ItaIli

Epoxy-containingArFresistswithnarrowmolecular

weightdistribution.

T.Ogata,S.Furuya,M.Takashiba,Y.KinoshitatH.

Hada,andM.Shirai

LowEachemicalamplificationresistsfor193nm

Iithography.

■RadTechEurope2005(Barcelona,Spain,October,

2005)

M.Shirai,

Re-workableUVcuringsystem.

J.Lalevee,X.Allonas,J.P.Fouassier,H.Tachi,A.

Izumitani,M.Shirai,andM.Tsunooka

O-Acyloximephotobases:photochemicalproperties,

tripletsensitizationandefficiencyofbasef6r皿ation.

N,Nishitsuji,M。Iida,H.Maeda,andK.Mizuno

Stereocontrolinphotoallylationofelectron-deficient

alkenesbyal互yltrimethylsilanes.

R.Hiranabe,H.Maeda,andK.Mizuno

Intramolecularphotocycloadditionofstilbazole

derivativestetheredbysilylchains.

■20051nternationalChemicalCongressofPacific

BasinSocieties(PACIFICHEM2005)(Honolulu,

USA,December,2005)

M.Kitano,M.Takeuchi,M.Matsuoka,J.M.Thomas,

andM.Anpo

Photocatalyticwatersplittingusingvisiblelight-

responsiveTiO2thinfilmphotocatalysts.

Y.Tachibana,H.Maeda,andK.Mizuno

Diastereoselectivephotocycloadditionbetween2,3-

naphtha豆enedicarboxylateswithchiralsubstituentsand

R.Takeuchi,T.Kamegawa,M.Matsuoka,andM.Anpo

TheseiectiveeliminationofCOwithO2inthepresence

ofH2usingMo/SiO2photocatalysts.
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H.Chen,M.Matsuoka,andM.Anpo

InvestigationsontheeffectofMnionsonthelocal

structureandphotocatalyticreactivityofCu(1)・ZSMs

catalysts,

Y.Hu,NWada,andM.Anpo

Photo-assistedsynthesisofV-,Ti-containingMCM-41

underUVlightirradiationandtheirreactivitiesforthe

photooxidationofpropane.

T.Kamegawa,T.Sakai,M.Matsuoka,andM.Anpo

Stableincorporationof(η6・arene)tricarbonylchromium

complexeswithintheframeworkstructureof

phenylene-bridgedhybridmesoporousmaterialsand

theircatalyticactivities.

K.Mizuno(lnvitedlecture)

Stereoselectivityinthephotocycloadditionofalkenesto

aromaticringsassistedbyhydrogenbonding。

Y.Makita,N.Kihara,A.Ogawa,andT.Takata

pointchiralityandplanarchiralityinrotaxane

Y.Ueta,A.Nomoto,N.

Oxidationofalcohols

mOlecularoxygen

Kihara,S.Yano,andA.Ogawa

usingvanadiumcatalystwith

K.Kono

Preparationoftemperature-responsiveliposomesbyuse

ofthermosensitiveamphip止1ilicblockcopolymers.

T.Takahashi,C.Kojima,A.Harada,andK.Kono

Preparationofefficientgenecarriersusinga

polyamidoaminedendron-bearinglipid.

N、Sakaguchi,K.Koiwai,C.Kojima,A.Harada,andK.

Kono

GenedeliverymediatedbycomplexesofpH-sensitive

fusogenicpolymer-modifiedliposomesandlipoplexes.

H.Maeda,H.Nakagawa,H.Miyamoto,M.Yamamoto,

andK.Mizuno

TiO2。catalyzedphotooxygenationofarylalkenesand

arylcyclopropanesinthepresenceofMg(ClO4)2.

Y.Tachibana,H.Maeda,andK.Mizuno

Diastereoseiectivityinthephotocycloadditionoffuran

derivativestonaphthalene-2,3。dicarboxylates.

H.Haba,C.Kojima,A.Harada,andK.Kono

Synthesisofdendrimersthatexhibittemperature

sensitivepropertles.

A.Harada,M.Kawamura,T.Matsuo,T.Takahashi,and

K.Kono

Designofhead-taiitypecationicblockcopolymeras

nOVelgeneVeCtOr

H.Okamura,A.Kawaue,andM.Shirai

Photocrosslinkableepoxypolymersbearingsulfonate

esterunitsandtheirred至ssolutioninwaterbythermaI

decrosslinking.

R.Ii,N.Kihara,andA.Ogawa

Synthesisandpropertiesofny工on-0,2

S.Nagata,M.Matsumoto,A.Nomoto,N.Kihara,andA.

Ogawa

Transition-metal-catalyzedhydrophosphinationof

alkyneswithtetraphenyldiphosphine.

A.Kawamura,A.Harada,M.Iijima,andK.Kono

Preparationofsurfacereactivecore-shelltypenanひ

associatesentrapPingenzymesinthecore

N.Takenaka,H.Yoshikawa,K.Okitsu,andH.Bandow

Measurementoftraceamountsofammoniainthe

atmospherebyusinganairdraggedaquamembrane

denuderandafluorescencedetection.

M.Hiroi,Y.Oro,N.Takenaka,andH.Bandow

Selectiveandcontinuousmeasurementmethodoftrace

amountsofHONOintheatmosphere.

M.Kajitani,A.Nomoto,N.Kihara,andA.Ogawa

Transition・metaLcata玉yzedthiolativecarbonylationof

aHeneswithcarbonmonoxideandthiols.

Y.Kojo,A.Nomoto,N.Kihara,andA.Ogawa

P}lotoinducedcarboxylationofalkylhalideswithCO2

mediatedbySmI2.

S.Tsukamoto,N.Kihara,andA.Ogawa

Design,synthesisandpropertiesofthecatalystf6rthe

hydrolysisofamide,

K.Ikeshita,N.Kihara,A.Ogawa

Reductionofthioacetalbygalliumdichloride.

ToT.Hien,LeT.Thanh,T.Kameda,N.Takenaka,and

H.Bandow

Policyclicaromatichydrocarbonsintheatmospheric

airborneparticleatsomesitesinHoChiMinhCity,Viet

Nam.

T.Kameda,N.Takeshi,C.E.Stavarache ,H.Bandow,N.

Takenaka,K.Okitsu,andY.Maeda

Reductionofcarcinogeniccompoundsindleselengine

exhaustbyusingbiodieselfuel.

1.Kurisaka,K.Okitsu,N.Takenaka,H.Bandow,andY.

Maeda

Mechanismforsonochemicalreductionofnoblemeta1
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ionsinaqueoussolution.

B.Nanzai,T.Kameda,K,Okitsu,N.Takenaka,H.

Bandow,andY.Maeda

Sonochemicaldegradationofmonocyclicaromatic

compoundsinaqueoussolutions.

K,Asano,T.Kameda,K.Inazu,N.Takenaka,andH.

Bandow

Newermethodf6restimationoftherateconstantsf6r

theradical-initiatedreactionsoflow-volatileorganics.

■The12thChina・JapanBilateralSymposiumon

lntelligentElectrophotonicMaterialsand

MolecularElectronics(SIEMME「2)(December,

2005,Jiangshu,China)

K,Mizuno,H,Maeda,T.Maeda,K.Fujimoto,H.

Shimizu,andM.Inouye(lnvitedlecture)

Alkynylpyrenesasimprovedpyrene-basedbiomolecular

probes.

■PacificPolymerConferenceIX(PPC9)(Lahaina,

Hawaii,USA,December,2005)

K,Suyama,K.Fuke,andM.Shirai

Photochemicalformationoftertiaryaminefrom

quaternaryammoniumsaltsanditsuseinphoto-

cross豆inkingofpolymers.

■AGUFallMeeting2005(SanFrancisco,USA,

Oecember,2005)

Y.J.Kajii,A.Yoshino,S.KatoandY.Sadanaga

DiagnosisofUrbanAirQualitybyOHRactivity

Measurement.
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■ テ クノマ ー ト大阪2005(1月,大 阪)

川村邦 男(依 頼 講 演)

オ リゴペ プチ ドの合成 方法 及び そ の装 置

■光触媒環境浄化研究会in九 州(1月,福 岡)

安保正一(招 待講演)

酸化チタン光触媒の実用化と最新の研究動向

■有機合成化学協会中国四国支部第57回 パネル討論会(1月,

島根)

水野一彦(招 待講演)

有機光化学反応における立体制御はどこまで可能か

■第14回 光 反応 ・電子 用材 料研 究会 講座(1月,東 京)

白井正 充

微細 加 工用 フ ォ トレジス ト材料 の新 展 開

要 旨集,1-4.

■NEDO技 術開発機構 産業技術研究助成事業 研究助成事業

成果報告会(1月,東 京)

原田敦史,飯 島道弘,長 崎幸夫

内核に酵素反応場を有するコアーシェル型ナノ組織体の

設計と高性能リアクターとしての展開

■第15回 大気 化学 シ ンポ ジウム(1月,豊 川)

吉 野 彩 子,定 永 靖 宗,渡 邉 敬 祐,加 藤 俊吾,宮 川 祐 子,

井 手 口真 澄,JeeranutSuthawaree,松 本 淳,西 山綾香,

秋 山成樹,梶 井克 純

OHラ ジカル寿命 観測 に よる都市 大気 質の 診断

研 究集 会講 演集169-172.

吉 岡篤 史,宮 本和 明,定 永靖 宗,加 藤 俊吾,梶 井克純

LIF法 を用 いた大 気中HOxラ ジカル濃 度測定 装 置 の開発 及

び実大気 測 定へ の応用

研 究集 会講 演集173-175.

■分子科学研究所研究会 大気科学における不均質系の分子

科学(1月,岡 崎)

竹中規訓(依 頼講演)

凍結濃縮による化学反応促進機構

研究集会要旨集37-3&

■高分子同友会講演会(2月,大 阪)

中澄博行

機能性色素の最近の応用展開と今後の展望

●日本 化学 会第85春 季年会(3鳳 横 浜)

山 口奈緒子,忠 永清 治,辰 巳砂 昌弘

ゾ ル ーゲ ル法 に よって作 製 したZn-Al層 状 複水 酸化 物 薄膜

へ の温水 処 理 に よ るベ ンゼ ンカ ルボ ン酸 類 の イ ンター カ

レー シ ョン反応

講演 予稿 集,2A4-03.

安 藤大 介,山 口奈緒 子,忠 永清 治,辰 巳砂 昌 弘

温 水処 理 を伴 うゾル ーゲ ル法 に よ るマ グネ シ ウム・アル ミ

ニ ウム層状 複水 酸化 物 薄膜 の作 製

講演 予稿 集,2A4-05.

林 晃敏,北 浦 弘和,水 野 史教,辰 巳砂 昌弘

メ カ ノケ ミカル法 に よ る リチ ウ ムニ 次 電 池負 極 用SnOナ

ノ粒 子 の合 成

講演 予稿 集,2H2-32.

忠永 清 治,道 脇 良樹,手 塚照 明,林 晃 敏,辰 巳砂 昌弘

プ ロ トン伝 導性 ホス ホ シ リケー トゲ ル ーポ リイ ミ ド複 合

体膜 を用 い た燃料 電池 の 室温 か ら180℃ お ける発 電特性

講演 予稿 集,2H242.

林 晃敏,南 圭 一,水 野 史教,辰 巳砂 昌弘

Li2S-P2S5系 溶融 急 冷 ガ ラス か らの 高 リチ ウム イ オ ン伝 導

性結 晶 の析 出

講演 予稿 集,2H2-45.

忠永 清治,奥 野真 司,手 塚 照 明,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

DMFCへ の応 用 に向 け た プ ロ トン伝 導性Nafion⑪ 一ガ ラス

ペ ーパ ー複合 体膜 の作 製

講演 予稿 集,2H2-46.

森 田晃 充,忠 永 清治,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘,藪 内 尚哉,

楠 田英 史

ゾ ル ー ゲ ル 法 に よ る ポ リ マ ー 基 板 状 へ の3-

glycidoxypropyltrimethoxysilane系 無機 一有機 ハ イブ リ

ドコー テ ィ ング膜 の作 製 と表 面濡 れ性

講演 予稿 集,1H4-44.

高橋 賢 司,忠 永 清治,林 晃 敏,辰 巳砂 昌弘

ゾル ーゲ ル法 に よ る ジ フェ ニ ル シロ キサ ン ーチ タニ ア系

微粒 子 の作 製 と特性 評価

講演 予稿 集,1H445.

忠 永清 治,大 崎 栄治,辰 巳砂 昌弘

テ トラエ トキ シ シラ ン と フェ ニ ル ジエ タ ノー ル ア ミンで

化 学 修 飾 したチ タ ンテ トラブ トキ シ ド用 い た シ リカ ーチ

タニ ア薄膜 の作 製 と微細 パ ターニ ング

講演予 稿 集,1H4-46.

患 永清 治,齋 尾 崇,辰 巳砂 昌弘

シ リカ系 薄膜 を コー テ ィン グ した ガ ラス 基板 の キ ャラ ク

タ リゼー シ ョン

講演 予稿 集,2H4-07.

林 晃敏,中 川 秀介,森 島秀樹,忠 永清 治,辰 巳砂 昌弘

メ カ ノケ ミカル法 に よ り作 製 したSnO-P205系 低 融性 ガラ

ス の熱 的評価

講演 予稿 集,2H408.
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林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

全 固体 リチ ウムニ 次電 池用 ガ ラス材 料 の 開発

講演 予稿 集,2L4-43.

松 岡 雅也,武 内 留 美,亀 川 孝,安 保 正 一,Stanislaw

DZWIGAJ,MichelCHE

VSiβ ゼ オラ イ トの キ ャ ラ ク タリゼ ー シ ョ ンとその 上で の

COに よるNOxの 光触 媒還 元 反応

講演予稿 集,2B435

北野政 明,竹 内雅 人,松 岡雅也,安 保 正一

マ グネ トロ ンス パ ッタ法 に よ り作 製 した酸 化 チ タ ン薄膜

の光電気 化学特 性

講演予稿 集,2B4-34

武内留美,亀 川 孝,松 岡雅也,安 保正一

各種酸化物上に高分散担持したMoお よびV酸 化物種の光

触媒反応特性

講演予稿集,3B4-16

松本英之,竹 内雅 人,安 保正 一

マ グネ トロンスパ ッタ法 に よ り作製 したPt/Tio2ナ ノ コ ン

ポ ジ ッ ト薄膜 の ホ トル ミネ ッセ ンス と光 誘起 超 親 水化 特

性

講演予稿 集,IHI-30

出 口順一,竹 内雅 人,安 保正 一

酸化 チ タ ン光 触 媒上 で の アセ トア ル デ ヒ ド分解 反 応 にお

よぼす水 添加 の影響 一 重水 を用 い る反 応機構 の検 討 一

講演予稿 集,3B4-07

胡 芸,松 岡雅也,安 保 正 ～

Ti-,v、Mo-McM-41上 での プ ロパ ンによ るNoの 光触 媒還

元反応 にお ける相違 とその原 因

講演予稿 集,2B4-48

永井靖人,胡 芸,松 岡雅 也,安 保 正 一

V含 有 メソ多孔 質 シ リカ上 で のNOに よ るCH4の 部 分酸 化

反応

講演 予稿集,3B4-38

亀 川 孝,武 内 留美,松 岡雅 也,安 保 正一

In-situFT-IR法 に よ るVお よ びMo担 持触 媒 上 でのCO共 存

下のNO光 触 媒 分解 反応機 構 の検 討

講演 予稿集,2PA-035

竹 内雅人,Gianmario,Martra,Salvatore,Coluccia,安

保正 一

近赤 外吸 収 スペ ク トル測 定 に よる酸 化 チ タ ン表 面 へ の水

分子 の光吸 着挙動 の検 討

講演予稿 集,3B4-30

村 川 卓,前 多 肇,松 村 昇,水 野一彦

シクロ プ ロペ ンチ オ ンお よ び シ クロ プ ロペ ニ ル カチ オ ン

の合 成化 学 的応 用

講演 予稿 集,1B2-14.

垣 内 直 樹,前 多 肇,水 野 一 彦

2,11一 ジ シ ラ[3.3]メ タ シ ク ロ フ ァ ンの 光 反 応 性

講 演 予 稿 集,1C5-30.

竹 中啓起,前 多 肇,水 野 一彦

水 素 結 合 を利 用 す る シ アノ ナ フ タ レ ン誘 導 体 と ビニ ルエ

ー テル との立体 選択 的光 環化 付 加反 応

講演 予稿 集,ID408.

橘 裕 己,前 多 肇,水 野一 彦

フ ラ ン誘導 体 とシ ア ノナ フ タ レ ン類 との 光環 化付 加 反 応

にお け るジ アステ レオ選択 性 の制 御

講 演予 稿 集,1D4-16.

平 鍋 隆一郎,前 多 肇,水 野 一彦

ケ イ素官 能 基 を もつ スチ ル バ ゾ ー ル誘 導体 の光 反応 と光

化 学 的性 質

講 演予稿 集,1D4-28.

前 多 肇,前 田智 広,水 野 一 彦,藤 本和 久,清 水 久夫,

井 上将彦

シ リル基 お よび アル キニ ル 基 を もつ ナ フ タ レ ンお よび ピ

レ ン誘導 体 の光化 学的特 性

講演 予稿 集ID4-38.

迎 弘文,前 多 肇,水 野 一彦

マ イ ク ロ リア ク ター を用 い る分 子 内(2+2)光 環化 付 加

反応 の反 応効 率 と選 択性 の 制御

講演 予稿 集2D4-06.

大橋 万紀,竹 中啓起,前 多 肇,水 野一 彦

光誘 起 電 子 移動 を経 由 す る9一シ ア ノ フェ ナ ン トレ ン誘 導

体 の光還 元反 応 にお ける立 体選 択性

講演 予稿 集,2D4-09.

漆 原聖平,村 上 賢志,前 多 肇,松 村 昇,水 野 一彦

ピ レ ン環 を導入 した新 規 テ トラ アザ チ アペ ンタ レン誘 導

体 の合成 とその性 質

講演 予稿 集,2PC-128.

西辻 七菜,前 多 肇,水 野 一 彦

ア リル シ ラ ン類 を用 い る電 子 不足 ア ルケ ンの光 ア リル 化

反応 にお ける ジアス テ レオ選択 性 の制 御

講演 予稿 集,3D429.

松村 昇,辻 康 人,前 多 肇,水 野 一彦

14族 元 素 を含 む環状 π電子 系 化合 物 の合 成 とその性 質

講演 予稿 集,3PA-039.

清 水 久 夫,藤 本和 久,井 上 将彦,前 田智 広,前 多 肇,

水 野一 彦

高 蛍 光量 子 収 率型 アル キ ニ ル ピ レンを用 い る生体 分 子 の

蛍 光修 飾

講演 予稿 集,4G6-28.

前多 肇(招 待講演)
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ケ イ素 の特 長 を活 か した 光化 学(特 別企 画 「有機 光 化 学

の新展 開 一 生 命 お よび未 来材 料へ の ア プロー チー 」)

特 別企 画予 稿集,11-14.

ルイス酸性部位とルイス塩基性部位を併せ持つ加水分解

触媒の設計、合成と性質

講演予稿集,3G7-07.

濱 晋 平,八 木繁幸,濱 窪 勝 史,中 澄博 行,水 谷 義

キ ラル 補助 基 を有す る亜 鉛 ビ リノ ンの ドー プ に よるキ ラ

ルネ マ テ ィッ ク液 晶の 誘起

講演予 稿集,3F5-27.

江 副 正之,辻 元 英孝,八 木繁 幸,中 澄 博行

ジア リー ル尿 素 骨格 を付 与 した ポ ル フ ィ リ ン誘 導体 に よ

る ビオ ロゲ ンの分 子認 識

講演 予稿 集,3F6-46.

林 寿樹,平 岡 崇志,藤 原秀紀,杉 本 豊成,中 澄 博行

エ チ レ ンジチ オ テ トラチ ア フルバ レノキ ノ ンー1,3一ジチ オ

ー ル メチ ドのセ レン誘導体 を用 いた磁 性伝 導体

講演 予稿 集,4G4-01

白井美 希,衛 藤 広行,八 木繁 幸,中 澄 博行

錯 形 成 に よ って 蛍光 増 幅 す るス クア リ リウ ム色素 のホ ス

トに よる影 響

講演予 稿集,3H609.

園 山幸司,八 木繁 幸,中 澄 博行,上 原 赫,木 ノ下 英樹,

阿部康 夫,浅 越 圭介,吉 川 遙

新 規 な非対 称 型 ス ク ア リ リウ ム系 色 素 の合 成 と光電 変換

素子へ の応 用

講演 予稿 集,3H6-10.

宇野 高明,太 田大志,八 木 繁幸,中 澄 博行

オ リゴチ オ フ ェ ンを π共 役 スペ ー サー とす る新規 なス ク

ア リリウム系 色素 の合 成 と光学特 性

講演 予稿 集,3H6-11.

中作 悠樹,八 木繁 幸,中 澄博 行

ス クア リ リウ ム発色 団 を基 本骨格 とす る新規 なパ イ電 子

系 の構築

講演 予稿 集,3H6-25.

光吉邦哲,木 原伸浩,小 川昭弥

位置選択的アシル化反応場の設計と合成

講演予稿集,3G7-0&

李 志芳,木 原伸浩,小 川昭弥

希土類金属光還元系を用いる選択的炭素一炭素結合生成

反応

講演予稿集,3B3-08.

伊 井理 恵,木 原伸 浩,小 川 昭弥

ナ イ ロンーO,2の合成 と性質

講 演 予稿 集,2B7・41.

池 下敬 一 郎,木 原伸 浩,小 川昭 弥

塩 化 ガ リウム(H)を 用 い たチ オ アセ ター ルの反 応

講 演予稿 集,2C2-1α

小池佳史,木 原伸浩,小 川昭弥
一酸化窒素を用いた芳香族化合物への含窒素官能基導入

講演予稿集,IC3-35.

牧 田佳 真,木 原伸 浩,小 川 昭弥,高 田十 志和

面 不斉 を有 す る ロタキサ ンの不 斉合 成

講i演予稿 集,3F5-45.

笹 部久 宏,木 原 伸浩,水 野 一彦,小 川昭 弥,高 田十志和

ア ルキ ンの ヒ ドロ シ リル化 反 応 に よる擬 ロ タキ サ ンの新

規 末端 封鎖 法

講演 予稿 集,3F5-46.

笹 部 久 宏,木 原 伸 浩,古 荘 義雄,水 野 一 彦,小 川 昭 弥,

荒 木保 幸,伊 藤 攻,高 田十志和

[60]フ ラー レン、 ポル フ ィ リン、 お よび フ ェロ セ ン部位

を有す る[2]ロ タキサ ンの合成 、構 造 、性 質

講 演予 稿集,3F5・47.

小川 雄太 郎,江 副 正之,南 徹,八 木繁幸,中 澄 博行

ジァ リー ル尿 素 連 結型 亜 鉛 ポ ル フ ィ リン ーア ン トラセ ン

ダイァ ッ ドにお ける分 子 内励 起 エ ネルギ ー移動

講演 予稿 集,3PA6016。

小城優 相,原 戸奈 美,木 原伸 浩,小 川昭弥

二酸 化 炭素 共 存 下 、サ マ リウ ム光 反応 系 に よ るア ルキ ル

ハ ラ イ ドの還 元

講演 予稿 集,3B3-07、

梶谷 美奈子,木 原伸 浩,小 川昭弥

遷移 金属 触 媒 存在 下 チ オ ー ル と一酸 化炭 素 に よる ア レ ン

類 の カル ボニ ル化反応

講演予 稿集,3B3-14,

塚本俊介,木 原伸浩,小 川昭弥

井 狩芳 弘,木 原 伸浩,小 川 昭弥,高 田十 志和

ポ リカテ ナ ンの合成(2).結 合切 断 反応 の 開発

講 演予 稿 集,3PA-094.

上 田幸 弘,神 谷 育代,木 原 伸浩,矢 野重 信,小 川昭 弥

バ ナ ジウム触媒 を用 いた アル コー ル類 の酸 素酸 化法

講演予 稿 集,1A6・10,

竹中規訓,高 山香代子,末 兼 博,廣 井 誠,坂 東 博

液滴乾燥の化学一雲滴組成からエアロゾル組成の推定

講演予稿集,2H1-2&

廣 井 誠 小路 喜朗,寺 田英敏,竹 中規 訓,坂 東 博

都 市 大 気 にお け る[NOx]一[NO]中 に存 在 す るHONO

の割合 の調 査

講 演予稿 集,2H1-31
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亀田貴之,稲 津晃司,久 松由東,竹 中規訓,坂 東 博

大気浮遊粒子中ニ トロ化多環芳香族炭化水素濃度の高時

間分解能測定

講演予稿集,2Hl-32.

後藤 優 介,磯 崎 涼 子,定 永 靖 宗,松 本 淳,加 藤 俊 吾,

梶井 克純

化 学増 幅法一 レーザ ー 誘起 蛍 光 法 を用 い たペ ル オ キ シ ラ

ジカル の測 定装 置 のモ デ ル に よる評価

講演 予稿 集,2H1-37.

渡邉敬祐,定 永靖宗,吉 野彩子,加 藤俊吾,松 本 淳,

梶井克純

大気中OHラ ジカルの寿命測定装置の開発および都市大気

中OHラ ジカル寿命測定

講演予稿集,2H1・38.

宮本和 明,吉 岡篤 史,定 永 靖 宗,加 藤 俊吾,梶 井 克純

レーザ ー誘 起 蛍 光法 に よ る対 流 圏HO.ラ ジ カ ル測 定装 置

の改 良

講演 予稿集,2Hl-39.

中尾壮 志,亀 田 貴之,CarmenStavarache,竹 中規 訓,

坂 東 博

内燃機 関 にお け るバ イオ デ ィ ーゼ ル燃 料 及 び軽 油 の燃 焼

排気 性状比 較

講演予稿 集,2H1-49.

浅野耕平,亀 田貴之,竹 中規訓,坂 東 博

大気中残留性有機汚染物質と大気中ラジカル種との反応

速度定数の推定

講演予稿集,2H1-50.

栗阪伊津 也,興 津健 二,竹 中規 訓,坂 東 博,前 田泰 昭

超音波 に よる金ナ ノ粒 子の 調整 とその 生成 機構

講演予稿 集,1PA-199.

南斎 勉,興 津 健 二,竹 中規 訓,坂 東 博,前 田泰 昭

芳香族系 界面 活性剤 の超音 波分 解

講演予稿 集,IPA-202.

■第88回 ニ ューガ ラス研 究会(3月,大 阪)

忠永清治

ゾ ル ーゲ ル法 に よる擾 水 お よび親 水 性 コー テ ィ ング膜 の

形成 と応 用

■第28回京都窯業基礎科学懇談会(3鳳 京都)

森島秀樹,林 晃敏,忠 永清治,辰 巳砂昌弘

リチウムイオン伝導性イオンガラスの作製 とイオン性液

体との複合化

講演予稿集,&

ロ日本 セラ ミ ックス協 会2005年 年会(3月 ,岡 山)

山口奈 緒子,忠 永清 治,辰 巳砂 昌弘

温水 処理 を伴 うゾ ル ーゲ ル法 に よ る ドデ シ ル硫酸 イオ ン

をイ ンター カレー トしたZn-Al層 状 複水 化物 薄 膜の作 製

講演予 稿 集,253(3HO9).

■第21回機能性ホストゲス ト研究会(3月 ,東京)

八木繁幸,濱 晋平,渡 窪勝史,中 澄博行,水 谷 義

光学活性らせん分子によるキラルネマティック液晶相の

誘起

江副正之,辻 元英孝,八 木繁幸,中 澄博行

機能性官能基を付与したポルフィリン誘導体によるビオ

ロゲンの分子認識

■電 気化学 会 第72回 大 会(4月,熊 本)

忠 永清 治,道 脇 良樹,手 塚 照明,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

ホス ホ シ リケ ー トゲ ル ーポ リ イミ ド複 合 体電 解 質 膜 を用

いた燃料 電 池の 室温 か ら180℃ にお ける特性 評 価

講i演要 旨集,194(3F22).

手塚照 明,忠 永 清治,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

CsHSO4ま た はCsH2PO4と ホ スホ シ リケ ー トゲ ルか ら作 製

した プ ロ トン伝 導性複 合体 の特性 評価

講 演要 旨集,195(3F23).

林 晃 敏,大 友 崇督,水 野史教,忠 永清 治,辰 巳砂 昌弘

リチ ウムイ オ ン伝 導性Li2s-P2s5-P205系 ガ ラス セ ラ ミック

固体電 解 質の作 製 と特性 評価

講演 要 旨集,309(1K10).

原 山貴司,水 野史教,林 晃敏,辰 巳砂 昌 弘

Li2S-P2S系 ガ ラス とジ オー ル類 か ら作 製 した ハ イ ブ リ ッ

ド電解 質 の リチ ウム イオ ン伝 導性

講演 要 旨集,310(IKII).

鈴 木章弘,水 野 史教,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

メ カノケ ミカル法 に よ るCoO-P205系 非 晶 質負極 材 料 の作

製 と全 固体 リチ ウ ムニ 次電 池特性

講演 要 旨集,310(1K12).

■第38回 固体イオニクス研究会 「中温作動形燃料電池用電解

質」(4月,京 都)

辰巳砂昌弘,忠 永清治

無機ベース複合系電解質膜の研究開発

講演要旨集,4246.

■第54回 新電池構想部会(4月,東 京)

辰巳砂昌弘

硫化物系固体電解質材料を用いた全固体リチウムニ次電

池

講演会テキス ト,22-28.

璽高機能光触媒の創製と応用技術研究会第18回講演会(4月,

大阪)

忠永清治

ゾルーゲル法による酸化物薄膜のナノ構造制御と光触媒

への応用

講演要旨集,9-13.
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■大阪府立大学ものづくり後継者育成特修塾(4月,大 阪)

松岡雅也,竹 内雅人,安 保正一

光触媒の基礎とその実用化への課題 一可視光応答型の酸

化チタン光触媒の創製一

■高分子同友会講演会(4月,大 阪)

白井正充

感光性分子材料の合成とその応用技術の進歩

■第7回 表面 処理 技術 セ ミナ ー(4月,大 阪)

白井 正充

微細 加工 用 フ ォ トレジス ト材料 の精密 合成

要 旨集,23-32.

■第66回 分析 化学 討論 会(5月,北 見)

八尾 俊男,寺 谷 武,川 村 邦 男

カー ボ ンナ ノチ ュー ブ 電極 の電 気化 学 特性 と酵 素 セ ンサ

要 旨集,31.

■ テク ノパ ワーinOSAKA2005(5月,大 阪)

川村 邦 男(依 頼 講演)

オ リゴペ プチ ドの合 成方 法 及び その装 置

■KRlワ ー ク シ ョ ップ'05(5月,京 都)

辰 巳砂 昌 弘

非 晶 質 ベ ース 固体 電解 質 材料 の開 発 と全 固体 電 池へ の応

用

■第54回 高 分子 学会 年次 大会(5月,横 浜)

陶 山寛志,福 家一 浩,白 井 正充

カル ボキ シ レー トを対 アニ オ ン とす る第4級 ア ンモ ニ ウム

塩型 光塩 基発 生剤 を利用 した光 ・熱 架橋

講演 予稿 集,54,588,

岡村 晴之,松 盛亮 典,白 井 正充

i線利用可 能 な新規 光酸 性発 生剤 とその架橋 系へ の応用

講演 予稿 集,54,1360.

満倉 一行,岡 村 晴 之,宮 坂 昌宏,白 井 正充

ア セ ター ル結 合 部位 を有 す る多 官 能 メ タ ク リル モ ノマ ー

の合 成 とその 光 ・熱硬化 お よび熱分解

講演 予稿 集,54,1361。

大場 忠裕,中 居 大 輔,陶 山寛志,白 井 正 充

エ ポ キ シユ ニ ッ トとス ルホ ン酸 エ ス テ ルユ ニ ッ トを側鎖

に有 す るポ リマ ー の合 成 と光 塩 基発 生 剤 を用 い た光 架橋

お よび再 可溶化

講演 予稿 集,54,1362.

岡村 晴之,新 嘉津 夫,白 井正 充

新 規 多官 能エ ポ キ シ ドを用 いた再 可 溶化型 光架橋 系

講演 予稿集,54,1363.

陶山寛志,久 保田将文,吉 田弘之,白 井正充

亜臨界水処理を利用した不飽和ポリエステル硬化樹脂の
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分解

講演 予稿 集,54,1940.

東野庸平,原 田敦史,河 野健司

疎水性アミノ酸を末端に結合 したポリアミドアミンデン

ドリマーの合成とその温度感受性

西本 豊,原 田敦 史,金 岡鐘 局,青 島 貞 人,河 野健 司

レセ プ ター との相 互 作 用 を温 度 制 御 で きる イ ンテ リジェ

ン ト型 リボ ソー ム の設計

尾沢敏明,原 田敦史,金 岡鐘局,青 島貞人,石 坂幸人,

河野健司

温度感受性高分子で修飾 したリボソームの抗がん剤放出

挙動

羽場康弘,原 田敦史,河 野健司

種々のアルキルアミド基を末端に有するデンドリマーの

合成とその温度感受性

吉 岡 由里子,河 村 暁文,原 田敦 史,河 野健 司

PEG一 ポ リカ ルボ ン酸 ブ ロ ック共 重 合 体 との コ ンプ レッ

クス形 成 に よる トリプ シ ンの酵 素反 応促 進

松尾 高志,川 村 真教,原 田敦 史,河 野健 司

ヘ ッ ドーテ イル型 ポ リ カチ オ ンベ ク ター の設 計 〔1〕 ヘ

ッ ドーテ イル型 ポ リカチ オ ンブ ロ ック共 重合 体 の合成

川村 真教,松 尾 高志,原 田敦 史,河 野健 司

ヘ ッ ドーテ イル型 ポ リ カチ オ ンベ ク ターの 設 計 〔2〕:ポ

リ カチ オ ンブ ロ ック共重 合体 とDNAと の コ ンプ レ ックス

形成 評価

上仁 邦 夫,原 田敦 史,河 野健 司

コア安 定化 高 分子 ミセ ル を一成 分 と したsemiIPNゲ ルの

調 製

■日本希土類学会第22会 希土類討論会(5月 ,大 阪)

小城優相,小 川昭弥,木 原伸浩

二酸化炭素共存下、サマリウム光反応系によるアルキル

ハ ラ イ ドの還元

講演 予稿 集,2C20.

■第5回遺伝子 ・デリバリー研究会シンポジウム(5月 ,東京)

高橋俊成,児 島千恵,原 田敦史,河 野健司

ポリアミドアミンデンドリマー脂質を用いた遺伝子ベク

ターの調製とその遺伝子導入活性

坂口奈央樹,小 岩井一倫,児 島千恵,原 田敦史,河 野健

司

微粒子型融合性リポソームーリポプレックス複合体の遺伝

子導入

璽第53回 質量分析総合討論会(5月 ,埼玉)

定永靖宗,谷 本浩志,猪 俣 敏,青 木伸行,廣 川 淳

PTR・TOFMSを 用いた大気中有機化合物の高速多成分測



定装 置 の開発

講演 番号3P-P3-55.

■高分子学会燃料電池材料研究会(6月,東 京)

辰巳砂昌弘

プロトン伝導性ホスホシリケー トゲル複合体の作製と中

温作動燃料電池への応用

■第7回化学電池材料研究会ミーティング(6月,東 京)

手塚照明,忠 永清治,林 晃敏,辰 巳砂昌弘

ホスホシリケー トゲルと固体酸の反応によるプロトン伝

導性複合体の作製と特性評価

講演要旨集,5-6。

道脇 良樹,手 塚 照明,忠 永清 治,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

ホス ホ シ リケ ー トゲ ル とポ リ イ ミ ドか らな る プ ロ トン伝

導性 複合体 膜 を用 いた燃 料電 池 の中 温発 電特性

講演要 旨集,7-8.

原山貴 司,水 野史教,林 晃敏,`辰 巳砂 昌弘

リチ ウム イオ ン伝 導 性 硫化 物 ガ ラス とアル カ ンジ オー ル

類か ら作 製 したハ イ ブ リッ ド電解 質 の特性 評価

講演要 旨集,67-68.

南 圭 一,水 野史教,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

溶融 急冷 法 を用 いて作 製 したLi2s-P2s5系 固体 電解 質 の 高

リチ ウム イオ ン伝導 性

講演要 旨集,69-70.

■日本太陽エネルギー学会第7回 研究講演会(6月,東 京)

松岡雅也,竹 内雅人,安 保正一(招 待講演)

マグネトロンスパッタ法による可視光応答型酸化チタン

薄膜光触媒の創製とその上での水の水素と酸素への分解

反応

ロ第24回光がかかわる触媒化学シンポジウム(6月,東 京)

北野政明,竹 内雅人,松 岡雅也,安 保正一

可視光応答型酸化チタン薄膜の創製とその光触媒活性

講演予稿集,41-42.

■第29回 エ レク トロオー ガ ニ ック ケミ ス トリー(EOC)討

論会(6月,仙 台)

前多 肇,中 川英 之,水 野 一彦

二酸 化チ タ ンを光触 媒 とす る ケ イ皮 酸誘 導 体 の光 酸 素 酸

化反応

講演要 旨集,5()-51.

水 野一彦,早 水 智生,西 辻 七菜,飯 田将行,前 多 肇

ア リル シ ラ ン類 を用 い る電子 不 足 アル ケ ンの 光 ア リル化

反応 におけ るジ アス テ レオ選択 性

講演 要 旨集,5455.

目第27回 光 化学 若手 の会in東 京(6月 ,東 京)

迎 弘文,前 多 肇,水 野 一彦

マ イ ク ロ リア ク ター を用 い る分 子 内(2+2)光 環化 付 加

反応 の反応 効率 と選 択性 の 制御

要 旨 集t55.

大橋万紀,前 多 肇,水 野一彦

光誘起電子移動を経由する共役ジエンの酸化的光二量化

反応

要 旨集,68.

■第5回 日本 蛋 白質科 学会 年会(6月,福 岡)

児 島 千 恵,橋 本 あ り,薮 田 いつ み,廣 瀬 ま ゆ み,橋 本

茂,金 保 安則,住 本英 樹,池 上貴 久,佐 邊 壽孝(招 待 講

演)

リ ン脂 質 によ るBinlSH3ド メ インの結合 性制 御

■第25回 高分子の劣化と安定化入門基礎講座(6月 ,東京)

白井正充

高分子の光酸化劣化

講演予稿集,7-11.

■化学 ・生物総合管理の再教育講座(6月 ,東京)

白井正充

プラスチックに含まれる化合物

■第22回 フ ォ トポ リマー コン フ ァレンス(6月,千 葉)

陶 山寛志,中 尾悟 士,白 井 正充

熱安 定性 に優 れ た カルバマ ー ト型新規 光塩 基発 生剤

論文 集,18,141-181.

満倉 一行,岡 村 晴之,宮 坂 昌宏,白 井 正 充

熱 分解 型 多 官能 メ タク リル モ ノマ ー の合 成 と光 ・熱硬 化

お よび熱 分解 性

論 文集,18,199-202.

大場 忠 裕,清 水 一行,陶 山寛志,白 井正 充

光 ア ミ ン発 生基 とエ ポ キ シ基 を側 鎖 に有 す る高 分 子 の光

架橋 と再可 溶化

論 文集,18,221-224.

岡村 晴 之,満 倉 一行,白 井 正 充,藤 木 剛,山 田 昌 宏,

川 崎真 一

ビニ ル エ ーテ ル あ るい はエ ポキ シ部位 を有 す る フル オ レ

ンを用 い た高感 度光 架橋系

論 文集,18,223・230.

■第ll回 大気化学討論会(6月,奈 良)

田中健太,増 山弘人,山 本匡利,定 永靖宗,.竹 中規訓,

坂東 博

沖縄辺戸岬における大気中ガス状硝酸濃度の変動要因

発生源および移流時間との関係

講演要旨集,4.

青木 伸行,定 永靖 宗,猪 俣 敏,谷 本浩志,廣 川 淳

PTR-TOFMSを 用 い た大気 中有機 化 合物 の高 速 多成 分測

定装 置 の開発

講演 要 旨集,36.

廣 井 誠,岡 憲 司,竹 中規 訓,坂 東 博
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大阪近郊におけるHONO濃 度変化の特徴

講演要旨集,70.

吉 川浩 司,竹 中規 訓,定 永 靖宗,坂 東 博

大気 中ア ンモ ニ アの測 定

講演 要 旨集,71.

■第14回 環 境化 学討 論会(6月,大 阪)

亀 田貴 之,稲 津 晃 司,預 幡 哲也,竹 中規 訓,坂 東 博

大 気 微 小粒 子(PM2.5)中 ニ トロ化 多 環 芳香 族 炭 化 水 素

濃 度 の高 時間分 解 能測 定

講演 要 旨集,702-703.

亀 田貴 之,中 尾 壮 志,CarmenStavarache,坂 東 博,

竹 中規訓,興 津健 二,前 田泰昭

バ イ オデ ィーゼ ル 燃料 の燃焼 排 気 特性:粒 子 中化 多 環 芳

香 族 炭 化水 素 及 び中 ニ トロ化多 環 芳香 族 炭 化水 素 につ い

て

講演 要 旨集,710-711.

南斎 勉,興 津健 二,竹 中規訓,坂 東 博

芳香 族系 界面 活性 剤 の超音 波分 解

講演 要 旨集,854-855.

■第3回化学イノベーションシンポジウム 明日を開く化学

のとびら(7月,大 阪)

安保正一(招 待講演)

酸化チタン光触媒による環境浄化:そ の現状と将来展望

■第40回 有機反応若手の会(7月,和 歌山)

橘 裕己,前 多 肇,水 野一彦

嵩高い置換基を持つナフタレン類への置換フラン類の高

ジアステレオ選択的光環化付加反応

講演要旨集,53.

● 日本薬 学会 北陸支 部 第112回 例会(7月,富 山)

藤 本和 久,清 水 久夫,井 上 将彦,前 多 肇,水 野一 彦

アル キ ニル ピ レン骨格 を利用 した新 規 蛍光 プ ロー ブ分 子

の 開発

講演 要 旨集,15.

■ 第11回 機 能 性 ホ ス ト ・ゲ ス ト化 学 研 究 会 サ マー セ ミナ ー

(7月,富 山)

清水 久夫,藤 本 和 久,井 上 将 彦,前 田智 広,前 多 肇,

水野 一彦

ア ルキニ ル ピ レン骨 格 を有す る新規 蛍 光試 薬の 開発

講演 要 旨集,63.

■京都大学21世 紀COEシ ンポジウム 「有機薄膜太陽電池の

最前線」(7月,京 都)

八木繁幸,中 澄博行

有機デバイス用色素の基本特性

■第18回UV/EB表 面加 工入 門講 座(7月 ,大 阪)

白井 正充

RadTechAsiaO5ト ピ ックス
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要 旨 集73-80.

■第19回UV/EB表 面 加工 入 門講 座(7月 ,東 京)

白井 正 充

RadTechAsiaO5ト ピ ックス

要 旨集75-82.

●第21回 日本DDS学 会(7月,長 崎)

河野健司,坂 口奈央樹,児 島千恵,原 田敦史,小 岩井一

倫

微粒子型膜融合性 リポソームーリポプレックス複合体に

よる種々の細胞への遺伝子導入

高橋俊成,児 島千恵,原 田敦史,河 野健司

ポリァミドアミンデンドリマー脂質を用いた遺伝子ベク

ターの組成最適化による高効率遺伝子導入

尾沢敏明,児 島千恵,原 田敦史,金 岡鐘局,青 島貞人,

石坂幸人,河 野健司

温度感受性高分子修飾リボソームのア ドリアマイシン放

出挙動

■第51回 高分子研究発表会(7月,神 戸)

岡村晴之,山 内悦史,白 井正充

工一テル結合の熱分解を利用したエポキシ基含有再可溶

化型光架橋ポリマー

講演予稿集,84.

岡村 晴之,田 島良美,白 井 正充

水 に よる溶 解 除去が 可 能 な光架 橋性 オキ セ タ ンポ リマー

講演 予稿集,85.

大場忠裕,清 水隆之,陶 山寛志,白 井正充

光アミン発生基を含む再可溶型光架橋性高分子

講演予稿集,86,

東 野庸 平,児 島千恵,原 田敦 史,河 野健 司

ア ミノ酸 修 飾 ポ リア ミ ドア ミ ンデ ン ドリマ ーの 温度 感受

性

西 本 豊,原 田敦史,金 岡鐘 局,青 島 貞人,河 野健 司

レセ プ ター との結 合 を温度 制 御 で きる リガ ン ド担 持 リポ

ソー ムの設計

羽場康弘,児 島千恵,原 田敦史,河 野健司

温度感受性を有する末端修飾デンドリマーの合成

河村暁文,原 田敦史,河 野健司,片 岡一則

コア安定化ポリイオンコンプレックスミセル内核おける

トリプシンの酵素活性評価

川村真教,松 尾高志,原 田敦史,河 野健司

新規遺伝子ベクターとしてのポリカチオンブロック共重

合体の設計

■日本ゾルーゲル学会第3回討論会(8月 ,東 京)



高橋賢司,忠 永清治,松 田厚範,辰 巳砂昌弘

ゾルーゲル電気泳動電着法による透明厚膜の作製と微細

パターニング

講演予稿集,34.

森 田晃 充,忠 永 清治,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘,藪 内 尚哉,

楠 田英 史

ゾ ル ーゲ ル法 に よる ポ リマ ー 基板 上 へ の 無機 一有 機 ハ イ

ブ リ ッ ドコーテ イング膜 の作 製

講演予 稿集,35.

■フ ォ トポ リマー 講習 会(8月,東 京)

白井 正充

フ ォ トポ リマ ー材 料 設計

講演要 旨集,皿1一皿17.

■ 第6回 文 部 科 学 省 特 定 領 域 研 究 「が ん 」5領 域 若 手 研 究 者

ワー ク シ ョ ッ プ(8月,茅 野)

原 田 敦 史

Designofhead-tailtypepolycationblockcopolymeras

novelgenevector

■近畿バイオ関連産業プロジェク ト連携促進事業 技術シー

ズ公開会(9月,大 阪)

川村邦男

オリゴペプチドの合成方法およびその装置(招 待講演)

圏日本分棚 ヒ学会 第54年 会(9月,名 古屋)

八尾 俊男,市 成祐 一,川 村 邦男

酵素 の ワ ンス テ ップ固定化 法 と リア ク ター特性

要 旨集,382.

■第327回 電 池技術 委員 会(9鳳 大 阪)

野原愼士,井 上博 史,岩 倉 千 秋

高分子 ヒ ドロゲ ル電 解 質 を用 い た電 気 化 学 キ ャパ シ タの

開発

資料,17・7,1-10,

層2005年 電気化 学秋 季大 会(9月 ,千 葉)

忠永 清治,道 脇 良樹,手 塚 照 明,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

ホス ホ シ リケ ー トゲ ル の熱 処 理 に よる構 造 変化 とプ ロ ト

ン伝 導性

講演 要 旨集,288(1M33).

中嶋 直仁,島 田 真,野 原愼 士,岩 倉 千秋,井 上 博 史

置換 析 出法 で作 製 したPt・Ni合 金 ナ ノ粒 子 の酸 素極 用 電 極

触媒へ の応 用

講演 要旨集,49.

吉川久美子,野 原愼士,井 上博史,須 郷 望,岩 倉千秋

新規な高分子ヒドロゲル電解質の作製と電気二重層キャ

パシタへの応用

講演要旨集,251.

■日本セラミックス協会第18回 秋季シンポジウム(9月 ,堺)

水野史教,大 友崇督,林 晃敏,忠 永清治,辰 巳砂昌弘

高 リチ ウム イオ ン伝 導性Li2s-P2s5-P205系 ガ ラス セ ラ ミッ

クス の合 成 と全 固体 二 次電池へ の応用

講演 予稿 集,53(2BO2).

手塚 照明,忠 永清 治,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

CsHSO4ま た はCsH2PO4と ホス ホ シ リケー トゲル か らな る

複合 体 の プロ トン伝 導 特性

講演 予稿 集,60(2B25).

山口奈緒 子,忠 永 清治,辰 巳砂 昌弘

温 水処 理 を伴 うゾル ーゲル法 に よる有 機 ア ニ オ ン をイ ン

ター カ レー トしたZn-Al層 状 複 水酸化 物 薄膜 の作製

講演 予稿 集,88(2CO9).

林 晃敏,忠 永 清治,辰 巳砂 昌弘

SnO-M、O,(M=BandP)系 ガラス の電気 化 学 的 ナ ノ構

造 変化

講 演予稿 集,215(2G25).

小 和 田善 之,辰 巳砂 昌弘,南 努,足 立裕 彦

超 イオ ン伝 導体 中の移動 イオ ンの電 子状 態

講演予 稿 集,297(IKO3).

小 暮敏 博,忠 永 清 治,辰 巳砂 昌弘,南 努,松 田厚 範

ゾ ル ゲ ル法 で形 成 さ れ た 非 晶 質 酸 化 物 か ら誘 導 され る

様 々なTiO2多 形

講演 予稿 集,370(2003).

高橋 賢司,忠 永清 治,林 晃敏,松 田厚範,辰 巳砂 昌 弘

ゾ ル ーゲ ル法 に よ り作 製 した ポ リ フェニ ル シ ルセ ス キ オ

キサ ン微 粒子 の熱 的特性

講演 予稿 集,385(1Q23).

■2005年 光化 学討 論 会(9月,福 岡)

北 野政 明,竹 内 雅人,松 岡雅也,安 保正 一

マ グネ トロ ンスパ ッタ法 に よる可 視 光応 答 型酸 化 チ タ ン

薄 膜 の創 製 とそれ に よる水 の分 解 反応

講 演予稿 集,292.

迎 弘 文,梨 原 聡,前 多 肇,水 野 一彦

マ イ クロ フ ロー システ ム の特 性 を利 用 す る光 反 応 の効 率

の 向上 お よび選 択性 の制 御

講 演要 旨集,42.

古高英浩,小 西玄一,迎 弘文,水 野一彦

希土類イオン存在下における多環式芳香族化合物の蛍光

挙動

講演要旨集46,

西 辻七 菜,飯 田将行,前 多 肇,水 野 一彦

ア リル シラ ン類 を用 い る電 子 不 足 ア ル ケ ンの光 ア リル化

反 応 にお け る立 体選 択性 の制 御

講 演要 旨集,53.

竹島佐紀子,

井上将彦

千葉 順 哉,三 島 衣恭,前 多 肇,水 野 一彦,
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人工DNA骨 格を利用した蛍光分子の集積化とその光物性

の評価

講演要旨集,77.

小 西玄 一,古 高英浩,中 本義 章,水 野一 彦

フ ッ化 ア ル キル を側 鎖 に有す るポ リフ ル オ レ ンの合 成 と

性 質

講 演要 旨集,125.

林 陽平,古 高英 浩,小 西 玄一,中 本義 章,水 野 一 彦

フ ルオ レンを基本 骨格 とす る発 光 素子 の合成 と性 質

講演 要 旨集,126.

平鍋隆一郎,前 多 肇,水 野一彦

スチルバゾール誘導体の立体選択的分子内光環化付加反

応

講演要旨集,322.

清 水 久夫,藤 本和 久,井 上 将彦,前 多 肇,水 野 一彦

ア ル キニ ル ピ レ ン共 役 ポ リマ ー の合 成 光 物 性 とそ の

DNA認 識 能

講演 要 旨集,330.

大橋万紀,前 多 肇,水 野一彦

光誘起電子移動を経由する共役ジエンの酸化的光二量化

反応

講演要旨集,390.

橘 裕己,前 多 肇,水 野一彦

嵩高い置換基をもつナフタレン類への置換フラン類の高

ジアステレオ選択的光環化付加反応

講演要旨集,519.

前 多 肇,山 本 美生,中 川英之,水 野一彦

二酸 化 チ タ ンを光 触 媒 とす る9一ビニ ル カルバ ゾー ル の光

二量 化 と光酸素 酸化 反応

講演 要 旨集,538.

入江 せつ 子,岡 邦 雄,森 山喜 久,松 田建児,入 江正 浩

ジア リール エテ ンを用 いた放 射線 カラー線量 計

小 畠誠 也,寺 川 裕 子,佐 藤 祐 輔,石 橋 千英,宮 坂 博,

入 江せ つ子,入 江 正浩

1,2一ビス(2一 メチ ル与 フェニ ルー3一チエニ ル)シ クロペ ンテ

ンの フ ォ トクロ ミズ ム と蛍 光特性

■第96回 触媒 討 論会(9月,熊 本)

北 野 政明,竹 内雅人,松 岡雅也,安 保正 一

マ グ ネ トロ ンスパ ッタ法 に よ り窒 素 ガ ス雰 囲気 で 作製 し

た酸 化チ タン薄膜光 触媒 の反応 性 の検討

講演 予稿 集,120,

酒井 崇弘,亀 川 孝,松 岡雅 也,安 保 正一

η6汐 ロム ア レー ン錯体 を骨 格 内 に含有 した有機 無機 ハ イ

ブ リ ッ ドメソ ポー ラ ス材 料 の 合成 とキ ャラ ク タ リゼー シ

ョン
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講演 予稿 集,121.

亀 川 孝,武 内留 美,松 岡雅也,安 保 正一

Mo/SiO2お よびCr/SiO2を 光触 媒 とす る過 剰H2存 在下 で の

COの 選択 酸 化反 応

触 媒47[6],389-391(2005).

竹 内雅 人,木 村 高 志,GianmarioMartra,Salvatore

Coluccia,安 保 正 一

酸 化 チ タ ン/ZSM-5ゼ オ ラ イ ト光 触 媒 に よる アセ トァルデ

ヒ ドの完全 酸化 分解 反 応

講 演予 稿集,113.

■大阪商工会 光触媒技術活用研究会(9月,大 阪)

竹内雅人(招 待講演)

イオン工学的手法による可視光応答型酸化チタン薄膜光

触媒の創製

■第26回 テクノラボツアー 大阪府立大学物質系新学舎竣工

記念講演(9月,大 阪)

安保正一(招 待講演)

環境にやさしい21世紀の化学を目指して 一 太陽光を利

用する環境浄化とクリーンエネルギー創製への挑戦一

■府大 講座(9月,堺)

井上博 史

水素 エ ネル ギー 一 つ くる、 た くわ える、 つ か う一

テ キス ト,45.

■第35回 構造有機化学討論会(9月,大 阪)

前多 肇,前 田智広,水 野一彦,藤 本和久,清 水久夫,

井上将彦

高い発光量子収率をもつシリルエチニルピレン誘導体

講演要旨集,184.

平 鍋 隆一 郎,前 多 肇,水 野一 彦

ケ イ素 官 能基 を もつ スチ ルバ ゾー ル誘 導体 の合 成 と光 反

応性

講演 要 旨集,185.

■第55回 有機反応化学討論会(9月,新 潟)

西辻七菜,飯 田将行,前 多 肇,水 野一彦

アリルシラン類を用いる立体選択的光アリル化反応

講演予稿集,2&29.

大橋 万 紀,前 多 肇,水 野 一彦

9一シア ノ フ ェナ ン トレ ンを触 媒 とす る共 役 ジエ ンの酸 化

的光 二量 化反 応

講演 予稿 集,66,

村 川 卓,前 多 肇,松 村 昇,水 野一 彦

シ クロ プ ロペ ンチ オ ンお よび シ ク ロプ ロペ ニ ル カチ オ ン

の合 成 化学 的応 用

講 演予 稿 集,103.

■05-3ポ リマー フロ ンテ ィア21(9月,東 京)



白井 正 充

最新 フ オ トポ リマー 設計

講演要 旨集31-36.

■第54回 高分 子討 論会(9月,山 形)

岡村晴 之,白 井 正充

デ ン ドリマ ー をベ ー ス と した新 規 再可 溶 化 型光 架 橋 性樹

脂

講演予 稿集,54,4023.

白井正 充,真 鍋 誠,辻 昭一 郎,井 谷俊 郎

エ ポキ シ基 を含 む ポ ジ型ArFレ ジス トの合 成 と特性

講演予 稿集,54,4036,

陶山寛志,久 保 田将 文,吉 田弘 之,白 井正 充

不飽 和 ポ リエ ス テ ル硬化 樹 脂 の亜 臨界 水 分解 にお け る添

加剤 の効果

講演 予稿集,54,5330-5331.

河 野健 司,尾 沢敏 明,西 本 豊,児 島千 恵,原 田 敦 史,

金 岡鐘局,青 島貞人

感温 性 高分 子 の表 面 修 飾 に よ る機 能性 リボ ソ ー ムの 設計

とその薬物 キ ャ リヤ ー と しての機 能

Shimizu,andM.Inouye

HighlyEmissivePyrenesHavingSHylethynylGroups

Abstracts,110-111.

永 田翔 子,川 口真 一,野 元 昭宏,小 川昭 弥

テ トラフ ェニ ル ジ ホス フ ィ ンを用 い る不飽 和 結 合へ の リ

ン官能基 の高選 択 的導入 法 の 開発

講 演予稿 集,PB126。

梶 谷美奈 子,野 元昭 宏,小 川 昭弥

白金触 媒 に よるチ オー ル と一 酸化 炭 素 を用 い る ア レ ン類

の チ オカ ルボニ ル化 反応

講 演予稿 集,PB130.

上田幸弘,野 元昭宏,小 川昭弥

修飾バナジウム錯体を用いた触媒的空気酸化法の構築

講演予稿集,PB230.

■NEDO技 術開発機構 「次世代シーズ懇話会(ナ ノテクノロ

ジー ・材料分野)」(9月,川 崎)

原田敦史(依 頼講演)

内核に酵素反応場を有するコアーシェル型ナノ組織体の

設計と高性能リアクターとしての展開

河野健司,羽 場康弘,東 野庸平,三 好琢磨,児 島千恵,

原田敦史

末端基の修飾による温度感受性デンドリマーの設計

尾 沢敏 明,児 島千 恵,原 田敦 史,金 岡 鐘 局,青 島 貞 人,

桑 田康 宏,滝 澤 智子,丸 山一 雄,石 坂 幸 人,河 野 健司

感温 性 高分 子 を用 い たPEG修 飾 リボ ソー ム の温 度 感 受性

化

羽場康 弘,児 島 千恵,原 田敦 史,河 野 健司

表面 にN一ア ルキ ル ァ ミ ド基 を有 す る ポ リア ミ ドア ミ ンデ

ン ドリマ ーの合 成 とそ の温 度 感受 性

原 田敦 史,川 村真 教,松 尾 高志,高 橋 俊成,河 野健 司

遺伝 子ベ ク ター と して のヘ ッ ドーテ イル 型 ポ リ カチ オ ン

の分子 設計

河村 暁文,原 田敦 史,河 野健 司,片 岡一則

コア安定 化 酵素 内包 ポ リイ オ ン コ ンプ レ ック ス ミセ ル の

機能評 価

河村暁 文,飯 島 道弘,原 田敦 史,河 野 健司

末端 にアセ ター ル基 とニ トロ フェ ニ ル カー ボ ネー ト基 を

有す るヘ テ ロニ 官 能 性PEGを 用 い た グ ラ フ トコ ポ リマ ー

の合成

吉岡由里子,河 村暁文,原 田敦史,河 野健司

ブロック共重合体との水溶性コンプレックス形成を通し

たトリプシン酵素反応促進

■ 第52回 有 機 金 属 化 学 討 論 会(9月,京 都)

H.Maeda,T.Maeda,K.Mizuno,K.Fujimoto,H.

■第46回 大 気環 境学 会年 会(9月,名 古 屋)

定永靖 宗(分 科 会 ・依頼 講 演)

ア ジ ア大 陸由 来 の窒 素酸 化 物 汚染 一 沖縄 辺 戸 岬 にお け

る硝酸 ・NOy連 続 観測 か ら一

講演 要 旨集,162-163,

澤 田寛 己,武 田 朋,福 田 克彦,定 永 靖 宗,竹 中規 訓,

坂東 博

オ レフ イ ンーNO3ラ ジ カル反 応 に よる夜 間過 酸 化 ラ ジ カ

ル生 成能評 価

講演 要 旨集,290.

竹 内知久,定 永靖 宗,竹 中規 訓,坂 東 博

木材 表面 に よるNO2の 分解 除去機構 に関す る研 究

講演 要 旨集,402.

吉 野彩 子,渡 邉 敬 祐,定 永 靖 宗,加 藤 俊 吾,松 本 淳,

梶井 克純

都市 大気 中OHラ ジ カル消 失過程 の考察 一 東 京 一八 王子

にお ける総合 観 測一

講演 要 旨集,415.

梶 井克純,吉 野 彩子,定 永靖 宗,加 藤俊 吾

都 市 郊外 地 域 の オ キ シ ダ ン ト生 成 能評価 一 ポ ンプ プ ロ

ー ブ レーザ ー法 に よる大 気 質診 断 一

講 演要 旨集,476.

青 木伸 行,定 永 靖 宗,猪 俣 敏,谷 本浩 志,廣 川 淳

PTR-TOFMSを 用 いた 大気 中有 機化 合 物 の高 速 多 成分 測

定 装置 の 開発

講 演要 旨集,548.
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廣井 誠,小 路喜朗,定 永靖宗,竹 中規訓,坂 東 博

呼吸による大気中亜硝酸の濃度変動

講演要旨集,571.

田 中健 太,増 山弘人,定 永靖 宗,竹 中規 訓,坂 東 博

沖縄 辺 戸岬 にお け る硝酸 ・NOy連 続 測 定の解 析:そ の1

講演 要 旨集,574.

圏2005年 度 日本 雪氷 学会全 国大会(9月 ,旭 川)

竹 中規 訓,田 中祐幸,末 兼 寛,堀 江洋 祐,坂 東 博

NaCl存 在 下 での 凍結 によ るフ ミン物 質の分 解 の促進

講演 予 稿集,202.

末兼 寛,定 永靖宗,竹 中規訓,坂 東 博

土壌環境中における凍結によるアンモニウムイオンおよ

び亜硝酸イオンの化学変化

講演予稿集,203.

■技 術 ・情 報交 流 展2005第16回 化 学発 進 異分 野 との 出

会 い(10月,豊 中)

川村 邦男

熱水 フ ロー リア ク ター を用 い るペ プチ ドの ス テ ップバ イ

ステ ップ重合 法,オ リゴペ プチ ドの合成 方法 及び その装 置

■ ベ ブ チ ド討 論 会(10月,豊 中)

川 村 邦 男,西 輝 之,崎 山 智 文,八 尾 俊 男

Behaviorofalanineoligopeptidesinaqueoussolutionat

extremelyhightemperatures

■第46回 フロー イ ンジ ェクシ ョン分析 講 演会(10月,高 知)

岡野 元,川 村 邦男,八 尾 俊男

神 経 伝 達物 質L一グル タ ミン酸 、 アセ チ ル コ リン、 ドーパ

ミンのマ イ クロ透析/フ ロー イ ンジェ ク シ ョンバ イ オセ ン

サー シス テム

要 旨集,33.

口 ニ ュー ガ ラス大 学院(10月,東 京)

辰 巳砂 昌弘

ガラス の電気 的性 質

基礎 課程 テ キス ト,(41)一(421).

■ 日本 セ ラ ミ ックス 協会 関 西支 部第8回 若手 フ ォー ラム(10

月,大 津)

辰 巳砂 昌弘

イオニ クス デバ イス のため の固体 電解 質材 料 の開発

テ キス ト、37-46.

圏第47回新無機膜研究会(10月,大 阪)

安保正一(招 待講演)

高性能酸化チタン光触媒薄膜創生の現状と展望

■触媒基礎講座(10月,大 阪)

安保正一(招 待講演)

遷移金属酸化物触媒

■化学部会(第43回)研 究協議会及び研究発表会(10月 ,大
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阪)

安保正一(招 待講演)

高機能な酸化チタン光触媒による太陽光利用への挑戦
一 クリーンエネルギーと地球環境保全一

■平成17年 度有機合成化学北陸セミナーGO月,福 井)

竹島佐紀子,千 葉順哉,三 島衣恭,前 多 肇,水 野一彦,

井上将彦

人工DNA骨 格を用いた蛍光分子の集積化 とそのエキシマ
ー発光特性の評価

講演要旨集,51.

■第10回 ケイ素化学協会シンポジウム(10月,広 島)

前多 肇,前 田智広,水 野一彦,藤 本和久,清 水久美,

井上将彦

ケイ素官能基をもつピレン誘導体の高い蛍光量子収率

要旨集,67.

■2005年 度 色材研 究 発表 会(10月,大 阪)

小 川雄 太郎,江 副正 之,南 徹,八 木 繁幸,中 澄 博行

ジァ リー ル尿 素 骨 格 に よって 連 結 され た亜 鉛 ポ ル フ ィリ

ンーア ン トラセ ン ダイ ア ッ ドにお け る分 子 内励起 エ ネルギ

ー移 動

講演 予稿 集,62-63.

橋 本 大樹,中 澄博 行,八 木繁幸,兵 藤 豊

有機 太 陽 電池 用 増 感色 素 と して の フ ラー レ ン ス ク ア リ

リウム系 色素 の合 成 と特性

講演 予稿 集,64-65.

向井 中,艸 谷 卓,本 多 定男,川 畑慎 一 郎,中 澄 博行

LDMSに よる イ ンク ジェ ッ トプ リン ター の色材 の識 別

講演 要 旨集,6869.

■第55回 ネットワークポリマー講演討論会(10月,東 京)

岡村晴之,田 島良美,白 井正充

水による溶解除去が可能なオキセタン部位含有光架橋性

高分子

講演予稿集,21-24.

白井 正充

リワー ク型光 架橋 ・硬 化樹 脂

講演 予稿 集,137-14α

■第14回 ポ リマー材 料 フ ォー ラム(10月 ,東 京)

児 島千恵,渡 邊康 雄,戸 井 陽子,原 田敦 史,河 野健 司

光増 感剤 を 内包 したPEG結 合 デ ン ドリマ ーの構 築

■第14回 ソノケミストリー討論会(10月 ,豊 橋)

南斎 勉,興 津健二,竹 中規訓,坂 東 博

キャビテーションバブル界面領域における芳香族界面活

性剤分解反応の分解挙動

講演論文集t109.

栗阪伊津也,興 津健二,竹 中規訓,坂 東 博

溶存ガスが超音波化学反応に与える影響



講 演論 文集,136.

■第48回放射線化学討論会(10月,大 阪)

入江せつ子,小 嶋崇夫,白 石一乗,入 江正浩

ジアリールエテンの放射線感受性

■セラミックス総合研究会(11月,鹿 児島)

辰巳砂昌弘,林 晃敏

高リチウムイオン伝導性ガラスセラミックス材料の作製

と評価

■第46回 電池討 論 会(11月,名 古 屋)

水野 史教,林 晃敏,忠 永清 治,辰 巳砂 昌弘

高 リチ ウム イ オ ン伝 導 性Li2S-P2S5系 ガ ラスセ ラ ミッ クス

を用 いた全 固体 二次 電池 の界 面 評価

講演 要旨集,350-351.

北 浦 弘和,高 橋 賢 司,水 野 史教,林 晃 敏,忠 永 清 治,

辰 巳砂 昌 弘

メ カノケ ミカル法 お よび液 相 法 を用 い た α一Fe203微 粒 子

の作 製 と全 固体 電池 へ の応 用

講演 要 旨集,352。353.

鈴 木章弘,水 野 史教,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

MO-P20s(M=Co,Cu,Zn)系 非 晶質 電極材 料 の作 製 と全

固体 リチ ウムニ次 電池 へ の応用

講演要 旨集,354-355.

奥野真司,手 塚 照 明,林 晃敏,忠 永 清治,辰 巳砂 昌弘

Nafion⑪ とガラス ペ ーパ ーか らな るプ ロ トン伝 導性 複合 体

膜の作製 とダイ レク トメ タノー ル型燃 料電 池へ の応 用

講演要 旨集,646-647.

道脇良樹,手 塚 照 明,忠 永 清 治,林 晃敏,辰 巳砂 昌 弘

ホス ホ シ リケー トゲ ル ーポ リ イ ミ ド系 コ ンポ ジ ッ ト膜 を

用い た燃 料電 池 の 室温 か ら中 温領 域 にお け る低 加 湿条 件

化 での発 電特性

講演要 旨集,772・773。

田中教之,中 嶋直仁,野 原 愼士,岩 倉 千秋,井 上博 史

置換析 出法 に よ り作 製 したPt-Ni合 金 触 媒の 耐一 酸 化炭 素

被毒 性 と水 素酸 化 反応 に対 す る触媒 活 性

講演 要 旨集,122-123.

都築 良介,野 原 愼士,岩 倉 千秋,井 上博 史

ア コー ス テ ィ ックエ ミ ッシ ョ ン法 を用 い る種 々 の水 素 吸

蔵合 金負極 の初 期活 性化 及 び腐 食挙 動 の解析

講演要 旨集,410・411.

■第46回 ガラ スお よび フ ォ トニ ク ス材 料討 論会(11月 ,彦 根)

林 晃敏,南 圭一,水 野 史教,辰 巳砂 昌 弘

リチ ウム イ オ ン伝 導性Li2S-P2S5系 ガ ラス の合 成 と超 イオ

ン伝 導相 の結 晶化

講演 要 旨集,4-5(AO2).

中尾 泰 昌,山 本 茂,久 本 千 春,大 橋 茂 夫,影 山 雅 英,

伊 勢 田 徹,横 尾 俊 信,柴 田修 一,辰 巳砂 昌弘,赤 井 智

子

各種 ガ ラス製 品の 強度 にか かわ る課題 と取 り組 み状 況

講演 要 旨集,70-71(GO1).

辰巳砂昌弘,林 晃敏,忠 永清治

大阪府立大学 無機化学研究グループ 研究紹介

講演要旨集,104(GCI4).

齋尾 崇,忠 永 清 治,辰 巳砂 昌弘

テ トラエ トキ シ シラ ン ーメチ ル トリエ トキ シ シ ラ ン系 薄

膜 を コーテ ィ ング した薄 板 ガ ラスの機 械 的強度

講演 要 旨集,126-127(C10).

中 川秀介,林 晃放 忠永 清 治,辰 巳砂 昌弘

SnO-P205系 低融 性 ガ ラス の メカ ノケ ミカル合成 と熱的性

質

講演 要 旨集,132-133(C13).

■第31回 固体 イ オニ クス討論 会(ll月,新 潟)

原 山貴 司,水 野 史教,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

硫 化 物 ガ ラス と様 々 な オ リゴ マ ーか らなる リチ ウ ム イオ

ン伝 導性 ハ イ ブ リ ッ ド電 解 質 の作 製 とキ ャラ ク タ リゼ ー

シ ョン

講 演要 旨集,10-11(1AO5).

南 圭 一,水 野 史教,林 晃敏,辰 巳砂 昌弘

Li2s-P2s5系 ガラス セ ラ ミ ックス の作 製 とリチ ウ ムイ オ ン

伝 導特 性

講 演 要 旨集,12-13(1AO6).

林 晃 敏,室 井伸 彦,北 浦 弘和,鈴 木章 弘,水 野 史教,

辰 巳砂 昌弘

全 固体 リチ ウム電 池 に お け る電極 一固体 電 解 質界 面 の 自

己形 成 プロセ ス

講演 要 旨集,1415(1AO7).

手塚 照明,忠 永 清治,林 晃 敏,辰 巳砂 昌弘

CsHSO4ま た はCsH2PO4と ボス ホ シ リケ ー トゲル か らなる

複 合体 の 熱的性 質 とプロ トン伝導 性

講演 要 旨集,54-55(1BO9)、

水 野 史教,JrP.Belieres,C.A.Angell,林 晃敏,忠 永

清治,辰 巳砂 昌弘

高 プ ロ トン伝 導性 固体 電解 質材 料 を め ざ した新 しい硫 酸

水 素 塩お よび リン酸水素 塩 の合 成

講演 要 旨集,154-155(2BO3).

■第24回 固体 ・表 面光 化学 討論 会(11月,仙 台)

亀 川 孝,武 内留 美,松 岡雅也,安 保正 一

高分 散 担 持Moお よ びCr酸 化 物 を光触 媒 とす るH2中 の微

量COの 選択 酸化 除去 反応

講演 予稿 集,52・53.

■関西地 区3学 協 会合 同大会(11月,大 阪)

亀 川 孝,武 内留 美,松 岡雅也,安 保正 一
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高分散担持Moお よびCr酸 化物を光触媒とする過剰H2共

存下でのCOの 選択酸化反応

講演予稿集,107.

竹内雅人,北 野政明,松 岡雅也,安 保正一

マグネ トロンスパ ッタ法による可視光応答型酸化チタン

薄膜光触媒の作製とその反応性

講演予稿集,105.

■ナノ材料の表面分析講習(11月,吹 田)

松岡雅也

電子スピン共鳴(ESR)

■立教大学学部別連続シンポジウム 理学部企画 未来を拓

く魔法の新素材 一光触媒の現状とさらなる可能性一

(11月,東 京)

安保正一(招 待講演)

酸化チタン光触媒と太陽光を利用した環境浄化とクリー

ンエネルギーの創製

口ST/GSCロ ー ドマップ討論会(九 州 ・山口地区)プ ログ

ラム(11月,福 岡)

安保正一(招 待講演)

光触媒による水からの水素製造と二酸化炭素の水による

還元固定

■第35回 電気化学講習会(H鳳 京都)

井上博史

定常分極測定

テキス ト,5(シ64.

■第29回 電解 技術討 論 会 一 ソー ダ工業 技術討 論会 一(11月,

京 都)

中嶋直仁,島 田 真,野 原愼士,岩 倉千 秋,井 上博 史

置 換析 出 法 に よ り作 製 したPt-Ni合 金 ナ ノ粒 子 の メ タ ノー

ル酸化 ・酸 素還 元反応 用 電極触 媒へ の応 用

講 演要 旨集,89-92.

■有機合成化学協会関西支部 ・日本薬学会近畿支部 第25回

有機合成若手セミナー「明日の有機合成を担う人のために」

(11月,神 戸)

大橋万紀,前 多 肇,水 野一彦

9一シアノフェナントレンを触媒とする共役ジエンの酸化

的光二量化反応

要旨集,22.

迎 弘 文,前 多 肇,水 野 一 彦

ANovelIntramolecular[3+2]Photocycloadditionof

NaphthaleneDerivatives

要 旨 集,27.

迎 弘文,前 多 肇,水 野 一彦

マ イ クロ フ ロー シ ステ ム の特 性 を利 用 す る光 反 応 の効 率

の向上 お よび選 択性 の制 御

要 旨集,28.
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■日本鑑識科学技術学会第11回 学術集会(11月,大 阪)

向井 中,艸 谷 卓,中 井清太,本 多定男,兵 藤 豊,

中澄博行

LDMSに よる青色塗膜中の銅フタロシアニンの同定

講演要旨集,100.

■第27回 日本パイオマテリアル学会大会(11月,京 都)

児島千恵,戸 井陽子,原 田敦史,河 野健司

ローズベンガルを封入 したポリエチレングリコール結合

デンドリマーの光毒性

高橋俊成,児 島千恵,原 田敦史,河 野健司

種々の機能性ポリアミドアミンデンドロン脂質の合成と

その遺伝子ベクターとしての機能

坂 口奈 央 樹,小 岩 井 一 倫,児 島千 恵,原 田敦 史,河 野健

司

カ ル ボ キ シル基 を もつ種 々 の ポ リグ リシ ドー ル 誘導 体で

修飾 した リボ ソー ムのpH感 受 性

尾 沢敏 明,児 島千 恵,原 田敦 史,金 岡鐘 局,青 島 貞 人,

桑 田康 宏,滝 澤 智子,丸 山一 雄,石 坂 幸 人,河 野 健 司

温 感 性 ポ リマー を導入 したPEG修 飾 リボ ソー ム の抗 がん

剤 デ リバ リー の温 度 制御

塵MH利 用開発研究会平成17年 度シンポジウム(12月,滋 賀)

都築良介,野 原愼士,岩 倉千秋,井 上博史

アコーステイックエミッション法による種々の水素吸蔵

合金負極の初期活性化挙動の解析

資料,21.

■第9回 次世代医療システム産業化フォーラム2005(12月,

東大阪)

八尾俊男

高機能バイオセンサの開発と応用

■第10回 関西コロイド・界面実践講座(12月 ,大阪)

忠永清治

プロ トン伝導性無機一有機複合体膜の作製と燃料電池へ

の応用

講演要旨集,30・35.

■色材協会 大阪府立大学大学院若手教員による新素材の研

究開発(12月,大 阪)

松岡雅也

紫外 一可視光照射下で機能する酸化チタン光触媒の創製

とその応用

八木繁幸

金属イオンの比色センシングを可能にするスピロピラン

系色素の開発

■石油学会関西支部 第14回 研究発表会 ・日本エネルギー学

会関西支部 第50回 研究発表会 合同研究発表会(12月,

大阪)

前多 肇,山 本美生,中 川英之,水 野一彦



二 酸化 チ タ ン を光触 媒 とす る9・ビニ ル カ ルバ ゾー ルの 光

二量 化 と光酸 素酸 化 反応

要 旨集,5556.

前多 肇,前 田智広,水 野一彦,藤 本和久,清 水久夫,

井上将彦

ピレン環へのケイ素官能基の導入による蛍光量子収率の

増大効果

要旨集,7576.

■光機能材 料研 究 会 第12回 光触 媒 シ ンポジ ウム(12月,東

京)

水野 一彦,山 本 美生,中 川 英之,前 多 肇

二酸 化 チ タ ンを光 触 媒 とす る9一ビニ ル カ ルバ ゾー ル の光

二量化 と光 酸素 酸化 反応

会報 「光触 媒」,vol.1&90-91.

■有機太陽電池研究会公開講演会(12月,京 都)

中澄博行

スクァリリウム系機能性色素の開発とその応用

■第2回 和歌 山有機 ナ ノ ・ケ ミ ス トリー シンポ ジ ウム(12月,

和歌 山)

白井正充

半導体 リソ グラ フ ィー 用 レジス トの現状 と今 後の展 開

■2005年 度高分子の崩壊と安定化研究討論会(12月,東 京)

陶山寛志,久 保田将文,白 井正充,吉 田弘之

添加剤存在下での亜臨界水処理による不飽和ポリエステ

ル硬化樹脂の分解

講演要旨集,7-8.

■第32回 ヘ テロ原子 化学 討論 会(12月,筑 波)

永田翔子,野 元昭 宏,小 川 昭 弥

パ ラ ジウム触 媒 存在 下 テ トラ フェニ ル ジ ホス フィ ンを用

い るアセチ レン類 へ の ヒ ドロホス フ ィネー シ ョン

講演予稿 集,021.

■日本 パーナ研 究会(12月 ,大 阪)

坂東 博,H.D.Hanh,C.E.Stavarache,亀 田貴 之,前

田泰昭

廃バ イオマ スか ら良 質 なデ ィーゼ ル代 替燃 料へ の変換

会報110号,2937.
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■蛍 光量 子 収率0 .99を 実 現

水 野 一彦,前 多 肇

化 学 工業 日報,2005年9月5日.

■IT分 野 軸 に市 場広 げ る機能 性色 素

中澄博 行

化 学工 業 日報,2005年9月7日.

闘超 音波 で デ ィーゼ ル燃 料

坂 東博

毎 日新 聞,2005年8月30日.

■パ イオ 燃料 低 コス ト化成 功

坂東 博

朝 日新 聞,2005年7月5日 、

■安 いバ イオ 燃料 超 音波 で製 造へ

坂東 博

日経 産業 新 聞,2005年7月5日 。

■超音 波 で デ ィー ゼル 燃料

坂東博

日刊 工業新 聞,2005年7月5日.

■廃食 油か ら低 コス ト燃 料

坂 東博

讃 費新 聞,2005年8月10日.

■廃 油 、超 音波 で再 生

坂 東博

日本経 済新 聞,2005年7月5日.

■ バ イオ エ タノー ル製 造へ 超 音波 で木材 成分 分 離 農業 廃

棄 物の 活用 も検 討

坂東 博

日刊 工業新 聞,2005年7月14日.
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物 質 ・化 学 系 専 攻

化 学 工 学 分 野

プロセス基礎講座

教 授 小 西 康 裕

足 立 元 明

助教授 石 見 紘 策

講 師 野 村 俊 之

内 田 博 久

助 手 長 嶺 信 輔

プロセスシステム講座

教 授 塚 田 隆 夫

近 藤 和 夫

助 手 岩 崎 智 宏

関

荻 野 博 康

安 田 昌 弘

堀 井 豊 一

徳 本 勇 人

実 吉 田 弘 之

津久井 茂 樹

中 村 秀 美

神 尾 英 治

西 機 忠 昭 綿 野 哲

岡 本 尚 樹
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■EicologicalRecoveryofZincfromFlyAshUsing

MicrobesAssociatedwiththeSulfurCycle

(硫 黄 細 菌 を 利 用 す る 飛 灰 か らの 亜 鉛 回 収)

Y.Konishi,N.Saitoh,T.NomuraandS.Nagamine

Proc.ofInternationalSymposiumonLead&Zinc

Processing,1203-1215(2005).

(Flyash,Zinc,Recovery,Sulfurbacteria)

■BiosynthesisofGoldNanoparticlesUsingthe

AnaerobicBacterium,ShevvanellaAlgae

(嫌 気 性 細 菌 を 利 用 す る 金 ナ ノ 粒 子 の パ イ オ 合 成)

Y.Konishi,T.Tsukiyama,K.Ohno,N.Saitoh,T.

NomuraandS.Nagamine

Proc.ofInternationaiSymposiumonEcoTopiaScience

2005,659-660(2005).

(Nanoparticles,Gold,Biomineralization,Bioreduction)

■ResourceRecoveryTreatmentbySolubilizationof

WasteSludge

(余 剰 汚 泥 の 可 溶 化 に よ る 資 源 化 処 理 に 関 す る 研 究)

T.Nomura,S.Araki,T.NagaoandY.Konishi

Proc.ofInternationalSymposiumonEcoTopiaScience

2005,703.706(2005).

(Wastesludge,Solubilization,Totalsolid,Bioflocculant,

Bioenergy)

■AdhesionofMethanogenstoSupportMaterials

(メ タ ン菌 の 固 定 化 担 体 へ の 付 渚 に 関 す る 研 究)

T.Nagao,T.NomuraandY.Konishi

Proc.ofInternationalSymposiumonEcoTopiaScience

2005,707-710(2005).

(Adhesion,Methanogens,Supportmaterial,Electrophoretic

mobility,Hydrophobicity)

■日ectrophoreticMobilitiesandHydrophobicitiesof

Methanogens

(メ タ ン 菌 の 電 気 移 動 度 と 疎 水 性 に 関 す る 研 究)

T.Nomura,A.Yoshihara,K.Sasano,T.Nagao,S.

NagamineandY.Konishi

Proc.ofthe43「dSymposiumonPowderandTechnology,

266-269(2005),

(Adhesion,Methanogen,Electrophoreticmobility,

Hydrophobicity,Biore丘nery)

■AdhesionofAnaerobicBacteriatoSupPort

Materials

(嫌 気 性 細 菌 の 固 定 化 担 体 へ の 付 着 に 関 す る 研 究)

T.Nomura,T.Nagao,A.Yoshihara,K.Sasano,S.

NagamineandY.Konishi

Proc.ofthe43「dSymposiumonPowderandTechnology,

270-274(2005).

(Adhesion,Methanogen,Supportmaterial,Electrophoretic

mobility,Hydrophobicity)

圏SensitivityAnalysesoftheThermophysical

PropertiesofSiliconMeltandCrystal

(シ リ コ ン融 液 及 び 結 晶 の 熱 物 性 値 の 感 度 解 析)

M.Mito,T.Tsukada,M.Hozawa,C.YokoyamaY.R.Li

andN.Imaishi

Meas,Sci,TechnoL,16[2],457-466(2005).

(Sensitivityanalysis,Thermophysicalproperties,Silicon

melt,Siliconcrystal)

■AggregationBehaviorofLatexParticlesinShear

FlowConfinedbetweenTwoParallelPlates

(狭 壁 面 間 せ ん 断 流 中 の ラ テ ッ ク ス 微 粒 子 の 凝 集 挙 動)

Y。Kikuchi,H,Yamada,H.Kunimori,T.Tsukada,M.

Hozawa,C.YokoyamaandMKubo

Langmuir,21[81,3273-3278(2005).

(Aggregation,Latexparticles,Shearflow,Twoparanel

plates)

■NumericalSimulationofCZCrystalGrowthof

Oxide

(CZ法 に よ る 酸 化 物 単 結 晶 成 長 に 関 す る 数 値 シ ミ ュ レー シ

ョ ン)

T.Tsukada,M.Kobayashi,C.J,JingandN.Imaishi

FluidDynamicsandMaterialsProcessing,1,45-62

(2005)、

(Numericalsimulation,CZmethod,Crystalgrowth,

Oxide)

■PhaseSeparationBehaviorinaBinaryMixture

FluidLayerSubjectedtoVerticalTemperature

andConcentrationGradients

(温 度 及 び 濃 度 勾 配 共 存 下 で の2成 分 混 合 液 膜 層 内相 分 離 挙

動)

T.Kinoshita,T.Tsukada,M.Hozawa,C,Yokoyamaand

M.Kobayashi

Chem.Eng.Sci.,60[24],6939-6946(2005).

(Phaseseparation,Binarymixture,Fluidlayer,

TemperaturegradientConcentrationgradient)

■Scale・UpofWetKneadinginaNovelVerticalHigh

ShearKneader

(新 規 な 縦 型 高 速 撹 搾 混 練 機 に よ る 湿 式 混 練 の ス ケ ー ル ア

ップ)

S.Watano,T.Okamoto,Y.Sato,Y.Ohnishi,T.

YasutomoandY.Osako

Chem.Pharm.Bull.53[1],1&21(2005).

(Scale-up,Wetkneading,Verticalhighshearkneader,

Agitationpower,Froudenumber)

■Scale-UpofHighShearGranulationBasedonthe

lnternalStressMeasurement

(内 部 応 力 測 定 に 基 づ く高 速 撹 搾 造 粒 の ス ケ ー ル ア ッ プ)

S.Watano,T.Okamoto,Y.SatoandY.Osako
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Chem.Pharm.Bull.,53【4】,351-354(2005),

(Scale-up,Granulation,Highshearmixer,Tipspeed,

Physicalproperty)

■Scale-UpofHighShearGranulationBasedon

AgitationPower

(槻 搾 動 力 に 基 づ く 高 速 撹 搾 造 粒 の ス ケ ー ル ア ッ プ)

Y.Sato,T.OkamotoandS.Watano

Chem.Pharm.Buil.,53【12],1547。1550(2005).

(Scale-up,Highsheargranulation,Agitationpower)

FEM)

■lmprovementofDissolutionRateofPoorly

SolubleDrugbyJet-millingTreatment

(ジ ェ ッ トミ ル に よ る 難 溶 性 薬 物 の 溶 出 特 性 の 改 善)

T.Iwasaki,K.Nakajima,S.WatanoandK.Itakura

Proc.oftheKorea-JapanInternationalSymposiumon

PowderScienceandTechnology,202-207(2005).

(Particlecoating,Poorlysolubledrug,Dissolution

behavior,Mefenamicacid,Dryprocess)

■ 空 気 輸 送 粉 体 用 自 己 放 電 式 除 電 器 の 除 電 特 性

(ElectrostaticChargeReductionPerformanceof

Passive-TypeElectrostaticEliminatorfor

PneumaticPowderTransport)

児 玉 勉,山 隅 瑞 樹,鈴 木 輝 夫,最 上 智 史,綿 野 哲

静 電 気 学 会 誌29[1],44-49(2005).

(Staticelectricity,Electrostaticeliminator,Corona

discharge,Powder,Silo)

■RheobgicalPropertiesoftheParticle・flux

SuspensionPaste

(粒 子 一 フ ラ ッ ク ス 懸 濁 べ 一 ス トの レオ ロ ジ ー 特 性)

J.H.Ki皿,M.SatohandT.Iwasaki

Adv.PowderTechnol.,16[1],61-72(2005).

(Rheology,Viscosity,Lead-freesolder,Solderpaste,

Mechanicalcoating)

■EincapsulationofLead・FreeSn/Zn/BiSolderAlloy

ParticlesbyCoatingwithWaxPowderfor

ImprovingOxidationResistance

(酸 化 抵 抗 改 善 の た め のSn/Zn/Bi系 鉛 フ リ ー 半 田 合 金 粒

子 の ワ ッ ク ス コ ー テ ィ ン グ に よ る カ プ セ ル 化)

T.Iwasaki,J.H.Kim,S.MizuhashiandM.Satoh

J.Electron.Mater.,34【5],647・654(2005).

(Lead-free,Drymechanicaltreatment,Deformation

energy,Solderpaste,Wettability)

■ApPlicationofCore!ShellTypeGranulationProcess

forPreparationofCompressionMoldingGranules

ContainingFibrousMaterialandPowders

(コ ア ・シ ェ ル 型 造 粒 プ ロ セ ス の 圧 縮 成 型 用 繊 維 ・粉 体 含

有 造 粒 物 の 調 製 へ の 応 用)

A.Hashimoto,M.Satoh,T.IwasakiandM.Kawasaki

Adv.PowderTechnol.,16【6],677-691(2005).

(Aramidfiber,Granulation,Core/shelltype,Fracture

strength,Powderdesign)

■DevelopmentofaNovelMiniatureExtruderand

AnalysisofltsGranulationCharacteristics

(微 小 押 し出 し造 粒 機 の 開 発 と そ の 造 粒 特 性)

D.Fujioka,H.Nakamura,T.Iwasaki,S.WatanoandY.

Osako

Proc.oftheKorea-JapanInternationalSymposiumon

PowderScienceandTechnology,110-114(2005).

(Extruder,Wet-masspowder,GranUlationcharacteristics,

■FundamentalAnalysisofParticleBehaviorina

RotatingFluidizedBed

(回 転 式 流 動 層 に お け る 粒 子 運 動 の 基 礎 的 解 析)

T.Tokuda,H.Nakamura,T.Iwasaki,S.Watano,D.

IwamotoandK.Hamada

Proc.oftheKorea-JapanInternationalSymPosiumon

PowderScienceandTechnology,291-296(2005).

(Rotatingfluidizedbed,Particlemixing,DEM-CFD

couplingmode1)

■StudyonFrictionalPropertyofPowderfor

Cosmetics

(化 粧 品 粉 体 の 摩 擦 特 性 に 関 す る 研 究)

E.Misaki,M.Yokoyama,A.Kashimoto,T.Iwasakiand

M.Satoh

Proc.oftheKorea-JapanInternationalSymposiumon

PowderScienceandTechnology,397-400(2005).

(Frictionalproperty,Cosmetics,Single-wire-slidi119・type

frictiontester,Flakepowder)

■FluidizationofNano・particlesbyaNovetRotating

FluidizedBed

(回 転 流 動 層 を 用 い た ナ ノ 粒 子 の 流 動 化)

S.WatanoandH.Nakamura

Proc.oftheKorea-JapanInternationalSymPosiumon

PowderScienceandTechnology,530-535(2005).

(Rotatingfluidizedbed,Fluidization,Nanoparticles,Bed

expansion,Entrainment)

口WetGranulationofNano・particlesinaRotating

FtuidizedBed

(回 転 式 流 動 層 を用 い た ナ ノ 粒 子 の 湿 式 造 粒)

S.Watano,T.TokudaandH.Nakamura

Proc.ofthe4thAsian-PacificChemicalReaction

EngineeringSymposium,343-344(2005).

(Wetgranulation,Nano-particles,Rotatingfluidized

bed)

■NumericalSimulationofParticleFluidization

BehaviorsinaRotatingFluidizedBed

(回 転 式 流 動 層 に お け る 粒 子 流 動 化 挙 動 の 数 値 解 析)

H.NakamuraandS.Watano

Proc.ofthe4thAsian-PacificChemicalReaction

EngineeringSymposium,367-368(2005).

(Discreteelementmethod,Numericalsimulation,
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particlefiuidization,Rotatingfluidizedbed)

■EnhancedAccumulationofAnthocyaninin

CulturedStrawberryCellsbyRepetitiveFeeding

ofL・PhenylalanineintotheMedium

(培 地 へ のL一 フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン 反 復 添 加 に よ る イ チ ゴ 培 養

細 胞 中 の ア ン トシ ア ニ ン 蓄 積 量 の 増 加)

J.Edahiro,M.Nakamura,M.SekiandS.Furusaki

J.Biosci、Bioeng.,99[1],43-47(2005).

(plantcellculture,Strawberrycells,Precursorfeeding,

Repetitivefeed五ng,Phenylalanine,Anthocyanin)

■Control・FreeAirVentSystemforUltra・lowVolume

SamplelnjectiononaMicrofabricatedDevice

(マ イ ク ロ デ バ イ ス で の 超 微 小 量 サ ン プ ル 導 入 の た め の 制

御 を必 要 と しな い エ ア ー ベ ン トシ ス テ ム)

N.Y。Lee,M.YamadaandMSeki

Anal.ScL,21[4],465-468(2005).

(On-chipelectrophoresis,Sampleinjection,Dispensing,

Hydrophobicpassivevalve)

腫ContinuousParticleSeparationinaMicrochannel

HavingAsymmetrically-ArrangedMultiple

Branches

(非 対 称 に 配 置 さ れ た 複 数 の 分 岐 を 有 す る マ イ ク ロ チ ャ ネ

ル で の 連 続 的 粒 子 分 離)

J.Takagi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

LabChip,5[7】,778-784(2005).

(Peptideseparation,Pinchedflowfractionation,

Microfluidicdevices)

腫HydrodynamicFiltrati◎nforOn。ChipParticle

ConcentrationandClassificationUtilizing

Microfluidics

(チ ッ プ 上 で の 連 続 微 粒 子 濃 縮 ・分 級 の た め の マ イ ク ロ フ

ル イ デ ィ ク ス を 利 用 した 水 力 学 的 フ ィル トレ ー シ ョ ン)

M.YamadaandM.Seki

LabChip,5【11],1233-1239(2005).

(Particleseparation,Microfluidics,Hydrodynamic

fltration)

■DevelopmentofaPassiveMicromixerAdopting

RepetitiveFluidTwistingandFlatteningandIts

ApPlicationtoDNAPurification

(流 体 の 反 復 ひ ね り と 平 板 化 を 利 用 し た 受 動 マ イ ク ロ ミ キ

サ ー の 開 発 とDNA精 製 へ の 応 用)

N.Y.Lee,M.YamadaandM.Seki

Anal.Bioanal.Chem.,383[5],776。782(2005).

(Micromixer,Integration,Microfluidicdevices,DNA

puri丘cadon,Solid-phaseextraction)

■SeparationofCulturedStrawberryCellsProducing

AnthocyaninsinAqueousTwo-PhaseSystem

(水 性2相 系 を 用 い た ア ン トシ ア ニ ン 産 生 イ チ ゴ 培 養 細 胞 の

分 離)

J.Edahiro,M.Yamada,S.Seike,Y.Kakigi,K.Miyanaga,

M.Nakamura,T.KanamoriandM.Seki

J,Biosci.Bioeng.,100【4],449・454(2005).

(Plantculturedcell,Aqueoustwo-phasesystem,

Bioseparation,Anthocyanin,Fragariaananassa,bna8e

analysis)

■HydrogenProductionfromGlucosebyAnaerobes

(嫌 気 性 微 生 物 を 用 い た グ ル コー ス か ら の 水 素 生 産)

H.Ogino,T.Miura,K.Ishimi,M.SekiandH.Yoshida

Biotechnol.Prog.,21【6],1786-1788(2005).

(Hydrogen,Anaerobe,Fermentation,Enterobacter

aero8enes,Clostridiu〃zbuりyricum,Giucose)

■PinchedFlowFractionation(PFF)forRapidBio・

ParticleSeparationinMicrofluidicDevices

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 高 速 な 生 体 粒 子 分 離 の た め

の ピ ン チ ド ・フ ロ ー ・フ ラ ク シ ョネ ー シ ョ ン(PFF))

J.Takagi,Y.Sai,M.Yamada,M.YasudaandM、Seki

Proc.ofthe7thAsia-PacificBiochemicalEngineering

Conference2005(APBioChEC'05),SEPI-04,14(2005).

(Bio-particleseparation,Pinchedflowfractionation,

Microfiuidicdevices)

■NewLipolyticEnzymeWhichHas・Ser・Xaa-Xaa・

Lys-MotifasCatalyticSite

(活 性 中 心 に 一Ser-Xaa-Xaa-Lys一 モ チ ー フ を 有 す る 新 規 の

脂 質 分 解 酵 素)

H.Ogino

Proc.ofthe7thAsia-PacificBiochemicalEngineering

Conference2005(APBioChEC'05),P1-048,1-7(2005).

(Lipolyticenzyme,Catalyticsite,Serinehydrolase)

■EnhancementofOrganicSolventStabilityof

LipaselmmobilizedonPolymerParticles

(高 分 子 粒 子 に 固 定 化 した リパ ー ゼ の 有 機 溶 媒 耐 性 強 化)

M.Yasuda,H.Nikaido,T,Imakiire,M.SekiandH.

Ishikawa

Proc.ofthe7thAsia-PacificBiochemicalEngineering

Conference2005(APBioChEC'05),ENZ3-06,1-5

(2005).

(Organicsolventstability,Lipase,Amphiphilicpolymer

particle)

■AsymmetricPinchedFiowFractionationforRapid

andPreciseBio-particleSeparationinMicrofluidic

Devices

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 高 速 ・高 精 度 な 生 体 粒 子 分

離 の た め の ア シ ン メ ト リ ッ ク ピ ン チ ド ・フ ロ ー ・フ ラ ク シ

ョ ネ ー シ ョン)

J.Takagi,Y.Sai,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.ofthe19thInternationalSymposiumon

MicroscaleBioseparations(MSBKobe),P1-22,92

(2005).

(Bio-particleseparation,Asymmetricpinchedflow

fractionation,Microfiuidicdevices)
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■ContinuousParticleClassificationUsing

ElectroosmoticFlowinMicrofluidicDevices

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 電 気 浸 透 流 を 用 い た 連 続 的

な 粒 子 の 分 級)

T.Kawamata,M.Yamada,M,YasudaandM.Seki

Proc.ofthe19thInternationalSymposiumon

MicroscaleBioseparations(MSBKobe),P3-10,126

(2005).

(Pardcleclassification,Electroosmoticflow,Microfluidic

devices)

■ConformationalTransitionofEnzymesinthe

PresenceofanOrganicSolvent

(有 機 溶 媒 存 在 下 で の 酵 素 の 構 造 変 化)

H.Ogino

Proc.ofEnzymeEng.X皿,92(2005).

(Protease,Poly-aminoacid,Organicsolvent-stab皿ity)

E.Shigematsu,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheEighthInternationalConferenceon

MiniaturizedSystemsforChemistryandLifeSciences

(MicroTAS2005),1452-1454(2005).

(Microdispenser,Biochemicalscreening,Microfluidic

dispenserarray,Nanoliterdroplet)

■HydrodynamicConcentrationandSeparationof

ParticlesinMicrofluidicDevices

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 流 体 力 学 的 な 粒 子 の 分 離 ・

濃 縮)

M.YamadaandM.Seki

Proc.oftheeighthinternationalConferenceon

MiniaturizedSystemsforChemistryandLifeSciences

(MicroTAS2005),152&1530(2005).

(Concentration.andseparationofparticles,Microfluidic

devices)

■TunablePinchedFlowFractionationforEffective

ParticleSeparationinMicrofluidicDevices

(チ ュ ー ナ ブ ル ピ ン チ ド ・フ ロ ー ・フ ラ ク シ ョ ネ ー シ ョ ン

を 用 い た 微 粒 子 の 精 密 分 級)

Y.Sai,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheEighthInternationalConferenceon

MiniaturizedSystemsforChemistryandLifeSciences

(MicroTAS2005),346348(2005).

(Tunablepinchedfiowfractionation,Particleseparation,

Microfluidicdevices)

■HydrodynamicallyControlledDropletBreakupin

MicrofluidicDevices

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 液 滴 分 割 お よ び そ の 大 き さ

の 制 御)

S.Doi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc,oftheEighthInternationalConferenceon

MiniaturizedSystemsforChemistryandLifeSciences

(MicroTAS2005),439441(2005).

(Dropletbreakup,Microfluidicdevices)

■LocalSurfaceModificationofMicrochannelby

AccumulatingandMeltingFunctionalPolymer

Particles

(高 分 子 微 粒 子 を 用 い た マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 流 路 内 局 所

表 面 修 飾 法 の 開 発)

N.Nonaka,M.Yamamoto,M.Yamada,M.Yasudaand

M.Seki

Proc。oftheEighthInternationalConferenceon

MiniaturizedSystemsfbrChemistryandLifeSciences

(MicroTAS2005),75&760(2005).

(Localsurfacemodification,PolymerpanicleaccumUlation,

Microfiuidicdevices)

■DevelopmentofFunctionalMicroDispenserArray

forProducingMultipleReactionConditions

(多数 の 反 応条 件 を生 成 す る高 機能 マ イ ク ロデ ィスベ ンサ

ー ア レイの 開発)

fiBio-ParticleSeparationUsingMicrofluidicDevices

EquippedwithFlowRateControlValves

(流 量 調 節 バ ル ブ を 備 え た マ イ ク ロ流 体 デ バ イ ス を 用 い た

生 体 粒 子 の 分 離)

Y.Sai,J.Takagi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.ofYoungAsianBiochemicalEngineer's

Community2005Symposium,95(2005).

(Pinchedflowfractionation,Bio-particleseparation,

Microfiuidicdevices)

■HydrogenFermentationUsingAnaerobes

(嫌 気 性 微 生 物 を 用 い た 水 素 発 酵)

T.MiuraandH.Ogino

Proc,ofYoungAsianBiochemicalEngineer's

Community2005Symposium,164(2005).

(Hydrogen,Anaerobe,Fermentation)

■OrganicSolvent-StabilityofMutatedEnzymes

(変 異 酵 素 の 有 機 溶 媒 耐 性)

H.Ogino

Proc.ofInternationalSymposiumonExtremophilesand

TheirApplications2005,198(2005).

(Organicsolvent-stability,Mutatedenzyme,Protease)

・ContinuousParticleConcentrationandSeparation

UsingMicrofluidicDevicesHavingMultipleSide

Channels

(複 数 の 分 岐 を 有 す る マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス を 用 い た 微 粒

子 の 連 続 濃 縮 ・分 離)

M.YamadaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p・88-

p幽89(2005).

(Microfiuidics,Particle,Separation)

■AsymmetricPinchedFlowFractionationfor

ContinuousParticleSeparationinMicroflUidiC

Devices
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(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 連 続 粒 子 分 離 の た め の ア シ

ン メ トリ ッ ク ピ ン チ ド ・フ ロ ー ・フ ラ ク シ ョネ ー シ ョ ン)

J.Takagi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-92-

p-93(2005).

(Particleseparation,Asymmetricpinchedflow

fractionation,Microfluidicdevices)

iDropletBreakupControlUtilizingHydrodynamic

ForceinaBranchedMicrochannel

(分 岐 を 有 す る マ イ ク ロ チ ャ ネ ル 内 で の 液 滴 分 割 お よ び 制

御)

S.Doi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-96-

p-97(2005),

(Microfluidics,Flowcontrol,Dropletbreakup,Emulsion)

墨StepwiseDilutionMicrodeviceforOn-ChipHigh-

ThroughputBiochemicaiAssay

(八 イ ス ル ー プ ッ トな 生 化 学 分 析 の た め の 多 段 希 釈 マ イ ク

ロ デ バ イ ス)

T.Hirano,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-

100-p-101(2005).

(Microfiuidics,Biochemicalscreening,Serialdilution)

■DevelopmentofaMicrofluidicDevicefor

ContinuousSingleDistillation

(連 続 操 作 に よ る 単 蒸 留 の た め の マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス の

開 発)

Y.Iwatsubo,M.Yamada,M,YasudaandM,Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-

104-p-105(2005).

(Distillation,Microfluidicdevices,Gas-liquidseparation)

鵬FormationofVariousConcentrationDroplets

EmployingPartiatLiquidExchangeinaMicrofluidic

Device

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス を 用 い た 部 分 液 体 交 換 に よ る 多 数

の 条 件 の 生 成)

E.Shigematsu,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-

108-p-109(2005).

(Microfluidicdispenserarray,Nanoliterdroplet,

Biochemicalscreening)

■DevelopmentofaParticleSeparationMethod

withElectroosmoticF{ow

(電 気 浸 透 流 を 用 い た 粒 子 分 離 法 の 開 発)

T.Kawamata,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-

112-p-113(2005).

(Particleseparation,Electroosmoticflow,Microfluidic

devices)

■On-ChipCellCultivationSystemUsingPicoliter

GelCompartments

(ピ コ リ ッ タ ー ゲ ル の 区 画 を 用 い た オ ン チ ッ プ 細 胞 培 養 シ

ス テ ム)

T.Shibanuma,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-

116-p-II7(2005).

(On-chipcellcUltivationsystem,Picolitergelcompartment)

■EmulsionClassificationinMicrochannelsUsing

PinchedFlowFractionation

(PFFを 用 い た マ イ ク ロ流 路 内 で の エ マ ル シ ョン の 分 級)

H.Maenaka,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Proc.oftheFifthInternationalSymposiumon

MicrochemistryandMicrosystems(ISMM2005),p-

120-p-121(2005).

(Emulsionclassification,Pinchedfiowfractionation,

Microfluidicdevices)

■Nanoliter-sizedFunctionalLiquidDispenserArray

forBiochemicalScreeningSystemsin

MicrofluidicDevices

(マ イ ク ロ 流 体 デ バ イ ス 内 で の 生 化 学 ス ク リ ー ニ ン グ の た

め の 微 量 液 体 デ ィ ス ベ ン サ ー ア レイ)

M.Yamada,E.Shigematsu,T.Shibanuma,S,Taira,M.

YasudaandM.Seki

Proc.ofthe20051nternationalChemicalCongressof

PacificBasinSocieties(Pacifichem2005),631,TECH-16

(2005).

(Microfiuidicdevices,LiqUiddispenserarray,Biochemical

screening)

圏EffectiveRecoveryofHarmfulMetallonsfrom

SquidWastesUsingSubcriticalandSupercritical

WaterTreatments

(亜 臨 界 水 お よ び 超 臨 界 水 処 理 に よ る イ カ こ ろ か らの 有 害

重 金 属 イ オ ン の 有 効 回 収)

0.TavakoliandH.Yoshida

Environ.Sci.Technol.,39[刀,2357・2363(2005).

(Subcriticalwater,Squidentrails,Metalion,Distribution

coef臼cient)

■SynthesisofaNewBlodegradablePlasticfrom

theBovineSerumAlbuminUsingtheSubcritical

WaterTechnology

(亜 臨 界 水 処 理 に よ る 牛 血 清 ア ル ブ ミ ン か ら の 新 規 生 分 解

性 プ ラ ス チ ック 合 成)

W.AbdelmoezandH.Yoshida

Proc.ofMiniaInternationalConference"Towardsa

SafeandCleanEnvironmenゼTSCE'05,A1-3(2005).
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(Biodegradablepolymers,BSA,Protein-basedplastics,

Sub-criticalwater,Batchreactors)

■AnOverviewoftheApplicationsoftheSubcritical

WaterTechnologyinWaste,Reuse,Recycleand

Treatment

(廃 棄 物 の 再 使 用 ・再 利 用 及 び そ の 処 理 に お け る 亜 臨 界 水

技 術 適 用 の 概 観)

W.AbdelmoezandH.Yoshida

Proc.ofMiniaInternationalConference"Towardsa

SafeandCleanEnvironment"TSCE'05,E3-4

(2005).

(Wasterecycle,Newwasterecycletechnology,

Subcriticalwater,Environment)

圏SquidO"andFatProductionfromSquidWastes

UsingSub・CriticalWaterHydrolysis:FreeFatty

AcidsandTransesterification

(亜 臨 界 水 加 水 分 解 に よ る イ カ こ ろ か ら の 油 お よ び 脂 肪 の

生 成:遊 離 脂 肪 酸 お よ び エ ス テ ル 交 換 反 応)

0.TavakoliandH.Yoshida

Proc.of7thWorldCongressofChemicalEngineering

(WCCE72005)086002,p.202(2005).

(Subcriticalwater,Squidwaste,OilandfaちFattyacid,

Fattyacidmethylester,Esterification)

圏DegradationofCrosslinked-Unsaturated

PolyestersinSub・CriticalWaterinthePresence

ofAdditives

(添 加 剤 存 在 下 で の 亜 臨 界 水 中 で の 不 飽 和 ポ リエ ス テ ル 硬

化 樹 脂 の 分 解)

K,SuyamaM.Kubota,M,ShiraiandH.Yoshida

The8thSPSJInternationalPoiymerConference(IPC

2005)27P2Gl-188b(2005).

(Subcriticalwater,Unsaturatedpolyester,FRP,

Transesterification,Hydrolysis)

■lmprovementofMethaneFermentationUsing

ImmobilizedMethanogensonSupportMateria量s

(固 定 化 担 体 を 用 い た 高 効 率 メ タ ン 発 酵)

H.Tokumoto,K.NishiguchiandH.Yoshida

Proc.ofExtendedAbstractsInternationalSymposium

onEcoTopiaScience2005(ISETSO5)OS6P-12,727-730

(2005).

(lmmobilizedmethanogen,Bamboocharcoal,Sub-

criticalwater)

■HighSpeedandEfficientMethaneFermentation

ProcessforExcessSludgeTreatedbySub-

criticalWaterHydrolysisTechnique

(亜 臨 界 水 処 理 し た 余 剰 汚 泥 の 高 速 一高 消 化 率 メ タ ン 発 酵

プ ロ セ ス)

H.Tokumoto,R.IshiandH.Yoshida

Proc.ofExtendedAbstractsInternationalSymposium

onEcoTopiaScience2005(ISETSO5)OS6P-13,731-734

(2005).
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(Methanefermentation,Sub-criticalwater,Organic

acid)

■EquilibriaforAdsorptionofValuableMetalson

Cross-linkedChitosanFiber

(架 橋 キ トサ ン 繊 維 に よ る 有 価 金 属 の 吸 着 平 衡)

H.Yoshida,R.WakamaandH.Nakamura

Proc.ofthe7thInternationalConferenceonSeparation

ScienceandTechnology-BetweenKoreaandJapan

(ICSSTO5-KJ)AD139,89(2005).

(Adsorption,Valuablemetals,Chitosanfiber,Equiliblium

isotherm)

■AcidCatalyzedProductionof5-hydroxymethyl

FurfuralfromD-fructoseinSub-criticalWater

(亜 臨 界 水 中 に お け る 酸 触 媒 を 用 い たD一 フ ル ク トー ス か ら

の5・ ヒ ドロ キ シ メ チ ル フ ル フ ラ ー ル 生 成)

H.YoshidaandF.SalakAsghari

Proc.ofChina/USA/JapanJointChemicalEngineering

Conference,SEOIA-3,2(2005).

(Sub£riticalwater,D-Fructose,5HydroxymethylfUrfUral,

HMF,D-glucose)

■CarbonizationofWasteWoodtoDevelop

AdsorbentsforAmmoniaGasUsingSuperheated

Steam

(過 熱 水 蒸 気 に よ る 木 材 の 炭 化 と 塩 基 性 ガ ス 吸 清 剤 製 造 へ

の 応 用)

H.Yoshida,A.Hosoi,J.KurodaandH,Nakamura

Proc.ofChina/USA/JapanJointChemicalEngineering

Conference,SEIOA-7,82(2005).

(Superheatedsteam,Carbonization,Adsorption,

Ammonia,Humicacid)

■lnvestigationoftheMechanical,Thermal,and

ElectromicroscopicPropertiesofaNovel

BiodegradablePlasticSynthesizedfromBovine

SerumAlbuminUsingSub-CriticalWater

Technology

(亜 臨 界 水 技 術 を 用 い た 牛 血 清 ア ル ブ ミ ン か ら 合 成 し た 新

規 生 分 解 性 プ ラ ス チ ック の 機 械 的 ・熱 的 及 び 微 視 的 特 性 の

碩 究)

W.AbdelmoezandH.Yoshida

Proc.ofChina/USA/JapanJointChemicalEngineering

Conference,SE12B-8,106(2005).

(Biodegradablepolymers,BSA,Thermoplasticprotein,

Sub-criticalwater,Batchreactors)

mSurfaceAdsorptionofPEGandCl-Additivesfor

CopperDamasceneElectrodeposition

(銅 ダ マ シ ン め っ き に お け るPEGとCl添 加 剤 の 表 面 吸 蒲)

Y.Jin,K,Kondo,Y.Suzuki,T.MatsumotoandD.P.

Barkey

ElectrochemicalandSolid-StateLetters ,8,C6-C8

(2005).



■DevelopmentofCu-CorePbFreeSolderBumps

(銅 コ ア ー 鉛 フ リ ー は ん だ バ ン プ の 開 発)

D.Mu,K.KondoandJ.Maeda

J.Electrochem.Soc.,152田,G68-G72(2005).

■EffectofAnnealingandHydrogenonProperties

ofElectrodepositedPlatinumElectredeandLead・

Zinconate・TitanateFilmsforFerroelectric

RandomAccessMemoryApplications

(FeRAMに 用 い る 白 金 め っ き 電 極 とPZT膜 と の 水 素 と 熱

処 理 の 影 響)

K.Kondo,K.Watanabe,Y.Abe,J.Haji,andM.Shimizu

J.Electrochem.Soc.,152[10],C688C691(2005),

■High・Aspect-RatioCoPPer・Via・FillingforThree-

DimensionalChipStacking-2)Reduced

ElectrodepositionProcess-Time

(三 次 元 実 装 に 用 い る 高 ア ス ペ ク ト銅 穴 埋 め め っ き2)め

っ き プ ロ セ ス 時 間 の 短 縮)

K.Kondo,T.Yonezawa,D.Mikami,T.Okubo,Y.

Taguchi,K.TakahashiandD.Barkey

J.Electrochem.Soc.,152[11】,H173-H177(2005).

■ 置 換Au,A9,Pdめ っ き 膜 の 密 着 性

(TheAdhesionofSubstitution・DepositedGold,

S聾verandPalladiumFilmsonCopperSubstrates)

岡本 尚 樹,渡 辺 徹

日本 金 属 学 会 誌69【2],225・228(2005).

(Deposition,Adhesion,Gold,Silver,Palladium)

■ 置 換 め っ き 法 に よ りCu基 板 上 に 形 成 さ れ たPd-Cu合 金 膜

の 構 造

(TheStructureofSubstitution-DepositedCoPPer-

PalladiumAlloyFilmsonCopperSubstrates)

岡本 尚樹,渡 辺 徹

日本 金 属 学 会 誌,69[5],429-432(2005).

(Deposition,Copper,Palladium,Substitution,Alloy)

圃 ガ ラ ス 基 板 上 の 無 電 解Cuめ っ き の 密 着 性 に 対 す る 触 媒 核

の 数 密 度 の 影 響

(TheEffectofCatalystDensityforAdhesionof

ElectrolessDepositedCopperFilmsonGlass

Substrate)

岡本 尚樹,木 村 隆,渡 辺 徹

日本 金 属 学 会 誌69[7],502-508(2005).

(Electrolessdeposition,Adhesion,Copper,Glass)

■GenerationofNanoparticlesandNanodropletsby

lon-lnducedNucleation

(イ オ ン 誘 発 核 生 成 に よ る ナ ノ 液 滴 と ナ ノ 粒 子 の 生 成)

M.Adachi,M.Kusumi,M.FurutaandS.Tsukui

AdvancedPowderTechnoL,16【5],549-559(2005).

(lon,Ion-inducednucleation,NanodropletNanoparticle)

腫AnExperimentalStudyoflon-lnducedNucleation

UsingaDriftTubelonMobilitySpectrometer/

MassSpectrometerandaCluster-Differential

MobilityAnalyzer/FaradayCupElectrometer

(ド リ フ トイ オ ン モ ビ リテ ィア ナ ラ イ ザ ー/質 量 分 析 計 と 微

分 型 モ ビ リテ ィ ア ナ ラ イ ザ ー/フ ァ ラ デ イ カ ッ プ 電 流 計 を

用 い た イ オ ン誘 発 核 生 成 の 実 験 的 研 究)

K.Nagato,C.S.Kim,M.Adachi,K.Okuyama

J.AerosolSci.,36[8],103(シ1049(2005).

(Differentialmobliityanalyzer,Drifttubeionmobility

spectrometer,Ion-inducednucleation)

■PossibilityofSuperconductivityofthe2212Phase

intheBi-Pb-Sr-CeCu-OSystem

(BトPb-Sr-Ce・Cu-0系2212相 に お け る 超 伝 導 の 可 能 性)

H.Sasakura,Y.Akagi,S.Tsukui,T.OkaM.Adachi

J.Supercond.18[4】,551-556(2005).

(Bi(Pb)-Sr-Ce-Cu-Osystem,Bi-2212phase,

Superconductivity)

■DesingofNanoparticleCharger

(ナ ノ 粒 子 荷 電 装 置 の 設 計)

M.KanamaruandM.Adachi

Proc.EuropeanAerosolConf2005,151(2005).

(Charging,Nanoparticle,Highef丘ciency)

■ArrangementofNanoparticlesonSubstrateby

ClusterlonDepositionMethod

(イ オ ン 沈 着 法 に よ る ナ ノ 粒 子 の 基 板 配 列)

MAdachiandY.Ikari

Proc.2ndInt,Sym.NanotechnologyandOccupational

Health,41(2005).

(Arrangement,Iondeposition,Nanoparticle)

■NovelMeasurementMethodforlon・lnduced

Nucleation

(イ オ ン 誘 発 核 生 成 の 新 し い 測 定 手 法)

M。AdachiandN。Yokoyama

Proc.4thAsianAerosolConf.,351-352,(2005).

(Ion,Ion-inducednucleation,Iongrowth,Differential

mobilityanalyzer)

■FabricationofSuperconductingD・waveDot

EmbeddedinanS-waveMatrix

(s波 超 伝 導 体 に 置 か れ たd波 超 伝 導 ド ッ トの フ ァ ブ リ ケ ー

シ ョ ン)

M.Fujii,T.Abe,H.Yoshikawa,S,Miki,S.Kawamata,

K.Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T.Koyama

T.Terashima,S.Tsukui,M.AdachiandT。Ishida

PhysicaC,426-431,104-107(2005).

(D-dot,Halffluxquantumvortex,YBa2Cu307thinfilm,

SQUIDmicroscope)

185



・一 ・-t2
.解 説,総 説 会 議Proc.'・ 一 ・-t・-J●一 ●一・・'一一."'一'"一"`一 ●''"一 一."一"● 一'""一'"'"''"●Nt"P● 一'"J

■下 水汚 泥の可 溶 化処 理 を導入 した連 続資 源化 シス テム

小西 康裕 野 村俊 之

ケ ミカルエ ンジニ ア リ ング,50[2],103107(2005).

■微 小 液滴 反応 場を 利 用 した無 機 ナノ サイ ズ粒 子の 形態制 御

野村俊 之

国際 技術 情報 誌M&E,10,190-193(2005>.

■粉 体の 乾式 処理 に よる表 面 改質 と機 能化

佐 藤宗 武,岩 暗智宏

顔 料,49[2],3083-3093(2005).

■ マ イク ロフ ルイ デ ィク スを利 用 した微粒 子 の連続 分離 ・分

級

山田真 澄,関 実

混 相流,19[2],10ZIO7(2005).

■特集:廃 棄 物 の再 資源 化技 術 特集 に あた って

吉 田弘之

ECOINDUSTRY月 刊 エ コ イ ンダス トリー、10[9],5-6

(2005).

■ 〔特集 〕水 を活 かす:亜 臨 界水 が有 機質 を価 値 の高 い物質

に

吉 田弘 之

月刊EarthGuardian(ア ース ガ ー デ ィア ン)[11]t

26-27(2005).

■ イオ ンを利 用 したナ ノ粒子 の合 成

足 立元 明

静 電気 学会 誌29,194199(2005).

186



一 一 ・3
.学 術 著 書 ・一■ ・一 ・一 ・一 ・一・ ・-i・ 一・'-i・ 一… 一 ・一・ ・一・一 ・一 ・一 ・一'-i'一 ・一 ・一 一 ・-t・ 一 ・一 ・.i・.)・ 一,・ ・一 ・.-t-"-t-`一 一一"一 一一一一 ・一 ・一 ・一一i・.一 ・一

■ナノマ テ リアル工 学大 系 第1巻 ニ ュー-tzラミクス

阿尻 雅 文,高 見 誠 一,梅 津 光 央,大 原 智,塚 田隆 夫

(分担執 筆)

第2章 第2節[3]超 臨界水 を利用 した ナノ粒 子 の合 成 と

応 用

株 式会社 フジ ・テ ク ノシス テム,37・44(2005).

■生物工 学ハ ン ドブ ック

関 実(分 担)

マ イクロバ イオ リア クター

コロナ社(2005).

■マイ クロ リア クター テ クノ ロジ ー

関 実(分 担)

マ イ クロ リア ク タ ア レイ を 用 い た ケ ミカ ル ラ ボ オ

ン ・チ ップの構 造

㈱エ ヌ テ イー 一エ ス,333・341(2005).

■改訂4版 化学 工学 辞典

吉田弘 之(分 担)

化学工 学会編 丸 善株 式 会社(2005).

■多 孔 質 吸 藩 材 ハ ン ドブ ックHandbookonPorous

Adsorbents

吉田弘 之(監 修)

株式会社 フジ テ ク ノシス テム(2005).

■過 熱水蒸 気技 術集 成 そ の特 性 と拡 が る最新 利 用お よ び装

置開発 の現状

吉田弘 之(分 担)

B・2.2過 熱水 蒸気 に よる廃 木材 の炭 化 ・資 源化

株 式会社 エ ヌ テ ィー ・エ ス,85-93(2005).

■第11回 実践化 学工 学講 座

吉 田弘之(分 担)

第5章 吸着(5.1-5.10)

化学 工学会 関西 支 部編,215232(2005).

■ 日本 食品化 学研 究振 興財 団 第11回 研究 成果 報 告書(The

JapanFoodChemicalResearchFoundation

ANNUALREPORTNO.11(2005)

吉 田弘 之(分 担)

亜臨界 水 に よる肉骨粉 の無 害化 と資 源化

(MakingMeatandBoneMealHarmelessandProdaction

ofUsefulSubstancesbySub-CriticalWater)

財 団法 人 日本 食 品化学 研 究振 興財 団,13()-131(2005).

■次世代 カー エ レク トロニ ク ス・新 材料 の 応用 展 開

近 藤和 夫,石 井 正 人,中 村 英 博,老 田 尚久,高 橋 健 司,

高木 清

化学工 学会 エ レク トロニ クス 部会 出版(2005).

■化学工 学辞 典(化 学工 学辞 典編 集 委員 会)

足立 元明(分 担 執 筆)

「パ ルス荷 電」 「荷 電」 「電気 移動 度解析 装 置」

丸善,39Z393,87-88,334(2005).
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■AWARD,2005(Seoul ,Korea,January,2005)

K.Kondo,T.Yonezawa,D.Mikami,T.OkuboandK.

Takahashi

HighAspectRatioCopperViaFillingUsedforthe

Three-DimensionalChipStacking.

■XthlnternationalVortexStateStudiesWorkshOp,

(Mumbai,lndia,January,2005)

T.Ishida,M.Fujii,T.Abe,S.Miki,S.Kawamata,K.

Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T.Koyama,T.

Terashima,S.TsukuiandM.Adachi

SuperconductivityinD-dot

(lnvited)

■MinialnternationalConference"TowardsaSafe

andCleanEnvironment"TSCE'05

(Minia,Egypt,April,2005)

W。AbdelmoezandH.Yoshida

SynthesisofaNewBlodegradablePlasticfromThe

BovineSerumAlbuminUsingTheSubcriticalWater

Technology.

W.AbdelmoezandH.Yoshida

AnOverviewoftheApplicationsofTheSubcritical

WaterTechnologyinWaste,Reuse,Recycleand

Treatment

■The7thAsia-PacificBiochemicalEngineering

Conference2005(Jeju,Korea,May,2005)

J.Takagi,Y.Sai,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

PinchedFlowFractionation(PFF)forRapidBio-

particleSeparationinMicrofludicDevices。

H.Ogino

NewLipolyticEnzymeWhichHas-Ser-Xaa-Xaa-Lys-

MotifasCatalyticSite,

M.Yasuda,H.Nikaido,T.Imakiire,M.SekiandH.

Ishikawa

EnhancementofOrganicSolventStabilityofLlpase

ImmobilizedonPolymerParticles.

■The4thAsian-PacificChemicalReaction

EngineeringSymposium(Gyeonglu,Korea,June,

2005)

S。Watano,T.TokudaandH.Nakamura

WetGranulationofNano-particlesinaRotating

FluidizedBed.

H.NakamuraandS.Watano

NumericalSimulationofParticleFluidizationBehaviors

inaRotatingFluidizedBed.

■EngineeringConferenceInternational,Particulate

ProcessesinthePharmaceuticalIndustry

(Montreal,Canada,June,2005)

S.WatanoandY.Nakagawa

DesignofNanoDrugbyMeansofNovelSuper.Critical

FluidProcessing.

H.NakamuraandS.Watano

NumericalSimulationofFilmCoatingProcessina

NovelRotatingFluidizedBed.

T,AkachiandS.Watano

Micro-GradationandImprovementofFlowabilityof

AdhesiveFineDrugbyaNovelSupercriticalFreeze

Granulation.

Y.Sato,T.OkamotoandS.Watano

Scale-upofWetGranulationandKneadinginaHigh

ShearMixer.

Y.OhnishiandS.Watano

CompressionTestofWetPowderforFormulation

StudyandProcessControlofWetGranulation.

■3「dInternatiOnalCOnferenCeOnMaterialSfOr

AdvancedTechnOlogieS(ICMAT2005)andgth

lnternationalConferenceonAdvancedMaterials

(ICAM2005)(Singapore,July,2005)

T.Nomura,T.MoriandY.Konishi

ShapeandSizeControlofBariumCompound

NanoparticlesUsingMicoroemulsion.

■7thWorldCongressofChemicall≡ngineering

(WCCE72005)(Glasgow,Scotland,July,2005)

0.TavakoliandH.Yoshida

SquidOilandFatProductionfromSquidWastesUsing

Sub-CriticalWaterHydrolysis:FreeFattyAcidsand

Transesterification.

圏The8thSPSJlnternationalPolymerConference

(lPC2005)(Fukuoka,Japan,July,2005)

K.Suyama,M.Kubota,M.ShiraiandH.Yoshida

DegradationofCrosslinked-UnsaturatedPolyestersin

Sub-CriticalWaterinthePresenceofAdditives.

■19thInternationalSymposiumonMicroscale

Bioseparations(MSBKobe)(Kobe,Japan,July・

August,2005)

J.Takagi,Y.Sai,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

AsymmetricPinchedFlowFLractionationfbrRapidand

PreciseBi(>particleSeparationinMicro且udicDevices.

T.Kawamata,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki
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ContinuousParticleClassi丘cationUsingElectroosmotic

FlowinMicrofluidicDevices.

■lnternationalSymposiumonEcoTopiaScience

2005(ISETSO5)(Nagoya,Japan,August,2005)

Y.Konishi,T.Tsukiyama,K.Ohno,N.Saitoh,T.

NomuraandS.Nagamine

BiosynthesisofGoldNanoparticlesUsingtheAnaerobic

BacteriumShewanellaal8ae.

T.NomuraS.Araki,T.NagaoandY.Konishi

ResourceRecoveryTreatmentbySolubilizationofWaste

Sludge.

T.Nagao,T.NomuraandY.Konishi

AdhesionofMethanogenstoSupportMaterials.

H.Tokumoto,K.NishiguchiandH.Yoshida

㎞provementofMethaneFermentationUsingImmobihzed

MethanogensonSupportMaterials.

H.Tokumoto,R.IshiandH.Yoshida

HighSpeedandEfficientMethaneFermentation

ProcessforExcessSludgeTreatedbySub-critical

WaterHydrolysisTechnique.

■The13thlnternationalClayConference(Tokyo,

Japan,August,2005)

T.IwasakiandE.Horiguchi

SynthesisandCharacterizationofPorousOctosilicate

PillaredbyMetalOxides.

T.IwasakiandH.Kawabata

EffectofAdditivesonCrystallizationinHydrothermal

SynthesisofLayeredOctosilicate.

■GordonResearchConference,Chemistryand

PhysicsofMicfluidics(Oxford,Eingland,August,

2005)

M.Seki(lnvited)

CellSeparationinMicrofluidicDevices.

目The7thlnternationalConferenceonSeparation

ScienceandTechnology-BetweenKoreaand

Japan(ICSSTO5・KJ)(Yeongju,Korea,August,

2005)

H.Yoshida,R.WakamaandH、Nakamura

恥uilibriaforAdsorptionofValuableMetalsonCross-

1inkedChitosanFiber.

■EuropeanAerosolConference2005(Ghent,

Belgium,August,2005)

M.KanamaruandM.Adachi

DesingofNanoparticleCharger・

●EuropeanCongressonAdvancedMaterialsand

Processes(EUROMAT2005)(Prague,Czech

Republic,September,2005)

Y.Konis㎞,T,Nomura,S.Nagamine,T.Tsukiyamaand

N.Saitoh

MicrobialSynthesisofGoldNanoparticlesUsingthe

AnaerobicBacteriumShewane〃aalgae.

■lnternationalSymposiumonAtmospheric

Enviromenta口mpactsofAerosolinEastAsia

(Kyoto,Japan,September,2005).

M,AdachiandN。Yokoyama

NovelMeasurementMethodforIon-lnducedNucleatfon.

■JointJSPSandESFConferenceonVortexMatter

inNanostructuredSuperconductors(Crete,

Greece,September,2005)

T.Ishida,M.Fujii,T.Abe,S.Miki,S.Kawamata,K.

Satoh,T.Yotsuya,M.Kato,M.Machida,T.Koyama,T、

Terashima,S、TsukuiandM.Adachi

ExperimentalandTheoreticalStudiesofD-dot

(Invited)

■InternationalSymposiumonLead&Zinc

Processing(LEAD&ZINC'05)(Kyoto,Japan,

October,2005)

Y.Konishi,N.Saitoh,T.NomuraandS.Nagamine

EcologicalRecoveryofZincfromFlyAshUsing

MicrobesAssociatedwiththeSulfurCycle.

■EnzymeEngineeringX皿Conference(Gyeong・ju,

Korea,October,2005)

H.Ogino

ConformationalTransitionofEnzymesinthePresence

ofanOrganicSolvent

凹TheEighthlnternationalConferenceon

MiniaturizedSystemsforChemistryandLife

Sciences(MicroTAS2005)(Boston,USA,

October,2005)

Y.Sai,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

TunablePinchedF[owFractionationforEffective

ParticleSeparationinMicrofluidicDevices.

S.Doi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

HydrodynamicallyControlledDropletBreakupin

Micro且uidicDevices.

N.Nonaka,M.Yamamoto,M.Yamada,M.Yasudaand

M.Seki

LocalSurfaceModificationofMicrochannelby

AccumulatingandMeltingFunctionalPolymerParticles.

E。Shigematsu,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

DevelopmentofFunctionalMicroDispenserArrayfor

ProducingMultipleReactionConditions.
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M.YamadaandM.Seki

HydrodynamicConcentrationandSeparationof

ParticlesinMicrofluidicDevices.

鵬YoungAsianBiochemicalEngineer'sCommunity

2005Symposium(Beijing,China,October,2005)

Y.Sai,J.Takagi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

Bio-ParticleSeparationUsingMicrofluidicDevices

EquippedwithFlowRateControlValves.

T.MiuraandH.Ogino

HydrogenFermentationUsingAnaerobes.

■China!USA!JapanJointChemicalEngineering

Conference(Beijing,China,October,2005)

H.YoshidaandF.SalakAsghari

AcidCatalyzedProductionof5・hydroxymethylFu1血raI

fromD-fructoseinSub-criticalWater.

H.Yoshida,A.Hosoi,J.KurodaandH.Nakamura

CarbonizationofWasteWoodtoDevelopAdsorbents

fbrAmmoniaGasUsingSuperheatedSteam.

W.AbdelmoezandH.Yoshida

InvestigationoftheMechanical,Thermal,and

ElectromicroscopicPropertiesofaNovelBiodegradable

PlasticSynthesizedfromBovineSerumAlbuminUsing

Sub-CriticalWaterTechnology.

■208thECSMeeting(LosAngeles,AmeriCa ,

October,2005)

D.Barkey,K.Kondo,T.MatsumotoandM.Pritzker

EffectsofOxygenandCuprousIononCopperDeposition

inthePresenceofPEGandMPSA.

K.Kondo,H.KuriharaandH.Murakami

MorphologyEvolutionofSingleCrystalCopperby

Etching.

圏2ndlnternatiOnalSympOSiUmOnNar10teChnOlOgy

andOccupationalHealth(Minneapolis,USA,

October,2005).

M.AdachiandY.Ikari

ArrangementofNanoparticlesonSubstratebyCluster

IonDepositionMethod.

8TheKorea・JapanlnternationalSymposiumon

PowderScienceandTechnology:The43「d

SymposiumonPowderandTechnology(Busan,

Korea,November,2005)

T.Nomura,A.Yoshihara,K.Sasano,T.Nagao,S,

NagamineandY.Konishi

ElectrophoreticMobilitiesandHydrophobicitiesof

Methanogens.

T.Nomura,T.Nagao,A.Yoshihara,K,Sasano,S.

190

NagamineandY.Konishi

AdhesionofAnaerobicBacteriatoSupPortMaterials.

S.WatanoandH.Nakamura

FluidizationofNano-ParticlesbyaNovelRotating

FluidizedBed.

D.Fujioka,H.Nakamura,T.Iwasaki,S.WatanoandY.

Osako

DevelopmentofaNovelMiniatureExtruderand

AnalysisofitsGranulationCharacteristics.

T.Tokuda,H.Nakamura,T.Iwasaki,S.Watano,D.

IwamotoandK.Hamada

FundamentalAnalysisofParticleBehaviorinaRotating

FluidizedBed.

T.Iwasaki,K.Nakajima,S.WatanoandK.Itakura

ImprovementofDissolutionRateofPoorlySolubleDrug

byJet-MillingTreatment

E,Misaki,M.Yokoyama,A.Kashimoto,T.Iwasakiand

M.Satoh

StudyonFrictionalPropertyofPowderforCosmetics.

■The2005AIChENationalMeeting(Cincinnati
,

U.S.A.,November,2005)

J.A.Quevedo,H.Nakamura,Y.Shen,R.N.Dave,R.

PfefferandS.Watano

FluidizationofNanoparticlesinaRotatingFluidized

Bed.

■InternationalSymposiumonExtremophilesand

TheirAppJications2005(Tokyo,Japan,November,

2005)

H.Ogino

OrganicSolvent-StabilityofMutatedEnzymes.

■FifthlnternationalSymposiumonMicrochemistry

andMicrosystems(ISMM2005)andSecond

Japan-KoreaSymposiumonMlcrosystemforLife

ScienceandChemistry(2ndJKSMLC)(Kyoto ,

Japan,December,2005)

M.YamadaandM.Seki

ContinuousParticleConcentrationandSeparationUsing

Micro且uidicDevicesHavingMultipleSideChannels .

J.Takagi,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

AsymmetricPinchedFlowFractionationf()rContinuous

ParticleSeparationinMicrofiuidicDevices .

S.Doi,M,Yamada,M.YasudaandM .Seki

DropletBreakupControlUtilizingHydrodynamicForce

inaBranchedMicrochannel 。

T.Hirano,M,Yamada,M.YasudaandM .Seki



StepwiseDilutionMicrodeviceforOn-ChipHigh-

ThroughputBiochemicalAssay.

Y.Iwatsubo,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

DevelopmentofaMicrofluidicDevicefbrContinuous

SingleDistillation.

E.Shigematsu,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

FormationofVariousConcentrationDroplets

EmployingPartialLiquidExchangeinaMicrofiuidic

Device.

T.Kawamata,M,Yamada,M.YasudaandM.Seki

DevelopmentofaParticleSeparationMethodwith

ElectroosmoticFlow.

T.Shibanuma,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

On-ChipCellCultivationSystemUsingPicoliterGel

Compartments。

H.Maenaka,M.Yamada,M.YasudaandM.Seki

EmulsionClassificationinMicrochannelsUsingPinched

FlowFractionation.

■The20051nternatlonalChemicalCongressof

PacificBasinSocieties(Pacifichem2005)

(Honolulu,USA,December,2005)

M.Yamada,E.Shigematsu,T.Shibanuma,S.Taira,M.

YasudaandM.Seki

Nanoliter-sizedFunctionalLiquidDispenserArrayfbr

BiochemicalScreeningSystemsinMicrofluidicDevices.

■4thAsianAerosolConference(Mumbai,lndia,

December,2005).

M.AdachiandN.Yokoyama

NovelMeasurementMethodforIon-lnducedNucleation.
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■グリーンパイオブロセスシンポジウム(1月,豊 中)

小西康裕(招 待講演)

嫌気性微生物による有用金属の還元 ・回収

■大阪府立大学 産学連携技術発表会(み ずほ総合研究所主

催1・Trans特 別フォーラム)(1月,東 京)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理による未利用有機物の地域分散型高速 高

効率資源 ・エネルギー化システム

■技術士会環境研究会(技 術士会近畿支部 ・大阪技術振興協

会)(1月,堺)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理を前処理とする高速高消化率メタン発酵

■東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパクト平成16

年度シンポジウム(1月,京 都)

足立元明,津 久井茂樹

大気汚染ガスからのイオン誘発核生成の定量評価

平成16年度シンポジウム講演要旨集,3839.

■21世 紀COEプ ログラ ム第12回 全体 会議(2月,堺)

吉 田 弘 之,梅 澤 貴 裕,中 橋 知 美,片 山 裕 紀,Omid

Tavakoli,WaelAbdelmoez,仲 井則 久,中 村秀 美,安 田

昌弘

亜 臨界 水処 理 に よる未利用 廃 棄物 の高 速 一高度資 源化

要 旨集,1-2.

吉 田弘 之,W.Galinada,齋 城 吉 晶,岡 本織江,小 酒 一晃,

釜江健 太郎,神 尾英 治

イ オ ン交換 法 に よる リ ン酸 ・有機 酸 ・ア ミノ酸 の分 離

回収 有価 物 資源化 の ため の分離 プ ロセス の開発

講演要 旨集,34.

吉田弘之,徳 本勇人,西 口恭子,石 井 亮

亜臨界処理水を原料とする高速 高消化率メタン発酵

講演要旨集,5.

荻野博康,三 浦崇史,吉 田弘之

亜臨界処理水を原料とする水素発酵

講演要旨集,6.

吉田弘之,宮 上直也,細 井章仁,田 村和哉,黒 田純二

過熱水蒸気による木材の炭化とその吸着特性

講演要旨集,11.

岩崎智 宏,綿 野 哲,水 橋 匠平

過熱水 蒸気 に よるバ イオマ スの 資源化

講演要 旨集,12.

小 西康 裕,野 村 俊 之,長 嶺信 輔,長 尾 孝徳,荒 木俊輔

汚 泥 の濃縮 ・脱 水

講 演要 旨集,1516.

■平成16年 度 環境都市再生推進会議 タウンエコエネルギ

ーシステム〈都心型〉第3回研究会(2月 ,東 京)

吉田弘之(招 待講演)

密集地における有機性廃棄物の地域分散型資源エネルギ
ー化システム

r日 本薬学 会 第125年 会(3月,東 京)

有枝 悠樹,綿 野 哲,小 泉 一郎,津 張 正光,浅 井直 親

衝撃 式粉 砕 プ ロセ スの スケ ー ル ァ ップ

講演 要 旨集2,134.

藤 岡 大樹,綿 野 哲,小 泉 一 郎,津 張正 光,浅 井 直 親,

大迫 義 文

微小 押 し出 し造粒 機 の 開発

講演 要 旨集2,134.

綿野 哲,中 川靖子,岩 本大輔,一 木あずさ,濱 田憲二

超臨界二酸化炭素を用いた薬物の微粒化と高機能化

講演要旨集2,135.

赤地俊祐,綿 野 哲

超臨界噴出法(凍 結造粒)に よる付着性微粒子の微細混

合と流動性の改善

講演要旨集2,135.

徳田卓之,綿 野 哲,濱 田憲二

回転式流動層による微粒子設計

講演要旨集2,135.

■化学工学会第70年 会(3月,名 古屋)

岩崎智宏,水 橋匠平,綿 野 哲

過熱水蒸気熱分解による廃木材の資源化

研究発表講演要旨集,S324.

石 見 紘 策,成 田 誠,安 田 昌弘,荻 野 博 康,関 実,

石川 治男

複 数の 炭素 源 に よるPseudo〃lonasaeruginosaLST-03株

の増 殖 とリパ ー ゼ生 産速 度 の数値 シ ミュ レー シ ョン

研究 発 表講演 要 旨集,Fl13.

荻野博康,松 村美晴,耳 塚 孝,石 見紘策,関 実,

石川治男

活性中心にSXXKモ チーフを有する新規の脂質分解酵素

研究発表講演要旨集,F114.

安田昌弘,岩 根なぎさ,関 実

高分子両親媒性 ミセルを固定化 した両親媒性粒子へのリ

パーゼの固定化

研究発表講演要旨集,F307.

崔友志,山 田真澄,高 木純也,前 中宏介,安 田昌弘,関

実

マイクロチャネルの流量制御による微粒子の精密分級
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研 究発表 講演 要 旨集,J303.

土井佐規,山 田真澄,安 田昌弘,関 実

マイクロ流路を用いた液滴の分割とその制御

研究発表講演要旨集,J305.

重松永 史,山 田真澄,安 田昌 弘,関 実

部分液体 交換 を伴 な うマ イ ク ロデ ィス ペ ンサー の 開発

研 究発 表講 演要 旨集,J307.

野中伸 洋,山 田真澄,安 田昌 弘,関 実

マ イク ロ流 路 内の微 粒子 集 積 とそ の応用

研究発 表講 演要 旨集,J316.

藤 井 正規,安 部泰 司,三 木 茂 人,川 又 修 一,佐 藤 和 朗,

四 谷 任,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富 男,寺 嶋 孝 仁,

津久 井茂樹,足 立 元 明,石 田武和

d・dot(YBCO-Nb系)の 作 製 と超 伝導 特性

日本 物理 学会 講演 概 要集 第3分 冊,605(27aWF-1).

赤城 嘉也,笹 倉 裕 之,津 久井茂 樹,岡 喬,足 立元 明

Cu系1232相 の合成 とその 物性

日本 物理 学会 講演概 要 集 第3分 冊,568.

瓢SPring-8産 業 利用 講演 会(4鳳 大 阪)

小 西康 裕(招 待 講演)

嫌 気性 細 菌 に よるバ イオ ミネ ラ リゼ ー シ ョン

吉田弘之,徳 本勇人,西 口恭子

担体を用いたメタン発酵の高効率化

研究発表講演要旨集,QIO4.

吉田弘之,徳 本勇人,石 井 亮

モデル汚泥として大腸菌 ・酵母を用いた高速 高消化率

メタン発酵

研究発表講演要旨集,QIO5.

鎌田敏裕,吉 田弘之

亜臨界水加水分解による廃食用油の資源化

研究発表講演要旨集,S323.

■第5回GSCシ ンポ ジ ウム(グ リー ン ・サ ステ ナ ブル ケ ミ

ス トリー シ ンポ ジ2005)(3月,東 京)

吉 田弘之,徳 本 勇 人,西 口恭子,石 井 亮

亜 臨界 水処 理 を前処 埋 とす る高速 一高消 化 率 メ タン発 酵

ポス ター発 表,D-14.

麗桜井市木材協同組合(3月,奈 良)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理によるバイオマスの高速 高効率資源 エ

ネルギー化

■第19回工レク トロニクス実装学術講演大会(3月,東 京)

田中淳也,所 和彦,菊 池克弥,仲 川 博,近 藤和夫,

青柳昌宏

高速信号伝送に向けた電解ノンシアンAgめ っきによる配

線構造の検討

■日本化学会第85春 季年会(3月 ,横浜)

近藤和夫

微小めっき技術

講演予稿集,3K7-31.

■日本 物理学 会第60回 年 次大 会(3月 ,野 田)

安部 泰 司,藤 井 正 規,三 木 茂 人,川 又 修 一,佐 藤和 郎,

四谷 任,加 藤 勝,町 田 昌彦,小 山富 男,寺 嶋 考仁,

足 立元 明,津 久 井 茂樹,石 田武和

d-dot(YBCO-Pb)の 作 製 と超伝 導特性

日本物 理学 会講 演概 要 集 第3分 冊,569(25pPSA・32).

■(財)大 阪科学技術センター 地球環境技術推進懇談会 バ

イオエネ関西研究会平成17年度見学会(4月,堺)

吉田弘之(招 待講演)

有機性廃棄物の地域分散型資源エネルギー化システム

■近畿化学協会 近化環境セミナー(4月 ,大阪)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理とメタン発酵の複合化による有機性廃棄物

の高速 高効率資源 エネルギー化

■粉体工学会2005年 度春期研究発表会(5月,東 京)

岩暗智宏(受 賞講演)

乾式機械的処理プロセスによる機能性複合粒子の設計
一各種粉体処理装置のキャラクタリゼーションとその応

用一

講演論文集,47-50.

足立元明,楠 見真隆,津 久井茂樹(受 賞講演)

イオン誘発核生成によるナノ液滴とナノ粒子の合成

2005年度春期研究発表会講演論文集,4046.

■第11回 化学 とマ イ ク ロ ・ナ ノシ ス テ ム研 究会(5月,北 九

州)

平野 貴矢,山 田真 澄,安 田昌弘,関 実

マ イ クロ流路 内 での濃 度勾 配形 成 と細胞 培 養へ の応用

研 究 発表 講演 要 旨集,p1-29,

川又崇弘,山 田真澄,安 田昌弘,関 実

電気浸透流を用いた連続微粒子分級法の開発

研究発表講演要旨集,p2-28.

■地球環境技術推進懇談会((財)大 阪科学技術センター)平

成17年 度第1回 幹事会(5月,大 阪)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理による有機系廃棄物の高速高度資源化シス

テム

■第54回 高分子学会年次大会(5月,横 浜)

陶山寛志,久 保田将文,吉 田弘之,白 井正充

亜臨界水処理を利用した不飽和ポリエステル硬化樹脂の

分解

ポスター形式,2Pa143。
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■環 境 資源 工学 会 第114回 例 会(6月,京 都)

大 野 香 織,築 山岳 司,齋 藤 範 三,長 嶺 信 輔,野 村 俊 之,

小 西 康裕

貴金 属 のバ イオ ミネ ラ リゼ ー シ ョン

先濱和彦,齋 藤範三,長 嶺信輔,野 村俊之,小 西康裕

鉄酸化細菌の細胞表面荷電

願静岡県バイオテクノロジー研究会(静 岡県沼津工業技術セ

ンター主催)(6月,静 岡)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理とメタン発酵の複合化による高速 高効率

資源 ・エネルギー化システム

■大阪府COE施 設見学講演会(大 阪府環境農林水産部主

催)(6月,堺)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理 とメタン発酵の複合化による高速 一高効率

資源 エネルギー化システム

■第2回 近畿資源有効活用コンソーシアム設立準備総会(グ

リーン購入コンソーシアム)竹 資源有効活用シンポジウム

(6月,大 阪)

吉田弘之(パ ネリスト)

亜臨界水技術:竹 生分解性プラスチックの開発

巳分 離技 術 会年 会2005(6月,大 阪)

中村秀 美,若 間理佐,吉 田弘之

キ トサ ン繊維 によ る希 少有価 金 属 の吸着 分離 一 平衡特 性

技 術 ・研 究発 表講 演要 旨集,S3-15P,91-92.

大 園広樹,中 村秀 美,西 崎 忠 昭

食 品天然 高分 子 を用 いた重 金属 のバ イオ ソー プ シ ョ ン

技術 ・研 究発 表講 演 要 旨集,S3-13P,87-88,

■第4回 産学連携推進会議(6月,京 都)

吉田弘之

水を反応場に用いる有機資源循環科学 工学

■第22回 エアロゾル科学 ・技術研究討論会(7鳳 堺)

野村俊之,森 俊裕,小 西康裕

逆ミセルを用いた無機ナノ粒子の形態制御

講演要旨集,61-62.

原 田和樹,徳 田卓 之,綿 野 哲

コロナ放 電式 除電 器 にお ける発 塵 の計測 とそ の制御

講演 要 旨集,83-84,

横 山奈津 子

帯 電 ナ ノ液滴 の応 用

講 演 論文 集t137-138.

長 門研 吉,川 渕 透,金 燦 珠,足 立元 明,奥 山喜 久夫

ク ラス ター イ オ ンの生 成 成 長 に対す る ア ンモニ ア の影

響
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講 演 論 文 集,85-86.

足 立元 明

イオ ン沈着 法 によ るナ ノ粒 子 膜 の合成 と配列

講 演論 文 集,63-64.

横 山奈 津 子,足 立 元 明

交 流静 電 噴霧 法 に よるZnS粒 子 の合 成

講 演論 文 集,181-182.

■第41回 マテリアルズ ・テーラリング研究会(7月,軽 井沢)

小西康裕(招 待講演)

有用金属のバイオ還元 析出

■ 「界面現象のダイナミクスを解明する最前線の数値解析と

その展開∬」研究集会(7月,神 戸)

塚田隆夫

乾燥収縮を伴う高分子溶液薄膜のレベリングに関する数

値シミュレーション

■近畿大学応用化学セミナー(7月,東 大阪)

荻野博康

夢を実現するケミカルエンジニア

荻野博康

有機溶媒耐性酵素の開発

口大阪市下水道部勉強会(7月,大 阪)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理とメタン発酵の複合化による高速 高効率

資源 ・エネルギー化システム

■夏季集中講座 「三丘セミナー」(7月,大 阪)

吉田弘之(招 待講義)

「魔法の水」を用いて有機性の廃棄物を資源 エネルギー

に変換 ～循環型社会の構築に向けて科学を技術に～

■㈱みすずコーポレーション勉強会(7月,長 野)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理とメタン発酵の複合化による高速 ・高効率

資源 エネルギー化システム

■第2回重点研究開発推進事業 課題検討会(奈 良県商工

労働部)(7月,堺)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理とメタン発酵の複合化による高速 ・高効率

資源 エネルギー化システム

■粉体工学会第41回 夏期シンポジウム(8月 ,京 都)

鈴木輝夫,最 上智史,児 玉 勉,山 隅瑞樹,綿 野 哲

講演論文集,17-1&

横山奈津子,足 立元明

交流電圧を用いた静電噴霧粉体合成法の操作条件

第41回夏期シンポジウム講演論文集,33-34.



足 立元 明

イ オ ン沈着 法 に よ るナ ノ粒 子 の配 列

第41回 夏期 シ ンポ ジウム講 演 論文 集,51-52.

■第19回流動層技術セミナー(8月,北 海道)

綿野 哲(招 待講演)

医薬品 ・食品分野における流動層利用技術

講演要旨集,41・52,

■平成17年 度全国大学化学系教育研究集会(主 催:富 山大

学 ・大阪工業大学、後援:(社)日 本化学会、(社)化 学工

学会等、メインテーマ:大 学全入時代を迎えた化学系教育

はいかにあるべきか)(8月,富 山)

吉田弘之(招 待講演)

大阪府立大学における高大連携の取り組み

・平成17年 度全国大学化学系教育研究集会講演要旨集,

13-15.

・平成17年度全国大学化学系教育研究集会報告書,29-37.

■環境 ・リサイクルビジネスセミナー<循 環型社会形成と

ビジネスチャンス〉(株 式会社さかい新事業創造センター

主催(S・CUBE))(8月,大 阪)

吉田弘之(招 待講演)

環境 ・リサイクル技術の最新情報 亜臨界水を用いた高

速 ・高効率資源 エネルギー化システム

■化 学工学 会第37回 秋季 大会(9月,岡 山)

野村 俊之,森 俊裕,兵 藤 欽一,長 嶺信 輔,小 西 康裕

マイ ク ロエマ ル シ ョ ンを利用 したバ リ ウム化 合物 ナ ノ粒

子 の形態 制御

研 究発表 講演 要 旨集,D206.

杉 岡晃子,長 嶺信 輔,野 村 俊 之,小 西 康裕

噴霧 に よ る微 小 水滴 一油 相 界 面 に お け るチ タニ ア マ イ ク

ロ カプセル の合成

研 究発表 講演 要 旨集,VO13.

高塚和樹,齋 藤 範三,長 嶺 信 輔,野 村 俊之,小 西康 裕

嫌気性細 菌Sulfurospirillumbarnesiiに よるセ レ ンのバ イ

オ ミネラ リゼー シ ョン

研 究発表 講演 要 旨集,VO38.

先 濱和彦,齋 藤 範三,長 嶺 信 輔,野 村 俊之,小 西康 裕

鉄 酸化細 菌Acidithiobacillusferrooxidansの 細 胞 表面特 性

に及 ぼす 培養 条件 の 影響

研 究発表 講演 要 旨集,VO39.

大 野香 織,築 山岳 司,齋 藤 範 三,長 嶺 信 輔,野 村 俊 之,

小西 康裕

嫌気 性 細 菌Shewanellaalgaeに よる金 のバ イ オ ミネ ラ リ

ゼ ー シ ョン

研究 発表 講演 要 旨集,VO40.

鈴木 周,川 村惇也,佐 藤大輔,小 林正樹,塚 田隆夫

CZ酸 化物固液界面形状に及ぼすマランゴニ対流と融液吸

収係数の影響

研 究発 表 講演 要 旨集,Q104.

岩崎 智宏,金 静換,佐 藤宗 武

機械 的エ ネル ギー に基 づ く媒 体 ミル の キ ャラ ク タ リゼ ー

シ ョン

研 究 発 表講 演要 旨集,P317.

石見紘策,富 士友宏,安 田昌弘,荻 野博康,関 実

不均一固体表面の非定常動的濡れにおける動的接触角

研究発表講演要旨集,B122.

石見紘策,富 士友宏,辰 巳英二,安 田昌弘,荻 野博康,

関 実

定常動的濡れに及ぼす気液界面に吸着 した活性剤の吸着

膜の影響

研究発表講演要旨集,B123。

安田昌弘,藤 原麻矢,石 見紘策,関 実,石 川治男

高温開裂型アゾ系開始剤を用いたグラフ ト重合による高

分子表面の改質

研究発表講演要旨集,B303.

山田真澄,関 実

マイクロチャネル層流系を利用した微粒子の濃縮 分級

法の開発

研究発表講演要旨集,1303.

岩坪 佑磨,山 田真 澄,安 田昌弘,関 実

マ イ ク ロ単蒸 留 デバ イス の開発 お よび操作 法 の確 立

砺 究発 表講演 要 旨集,1308.

前 中宏 介,山 田真澄,安 田昌弘,関 実

マ イク ロチ ャネル を用い たエ マル シ ョンの分級

研 究発 表 講演要 旨集,1315.

安田昌弘,梅 澤貴裕,吉 田弘之,関 実

亜臨界水加水分解反応による汚泥の資源化と反応機構の

解析

研究発表講演要旨集,J217。

山田誠之,荻 野博康

計算化学的手法によるジスルフィド結合を導入したサー

モライシンの構造予測

研究発表講演要旨集,WO16.

柴 沼哲 也,山 田真 澄,安 田 昌弘,関 実

ゲ ル を用 い た マ イ ク ロチ ャ ネル 内細 胞培 養 シス テ ムの 開

発

研 究発 表講 演要 旨集,WO95.

平 真一 郎,山 田真澄,安 田 昌弘,関 実

マ イク ロ流 体 ア レイ を用 い た細胞 実験 系 の構 築

研 究発 表 講演要 旨集,WO97.

吉 田弘 之,齊 城 吉 晶,小 酒 一晃,中 村秀 美

超 多孔 性PEIキ トサ ン樹 脂 によ る有 機 酸の 分離一吸着 平衡一
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研 究 発 表講 演要 旨集,LlO2,

吉田弘之,伊 藤紘基,中 村秀美

弱塩基性イオン交換樹脂 キ トサン複合化吸着剤の作製

と二酸化炭素の吸着

研究発表講演要旨集,LlO5.

吉田弘之,黒 田純二,細 井章仁,中 村秀美

過熱水蒸気による木材の炭化 と塩基性ガス吸着剤への応

用

研究発表講演要旨集,LIO6.

吉 田弘 之(展 望講 演)

循 環型 社会 の構 築 に 向 けた吸着 ・イオ ン交換 分離

研 究発 表 講演 要 旨集,Ll13-Ll14.

吉田弘之,仲 井則久,中 村秀美

亜臨界水処理法を用いたカニ殻からの有用物質生産

研究発表講演要旨集,S217.

中村秀美,仲 井則久,吉 田弘之

亜臨界水処理法を用いた有機性廃棄物からのキチン生産

プロセスの構築

研究発表講演要旨集,S21&

横地正臣,岡 本尚樹,近 藤和夫

次世代キャパシタに用いる貴金属めっき電極の作製

研究発表講演要旨集,110&

大 久保 利一,渡 辺恵 司,近 藤和 夫

回転 リ ング ーデ ィス ク電極 を用 いた 銅 ダマ シ ンめ っ き用

添加 剤SPSの 作 用 メ カニズ ム解析

研 究発 表講 演要 旨集,1116.

中村 太 一,岡 本 尚樹,近 藤和 夫

PR電 解 を用 い たフ ィル ドビァ めっ き

研 究発 表講 演要 旨集tIll7.

土肥茂史 岡本尚樹,近藤和夫

超微細めっき銅バンプの作製

研究発表講演要旨集,112α

藤 井祐 子,岡 本 尚樹,近 藤和 夫

電 解銅 箔 の結 晶構造 とエ ッチ ングメ カニズ ム

研 究発 表講 演要 旨集,1121.

璽 平成17年 度 資源 ・素 材 関係学 協会 合同秋 季大 会(資 源 ・素

材2005(室 蘭))(9月,室 蘭)

小 西康 裕,齋 藤 範 三,塩 川 智,柴 崎 洋志

コバ ル ト リ ッチ クラス トのバ イ オ リー チ ング

講 演 資料①,297-298.

先 濱和 彦,齋 藤 範 三,長 嶺信 輔,野 村 俊之,小 西 康裕

異 な る基 質で生 育 したAcidithiobacillusferrooxidansの 細

胞 表面 特性 の評 価

講演 資 料¢),87-88.
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大 野 香織,築 山 岳 司,齋 藤 範 三,長 嶺 信 輔,野 村 俊 之,

小西 康裕

還 元細 菌Shewanellaal8aeに よる金 ナ ノ粒 子 の細 胞 内合

成

講演 資料 ②,311-312

■和歌山県工業技術センター製薬製剤技術 ・品質評価研究交

流会(9月,和 歌山)

綿野 哲(招 待講演)

超臨界流体を用いた新規な機能性製剤の設計

■堺経営者協会 第173回 経営懇話会 講演会(9月,大 阪)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理による有機性廃棄物の高効率資源 エネル

ギー化

■堺 ・泉北臨界企業連絡会(9月,大 阪)

吉田弘之(招 待講演)

地域分散型の循環型社会形成に向けて亜臨界水を用いた

高速 ・高効率資源 エネルギー化システム

■第54回高分子討論会(9鳳 山形)

陶山寛志,久 保田将文,吉 田弘之,白 井正充

不飽和ポリエステル硬化樹脂の亜臨界水分解における添

加剤の効果

第54回高分子討論会予稿集,5330・5331.

■第19回 日本吸着学会研究発表会(9月,京 都)

吉田弘之,伊 藤紘基,中 村秀美

弱塩基性イオン交換樹脂 ・キ トサン複合化吸着剤の開発

と二酸化炭素の吸着特性

講演要旨集,1-01,10.

中村秀 美,宮 坂 将稔,若 間理佐,吉 田弘 之

キ トサ ン繊 維 及 び キ トサ ン ビー ズ を用 いた廃 バ ッテ リー

か らの重 金属 分離

講演 要 旨集,1-10,22.

吉 田弘之,黒 田純 二,細 井 章 仁,中 村 秀 美

過熱水 蒸 気 に よる木材 の炭 化 と塩 基性 ガス吸 着剤 の製 造

講演 要 旨集,P-30,76.

■第26回 工学研究科物質 ・化学系専攻テクノラボツアー記念

講演(9月 、堺)

吉田弘之(招 待講演)

科学技術シーズの宝庫一大阪府立大学からの情報発信!

21世紀COEプ ログラムー水を反応場に用いる有機資源循

環科学 工学

■ 日本物理 学会2005年 秋 季大 会(9月
,京 田辺)

安 部 泰 司,山 本益 士,藤 井 正規,三 木 茂 人,幸 妙 子,

川 又 修 一,佐 藤和 郎,四 谷 任,加 藤 勝,町 田 昌彦,

小 山富男,寺 嶋 考仁,足 立 元明,津 久井 茂樹,石 田武和

FIBに よ るd-dotの 作 製 と評価

講演 概要 集 第3分 冊449(20aPS96).



■大阪府立大学産学官連携フェア2005(10月,堺)

野村俊之,長尾孝徳 小西康裕

余剰汚泥の可溶化による資源化処理

環境 ・資源 シーズNo.24.

荻野博 康,三 浦 崇 史,吉 田 弘 之

嫌気性 微生 物 を用 いた水 素発 酵

環境 ・資源 シー ズNo.25.

吉田弘之,鎌 田敏裕

亜臨界水処理技術を用いた廃食用油の再資源化

環境 資源 シーズNo.16.

吉田弘之,釜 江健 太郎,中 村 秀美

イ ォ ン交 換 樹 脂 を用 い た リ ン酸 及 び有 機 酸 の 分 離 回

収 ・資 源化

環境 ・資源 シーズNo.17,

吉田弘之,伊 藤紘基,中 村秀美

弱塩基性イオン交換樹脂 ・キ トサン複合化吸着剤による

二酸化炭素の吸着

環境 ・資源 シーズNo.1&

吉 田弘之,大 園広 樹,仲 井則 久,中 村 秀 美

亜 臨界 水処 理方 を用 い た食 品廃 棄物 か らの キチ ン生産

環境 ・資源 シー ズNo.19.

吉 田弘之,宮 坂 将稔,若 問 理佐,中 村 秀 美

キ トサ ン繊 維 お よび キ トサ ン ビー ズ を用 い た廃 バ ッテ リ

ーか らの有 価金 属 の 回収

環境 ・資源 シー ズNo.20.

吉田弘 之,徳 本 勇 人,石 井 亮

前処理 に亜 臨界 水処 理 を用 い る高 速 高消 化 率 メ タ ン製

造法

環境 ・資源 シー ズNo.21.

吉田弘 之,徳 本勇 人,作 田伸 彰

資化 物質 と菌体 を吸 着す る担 体 を用 い た 高効 率 メ タ ン発

酵

環境 ・資源 シーズNo.22.

0.Tavakoli,吉 田弘之

亜臨 界水 処 理 に よ る ホ タテ う ろか らの有 価 物 と有 害 重 金

属の 回収

環境 ・資源 シー ズNo.23.

曜2005年度粉体工学会秋期研究発表会(10月,大 阪)

吉原章仙,野 村俊之,長 尾孝徳,笹 野勝裕,長 嶺信輔,

小西康裕

メタン生成細菌の固定化担体への付着

講演論文集,22-23.

有枝悠樹,岩 峙智宏,綿 野 哲,岩 本大輔,濱 田憲二

新規な超臨界凍結造粒法による粉末吸入製剤の設計

講演論文集,119-120・

横 山奈 津子,金 丸真 広,足 立元 明

交 流電 圧 印加 噴霧 熱分 解法 によるZnS粒 子の合 成

2005年 度秋 期研 究 発表 会講 演論 文集,115-116.

圏2005年 度第2回粉体操作に伴う諸現象に関する勉強会(10

月,大 阪)

野村俊之

高効率バイオガス生産プロセスのコロイド科学的研究

■第22回製剤と粒子設計シンポジウム(10月,浜 松)

赤地俊祐,綿 野 哲,岩 本大輔,濱 田憲二

新規な超臨界凍結造粒法による難溶性」薬物の物性改善

講演要旨集,143-146.

綿野 哲,村 里 博 志,原 田和 樹,山 根 賢 治,大 蔭一 夫,

佐 藤利 治,大 石 裕 喜,品 川士 郎

新 規 な高 速混 練 造粒 法 の 開発 と抗 ガ ン剤 製 造 プ ロ セス の

ワンマ シ ン化

講演 要 旨集,151-154.

■第2回高分子ミクロスフェア若手研究会(10月,京 都)

安田昌弘,野 中伸洋,山 本雅史,山 田真澄,関 実

高分子微粒子を用いた高分子表面の局所的化学修飾法の

開発

■ 第15回 マイ ク ロエ レク トロニ クス シン ポジ ウム(10月.大

阪)

大久 保利 一,渡 辺恵 司,畑 井一 成,近 藤和 夫

フ ィル ドビア 電気 銅 め っ き にお け るCu(1)の 回転 リ ング

デ ィス ク電 極 を用 いた作 用 メカニ ズム解析

第15回 マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス シ ンポ ジ ウ ム論 文 集,

329-332、

中村 太一,三 上 大輔,大 久保 利 一,近 藤和 夫

PR電 解 を用 い た フ ィル ドビアめ っ きの作 製

第15回 マ イ ク ロエ レク トロ ニ クス シ ン ポ ジ ウ ム論 文 集,

333-336.

■山形化学工学懇話会平成17年 度技術講演会(11月,米 沢)

塚田隆夫

材料プロセス設計における数値シミュレーションの役割

■第5回創薬工学シンポジム(11月,大 阪)

綿野 哲(基 調講演)

創薬工学における最先端ナノテクノロジー

赤地俊祐,岩 峙智宏,綿野 哲

新規な超臨界凍結造粒法による機能性薬物の設計

講演要旨集,41(P-11).

有枝悠樹,岩 峙智宏,綿 野 哲

新規な超臨界凍結造粒法による粉末吸入製剤の開発

講演要旨集,41(P-12)。

仲村英也,岩崎智宏,綿 野 哲

回転式流動層における粒子コーティングプロセスの数値
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モ デ リ ング

講演 要 旨集,41(P-13).

藤本絢子 岩崎智宏,綿 野 哲

薬物の超臨界流体への溶解度の測定と微粒化

講演要旨集,41(P-14).

■第15回 固形製剤処方研究会シンポジウム(11月 ,大阪)

綿野 哲(招 待講演)

超臨界二酸化炭素を用いた薬物の高機能化技術

講演要旨集,15-24.

■日本 生物 工学 会平 成17年 度大 会(11月 ,つ く ば)

山 田真澄,関 実

マ イ ク ロ流体 デバ イ ス を用 い た新 規 セ ル ソ ーテ ィ ング シ

ス テム の開発

研 究 発表 講演 要 旨集,2DO9-2.

平野 貴矢,山 田真 澄,安 田 昌弘,関 実

マ イ ク ロ流体 デバ イス を用 い た多 条 件細 胞 培 養 システ ム

の構 築

研究 発表 講演 要 旨集,2DO9-3.

■極 限環境 微生 物 学会 第6回 年 会(11月,東 京)

荻野 博康

有機 溶 媒 に安 定 なLST-03リ パ ーゼ の遺 伝 子 の ク ローニ ン

グ

極 限環境 微 生物 学会誌4,24(2005).

圏(社)産 業機械環境ビジネス研究会(11月,東 京)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理による有機性廃棄物の高速 高効率資源

エネルギー化システムの構築

■関西地区3学協会合同大会学生研究発表会(ボ スターセッ

ション)(11月,大 阪)

関 実

マイクロ単位操作 一化学工学会マイクロプロセス研究会

関西地区3学 協会合同大会講演要旨集tD113,

石見紘策,山 本昌孝,関 実

異矩形流路断面のH字 型マイクロチャネル内を流れる液

液2相 流の流動と流体間物質移動

関西地区3学 協会合同大会講演要旨集,B205.

吉田弘之,鎌 田敏裕

亜臨界水処理による廃食用油の再資源化

関西地区3学 協会合同大会講演要旨集,P54.

吉田弘之,釜 江健太郎,中 村秀美

OH型 強塩基性陰イオン交換樹脂によるリン酸及び有機酸

の分離 回収 ・資源化

関西地区3学 協会合同大会講演要旨集,P56.

9ST/GSCロ ー ドマップ討論会(関 西地区)主 催(財)化
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学技術戦略推進機構(JCll)(11月,大 阪)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理をコアーにした地域分散型高速 ・高効率資

源 エネルギー化システムの構築

■第5回INS(岩 手ネットワークシステム)inお おさか 第

11回KNS(関 西ネッ トワークシステム)定 例会 大阪府

立大学産官学共同研究会 第28回 テクノラボッァー

(11月,堺)

吉田弘之(招 待講演)

亜臨界水処理をコアーにした地域分散型高速 高効率資

源 ・エネルギー化システムの構築

闘第11回 流動 化 ・粒 子 プ ロセ シン グ シン ポジ ウム(12月,富

山)

仲村 英 也,岩 崎智 宏,綿 野 哲

回転 式流 動 層 にお け る粒 子 流動 化 挙 動 の モ デ リ ング とそ

の解 析

Proc.ofthellthSCEJSymposiumonFluidization&

ParticleProcessing,69-7〔L

■ 色材 協会 関 西支 部 「大 阪府 立大 学 大学 院 光 触媒 を採 用さ

れ た新 学舎 の 見学 と講 演会 若手 教員 によ る新素 材の研 究

開 発」(12月,堺)

岩峙 智宏

乾式 機械 的処 理 に よ る粉体 材 料 の機 能化

■第12回 化学 とマイ ク ロ ・ナノ シス テム 研究 会(12月 ,京 都)

崔 友志,山 田真 澄,安 田 昌弘,関 実

マ イ ク ロバ ル ブ を備 え た微 粒 子 分級 用 マ イ クロ流体 デバ

イス の 開発

PC-08,要 旨集p-009.

山本 雅史,山 田真 澄,野 中伸 洋,安 田昌 弘,関 実

高分 子微 粒 子 の集積 融 着 に よる マ イ ク ロ流 路 内 局所 表

面修 飾法 の開発

PC-29,要 旨集p-030.

平 真 一郎,山 田真澄,安 田昌 弘,関 実

生 化 学 ス ク リー ニ ング のた め の2次 元 マ イ ク ロ流体 ア レ

イの 開発

PC-56,要 旨fip-057.

■ さか い産学 連携 共 創 フ ェア2005(12月
,堺)

荻 野博 康

嫌 気 性微 生 物 を用 い た水 素発 酵(有 機性 廃 棄 物 を原 料 と

す る微 生物 に よる水 素 製造)

発 表 シー ズー覧,3.

■ 金沢 大 学 第6回 バイ オ サ イエ ンス シ ンポ ジウ ム(12月
,金

沢)

荻野 博康

非水 系 バ イオ プ ロセ ス で 用 い られ る有 機 溶 媒 耐性 生 体触

媒の 開発

要 旨集,3747.



■第1回 スマー ト・サステナビ リテ ィ セ ッシ ョンIN

Marunouchi「 都市の廃棄汚物を資源に変える時代へ～ス

マー ト・サステナビリティ丸の内をめざして」(12月,東

京)

吉田弘之(招 待講演)

都市の生ゴミを再資源化する～亜臨界水処理技術がもた

らす環境問題の未来

■第1回 グ リー ン産 業 シ ンポ ジ ウム(さ か い 新事 業 創 立 セ ン

ター)(12月,大 阪)

吉田弘 之(招 待 講演)

ゼ ロエ ミ ッシ ョンの コ ンセ プ トとそれ に基 づ く資源 エ

ネ ルギー化 技術例

圏2005年度高分子の崩壊と安定化研究討論会 主催:高 分子

学会(12月,東 京)

陶山寛志,久 保田将文,白 井正充,吉 田弘之

添加剤存在下での亜臨界水処理による不飽和ポリエステ

ル硬化樹脂の分解

2005年度高分子の崩壊と安定化研究討論会 講演要旨集

PP7-&

■第7回関西表面技術フォーラム(12月,京 都)

横地正臣,岡 本尚樹,近 藤和夫

次世代キャパシタに用いる貴金属めっき電極の作製
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,雑 誌 等 発 表
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■液状シリコン 熱伝導率を正確測定

福山博之,小 畠秀和,淡路智,塚 田隆夫

日経産業新聞,2005年11月14日.

■高温 ・高圧水で廃溶剤リサイクル

吉田弘之

毎日新聞,2005年12月1日.

堺で世界初事業

■廃溶剤リサイクル 世界初の商用施設

働 亜臨界水反応を利用

吉田弘之

化学工業日報2005年12月2日.

大阪 ・堺で来夏稼
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172件(来 学166件,電 話1件,メ ー ル5件)
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「

■Magneticanddynamicmechanica暫propertiesof

bariumferrite・naturalrubbercomposites,

(バ リ ウ ム フ ェ ラ イ トー 天 然 ゴ ム複 合 材 料 の 磁 気 的 お よ び

動 機 械 的 性 質)

M.H.Makled,T.Matsui,H.Tsuda,H.Mabuchi,M.K.

El-MansyandK.Morii

JournalofMaterialsProcessing,160,229-233(2005).

(High-coercivity,BaFei20ig)

魑Improvementofmagnetizationandleakage

currentpropertiesofmagnetoelectricBaFeO3

thinf補msbyZrsubstitution.

(Zr置 換 に よ るBaFeO3磁 性 誘 電 体 薄 膜 の 磁 気 特 性 お よ び

リー ク 電 流 特 性 の 改 善)

T.Matsui,E.Taketani,H.Tsuda,N.FujimuraandK.

Morii

AppliedPhysicsLetters,86,082902-1-082902-3(2005).

(Magneticanddielectricproperties,Perovskite

ceramics,Magneto-electronics)

■Eipitaxialgrowthof3C-SiConSi(111)using

tetraethlsilaneandpreventionofvoidformation

atheterointerfaces.

(テ トラ エ チ ル シ ラ を 用 い たSi(111)面 上 へ の3c-SiCの

エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 と ヘ テ ロ 界 面 へ の ボ イ ド形 成 の 阻 止)

N,Kubo,T.Kawase,S.Asahina,N.Kanayama,H.

Tsuda,A.MoritaniandK.Kitahara

JournalofMetalfinishing,56,59-65(2005).

(3C-SiC,MOCVD,Tetraethylsilane,Carbon,Epitaxial-

growth)

■Enhancementofferromagneticorderingin

dielectricBaFe1_xZrxO3_δ(X=0,5・0.8)single-

crystalfilmsbypulsedlaser・beamdeposition.

(パ ル ス レ ー ザ ー 法 に よ り 合 成 し たBaFe1-.Zr・03-5

(X=0.5・0.8)単 結 晶 誘 電 体 薄 膜 の 磁 気 秩 序 の 増 大)

T,Matsui,E.Taketani,N.Fujimura,H.TsudaandK.

Morii

JournalofAppliedPhysics,97,10M509-1-10M509-3

(2005).

(Magneticanddielectricproperties,Perovskite

compound,Epitaxialthinfilm,PLD)

璽FerromagneticanddielectricbehaviorofMn

dopedBaCoO3.

(Mnを ドー プ し たBaCoO3の 磁 性 と 誘 電 性)

T.Inoue,T.Matsui,H.Tsuda,N、FujimuraandK.Morii

IEEETransactionsonMagnetics,41,34963498(2005).

(Magneticanddielectricproperties,Perovskite

compound,Epitaxialthinfilm,PLD,Super-exchange

coupling)

圏LowcyclefatiguebehaviorofZn-22mass96Alalloy

exhibitinghigh・strain-ratesuperplasticityatroom

temperature

(室 温 高 速 超 塑 性Zn-22mass%Al合 金 の 低 サ イ ク ル 疲 労

挙 動)

T.Tanaka,M,Kohzu,Y.TakigawaandK.Higashi

ScriptaMaterialia52,231-236(2005).

(Lowcyclefatigue,superplasticity,crackinitiation,

crackpropagation,Zn-22Alailoy)

■StructureandpropertiesofBaθGa16Ge30clathrate

byanovelsynthesismethodusingCOgas

reductiveatmosphere.

(COガ ス 還 元 雰 囲 気 を 用 い た 新 規 な 手 法 に よ り 合 成 し た

BaBGa16Ge30ク ラ ス レ ー ト化 合 物 の 構 造 と 熱 電 特 性)

T.Matsui,J.Furukawa,K.Tsukamoto,且.TsudaandK.

Morii

JournalofAUoysandCompounds,391,284-287(2005).

(Thermoelectricmaterial,Clathrate,Vapourreaction,

Novelsynthesistechnique)

■Effectofthermaltreatmentoninterfacestructure

andmagneticpropertiesofPtMnSb/Si

multilayeredthinfilmsfabricatedbysolid・state

reaction.

(固 相 反 応 に よ り 合 成 し たPtMnSb!Si多 層 薄 膜 の 界 面 構

造 と 磁 気 特 性 に 及 ぼ す 熱 処 理 条 件 の 影 響)

S.Johno,T.MatsuiH.TsudaandK.Morii

MaterialsLetters,59,2526-2530(2005).

(Solid-statereaction,multilayer,MagneticProperties,

Interfacialdiffusion)

■MaterialsDesignforHigh-StrengthMg-Based

AlloysbyUnderstandingfromAbinitioCalculation

(第 一 原 理 計 算 か ら の 理 解 に よ る 高 強 度Mg基 合 金 の 材 料

設 計)

MaterialsScienceForum,488-489,131-134(2005)、

T.UesugiandK.Higashi

(Materialsdesign;first-principlescalculation;solid

solutionstrengtheningpeierlsstress)

■HighLTemperaturePlasticFlowinPre・Annealed

Zr-Al-Ni-CuBulkMetallicGtassinaSupercooled

LiquidRegion

(事 前 に 熱 処 理 し たZr-Al-Ni-Cu系 金 属 ガ ラ ス の 過 冷 却 液

体 領 域 に お け る 高 温 塑 性 流 動)

Y.Takigawa,H.SomekawaandK.Higashi

MaterialsTransaction,46,199-202(2005).

(Bulkmetallicglass,high-temperatureplasticflow,

supercooledIiquidregion,zirconium-aluminum-nickel-

suPPeralloy,icosahedralphase)

■Effectoftextureontensilepropertiesatelevated

temperaturesinanAZ31magnesiumalloy
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(AZ31マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 高 温 に お け る 引 張 特 性 に 及 ぼ

す 集 合 組 織 の 影 響)

H.Watanabe,A.Takara,H.Somekawa,T.MukaiandK.

Higashi

ScriptaMaterialia,52,449-454(2005).

(Magnesiumalloys,equalchannelangularextrusion

(ECAE),texture,hightemperaturedeformation,grain

boundarysliding)

■Fine-grainprocessingbyequalchannelangular

extrusionofrapidlyquenchedbulkMg-Y-Znalloy

(Mg-Y-Zn合 金 急 冷 バ ル ク のECAEに よ る 微 細 化 プ ロ セ

ス)

H.Watanabe,H.SomekawaandK.Higashi

JournalofMaterialsResearch,20,93-101(2005).

(Low-temperaturesuperplasticity,strain-ratesuperPlasticity,

AZ91magnesiumalloy;mechanical-properties,tensile

properties,room-temperature,electron-microscopy,Mg-

4Y・3REalloy,Mg97ZnlY2alloy,strength)

■ExperimentallnvestigationofCavitationBehavior

inAZ61MagnesiumAlloy

(AZ61マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 挙 動 の 実 験

的 検 証)

J.V.Aguirre,Y.TakigawaandK.Higashi

-MaterialsTransactions
,46,626-630(2005).

(Superplasticity,AZ61magnesiumalloy,cavitation,

CaVitygrOWthrate)

■MolecularDynamicsStudyofDouble-Walled

CarbonNanotubesforNano・mechanical

Manipulation

(分 子 動 力 学 法 に よ る 二 層 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ の ナ ノ 機

械 マ ニ ピ ュ レー シ ョン に 関 す る 研 究)

Y.Kimoto,H。Mori,T.Mikami,S.Akita,Y.Nakayama,

K.HigashiandY.Hirai

JapaneseJournalofAppliedPhysics,44,1641-1647

(2005),

(Moleculardynamics,vanderWaalsinteraction,double

wal1,carbonnanotube,chirality,nanomanipulation,

pullingout,slider,crank)

圏XAFSAnalysesofZincCompoundinCorrosion

ProductforMagnesiumAlloyofSuperPlastic

Processing

(超 塑 性 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 腐 食 生 成 物 中 の 亜 鉛 化 合 物 の

XAFS解 析)

T.Honma,H,Mori,K.Higashi,H.Okado,K.MaeharaL

HirosawaandN.Umesaki

PhysicaScripta115,567-569(2005).

(Xrayabsorptionfinestructuremeasurement,

magnesiumalloy,zinccompound,corrosionmechanism)

■ 日asticconstantsofAILifromfirstprinciples

(第 一 原 理 計 算1こ よ るAILiの 弾 性 定 数)

T.Uesugi,Y.TakigawaandK.Higashi
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MateriaisTransactions,46,1117・1121(2005).

(Abini廿opseudopotentia1,AILi,LiAl,elas廿csti血ess,

elaStiCCOnStantS)

匿ChangesofShapeandStressDistributionduring

FreeBulginginAxisymmetricallyBlow・Formed

SuperplasticSheet

(軸 対 称 超 塑 性 ブ ロ ー 成 形 の 自 由 バ ル ジ 過 程 に お け る 形 状

と 応 力 分 布 の 推 移)

M.Kohzu,N.SuzukiandK.Higashi

MaterialsTransactions,46,287-291(2005).

(Sheetmetalforming,numericalanalysis,freebulging,

axisymmetricblowforming)

■DislocationcreepbehaviorinMg-Al・Znalloys

(Mg・Al-Zn合 金 に お け る 転 位 ク リー プ 挙 動)

H.Somekawa,K.Hirai,H.Watanabe,Y.Takigawaand

K.Higashi

MaterialsScienceandEngineeringA,407,53-61(2005).

(Magnesiumalloys,climb-controlledcreep,diffusion,

COnStitUtiVeeqUatiOn)

■EffectsofCaandSradditiononmechanical

propertiesofacastAZ91magnesiumalloyat

roomandelevatedtemperature

(鋳 造AZ91マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 室 温 お よ び 高 温 で の 機 械

特 性 に 及 ぼ すCa、Sr添 加 の 影 響)

K.Hirai,H.Somekawa,Y.TakigawaandK.Higashi

MaterialsScienceandEngineeringA,403,276-280

(2005).

(Magnesiumakoy,AZ91,tensilestrength,creepresistancq

climb-controlleddislocationcreep)

■OnapplyingsuperplasticZn・22Wt,%AIalloywith

nanocrystallinegrainstogeneralresidential

seismicdampers

(ナ ノ 結 晶 を 有 す る 超 塑 性Zn-22wt.96AI合 金 の 一 般 住 宅

用 制 震 ダ ン パ ー へ の 適 用)

T.Tanaka,S.W.Chung,L.F.Chaing,K.Makii,A.

Kushibe,M.KohzuandK.Higashi,MaterialsScience

andEngineeringA,410・411,109-113(2005).

(Superplasticity,Zn-22wt.%Alalloy,Seismicdamper,

Earthquake

■Tensilecreepbehavioroflutetiadopedsilicon

nitrideceramics

(ル テ チ ア 添 加 窒 化 ケ イ 素 セ ラ ミ ッ ク ス の 引 張 ク リ ー プ 特

性)

T.Nishimura,N.Hirosaki ,Y.Yamamoto,Y、'rakigawa

andJian-WuCao

JournalofMaterialsReserch,20,2213-2217(2005).

(Tensilecreep,Siliconnitrideceramics,Lutetiadoping,

Fracture,Crackgrowth)

日EffectofMicrostructuralChangeonHigh・

TemperatureDeformationinPre-Annealed



Zr65Al10Ni10Cu15BulkMetallicGlass

(事 前 に 熱 処 理 を 施 し たZr65AllONilOCu15金 属 ガ ラ ス の

高 温 変 形 に 及 ぼ す 微 細 組 織 変 化 の 影 響)

J.Kobata,H.Tsuda,Y,TakigawaandK。Higashi

MaterialsTransactions,46,2864-2869(2005).

(Bulkmetallicglass,Zirconium-aluminum。nickel-copper

alloy,High-temperatureplasticfiow,Supercooledliquid

region,Icosahedralphase,Microstructuralchange)

■Theformingprocessofmagnesiumalloyfor

Japanesehomeelectriccomponents

(日 本 の 家 電 用 部 材 の た め の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 成 型 プ ロ

セ ス)

ATakaraandK.Higashi

MaterialsScienceForum,475-479,509-512(2005).

(Magllesiumalloy,Homeelectronicproduct,Injection

molding,Plasticforming)

■Applicationtoseismicdampersinhigh-strain・rate

superplasticZn-Alalloy

(高 速 超 塑 性Zn・22mass%AI合 金 の 制 震 ダ ン パ ー へ の 応

用)

A.Kushibe,K.Makii,L.F.Chiang,T.Tanaka,M.Kohzu

andK.Higashi

MaterialsScienceForum,475-479,3055-3060(2005).

(Zn・Alalloy,Superplasticity,TMCP,Seismicdamper,

Maintenance-free)

■ マ グ ネ シ ウ ム 合 金(AZ31B)に お け る 酸 水 溶 液 処 理 の 鏡

面 光 沢 度 へ の 影 響

小 原 美 良,岡 原 治 男,東 健 司

表 面 技 術,56,698-699(2005).

(Magnesiumalloy,Surfacetreatment,Gloss,Acid

aqueoussolution,Organicacid)

■CavitationBehaviorinLow-temperature

SuperplasticZn-22massoloAlAIIoy

(低 温 超 塑 性Zn・22mass%AI合 金 の キ ャ ビ テ ー シ ョン 挙

動)

T.Tanaka,M,Kohzu,Y.TakigawaandK.Higashi

Proc.of2ndJSME/ASMEInternationalConferenceon

MaterialsandProcessing,SUP-04(2005).

(Superplasticity,Cavitation,Zinc-22alminumalloy)

■Low・temperatureSuperplasticForminginZn-

22mass%AlAlloyanditsApplicationon

MaintenanceFreeSeismicDamper

(Zn・22mass96Al合 金 の 低 温 超 塑 性 成 形 と メ ン テ ナ ン ス

フ リ ー な 制 震 ダ ン パ ー へ の 適 用)

T.Tanaka,S.W.Chung,LF.Chiang,K.Makii,A.

Kushibe,M、Kohzu,Y.TakigawaandK.Higashi

Proc.of2ndJSME/ASMEInternationalConferenceon

MaterialsandProcessing,SUP-03(2005).

(Superplasticity,Forming,Zinc-22alminumalloy,Seismic

damper)

■Synthesisandmicrostructurecharacterizationof

carbonbasehybridceramicsderivedfromSi-H

containingresin-alkoxidemixtures

(Si・H基 を 含 有 す る 樹 脂 一 ア ル コ キ シ ド混 合 物 か ら の 炭 素

基 複 合 セ ラ ミ ック ス の 合 成 と 微 細 構 造 評 価)

M.Narisawa,Y.Endoh,ETanaka,R.Nishimura,H.

Mabuchi,K.Okamura,MItohandT.Kamiyama

J.Phys.Chem.Solids,66,565-570(2005).

(OrganosiliconPolymer,Metalalkoxide,Ceramic

Coating,SAXSanalysis)

圏DesignofefficientphotocatalystsusingSiC・TiC

nanoparticlesfordegradationoforganic

pollutantsdilutedinwater

(水 中 汚 染 物 質 の 分 解 に 対 す るSic-Ticナ ノ 粒 子 か らの 光

触 媒 の 調 製)

H.YamashitaH,NishidaY,ChiyodaO,KatayamaI,

NarisawaM

ABSTRACTSOFPAPERSOFTHEAMERICAN

CHEMICALSOCIETY229:U856-U856035-FUELPart

1,MAR132005

(PhotocatalystNanoParticle,SiC,TiC,TiO2,Precursor

method)

贋 燃 焼 合 成 法 を 利 用 し たNi-Al系 金 属 間 化 合 物 コ ー テ ィ ン グ

皮 膜 の 作 製 に お け る 処 理 条 件 の 検 討

(TreatmentConditionsforProductionofNi-Al

lntermetallicCompoundCoatingusing

CombustionSynthesis)

岡 本 明,上 田 順 弘,出 水 敬,曽 根 匠,池 永 明,

広 瀬 幸 雄

熱 処 理,44,232-238(2005).

(Ni-AIIntermetallicCompound,304AusteniticStainless

Steel,CombustionSynthesisReaction,Hot-press,

Coating)

■ 燃 焼 合 成 法 を 利 用 し たNi-Al系 表 面 被 覆 層 に 及 ぽ す け い 素

添 加 の 影 響

(EffectsofSiliconAdditiononNickel-Aluminide

SurfaceCoatingsthroughCombustion

Syrlthesis)

岡 本 明,池 永 明,吉 本 努,広 瀬 幸 雄,李 漢 瑛

鋳 造 工 学,77,744-751(2005).

(SurfaceModification,Combustionsynthesis,Nicke1,

Aluminum,IntermetaUicCompound,Silicon)

■ 消 失 模 型 鋳 造 法 に よ る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 鋳 造 性 に 及 ぼ す

減 圧 度 と 塗 型 通 気 度 の 影 響

(EffectofReducedPressureandCoat

PermeabilityonCastingCharacteristicsof

MagnesiumAlloyinEvaporativePatternCasting

Process)

李 京 桓,Gue-SerbCho,Kyeong-HwanChoe,Hyung-

HoJo,池 永 明,頃 安 貞 利

鋳 造 工 学,77,841-846(2005).

(EvaporativePatternCasting,AZ91D,Magnesium,
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Alloy,ReducedPressure,Filling,Velocity)

■Ni-AIlntermetallicCompoundCoatingon304

AusteniticStainlessSteelUsingCombustion

Synthesis

(燃 焼 合 成 法 を 利 用 し た304オ ー ス テ ナ イ ト系 ス テ ン レ ス

鋼 へ のNi・Al系 金 属 間 化 合 物 コー テ ィ ン グ)

A.Okamoto,N.Ueda,K.Demizu,T.Sone,A.Ikenaga

andY.Hirose

ProceedingoftheFifteenthInternationalOffshoreand

PolarEngineeringConference.,148-153,Seoul,Korea,

June19-24,(2005).

■FeasibilityStudyofSurfaceModificationonAl

CastingAiloysbyCombustionSynthesisof

IntermetallicCompounds

(金 属 間 化 合 物 の 燃 焼 合 成 を 利 用 したAl合 金 鋳 物 へ の 表 面

改 質)

K.H.Choe,K.R.Lee,G.S.Cho,K.W.Lee,M.H.Kim,K.

B.KimandA.Ikenaga

ProceedingsoftheNinthAsianFoundryCongress.,73-

77,Hanoi,Vietnam,October,15-18,(2005),

(SurfaceModification,AlCastingAlloy,Ni-Al

IntermetallicCompounds,CombustionReaction,In-Situ

Joinning,CastingProcess)

凹MicrostructuresandMechanicalPropertiesof

ContinuousCastFerriticDuctilelronBars

(連 続 鋳 造 した フ ェ ラ イ ト型 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 の 微 視 組 織 と 機

械 的 性 質)

K.H.Choe,G.S.Cho,K.W.lee,H,H.Cho,K.B,Kim

andA。Ikenaga

ProceedingsoftheNinthAsianFoundryCongress.,265-

272,Hanoi,Vietnam,October,(2005).

(ContinuousCasting,DuctileCastIron,Graphite,

CoolingRate)

■Ni-AIlntermetallicCompoundCoatingontothe

DuctileCastlronwithPlasmaSpray

(プ ラ ズ マ 溶 射 に よ る 球 状 黒 鉛 鋳 鉄 へ のNi・Al系 金 属 間 化 合

物 コー テ ィ ン グ)

A.Ikenaga,T.Kimata,K.H.Choe,G.S.Cho,K.W.Lee

andK.B.Kim

ProceedingsoftheNinthAsianFoundryCongress.,273-

280,Hanoi,Vietnam,October,(2005)。

(Ni-AIIntermetallicCompound,DuctileCastIron,

ReactionSynthesis,PlasmaSpraying)

■InterfaceCharacteristicsofZnO/ZnMnOonZnO

Substrate

(ZnO基 板 上 のZnO/ZnMnOの 界 面 特 性)

A.Ashida,K。Masuko,T.Edahiro,T.OshioandN.

Fujimura

J.CrystalGrowth,275,e2211-e2215(2005).

(Cryatalgrowth,ZnO,Dilutedmagneticsemiconductor,

Tw(>dimensionalelectrongas,Heterostructure)
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■ カ ルシ ウム 欠損 型 アパ タイ トの熱 分解 過 程 に おけ るカ ルシ

ウム イオ ンの移 動 に関 す る電子 顕微 鏡 学 的研 究

玉 井 将 人,坂 本 清 子 、 山 口 俊 郎,中 平 敦,J.ofThe

Ceram.Soc.Japan,113,131-134(2005).

(apatite,TEM,thermaldecomposition,microstructure)

■AttemptofArsenicRemovalinWastedWaterby

lnorganicMaterials,

S.Nishida,Y.Takezoe,Y.YamasakiandA.Nakahira,

387-390,Water,SteamandAqueousSolutionsfor

ElectricPower,AdvancesinSci.andTech.,Maruzen,

2005.

(arSeniC,remOVal,aqUeOUStreatment)

■CharacterizationandSomePropertiesofTiO20n

TisurfacebyAnodizationinAcidsolution

KKonishi,T.KuboandA.Nakahira,390-394,Water,

SteamandAqueousSo正utionsforElectricPower,

AdvancesinSci.andTech.,Maruzen,2005.

(arSeniC,remOVal,aqUeOUStreatment)

■FabricationofPorousHydroxyapatiteUsing

HydrothermalHotPressingandPostsintering

A.Nakahira,T.Murakami,T.Onoki,K.HosoiandT.

Hashida,

J.Am.Ceram.Soc.,88,1334-1336(2005),

(Porous,Hydroxyapatite,HydrothermalHotPressing,

Postsintering)

■PANを 用 い た 多 孔 性 八 イ ドロ キ シ ア パ タ イ トの 作 製 と評

価,

太 田 光 彦,川 村 奈 月,松 山 秀 人,田 近 正 彦,中 平 敦

材 料,54[6],569-573(2005)

(Fabrication,hydroxyapatite,porousceramics,

polyacrylonitrile,evaluation)

■Ce--ZrO2/y-ZrO2複 合 材 の 機 械 的 特 性

工 藤 高 裕,村 上 隆 幸,中 平 敦

材 料,54,1173-1177(2005).

(MechanicalProperties,Ce-ZrO,Y-ZrO2,Composites)

■SynthesisofPt-EntrapPedTitanateNanotubes

A.Nakahira,T.KuboO,Y.Yamasaki,T.SuzukiandY.

IkuharaA,

JapaneseJournalofAppliedPhysics,44,(2005),L690・

L692.

(Synthesis,Pt,titanate,nanotubes)

■Sol-Gel法 によ る非 晶 質 リ ン酸 力ル シ ウ ムの 合成 とその熱

的挙 動 の検討

太 田光彦,田 中 功,中 平 敦

粉 体 及 び粉 末 冶金,52[5】,364-367(2005) .

(sol-gel,amorphous,apatite)

■チタンの陽極酸化によるPド ーブTiO2の 合成と評価

中平 敦,小 西功一.横 田光司,本 間徹生,有 谷博文,



田 中 勝

JournaloftheCeramicSocietyofJapan,114,46-50

(2006)

(anodicoxidation,titanium,titaniumoxide)

■磁 場 を用 い た コ ラ ー ゲ ン 配 向 に よ る 骨 形 成 の 基 礎 研 究

篠 原 肇,武 井 光,斎 藤 大 輔,小 谷 誠,上 野 照 剛,

中 平 敦

JournaloftheCeramicSocietyofJapan,114,131-134

(2006)

伍ghmagneticfield,collargen,bone)

■ 磁 気 ベ ク トル を 用 い た 環 境 中 の 内 分 泌 撹 乱 化 学 物 質 除 去 の

た め の 磁 性 活 性 炭 の 合 成

中 平 敦,西 田 成 樹,福 西 興 至

JournaloftheCeramicSocietyofJapan,114,135-137

(2006)

(magnetic,activatedcarbon,magnetic-vector)

口Synthesisofamorphouscalciumphosphateby

sol-gelmethodanditsevaluation

A.Nakahira,M.Ohta,M.UmesakiandT.Honma

l3thInternationalWorkshoponSo1-GelScienceand

Technology(LosAngeles,USA,August21-26,2005),

459460(2005).

■SynthesisofnovelbulkyporousmaterialbyHHP

processanditsevaluation

S.Takezoe,M,Takimura,Y.Yamasaki,H.Nagataand

ANakahira

InternationalConf2005AOCF(9,0saka),380(2005).

■SolidificationofPorousMaterialsbyHydrothermal

HotPressingandltsEvaluation

A.Nakahira,S.Takezoe.M.Takimura,H.Nagataand

Y.Yamasaki

3rdInternationalWorkshoponWATERDYNAMICS

(Sendai,Japan,1(シ17November,2005),88(2005).

■SynthesisandEvaluationofAmorphousCalcium

Phosphate(ACP)byVariousSynthesisMethods

M.Ohta,T.Honma,M.Umisaki,andA.Nakahira

Bioceramics18(Kyoto,Japan,2005,Dicember),77

(2005).

■SynthesisofNanotubularH・Ti・ObyHydrothermal

ProcessandItsStructuralEvaluation

T.Kubo,Y.Yamasaki,T.Honma,andA.Nakahira

InternationalSymposiumonHybridNanoMaterials

TowardFutureIndustries(HNM2006),(Nagaoka,

Japan,February,2006),165(2005).

■SynthesisofNanotubuiarH・Ti-ObyHydrothermal

ProcessandltsStructuralEvaluation

K.Yokota,T.Kubo,andA.Nakahira

InternationalSymposiumonHybridNanoMaterials

TowardFutureIndustries(HNM2006)t(Nagaoka,

Japan,February,2006)166(2005).

■Room-TemperatureTensilePropertiesand

FractureBehaviorofRecrystallizedB2-typeCoZr

IntermetallicCompound

(再 結 晶 し たB2型CoZr金 属 間 化 合 物 の 室 温 引 張 特 性 と 破

壊 挙 動)

T.Yamaguchi,Y.KanenoandT.Takasugi

ScriptaMaterialia,52,39-44(2005).

(B2-typestructure,CoZr,Tensileductility,Fracture

mode)

■EffectsofStackingFaultEnergyandOrdering

EnergyonGrainBoundaryCharacterDistribution

ofRecrystallizedl_12-TypeOrderedAlloys

(再 結 晶 し たL12型 規 則 合 金 の 粒 界 性 格 分 布 に 及 ぼ す 積 層

欠 陥 エ ネ ル ギ ー と 規 則 化 エ ネ ル ギ ー の 効 果)

Y.KanenoandT,Takasugi

MaterialsScienceandEngineeringA,393,71-79(2005).

(L12-typeIntermetalliccompound,Recrystallization,

Grainboundarystructure,Annealingtwin,Electron

backscattering)

■PhaseFieldandRoom-TemperatureMechanical

PropertiesofC15LavesPhaseinZr-Ta・CrAlloy

System

(Zr-Ta-Cr合 金 系 に お け るC15ラ ー バ ス 相 の 相 領 城 と室 温

機 械 的 特 性)

T.Ohta,Y.Kaneno,H.Inoue,S.HanadaandT.

Takasugi

MetallurgicalandMaterialsTransactionsA,36,583-590

(2005),

(Lavesphase,Intermetalliccompound,Phasediagram,

Microstructure,Fracturetoughness)

■圧 縮応 力場 に おけ る溶 融 亜鉛 め っき皮膜 の塑性 変形

(PlasticDeformationofGalvaannealedCoatingin

CompressiveStress)

宗 兼 圭 司,布 村 欣 也,高 杉 隆 幸

鉄 と鋼,91,306-312(2005)。

(Ga正vaanealedcoating,Plasticdeformation,Compressive

stress,Fracture)

■HotRollingWorkability,TextureandGrain

BoundaryCharacterDistributionofB2・TypeFeAl,

NiAlandCoTilntermetallicCompounds

(B2型FeAl,NiAlな ら び にCoTi金 属 間 化 合 物 の 熱 間 圧 延

能 、 集 合 組 織 な ら び に 粒 界 性 格 分 布)

Y.Kaneno,T.YamaguchiandT.Takasugi

JournalofMaterialsScience,40,733-740(2005).

(FeA1,NiAl,CoTi,Texture,Grainboundarystructure)

■MicrostructuresandMechanicalPropertiesin

Ni3Si-Ni3Ti-Ni3Nb-BasedMulti-lntermetallicAIIoys

(Ni3si-Ni3Ti・Ni3Nb基 多 相 金 属 間 化 合 物 合 金 の 絹 織 と 機

207



械 的 性 質)

T.Takasugi,K.OhiraandY.Kaneno

MRSSymp。Proc.Publications,842,291-296(2005)、

(lntermetalliccompoun己Ni3Si,GCPphase,MicrostructUre,

Mechanicalproperty)

圏High・TemperatureEnvironmentalEmbrittlementof

ThermomechanicallyProcessedTiAl-Based

lntermetallicA畳loyswithVariousKindsof

Microstructures

(種 々 の 組 織 か ら な る 加 工 熱 処 理TiAl基 金 属 間 化 合 物 合 金

の 高 温 環 境 脆 性)

T.Takasugi,Y.Hotta,S.Shibuya,Y.Kaneno,H。Inoue

andT.Tetsui

MRSSymp.Proc.Publications,842,181-186(2005).

(TiA1,Environmentaiembrittlement,Hydrogen,

Microstructure,Fracture)

■RecrystallizationTextureandr・valueofRolled

andT4-TreatedAl-Mg-SiAlloySheets

(圧 延 後T4処 理 し たAl-Mg-Si合 金 板 の 再 結 晶 集 合 組 織 とr

値)

H.Inoue,T.Yamasaki,G。Gottstein,P.VanHoutteand

T.Takasugi

MaterialsScienceForum,495497,573-578(2005).

(Al-Mg-Sialloy,Warmrolling,T4treatment,

Recrystallizationtexture,r-value)

■Texture,TensilePropertiesandPressFormability

ofMg-3Al-1Zn/TiCladSheetsProducedbyRolト

Bonding

(圧 延 接 合 に よ り作 製 し たMg-3Al-1Zn/Tiク ラ ッ ド板 の 集

合 組 織 、 引 張 特 性 お よ び プ レス 成 形 性)

H.Inoue,M.IshioandT.Takasugi

MaterialsScienceForum,495497,645-650(2005).

(Magnesiumalloy,Cladsheet,Off-basaltexture,

Mechanicalproperties,Deepdrawing)

■CharacterizationofGrainBoundaries

RecrystallizedLl,一 ↑ypelntermetallicAlloys

(再 結 晶 したL12型 金 属 間 化 合 物 合 金 の 粒 界 の 性 格)

Y.KanenoandT.Takasugi

MaterialsScienceForum,502,151-156(2005).

in

(lntermetaUiccompound,Annealingtwin,Stackingfault

energy,Orderingenergy,Electronbackscatter

diffraction)

■DefectStructuresandRoom・Temperature

MechanicalPropertiesofC15LavesPhaseinZr-

X・Cr(X:Nb,HfandTa)AIIoySystems

(Zr・X-Cr(X:Nb,HfandTa)合 金 系 に お け るC15ラ ー

パ ス 相 の 欠 陥 構 造 と 室 温 機 械 的 性 質)

T.Takasugi

MaterialsScienceForum,502,169-174(2005).

(Lavesphase,Defectstructure,Fracturetoughness,Zr-

Nb-Cralloy,Zr-Ta-Cralloy)
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■Microstructure ,MechanicalPropertyarld

OxidationPropertyinNi3Si-Ni3Ti-Ni3NbMulti・

phaselntermetallicAIIoys

(Ni3Si-Ni3Ti-Ni3Nb基 多 相 金 属 間 化 合 物 合 金 の 組 織 、 機

械 的 性 質 な ら び に 酸 化 特 性)

K.Ohira,Y.KanenoandT.Takasugi

MaterialScienceandEngineeringA,399,332-343

(2005).

(Multi-phaseintermetallics,GCPphase,Microstructure,

Mechanicalproperty,Oxidationproperty)

■TiAi基 金 属 間 化 合 物 合 金 の 低 温 な らび に 高 温 環境 脆 化

(Low-TemperatureandHigh-Temperature

EnvironmentatEmbrittlementofTiAl-Based

lnte「metallicAlloys)

金 野 泰 幸,堀 田 泰 弘,高 杉 隆 幸,鎌 田 政 智

軽 金 属55,405-411(2005).

(lntermetalliccompound,Titaniumaluminide,Hydrogen

embrittlement,Tenslietestenvironmentalmedia)

■TheEffectofTestTemperatureonSCCBehavior

ofAusteniticStainlessSteelsinBoillngSaturated

MagnesiumChlorideSolution

(沸 騰 飽 和 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 溶 液 中 に お け る オ ー ス テ ナ イ

トス テ ン レ ス 鋼 の 応 力 腐 食 割 れ に 及 ぼ す 試 験 温 度 の 影 響)

M,Osama.AlyousifandR.Nishimura

Proc,ofThe16thInternationalCorrosionCongress,1-7

(2005).

(SCC,Austeniticstainlesssteel,Prediction,Constant

loadmethod)

■Laminatesbasedonanironaluminideintemetallic

alloyandaCrMosteel

(Fe-Al金 属 間 化 合 物/CrMo鋼 板 積 層 材 の 作 製 に 関 す る 研

究)

N.Masahashi,S.Watanabe,N.Nomura,S.Semboshi,and

S.Hanada

Intermetallics,13(7),717-726(2005).

■TransmissionElectronMicroscopyObservations

onCu・TiAlloySystem

(時 効 析 出 型Cu-Ti合 金 系 のTEMに よ る 微 細 組 織 観 察)

R.Nishio,T.J.KonnoandS.Semboshi

MaterialsScienceForum,502,163-168 ,(2005).

■InactivationofCryptosporidiumparvumby

Ultrasoniclrradiation

(超 音 波 照 射 に よ る ク リ ブ トス ポ リ ジ ウ ム の 殺 菌)

1.Oyane,MFuruta,C.Stavarache ,K.Hashiba,S.

Mukai,M.Nakanishi,LKimataandY .Maeda

Environ.Sci.TechnoL ,39,7294。7298(2005).

(Cryptosporidiumparvum,ultrasound,watertreatment,

squeeze一 丘豆meffect且nfecdvitytest)

■Corrosion・PotentialFluctuationandPolarization

ResistanceMethodforCorrosionMonitoringin



SubcriticalandSupercriticalWaterEnvironments

(腐 食 電 位 振 動 な ら び に 分 極 抵 抗 法 に よ る 亜 臨 界 な ら び に

超 臨 界 水 環 境 中 で の 腐 食 モ ニ タ リ ン グ)

T.Mizuno,H.InoueandY.Maeda

"W
ater,Steam,andAqueousSolutionsforElectric

Power",Proceedingsofthe14tthInternationalConference

onthePropertiesofWaterandSteam,editedbyM.

Nakahara,N,Matubayasi,M.Ueno,K.Yasuoka,K.

Watanabe,Maruzen,Tokyo,160・165(2005).

(Electrochemicalnoise,generalcorrosion,intergranular

corrosion,Pittingcorrosion)

■Hydrogenembrittlementsusceptibilityofbeta-

phasetitaniumalloyinsimulatedgeological

disposalenvironment

H.Inoue,R.MoriyaandY.Maeda

Proceedingsofthe3rdNIMSinternationalconference

"MaterialsfbrHumanSafet
y,Tsukuba,pp.46-46(2005).

(Overpack,cracking,titaniumalloy)

■Sonochemicalsynthesisofgoldnanoparticlesin

water:effectsofultrasoundfrequency

(水 溶 液 中 に お け る 金 ナ ノ 粒 子 の 超 音 波 化 学 合 成:周 波 数 の

影 響)

K.Okitsu,M.AshokkumarandF.Grieser

J.Phys.Chem.B,109,20673-20675(2005).

(goldnanoparticle,sonochemicalmethod,ultrasound

frequency,reduction)

■ControlledGrowthofSonochemicallySynthesized

GoldSeedParticlesinAqueousSolutions

ContainingSurfactants

(超 音 波 合 成 し た 金 シ ー ド粒 子 の 界 面 活 性 剤 水 溶 液 中 で の

粒 子 成 長 コ ン トロー ル)

K.Okitsu,B.M.Teo,M.AshokkumarandF.Grieser

Aust.J.Chem.t58,667-670(2005).

(goldnanoparticle,seedparticle,sonochemicalmethod,

growthcontrol,surfactant)

iSonochemicaldegradationofazodyesinaqueous

solution:anewheterogeneouskineticsmodel

takingintoaccountthelocalconcentrationofOH

radicalsandazodyes

(水 溶 液 中 で の ア ゾ 色 素 の 超 音 波 分 解:OHラ ジ カ ル お よ

び ア ゾ 色 素 の 局 所 濃 度 を 考 慮 し た 新 し い 不 均 一 反 応 モ デ

ル)

K.Okitsu,K.Iwasaki,Y,Yobiko,H.Bandow,R.

NishimuraandY.Maeda

UltrasonicsSonochem.,12(4),255-262(2005).

(sonochemicaldegradation,azodye,heterogeneous

kineticsmodel,OHradical)

■Structuralanalysisofsonochemicallyprepared

Au/Pdnanoparticlesdispersedinporoussilica

matr1X

(多 孔 質 シ リ カ マ ト リ ッ ク ス 中 に 分 散 さ れ て い る 超 音 波 化

学 合 成Au/Pdナ ノ 粒 子 の 構 造 解 析)

T。Nakagawa,H.Nitani,S.Tanabe ,K.Okitsu,S。Seinot

Y.MizukoshiandT、A.Yamamoto

UltrasonicsSonochem.,12(4),249-254(2005).

(structuralanalysis,sonochemicalmethod,Au/Pd

nanoparticles,Poroussilica)

■Sonochemicalpreparationofcomposite

nanoparticlesofAu/y-Fe203andmagnetic

separationofglutathione

(Au/γ 一Fe203複 合 ナ ノ 粒 子 の 超 音 波 化 学 調 製 と グ ル タ チ

オ ンの 磁 気 分 離/y-Fe203)

Y.Mizukoshi,S.Seino,K.Okitsu,T.KinoshitatY.

Otome,T。NakagawaandT.A.Yamamoto

UltrasonicsSonochem.,12(3),191-195(2005).

(sonochemicalpreparation,compositenanoparticles,

Au/γ 一Fe203,magneticseparation,glutathione)

■Gamma・raysynthesisofmagneticnanocarrier

composedofgoldandmagneticironoxide

(ガ ン マ 線 に よ る 金 と 磁 性 鉄 酸 化 物 か らな る 磁 性 ナ ノ キ ャ

リ ア 合 成)

S.Seino,T.Kinoshita,Y.Otome,T.Nakagawa,K.

Okitsu,Y.Mizukoshi,T.Nakayama,T.Sekino,K,

NiiharaandT.A.Yamamoto

JournalofMagnetismandMagneticMaterials,293(1),

144-150(2005).

(gamma-raysynthesis,magneticnanocarrier,gold,

magneticironoxide)

圏Magneticseparationofaminoacidsbygold!iron-

oxidecompositenanoparticlessynthesizedby

gamma-rayirradiation

(ガ ン マ 線 照 射 に よ り 合 成 さ れ た 金 酒酸 化 鉄 複 合 ナ ノ 粒 子 に

よ る ア ミ ノ 酸 の 磁 気 分 離)

T.Kinoshita,S.Seino,Y.Mizukoshi,Y。Otome,T。

Nakagawa,K.OkitsuandT.A.Yamamoto

JournalofMagnetismandMagneticMaterials,293(1),

106110(2005).

(magneticseparation,aminoacids,gold/iron-oxide

compositenanoparticles,gamma・rayirradiation)

口SonochemicalDecompositionofPerfluorooctane

SulfonateandPerfluorooctanoicAcid

(パ ー フ ル オ ロ オ ク タ ン 硫 酸 塩 お よ び パ ー フ ル オ ロ オ ク タ

ン 酸 の 超 音 波 分 解)

H.Moriwaki,Y,Takagi,M,Tanaka,K.Tsuruho,K.

OkitsuandY.Maeda

Environ.Sci。&Tech.,39(9),3388-3392(2005).

(sonochemicalDecomposition,Pe】fluorooctaneSulfonate,

PerfiuorooctanoicAcid)

■Newmodelforthesulfationofmarblebydry

deposition-Shelteredmarble-theindicatorofair

pollutionbysulfurdioxide

(乾 性 降 下 物 に よ る 大 理 石 の 硫 酸 塩 化 に 対 す る あ た ら し モ
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デ ル ー二 酬 ヒ硫 黄 に よ る 大 気 汚 染 の 指 標)

T.Lan,ThoaNTP,R.Nishimura,Y.Tsujino,M.Yokoi

andY.Maeda

AtmosphericEnviron.,39(5),913-920(2005).

(newmodel,sulfationofmarble,drydeposition,

shelteredmarble,theindicatorofairpollution,sulfur

dioxide)

■SonochemicalpreparationandpropertiesofPt-

3Y-TZPnano-composites

(Pt-3Y-TZPナ ノ コ ン ポ ジ ッ トの 超 音 波 化 学 合 成 と 特 性)

O.Vasylkiv,Y.Sakka,Y.MaedaandVV.Skorokhod,

J.Am.CeramicSoc.,88(3),639-644(2005).

(sonochemicalpreparation,properties,Pt-3Y-TZP,nano-

composites)

■Theeffectsofairpollutionandclimaticfactorson

atmosphericcorrosionofmarbleunderfield

exposure

(大 気 汚 染 や 気 候 因 子 が 大 理 石 の 腐 食 に与 え る 影 響)

TTN.Lan,R.Nishimura,Y.Tsujino,Y.Satoh,NTP.

Thoa,M.YokoiandY.Maeda

CorrosionScience,47(4),1023-1038(2005),

(airpollution,climaticfactors,corrosionofmarble,field

exposure)

■Fattyacidsmethylestersfromvegetableoilby

meansofultrasonicenergy

(超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 利 用 した 植 物 油 か ら の 脂 肪 酸 メ チ ル

エ ス テ ル の 合 成)

C.Stavarache,M.Vinatoru,R.NishimuraandY,Maeda

UltrasonicsSonochem.,12(5),367-372(2005).

(biodiesel,fattyacidsmethylesters,vegetableoil,

ultrasound)

凹Laminatesbasedonanironaluminideintermetallic

alloyandaCrMosteel

(Fe-Al金 属 間 化 合 物/CrMo鋼 板 積 層 材 の 作 製 に 関 す る

研 究)

NaoyaMasahashi,SadaoWatanabe,NaoyukiNomura,

SatoshiSemboshiandShujiHanada,Intermetallics,

13(7),717-726(2005).

■lnvestigationofIatticedefectsintheearlystage

offatigueinironbypositronannihilation

techniques

(鉄 中 の 疲 労 初 期 段 階 に 於 け る 格 子 欠 陥 の 陽 電 子 消 滅 法 に

よ る研 究)

F.Hori,K.KoikeandR.Oshima

AppliedSurfaceScience242,304-312(2005).

■Characterizationofbinarygold/platinum

nanoparticlespreparedbysonochemistry

technique

(超 音 波 照 射 法 に よ り 作 成 さ れ た 金 一プ ラ チ ナ 合 金 の 特 性)

M、Nakanishi,H.Takatani,Y.Kobayashi,F,Hori,R.

210

Taniguchi,A.IwaseandR.Osllima

AppliedSurfaceScience,241,209。212(2005).

■RelaxationandCrystallizationBehaviorofthe

Zr50Cu40Al10MetallicGlass

(ZrSOCu40Ailo金 属 ガ ラ ス の 構 造 緩 和 及 び 結 晶 化 挙 動)

T.Yallo,Y.Yorikado,Y.Akeno,F.Hori,Y.Yokoyama,

A.Iwase,A.InoueandT.Konno

MaterialsTransactions,46(12),2886-2892(2005)。

■RelaxationbehavioroftheZr50・Cu40・AllOmetallic

glassstudiedbypositronannihilationtechniques

(Zr50-Cu40-AIlO金 属 ガ ラ ス の 緩 和 挙 動 に 対 す る 陽 電 子

消 滅 法 に よ る 研 究)

T.Yano,F.Hori,Y.YokoyamaandT.Konno

MaterialsScienceofBulkMetallicGlassesNewsLetter,

7,5,(2005).

圏AtomicimaginginEBCOsuperconductorfilmsby

an×-rayhorographysystemusingatoroidally

bentgraphiteanalyzer

(X線 ホ ロ グ ラ フ ィー に よ るEBCO超 伝 導 薄 膜 の 原 子 イ メ

ー ジ ン グ)

T.Sekioka,K,Hayashi,E.Matsubara,Y.Takahashi,T.

Hayashi,M.Terasawa,T.Mitamura,AIwaseandO.

Michikami

JournalofSynchrotronRadiation,12(4),530-533(2005).

■lon-velocitydependenceofhigh-densityelectronic

excitationeffectsinoxidesuperconductors

(酸 化 物 超 伝 導 体 の 高 密 度 電 子 励 起 効 果 に お け る イ オ ン 速

度 依 存 性)

N.Ishikawa,Y.Chimi,O.Michikami,T.KambaraandA。

Iwase

NuclearInstrumentsandMethodsinPhysicsResearch

SectionB,230,136-141(2005).

■Atomicmixingatmetal-oxideinterfacesbyhigh

energyheavyions

(高 速 重 イ オ ン に よ る 金 属 一 酸 化 物 界 面 で の 原 子 ミ キ シ ン

グ)

R.Nakatani,R、Taniguchi,Y.Chimi,N.Ishikawa,H.

TsuchidaandA.Iwase

NuclearInstrumentsandMethodsinPhysicsResearch

SectionB,230,234-239(2005).

鷹Swiftheavyioninducedmagneticphase

transitionofFeRhalloy

(鉄 ロ ジ ウ ム 合 金 の 高 速 重 イ オ ン結 城 磁 性 相 変 態)

M.Fukuzumi,YasihiroChimi,NoritoIshikawa,

FumihisaOnoandAkihiroIwase

NuclearInstrumentsandMethodsinPhysicsResearch

SectionB,230,269-273(2005).

■EffectofGeV-ionirradiationon

propertiesofFeNiinvaralloys

magnetic



(鉄 ニ ッケ ル イ ン バ ー 合 金 の 磁 気 的 性 質 に お け るGeVイ オ

ン 照 射 効 果)

F.Ono,S.Komatsu,Y.Chimi,N.Ishikawa,T.Kambara

andA.Iwase

NuclearInstrumentsandMethodsinPhysicsResearch

SectionB,230,279-283(2005).

■Measurementofdiffusioncoefficientsinsolidsby

short-livedradioactivebeamofLi8

(短 寿 命 放 射 性 ビ ー ム リシ ウ ム8を 用 い た 固 体 の 拡 散 係 数 測

定)

S,-C.Jeong,LKatayama,H.Kawakami,Y.Watanabe,S.

Ichikawa,M.SatakaandA.Iwase

NuclearInstrumentsandMethodsinPhysicsResearch

SectionB,230,59(シ600(2005).

■Measurementsofself-diffusioncoefficientsinLi

ionicconductorsbyusingshort-livedradiotracer

ofLi8

(短 寿 命 放 射 性 元 素 リ シ ウ ム8に よ る リ シ ウ ム イ オ ン伝 導 体

の 自 己 拡 散 係 数 測 定)

S.-C.Jeong,1.Katayama,H.Kawakami,Y.Watanabe,S.

Ichikawa,M.SatakaandA。Iwase

JournalofPhaseEquilibriaandDiffusion,26,466-471

(2005).

■SurfaceModificationofSUS304StainlessSteel

UsingCarbonPush-AheadEffectbyLow

TemperaturePlasmaNitriding

(SUS304ス テ ン レ ス 鋼 の 低 温 プ ラ ズ マ 窒 化 に よ る 炭 素 押

しや り効 果 を 用 い た 表 面 改 質)

M.Tsujikawa,D.Yoshida,N.Yamauchi,N,UedaandT.

Sone

Mater.Trans.,46,863-868(2005).

(Austeniticstainlesssteel,Plasmanitriding,P正asma

carburizing,Surfacemodification,Hardness)

■EffectofGraphiteStructureonWearofGrey

Castlron

(ね ず み 鋳 鉄 の 摩 耗 に 及 ぽ す 黒 鉛 組 織 の 影 響)

K.NagamineandM.Tsujikawa

Proc.2ndJapan-KoreaWorkshopforYoungFoundry

Engineers,100-102(2005).

(Greycastiron,Brakesystem,S1量dingfriction,Graphite

structure,Frictionandwear)

■FrictionandWearBehaviorofLaserlrradiated

AmorphousMetal

(レ ー ザ 照 射 さ れ た 非 晶 質 金 属 の 摩 擦 摩 耗 挙 動)

M,Tsujikawa,D.Azuma,M,Hino,H.KimuraandA.

Inoue

J.MetastableandNanocrystallineMaterials,24-25,375-

378(2005).

(Amorphousalloy,Ni・Palioy,YAGlaser,Electroless

plating,Crystallization)

■EffectofMolybdenumonHardnessofLow

TemperaturePlasmaCarburizedAustenitic

StainlessSteel

(オ ー ス テ ナ イ トス テ ン レス 鋼 の 低 温 プ ラ ズ マ 浸 炭 硬 さ に

及 ぼ す モ リ ブ デ ン の 効 果)

M.Tsujikawa,S.Noguchi,NUeda,N.YamauchiandT.

Sone

5thAsian-EuropeanInternationalConferenceonPlasma

SurfaceEngineering(AEPSE2005),278(2005).

(Austeniticstain正esssteel,Plasmacarburizing,Surface

modification,Hardness)

■DLCCoatingonMg-LiAlloy

(Mg-Li合 金 へ のDLCコ ー テ ィ ン グ)

N.Yamauchi,N.Ueda,M.TsujikawaandT.Sone

5thAsian・EuropeanInternationalConferenceonPlasma

Su㎡aceEngineering(AEPSE2005),306(2005).

(Diamondlikecarboncoating,Mg-Lialloy,Shotpeening,

Su㎡acemodi丘cation,Frictionandwear)

凹DLCFilmCoatingonPlasma-curburizedAustenitic

StainlessSteel

(プ ラ ズ マ 浸 炭 し た オ ー ス テ ナ イ トス テ ン レス 鋼 へ のDLC

被 覆)

N.Ueda,N.Yamauchi,M,TsujikawaandT.Sone

5thAsian-EuropeanInternationalConferenceonPlasma

SurfaceEngineering(AEPSE2005),382(2005).

(Diamondlikecarboncoating,AusteniticstainlesssteeL

Shotpeening,Surfacemodification,Frictionandwear

■SurfaceMaterialsDesignof316StainlessSteel

byCombinationoflowTemperatureCarburizing

andNitriding

(低 温 浸 炭 と 窒 化 の 組 み 合 わ せ に よ る316ス テ ン レ ス 鋼 の

表 面 設 計)

M.Tsujikawa,N.Yamauchi,N.UedaandT.Sone

Surface&CoatingsTechnology,200/1-4507-511(2005)

(AusteniticstainlesssteeLMolybdenum,Plasmanitridng,

Plasmacarburizing,Surfacemod面cation,Hardness)

口DevelopmentofConstitutiveEquationon

SuperplasticRSP/MMg・Y・Znalloy

(RSP/MMg-Y-Zn合 金 の 超 塑 性 構 成 式 の 構 築)

M.Tsujikawa,H.Somekawa,SW.ChungandK.Higashi

Mater.Trans.,46,2289-2290(2005).

(Mg-Y-Znalloy,Superpiasticity,Flowstress,Strainrate,

Elongation,Strengthningmechanism)

門lnfluenceofWeldingAccuracyonFrictionStir

WeldedJoints

(摩 擦 撹 搾 接 合 に お け る 接 合 精 度 の 影 響)

S.Oki,M.Tsujikawa,S.W.Chung,T.HirataandK.

Higashi

Proc.ofInternationalSymposiumonJoining

TechnologiesinAdvancedAutomobileAssembly,}89-

193(2005).
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(Frictionstirwelding,A5083alloy,Buttwelding,

Tensileproperties,FractK)-graphy)

■Influenceofweldingparametersonformabilityin

frictionstirwelded5083aluminumalloy

(摩 擦 撹 搾 さ れ た5083ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 成 形 性 に 及 ぼ す

溶 接 条 件 の 影 響)

T.Hirata,T.Oguri,H.Hagino,SW.Chung,M.

TsujikawaandK.Higashi

P「oc・Inte「nationalSymPosiumonJoiningTechnologies

inAdvancedAutomobileAssembly,195-202(2005)

(Frictionstirwelding,A5083alloy,Buttwelding,

Tensileproperties,Bulgetest)

■FrictionStirWeldingofCold-WorkedMg-LiAlloy

asTheLightestStructuralMaterial

(冷 間 加 工 し た 最 軽 量 構 造 材 料Mg-Li合 金 の 摩 擦 撹 搾 接

合)

M.Tsujikawa,Y.Abe,S.W.Chung,S,OkiandK.

Higashi

Proc.ofInternationalSymposiumonJoining

TechnologiesinAdvancedAutomobileAssembly,211-

216(2005).

(Frictionstirwelding,Mg-Lialloy,Coldrolledplates,

tensileproperties,Microstructure)

■ln刊uenceofDeformationMechanismonthe

SuperplasticForgingofHigh・StrengthMgAtloy

byThree-dimensionalFiniteVolumeSimulation

(3次 元 有 限 体 積 法 シ ミ ュ レー シ ョ ン に よ る 強 力Mg合 金 の

超 塑 性 鍛 造 に 及 ぼ す 変 形 機 構 の 影 響)

M.Tsujikawa,SW.Chung,H。SomekawaandK.Higashi

Mater.Trans.46,3085・3088(2005).

(Defbrmationmechanism,Forging,FVM,Magnesium

alloy,Superplasticity)

■EiffectofGraphiteStructureonWEARofGrey

CASTIRON

(片 状 黒 鉛 鋳 鉄 の 摩 耗 に及 ぽ す 黒 鉛 組 織 の 影 響)

K,Nagamine,M.Tsujikawa

Proc.2ndJapan-KoreaWarkshopforYoungFoundry

Engineerrs(July,2005)Jeju,Korea.

■FrictionStirProcessingandMechanicalProperties

ofCastMg-5.5wt96Y・4.3wt%ZnAlloy

(鋳 造Mg-5.5wt%Y・4.3wt%Zn合 金 の 摩 擦 擬 搾 プ ロ セ ス

と そ の 機 械 的 性 質)

S.W.Chung,M.Tsujikawa,M.Tanaka,S.OkiandK.

Higashi

Proc.ofInternationalSymposiumonJoiningTechnologies

inAdvancedAutomobileAssembly,217-226(2005).

(Frictionstirprocess,Mg-Y-Znalloy,CastingoちGrain

size,Hardness)

■High-StrengthenigofMg・5 .5wt%Y4.3wt96ZnCast

AlloybyFrictionStirProcessing

(Mg-5.5wt%Y-4.3wt%Zn鋳 造 合 金 の 摩 擦 撹 搾 プ ロ セ ス

に よ る 強 靭 化)

M.Tsujikawa,SW.Chung,M.Tanaka,Y.Takigawa,S、

OkiandK.Higashi

Mater.Trans.,46,3081-3084(2005).

(Mg-Y-Znalloy,Frictionstirprocess,Castingot,

Hardness,Hightemperaturedeformation)

■EffectofPeeningasPretreatmentforDLC

coatingsonMagnesiumAltoy

(マ グ ネ シ ウ ム 合 金 へ のDLCコ ー テ ィ ン グ の 前 処 理 と し て

の ピー ニ ン グ の 効 果)

N.Yamauchi,K.Demizu,T.Sone,M.TsujikawaandY.

Hirose,

ThinSoiidFilms,online(2005)

(Diamondlikecarbon,Peening,Magnesiumalloy,

PlasmaCVD)
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■マ グネ シウム製 造技 術 の研 究 開発

東 健 司

電気 製鋼,76,113-124(2005).

■マ グネ シウム合 金製 の 燃料 電池 セパ レー タの開 発

森 久史,道 浦 吉 貞,喜 多 川 眞好,辻 村 太 郎,東 健 司

まて りあ,44,76&770(2005).

■第一 原理計 算 によ る固 溶強 化 型 アル ミニ ウ ム合金 の 合金設

計

上杉 徳照,東 健 司

軽金 属学会 研究 部会 報 告書,46,57-64(2005),

■超塑性 ね じ転 造 とマ グネ シ ウム合 金製 ね じの開 発

森 久史,辻 村 太郎,道 浦 吉 貞,喜 多 川真 好,東 健 司

材料,54,901(2005).

■マグネ シウム 合金 の プ レス成形 技 術

高津 正秀

プ レス技術,43,23-26(2005).

■磁場 利用 によ る骨再 生 技術 の 実用 化 に向 け た新 たな コラ ー

ゲ ン配 向手法 の可 能性,

齋 藤大輔,武 井 光,篠 原 肇,中 平 敦,上 野照 剛,小

谷 誠

マテ リアル イ ンテ グ レー シ ョ ン,18[10],4Z47(2005).

■層 間を利 用 した八 イ ブ リ ッ ドベ ク トル材 料 と磁気 ベ ク トル

応用

中平 敦

マテ リアル イ ンテ グ レー シ ョ ン,18[10】,48-57(2005).

■無 機材料 の湿式 合成 に及 ぼす磁 気 ベ ク トル の影 響

村瀬 英昭,安 田秀幸,中 平 敦

マテ リアル イ ンテ グ レー シ ョン.18[11],4043(2005).

■マ グネタ イ ト共 存下 にお け る炭素 鋼 の腐 食挙 動 に関 する研

究の現状 と課題

柴 田俊 夫,瀬 尾 眞 浩,杉 本 克 久,水 流 徹,藤 本 慎 司,

井上博 之

材料 と環境54,2-8(2005).

關電気 化学 ノイ ズ法 奄用 い た応力 腐食 割 れ の発生 監視

井上博 之

メイ ンテ ナ ンス,245,4&52(2005).

■リスク低 減に活 か す新 しい腐 食モ ニ タ リング技 術

井上博 之,岩 脇 大仁

化学工 学,69,631-641(2005).

■超音波 場 によ る金 属2層 ナ ノ粒子 の合 成 と触 媒作 用

興津健 二,前 田泰 昭

表面科 学,26(10),593-597(2005).
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■ ナ ノ組 織制御 超 塑性 材料

東 健 司

ナ ノ コ ンポ ジ ッ トマ テ リア ル,11,92-96(2005).

■マグネシウム合金の成形加工技術の最前線

高津正秀(分 担執筆)

il編 マグネシウム合金の加工技術 第3章 塑性加工

技術2.成 形性とその評価

㈱シーエムシー出版79-87(2005).

■ChemicalProcessingofCeramics

MasakiNarisawa(分 担 執 筆)

19.PolymerPyrolysis

Taylor&Francis,EditedbyButrandLeea&Sridhar

Komarnei,491-508(2005).

咀 ナノ マ テ リアル工 学 大系 第一 巻 一ニ ュー セラ ミ ックス ・ガ

ラ ス

中平 敦(編 集,分 担 執筆)

第4章 ナ ノ構 造評 価

㈱ フジ テ クノ システ ム,488(2005).

■マテリアルインテグレーション特集10月号ベクトル材料科

学1

中平 敦,山 下仁 大(編 集)

TIC出 版(2005).

■マテリアルインチグレーション特集11月 号ベク トル材料科

学2

中平 敦,山 下仁大(編 集)

TIC出 版(2005).

■SIMULATIONOFELECTROCHEMICALPROCESSES

R.NishimuraandY.Maeda(分 担 執 筆)

EditorsCA.Brebbia,V.G.DeGiorgiandR.A.Adey,WIT

Press,pp.237-244(2005).

■超 音波 利用 技 術集 成 ソノケ ミス トリーの環 境 ・医療 応 用

か ら最新 の セン シ ング動 向ま で

前 田泰 昭,高 木陽 一,興 津健 二(分 担 執筆)

エ ヌ テ イー ・エ ス 出版,105-113(2005) .
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■2005TMSAnnualMeeting&Exhibition(San

Francisco,U.S.A.,February,2005)

K.Higashi

OnApplyingNano-GrainedSuperplasticMaterialsto

GeneralResidentialSelsmicDampers

T.UesugiandK,Higashi

AlloyDesignofCreep-ResistanceMagnesiumAlloys

fromStackingFaultEnergyCalculatedbyFirst-

Principles

Y.Takigawa,H.TakadamaandK.Higashi

SuperplasticJoiningofY-TZPEnhancedbyTitania-

dopingintheInsertMateriaI

■The3rdNIMSinternationalconference凹Materials

forHumanSafety(Tsukuba,March,2005)

H.Inoue,R.MoriyaandY.Maeda

Hydrogenembrittlementsusceptibilityofbeta-phase

titaniuma皿oyinsimulatedgeologicaldisposalenvironment

DeformationBehaviourofPre-AnnealedZr-Al-Ni-Cu

BulkMetallicGlassinaSupercooledLiquidRegion

璽The3「dlnternatiOnalWOrkShOpfOrAdvanCed

Ceramics(Nagoya,Japan,May,2005)

M,Narisawa,K.Kita,H.MabuchiandM.Itoh

Si-C-Otubematerialsderivedfrompolymerblend

precursorsofpolycarbosilaneandSi-Hcontaining

S且icone.

■lnternationalSymposiumonSwiftHeaWionsin

Matter(Ascha行enburg,Germany,May,2005)

F.Hori,S.Tanaka,E.KuramotoandA.Iwase

NanosizeCuclusterformationinironbyCuion

implantations

Y.Chimi,N.Ishikawa,M.Kobiyama,T.Inami,T.

Kambara,A.IwaseandS。Okuda

Swiftheavyionirradiationeffectsinnanocrystalline

gold

圏lnternationalConferenceofProspectsinMagnetic

OxideThinFilmsandHeterostructures

(Fontevraud,France,April,2005)

T.Matsui,E.Taketani,N.Fujimura,H.TsudaandK.

Morii

MagneticanddielectricbehaviorofZrdoped

BaFeO3-6singlecrystal丘lms.

畷NTEiRMAGASIA2005(Nagoya,Japan,April2005)

T.Inoue,T.Matsui,N.FujimuraandK.Morii

FerromagneticandDielectricBehaviorofMnDoped

BaCoO3

■The6thlnternationalConferenceonFractureand

StrengthofSolids(FEOFS2005)(BaLi,

lndonesia,April,2005)

T.Sasaki,T.Uesugi,Y.TakigawaandK.Higashi

Effectofmanganeseadditiononstrengthand丘acture

toughnessinMg-6AI-1Znalloy

■TheFirstlnternationalConferenceontheSimulation

ofElectrochemicalProcesses(Cadiz,Spain,May,

2005)

R.NishimuraandY.Maeda

TheEffectofChromateonStressCorrosionCrackingof

Type316AusteniticStainlessSreelinHydrochloric

AcidSolutionandtheTransgranularSCCMechanism

■The4thlntemationalBulkMetallicGlassConferenoe

(BMGIV)(Tennessee,USA,May,2005)

Y.Takigawa,J.Kobata,H.Somekawa,H,TsudaandK.

Higashi

A.Iwase,Y.Chimi,N.IshikawaRNakatanLY.Kato,

M.Fukuzumi,H.TsuchidaandY.Baba

Studyofion・irradiationinduceddiffusioninPd・Si

systemusingsynchrotronradiationphotoemission

spectroscopy

M.Fukuzumi,Y.Chimi,N.Ishikawa,M.Suzuki,M.

Takagaki,J.Mizuki,H、Tsuchida,F.Ono,R.Neumann,

T.KambaraandA.Iwase

Effectsofswiftheavyionirradiationonlatticeand

magneticstructuresofFe・Rhalloy

F.Ono,A.Kanamitsu,Y.Matsushima,Y.Chimi,N.

Ishikawa,T.KambaraA.Iwase

Effectofhigh・energyionirradiationonmagnetic

propertiesinFePtinvaralloys

■2ndJSME/ASMElnternationalConfereneeon

MaterialsandProcessing(M&P2005)(Sheattle,

U.S.A.,June,2005)

T.Tanaka,S.W.Chung,LF.Chaing,K.Makii,A.

Kushibe,M.Kohzu,Y.TakigawaandK.Higashi

Low-temperatureSuperplasticForminginZn-

22mass%AlAlloyanditsApplicationonmaintenance

freeseismicdamper

T.Tanaka,M.Kohzu,Y.TakigawaandK.Higashi

CavitationBehaviorinLow・temperatureSuperplastic

Zn-22mass%AlAlloy

■ProceedingoftheFifteenthlnternationalOffshore

andPolarEngineeringConference(Seoul,Korea,
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June,2005)

AOkamoto,N.Ueda,K.Demizu,T.Sone,A.lkenagaand

Y。Hirose

Ni-AlIntermetallicCompoundCoatingon304Austenitic

StainlessSteelUsingCombustionSynthesis.

■lnternationalTiAIWorkshop(Shenyang,ChiBa,

June,2005)

T.Takasugi,Y.KanenoandT.Tetsui

Low-andHigh-TemperatureEnvironmental

EmbrittlementofThermomechanicallyProcessedTiA1-

BasedIntermetaUicAlloys.

匿14thlnternationalConferenceonTexturesof

Materials(Leuven,Belgium,July,2005)

H.Inoue,T.Yamasaki,G.GottsteiI1,P.VanHoutteand

T.Takasugi

Recrystalliza廿onTextureandr-valueofRolledandT4-

TreatedA1-Mg-SiAlloySheets.

H.IIloue,M.IshioandT,Takasugi

Texture,TensilePropertiesalldPressFormabilityof

Mg-3Al-1Zn/TiCladSheetsProducedbyRoll-Bonding.

■SonochemistrySymposium(Melbourne,Australia,

July,2005)

K.Okitsu,B.M.Teo,M.AshokkumarandF.Grieser

Sonochemicalsynthesisofgoldnanoparticlesinan

aqueoussolution:effectoffrequencyontherateofgold

(皿)reduc廿onandsizeofgoldparticles

■2thhternationalSymposiumonMetastableand

NanoMaterials(Paris,France,July,2005)

F.Hori,T.Yano,Y.Yokoyama,T.Konno

RelaxationprocessinZr-Cu-AIbulkmetaUicglassesby

positronannih藍ation

■2ndJapan-KoreaWarkshopforYoungFoundry

Engineerrs(July,2005)Jeju,Korea.

K.Nagamine,M、Tsujikawa

EffectofGraphiteStructureonWeaeofGreyCastIron

■lnternatienalAnniversarySymposiumonMolecular

DynamicsSimutations(Osaka,Japan,August,

2005)

T,UesugiandK.Higashi

SizeFactorandEnthalpyofSolutionCalculatedfrom

FirstPrinciplesasParametersDeterminingGlass

FormabilityinAl-BasedAUoys

■11thAsianChemicalCongress(Seoul,Korea,

August,2005)

M.Narisawa,H.YasudaandH.Mabuchi

Analysisofsiliconearbideformationprocessfrom

carbon-silicahybridprecursorscontainingPluralcarbon

sources.

2i6

■13thlnternati◎nalWorkshoponSol-GelScience

andTechnology(LosAngeles,USA,August21・

26,2005)

A.Nakahira,M.Ohta,M.UmesakiandT.Honma

Synthesisofamorphouscalciumphosphateby.so1-gel

methodanditsevaluation

■13thInternationalConferenceonlrradiation

Effectsinlnsulators(SantaFe,NewMexico,

August,2005)

T.Sonoda,M,Kinoshita,Y,Chimi,N.Ishokawa,M.

SatakaandA.Iwase

ElectronicexcitationeffectsinCeO2underirradiations

withhighenergyionsoftypicalfissionproducts

■1stAsia-OceaniaCeramicFederation(AOCF)

Conference(Osaka,Japan,Sept.,2005)

M.Narisawa,M.Yoshida,H.YasudaandH.Mabuchi

Siliconcarbideparticlesynthesisfromso1-gelprecursors

withcontroHedheterogeneity

S.Takezoe,M.Takimura,Y.Yamasaki,H.Nagataand

A.Nakahira

SynthesisofnovelbulkyporousmaterialbyHHP

processanditsevaluation.

■6thPacificRimConferenceonCeramicandGlass

Technology(PACRIM6)(Maui,USA,Sept,2005)

H.TsudaH.MabuchiandK.Okamura

PreparationofNanostructuredSiliconCarbideusinga

ChemicalVaporReaction.

■The3rdlnternationalConferenceonNanomaterials

bySeverePlasticDeformation(NanoSPD3)

(Fukuoka,Japan,September,2005)

T.Uesugi,Y.TakigawaandK.Higashi

DeformationMechanismofNanocrysta11ineAl-FeAUoys

byAnalysisfromAb-InitioCalculations

■InternationalSymposiumonProgreeinCorrosion

ResearchinCommemorationo蕾Centenaryof

BirthofProfessorGoOkamoto(Sapporo,Japan,

September,2005).

R.Nishimura

CharacterizationandPerspectiveofStressCorrosion

CrackingofAusteniticStainlessSteels(Type304and

Type316)inAcidicSolutionsUsingConstantLoad

Method

■The16thlnternationalCorrosionCongress

(Beljing,China,September,2005).

OsamaM.AlyousifandR.Nishimura

TheEf正ectofTestTemperatureonSCCBehaviorof

AusteniticStainlessSteelinBoWngSaturatedMagnesium

ChlorideSolution



■5thAsian-EuropeanlnternationalConference

PlasmaSurサaceEngineering(Qingdao-CityChina,

September2005)

N。Ueda,N.Yamauchi,M.TsujikawaandT,Sone,

DLCFilmCoatingonPlasma-curburizedAustenitic

StainlessSteel

N.Yamauchi,N.Ueda,M.TsujikawaandT.Sone,

DLCCoatingonMg-LiAlloy

M.Tsujikawa,S.Noguchi,N.Ueda,N.YamauchiandT.

Sone

EffectofMolybdeniumonHardnessofLowTemperature

PlasmaCarburizedAusteniticStainlessSteel

■TheNinthAsianFoundryCongress(Hanoi,

Vietnam,October,2005)

K.H.Choe,K.R.Lee,G.S.Cho,K.W.Lee,M.H.Kim,K。

B.KimandA.Ikenaga

FeasibilityStudyofSurfaceModificationonAlCasting

AIIoysbyCombustionSynthesisofIntermetallic

Compounds.

Higashi

In且uenceofWeldingAccuracyonFrictionStirWelded

Joints

M.Tsujikawa,Y.Abe,SW.Chung,S,OkiandK.Higashi

Frictionstirweldingofcold-workedMg-Lialloyasthe

lighteststructuralmaterial

S,W.Chung,M.Tsujikawa,M.TanakaandK.Higashi

FrictionStirProcessingandMechanicalPropertiesof

CastMg-5.5wt%Y-4.3wt%ZnAlloy

T.Hirata,T.Oguri,H.Hagino,SW,Chung,M.Tsujikawa

andK.Higashi

Influenceofweldingparametersollformabilityin

frictionstlrwelded5083aluminumalloy

■InternationalConf.NewMagnetoScience

(Yokohama,Japan,November,2005)

H.Murase,H.YasudaandA。Nakahira

Effectofhighmagneticfie正donSynthesisofFe・

incorporatedLDH

K.H.Choe,G.S.Cho,K。W.lee,H.H.Cho,K.B.Kim

andA.Ikenaga

MicrostructuresandMechanicalPropertiesof

ContinuousCastFerriticDuctileIronBars.

AIkenaga,T.Kimata,K.H.Choe,G.S,Cho,K.W.Lee

andK.B.Kim

Ni-AlIntermetallicCompoundCoatingontotheDuctile

CastIronwithPlasmaSpray.

■The208thMeetingoftheElectrochemicalSociety

(LosAngeles,USA,October,2005).

R.NishimuraandA.Sulaiman

TheEffectofSensitizationonStressCorrosionCracking

ofType316AusteniticStainlessSteelinSulphuricAcid

Solution

■50thAnnUalCOnferenCeOnMagnetiSmand

MagneticMaterials(SanJose,USA,November,

2005)

T.Matsui,R.Sato,N.Fujimura,H.TsudaandK,Morii

Originofmagnetizationobservedinepitaxiallygrown

BaFe1-xZrxO3一 δthinfilms.

H.Murase,S.Nishidsa,andA.Nakahira

SynthesisofLDH-typeclaysubstituredwithFeionf6r

arsenicremovalanditsapPlicationtomagnetic

separation

■lntemationalSymposiumonJoiningTechnologies

inAdvancedAutomobileAssembly2005(Tokyo,

Japan,October,2005)

S.Oki,M.Tsujikawa,SW.Chung,T.HirataandK.

■3rdlnternationalWorkshoponWATERDYNAMICS

(Sendai,Japan,November,2005)

A.Nakahira,S.Takezoe,M.Takimura,H.Nagataand

Y.Yamasaki

SolidificationofPorousMaterialsbyHydrothermalHot

PressingandItsEvaluation

■MaterialsResearchSocietyFallMeeting(Boston,

USA,November,2005)

N.Maeda,T.Hiroki,F.Hori,S.Okuda,R.Taniguchl,T.

Kojima,T.Kambara,T.AbeandA.Iwase

SynthesisofNobleMetalNano-particlesunder

EnergeticIrradiationFields

■18thlnternationalSymposiumonCeramicsin

Medicine(Bioceramics18)(Kyoto,Japan,

December,2005)

Y.Naka,Y.TakigawaandK.Higashi

EffectofDopantonPhaseStabilityofZirconiainHot

Water

M.Ohta,T.Honma,M。UmisakiandA.Nakahira

SynthesisandEvaluationofAmorphousCalcium

Phosphate(ACP)byVariousSynthesisMethods

■Pacifichem2005(Hawaii,USA,December,2005)

K.Okitsu,M.AshokkumarandF.Grieser

Sonochemicalsynthesisofgoldnanoparticlesinaqueous

solutions:Effectoffrequency。

1.Oyane,T.Takeda,M。Furuta,R.NishimuraandY.

Maeda

Ultrasonicalcontrolofbioactivities.
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TTakeda,10yane,MFuruta,RNishimuraandY

Maeda

Thee丘ectofsonochemicaldecompositionproductsof

toxiccompoundsonthegrowthofmicroorganism.

MTomaandYMaeda

Ultrasonicallyassistedhydrolysisoflignocellulosic

biomass.

■12thlnternationaiConferenceonFusionReactor

Materials(SantaBarbara,Ca騒fornia,December

2005)

T.Nakazawa,A.Nalto,T.Aruga,V.Grismanovs,Y.

Chimi,A.IwaseandS.Jitsukawa

Highenergyheavyioninducedstructuraldisorderin

Li2Tio3
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■第43回 セ ラ ミ ックス基 礎科 学討 論 会(1月,千 葉)

成 澤雅 紀,安 田浩 哉,間 渕 博

前 駆体 法 を介 してのSic粒 子 生成 にた いす る カー ボ ンブ ラ

ック集 合形 態 の テ ンプ レー ト効 果

講演要 旨集,536-537.

■加速 器 を利用 した物質 科学 研 究会(1月,東 海 村)

岩 瀬彰 宏,中 谷 力 造,知 見 康 弘,石 川 法 人,福 住 正 文,

加藤雄 三 郎,土 田秀次,松 波 紀明

高 エ ネ ルギ ー重 イオ ンに よ る金属 一 酸 化 物界 面 で の 原子

ミキ シ ング

隔イ オン ビー ム を用 いた 物理 と その応 用」研 究会(1月,奈 良)

福 住正 文、 岩瀬彰 宏

FeRh合 金 の 照 射 誘 起 磁 気 相 変 態 一SQUIDと 放 射 光

XMCDに よ る研 究一

■SPring-8原 子分 光 研 究 会 「放 射 光 を利 用 した分 光 実験 と

理論」(1月,西 播磨)

岩瀬彰 宏

放 射光 に よるXPS,XAFS,XMCDを 用 い た固体 の高 エ ネ

ルギ ー イオ ンビー ム照射 効果 の研 究

■マ グネ シウムの 利 用に 関す る講 演会(2月,東 京)

高津正 秀

マ グネ シウム プ レス成形 技術

テ キス ト,43・4&

■第52回 応 用物理 学 関係 連合 講演 会(3月,埼 玉)

竹谷英 一,松 井 利之,藤 村紀 文,森 井 賢二

SrTiO3i基 板 上 のBa(Fe.Zrl-。)03-6エ ピタキ シ ャル薄膜 に

お ける電気 伝導 の酸 素 欠損量 依存 性

講演予稿 集,673.

■ 日本 金属学 会春 期 大会(3月 ,横 浜)

渡 辺博 行,石 川 晧 一,宝 晃,染 川英 俊,向 井 敏 司,

東 健 司

AZ31マ グネ シ ウム合金 の 高温 変形 挙 動 に及 ぼ す ミクロ組

織 の影 響

講演概 要,155.

上杉徳 照,東 健 司

ナ ノ結 晶Al・Fe合 金 の強化 機構

講 演概 要,89.

東 健 司,田 中 努,江 立 夫,櫛 部 淳 道,高 津 正 秀,

瀧 川順庸

ナ ノ組 織 制 御 に よ る室 温高 速 超 塑性 発 現 の可 能性 とそ の

応用

講演概 要,90.

高杉 隆幸

ラーバ ス相 金属 間化 合 物 の構 造 ・相 安 定性 と力学 特 性 の

特 異性

講 演概 要,78.

曽我 航,金 野泰幸,高 杉 隆幸

Ni3Al-Ni3Nb-Ni3v擬 三 元系合 金 の状態 図 と組 織

講 演概 要,201.

渋 谷 聡,金 野泰 幸,高 杉 隆幸

Ni3Al-Ni3Ti-Ni3v擬 三 元系 合 金の2重 複相 組織 と機 械 的性

質

講演概 要,202.

金野泰 幸,大 平耕 司,津 田 大,高 杉 隆幸

Ni,si-Ni3Ti-Ni3Nb複 相 金属 問化合 物 の組織 と力学 特性

講演概 要,203.

河添 久美,吉 田光 彦,金 野泰 幸,小 椋 雅史,高 杉 隆幸

ECAP加 工 と焼 鈍 に よ り作 成 した微 細粒Cu多 結 晶の 疲労

挙 動

講演概 要,406.

赤羽智 明,篠 島 妥,中 沢哲 也,岩 瀬 彰宏

シ リコ ンへ の高 エ ネ ル ギー ビーム照 射 に 関す る計 算 機実

験 皿

矢 野貴 明,掘 史 説,千 星 聡,明 野 康 剛,今 野 豊 彦,

岩瀬 彰宏,横 山嘉 彦

Zr-Cu-Al系 金属 ガ ラス の構 造緩 和 過程 にお け る陽電 子 消

滅測 定

口第28回 京都 窯業 基礎 科学 懇談会(3月,京 都)

太 田光彦,中 平 敦

ACPの 合 成 とその微細 構 造評価

久保 敬,本 間徹 生,中 平 敦

HTiOナ ノチ ュー ブの合 成 と構 造評 価

■ 日本 セラ ミ ック ス協 会 年会(3月,岡 山)

成 澤雅 紀,北 憲一郎,間 渕 博,伊 藤 正義

ポ リマ ー ブ レ ン ド法 に よ るSi-c-o系 セ ラ ミ ックス前 駆 隊

の調製 と特 性 評価

講 演予 稿 集,24.

太田 光 彦,中 平 敦

ACPの 合 成 と微細 構 造 に及ぼす 金属 イオ ンの影響

久保 敬,山 崎友 紀,中 平 敦

金 属分 散HTioナ ノチ ュー ブの合 成 と評 価

瀧 村麻 里,山 崎友 紀,中 平 敦

HHP処 理 に よるメ ソポ ー ラス シ リカのバ ル ク化 の試 み

竹 添真 一,山 崎 友紀,細 井 和幸,田 近正 彦,佐 々木優 吉,
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中平 敦

高比表面積を有する緻密ゼオライトの微細構造と特性評

価

村瀬英昭,山 崎友紀,中 平 敦

回転水熱法によるトバモライトとCSH合 成とその評価

闘日本鉄鋼協会 第149回 春季大会(3月,横 浜)

村瀬英昭,山 暗友紀,中 平 敦

水熱処理によるトバモライトの合成と微細構造

■日本鉄鋼協会2005年 春季講演大会(3月,横 浜)

井上博史

金属薄板における集合組織の定量解析 と塑性異方性の予

測

材料とプロセス,18(3),439441.

■先端技術セミナー 「イオンビームによる革新的新材料創生

の可能牲」(3鳳 大阪)

岩瀬彰宏

GeV重 イオンによる固体内高密度励起現象を利用したナ

ノ構造創製と産業応用への可能牲

■材料照射効果の解明と照射技術の高度化ワークショップ

(3月,熊 取)

岩瀬彰宏

X線 磁気円二色性を用いたFeRh合 金の照射誘起磁性変態

の研究

山川浩二,知 見康弘,石 川法人,岩 瀬彰宏

電子線照射したPd基希薄水素合金の低温領域での電気抵

抗変化

願筑波大学応用加速器部門シンポジウム 「原子衝突における

電子励起と関連現象2005」(3月,っ くば)

岩瀬彰宏

GeV重 イオンと物質との相互作用 一 その素過程から材料

改質への応用まで一

口日本物理学会第60回年次大会(3月,千 葉)

前田修大,中 西美緒子,小 嶋崇夫,谷 口良一,堀 史説,

奥田修一,岩 瀬彰宏

ガンマ線照射による貴金属イオン還元反応とナノ微粒子

生成

加 藤雄 三郎,知 見康 弘,石 川法 人,福 住 正 文,馬 場祐 治,

土 田秀 次,岩 瀬彰 宏

放射 光 に よるxPs,xANEs測 定 を用 い たAg-si,Pd・si系 の

照射 誘起 偏析 の研 究

岩瀬 彰 宏,加 藤 雄三 郎,福 住 正 文,知 見 康 弘,石 川 法人,

土 田秀次

Bi・A1203界 面の 電子励 起 ミキシ ング

福 住 正 文,知 見 康 弘,石 川 法 人,鈴 木 基 寛,高 垣 昌 史,

水 木純 一 郎,神 原 正,小 野文 久,岩 瀬 彰宏
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高 速 量 子 ビ ー ム に よ るFeRh合 金 の 照 射 誘 起 磁 気 相 変 態

一SQUIDとXMCDに よる評価 一

■日本原子力学会第43回 春の年会(3月,平 塚)

飛田 徹,鬼 沢邦雄,蕪 木英雄,鈴 木雅秀,岩 瀬彰宏

FeCu合 金における電子線照射効果の反応速度論によるモ

デル計算

■応用物理学会2005年 春季連合講演会(3月,埼 玉)

谷口良一,高 谷弘枝,中 西美緒子,福 住正文,岩 瀬彰宏,

小林康浩,大 嶋隆一郎,西 畑保雄,水 木純一郎

超音波還元Au-Ptナ ノ粒子の内部構造のXAFSに よる解析

■第44回 日本生体医工学会大会(日 本エム ・イー学会)(4

月,つ くば)

高玉博朗,水 野峰男,瀧 川順庸

HIPシ ミュレータを用いた人工股関節摩擦特性への血清

中成分の影響評価

講演概要集,242.

■大阪府立大学先端科学研究所共同利用報告会(4月,大 阪)

松田八束,八 木孝司,奥 田修一,汐 見信行,岡 喬,

谷口良一,小 嶋崇夫,伊 藤憲男,清 田俊治,白 石一乗,

川西優喜,阿 賀多政吉,小 嶋宏和,阿 部康夫,中 村茂樹,

柴田せつこ,掘 史説,和 田野晃,乾 博

大阪府大先端研放射線施設の安全管理の現状

放射線施設共同利用報告書,3.

岩瀬彰宏,掘 史説,中 川 将,谷 口良一,北 川通治,

大嶋隆一郎

過飽和合金系FeCuの 電子線照射による照射促進編析

放射線施設共同利用報告書,15.

掘 史説,今 野豊彦,岩 瀬彰宏,矢 野貴明,横 山嘉彦

陽電子による金属ガラスの構造緩和過程における自由体

積と電子状態の変化の研究

放射線施設共同利用報告書,20.

掘 史説,岩 瀬彰宏,中 川聰子,大 嶋隆一郎

Cz-Si中の潜在欠陥の陽電子消滅法による検出と評価

放射線施設共同利用報告書,21.

堀 史説,岩 瀬彰宏,田 中真治,蔵 元英一

銅イオン照射した鉄中の微小銅析出形成初期過程の研究

放射線施設共同利用報告書,24.

前田修大,広 木大栄,堀 史説,岩 瀬彰宏,小 嶋崇夫,

谷口良一,奥 田修一

γ線 電子線照射による非熱平衡反応場を利用した貴金

属微粒子の生成と評価

放射線施設共同利用報告書,25.

■軽金属学会第108回 大会(5月 ,豊橋)

渡辺博行,染 川英俊,東 健司

Mg-Y-Zn急 冷凝固バルク合金ECAE加 工材の硬さとミク

ロ組織の安定性



講演概 要21-22.

上杉 徳照,東 健 司

アル ミニ ウムの粒 界破 壊 に関す る 第一原 理計 算

講 演概 要241-242.

井上博 史,藪 中博 文,石 尾 雅 昭,高 杉 隆 幸

圧 延接 合 に よ り作 製 したTiク ラ ッ ドAZ31マ グ ネ シ ウム合

金板 の集合 組織 と機 械 的性 質

講演概 要11・12.

金野泰幸,堀 田泰弘,高 杉隆幸,鎌 田政智

TiAl基金属間化合物における低温および高温環境脆化

講演概要173174.

■第2回 天 田財 団 助成 研究 成果 発 表会(5月,三 条)

高津正秀

実用マ グネ シウム合 金 の加 熱 プ レス成 形性(受 賞 講演)

天田財 団FORMTECHREVIEW14-1(2004),50-55.

圏日本材料学会第54期 学術講演会(5月,仙 台)

中平 敦,久 保 敬

新規HTioナ ノチューブの合成とその評価

■材料 と環境2005(5月,横 浜)

井上博 之,水 野 剛幸,前 田泰 昭

超臨界 酸化 水環 境 での分 極抵 抗 な らび に電 位 ノ イズ測 定

講i演集,235-236.

宮沢正純,大 津孝夫,井 上博之

塩酸を含むエタノール溶液中での炭素鋼の分極抵抗測定

への電気化学ノイズ法の適用

講演集,245-24&

中村彰夫,井 上博之,加 留部智彦

製塩環境における装置材料の局部腐食におよぼすpHの 影

響

講演集,5556.

■日本鋳造 工学 会第146回 全 国講 演大会(5月,東 京)

野 口慎一,辻 川正 人,上 田順 弘,山 内 尚彦,曽 根 匠

オース テナ イ トステ ンレス鋼 の浸 炭 に及ぼ すMoの 影 響

講演概 要 集,7.

永峰克敏,辻 川正人,川 本 信

片状黒鉛鋳鉄における黒鉛組織が耐摩耗性に及ぼす影響

講演概要集,47.

阿 部 由紀 子,辻 川正 人,沖 幸男,紙 田 雅一 郎,平 木 渤

男

Mg・Li合 金摩 擦撹 拝 接合 継 手 の冷 間圧 延

講演 概要 集,75.

田中真 帆,辻 川 正 人,東 健司,鄭 盛旭,紙 田雅一 郎

鋳造Mg-Y-Zn合 金 の摩擦 撹 拝i接合

講演概 要集,76,

■粉体粉末冶金協会平成17年 度春季大会(6月 ,東京)

瀧川順庸,東 健司

金属ガラスの変形 ・破壊のメカニクスに関する中間報告

(招待講演)

東大輔,辻 川正人,日 野 実,木 村久道,湯 蓋邦夫,井

上明久

非晶質金属の微細結晶化 と摩擦摩耗特性

講演概要集,46.

■第一回材料開発研究会(6月 ,神戸)

高木敏晃,槙 井浩一,古 田誠矢,東 健司,櫛 部淳道

結晶粒微細化による温室超塑性合金の開発と制震部材へ

の適用

■日本海水学会第56回年会(6月 ,東京)

中村彰夫,加 留部智彦,井 上博之

製塩環境における装置材料の局部腐食感受性評価(第1報)

講演要旨集,14-15.

■ 第14回TIARA研 究 発 表会 一 イオ ン ビーム を利 用 した 最

新 の材 料 ・パイ オ研 究 一(6月,高 崎)

岩 瀬 彰 宏,福 住 正 文,堀 史 説,石 川 法 人,知 見康 弘,

斎藤 勇 一,千 葉敦 也

高 温超 伝 導体 お よび ポ リイ ミ ドの カー ボ ンク ラス ター イ

オ ン照射 効果

飛田 徹,知 見康弘,石 川法人,西 山裕孝,鈴 木雅秀,

岩瀬彰宏

鉄系モデル合金における電子線照射効果と反応速度論に

よるモデル計算

福住正文,岩 瀬彰宏,石 川法人,知 見康弘,小 野文久

FeRh金 属問化合物の電子線照射に伴う磁性および電気伝

導度変化

■第2回金属ガラスの最適構造化プロセス研究会(6月,姫 路)

東 大輔,辻 川正人,日 野 実,木 村久道,湯 蓋邦夫,

井上明久

非晶質金属の摩耗損傷 と微結晶複合化による耐摩耗性の

改善

講演概要,39・41.

圏第67回 型技術セミナー(7月,東 京)

岡原治男,斉 藤美良,東 健司

ナノ表面構造化による高品位Mgプ レス成形金型の長寿命

化に関する研究開発

■日本材料学会セラミックス委員会公開討論会(7月,京 都)

久保 敬,山 崎友紀,中 平 敦

水熱法による繊維状HTiOの 合成と評価

■第5回 材料 集合 組織 研 究会(7月,沖 縄県 西原 町)

井上 博 史,高 杉隆 幸,石 尾雅 昭

圧延 接 合 に よ り作 製 したMg-3Al-IZn/Tiク ラ ッ ド板 の集

合組 織 と機械 的性 質
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研究 会 資料,19-20.

■第245回 腐 食 防食 部 門委 員会(7月 ,神 戸)

井上 博 之

腐食 モ ニ タ リ ングへ の電 気化 学 ノ イズ法 の適用

資料,No.245,19-25.

■ 第32回 腐 食 防 食 協 会 コ ロー ジ ョン ・セ ミ ナー(7月
,

仙 台)

井 上博 之

腐 食 の電気 化 学 とモ ニ タ リン グ

テキ ス ト,21-34.

■ 日本 鉄鋼 協 会 ・日本 金 属 学会 中 国 ・四 国支 部 講 演大 会(8

月,徳 島)

河 添 久美,小 椋 雅史,吉 田光 彦,金 野 泰幸,高 杉 隆 幸

ECAP加 工 と焼鈍 に よ り細 粒 化 したCu多 結 晶材 の 疲労 に

お け る転位 下部組 織

■日本 金属 学会 関 東支 部平 成17年 度 講 習会(8月,東 京)

井上博 史

X線 回折 によ る集合 組織 解析

講演 テ キス ト,8-1-11.

■ 日 本材 料 学 会 第40回X線 材料 強 度 に関 す る シ ンポ ジ ウ ム

(9月,京 都)

佐藤 幸雄,高 橋 俊 一,佐 々木敏 彦,井 上 博 史,岩 渕研 吾,

石 田 誠,田 中義弘,鷹 合滋樹,広 瀬 幸雄

鉄道 レール の残 留応 力お よび集合組 織 のX線 測定

講演 論文 集,125130.

■第49回 日本 学術 会議 材料 研究 連合 講演 会(9月,京 都)

中 公寿 、 瀧川 順庸 、東 健 司

ジル コニ アセ ラ ミッ クス の生体 内相 安定 性 に及 ぼす 陽 イ

オ ン微量 添 加の 影響

講演 論 文集,90・91.

太 田光彦,中 平 敦

リ ン酸 カル シウ ム系材 料 を コー テ ィ ング した金 属 材料 の

合成 と評価

竹 添真 一,瀧 村 麻里,山 峙 友紀,中 平 敦

3次 元 ナ ノ細 孔 ネ ッ トワー クを持 つ ポー ラスバ ル ク体 の

水 熱合 成 とそ の評価

■軽金 属学会 関 西支 部 シン ポジ ウム(9月,吹 田)

高津 正 秀

マ グネ シウ ム合 金 の成形 性

テキス ト.1621.

■第66回 応 用物 理 学会 学術 講演 会(9月,徳 島)

松 井 利 之,井 上智 博,藤 村 紀 文,吉 村 武,津 田 大,

森 井 賢二

PLD法 に よ り作 製 したMnド ー プBaCoO3薄 膜 の磁 性 及 び

誘 電性

講 演予 稿集,481.
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■ 日本金 属学 会2005秋 期(第137回)大 会(9月,東 広 島)

井 上 智 博,松 井 利 之,津 田 大,吉 村 武,藤 村 紀 文,

森 井賢 二

Ba(CoMn)03-iペ ロ ブス カイ ト酸 化 物 薄膜 の作 製 お よび

電磁 気特 性

講演 概 要,75.

松 井 利 之,佐 藤 里奈,竹 谷英 一,藤 村 紀 文,吉 村 武,

津 田 大,森 井 賢二

BaFeO3一 δ磁 性 誘 電 体 エ ピ タキ シ ャル 薄膜 のFeイ オ ン価

数 と磁 性,誘 電性

講演概 要,76.

佐 藤 里 奈,松 井 利 之,藤 村 紀 文,吉 村 武,津 田 大,

森 井 賢二

磁 性 誘電 体Ba(Fe。Zn-.)03一 δエ ピ タキ シ ャル薄 膜の磁 性

及 び誘 電性 の検 討

講 演概 要,76.

森 弘 行,津 田 大,松 井利 之,間 渕 博,森 井 賢二

窒 素 ガ ス下 にお け るTi-C系 複 合 材 料 の 合成 と微 細組 織観

察

講演 概 要,236.

津 田 大,田 村幸 雄,松 井利 之,間 渕 博,森 井賢 二

Ti基 複合 材 料 中 のTiC粒 子 に析 出 した α一Tiの微 細 組織 観

察

講演 概要,308.

中塚 章太,広 中智 久,高 津 正秀,東 健 司

AZ31マ グネ シウ ム合 金板 の 集合 組織 と高速 引張 特 性

講演 概要,397.

渋谷 聡,金 野泰幸,高 杉 隆幸

最密 充填Ni3x(x・Al,Ti,v)相 か らなる2重 複 相金 属問

化合 物の 高温 力学 お よび酸 化特 性

講演概 要,93.

渋谷 聡,金 野泰幸,高 杉 隆幸

最密 充填Ni3x(x=Al,Ti,v)相 か らなる2重 複 相金属 間

化 合物 単 結晶材 の 高温 力学 特性

講演概 要,93.

新 藤健 太 郎,鉄 井利 光,竹 山雅 夫,高 杉 隆幸,金 野泰幸

熱問加 工TiAl合 金 の高温 度域 にお け る材 料 特性

講演概 要,97.

金 野泰 幸,妙 木理道,高 杉 隆幸

冷 間圧 延 したL12型 金属 間化 合物 箔 の再 結 晶挙 動

講 演概 要,104.

妙 木理 道,金 野 泰幸,高 杉 隆幸

冷 聞圧延 したLl2型 金属 間化 合物 箔 の 引張特 性

講演 概 要,105.

藤 田真 吉,金 野 泰幸,高 杉 隆幸



Nb-Cr-Hfお よびNb-Cr-Ta3元 系 合金 にお け るC15ラ ーバ ス

相 の相 領域 と機 械 的性 質

講演概 要,105.

水谷清志,井 上博史,石 尾雅昭,高 杉隆幸

TiクラッドMg合 金板の集合組織と機械的性質に及ぼす圧

延プロセスの影響

講演概要,400.

千星 聡,正 橋 直哉,今 野豊 彦,花 田修 治

HIP処 理Fe-Al/Fe・Cr-Mo拡 散 接合 材 の微 細 組織 観察

黒田幸伸,千 星 聡,今 野豊彦

NiTi合金の水素処理による微細組織制御

坂 東宏 一,千 星 聡,沈 用 球,大 津直 史,今 野 豊彦

Nb-Ti合 金型 固体 電解 コ ンデ ンサ ー の創 製 と評 価

室 田勝 幸,堀 史 説,原 口 友秀,岩 瀬 彰 宏,義 家 敏 正,

QiuXu

電子照 射 したB2型FeAl金 属 間化 合物 中 の過飽 和 空孔 に関

す る研 究

園 田 健,知 見康 弘,石 川 法 人,左 高 正 雄,岩 瀬 彰 宏,

阿部弘 亨

イ オ ン照 射 したCeO2の 微 細 組織 に及 ぼす 照射 温 度 ・エ ネ

ルギ ー依存性

■ 日本 セ ラ ミ ック ス協 会 第18回 秋 季 シ ンポ ジ ウ ム(9月,

堺)

北憲一 郎,成 澤 雅紀,間 渕 博,伊 藤正 義

Si・H基含有 ポ リマ ー ブ レ ン ドか らの炭 化 ケ イ素 系 中 空繊

維 の合 成 と形態 制御

講演予稿 集,386.

竹 添真 一,山 崎 友紀,鈴 木 敏 之,佐 々木優 吉,幾 原雄 一,

中平 敦

水 熱 ホ ッ トプ レス法 に よ り合 成 したバ ル ク状 ゼ オ ライ ト

の微 細組

太田光彦,横 田光司,中 平 敦

電極反応を利用したACP系 材料の合成と評価

太田光彦,岩 田美佐男,中 平 敦

気相法によるACP系 コーティングの作製と評価

久保敬,中 平 敦

新規チタネー トナノチューブの合成と評価

村瀬英昭,安 田秀幸,中 平 敦

ハイドロタルサイト湿式合成に及ぼす外部場の影響

村瀬英昭,塩 庄一郎,中 平 敦

湿式法により合成したZnOの 形状変化

瀧村麻里,山 崎友紀,中 平 敦

バ ル ク状 メ ソポー ラス シ リカの合成 と評価

高 田 美佳,太 田光彦,田 中 功,中 平 敦

PLD法 に よる リ ン酸 カル シ ウム系 コー テ ィ ング材 料 の合

成

横田光司,久 保 敬,鈴 木敏之,幾 原雄一,中 平 敦

陽極酸化による新規酸化チタンの合成と評価

玉田剛章,中 平 敦

電気泳動法による多孔性セラミックスの作製と評価

芦田 淳,大 隈孝仁,長 田貴弘,藤 田章雄,藤 村紀文,

中平 敦

パルス電界を用いた酸化亜鉛薄膜の電気化学的成長

■日本鉄 鋼 協会2005年 秋季 講演 大会(9月,東 広 島)

高杉 隆幸,金 野 泰幸,渋 谷 聡

超 微 細 二重 複相 組 織 か らな るNi基 マ ル チ イ ンター メ タ

リックス の合金 設計 と組織 制御

材 料 とプ ロセス,18(6),1464.

■ 日本鉄 鋼 協 会2005年 秋季 講 演 大会 第22回 学 生 ポ スタ ー

セ ッシ ョン(9月,東 広島)

妙 木理 道,金 野泰 幸,高 杉 隆幸

Ni3(Si,Ti)金 属 問化 合物 冷 間圧延 箔 の組織 と機械 的特 性

アブ ス トラク ト集,25.

■第52回 材 料 と環 境討 論会(9月,札 幌)

石 耕 平,井 上博 之,西 村 六郎

SUS316L鋼 上 での酸化 還元 反応 へ の表面 加工 の影響

講 演集,213-214.

井上博之,李 武成,西 村六郎

還元性環境中での純チタンの腐食速度に及ぼす過酸化水

素の影響

講演集,253-256.

古 田 剛,西 村六 郎

定 荷 重法 に よる シュ ウ酸 溶 液 中で の純 チ タ ンの 応力 腐 食

割 れ

講 演集,153-156.

■励起ナノプロセス第一回研究会(9月,鳴 門)

岩瀬彰宏

金属の重イオン照射欠陥生成における電子励起効果

■日本物理学会2005秋 季大会(9月,京 都)

前田修大,広 木大栄,小 嶋崇夫,谷 口良一.堀 史説,

奥田修一,神 原 正,阿 部知子,岩 瀬彰宏

高エネルギー放射線による非平衡反応場を利用 したナノ

微粒子の生成と評価

圖 子 善 大,福 住 正 文,石 川 法 人,知 見康 弘,鈴 木 基 寛,

高垣 昌 史,水 木純 一郎,神 原 正,土 田秀 次,岩 瀬彰 宏

高速 イオ ン照 射 に よって発 生 したFeRh合 金 の低温 強磁 性
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粟 野実佐,土 田秀 次,伊 藤 秋男,片 山一郎,坂 本直樹,小

川 英 巳,岩 瀬彰 宏,石 川法 人,知 見康 弘

電 子 ・陽子 線 に よる金 箔 の照射 誘 起可 逆変形

知 見康 弘,石 川 法 人,小 松 征 史,D.T.N.Minh,小 野 文

久,岩 瀬彰 宏,神 原 正,A.Dunlop,CJ.vanderBeek,

R.Neumann,CMueller

高 速 重 イオ ン照射 に よるFeNi合 金 の磁性 改 質

福 住 正 文,圖 子 善 大,石 川 法 人,知 見 康 弘,鈴 木基 寛,

高垣 昌 史,水 木 純一 郎,神 原正,土 田秀次,岩 瀬彰 宏

高速 イオ ン照射 に よって 誘起 され たFeRh合 金 の 反強磁 性

一 強 磁性 転移

■ 第一 回 日本 原子 力 学会 関西 支部 「若手研 究者 によ る研究 発

表 会 」(9月,大 阪)

福 住正 文

FeRh合 金 の磁性 にお ける高 エ ネルギ ー粒子 線照 射効 果

■素 形材 セ ンター 研修 講座 「消失模 型 鋳造法 」(10月,名 古 屋)

池永 明

消失 模型 鋳 造法概 論 及 び造型 にお け る砂 の充 て ん

腫 日本 鋳 造工 学会 第147回 全 国講 演大 会(10月,北 海 道)

原 敬 道,瀬 戸 茂,中 谷好孝,池 永 明

消 失模 型鋳 造法 へ の円振 動 テー ブルの 適用事 例

講 演概 要集,45.

永 峰 克敏,辻 川正 人,川 本 信

片状 黒鉛鋳 鉄 の組織 と摩 耗 の関係

講演 概要 集,21.

野 口慎一,辻 川正 人,上 田順弘,山 内尚彦,曽 根 匠

オ ース テナ イ トステ ンレス鋼へ のDLCコ ー テ ィ ング

講演 概 要集,102.

圏大 阪府 立大 学産学 官 連携 フ ェア2005(10月,堺)

高杉 隆 幸,金 野 泰幸

Ni基 超 超合 金 の創製 と応 用

金 野泰 幸,高 杉 隆幸

高 強度 ・耐 熱性 を有 す る金属 間化合 物圧 延箔 の 開発

■第14回 ソノ ケミ ス トリー討 論会(10月,豊 橋)

興 津健 二,M.Ashokkumar,F.Grieser

超 音 波周波 数 が金 ナ ノ粒 子 の生成 に与 え る影響

講 演 論文 集,4-6,

H.D.Hanh,R、Nishimura,N.T.Dong,Y.Maeda,C.

Stavarache

Methanolysisoftrioleinbyultrasonicirradiation

講 演 論文 集,18-19.

伊 達和 哉,興 津健 二,西 村 六郎,前 田泰 昭

フ ェノー ル類 の超 音波 分解

講i演論文 集,103・105.
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名久 井博 之,西 村六 郎

ラジ カル反 応 に よる水処 理 に関 す る研 究 一 超 音 波処 理 に

お け る石 炭灰 の影響 につ い て一

講演 論 文集,112-114.

岩 谷政城,興 津 健二,西 村 六 郎,前 田泰 昭

超音 波 反応場 にお け るMnO2微 粒 子 の調 製

講演 論 文集,143-145.

武 田 朋,大 矢根 育 子,古 田雅 一,西 村 六郎,前 田泰昭

微 生物 の増 殖動 態 に及 ぼす殺 菌剤 と超 音 波 の併用 効 果 一

熱量 測 定法 に よる解析 一

講演 論 文集,167-169.

■第48回 放射 線化 学討 論会(10月,大 阪)

高柳 健 太郎,小 嶋崇 夫,谷 口 良一,岡 喬,奥 田修一,

堀 史説,岩 瀬 彰宏,清 野智 史,山 本 孝 夫

電 子 線 ・ガ ンマ線 照射 微 粒 子 を 懸濁 させ た水 の放 射 線分

解 に よる水素 発 生の研 究

口 日本機 械学会 第18回 計 算 力学 講演 会(11月,筑 波)

上杉 徳 照,東 健司

金 属 ガ ラス 開発 の た め の溶 解 熱 と寸 法 因子 の 第一 原 理デ

ー タベ ース の構 築

講演 論 文集,471・472.

圏軽 金属 学会 第109回 秋 期大 会(11月,習 志 野)

上杉 徳 照,東 健司

Al-Fe合 金 でのFe-Fedimerの 結 合 エ ネル ギ ー算 出 にお け

るrelaxationの 効 果

講 演概 要,299-300.

高 津 正 秀,辻 川 正 人,江 立夫,山 口 昌宏,関 義 和,

大 河 内均,河 村 能 人

固化 成 形 した 単 ロ ール急 冷 凝 固Mg-Y-Zn合 金 の 超塑 性鍛

造

講 演概 要,1516.

辻 川正 人,高 津 正 秀,山 口 昌 宏,江 立 夫,関 義和,

大河 内 均,河 村 能 人

固化 成 形 した単 ロー ル急 冷凝 固Mg-Y-Zn合 金 の超 塑性 特

性

講演 概 要,13-14.

高 津 正 秀,辻 川 正 人,山 口 昌宏,江 立 矢,関 義 和,

大 河 内 均,河 村 能 人

固化 成形 した 単 ロー ル急 冷 凝 固Mg-Y-Zn合 金 の 超塑 性鍛

造

講 演概 要,15-16.

辻 川 正人,田 中真 帆,鄭 盛旭,沖 幸男,東 健 司

Mg-Y-Zn系 合 金 の摩擦 撹絆 に よる強靭 化

講演概 要,57-58.

辻 川正 人,阿 部 由紀子,鄭 盛旭,沖 幸男,東 健 司

Mg-Li合 金 の冷 間圧 延 に よる強化 と摩 擦撹 搾 接合



講 演概 要,59-60.

辻 川正 人,阿 部 由紀子,山 内 尚彦,上 田順 弘,沖 幸 男,

紙 田雅 一郎

冷間圧 延Mg-14mass%Li合 金 へ のDLCコ ー テ ィ ング

講演概 要,79-80.

辻 川正 人,高 原 裕 典,沖 幸 男,鄭 盛旭,平 田智 丈,

東 健 司

摩擦撹 絆 にお け るずれ の許 容度

講演概 要,321-322.

■第27回 日本パ イオ マ テ リアル 学会 大会(11月,京 都)

中 公寿,瀧 川 順庸,東 健 司

ジル コニ アセ ラ ミ ックス の生 体 内相 安 定性 に及 ぼ す添 加

元素 の影響

予稿 集,124.

■第24回 無 機高分 子研 究 討 論会(11月,東 京)

成澤 雅紀,森 龍 太,北 憲 一郎,間 渕 博,伊 藤正 義

ポ リマ ーブ レン ド法 に よる安 価SiC前 駆 体 の合 成 とセ ラ ミ

ックス化過 程

講演 要 旨集,87-8&

■秋 季粉体 粉末冶 金協 会(11月,浜 松)

千星 聡,正 橋 直 哉,今 野 豊彦,花 田修 治

水 素化 処理 一 低 温 粉 砕 一 脱 水 素化 処 理 に よる微 細Nb-Ti

合金粉 末 の創製

■京都 大学原 子炉 実験 所 専 門研 究会 『陽電 子科 学 とそ の理 工

学 への応 用』(11月,京 都)

堀 史説,横 山嘉彦,今 野 豊彦

ZrCuAl金 属 ガ ラス中 の 自由体 積 と密 度変化

圏非破 壊検 査協会 平成17年 秋 季 大会(ll月,広 島)

谷 口 良一,奥 田 修 一.堀 史 説,岡 本 賢 一,小 川喜 弘,

丹羽 健夫,辻 本 忠

冷却 型 カ ラーCCDに よ る粒 子 弁 別 が可 能 な 高感 度 放射 線

画像技 術

講演概 要集,197・200.

■大 阪府立 大学 の活 用 に関 す る研 修 会(11月,堺)

間渕 博

セラ ミックス材 料 の基礎 と応用

■日本 鋳造 工学会 関 西支 部秋 季講 演 大会(11月,大 阪)

野 口慎 一,辻 川 正 人,上 田順 弘,山 内尚彦,曽 根 匠

DLCコ ー テ ィ ング した オ ー ス テナ イ ト系 ス テ ン レス鋼 の

摩擦 摩耗特 性

講演概 要,4-5.

永峰 克敏,辻 川 正 人

片状 黒鉛鋳 鉄 の組 織 と摩耗 の 関係

講演概 要,12-13.

■第9回 生体 関連 セ ラミ ックス討 論会(12月,東 京)

瀧村麻里,中 村真也,永 田英純,中 平 敦

HHPプ ロセスを用いた多孔質セラミックスの合成と評価

高田美佳,太 田光彦,中 平 敦

PLDプ ロセスによるリン酸カルシウム薄膜の合成と評価

■ナノトキシコロジーアセスと微粒子 ・ナノチューブのバイ

オ応用研究会(12月,仙 台)

久保敬,山 崎友紀,中 平 敦

H-Ti-oナ ノチューブの合成とバイオ応用

■高温学会秋季総合学術講演会(12月 ,大阪)

高杉隆幸,金 野泰幸

Ni基超超合金の創製と応用展開

講演概要,1.

■第2回 クリエイションコア東大阪産学連携技術フォーラム

(12月,大 阪)

金野泰幸

構造用金属間化合物の新展開一環境負荷低減型金属間化

合物の実用化を目指して

■近畿経済産業局 ・大阪府立大学産学官連携共創フェア2005

(12月,堺)

金野泰幸

高強度 ・耐熱性を有する金属間化合物圧延箔の開発

■日本鉄鋼協会 ・日本金属学会関西支部材料開発研究会第3

回研究会ポスターセッション(12月,堺)

浅尾和毅,金 野泰幸,高 杉隆幸

CoZr金 属間化合物における延性能発現

水谷清志,井 上博史,石 尾雅昭,高 杉隆幸

TiクラッドMg合 金板の集合組織 と機械的性質に及ぼすプ

ロセス条件の影響

室田勝幸,堀 史説,原 口友秀,岩 瀬彰宏,義 家敏正,

QiuXu

電子照射したB2型FeAl合 金中の非平衡空孔挙動

古田 剛,西 村六郎

定荷重法によるシュウ酸溶液中での純チタンの水素化物

誘起割れ

野ロ慎一,辻 川正人,上 田順弘,山 内尚彦,曽 根 匠

オーステナイト系ステンレス鋼へのDLCコ ーティングに

及ぼす低温浸炭処理の影響

永峰克敏,辻 川正人

片状黒鉛鋳鉄の摩耗挙動に及ぼす黒鉛組織の影響

■日本セラミックス協会関西支部平成17年 度支部セミナー

(12月,大 阪)

興津健二,竹 中規訓,坂 東 博,西 村六郎,前 田泰昭

超音波の物理化学作用を利用したバイオマス由来燃料製

造の試み
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講 演予 稿 集1-6.

■日本鉄鋼協会金属学会関西支部 鉄鋼プロセス材料化学研

究会合同開催 第3回発表研究会12月 、堺)

千星 聡,坂 東宏一,沈 用球,大 津直史,今 野豊彦

新規Nb合 金型固体電解コンデンサーの開発(依 頼講演)

辻村剛志,成 澤雅紀,間 渕 博

玄武岩を原料にした連続繊維に関する研究

柏木拓郎,成 澤雅紀,間 渕 博

化学気相反応による炭化シリコン多孔質体の作製

岩谷政城,興 津健二,西 村六郎

超音波キャビテーションによる二酸化マンガンナノ粒子

の調製 一共存有機物が過マンガン酸イオンの酸化還元反

応に与える影響一

■材料物性工学談話会2005年 第一回研究会(12月,京 都)

図子善大,福 住正文,堀 史説,岩 瀬彰宏

FeRh合 金の高速イオン照射誘起磁気相変態

翻 フ ォー ラ ム21「 イ オ ン ビー ム を用 い た 物 理 とそ の 応 用 」

(12月,岡 山)

前 田修 大,堀 史説,阿 部 知子,神 原 正,岩 瀬彰 宏

GeV重 イ オ ンに よる金属 ナ ノ微粒 子の作 成 と評価

中谷 友也,大 嶋 隆一 郎,堀 史 説,斉 藤勇 一,千 葉敦 也,

鳴海 一雅,岩 瀬彰 宏

シ リコ ン単 結晶 にお け るAu,Al,Cク ラス ター イオ ン照 射

効果

巳平成17年 度日本鋳造工学会関西支部若手研究者による発表

会(12月,尼 崎)

森重大樹,辻 川正人,東 健司,沖 幸男

鋳造Mg-Y-Zn合 金の摩擦撹絆プロセス

高原裕典,辻 川正人,東 健司,沖

平田智大

摩擦撹拝接合における許容度

幸 男,S.W.Chung,
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■強 度 を高 め れ ば脆化 も進 む

高杉 隆幸

ガス レビ ュー,2005年2月15日

■溶 接技 術 コン クール 開催

辻 川正人

溶接 新報,2005年3月7日.

■大 阪東部 工 リア産 官学 連 携促 進事 業

辻 川正人

溶接 新報,2005年4月11日

■溶 接技術 コンクー ル受 彰式

辻川 正人

溶接 新報,2005年4月18日.

■炭化 シ リコンナ ノフ ァイ バー-0.5～1mmの 層 状 に合成

間渕博

日刊工 業新 聞,2005年4月13日

■1000度 に耐 える 「超超 合 金」

高杉 隆幸

読売新 聞,2005年5月1日
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研究費補助および共同研究等

平成17年 度

科 学 研 究 費 補 助 金

教育 ・研究奨励寄附金

共 同 研 究

受 託 研 究

産 官 学 連 携 お よ び

共同研究制度等の説明



科学研究費補助金

特定嶺域研究

研 究 課 題

凝縮系における電子状態 とその反応性に関する理論的研究

金属ガラスの変形 一破壊のその場観察 と原子 レベルでのメカニクス解明

金属ガラスの過冷却状態か らの結晶化のその場電子顕微鏡観察

大気汚染ガスからのイオ ン誘発核生成の定量評価

励起分子錯体の特性を利用する反応制御

遺伝子デ リバ リーのための新規な分子骨格 を有するポリカチオンベ クターの開発

Ti/ゼ オライ ト系光触媒によるNOx分 解 とCO2のH20に よる還元同定化

TiO2光 触媒 とする芳香族化合物の光酸化反

固液界面における反応環境場の制御 と立体選択的光化学反応への応用

ゾルーゲル法 による電極一 電解質ナ ノ固体界面形成

バイオマスの循環型 システム活用(CO2の サイクル化)に おける超音波による無水

エタノールの精製およびバイオディーゼル燃料の製造に関する研究

(環境省廃棄物処理等科学研究費補助金)

所属および研究代表者

工学研究科

教授 萱 沼

工学研究科

教授 東

工学研究科

教授 今 野

工学研究科

教授 足 立

工学研究科

教授 水 野

工学研究科

助教授 原 田

工学研究科

教授 安 保

工学研究科

教授 水 野

工学研究科

助手 前 多

工学研究科

助教授 忠 永

工学研究科

教授 坂 東

輔

司

彦

明

彦

史

一

彦

洋

健

豊

元

一

敦

正

一

肇

治

博

清
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萌芽研究

研 究 課 題

マイクロリアクターを用いる高立体選択的光化学反応の開発

非鉛強誘電体エピタキシャル薄膜における電界誘起相転移を用いた巨大圧電応答

複雑な都市空間における顕熱 潜熱輸送量の工学的計測法の提案

fMRI実 験の応用による英語記憶を促進するためのCAIシ ステムの知能化

21世紀型組織向け企業情報システムに関する技術調査

バクテリア細胞を反応場とする貴金属ナノ粒子触媒の新規調製法

機能性色素を用いた低温保証表示材の開発に関する研究

光音響法を用いた生体皮膚の熱 ふく射特性の同時簡易計測システムの開発

強誘電体ゲー ト型カーボンナノチューブFETに よる新規不揮発性メモリの開発

不均一場における相分離構造形成の数理モデリング手法の開発

高速重イオンによる電子励起ミキシングの機構解明と複合酸化物、珪素化物合成へ

の応用

所属および研究代表者

工学研究科

教授 水

工学研究科

教授 藤

工学研究科

助手 山

工学研究科

教授 市

工学研究科

教授 辻

工学研究科

教授 小

工学研究科

教授 中

工学研究科

教授 吉

工学研究科

教授 中

工学研究科

教授 塚

工学研究科

教授 岩

野 一

村 紀

田 哲

橋 秀

西 康

澄 博

田 篤

山 喜

田 隆

瀬 彰

彦

文

也

友

洋

裕

行

正

萬

夫

宏

若手研究

研 究 課 題

(A)効 果的な遺伝子発現のための種 々機能を組み込んだポリカチオ ンの分子設計

(B)種 の概念 を導入 した遺伝的アル ゴリズムによる情報検索者への適応技術の開

発 と評価

所属および研究代表者

工学研究科

助教授 原 田 敦 史

工学研究科

助手 柳 本 豪 一
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研 究 課 題

(B)情 報不等式の下限達成による分布族の構築

(B)界 面活性剤テンプレー ト法によるナノポーラス炭素一 金属酸化物複合体の作

製

(B)時 簡遅れをもつ方程式の解の漸近的性質に関する研究

(B)セ リウムシリコン薄膜単結晶成長 と高分解能角度分解光電子分光によるバ ン

ド分散の研究

(B)分 光エ リプソメ トリを用いた低対称異方性結晶の誘電率テンソル測定 とバ ン

ド構造解析

(B)回 収ロジステ ィックス ・システムにおける協調管理方策に関する研究

(B)中 性色素蒸着膜におけるJ会合体形成 とその光物性

(B)不 斉光環化付加反応の開発

(B)ス ルホン酸エステル部位を有する水除去可能な新規光架橋 硬化系の構築

(B)マ イクロ流路内での非ニュー トン流体脈動流に関する研究

(B)光 回路設計のための全 く新 しい方法の確立

(B)フ ィール ドバスを用 いた分散型エネルギーシステムの遠隔監視 一異常診断統

合技術の開発

(B)メ カノケ ミカル法による高イオン伝導性無機硫化物一 ポ リマーハイブリッ ド

の創製

(B)三 次元溶接高温割れ解析法の開発および超狭 開先溶接 における梨形 ビー ド割

れの発生予測

(B)文 字特徴の高速検索に基づ く事前に切 り出 しを行わない実環境下で有効な文

字認識

所属および研究代表者

工学研究科

講師 田 中

工学研究科

助手 長 嶺

工学研究科

講師 松 永

工学研究科

講師 村

工学研究科

助手 沈

工学研究科

助手 楠 川

工学研究科

助手 小 林

工学研究科

助手 前 多

工学研究科

助手 岡 村

工学研究科

助手 巽

工学研究科

助手 薮

工学研究科

助手 涌 井

工学研究科

助手 林

工学研究科

助手 柴 原

工学研究科

助手 岩 村

和

輔

章

秀

信

秀

郎

球

子

次

津

功

用

恵

史

肇

之

也

郎

也

敏

和

一

隆

晴

和

哲

徹

晃

正

雅

231



研 究 課 題

(B)フ ァジィクラス タリングによる混合デー タベースか らの知識発見に関す る研

究

(B)疎 な評価 を行 う共進化を用いたRoboCupサ ッカ・・一・チーム戦略の獲得

(B)都 市大気におけるオゾンの"weekendeffect"の 調査研究

(B)超 音波の誘起する微小気泡反応場の物理化学の構築と水処理技術への応用

(B)気 象用広帯域 レーダによる降雨観測

(B)新 規 な酸性高分子 ヒ ドロゲル電解質薄板の開発 と電気二重層キャパシタへの

応用

(B)構 造複屈折波長板アレイを有するCCDカ メラを用いた実時間応力 ひずみ測

定法の開発

(B)非 線形 システムに対するハイブ リッド制御

(B)温 水処理を行 うゾルーゲル法による層状複水酸化物薄膜の直接合成

(B)新 規のNb合 金型固体電界コンデンサーの開発

(B)NS方 程式に基づ く流場逆解析手法の提案と船型改良への適用

所属および研究代表者

工学研究科

助手 本 多

工学研究科

助教授 中 島

工学研究科

助手 定 永

工学研究科

助手 興 津

工学研究科

講師 牛 尾

工学研究科

助手 野 原

工学研究科

講師 米 山

工学研究科

助教授 サ イ

工学研究科

助教授 忠 永

工学研究科

助手 千 星

工学研究科

助手 勝 井

宏

晴

宗

二

雄

士

克

智

靖

健

知

慎

聡

生

治

聡

博

貴

清

辰

特別研究員奨励費

研 究 課 題 所属および研究代表者

高 リチウムイオン伝導性ガラスセラ ミックス複合体を用いた全固体電池の創製 特別研究員

水 野 史 教

超音波反応場を用いた有機廃棄物の循環利用 特別研究員

大矢根 育 子

種 々の機能をもつデン ドリマー脂質の集積化による新規な多機能型遺伝子ベ クター 特別研究員

の構築 高 橋 俊 成
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研 究 課 題

ゾル ーゲル法で作製 した酸化物ゲル膜の温水処理によるナ ノ微結晶生成と構造制御

光照射下でのメタロシリケー トゼオライ トの新規な創製 とその充触 としての応用展

開

金微粒子 による機能性ナノ空間の構築 とDNAセ ンサへの応用

無機材料 をベースとするプロ トン伝導体の作製と広温度範囲作動型燃料電池の構築

船舶における機能要件 された限界設計手法に関する研究

所属および研究代表者

特別研究員

山 口 奈緒子

特別研究員

胡 芸

特別研究員

床 波 志 保

特別研究員

手 塚 照 明

外国人特別研究員

AbdulMunif

基盤研究(S)

研 究 課 題

強磁性を有する強誘電体 とSi系希薄磁性半導体の接合を用いた新規な電界効果型素

子

所属および研究代表者

工学研究科

教授 藤 村 紀 文

基盤研究(B)

研 究 課 題

PCク ラスター並列計算環境 におけるCFDコ ーテ ィング技術の開発

微小空間の特性 を利用す る不斉光化学反応の開発

非局在電子系による新規 なクロモフォアの開発 と会合制御に関する研究

サブ波長回折格子の共鳴反射 を利用 したチューナブル波長選択フ ィルタ

有機 ・無機ナノハイブリッドガラスの新機能性 と光電デバイス応用

Ni基 マルチインターメタリックスin-situ複合材料の合金設計と組織制御

超軽量宇宙構造物の形状および振動の能動制御 に関す る研究

所属および研究代表者

工学研究科

助教授

工学研究科

教授

工学研究科

教授

工学研究科

助教授

工学研究科

教授

工学研究科

教授

工学研究科

教授

田 原 祐 介

水 野 一 彦

中 澄 博 行

菊 田 久 雄

内 藤 裕 義

高 杉 隆 幸

大久保 博 志
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研 究 課 題

ホロニック地域エネルギーマネジメン トシステム(DEMS)の 方法論に関する研究

高効率遺伝子導入を実現する多機能集積型人工ベクターの創製

カーボンナノチューブによるプロセッシングツールの開発

微量液体ディスペ ンサを利用 したマイクロ ナノリアクターアレイの構築

微小重力下における三次元離散化燃料系の燃焼 と火炎 ダイナミズム

ニ瑚化マグネシウムを利用 した超伝導中性子検出器の開発

常圧 タービンを基本 とする高度分散エネルギーシステムに関する研究

多様性 と収束性のバランスを自動調整する進化型多目的最適化 アルゴリズムの開発

物質循環における水の乾燥による影響の解明

一液滴のサイズによる反応経路の変化一

プラズマ複合プロセスによる高濃度NOxSOxお よび微粒子総合除去システム

ナノチューブを用いたkTモ ーターに関する研究

酵素の有機溶媒耐性の解明とタンパ ク質工学的手法による新規有機溶媒耐性酵素の

開発

独立成分分析 と競合型ニュー トラルネットによる音響検査の高度 自動化

光アシス ト超音波速度イメージング法による医療画像診断装置

コア シェル構造 を有するナノサイズ金属微粒子の触媒機構に関する研究

所属および研究代表者

工学研究科

教授 伊 東

工学研究科

教授 河 野

工学研究科

助教授 秋 田

工学研究科

教授 関

工学研究科

教授 角 田

工学研究科

教授 石 田

工学研究科

教授 辻 川

工学研究科

教授 石 渕

工学研究科

助教授 竹 中

工学研究科

教授 山 本

工学研究科

教授 中 山

工学研究科

助教授 荻 野

工学研究科

教授 大 松

工学研究科

教授 堀 中

工学研究科

講師 堀

}

司

司

弘

健

成

実

一

和

春

生

訓

昭

萬

康

繁

道

説

敏

武

吉

久

規

俊

喜

博

博

史
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研 究 課 題

特異的な耐一酸化炭素被毒性 を有する電極触媒の創製および低温型燃料電池への応

用

ナノ粒子/高 分子 コンポジット薄膜の塗布欠陥過程の精密解析

バイオ ミネラリゼーシ ョンによる貴金属の リサイクル

所属および研究代表者

工学研究科

教授 井 上 博 史

工学研究科

教授 塚 田 隆 夫

工学研究科

教授 小 西 康 裕

基盤研究(C)

研 究 課 題

インターネットを利用 したインテリジェント制御系の構成

第三級アミンを発生する光塩基発生剤の開発とそれを利用 した硬化系の構築

人工移動現象を表すエージェン ト・ベース ド モデルの計算機 シミュレーション

減速機構 による高性能3次 元免震 システムの最適化研究

分散型エネルギーシステムの最適運用マネジメン トのための統合化手法に関する研

究

スーパークリー ンディーゼルのための非平衡プラズマを利用 した排気完全無害化 シ

ステム

実験計画法における計画の構成法の研究

ナノスケール分極配向制御による高分子系の新光機能創成の理論

強い非断熱過程 をともなう凝縮系量子 ダイナミックス

定性的に非一様 な結合振動子系における引 き込み現象 とカオスの研究

分子 レセプター修飾 カーボンナノチューブに基づいた化学センサ とバイオセンサの

研究

所属および研究代表者

工学研究科

助教授 藤 中

工学研究科

講師 陶 山

工学研究科

教授 田 畑

工学研究科

教授 伊 藤

工学研究科

助教授 横 山

工学研究科

助教授 大久保

工学研究科

教授 栗 木

工学研究科

教授 石 原

工学研究科

教授 萱 沼

工学研究科

教授 大 同

工学研究科

教授 八 尾

透

志

稔

博

平

章

二

輔

明

男

寛

智

良

雅

進

洋

寛
・

俊
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研 究 課 題

波のエネルギーを高効率で返還す る埋め込み磁石 リニア同期発電機の開発

多入力多出力系 における遅延フィー ドバ ック設計論 とその応用

高機能生体材料 に向けての希薄な置換型アパタイ トの合成 と局所構造解析

樹脂一 アルコキシ ド前駆体の変調構造を利用 したSic基 ナノミクロスフィアの合成

反応 アーク溶解法によるニューコンセプ ト複合材料の合成 と評価

変形 ・再結晶によるL12型 およびB2型 金属問化合物の組織制御

光と熱で発電するハ イブリッド型太陽光利用薄膜素子

SCM戦 略のためのフレキシブル加工一組立フローショップ ースケジュー リング

πd系有機磁性半導体における強磁性発現、誘電異常及び磁気伝導制御

衛星搭載降雨 レーダの観測領域拡大のためのデータ補正アルゴリズム開発に関する

研究

ポリカテナンー 夢の高分子一 の合成 物性

カーボ ンナノチューブの光非線形特性 とその超短光パルスモニターへの応用

熱的環境下での高分子圧電材料か らなる知的複合材料における解析的手法の構築

機能性不均質柔軟構造物の熱負荷 による動的応答 と非線形不安定挙動に関する数理

解析

生産および搬送プロセスにおける不確実性 を考慮 した分散型生産システムに関する

研究

所属および研究代表者

工学研究科

講師 真 田 雅 之

工学研究科

教授 小 亀 英 己

工学研究科

教授 中 平 敦

工学研究科

助教授 成 澤 雅 紀

工学研究科

講師 津 田 大

工学研究科

助手 金 野 泰 幸

工学研究科

助教授 津久井 茂 樹

工学研究科

講師 森 澤 和 子

工学研究科

助教授 野 口 悟

工学研究科

教授 岡 本 謙

工学研究科

助教授 木 原 伸 浩

工学研究科

助教授 和 田 健 司

工学研究科

助教授 大多尾 義 弘

工学研究科

教授 谷 川 義 信

工学研究科

教授 杉 村 延 広
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研 究 課 題

界面活性剤の吸着 脱着機構を考慮 したマイクロバブルの非線形力学解析

低重力空間での液体と宇宙構造物 の動的非線形挙動

電力 システムの平衡点解析 による発電機制御 とその実用化

自然エネルギー型分散電源導入促進のための新 しい電力 システム構想

高効率熱電変換素子材料 としてのナノ変調構造 をもつTIInSe2

イオンサイ ト制御スピンオー ダリングによる磁性誘電体エレク トロニクス素子

クーロン反発力 を用いた非凝集ナノ粒子の気相合成

水素一空気超音速混合における乱流混合機構の解明と応用

所属および研究代表者

工学研究科

教授 高比良 裕 之

工学研究科

教授 千 葉 正 克

工学研究科

教授 川 本 俊 治

工学研究科

講師 石 亀 篤 司

工学研究科

助教授 脇 田 和 樹

工学研究科

助教授 松 井 利 之

工学研究科

教授 足 立 元 明

工学研究科

教授 新 井 隆 景
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教育 ・研究奨励寄附金

寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

㈱ 物 産 ナ ノ テ ク 研 究 所 カーボンナノチューブの機械特性計測に関する研 工学研究科電子物理工学分野

鈴木 良三 究 教授 中 山 喜 萬

側)岩 谷 直 治 記 念 財 団 太陽光駆動型の酸化チタン薄膜光触媒による環境 工学研究科物質系専攻

理事長 岩谷 徹郎 浄化システムの構築 助手 竹 内 雅 人

側)岩 谷 直 治 記 念 財 団 水熱合成による製鉄プロセス副生物の利材化研究 工学研究科

理事長 岩谷 徹郎 教授 中 平 敦

セ ン ト ラ ル 硝 子 ㈱ ゾルーゲル法 による機能性薄膜の創製 工学研究科

代表取締役 社長執行役員 教授 辰巳砂 昌 弘

中村 禎良

㈱ 東 陽 テ ク ニ カ 液晶ディスプ レイに関する研究 工学研究科

代表取締役 福本 高一郎 教授 内 藤 裕 義

セ ン ト ラ ル 硝 子 ㈱ 機能性ガラスの物性解析 工学研究科

代表取締役 社長執行役員 教授 辰巳砂 昌 弘

中村 禎良

㈱ 川 崎 造 船 LNG船 タンクの座屈設計支援 システムの開発 工学研究科航空宇宙海洋系

技術本部長 冨田 正和 教授 正 岡 孝 治

キ ャ ノ ン ㈱ ジアリールエテン系放射線検知材料に関す る研究 工学研究科物質系専攻応用化学分野

材 料 技 術 研 究 所 助教授 入 江 せつ子

所長 村井 啓一

㈱ 軽 金 属 奨 学 会 軽金属材料の集合組織 工学研究科物質・化学系専攻マテリアル工学分野

理事長 垣谷 公仁 助教授 井 上 博 史

(財)池谷 科 学 技 術 振 興 財 団 共役系高分子の塗り分け技術に関する基礎研究 工学研究科電子物理工学科

理事長 池谷 正成 助手 小林 隆史

㈱ 大 島 造 船 所 ペンタマラン型内航RO-RO船 の開発 工学研究科海洋システム工学分野

副所長兼設計部長 梶原 康彦 教授 池 田 良 穂

働東京応化科学技術振興財団 環境対応型光架橋 ・硬化性高分子の合成とその応 工学研究科応用化学分野

理事長 本多 健一 用に関する研究 教授 白 井 正 充

コニ カ ミノル タテク ノロジーセ ンター㈱ ナノインプリン ト法によるマイクロ ナノ構造加 工学研究科電子物理工学分野

デ バ イ ス 技 術 研 究 所 工 とその応用 教授 平 井 義 彦

所長 塩澤 和夫
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

大阪大学 大学院工学研究科 木下進一 助手 奨学金 工学研究科

研究科長 豊田 政男 助手 木 下 進 一

(財)日本板硝子材料工学助成会 ア モ ル フ ァス 状 リ ン酸 カ ル シ ウ ム(ACP)の ク ラ 工学研究科マテリアル工学専攻

理事長 庄野 晋吉 スター構造評価 と高機能バイオマテリアル開発 教授 中 平 敦

㈱ 日 立 製 作 所 Usability向 上 も視野 に入れた検索精度向上に関す 工学研究科電気 情報系専攻

ソ フ ト ウ ェ ア 事 業 部 る研究 教授 辻 洋

事業部長 中村 孝男

㈹ 日 本 鉄 鋼 協 会 超微細二重複相組織からなるNi基 マルチ インタ 工学研究科材料工学分野

会長 奥村 直樹 一メタリックの合金設計と組織制御 教授 高 杉 隆 幸

住 友 化 学 ㈱ 感光性高分子に関する研究 工学研究科

情 報 電 子 化 学 品 研 究 所 教授 白 井 正 充

所長 藤田 文男

(財)テ レ コ ム 多数の計算知能工一ジェントか ら構成される競合 工学研究科

先端技術研 究支援セ ンター 型複雑系 としてのユ ビキタス社会の解析 教授 石 渕 久 生

会長 熊谷 信昭

(財)池谷 科 学 技 術 振 興 財 団 酵素内包 コアーシェル型ナノ組織体 を刺激認識機 工学研究科

理事長 池谷 正成 能団としたインテリジェントゲルの設計 助教授 原 田 敦 史

国 立 大 学 法 人 岩 手 大 学 奨学寄附金の移し換え 工学研究科

学長 平山 健一 教授 千 葉 正 克

リ ソ テ ッ ク ジ ャ パ ン ㈱ ナノインプリン ト法によるマイクロ ナノ構造加 工学研究科

代表取締役 南 洋一 工 とその応用 教授 平 井 義 彦

働ソル ト・サイエ ンス研究財団 純粋浸透による製塩 プラン トフランジ部のす き間 工学研究科

理事長 楠目 斎 腐食防止 講師 井 上 博 之

大 阪 ガ ス ㈱ 鉄内包 カーボンナノチューブの電子放出部位 と構 工学研究科

材料 事 業化 プ ロ ジ ェ ク ト部 造に関する研究 教授 中 山 喜 萬

進戸 規文

昭 和 飛 行 機 工 業 ㈱ 低温 プラズマを用いたVOCガ スの分解装置につい 工学研究科

輸送機器事業部エンジニアリング部 ての研究 教授 山 本 俊 昭

執行役員 猪野 修一

㈱ 大 気 社 ゼオライ ト吸着体 に吸着 したVOCを 低温プラズマ 工学研究科

代表取締役 山本 廣 を用いて脱着するシステムの脱着プラズマ量 と時 教授 山 本 俊 昭

間及 びキャリアガス量の適切な値を見つ け実用化

の可能性を研究する
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

ユ ニ バ ー サ ル 造 船 ㈱ 「高速船操縦性能推定」に関する研究 工学研究科

技 術 研 究 所 講師 片山 徹

所長 藤本 留男

東 日 本 フ ェ リ ー ㈱ 旅客フェリーの需要予測方法 工学研究科

代表取締役社長 藤 純一 教授 池 田 良 穂

大 正 製 薬 ㈱ 医薬品固形製剤の製造プロセスの解析と制御 工学研究科

代表取締役社長 上原 明 教授 綿 野 哲

川 崎 重 工 業 ㈱ 亜臨界水処理した厨芥のメタン発酵処理及び有価 工学研究科

代表取締役 田崎 雅元 物回収に関する研究 教授 吉 田 弘 之

シ ヤ ー プ ㈱ プラズマによる脱臭に関す る研究 工学研究科

電 化 シ ス テ ム 事 業 本 部 教授 山 本 俊 昭

取締役事業本部 加藤 逸郎

㈹ 日 本 鉄 鋼 協 会 建材用塗装鋼板の端面防錆機構解明および寿命予 工学研究科

会長 奥村 直樹 測 講師 井 上 博 之

JSR㈱ ゾルーゲル法による無機粒子の合成 工学研究科

研究開発部長 永井 久男 教授 辰巳砂 昌 弘

三 井 金 属 鉱 業 ㈱ プリント配線板のファイン化に関する研究 工学研究科

MC事 業 本 部 教授 近 藤 和 夫

マ イ クロサ ー キ ッ ト事業 部 長

小川 直明

住 友 ベ ー ク ラ イ ト ㈱ プリント配線板のファイン化に関する研究 工学研究科

代表取締役社長 小川 富太郎 教授 近 藤 和 夫

三 共 ㈱ 光化学反応を用いる生理活性化合物の研究助成 工学研究科

化 学 研 究 所 教授 水 野 一 彦

所長 木村 富美失

ソ ニ ー ㈱ 新規液晶材料の研究 工学研究科

マ テ リ ア ル 研 究 所 助教授 八 木 繁 幸

所長 西 美緒

㈹ 日 本 鉄 鋼 協 会 水熱合成による製鉄プロセス副生物の利材化研究 工学研究科

会長 奥村 直樹 教授 中 平 敦

ユ ニ バ ー サ ル 造 船 ㈱ マルチブロックを用いた船体周 りの流場 シュ ミレ 工学研究科

技 術 研 究 所 一ションの高度化に関する研究
助教授 田 原 裕 介

所長 藤本 留男
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

日 産 化 学 工 業 ㈱ 感光性材料の合成に関する研究 工学研究科

電 子 材 料 研 究 所 教授 白 井 正 充

取締役所長 袋 裕善

中 部 キ レ ス ト ㈱ キレー ト化合物を用いた複合酸化物光触媒の合成 工学研究科

代表取締役 南部 信義 とその評価に関する研究 教授 安 保 正 一

㈱KRI 包 絡 分析 法(DEA:DateEnvelopmentAnalysis) 工学研究科

コ ン サ ル テ ィ ン グ 本 部 の研究 助手 青 木 真 吾

専務取締役 児玉 皓雄

JSR㈱ 感光剤、増感剤 工学研究科

研究開発部長 永井 久男 教授 白 井 正 充

㈲神戸国際観光コンベンション協会 イ ンターネッ トによる海洋環境教育に関する基礎 工学研究科

テ ク ノオ ー シ ャ ン ネ ッ トワー ク 研究 助教授 大 塚 耕 司

会長 難波 直愛

ダ イ セ ル 化 学 工 業 ㈱ 亜臨界/超臨海における高分子廃棄物処理 工学研究科

常務執行役員 研開企画部長 教授 吉 田 弘 之

八浪 哲二

東 ソ ー ㈱ 高分子系有機EL材 料に関する研究 工学研究科

常務取締役 南陽研究所長 教授 内 藤 裕 義

平木 一郎

シ ヤ ー プ ㈱ 埋込磁石同期モータの高性能化技術の検討 工学研究科

電 化 シ ス テ ム 事 業 本 部 教授 武 田 洋 次

取締役事業本部 加藤 逸朗

東 洋 紡 績 ㈱ 微生物酵素に関する研究 工学研究科

バ イ オ ケ ミ カル 事 業 本 部 長 教授 荻 野 博 康

曽我部 行博

ISR㈱ 無機 有機複合系イオン伝導体の研究 工学研究科

研究開発部長 永井 久男 教授 辰巳砂 昌 弘

積 水 化 学 工 業 ㈱ 新規な酸窒素化物材料に関する研究 工学研究科

R&Dテ ク ノ ロ ジ ー セ ン タ ー 教授 藤 村 紀 文

NBO開 発推 進セ ンターヘ ッ ド

東 正人

神 戸 天 燃 物 化 学 ㈱ 化成品中間体の合成に関する研究 工学研究科

取締役 高木 良博 教授 中 澄 博 行
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㈱ ゼ ニ ラ イ ト ブ イ 浮体の波浪中応答解析プログラムの開発 工学研究科

取締役社長 竹安 正 助教授 大 塚 耕 司

藤 倉 航 装 ㈱ パラシュー ト設計支援 コー ドの開発 工学研究科

代表取締役 廣山 昭道 助教授 田 原 裕 介

㈱ ア ス カ メ デ ィ カ ル 非平衡プラズマ を用いたキシレン ホルマ リンの 工学研究科

代表取締役 林 秀行 頒 教授 山 本 俊 昭

㈱ ゼ ニ ラ イ ト ブ イ 沿岸用ブイの性能向上に関する研究 工学研究科

取締役社長 竹安 正 教授 池 田 良 穂

㈱ ブ リ ヂ ス ト ン 機能性粉体の設計 工学研究科

代表取締役 渡邉 恵夫 教授 綿 野 哲

大 鵬 薬 品 工 業 ㈱ 医薬品製剤の造粒装置の開発 工学研究科

製剤 生産技術研究所長 教授 綿 野 哲

佐藤 利治

コニ カ ミノルタテ クノロジーセ ンター㈱ 回折光学素子の設計評価に関する研究 工学研究科

取締役デバイス技術研究所 教授 菊 田 久 雄

所長 塩澤 和夫

日 立 化 成 工 業 ㈱ 光ラジカル架橋性高分子の機能化に関する研究 工学研究科

電 子 材 料 研 究 所 教授 白 井 正 充

理事 研究所長 金久 修

日 立 造 船 ㈱ イ ンテ リ ジ ェ ン トシス テ ム 、 デ ー タ解 析 工学研究科

技 術 研 究 所 教授 市 橋 秀 友

所長 古寺 雅晴

日 立 造 船 ㈱ カーボ ンナノチューブ製造技術 工学研究科

技 術 研 究 所 教授 中 山 喜 萬

所長 古寺 雅晴

側)電 気 通 信 普 及 財 団 CWDM光IPネ ットワークにおける物理層管理 工学研究科

理事長 稲村 公望 のための集中システム 助手 小 山 長 規

ダ イ ソ ー ㈱ 研 究 所 光硬化性樹脂の増感色素に関する研究 工学研究科

研究所長 古川 喜朗 教授 中 澄 博 行

三 洋 電 機 ㈱ 固体電解質の開発研究 工学研究科

専務執行役員 モバイルエナジーカンパニー社長 教授 辰巳砂 昌 弘

本間 充
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㈱ 神 戸 製 鋼 所 非平衡プラズマ利用技術研究 工学研究科

機械研究所 所長 加藤 稔 教授 山 本 俊 昭

㈱ 村 上 開 明 堂 光励起親水化の解明及び酸化チタン系可視光触媒 工学研究科

取締役社長 武藤 忠義 薄膜に関する研究 教授 安 保 正 一

富 士 通 テ ン ㈱ モ ー タ シ ュ ミレ ー タ開 発 工学研究科

代表取締役社長 藤丸 桂二郎 助教授 森 本 茂 雄

㈱ 村 田 製 作 所 ナ ノインプリン ト法によるマイクロ ナノ構造加 工学研究科

代表取締役社長 村田 泰隆 工 とその応用 教授 平 井 義 彦

三 洋 電 機 ㈱ 水素吸蔵合金の研究 工学研究科

専務執行役員 モバイルエナジーカンパニー社長 教授 井 上 博 史

本聞 充

王 子 製 紙 ㈱ ナノインプリン ト法 によるマイクロ ナノ構造加 工学研究科

東 雲 研 究 セ ン タ ー 工とその応用 教授 平 井 義 彦

特殊紙開発研究所 八木 寿則

㈱ 初 田 製 作 所 ウ ォ ー タ ー ミス ト消 火 に 関 す る ウ ォ ータ ー ミス ト 工学研究科

取締役生産本部部長 坂本 義彦 の蒸発 ・凝結量の測定 教授 吉 田 篤 正

㈲ 近 畿 地 方 発 明 セ ン タ ー 新規のNb合 金型固体電解コンデンサーの開発 工学研究科

理事長 近藤 文治 助手 千 星 聡

(財)村 田 学 術 振 興 財 団 超常磁性磁気秩序を示すクラスター分散型磁性誘 工学研究科

理事長 村田 治 電体薄膜の開発 助教授 松 井 利 之

㈹大阪 ニューク リアサ イエ ンス協会 電気抵抗法を用いた金属材料の劣化診断技術に関 工学研究科

会長 岸田 哲二 する研究 教授 岩 瀬 彰 宏

新 日 本 製 鐵 ㈱ 高分解能透過型電顕観察によるSiO2/Mgo固 相反 工学研究科

技 術 開 発 本 部 応過程の解析 教授 今 野 豊 彦

八幡技術研究部長 竹下 哲郎

ダ イ キ ン 工 業 ㈱ CO2ヒ ー トポ ン プ給 湯 シ ス テ ム の 数 値 シ ュ ミ レー 工学研究科

空 調 生 産 本 部 ションによる性能分析 助教授 横 山 良 平

執行役員 水野 克之

㈱ ヤ マ ニ 軽量マグネシウム合金の開発 工学研究科

代表取締役 紙田 雅一郎 助教授 辻 川 正 人
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大 阪 ガ ス ㈱ フルオレン系エポキシ樹脂およびポリシランに関 工学研究科

材 料 事 業 化 プ ロ ジ ェ ク ト部 する研究指導委託 教授 白 井 正 充

部長 進戸 規文

ユ ー ザ ッ ク シ ス テ ム ㈱ Webサ ービスを用いた製品受注システムに対する 工学研究科

代表取締役 伊藤 鎮男 安全なネッ トワークモデルの開発 教授 松 本 啓之亮

戸 田 工 業 ㈱ ゾルゲル法を用いた前駆体作製による高純度窒化 工学研究科

取締役社長 戸田 俊行 珪素粉末の調整 助教授 成 澤 雅 紀

三 菱 電 機 ㈱ インバータの振動制御 高効率制御 に関する研究 工学研究科

住環境研究開発セ ンター 助教授 森 本 茂 雄

馬場 文明

シ ヤ ー プ ㈱ 有機光電変換デバイスに関する研究 工学研究科

技 術 本 部 教授 内 藤 裕 義

エ コロジー技術 開発セ ンター所長

清水 正文

オ ム ロ ン ㈱ 回折光学素子を用いたセンサ開発 工学研究科

技術統括センタ高度生産システムグループ 教授 菊 田 久 雄

グループ長 田中 邦明

石 川 金 属 ㈱ 第一原理計算による合金設計に関する基礎研究 工学研究科

取締役社長 石川 徹 助手 上 杉 徳 照

教授 東 健 司

パ ナソニ ックエ レク トロニ ックデバイス㈱ 生体材料の研究 工学研究科

開発技術センター材料プロセス研究所 教授 中 平 敦

所長 御堂 勇治

コ マ ツ キ ャ ス テ ッ ク ス ㈱ EPCプ ロセス(消 失模型鋳造法)に 関する研究 工学研究科

原 敬道 助教授 池 永 明

㈱Ovonic相 変 化 研 究 所 ナノインプリントデバイスの研究 工学研究科

太田 威夫 教授 平 井 義 彦

新 日 本 製 鐵 ㈱ ゾルーゲル法による金属へのコーティングに関す 工学研究科

技 術 開 発 本 部 る研究 教授 辰巳砂 昌 弘

鉄鋼研究所長 木下 滋

㈹ 日 本 ア ル ミ ニ ウ ム 協 会 三次元高速高精度溶接高温割れ解析法の開発とそ 工学研究科

会長 加藤 仁 の応用 助手 柴 原 正 和
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米国海事研究所ボス トン事務所 高速船型を目的とした高効率CFD援 用広領域最適 工学研究科

ジ ュ リ アM・ ガ ル モ ン 化手法の開発 助教授 田 原 裕 介

㈱ ク ラ レ 水系高容量キャパシタの開発研究 工学研究科

く ら し き 研 究 所 教授 井 上 博 史

所長 時任 康雄

㈱ダイキン環境 ・空調技術研究所 IPMモ ータのセンサ レス制御に関する研究 工学研究科

取締役社長 小林 正博 助教授 森 本 茂 雄

ト シ コ 鋳 工 ㈱ 機能性銑鉄鋳物材料の研究 工学研究科

代表取締役社長 鳥居 寛往 助教授 池 永 明

㈱NEOMAX 固相反応による鉄 希土類元素系異方性磁気機能 工学研究科

代表取締役社長 土井川 馨 材料の開発 助教授 井 上 博 史

大 日 精 化 工 業 ㈱ ニッケル水素二次電池用 ポリマーゲル電解質に関 工学研究科

高橋 靖 する研究 教授 井 上 博 史

松 下 電 器 産 業 ㈱ 環境調和型触媒に関する研究 工学研究科

松 下ホームア ブライア ンス社 教授 安 保 正 一

電 化 住 設 研 究 所

所長 大森 英樹

㈱ダイキン環境 ・空調技術研究所 高効率モータの電磁構造に関する指導 工学研究科

取締役社長 小林 正博 講師 真 田 雅 之

㈱ 川 崎 造 船 試運転時の潮流計測手法に関する研究 工学研究科

技術本部長 宮本 修治 教授 奥 野 武 俊

シ ヤ ー プ ㈱ 文書画像検索に関する研究 工学研究科

ドキュメン トシステム事業本部 教授 黄 瀬 浩 一

ドキュメント商品開発セ ンター

所長 植木 良晴

日本エレクトロプレイティング ・エンジニヤース㈱ ノンシアンAgめ っきを用いたAg配 線形成技術の 工学研究科

事業部長 曽根 孝之 調査 教授 近 藤 和 夫

側)大 川 情 報 通 信 基 金 モバイルカメラに基づ くモノと情報の対応付け 工学研究科

理事長 奥島 孝康 教授 黄 瀬 浩 一

㈱ ゼ ニ ラ イ ト ブ イ ブイの運動性能に関する研究 工学研究科

取締役社長 竹安 正 教授 池 田 良 穂
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

ダ イ ヤ モ ン ド 電 機 ㈱ VOCプ ラズマ分解の研究 工学研究科

電 子 機 器 事 業 部 技 術 部 助教授 大久保 雅 章

部長 大江 重雄

三 菱 電 機 ㈱ 鉄道車両用次世代の主電動機に関する研究 工学研究科

伊 丹 製 作 所 助教授 森 本 茂 雄

所長 金田 順一郎

東 洋 合 成 工 業 ㈱ ナノインプリン ト法によるマ イクロ ナ ノ構造加 工学研究科

新 規 事 業 開 発 部 工とその応用 教授 平 井 義 彦

新規事業開発部長 菊地 英夫
一

日 酸TANAKA㈱ 三次元高速高精度溶接高温割れ解析法の開発とそ 工学研究科

取締役技術開発本部長 の応用 助手 柴 原 正 和

佐野 義美

㈱ 神 戸 製 鋼 所 機 械 ナノインプリン ト法によるマイクロ ナノ構造加 工学研究科

エ ン ジ ニ ア リ ン グ カ ン パ ニ ー 工とその応用 教授 平 井 義 彦

開 発 セ ン タ ー

開発企画室 室長 石井 孝彦

側)マ ツ ダ 財 団 付加情報の利用による認識率100%の 実現一 誤 り 工学研究科

理事長 渡辺 一秀 のないパ ターン認識手法の理論 と実践 助手 岩 村 雅 一

東北大学多元物質科学研究所 研究助成金 工学研究科

所長 中西 八郎 教授 塚 田 隆 夫

共 栄 社 化 学 ㈱ 感光性材料について 工学研究科

奈 良 研 究 所 教授 白 井 正 充

取締役研究所長 寺田 雅芳

野村 マ イクロ サ イエ ンス㈱ 工学研究科

取締役社長 千田 豊作 教授 奥 野 武 俊

シ ヤ ー プ ㈱ 文書画像検索に関する研究 工学研究科

ドキュメントシステム事業本部 教授 黄 瀬 浩 一

ドキ ュ メ ン ト商 品 開 発 セ ン タ ー

所長 植木 良晴

㈱ キ ー エ ン ス 画像認識の研究 工学研究科

東京研究所長 寒澤 晃 助教授 吉 岡 理 文

日 本 ゼ オ ン ㈱ ナ ノ イ ンプ リ ン ト法 に よ る マ イ ク ロ ・ナ ノ構 造 加 工学研究科

新 事 業 開 発 部 工 とその応用 教授 平 井 義 彦

大島 正義
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

㈲ 福 島 造 船 鉄 工 所 船体構造強度に関する教育研究 工学研究科

代表取締役 福島 伸光 教授 正 岡 孝 治

三 菱 樹 脂 ㈱ 極低温での物性、特に超伝導体の研究 工学研究科

管 財 事 業 部 教授 石 田 武 和

理事役 管財事業部長

山本 和久

ズ ー ド ケ ミ ー 触 媒 ㈱ 光触媒 によるN20分 解に関する研究 工学研究科

代表取締役社長 竹石 肇 教授 安 保 正 一

東 レ ㈱ 複合材料、樹脂、コア材の高速圧縮特性の測定 工学研究科

エ ンジ ニ ア リ ン グ 開 発 セ ン タ ー 教授 三 村 耕 司

所長 大谷 洋

㈲ 大 阪 科 学 粉体の動的物性評価装置の開発 工学研究科

代表取締役 西山 正俊 助手 岩 崎 智 宏

㈲ 住 友 財 団 ヘテロ原子の複合導入 を伴 う高選択的カルボニル 工学研究科

理事長 住友 吉左衛門 化新手法の開拓 教授 小 川 昭 弥

新 東 工 業 ㈱ 消失模型鋳造法に関する研究 工学研究科

代表取締役社長 平山 正之 助教授 池 永 明

㈱ダイキン環境 ・空調技術研究所 空調用熱交換器が有する接触抵抗の測定方法に関 工学研究科

取締役社長 小林 正博 する研究 教授 吉 田 篤 正

㈱ シ ケ ン 酸化チタン光触媒による乳酸分解への太陽電池の 工学研究科

中川 善典 効果に関する基礎研究 教授 安 保 正 一

味 の 素 ㈱ 食品製造における粉体工学の応用 工学研究科

医 療 カ ン パ ニ ー 教授 綿 野 哲

大家 茂樹

㈲千里ライフサイエンス振興財団 次世代バイオプロセス構築をめざした有機溶媒耐 工学研究科

理事長 岡田 善雄 性酵素の開発 助教授 荻 野 博 康

大 日本 イ ンキ化 学 工 業 ㈱ 生体触媒の固定化方法に関する研究 工学研究科

総 合 研 究 所 教授 関 実

執行役員R&D本 部長

高垣 秀次

米国海事研究所ボストン事務所 高速船型を目的とした高効率CFD援 用広領域最適 工学研究科

エ リザ ベ スLフ ォー ド 化手法の開発 助教授 田 原 裕 介
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

東 日本シップマネージメント㈱ ペ ンタマラン型内航RORO船 の開発 工学研究科

代表取締役 古閑 信二 教授 池 田 良 穂

堺 鋼 板 ㈱ 吸着剤に関する研究奨励金として 工学研究科

代表取締役 津田 慎吾 講師 中 村 秀 美

㈱ 小 松 製 作 所 拡散を用いた鉄鋼材料の耐食、耐摩耗性表面改質 工学研究科

開 発 本 部 に関する研究 助教授 辻 川 正 人

材料技術センタ

所長 江嶋 聞矢

高 田 機 工 ㈱ 大電流パルスMAGを 用いた厚板T継 手完全溶込 工学研究科

代表取締役社長 西前 博 み溶接の凝固割れ解析 助手 柴 原 正 和

不 二 製 油 ㈱ おから処理方法に関する研究 工学研究科

技 術 部 教授 吉 田 弘 之

取締役技術部長 岩朝 央

総 合 科 学 ㈱ 神戸空港人口海浜の環境修復効果評価に関する研 工学研究科

代表取締役 西村 明光 究 助教授 大 塚 耕 司

㈱FUDAI 府大衛星製作準備および衛星システム設計教育 工学研究科

代表取締役社長 川真田 忠博 教授 大久保 博 志

㈱ 月 星 製 作 所 金属系材料の塑性加工とミクロ組織に関する基礎 工学研究科

代表取締役社長 打本 照治 研究 教授 東 健 司

テ ク ノ 螺 子 工 業 ㈱ エネルギー変換デバイス用固体電解質技術 工学研究科

代表取締役 橋本 文夫 教授 辰巳砂 昌 弘

㈱ 関西エネルギー リサイクル 「使用後水で溶解除去できる有機溶媒フリー新規 工学研究科

科学研究振興財団 光架橋 ・硬化樹脂の開発」に関する研究 助手 岡 村 晴 之

理事長 宮崎 勇

松 浪 硝 子 工 業 ㈱ ガラス新素材とゾルゲルに関する研究 工学研究科

取締役 技術開発部長 教授 辰巳砂 昌 弘

西 正博

(財)関西 エ ネ ル ギ ー リサ イ ク ル 「混合 フォーマー効果を利用 した高 リチ ウムイオ 工学研究科

科学研究振興財団 ン伝導体の開発と全固体電池への応用」に関する 助手 林 晃 敏

理事長 宮崎 勇 研究

㈱ 新 技 術 研 究 所 耐熱マグネシウム合金に関する基礎研究 工学研究科

代表取締役 平井 勤二 助教授 瀧 川 順 庸
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

㈱ 安 川 電 機 位置センサ レスサーボモータの研究 工学研究科

取締役技術開発本部開発研究所長 教授 武 田 洋 次

宮原 範男

財 団法 人C&C振 興 財 団 進化型多 目的最適化アルゴリズムの開発 と多 目的 工学研究科

理事長 佐々木 元 知識獲得への応用 助手 能 島 裕 介

東 日本シップマネージメ ント㈱ フェリーの運動性能と乗客の乗 り心地の研究 工学研究科

代表取締役 古閑 信二 講師 有 馬 正 和

東日本シップマネージメント㈱ 船体運動計測を用いた波浪計測法の開発 工学研究科

代表取締役 古閑 信二 講師 片 山 徹

東日本シップマネー ジメント㈱ 高速カーフェリーの荒天時の就航可否判断基準 に 工学研究科

代表取締役 古閑 信二 関する研究 教授 池 田 良 穂

㈱ 東 洋 機 械 製 作 所 鋳物振動造型に関する研究 工学研究科

取 締 役 社 長 榛 葉 全 祐 助教授 池 永 明

側)関西エネルギー リサイクル マルチエー ジェントシステムによる自由化された 工学研究科

科 学 研 究 振 興 財 団 電力市場モデル化に関する研究 講師 森 直 樹

理事長 宮崎 勇

㈹ 日本 原 子 力 産 業 会 議 金属間化合物FeAlに おける非熱平衡欠陥の挙動 工学研究科

関 西 原 子 力 懇 談 会 助教授 堀 史 説

常務理事 ・事務局長

綾野 輝芳

三 井 造 船 ㈱ 間接 プラズマ法 によるSOx存 在下でのNO酸 化に 工学研究科

機械 ・システム事業本部事業開発部 関する研究 教授 山 本 俊 昭

今井 兼久

㈱ 川 崎 造 船 船舶工学研究 工学研究科

技術本部長 宮本 修治 助教授 田 原 裕 介

(賜人 工 知 能 研 究 振 興 財 団 検索エ ンジ ンを基盤 としたP2P型 知識管理システ 工学研究科

理事長 清水 定彦 ムの実装と評価 教授 辻 洋

㈱半導体理工学研究セ ンター 高機能ゲー ト絶縁膜 を用いたフレキシブル有機 ト 工学研究科

代表取締役 下東 勝博 ランジスタの動作特性の解明 教授 内 藤 裕 義

松 下 電 器 産 業 ㈱ 超高速用埋込磁石同期モータの高効率化 工学研究科

モータ社社長 宮本 郁夫 講師 真 田 雅 之
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寄 附 申 込 者 研 究 課 題 所属および研究代表者

松 下 電 器 産 業 ㈱ リ ラ ク タ ンス トル ク応 用 モ ー タの セ ンサ レス ドラ 工学研究科

モータ社社長 宮本 郁夫 イブの高性能化に関する研究 助教授 森 本 茂 雄

㈱ 情 報 科 学 国 際 交 流 財 団 ソフ トウエアの海外委託に関する日米の動向調査 工学研究科

理事長 川口 茂 教授 辻 洋

㈱ ハ イ ド ロ シ ス テ ム 開 発 ABTア ルゴリズムの精度向上 と実用化に向けた研 工学研究科

代表取締役 橘田 隆史 究 教授 奥 野 武 俊

住 江 織 物 ㈱ ゼオライ ト触媒に関す る研究 工学研究科

上席執行役員 技術開発本部 本部長 教授 安 保 正 一

テクニカルセ ンター セ ンター長

瀬戸 保太郎

竹 内 電 機 ㈱ 透過電子顕微鏡によるカーボ ン材料の形状 ・構造 工学研究科

代表取締役 竹内 浩 の確認、微細組織の観察 講師 津 田 大

㈲ 大 阪 産 業 振 興 機 構 亜臨界水処理による廃棄物資源化に係る研究 工学研究科

理事長 末吉 徹 教授 吉 田 弘 之

側)ス ズ キ 財 団 高速高精度三次元溶接高温割れ解析法の開発とそ 工学研究科

理事長 鈴木 修 の応用 助手 柴 原 正 和

(財)前 川 報 恩 会 学術研究助成金 工学研究科

理事長 前川 正雄 教授 新 井 隆 景

側)天田金属加工機械技術振興財団 InternationalConferenceonProcessing& 工学研究科

理事長 上田 信之 ManufacturingofAdvancedMaterials 助教授 井 上 博 史

(THERMEC2006)

三 重 重 工 業 ㈱ 衝撃緩和用素材の動特性の解析 工学研究科

代表取締役 窪 道徳 教授 三 村 耕 司

幸 邦 化 学 ㈱ 衝撃緩和用素材の動特性の解析 工学研究科

代表取締役 若林 稔 教授 三 村 耕 司

日 本 た ば こ 産 業 ㈱ 乾燥技術に関する研究 工学研究科

た ば こ 中 央 研 究 所 教授 関 実

所長 佐野 実
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産官学連携および共同研究制度等の説明

大阪府立大学大学院工学研究科 工学部では、地域社会における産業振興や技

術教育の進展 に寄与す るため、「科学技術共同研究セ ンター 工学部門」 を設置

してお ります。 また、産官学共同研究会でセ ミナーや研究室見学会 を催すなど産

官学相互の交流事業を支援 しています。

共同研究(研 究員の派遣)、 受託研究、研修員の派遣、教育 研究奨励寄付金

の申込み、技術相談、研究会な ど、 どのようなことで もまず は共同研 究センタ

ー 工学部門にお尋ね下さい。 また、 ご利用の向 きは、研究内容などに応 じて工

学研究科各専攻担当教員または事務局企画推進課までご連絡 ください。

また、従来か ら実施 してお ります他大学及び試験研究機関等との共同研究員の

受入れも積極的に行っています。

詳 しくは下記のホームページをご覧下さい。

産 官 学 連 携 に係 る 諸 制 度 につ い て

共 同研 究 、 受 託 研 究 、 研 修 員 、 教 育 ・研 究 奨励 寄 付 金

http://www.osakafu-u.ac.jp/soumu/sangaku/seido/index.htm

技 術 相 談

http://www。eng.osakafu・u.ac.jp/crcenter/p-econc.html

産 官 学 共 同 研 究 会

http://www.eng.osakafu-u.ac.jp/crcenter/index-2.html

科 学 技 術 共 同研 究 セ ン ター 工 学 部 門(工 学 部5号 館111号 室)

http://www.eng.osakafu-u.ac.jp/crcenter/(電 話072-254-9206)
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学 位 論 文 題 目 リ ス ト

修 士(工 学)

(平成17年度)

博 士(工 学)

(平成17年)



111111111MMI川IIIIIIIIMIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIHIIIl修 士(工 学)(平 成17年度) 111111]IIIIIIIIIIIIII[lllMIIII川川IllllMlllllllNll

機械系専攻

機械 システム工学分野

氏 名

阿 部 大 介

榎 晃 一

昭

介

晃

義

太

宏

恭

高

高

陽

崎

邊

西

堀

川

川

小

小

関

之

章

彦

一

大

陽

英

樹

季

樹

人

太

志

俊

浩

森

真

将

利

英

真

直

智

健

勇

本

田

津

代

井

枝

野

本

上

武

前

橘

中

永

西

林

万

福

藤

牧

松

三

宮

宮

聡

彦

司

史

聖

康

明

田

中

本

田

森

山

山

吉

論 文 題 目

サブ波長構造による広帯域複屈折素子の作製

低降伏点鋼及びオーステナイ トステンレス鋼のひずみ速度 ひずみ経路急変後の力学的挙

動

分子動力学による金属材料の振動減衰メカニズムに関する検討

CFD援 用によるすきま流を受ける壁面近傍円柱群の振動挙動

光学要素用高アスペクト比構造の成型

GMDHに 基づく非線形制御系の統一的設計法

ホロニック生産システムにおけるリアルタイムスケジューリングに関する研究

一多目的最適化および強化学習を適用した手法の提案一

水平 ・鉛直地震動を同時に受ける薄肉円筒殻柱の動的安定性と弾塑性挙動の検討

6角 形セル構造体における内部構造と強度特性の関係

非線形システムを対象とした実時間制御設計法

不均質厚板の平面定常熱応力と応力拡大係数

非線形復元力特性を持つ供試体と振動台の連成振動制御に関する検討

セル生産システムにおける作業の遅延に対する作業者の再配置に関する研究

微細周期構造を用いた波長選択フィルタに関する研究

磁場の時間変動を受ける導体無限平板の電磁熱弾性動的応答

数値解析に基づく非共軸Hopkinson棒 法の測定精度の検討とその実験的検証

加熱と横荷重の周期的変化を受ける不均質長方形板の熱誘起振動解析

非一様加熱を受ける不均質厚板の非定常熱弾性解析

せん断変形理論を用いたクロスプライ積層円筒シェルの非定常熱弾性解析

遺伝的アルゴリズムを用いたリアクティブスケジューリングに関する研究

一多目的最適化問題における交叉法の改良一

正準変換を用いた非線形システムの創発的設計法

生産スケジュールを考慮したダイナミック サプライチェーンに関する研究

筋力特性を考慮したテニスラケット ボール 人間系の連成挙動解析

衝撃負荷を受ける長柱の座屈変形挙動の実験及び数値解析的検討

エネルギー機械工学分野

氏 名 論 文 題 目

梶 本 彰 展 非平衡プラズマを用いた実機ディーゼルエンジン排ガスNOxお よびPM同 時除去

小 林 大 三 実測 ・気象観測データに基づ く日射量の推定と太陽光発電システムの性能評価

佐 野 太 一 フローティングシステムにおける搬送材走行とノズル角の影響 に関す る実験的研究

篠 原 英 里 加振噴流群の混合特性に関する実験的評価

白 石 裕 司 LLS・LIF法 による高湿度気流中におかれた含水液滴火炎内のすすお よびOH濃 度の測定

杉 岡 真 宏 人体の熱負荷量を組み込んだ都市環境の温冷感評価指標に関する研究

竹 内 伸 介 ガスエンジンコージェネレーションにおける吸収冷凍機 システムの性能分析 ・最適化

竹 村 和 真 高圧雰囲気中における溶解性二成分燃料液滴の高温壁面上での燃焼および蒸発に関する研

究
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氏 名

子

男

全

治

志

剛

夫

助

作

聡

至

紀

則

弘

人

也

之

美

和

一

俊

尚

崇

進

優

壮

裕

吉

光

健

中

邉

越

名

井

岡

角

江

永

村

嶋

上

瀬

口

田

田

田

名

春

藤

藤

寳

堀

松

三

宮

村

村

山

山

論 文 題 目

円管内におけるマルチ噴流及び気液二相流に関する数値解析

渦相関法を用いた都市表面における乱流熱輸送量計測に関する研究

コモンレール式燃料噴射システムを用いたディーゼル噴霧の温度分布測定

間接プラズマ ・化学複合プロセスを用いたNOx除 去技術

一様空気流中における乳化燃料液滴列の火炎伝ばに関する研究

大気圧非平衡プラズマを用いたVOCの 高濃度化および処理技術

圧力変動場におけるマイクロバブルの安定性に関する実験的研究

エネルギー供給システムの多段階最適更新計画

進行波を利用したマイクロポンプに関する数値解析的研究

空調熱源システムの最適運用計画とモデル予測制御の統合

路上排気ガスの初期拡散機構に関するLES解 析

ごみ焼却炉の二次燃焼における拡散火炎およびNOx生 成特性に関する数値解析

三次元境界要素法を用いた浮体近傍における気泡崩壊に関する数値シミュレーション

切 り欠きフィン付設流路内の熱流動特性に関する実験的研究

再配分法を用いない三次元渦法における発散問題

航空宇宙工学分野

氏 名

宏

彰

士

五

司

二

郎

則

久

子

樹

央

太

人

子

太

太

美

和

九

晃

幸

哲

崇

義

有

正

岳

健

真

知

源

健

木

口

田

藤

山

川

崎

口

田

浦

守

谷

田

村

田

川

島

々

保

佐

樋

門

齊

丸

黒

森

樋

藤

三

乙

久

津

中

長

慶

川

論 文 題 目

高度化 した輝度温度シミュレーションによるTRMM降 雨プロダク トの物理的検証

地中埋没物探査用ステ ップ周波数レーダの開発 と実験

広帯域 レーダの研究開発

小型人工衛星の電力制御システムに関する研究

非燃焼型ロケットエンジンの実験的研究と小型 ロケ ットの開発

強い主流乱れを受ける境界層の乱流遷移

縦渦が導入された超音速乱流混合場のPIV計 測

小型衛星(SOHLA-1)搭 載用スピンアップホイール(SPW)の 開発

柔軟宇宙構造物のセンサ ・アクチュエータ配置 と制御系の同時設計

ドライバー車両系 に基づいた自動車の性能評価

スマー トボー ドを用いた能動遮音制御による音響加振の抑制

ゲインスケジューリングとスイッチ ングの融合 によるハ イブリッド制御

遺伝的アルゴリズム(GA)に よる小型衛星の熱制御システム設計

小型衛星の構造振動特性に及ぼす構造部材間の薄膜粘着層の影響

インフレータブルパラボラリフレクタの研究

マイクロエアポンプの性能に関する研究

小型二重反転回転翼機の高性能化に関する研究
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海洋システム工学分野

氏 名

也

英

亮

也

男

み

明

瞬

嗣

寛

の

祐

丈

哲

和

こ

芳

高

義

林

藤

本

山

島

倉

橋

下

田

田

大

加

木

神

児

高

高

竹

冨

中

中 林 恵美子

生

智

明

彦

碧

也

茜

菜

大

大

誉

昌

慎

桂

本

宮

井

尾

父

内

野

田

橋

渡

向

八

養

籔

吉

黒

論 文 題 目

自動車骨格部材の衝突時の強度推定法に関する研究

舵付 きULCC船 への適用 を目的 とした 自航 シミュレータの開発

滑走艇の操縦運動推定法の開発(航 走姿勢が旋回運動に与える影響)

複合荷重 をうける船体梁の最終強度解析法に関する研究

不連続界面での単調性維持スキームについて

磯焼け海域 における藻場生態系モデルの構築に関する研究

成層流体中における内部波の干渉に関する研究

海域モニタリングのための紫外吸光スペクトルを用いた栄養塩計測手法に関する研究

CAD/CFD統 合型高効率最適化 システムの構築

自由表面影響 を考慮 したマルチブロックRaNS法 によるアペンテージ付 き帆走艇周 りの流

場解析

犠牲量モデルを用いた船舶の経済性評価法の開発 とその5胴 型新船型のフ ィージビリティ

スタディへの応用

海洋混合層の発達過程における音波の伝搬挙動の変化に関する研究

西部熱帯太平洋海域における炭素フラックスに関する基礎的研究

1点 弛緩係留ブイシステムの運動解析手法の開発に関する研究

閉鎖性海域における環境修復技術の効果評価手法の開発

西部熱帯太平洋海域における植物プランク トン鉛直分布の推定に関する研究

ポンツーン型浮体の波浪応答解析のための有限要素の開発

アオサバ イオマス有効利用システムの総合評価 一 愛知県蒲郡市の事例一

メタンハ イ ドレー トの分解過程に関する基礎的研究

電気 ・情報系専攻

数理工学分野

氏 名

夫

健

子

二

則

加

達

由

健

辰

田

谷

林

西

田

木

熊

小

中

野

顕

樹

宏

太

望

弘

宣

昌

幸

亮

和

山

田

見

中

田

林

平

藤

逸

山

吉

論 文 題 目

暗号化関数VMPCの 性質について

外力項を持つ関数微分方程式の解の大域漸近挙動について

空間4次 精度差分公式を用いた流れ関数 渦度法による流体の数値計算

大域的に拡散結合 した振動子集団におけるエイジングの効果

Pr。sCa。sMnO3.δ(δ ・O.05)のMn3d電 子状態

一軟X線 発光分光法による研究一

がんに対する免疫療法モデルの安定性解析

d-dotの相互作用

光電子分光法によるEu、Ir、Sn、3,Gd,lr、Sn、3の電子状態の研究

コントロール処理をもつ不完備分割型ブロック計画

2つ の対照処理をもつ効率的なテス ト・対照処理比較計画

非一様ノイズ結合系における確率共鳴
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電子物理工学分野

氏 名

暢

郎

孝

志

明

之

元

治

樹

郎

介

一

樹

一

一

博

賢

典

啓

泰

朋

康

孔

秀

裕

祐

剛

真

部

出

田

沼

坂

西

藤

藤

木

木

田

石

東

阿

井

岡

海

小

小

佐

佐

鈴

鈴

武

力

中 島 牧 人

中 谷 友 美

中 津 雅 臣

野 田 博 史

浜 田 良 寛

規

祐

弘

真

正

大

圭

郁

井

原

本

田

藤

藤

松

村

論 文 題 目

有機発光素子のインピーダンス分光 に関する研究

ナノ空間変調構造 をもつ擬一次元TIInSe、結晶の光学的特性

Ir(ppy)3の 燐光特性に関する研究

ブラシ状 カーボンナノチューブの制御成長に関する研究

電子線照射下における絶縁体内部の帯電現象の解析

極低温 強磁場 ・超高圧多重極 限環境測定システム開発 と物性測定

孤立 したカーボンナノチューブか らの電界放出電流の安定性

銅酸化物高温超伝導体YBa2Cu307.δ 単結晶育成 と評価

半導体 レーザーの注入変調パルスに対する光ファイバーカプラーを用いたパルス圧縮

有機燐光発光材料の光 電子物性に関する研究

多層Cu配 線構造か らの分光反射電子信号の解析

カーボンナノチューブの低温合成 とその電界放出特性

化学修飾 したナノ粒子一 共役系高分子 有機 ・無機ハイブリッド薄膜の光物性 に関する研

究

強磁性体 ・半導体界面(GdTbFe/GaAs)に おけるスピン依存性伝導

偏光保存フォトン検出法を用いた無侵襲血糖値モニ ター

赤外吸収法によるcz-Si結 晶中の窒素 ・炭素の高精度 高感度測定および挙動の解析

電子 ビーム微細加工で作製 した超伝導ネッ トワークの物性

一SQUID顕 微鏡による磁束量子イメージングー

走査型プローブ顕微鏡 を用いた多層カーボ ンナノチューブの電気伝導特性評価 に関する研

究

高温超伝導薄膜成長 と微細加工 一dド ッ ト系創製 と半磁束量子物性一

MgB2中 性子検出器のパルスレーザー応答

誘導結合型プラズマを用いたシリコンの深溝エ ッチ ング

高圧力プラズマの電気的特性の測定

電気電子 システム工学分野

氏 名

二

史

久

介

昭

創

治

治

義

成

浩

敏

晴

憲

幸

智

直

暢

憲

豊

幸

宗

一

寛

春

雅

和

田

田

本

尾

村

藤

下

本

本

川

谷

願

澤

村

秋

篠

松

森

吉

加

松

藤

山

吉

金

成

中

中

論 文 題 目

突極性 を利用 した埋込磁石同期モータの速度 ・位置セ ンサレス制御

ステータ巻線方式によるリラクタンス トルク応用モータの特性比較

埋込磁石同期モータの永久磁石配置 とトルク特性

永久磁石同期モータにおける高速運転に適 した構造に関する研究

アキシャル構造によるHEV用IPMモ ータの薄型化に関する研究

埋込磁石同期発電機を用いた風力発電システムの出力最大化制御

波力発電用 リニア発電機の構造に関する研究

電力システムの非線形発電機制御 と動的負荷 を考慮 したP-V曲 線 による電圧安定度解析

電力システム最適化問題へのParticleSwarmOptimizationの 応用

電界による微弱エネルギー現象 一水の蒸発促進 ・抑制効果 と分子構造一

一輪車の遅延フィー ドバ ック制御による周期運動の実現

繰返 し制御法による電動自転車の高効率化

2足 ロボッ トの歩行パター ン生成に関しての性能比較

ACPOを 用いたCPGモ デルの過渡特性の改良について
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氏 名 論 文 題 目

坂 本 泰 志 メ トロ光IPネ ットワークの光リンク設計と実証 に関する研究

竹 内 允 人 メ トロ光IPネ ットワークの設計ツールに関する研究

大 西 敬 尚 光IPネ ットワークのルーティング情報遠隔設定 に関する研究

羽 田 裕 介 波長選択性可変光ADMの 制御情報送信に関する研究

山 本 順 一 片端OTDR波 形を用いた光ファイバパラメータ分布の測定法

井 上 大 輔 非線形光ファイバ中における光パルス伝搬特性の解析

中 島 慎 介 半波長共振器と4分 の1波 長共振器で構成されるデュァルバン ドBPFに 関する研究

松 山 広 美 OFDMAア ップリンクにおけるCFO推 定に関する研究

山 下 知 仁 DCTフ ラクタル符号化 を用いた電子透かしにおける候補 ドメイン選択法に関する研究

情報工学分野

氏 名

史

久

行

継

也

人

弘

弘

徳

徹

玉

也

浩

士

華

朗

之

矢

一

隆

和

信

素

拓

雅

信

友

一

発

知

昌

洋

田

晋

博

真

嶋

石

澤

口

本

本

前

居

田

目

上

田

林

本

村

岡

水

金

大

野

宮

宮

大

中

野

布

黄

井

嘉

小

孫

山

松

亀

論 文 題 目

ユーザ嗜好 を考慮 した検索システムの構築手法

進化型計算における適応度評価手法の拡張

実市場を対象としたデイ トレー ドエージェントフレームワーク

3次 元物体の形状 明度情報量に基づ く視点および光源位置の選択

サ ッカーの中継映像に対する複数情報の確率的な統合による自動インデクシング

自己組織化マップを用いたネットワーク トラフィックからの異常検出

Webの 表構造 を用いた属性の自動抽出

特徴点の局所的配置に基づ く高速文書画像検索

3次 元解析 を用いた蓄積画像の効果的表現

テクスチ ャの方向性を考慮 した欠陥検出手法の検討

ネッ トワークを介 した制御システムの検討

心拍間隔時系列解析による糖尿病神経障害識別指標の検討

収縮期及び拡張期ColorKinesis画 像における虚血性心疾患の識別

フレームの上書きコピーと削除に対する耐性を高めた動画像用電子透かし

カメラ付 き携帯電話機で撮影 した画像か ら透か し情報 を抽出で きる電子透か し法

幾何学的改変によって移動 した埋め込み領域 を重心を利用 して同定する電子透かし法

ATMに おけるキース トローク特徴を用いた本人認証手法

株式チャー トにおける売買シグナルを用いた売買モデル

経営工学分野

氏 名 論 文 題 目

大 家 広 規 ファジィルールを用いたパター ン識別における遺伝的ルール選択と遺伝的機械学習の性能

比較

奥 山 幸 夫 サプライチェー ンにおける検査情報共有の有用性 に関す る一考察

景 山 明 宣 RESTER:KnowledgeManagementSystemforA住hocGroupActivities

北 埜 裕 子 先物取引市場における自律工一ジェント設計のための遺伝的アプローチ

黒 川 崇 史 重み付 クラスタリングと一般線形モデルによるfMRI

小 西 宏 昭 LisbbasedSqueezingBranchandBound法 に よ る 加 工 一 組 立 フ ロ ー シ ョ ッ プ ス ヶ ジ ュ ー

リ ン グ

是 常 彰 宏 StatisticalAnalysisforThermalComfortVote
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氏 名 論 文 題 目

笹 川 敦 司 循環型生産システム導入の有用性に関する一考察

高 谷 将 裕 対戦履歴を個体評価に用いた進化型計算による戦略獲得

寺 島 祐 二 リー ドタイム短縮モデルにおけるコス ト分析

冨 田 一 守 変量選択を考慮 した局所的主成分分析による欠測値推定

藤 村 貴 博 選好構造の変化 を考慮 した リァルタイムスケジュー リング法

牧 瀬 太 一 段 階的可能性アプローチを用いた局所的な数量化分析 によるアンケー トデータの分析

加 藤 正太郎 ナ ー一ス ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 問題 に対 す る ヒ ュ ー リス テ ィ ッ ク解 法

物質系専攻

応用化学分野

氏 名

恵

宏

元

文

美

己

之

理

国

将

留

裕

教

井

上

野

田

内

中

保

伊

井

岡

久

武

橘

田

介

之

介

俊

貴

良

本

築

塚

辻

都

中 居 大 輔

中 原 由 美

中 村 鷹 彦

西 辻 七 菜

平 鍋 隆一郎

松 本 英 之

誠

涼

行

哲

之

文

一

邦

雅

弘

鍋

井

倉

吉

永

真

三

満

光

宮

迎

卓

史

子

子

奈

悦

美

翔

川

内

谷

田

村

山

梶

永

論 文 題 目

ナイロンーO,Xの合成 と酸化分解性

Ti含 有メソポーラスシリカを光触媒 とするメタンの部分酸化反応

脳内神経伝達物質のinvivoマ イクロ透析/バ イオセンサシステムの開発

亜臨界水分解 を利用 した不飽和ポリエステル硬化樹脂のケ ミカルリサイクル

Mo/SiO2を 光触媒 とするH2中 の微量coの 選択酸化 除去反応

キラルな官能基 を有するナフタレン誘導体 とフラン類 との立体選択的光環化付加反応

置換析出法により作製 したPt-Ni合 金触媒の耐一酸化炭素被毒性 ならびに水素酸化反応に

対する触媒活性

ルイス酸性部位 とルイス塩基性部位 を併せ持つ加水分解反応場の構築 と触媒作用

ヘアピンオリゴヌクレオチ ドの非酵素的伸長反応の設計 とその分析化学的研究

アコースティックエ ミッション法による種々の水素吸蔵合金負極における初期活性化挙動

のその場解析

光塩基発生剤を用いた高効率光架橋系の構築

光 ・熱併用型架橋系における高分子側鎖長 と極性基の影響

メソポーラスシリカ細孔内に吸着 したクロロフィル ーaの 光物理化学特性

アリルシラン類 を用いる鎖状電子不足アルケンの光 アリル化反応におけるジアステレオ選

択性の制御

ケイ素鎖で連結 したスチルバゾール誘導体の分子内立体選択的光環化付加反応

RF一マグネ トロンスパ ッタ法で作製 したPt/Tio,ナ ノコンポジッ ト薄膜の光誘起超親水化

特性

エポキシ基を含むポジ型ArFレ ジス トの精密合成と特性評価

ナノワイヤー-re造を有するTiO2薄 膜の光触媒活性 と光電気化学特性

リワーク型多官能メタクリラー トモノマーの合成 と光 熱硬化樹脂の特性評価

水素結合を利用 した位置選択的アシル化触媒反応場の構築

固体高分子形燃料電池用低白金量電極触媒の新規作製とそのキャラクタリゼーシ ョン

マ イクロフローシステムによる1・シアノナフタレン誘導体の分子内光環化付加反応におけ

る反応効率 と選択性の制御

高歪みシクロプロペニルカチオンと求核剤 との反応による新規化合物の合成

光架橋部位 と熱分解部位を有するスチ レン型ポリマーの合成 と特性評価

チオールと一酸化炭素を用いるアレン類のカルボニル化新触媒系の開発

ジホスフィンの特性 を活かした高選択的 ヒドロホスフィン化新触媒系の開発
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化学工学分野

氏 名

祐

基

広

裕

士

志

彦

史

平

樹

之

規

徳

樹

里

之

史

稔

之

孝

源

俊

紘

真

敏

裕

友

和

永

康

和

卓

佐

孝

大

絵

智

崇

将

誠

昌

益

地

藤

丸

田

端

濱

松

木

塚

田

井

尾

岡

口

山

浦

坂

田

本

赤

伊

金

鎌

河

崔

先

重

高

高

徳

土

長

藤

堀

堀

三

宮

山

山

崔

論 文 題 目

新規な超臨界凍結造粒法による高機能性薬物の設計

酸化炭素分離回収用高性能キ トサ ン複合化吸着剤の開発 と吸着機構の解明

高効率ナノ粒子荷電装置の開発

亜臨界水処理による廃食用油の資源化 と加水分解反応動力学

層状ポリケイ酸塩アイラアイ トの形態制御

マイクロバルブを備 えた高精度微粒子分級用マイクロ流体 システムの開発

異なる基質で生育 したAcidithiobacillusferrooxidansの 細胞表面特性の評価

部分液体交換を伴 うマイクロディスペンサーアレイの開発

紅色光合成細菌を用いた硫化物イオン除去による河川底質改善法の開発 と応用

嫌気性細菌Sulfurospirillumbamesiiに よる溶存セレンのバイオ還元 ・不溶化

回転式流動層における粒子混合挙動の解析 とその応用

マイクロ流体デバ イスを用いた微小液滴分割の制御 とその応用

菌体 一担体問相互作用を利用 した酢酸資化性メタン菌の選択的固定化

微量押 し出 し造粒機の開発 と有限要素法を用いた造粒 メカニズムの解析

インターカレーション法による層状ポリケイ酸塩粒子の機能化

光と熱で発電するハイブリッド型太陽光利用薄膜素子

通性嫌気性微生物EhterobactoraerogenesNBRC13534株 を用いた水素発酵

キ トサ ン系吸着剤 を用いた廃バ ッテリーか らの有価金属の分離 回収

有機溶媒耐性サーモライシンの分子設計

異矩形断面H字 型マイクロチャネル内の液液2相 流の流動 と相間物質移動

OH形 強塩基性陰イオン交換樹脂 によるリン酸種の吸着分離に及ぼす共存イオンの影響

材料工学分野

氏 名

毅

輔

子

博

樹

伸

夫

聡

寛

郎

帆

志

司

紀

太

和

大

由

智

一

幸

立

隆

健

真

剛

裕

尾

部

上

野

田

谷

井

柳

中

村

浅

東

阿

井

草

黒

江

渋

白

高

田

辻

堤

中 公 寿

南 部 真 司

西 尾 理 実

論 文 題 目

CoZr金 属間化合物における延性能発現

非晶質金属の微結晶複合化 と摩耗特性

冷間加工用高強度Mg-Li合 金の開発

磁性誘電体Ba(COl.、Mnx)03・ δ酸化物の合成お よび特性評価

化学気相反応による炭化 シリコン基板および薄膜の合成

NiTi合 金の微細組織に及ぼす水素化一脱水素化処理の影響

リング圧縮試験によるマグネシウム素材に対する動的摩擦係数の算出

Ni3x型GCP相 からなるマルチ インターメタリックスの組織 と高温特性

形状記憶特性を有するTi-Nb・Sn合 金の微細組織観察

放射線照射によって誘起 される微粒子共存系での液体の分解反応

鋳造Mg-Y-Zn合 金の摩擦撹拝による強靭化

玄武岩を原料 とした連続繊維に関する研究

反応アーク溶解法により合成 したTiAl/Ti2Alc複 相合金における微細組織 と機械的性質の

評価

生体内模擬環境下 におけるジルコニアセラミックスの相安定性に及ぼす添加陽イオンの影

響

水素処理にともなうTi-Nb合 金の組織変化

導電性Cu・Ti基合金の時効析出挙動

259



氏 名 論 文 題 目

坂 東 宏 一

室 田 勝 幸

久保 敬

山 田 博 之

Nb-Ti合 金型固体電解 コンデ ンサーの作製 と評価

電子照射FeA1金 属閥化合物中の過飽和空孔に関する陽電子消滅法による研究

新規チタネー トナノチューブの合成 と評価

電子状態計算による銅合金の色調評価に関する研究

機能物質科学分野

氏 名

明

明

也

弘

津

高

敏

伊

章

野

沢

阪

木

宇

尾

栗

鈴

督

朋

哉

孝

見

美

勉

平

平

司

由

和

英

岳

真

晋

耕

貴

木

田

達

元

尾

岡

齋

武

山

高

武

伊

辻

寺

寺

南

渡

原

原

平 岡 崇 志

誠

郎

人

志

充

裕

一慶

弘

高

晃

光

井

子

山

尾

田

削

廣

益

増

松

森

弓

論 文 題 目

広波長領域で吸収を示すチオフェン系スクアリリウム色素の合成と特性

超高感度温度応答性抗がん剤運搬システムの構築

超音波反応場における金ナノ粒子生成反応機構の解析

遷移金属酸化物および硫化物をベースとする非晶質電極材料の作製と全固体リチウムニ次

電池への応用

Si:Ce希薄磁性半導体薄膜のMBE成 長過程とその構造解析

有害物質および超音波分解生成物が微生物の増殖に与える影響

水中超音波反応場における有害芳香族化合物の分解とその反応速度論に関する研究

希薄磁性半導体Si:Ce薄膜の低温MBE成 長とその磁気および磁気輸送特性

難分解性芳香族化合物の超音波分解 と反応場の解析

ヘリシティーが制御された亜鉛 ビリノンをキラル添加剤 に用いた液晶の不斉誘起

YMnO3を 用いた強誘電体ゲー トキャパシタの作製 とY203バ ッファ層の薄膜化の検討

リチウムイオ ン伝導性硫化物 ガラスをべ一ス とする無機一 有機ハイブリッ ド電解質の合

成と評価

ベンゾ基を有する屈曲 ドナー分子を用いた磁性伝導体の電気伝導/磁 気性質に関する研究

大気中HONO濃 度を変化させる要因の研究

ZnMnO/ZnOヘ テロ構造の電子輸送特性

沖縄辺戸岬へ輸送される総窒素酸化物と硝酸の挙動解明

遺伝子デリバリーのための種 々機能を組み込んだポ リカチオンの合成

3一グリシ ドキシプロピル トリメ トキシシラ ンを用いた親水性無機 一有機ハイブリッド膜

のポリマー基板上への作製

プロリン関連ポ リペプチ ドの合成 と構造特性
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llllllll川INIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIillllllllllNllllll博 士(工 学)(平 成17年) llllllllllMI川lllllllllllllllllll川lll川1111111111HIHIII

氏 名 論 文 題 目 授 与 月 日

上 杉 徳 照 DesignofStructuralMaterialsfromFirstPrinciples(第 一 原 理 か ら の 構 造 材 171・31

料設計)

SungWook StudyonAnalysesofPlasticDeformationofALandMg-AlloysbyUsing 17131

Chung FiniteContro且edVolumeMethodSimulation(有 限 差 分 法 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

によるアルミニウムおよびマグネシウム合金の塑性変形解析 に関する研究)

松 葉 匡 彦 空気調和機による温度 ・湿度制御系の設計および調整に関する研究 17・131

北 浦 堅 一 構造用鋼材の衝撃疲労挙動および発熱による疲労損傷評価に関する研究 17・228

山 田 智 貴 沿岸海域水質環境の時 ・空間予測モデルの構築に関する研究 17・2・28

HaiLin StudiesollBayesianTechniqueforDigitalCommunicationChannel 17'2・28

Equalization

内 原 博 工業材料中の微量成分の高感度分光定量法の開発と応用 172・28

中 谷 直 樹 海域環境シミュレーション手法に関する研究 17310

川 野 浩 康 Double-LayeredPerpendicularMediausingFe-CBasedSoftMagnetic 17310

UnderlayersandAmorphousTb-Fe-CoRecordingLayers(Fe-C系 軟 磁 性 裏

打ち層と非晶質Tb-Fe・Co磁 気記録層を用いた2層 膜垂直磁気記録媒体)

藤 島 英 勝 ElectrohydrodynamicsofPlasmaSystemandApplicationofPlasmaFlueGas 17331

Treatment(プ ラズマ システムにおける静電流体力学 と放電プラズマによる燃

焼排ガス処理)

Juan STUDYONCAVITATIONINSUPERPLASTICAZ61MAGNESIUM 17・331

Velazquez ALLOY(超 塑性AZ61マ グネシウム合金の空洞 に関する研究)

Aguirre

柿 木 佐知朗 ConformationStudyofProline-RelatedPolypeptides(プ ロ リ ン 関 連 ポ リ ペ プ 17331

チ ドのコンボメーションに関する研究)

飯 野 潔 InvestigationsontheLocalStructureofTitaniumOxide-basedCatalystsand 17331

Pb(1)Ion/andAg(1)Ion/ZeoliteCatalystsandTheirPhotocatalytic

Reactivities(酸 化 チ タ ン系 触 媒 と鉛(1)イ オ ン/お よび 銀(1)イ オ ン/ゼ オ ラ イ

ト触媒の局所構造と光触媒反応性に関する研究)

笹 部 久 宏 ロタキサ ンをプラッ トホーム とする光誘起電子移動系の設計と構築 17'3・31

和 田 啓 PreparationofPolymerHydrogelElectrolyteandItsApplicationtoElectric 17・3・31

DoubleLayerCapacitor(高 分 子 ヒ ドロゲ ル電 解 質 の 作 製 とそ の電 気 二 重 層 キ

ヤパシタへの応用)

板 野 泰 之 StudyontheBehaviorofPhotochemicalAirPollutantsinOsakaCity 17・331

MetropolitanArea(大 阪大都市圏における光化学大気汚染物質の挙動 に関す

る研究)

陳 新 鍮 NewWetMethodforDeterminingAtmosphericNitrogenDioxideand 173・31

AbsorptionMechanismforNitrogenOxidesinAlkalineSolution(大 気 中 二

酸化窒素の新規湿式測定法および窒素酸化物のアルカリ水溶液への吸収メカニ

ズム)

中 村 博 司 DevelopmentofanOn-BoardMeasurementSystemforVehicleExhaustGas 17・331

(車載型排 ガス計測 システムの開発)

池 田 和 外 表情による基本感情の評価に関する研究 17331

小 嶋 貞 二 海洋波浪計測 におけるマ リンレーダーの適用に関する研究 173・31
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氏 名 論 文 題 目 授 与 月 日

飯 川 裕 文 電子一光融合デバイス用複合半導体基板の創製と評価に関する研究 17・3・31

松 末 哲 征 OpticalandElectronicPropertiesofPhosphorescentEmissiveLayersin 17・3・31

OrganicLightEmittingDevices(有 機 発 光 素 子 にお け る燐 光 発 光 層 の 光 ・電

子物性)

山 本 益 士 DYNAMICALDIELECTRICRESPONSEOFPrl-.Ca.MnO3 17・3・31

ACCOMPANYINGCHARGEORDERTRANSITION(電 荷秩序相転移に伴

うPrl..Ca.MnO3の 動 的 誘 電 応 答)

岩 田 基 静止画像を対象とした電子透かしとその応用に関する研究 17・5・20

伊 藤 征 嗣 画像検索における領域分割とその識別に関する研究 17・9-30

KUNCORO OptimalSupplyChainforHarvestingandDeliveringFreshAgricul加ral 17・930

HARTO Products(生 鮮 農 産物 の 最 適 な 収 穫 ・配 送 サ プ ラ イ チ ェ ー ン)

WIDODO

山 本 裕 全文検索システムのインデクスと遠隔データアクセスに関する研究 17・9・30

黒 木 智 之 ExperimentalandTheoreticalInvestigationofCF4DecompositionUsingLow 17・10・20

PressureRFPIasma(低 気 圧RFプ ラ ズ マ を利 用 し たCF、 分 解 の 実 験 的 、 理 論

的研究)

Rajesh AStudyonIntegrationofProcessPlanningandSchedulingforHolonic 1710・31

Shrestha Manufacturing(ホ ロ ニ ッ ク生 産 の た め の 工 程 設 計 と ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 統 合

化に関する研究)

山 根 武 紫外顕微鏡によるフォトマスク寸法測定に関する研究 17・11・20
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被 顕 彰 者

外国からの来訪者



IlllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillHlll被顕 彰 者llllMHIIIMIIIIilllllllllllllllilHlllllllllllilllllllll

大阪府立大学では、平成元年度から平成16年 度までは毎年創立記念 日(6月1日)に 、平成17年度からは友

好祭の平 日休講 日に過去、1年 間に学会等から学術研究の業績を認められ賞を受けた教員を称えるため、学

長か ら盾を贈 って顕彰 している。

平成17年 度の被顕彰者は、次のとお りである。

所 属 職名 氏 名 受 賞 名 称 表 彰 者 名

機 械 工 学 分 野 教 授 山 本 俊 昭 2004年 度静電気学会功績賞 静電気学会

機 械 工 学 分 野 教 授 山 本 俊 昭 JamesMelcherPrizepaper IEEE(米 国電気電子学会)

Award2004

機 械 工 学 分 野 助教授 大久保 雅 章 JamesMelcherPrizepaper IEEE(米 国電気電子学会)

Award2004

機 械 工 学 分 野 助 手 黒 木 智 之 JamesMelcherPrizepaper IEEE(米 国電気電子学会)

Award2004

海洋システム工学分野 助教授 大 塚 耕 司 日本造船学会賞(開 発) 社団法人日本造船学会

(現 社団法人日本船舶海

洋工学会)

電子物理工学分野 教 授 内 藤 裕 義 OutstandingPosterPaper IDW'04Thellth

Award InternationalDisplay

Workshops2004

電子物理工学分野 教 授 中 山 喜 萬 粉生熱技術振興賞 側浴 川熱技術振興基金

電子物理工学分野 教 授 中 山 喜 萬 Fellowship SocietyofImaging

ScienceandTechnology

電気情報システム工学分野 教 授 武 田 洋 次 IEEECommitteePrizePaper ElectricMachines

Award(SecolldPrize) CommittecIEEE-Industry

ApPlicationsSociety

電気情報システム工学分野 助教授 森 本 茂 雄 IEEECommitteePrizePaper ElectricMachines

Award(SecondPrize) Committee,IEEE-Industry

ApPlicationsSociety

電気情報システム工学分野 講 師 真 田 雅 之 IEEECommitteePrizePaper ElecthcMachines

Award(SecondPrize) Committee,IEEE-lndustry

ApPlicationsSociety

電気情報システム工学分野 教 授 山 下 勝 己 第6回LSIIPデ ザ イ ン ア ワ ー ド LSIIPデ ザ イ ン ア ワ ー ド

開発奨励賞 運営委員会

電気情報システム工学分野 講 師 太 田 正 哉 第6回LSIIPデ ザ イ ン ア ワー ド LSIIPデ ザ イ ン ア ワ ー ド

開発奨励賞 運営委員会

知 能情報工学分野 教 授 石 渕 久 生 日本知能情報 ファジィ学会 貢献

賞

日本知能情報 ファジィ学会

知能情報工学分野 教 授 石 渕 久 生 2004GeneticandEvolutionary 2004Geneticand

ComputationConference EvolutionaryComputation

(GECCO2004)BestPaper Conference(GECCO2004)

Award ProgramCommittee

知 能情報工学分野 教 授 石 渕 久 生 人工知能学会賞 最優秀賞 社団法人 人工知能学会
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所 属 職名 氏 名 受 賞 名 称 表 彰 者 名

知能情報工学分野 助教授 中 島 智 晴 人工知能学会賞 最優秀賞 社団法人 人工知能学会

知能情報工学分野 教 授 市 橋 秀 友 貢献賞 日本知能情報 ファジィ学会

知能情報工学分野 助教授 吉 岡 理 文 電気学会優秀論文発表賞 社団法人 電気学会

知能情報工学分野 助 手 本 多 克 宏 第14回 イ ン テ リ ジ ェ ン トシ ス テ ム FANシ ンポジウム運営委

シンポジウムベス トプレゼンテー 員会

シ ョ ン賞

知能情報工学分野 助 手 能 島 裕 介 第14回 イ ンテ リジ ェ ン トシ ス テ ム FANシ ンポジウム運営委

シンポジウムベス トプレゼ ンテー 員会

シ ョ ン賞

応 用 化 学 分 野 助 手 野 原 愼 士 電池技術委員会賞 社団法人電気化学会 電池

技術委員会

応 用 化 学 分 野 講 師 松 岡 雅 也 YoungScientistPrizeofthe InternationalAssociation

InternationalAssociationof ofCatalysisSocieties(国

CatalysisSocieties 際触媒学会)

(国際触媒学会若手研究者賞)

応 用 化 学 分 野 助 手 徳 本 勇 人 GSCポ ス タ ー 賞 グ リー ン ・サ ス テ ィナ ブ ル

ケ ミス トリー ネ ッ トワー ク

マテリアル工学分野 教 授 高 杉 隆 幸 ExcellentPosterAward HighTemperature

SocietyofJapan

(社団法人 高温学会)

マテリアル工学分野 助 手 金 野 泰 幸 ExceUentPosterAward HighTemperature

SocietyofJapan

(社団法人 高温学会)
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lllllllillllMIMIIIMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII川illllllllll外国からの来訪者
(2005年)

lllllllllllllllllllll川lllllllllllll[1111111111111111111111

氏 名 職 名 国 名 勤 務 先 講 演 題 目 講 演 日 世話人

Vinodgopal 博 士 アメリカ合衆国 Departmentof NanostructuredCarbonElectrodesfor 2月25日 安 保

Kizhanipuram Chemistry,Indiana DirectMethanolFuelCeUs

University

Northwest

Alexander 教 授 ロ シア Instituteof MulitiparameterstabilityTheorywith 3月9日 大久保

P。Seyranian Mechanics,Moscow MechanicalApplications (博)

StateLomonosov

University

SangEonPark 教 授 韓国 InhaUniversity CatalysisbyNovelNickelContaining 5月14日 安保

OpenframeworkMaterials

EricM.Tallef 助教授 アメリカ合衆国 TheUniversityof ThePotentlalofSuperplasticMaterialsin 5月26B 東

TexasatAustin Manufacturin導TheCaseofAl-MgAUoys

Christoph Group ドイ ツ Forschungszentrum High-ResolutionThermalExpansionof 6月7日 石 田

Meingast leader一 Karlsruhe(FZK), YBa2Cu30xuntw正nnedsinglecrystals:

Themod Germany Superconducting且uctuations

ynamical

■
properbes

HuaxiongHuang 助教授 カナダ YorkUniversity, ThermalStressReducdonlbraCzochralski 6月13日 高比良

Departmentof GrownSingleCrystal

Mathematicsand

Statistics

Mari-Ann 教 授 ノル ウ ェー ノル ウェー工科大学 Energy-relatedinorganicmaterials 6月14日 辰巳砂

Elnarsrud preparedbysol-gelprocess

Sy-HwangLiou 教 授 アメリカ合衆国 Departmentof Nanofabricat重onandCharacterizationof 7月8日 松 井

Physics,University SmallMagneticFeatures.

ofNebraska,USA

NiekWilngaards 主任研究員 オランダ DelftCooperation Actor-AgentCommunltiesintheReal 7月20日 中 島

OnIntelligent World

Systems

Wei-KuoTao 研究員 アメリカ合衆 国 米国航空宇宙局ゴダー LatentHeat1ngfromTRMMSatellite 7月22日 重

ド宇宙 飛行セ ンター Measurements

J.Christopher 教 授 イギリス Departmentof Non-thermalp[asmamethodsf6rwaste 7月27日 山 本

Whitehead Chemistry, gaStreatment

Unlversityof

Manchester

MiaoZhenging 副院長兼 中国 漸江海洋学院 大学 間交流 見学(曳 航水槽) 7月28日 池 田

他4名 工程学院

院長、教

GeraldSchaejbr

授

助教授 イギ リス NottinghamTrent Colour・basedimageretrieval 8月12日 中 島

Universlty

Zhong-PingJian9 準教授 オ ー ス トラ リア NewYorkPolytechnic NonlinearPIcontrol(非 線 形PI制 御) 8月19日 餐

University,USA

EdmondPAYEN 教 授 フ ラ ンス EcoleNadonale Molecularapproachofthepreparationof 9月5日 安 保

Superieurede supPortedoxometallatesphases:

ChimiedeLille apPlicationtohydrotreatmentcatalysis

Vineneuved'

Ascq,France

.
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氏 名 職 名 国 名 勤 務 先 講 演 題 目 講 演 日 世話人

Marek 教 授 ポーラ ンド共和国 ワルシャワ大学 化 Biosensingasdetect三 〇nmethodinhigh 10月3日 八 尾

Trojanowicz 学科 perfbrmanceseparationtechniques

HeUaScheer 教 授 ドイ ツ 国立 ウッパータル大
■.■ ■

Polymersclencemnano艮mprlnt 10月19日 平 井

MassimoTormen 研究員 イ タ リア

学

CNR-Istituto Threedimensionalnanopatterningand 10月19日 平 井

Nazionaleperla fastnanoi∬1printingProcess

FisicadenaMateria

Laborat面o

NazionaleTASC,

Basovizz乱ITARY

Hem逓tSchift 教 授 ス イス ポ ー ル シ ェ ラー研 究 Nanoreplication:fromchipstotextlles 10月19日 平 井

機構

L量angchiZhang 教 授 中国 TheUniversityof ReseachActivitiesatLPNPTUniversity 10月25日 東

Sydney ofSydney

Guiochon,Georges 教 授 フ ラ ンス テネシー大学 PreparativeHPLC-Fundamentals, 11月2日 吉 田(弘)

ConventionApplications,andNew

Possibilities

RobertCliffbrd 社 長 オ ー ス トラ リア INCATタ ス マ ニ ア WavePiercing型 高速 カー フ ェ リー の 開発 12月5日 池 田

SeongIhlWoo 教 授 韓国 KoreaAdvanced Nano-microsystemsforFuelcel1, 12月6日 関

InstituteofScience Hydrogenreformer,PCRandsingle

andTechnology molecu正edeteciton

Chang-YuWu 助教授 アメ リカ合衆国 フロリダ大学 Nan〔>PorticleTechnologyf6rImproving 12月8日 綿 野

AirQuality
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工学部案内図

南海高野線

中百舌鳥 白 鷺

[]信号

国道310号 線

○

粒
霧

■ 「■■■■■■■■■■■■■■「

中 百 舌 扁 門

研 先
究 端
所 科

学

■

白鷺門

大阪府立大学

触
大阪府立大学

工学部

一

道順

地下鉄御堂筋線なかもず駅下車、

5号 出口すぐ左折、徒歩15分

南海高野線中百舌烏駅下車、

徒歩15分

南海高野線白鷺駅下車、

徒歩10分

JR阪 和線三国ヶ丘駅下車、

南海バス(北 野田、福町方面)府 立大学前下車
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2005年 度大学院工学研究科広報専門委員

委員長 電子物理工学分野

副委員長 化学工学分野

機械系専攻 機械工学分野

航空宇宙系専攻 航空宇宙工学分野

同

電子 ・数物系専攻 数理工学分野

同 電子物理工学分野

電気 情報系専攻

同 知能情報工学分野

物質 化学系専攻 応用化学分野

同 化学工学分野

同 マテリアル工学分野

広報専門委員会事務

海洋システム工学分野

電気情報システム工学分野
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